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事 業 概 略 

 
 

認知症国家戦略の国際動向と我が国の制度によるサービスモデルの 
国際比較研究事業 

 

公益財団法人東京都医学総合研究所 事業概略書 
 
 
 
 
人口高齢化にともなう認知症高齢者の急激な増加に際し、近年、先進各国では、認知症

を社会保障政策の最優先課題と位置付けたうえで包括的な国家戦略を示し、集中的な制

度・サービス改革を推し進めている。各国の国家戦略の詳細を分析するとともに、それに

基づくサービスモデルの開発と構築、地域実践を推進する仕組み等に関する状況を把握す

る。それにより認知症政策と地域実践の国際動向を明らかにし、我が国の代表的な自治体

での実践状況と比較しながら、今後の我が国における認知症政策への示唆を得ることを目

的とする。 

 
 
 
 
本事業では、上記の目的のために以下の 3 項目について研究実施した。 

 

1．認知症日米戦略カンファレンス～認知症国家戦略と大都市の取組み 
表記をテーマとして、平成 25 年 12 月 19 日、東京都医学総合研究所講堂において上

記カンファレンスを開催した。講演者として、米国より米国保健・福祉省立案評価局副

局長 ルース・カッツ氏、米国アルツハイマー協会ニューヨーク市支部副代表ジェド・

レヴァイン氏を招聘し、また国内から、厚生労働省老健局長 原勝則氏、東京都健康長

寿医療センター研究部長 粟田主一氏を招聘した。講演者を含めたパネルディスカッシ

ョンでは、指定発言者として、東京都福祉保健局高齢社会対策部長 中山政昭氏、世田

谷区副区長 秋山由美子氏、認知症介護研究・研修センター研究主幹 進藤由美氏が参

加され、国、都、区のレベルでの関係者が一堂に集まって討議を行った。 
 

事 業 目 的 

事 業 概 要 
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2．オーストラリア DBMAS 視察報告 
オーストラリアの高齢者ケア施策の重点は、1980 年代、従来のナーシングホーム増設か

ら在宅支援に舵を切った。1985 年には地域在宅ケア法が制定され、在宅ケアサービスの提

供が開始された。各地にアルツハイマー協会が設立されたのもこの頃である。 

DBMAS（認知症行動マネジメント助言サービス）は、行動心理症状（BPSD）による

介護の破たんを回避するために 2007 年から連邦政府予算で全国に導入された、他国に

例のないユニークなオーストラリアのサービスである。そこで、メルボルン市（ビクト

リア州）において、平成 25 年 10 月の約 1 週間、DBMAS の視察を行った。サービス提

供事業者は競争入札方式で選定され、各州の実情に応じて提供される。DBMAS チーム

は看護師、心理士、作業療法士、理学療法士など多職種からなり、24 時間年中無休で

BPSD に苦慮する家族や介護施設職員などからの電話相談に応じ、原因のアセスメント

や助言をする。必要に応じてアウトリーチや短期間のケースマネジマントも行っている。 
 

3．国内モデル地域調査報告（富士宮市・大牟田市・世田谷区玉川地域） 
本調査では、認知症を支える取組みを先進的に行っている地域の中から、人口規模と

調査実施可能性等を勘案し、静岡県富士宮市（調査日：平成 25 年 11 月）、福岡県大牟

田市（調査日：平成 25 年 12 月）、東京都世田谷区玉川地域（調査日：平成 25 年 8 月、

平成 26 年 1 月）の 3 か所をモデル地域として選び、そこに共通する特性や、地域の実

情による違いをあきらかにすることを目的に、それぞれの地域における認知症への取組

みに関して、さまざまな属性の関係者を対象とする個別インタビュー調査を実施した。

対象者の属性は、行政担当者、地域包括支援センター、社会福祉協議会、住民自治会、

かかりつけ医及び家族（ケアラー）である。 
 
 

 
 
 
1．認知症日米戦略カンファレンス～認知症国家戦略と大都市の取組み 
 米国保健・福祉省のカッツ氏からは、オバマケアと称される「医療費負担適正化法

（ACA）」、「国家アルツハイマープロジェクト法（NAPA）」、および NAPA に基づく国

家アルツハイマープランについて紹介がなされた。国家プランのゴールは 5 つあり、①

2025 年までにアルツハイマー病を予防し効果的に治療すること、②ケアの質と効率を

最大化すること、③アルツハイマー病の人と家族の支援を充実すること、④アルツハイ

マー病に対する国民の理解と関心を広げること、⑤これらゴールに向けての進捗を追跡

していくこと、である。また、同プランは連邦政府のプランではなく、国家プランとし

て、すべての当事者、すべての現場に重点が置かれていることが強調された。 

事 業 結 果 
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 アルツハイマー協会ニューヨーク市支部のレヴァイン氏からは、アルツハイマー協会

がニューヨーク市において展開している、さまざまなサービスについて紹介がなされた。

24 時間無料電話相談、支援グループ運営、ケア相談、教育研修、メディック・アラー

ト（徘徊対策）、早期支援プログラムなどである。最近は終末期ケアにも取り組んでい

る。またとくに同市は多様な文化をもつ人々が暮らすために、それぞれの文化に合わせ

母国語で情報提供も行われている。その他にも、認知症の人が文化芸術と接し楽しむこ

とができるように、美術館と協働のプログラムも実施され、当事者から好評を得ている。

最後には、認知症に対する理解と問題意識の向上の重要さを強調された。 
 厚生労働省老健局の原氏からは、現在のわが国の高齢化対策の現状と地域包括ケアシ

ステムの考え方が紹介された。さらに「今後の認知症施策の方向性～ケアの流れを変え

る～」の柱と関連して、認知症初期集中支援チームの来年度からの全国展開、地域にお

ける助け合い、生きがいづくりと社会参加、トータルで地域の中で認知症の方を支えて

いく地域づくりを目指すことが述べられた。また都市部では、在宅医療・介護の徹底、

小規模多機能型居宅介護サービスやグループホームが有用であること、そして 4 年後に

は 600 万人の認知症サポーター養成を目標とすることを強調された。 
 東京都健康長寿医療センターの粟田氏からは、東京都における認知症への取組みにつ

いて、東京都としての 4 つの目標が紹介された。それらは、認知症疾患医療センターの

整備、早期発見・早期診断推進事業（認知症初期集中支援チームと地域包括支援センタ

ーとの協力）、人材育成（一般病院看護師対象の認知症対応力向上研修）、地域での生活・

家族支援の強化である。さらに見守り事業や、高齢化が進んでいるホームレスを支援す

る NPO 団体の活動についても述べられた。 
 パネルディスカッションでは、①認知症ケアを推進する上で大都市に特徴的な困難

（あるいは利点）と、それに対する課題解決の方向性、②国‐都道府県（州）-区市町

村は、認知症ケアの推進に向けてどのように役割を分担することが望ましいか、③認知

症の人が安心して暮らせるために、多様なステークホルダーを巻き込んだ地域住民主体

の取組みと町づくりをどのように実現するか、の 3 つの論点をめぐって討議された。 
論点①の中では、高齢者に対する相談と情報提供について、日本では地域包括支援セ

ンターの機能強化の必要性、米国ではアルツハイマー協会が認知症に関する知識センタ

ーとして当事者やケア提供者に情報提供し力を与えていることが述べられた。論点②の

中では、国・都・区の役割分担に関しては、区は住民同士の互助・共助も大事にしなが

らさまざまな生活支援サービスを工夫できるので、都には医療体制整備や人材育成を、

国には法的整備や研究に加えて認知症に対するポジティブなキャンペーンを推進する

ことが要望された。論点③の中では、最後に各パネリストから、認知症の人が安心して

暮らせるように地域の温かい目を育てていくこと、家族介護者を一人で悩ませないこと、

介護者が物事をオープンにして支援が得られるようにすること、高齢者に優しい町づく

りに米国の多くの地域が取り組んでいること、常に認知症の人や家族の声に耳を傾ける
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ことなどが強調された。 
 

2．オーストラリア DBMAS 視察報告 
 今回視察したビクトリア州メルボルン市では、州の「高齢者精神科訪問サービス」の

ケースマネジャーが在宅や施設で生活する、問題を抱える高齢者のケースマネジメント

を行っており、特に介護施設職員が入居者の行動（behaviours of concern）に難渋してい

る場合には「施設支援プログラム」スタッフが短期集中的に介入するなど、充実したア

ウトリーチ活動を展開している。同州の DBMAS は既存のサービスを補完する形で導入

され、看護師や作業療法士ら計 13 名が電話相談に応じ、必要時には老年精神科医が薬

剤相談に応じることもある。DBMAS スタッフは介護職が認知症の人の視点にたって

BPSD と言われる行動を理解できるように助言し、介護者のケアスキルの向上を目標と

していることが強く感じられた。ことに DBMAS では作業療法理論に基づいて、感覚を

刺激するアイテムをさまざまに工夫して活用していることも大いに参考になるところ

である。 
BPSD は認知症の人が何らかの要因によって脅かされた結果として出現し、介護者に

とっても大きなストレスとなって、しばしば介護破綻につながる。一方で、認知症の人

に BPSD が起こった文脈を理解し、安全が感じられる環境を作り出すことは、同じ地域

に暮らす人々の安心を確保することにもつながり得る。DBMAS の多職種専門家による

タイムリーな助言・介入サービスは、日本でも自宅や施設での認知症の人の暮らし、そ

して市民の暮らしに大きな助けとなると思われた。オーストラリア国内でも州によって

DBMAS の形を変えているように、日本の実情に合わせつつ BPSD に対する助言マネジ

メント機能が導入されることが望まれた。 
 

３． 国内モデル地域調査報告（富士宮市・大牟田市・世田谷区玉川地域） 
表記 3 地域の行政担当者、地域包括支援センター、社会福祉協議会、住民自治会、か

かりつけ医及び家族（ケアラー）を対象として計 18 件の個別インタビュー（半構造化

面接）を、下記 10 項目の設問の順に実施した。 
1．早い段階での気づき 2．日々の暮らしの中での困難の見極め 3．ケアや支援の

内容についての説明と相談 4．かかりつけ医の役割 5．かかりつけ医と専門医の連携 

6．地域ぐるみの支え 7．医療・介護・地域の連携 8．行動・心理症状（BPSD）への

対応 9．終末期から看取りについて 10．地域の認知症への取組み推進 
インタビューの内容はすべて録音し、テープ起こしの上、テキストデータを作成した。

得られたテキストデータから、各設問に対して意味ある回答と思われるセンテンス群を

抜きだし、地域別、回答者の属性別に別表にまとめた。さらにその内容から、上記 10
項目の設問ごとに、3 つの地域の共通特性と、各地域の実情に応じた違いを検討した。 
今回調査した 3 つのモデル地域のそれぞれで、認知症への取組みに対して、関係者の
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熱意溢れる創意と工夫ならびに敬服すべき尽力が積み重ねられており、この 10 年間で

いずれも大きな進展が得られている。しかしながら、医療基盤や社会基盤の個別実情に

よる制約からは、引き続きチャレンジしなければならない課題も浮き彫りにされている

ようである。各地域の実情の違いを越えて、明らかに 3 つのモデル地域に共通して強く

意識されているのは、第一に、地域住民に対する、さまざまな機会を利用しての継続的

でたゆまぬ普及啓発である。そして第二に、地域包括ケアシステムの中において、地域

包括支援センターを要とする、医療、介護、地域、行政の機能的連携の推進である。基

礎自治体とその社会を構成する人々が主導する、認知症への取組みの日本型コミュニテ

ィ・イニシアティブ・モデルは、今後ともこの二点を根幹とした上で、さまざまなサー

ビスや事業の目的と役割を明確にし、組み込んでいくことが望まれるものと思われた。 
 

 地域住民や介護者への認知症理解のための普及啓発の推進と、多職種協働によるケア

の質の向上は、いずれの国でも強調されていることである。アルツハイマー協会ニュー

ヨーク市支部が取り組んでいる、相談活動と情報提供、より良い終末期ケア、文化的活

動による当事者の生きがいと社会参加、都市部での徘徊対策、多様な文化をもつ人々へ

のサービスなどはわが国でも参考とできるものである。オーストラリア独自の DBMAS
は、BPSD に関する介護者教育や作業療法理論によるアイテム活用など、その介入技法

は示唆に富むものである。その多職種専門家によるタイムリーな助言・介入サービスは、

きわめて有効な BPSD 対策でもある。国内モデル地域調査からは、介護保険制度を土台

とした地域包括ケアシステムは、世界をリードするポテンシャルをもつ、わが国独自の

優れた認知症対策であることが理解できる。本事業の結果、海外の優れたサービスを我

が国のそれぞれの地域における包括的ケアシステムの実情に合わせつつ、組み入れるこ

とができれば、地域包括ケアシステムのさらなる機能強化が期待できると考えらえた。 
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第 1 章 認知症日米戦略カンファレンス 
 
  





 
 

認知症日米戦略カンファレンス 概要 
（平成 25 年 12 月 19 日 東京） 

 

日 時：平成 25 年 12 月 19 日（木）午後 1 時 30 分～午後 6 時 
場 所：公益財団法人東京都医学総合研究所 講堂 
テーマ：認知症日米戦略カンファレンス「認知症国家戦略と大都市の取組み」 

（プログラムは次頁） 
 

海外招聘者 
Ruth Katz 米国保健福祉省立案評価局 副局長（障害・高齢化・介護政策室） 
Jed A Levine 米国アルツハイマー協会ニューヨーク市支部 副代表 

プログラム＆サービス・ディレクター 
 

国内参加者（五十音順） 
秋山 由美子 世田谷区 副区長 
飛鳥井 望 東京都医学総合研究所 副所長 
粟田 主一 東京都健康長寿医療センター研究所 研究部長 
勝又 浜子 厚生労働省老健局高齢者支援課 認知症・虐待防止対策推進室長 
近藤 伸介 東京大学医学部 
佐渡 充洋 慶應義塾大学医学部 
進藤 由美 認知症介護研究・研修東京センター 研究主幹 
中山 政昭 東京都福祉保健局 高齢社会対策部長 
原  勝則 厚生労働省 老健局長 
堀田 聰子 労働政策研究・研修機構 
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The Japan-U.S. Conference on Dementia Strategy
“National Dementia Strategy & Metropolitan Challenges”

認知症日米戦略カンファレンス
「認知症国家戦略と大都市の取組み」

平成25年12月19日（木）午後1時30分～午後6時
公益財団法人東京都医学総合研究所 講堂

厚生労働省平成25年度老人保健事業推進費等補助金
「認知症国家戦略の国際動向と我が国の制度によるサービスモデルの国際比較研究事業」

13:30～ 開会 進行 飛鳥井 望 東京都医学総合研究所 副所長

主催者挨拶 前田 秀雄 東京都医学総合研究所 理事長

歓迎の挨拶 川澄 俊文 東京都福祉保健局 局長

13:40～ 『米国とニューヨーク市における認知症の取組み』
ファシリテーター 佐渡 充洋 慶應義塾大学医学部

講演1 Ruth Katz 『米国の認知症国家戦略』
米国保健・福祉省立案評価局 副局長（障害・高齢化・介護政策室）

講演2 Jed A. Levine  『ニューヨーク市における認知症関連のプログラムとサービス』
米国アルツハイマー協会ニューヨーク市支部 副代表

休憩 15:15～15:25
15:25～ 『日本と東京都における認知症の取組み』

ファシリテーター 近藤 伸介 東京大学医学部

講演3 原 勝則 『日本の認知症国家戦略と都市部の取組み』

厚生労働省 老健局長

講演4 粟田 主一 『東京都における認知症への取組み』

東京都健康長寿医療センター研究所 研究部長

休憩 16:10～16:30

16:30～ パネルディスカッション『認知症国家戦略と大都市の取組み』

ファシリテーター 飛鳥井 望 東京都医学総合研究所 堀田 聰子 労働政策研究・研修機構

指定発言1 中山 政昭 東京都福祉保健局 高齢社会対策部長 『東京都における認知症対策の現状と課題』

2 秋山由美子 世田谷区 副区長 『世田谷区認知症在宅支援の取り組み』

3 進藤 由美 認知症介護研究・研修東京センター 研究主幹 『米国および日本における現場の状況』

パネリスト

Ruth Katz       米国保健・福祉省立案評価局 副局長（障害・高齢化・介護政策室）

Jed Levine 米国アルツハイマー協会ニューヨーク市支部 副代表 プログラム＆サービス・ディレクター

勝又 浜子 厚生労働省老健局高齢者支援課 認知症・虐待防止対策推進室長

中山 政昭 東京都福祉保健局 高齢社会対策部長

秋山由美子 世田谷区 副区長

粟田 主一 東京都健康長寿医療センター研究所 研究部長

進藤 由美 認知症介護研究・研修東京センター 研究主幹

近藤 伸介 東京大学医学部

佐渡 充洋 慶應義塾大学医学部

18:00 閉会

主催 公益財団法人 東京都医学総合研究所
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Ruth Katz
米国保健・福祉省立案評価局 副局長（障害・高齢化・介護政策室

NAPAウェブサイト: http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/

1

何百万ものアメリカ人が、

愛する人がアルツハイマー病に苦しむ姿を見るつらさ、

胸が引き裂かれる思いを痛いほどよく知っています。

そして、アルツハイマー病は我が国の高齢者とご家族の

重荷となり、その数は増え続けています。

したがって、我々は、この病による国民の健康への挑戦

に立ち向かわねばならないのです。

2012年5月 バラク・オバマ大統領

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 2

 はじめに

 米国における高齢化

 アルツハイマー病および関連する認知症

 国家アルツハイマープロジェクト法(NAPA)
 即時の行動

 諮問委員会

 国家プラン

 所見

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 3

 医療制度改革に関するアクション

 人口の高齢化

 アルツハイマー病および関連する認知症(AD/RD)
 リーダーシップのコミットメント

 多様な利害関係者を一つにまとめる

 研究と自立した生活に焦点

 国家アルツハイマープロジェクト法(NAPA)の制定

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 4

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 5

 無料の予防サービス
◦ 1年ごとの認知機能評価を含む

 介護サービス支援

 統合ケアの重視

 処方薬へのアクセス改善

 メディケアの強化

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 6
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NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 7

1900～2010年および2020～2050年（予測）の65歳以上および85歳以上の人口

65歳以上

85歳以上

予測

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 8

Source: Hebert LE, Weuve J, Scherr PA, Evans DA. Alzheimer’s disease 
in the United States (2010-2050) estimated using the 2010 census. 
Neurol. 2013; 80: 1778-1783

合計
65歳以上
75～84歳
65～74歳

2010年時点の米国におけるアルツハイマー病の人数（推測値）
および2050年までの予測

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
人
数
（
単
位
：
百
万
人
）

年

 500万人がアルツハイマー病または関連する認知症を有し
ている
◦ 米国では85歳以上の人口が増加していることから、AD/RDの人も
相当数、増加するとの専門家予測

 AD/RDの人の医療と長期介護にかかる年間コストは、
$1,090億、うち大半は長期介護コストと推定されている

 家族や友人によるケアのコスト（推定値）
◦ 所得の損失額： 500億ドル
◦ 家族や友人によるケアを民間市場で支払う場合：1,060億ドルに上
ると考えられる

Source: Hurd et al. N Engl J Med 2013;368:1326-34.

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 9

 2010年の研究予算： 5億200万ドル

◦ 分子病態学と生理学、診断・評価・疾患監視、トランスレーショナルリ
サーチと臨床介入、疫学、ケア・サポート・医療経済学、研究リソース

◦ 大半の4億5700万ドルは、 米国国立衛生研究所(NIH)からの予算

 臨床ケア
◦ 発見および診断

◦ 治療とケアのコーディネート

◦ 研修

 介護ケア
◦ 入所基準を満たす人々のためのナーシングホーム給付

◦ 高齢者向けサービス提供事業者の全米ネットワークを支援する小規
模プログラム

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 10

 現在、AD/RDの予防・治療・治癒する手段が存在し
ない

 ケアの質の評価方法およびスタッフのトレーニングの
改善が必要

 家族など介護者に対する支援が必要

 スティグマと誤った認識の蔓延

 官民の取り組みにおけるコーディネーションと追跡が
必要

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 11

米国保健・福祉省（HHS）長官に対し、下記の目的を遂行するための国家アル
ツハイマープロジェクト設置を求め、 2011年1月4日に署名：

 アルツハイマーを克服するための統合的な国家プランの策定と維持

 連邦政府の全省庁横断的な研究およびサービスのコーディネーション

 予防し、進行を止め、進行を戻す可能性のある治療法の開発促進

 早期診断率およびケアと治療のコーディネーション向上

 高リスクの民族的・人種的マイノリティの人々のアウトカム改善

 地球規模でアルツハイマーとの闘いを進めるための、国際組織との協調

 国家プランの内容と実施をレビューし、論評する諮問委員会の設置

12
NAPA WEBSITE: 

http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/
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 既存リソースの最大限の活用、進行中の取り組みの改善とコーディネーション

 諮問委員会との協議の下での官民パートナーシップ支援

 アルツハイマー病に対するアプローチの方法の転換

 国家プランであって、単なる連邦政府プランではない

 行動とは、即時の行動、近時および長期の目標を指す

 官と民の関係者の関与を求める

 前進への道は、リソース、科学の進歩、コラボレーション次第

 今後のプランにおいては、米国保健・福祉省は諮問委員会および関係者と協
働し、さらなる行動を起こす

13
NAPA WEBSITE: 

http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/

国家プランに対する議会の決定や支援を待つことなく、アルツハイマー病に
対して即時の行動を起こすべくデザインされた投資

 アルツハイマー病に対する研究資金の増加。国立衛生研究所(NIH)は直
ちに、2012会計年度に5000万ドルを追加投資

 2013会計年度には新規のアルツハイマー病研究資金として予算8000
万ドルが提案された
◦ この提案は実現しなかったものの、NIH所長のFrancis Collinsは2013会計年度
の新規アルツハイマー病研究を支援するため、4000万ドルを所長が決裁権を持
つ資金（Director’s Fund）から供与

 アルツハイマー病の人とその家族の支援および国民・医療従事者の啓発
◦ アルツハイマー病に対する国民の理解を深めるための啓発とアウトリーチ; 

◦ 医療従事者の認知症に対する知識を深めるためのアウトリーチ

14
NAPA WEBSITE: 

http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/

研究 臨床ケア

 米国国立衛生研
究所

 米国疾病対策予
防センター

 医療品質研究調
査機構

 退役軍人省

 食品医薬品局

 メディケア・ア
ンド・メディケイ
ド・サービス・
センター

 保健資源サー
ビス局

 退役軍人省

 インディアン
保健サービス

15

‣ メディケア・アン
ド・メディケイド・
サービス・セン
ター

‣ 高齢者局
‣ 立案評価局
‣ 退役軍人省

‣ 薬物乱用・精神
保健サービス局

介護サービスと支援

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/

連邦政府

 座長 -- Ronald Petersen,  
メイヨークリニック医師、医学
博士

 13人の委員は下記の代表で
構成:
◦ アルツハイマー病の当事者
◦ 介護者
◦ サービス提供事業者
◦ 州政府
◦ 各自治体政府
◦ 研究者
◦ アドボカシー団体

 保健・福祉省

 防衛省

 米国国立科学財団

 退役軍人省

16
NAPA WEBSITE: 

http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/

パブリック

 連邦政府の省庁間ワーキンググループおよび諮問委員会の設置

 研究、臨床ケア、LTSSに関する小委員会設置

 諮問委員会による年4回の公式会議およびワーキンググループと小委員会の臨時会議

 アルツハイマー病の人と介護者のための既存のプログラム改善と、新たな取り組みを行う
ための作業

 版を重ねてのプランづくり

◦ 2012年1月に枠組み案を公表

◦ 2012年2月に第一次プラン草案を公表

◦ 2012年4月に第二次プラン草案を公表

◦ 2012年5月に最終プランを発表: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/NatlPlan.shtml

◦ 2013年6月に2013年改訂版を発表

17
NAPA WEBSITE: 

http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/

1. 2025年までにアルツハイマー
病の予防と効果的な治療を実
現する

2. ケアの質と効率性を最大限に
高める

3. アルツハイマー病の人と家族
のための支援の充実

4. 国民の理解と関わりを深める

5. 進捗を追跡し、さらなる改善へ
の原動力とする

18
NAPA WEBSITE: 

http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/
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 認知症の人と家族が今、必要とするケアと治療に対して、バランスよく
取り組む

 国家プランであって、単なる連邦政府プランではない。官民セクターの
関係者による関与を必要とする。

 長期目標、それらの目標を達成するための戦略、即時の行動

 進捗に関する報告の透明性: 
◦ 付属資料に実施スケジュール
◦ 諮問委員会に対する進捗状況報告は年2回

 随時、プランを更新: 1年ごとに改訂
◦ 2013年6月に2013年改訂版を発表: 

http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/NatlPlan2013.shtml
◦ 2014年4月に2014年改訂版を発表

19
NAPA WEBSITE: 

http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/

 戦略1.A: 研究の優先順位とマイルストーンの決定

 戦略1.B: アルツハイマー病の予防と治療を目指した
研究の充実

 戦略1.C: 早期および発症前のアルツハイマー病同定
技術の開発促進

 戦略1.D: 国際的な官民組織との研究協力

 戦略1.E: 医療および公衆衛生プログラムへの知見の
トランスレーションを促進

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/

 戦略2.A: 質の高いケアを提供できるスキルを持った
人材の育成

 戦略2.B: タイムリーで正確な診断率を高める

 戦略2.C: 診断直後から、アルツハイマー病の人とそ
の家族に情報を提供し支援する

 戦略2.D: 様々なケア現場に即した、質の高い認知症
ケアのガイドラインと評価法を特定する

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/

 戦略2.E: アルツハイマー病の人のための新しいケア
モデルの有効性を探る

 戦略2.F: アルツハイマー病の人がケア現場と制度の
間を安全で効果的に行き来できるよう図る

 戦略2.G: アルツハイマーの人のための医療と介護
のコーディネーションと統合を高める

 戦略2.H: アルツハイマー病の発症率が特に高い

人々およびケア不足の問題に直面している人々のた
めのケアを改善する

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/

 戦略3.A: 民族文化に配慮した教育・研修・支援のた
めの情報を受け取ることができるようにする

 戦略3.B: 家族介護者が自身の健康とウェルビーイン
グを維持しながら介護を続けられるようにする

 戦略3.C: 将来必要となるケアを考え、家族が計画で
きるよう支援

 戦略3.D: アルツハイマー病の人の尊厳、安全、権利
の保持

 戦略3.E: アルツハイマー病の人の住まいに関する
ニーズを評価し対応する

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/

 戦略4.A: アルツハイマー病に対する国民の理解を深
める

 戦略4.B: 州政府、部族政府、地方政府と協働して

コーディネーションを高め、各政府の全管轄でアルツ
ハイマー病に対する理解を深める先進的モデルを
つくる

 戦略4.C: 米国と世界各国が、協力してそれぞれの取
り組みを向上させる

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/
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 戦略5.A:連邦政府による進捗追跡能力を高める

 戦略5.B: ナショナルプランの進捗をモニターする

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/

 米国保健・福祉省のSebelius長官が5月15日、米国
国立衛生研究所での国際研究サミット開催中に発表

 新しい研究プロジェクトへの助成を発表

 サービス提供事業者教育交付金の被交付者の発表

 啓発キャンペーンの発表
◦ ウェブサイト開設 www.alzheimers.gov
◦ テレビおよび紙媒体での広告 (クリックしてご覧ください

www.youtube.com/watch?v=Oy-dz2xS21M) 

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 26

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 27

 研究の進歩を最善にするためのリコメンデーションを策定：
Alzheimer’s Disease Research Summit 2012: Path to Treatment and 
Prevention

 新規の2大臨床試験（遺伝子シーケンシングおよび革新的な新規細胞モデル開
発） など、新しい研究プロジェクトに対する助成

 2025年の目標に到達するための研究のマイルストーンに関する文書の作成：
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/milestones/milestones.shtml

 認知症の診断から効果的な行動マネジメントまで、10,000人以上の医療従事者
をトレーニングするためのリソースの提供

 国民の啓発と、認知症の診断を受けた人々と介護者を重要なリソースにつなげる
ことを目的に、ウェブサイト www.alzheimers.gov を開設

 進展した認知症に関するパネル

28
NAPA WEBSITE: 

http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/

 CMSおよびNIHは、認知機能障害の簡易評価ツールを明らかにした

 臨床試験の登録に関するAoA/NIAのウェブセミナー、研究者による家族と患者
への打診の支援

 ACL、Alliance for Aging Research、MetLife財団による報告書『革新をイン

パクトに変える：アルツハイマー病の人と介護者を住み慣れた地域で、自宅で支
えるためのエビデンスに基づく介入について (“Translating Innovation to Impact: 
Evidence-Based Interventions to Support People with Alzheimer’s Disease and Their 
Caregivers at Home and in Their Communities”)』

 アルツハイマー病による負担が特に高い人々が直面している特有の課題を明ら
かにする、個別集団タスクフォース。6月24日に報告書を公表。

 ダウン症候群の人々とアルツハイマー病に関するNIH会議開催 (2013年4月)

 他の認知症に関するNIH研究サミット開催(2013年5月)

29
NAPA WEBSITE: 

http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/

 投資を最大化するための研究協力の改善

 ケアと介護者支援に関する他国の成功に学ぶ

 イギリス、カナダ、フランスとの二国間協議

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 30
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 多国間の取り組み

 極めて支援的なコミットメント
◦ 研究および優先順位決定に関する情報共有

◦ 国際行動計画の策定

 フォローアップ会議
◦ 社会的インパクトに対する投資 – イギリス

◦ 新しい介護と予防モデル – 日本

◦ 産学パートナーシップ – カナダおよびフランス

◦ 1年間の追跡 – 米国

 米国国立衛生研究所にて2015年2月まで

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 31

 政治による支援

 明確なミッション
 情熱を持って尽力した連邦政府職員
◦ 新たな予算付けがなくても、新たな活動や仕事を遂行
◦ 保健・福祉省と他省庁において、担当職員の異動なし

 機会とギャップに的を絞った探索
 使えるツールはすべて活用
 すべての当事者、すべての現場に重点
 研究と、認知症とともに生きること － この両方に焦点
 プランにおける各行動ステップの説明責任(accountability）
 アドボカシー団体との協働 – 相互尊重と継続的対話

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 32

 より時間をかけた取り組み

 経済環境の改善 - 業務遂行のためのより多くの資金
および支援スタッフ

 州政府および民間セクターとのパートナーシップを緊
密化させるための継続的な取り組み - 連邦政府単独
では達成できない

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 33

 http://www.alzheimers.gov
 NAPAウェブサイト： http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/
 国立高齢化研究所（National Institute on Aging）：

http://www.nia.nih.gov/alzheimers
 高齢者ケア検索サイト：

http://www.eldercare.gov/eldercare.net/public/Index
.aspx

 ADSSPプログラム：
http://www.aoa.gov/AoA_Programs/HPW/Alz_Grants
/

 全国家族介護者支援プログラム：
http://www.aoa.gov/AoA_programs/HCLTC/Caregive
r/index.aspx

NAPA WEBSITE: 
http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/ 34

Ruth.Katz@HHS.gov
(202) 690-5766

35
NAPA WEBSITE: 

http://aspe.hhs.gov/daltcp/napa/
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「アルツハイマー病に関する米国の国家プラン」 
Ruth Katz 米連邦政府保健福祉省立案評価局 副局長（障害・高齢化・介護政策室） 
 
 米連邦政府保健福祉省立案評価局の Ruth Katz で

す。政策の分析と研究を行う立案評価局のうち、私

の部署では 25 人の職員が障害、高齢化、介護問題を

担当し、保健福祉省長官を通じて大統領に助言して

います。国家アルツハイマープランは我々が策定作

業を担当しましたので、本日、皆さんにご紹介でき

ることを大変嬉しく思います。 
バラク・オバマ大統領は認知症の問題に強い関心を持って対応しています。最初のア

ルツハイマープランを発表した時、オバマ大統領は次のように話しました。 
「何百万ものアメリカ人が、愛する人がアルツハイマー病に苦しむ姿を見るつらさ、

胸が引き裂かれる思いを痛いほどよく知っています。そして、アルツハイマー病は我が

国の高齢者と家族の重荷となり、その数は増え続けています。したがって、我々は、こ

の病による国民の健康への挑戦に立ち向かわねばならないのです」。 
大統領のこのような発言には、大きな影響力があります。 

 

はじめに、医療制度改革について簡単にご紹介します。2010 年 3 月 23 日、オバマケ

アとも呼ばれる Affordable Care Act（医療費負担適正化法）が制定されました。ご存じ

の通り、米国には無保険の人も多数いますので、この法律はできる限り多くの人に医療

保険を拡大することが主な目的です。高齢者はメディケアでカバーされるためオバマケ

アの主な対象ではありませんが、オバマケアには高齢者にも有用な施策もあります。 
特にアルツハイマーに関係しているものは、65 歳以上の高齢者を対象とした年 1 回

の認知機能評価の新規導入です。費用は全額メディケアで負担します。これはアルツハ

イマーの早期発見につながる非常に重要な施策です。 
介護に関する小さな条項が他にもありますが、介護費用は連邦政府による負担はほと

んどありません。日本のように政府がすべての人をカバーする制度があればよいのです

が、米国ではそうではないのです。 
ご存じの通り、米国では急速に高齢化が進んでいます。2010 年には 65 歳以上の人口

は 4,000 万人でしたが、2030 年までに 65 歳以上は全人口の 20％に上る見込みです。日

本はまさに今、その状態ですが、我々もそこに向かって進んでいます。世界のどの国も

同じ方向に向かって進んでいます。ただ、健康で長生きできていることは素晴らしく、

心から誇りに思うべきです。しかし、今日ここに私たちが集まっているように、話し合

うべき課題もあります。 
高齢者数の増加に伴って、認知症の人の数も増えていくことが予想されています。現
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在、米国では 9 人に 1 人、約 520 万人がアルツハイマーですが、2050 年には約 1,300 万

人になると見込まれています。また、診断されない人々もいます。認知症にかかる医療

と介護の年間コストの推計値はさまざまありますが、政府が用いている数値では、昨年

の費用は約 1,090 億ドルでした。ほとんどが介護費用で、多くは家族が負担しています。

全国で介護している人は 1,500 万人に上り、そのほとんどが家族です。家族は無償で介

護をしていますが、金銭の授受が発生していないだけで、本当はコストがかかっていま

す。例えば、介護のために 500 億ドルの給与が失われています。昨年、家族が提供した

介護に値段をつけるとしたら、1,060 億ドルにも上ると言われています。 
 

 アルツハイマーに関して米国と日本が抱える問題は、ほぼ共通しています。予防法も

治療法もありませんから、ケアの質を測定するためのよりよい尺度、人材育成のよりよ

い方法、家族介護者と有償介護者への支援が必要です。大きなスティグマ（stigma: 恥・

不名誉）があり、介護者が外部になかなか助けを求められないという現状もあります。

また、これまでの進捗を測定し、追跡する方法も必要です。 
国家アルツハイマープロジェクト法（NAPA）は 2011 年 1 月 4 日に署名されました。

NAPA は、アルツハイマーを克服するための統合的な国家プランの策定と維持を目標と

した法律です。2025 年までに根治薬をつくることを目指すとしています。非常に高い

目標ですが、政府の全省庁横断的に研究とサービスをコーディネートすること、治療薬

の開発促進、疾患を予防し、進行抑制し、または逆行させること、早期診断率の向上、

ケアのコーディネート、認知症の発症率が特に高いラテン系やアフリカ系アメリカ人な

ど民族的マイノリティのアウトカム改善などの達成目標を掲げています。 
 国際的な組織との協調も必要です。どの国も単独では前に進むことはできません。共

通の課題を抱えていますから、解決策も共有する必要があります。また、国家プランの

策定と実施において協働する国家諮問委員会も設置されました。 
NAPA を施行した当時、我々は基本原則が必要だと考えました。1 つは、既存のリソ

ースを最大限に活用し、現在進行中の事業をコーディネートすることです。すべてを

NAPA の目指す方向に向けています。諮問委員会と一緒に官民パートナーシップを支援

すること、アルツハイマーに対する見方を変えること、政府として国として全体として

のアプローチを変えることです。また、これは皆が関与する国家プランであって、連邦

政府が主体の連邦プランではないということも重要です。 
即時の取り組み、短期的・中期的・長期的の取り組みがあります。包括的なプランを

実行するには、官民両セクターによる関与が必要です。リソース、科学の進歩、協働が

なければ前進することはできません。とくに協働がカギです。また、進捗にしたがって

毎年、プランを更新することも必要です。諮問委員会とも協働しています。 
オバマ大統領はいつも、「今やろう」と言います。「プランを待つことはしない。今す

ぐに前進する。今、予算を変える。何をやろうとしているか分かっている」と。ですか



 
 

ら、我々はすぐに資金を得て着手し、実行に専念することができます。 
 最初に、我々は政府内のすべての関係者を組織しました。メンバーは主に保健福祉省

内のさまざまな部局の担当者です。彼らを研究担当班、臨床ケア担当班、介護サービス

と支援担当班に班分けしました。 
一部の諮問委員会メンバーについては、指名制で選出しました。連邦法に諮問委員会

について明記されています。何千通もの推薦が寄せられた結果、座長には高名な医師の

Dr. Ronald Petersen が選ばれ、他にも民間から 13 名の委員が選ばれました。例えば早期

のアルツハイマー病の人やインフォーマルケアを行っている人、家族介護者、介護職、

医師、州政府や地方政府の職員、研究者、アドボカシー団体代表などです。このほか、

連邦政府の 4 省庁の上級職員もメンバーになっています。 
このように、あらゆる部局にまたがる作業部会をつくり、諮問委員会をつくり、政府

職員で研究・臨床ケア・介護担当班をつくり、諮問委員会も設置しました。年 4 回、公

開で大規模な諮問委員会を開催します。一般の人もパネル討議に参加することができ、

情報伝達の大変有効な機会にもなります。そこで、進行中のプログラムや新しい施策、

新たなアイデアについて話し合います。 
 

 第 1 次国家プランについては何度も草稿を重ね、最終的には 2012 年 5 月に発表され

ました。以降、毎年春に更新していきます。ゴールは、①2025 年までにアルツハイマ

ー病の予防と効果的な治療法の実現、②ケアの質と効率の最大化、③アルツハイマー病

の人と家族への支援の充実、④アルツハイマー病に対する国民の理解と関心の拡大、⑤

これらのゴールに向けての進捗状況の追跡、という 5 つを掲げています。 
国家プランですから、きちんと焦点を絞り、進捗に注意を払うことはとても大切です。

また、治療薬の発見のために研究室の中で行われるべき仕事や臨床試験など科学の側面

と、現在、認知症に直面している家族のケアニーズのバランスをとることが非常に大き

な課題です。 
 繰り返しますが、これは国家プランであって連邦政府プランではありません。長期目

標と即時行動の両面があり、進捗について透明性のある報告が求められています。また、

この国家プランは毎年更新していくものですから、我々は「living document（生きた文

書）」と呼んでいます。 
 

国家プランの目標について、簡単にご説明します。 
第 1 のゴール「2025 年までにアルツハイマー病の予防と効果的な治療法の実現」の

戦略として、米国国立衛生研究所（NIH）での研究の優先順位とマイルストーンの決定、

予防と治療を目指した研究の拡充があります。我々はそのための会議を開き、臨床試験

への参加を呼びかける報告書をまとめました。臨床試験に参加をためらう人が多いので

すが、アルツハイマー病になった人にも健康な人にも試験に参加して頂かなければなり
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ません。 
発症や診断の 10 年も前から病気が進行しているケースもありますから、早期発見の

研究を加速させることも戦略の 1 つに挙げています。そして、我々は国際組織や官・民

の組織との研究コーディネーションと、研究から得られた知見の臨床応用の促進を後押

しします。新薬が開発されたり、新しいエビデンスに基づく治療法ができたり、家族支

援の新たな方法が分かったりしても、行政機関が採用するには長い時間がかかることが

往々にしてありますが、お役所仕事を解消して、新しいものを早く世に出そうという戦

略です。 
第 2 のゴール「ケアの質と効率性を最大限に高める」ための戦略の 1 つは、対応力の

高い人材の育成です。これは非常に重要な課題です。ナーシングホームの職員やホーム

ヘルパーとして働く介護人材は現在、約 200 万人いますが、現在に比べて今後 10 年以

内にナーシングホームの介護人材は 20％、ホームヘルパー人材は 60％増やすことが必

要です。しかし、大変なエネルギーや資源が必要な仕事なのに賃金が安く、離職者も多

いので、現在のニーズを満たすのにも難渋しているのが現状です。 
また、タイムリーで正確な診断を促進するためには、診断時に必要な情報につなぐこ

とも必要です。日本とは異なり、米国には一本化された窓口がないので、どこに行って

誰に聞けばいいのか分からない、という事態も起こります。そのようなことが起きない

ように、診断直後に認知症の人やご家族を教育し支援することが必要です。 
質の高いガイドラインと独立した機関によって検証された評価法も必要です。具体的

には「生活の質（QOL）とは何か」「その人の機能的状態とは何か」を測る尺度が必要

です。さもなければ、今やっていることがよいのか悪いのかを測ることができないから

です。 
新しいケアモデルの探索も極めて重要です。医療制度改革のおかげで、統合されたケ

アに関する様々な新しいモデルも生まれてきました。 
また、アルツハイマー病の人には多くの併存疾患を抱える人も多く、複数の医師や医

療関係者にかかり、病院に行き、ナーシングホームに行き、自宅に行き、ホームヘルパ

ーと会うといった状況が珍しくありません。このような様々な場面を安全かつスムーズ

に、容易に行き来できるようにすることが必要です。医療職や介護職の人と会うたびに

同じ質問に答える必要がないように、健康情報をうまく共有することも必要です。 
今回の医療制度改革で規定されているように、医療と介護のコーディネーションと統

合性を高めること、アルツハイマー病の発症率が特に高い少数民族やダウン症候群など

の人々へのケアを向上することも必要です。 
第 3 のゴールは「アルツハイマー病の人とご家族に対する支援の拡充」です。米国は

多民族国家ですから、情報提供にも文化への配慮が大切です。また、家族が介護を続け

られなくなるきっかけは、肩痛や腰痛、金銭的ストレスなど物理的な問題であることが

分かっていますから、家族介護者が自分の健康を維持しながら介護を続けられるように



 
 

する戦略も必要です。そうでなければ、家族は「もうこれ以上は無理。今すぐにナーシ

ングホームに入れてほしい」と言うことになります。ですから、高齢者の自宅での暮ら

しを家族が支え続けられるように、休息を提供することが重要なのです。 
残念ながら、米国には介護に関する国家プランがありません。したがって、家族が将

来に備えて計画をたてられるよう支援することが必要です。自立生活が難しくなってか

ら計画するのは大変ですから、前もって計画するよう促すことが必要です。 
また、アルツハイマー病の人の尊厳と安全と権利を保持すること、住まいのニーズに

対応することも必要です。 
第 4 のゴールは「国民の理解と関わりを深めること」です。多くの人はアルツハイマ

ー病の名前を知っていても、ただ怖ろしいと思うばかりです。怖れなくてはもよいとい

うこと、アルツハイマー病になった人が利用できるリソースがあるということを知って

ほしいと思います。また、州政府やインディアン部族政府と協働すること、協働による

利点について明らかにすることも大切です。それから、グローバルコミュニティとのコ

ーディネーションも極めて重要です。 
 第 5 のゴール「進捗を追跡し、さらなる改善への原動力とする」ですが、プランの進

捗を評価するとさらなる改善につながりますから、進捗の評価はとても大切です。 
 

 国家アルツハイマープランは 2012 年 5 月 15 日、保健福祉省長官が発表しました。同

日、新しい研究プロジェクトも発表されました。サービス提供事業者への新たな教育助

成金や啓発キャンペーンも発表されました。スライドに YouTube の URL を記載してい

ますので、ご興味がある方はそのサイトから少しご覧頂くことができます。 
 すでに一部を皆さまにご紹介しました通り、現在までに様々に前進してきました。進

捗に関する調査資料を発表しましたし、新たな研究プロジェクトに予算をつけました。

この予算は国家アルツハイマープロジェクト法（NAPA）がなければ実現しなかったか

もしれないと思います。 
 研究に関するマイルストーンを定めた新しい資料もあります。研究者たちによって設

定されたゴールです。達成期限を定めたマイルストーンについても、スライドに URL
を記載しています。 
直接ケアに関わる医療従事者向けの研修リソースも提供してきました。それから、

alzheimers.gov というウェブサイトもつくりました。家族でも地域の人でもコミュニテ

ィセンターの人でも医師でも、誰でもアルツハイマー病について情報を得ることができ

るウェブサイトです。 
また、今年は「Advanced Dementia（進展した認知症）」という委員会にも助成しまし

た。実はこれは終末期に関する委員会です。倫理的・政治的・宗教的にさまざまな課題

や難題がありますが、政府や政府系研究機関の外でこれらの問題を検討する機会となっ

ています。 
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 医師が使用できる評価尺度も特定しました。臨床試験への参加を促すために、臨床試

験の登録に関するウェブセミナーもいくつか行いました。特定集団タスクフォースとし

てダウン症候群に関するミーティングや研究サミットを行いました。 
 

大変重要な国際的な活動について、いくつかご紹介したいと思います。研究への投資

を最大化するにはコーディネーションが大切です。誰かが薬理学的な答えを発見すれば、

皆がその恩恵に与ることができます。これは誰もが分かっていることです。また、ケア

技術に関しても、成功事例からも学ぶことが大切です。 
先週、G8 サミットが開催されました。信じられないほど高い関心が寄せられ、各国

とも多国間協力に熱心な姿勢を示し、大変素晴らしい会議でした。G8 がアルツハイマ

ー病について話し合ったなんて、信じられるでしょうか。研究について情報を共有し、

研究における優先順位を明らかにし、お互いの取り組みから皆が恩恵を受けられるよう

に役割分担をしたのです。本当に素晴らしいことです。 
ご存知の通り、今後もフォローアップ会議が開かれる予定です。1 つは社会的インパ

クトに対する投資に関する会議です。つまり、民間の投資家が株式に対して投資するよ

うに社会的プログラムに対して投資ができて、その投資が成功すれば利益が見込めると

いうものです。米国では様々な住居に関する事業やサービス付き住居に関する事業で、

このような投資を行っています。 
それから、新しいケアと予防モデルに関する会議も 1 年以内に日本で開催が予定され

ています。カナダとフランスは研究産業パートナーシップに関する会議を 2015 年 2 月

に開催予定ですし、米国は NIH でフォローアップ会議を予定しています。 
 

最後に、国家アルツハイマープランに関して、これまでに有効だった点と、改善が望

まれる点についてご紹介したいと思います。まず、有効だったのは、オバマ大統領や保

健福祉省長官などトップレベルの政治家からの支持があったことです。議会からの支持

も得て、進めることができました。リーダーが音頭をとれば、実現するものです。 
明確なミッションがあり、誰もが目的を理解していました。2011 年から現在まで連

邦政府の同じメンバーが変わることなく担当しています。皆が強い責任感を持ち、経験

を積んでこの問題の専門家となり、現在も取り組んでいます。彼らは、既存の事業の中

でアルツハイマー病に関連する事業と、アルツハイマー病の名前はついていなくとも活

用できる事業を検討して、活用できる資源を見つけてきました。使えるものはすべて使

おうという方針をたて、それが有効でした。 
それから、すべての当事者、すべての現場が重要です。州政府や連邦政府が何をする

かという問題ではありません。官も民も当事者として、誰もが持てるものを持ち寄るの

です。また、根治のための研究と、病とともに生きることを支えるケアの双方が重要で

す。国家プランには説明責任があり、毎年、ゴールを達成したかどうかを明らかにしま
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す。それから、アドボカシー団体との協働も、政府が正直であるために有効です。 
改善が望まれる点としては、とにかく時間が足りなかったということがあります。し

かし、今後の高齢化や認知症の人の数を考えると、時間が足りるということはないでし

ょう。資金もさらに必要です。連邦政府と州政府や民間セクターとのパートナーシップ

を改善していくことも必要だと思います。 
 

認知症の人の家族に支援の手を届けること、医療と介護と住居を統合した新しいサー

ビスモデルの構築、啓発の必要性について、今日、ここにいらっしゃる皆さんと共有で

きることを嬉しく思います。ご清聴ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

注記： 
米国では「Alzheimer’s (disease)」という場合、アルツハイマー型認知症だけで

なく総称としての認知症を指すことも多いが、本報告書では英語の「Alzheimer’s 
(disease)」を訳す場合、敢えて「認知症」とは言い換えていない。 
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Jed A. Levine, M.A. 
アルツハイマー協会

ニューヨーク市支部 副代表
プログラム＆サービス・ディレクター

2013年12月19日

日米認知症戦略カンファレンス

ニューヨーク市における
認知症関連のプログラムとサービス
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• ニューヨーク市の人口は830万人

• 65歳以上の人口は100万人弱
2030年までに130万人に増加する見込み

• アルツハイマー病の人は25万人以上

• 認知症の人１人につき、少なくとも介護者が１人

ニューヨーク市における
アルツハイマー病の状況
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アルツハイマー協会とは

• 78の支部と300のサービス提供拠点を持つ全米組織

• 民間では最大の研究資金提供機関

• ケア・支援・啓発・研究・アドボカシーを行う最大級の組織

すべてのサービスは、
認知症の人とその家族に無料で提供されている
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家族と介護職に対するニューヨーク市支部のサービス

• 情報提供と紹介（24時間電話相談受付 800-272-3900)）

• 支援グループ： 市内の全5区に計120以上のグループ。専門のトレーニングを
受けたリーダーによる運営

• 家族や当事者向けの民間ケア相談

• 教育・研修

• MedicAlert®+アルツハイマー協会 Safe Return®プログラム

• 早期サービス

• アルツハイマー協会の TrialMatch

• アルツハイマー & 認知症介護者センター (情報やヒントをウェブサイトで提供)

• 進行した認知症に対する緩和ケア: 研修・実施プログラム

• 多様なコミュニティへのアウトリーチ
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24時間の電話相談サービス

• 1.800.272.3900（電話番号）

• 年中無休、1日24時間対応

• 介護専門職に心配事を相談できる

• 認知症の人や介護者、家族、友人の
ための講座情報が得られる

• もの忘れ（memory loss）、認知症、
アルツハイマー病について、
よりよい理解が得られる

• リソースを見つけ、つながる
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介護者と認知症
の人のための
地域リソース

あなたの地域のリソースを見つけよう
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ケアに関する相談

• 認知症の人や家族のための短期のカウンセリングと支援

• 給付と資格: メディケイドのプランニングとケアに対する支払い

• 家族間の対立や問題への援助

• 遠隔地に住む介護者への支援

• 地域サービスへの紹介
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家族介護者に対する支援グループ

アルツハイマー協会の介護者支援グループは、定期開催の

ミーティングを通じ、介護者に感情的・教育的・社会的支援を

提供。

参加者が悩みやストレスに対処する方法を身に着け、介護を

続けながら心身の健康を維持し、認知症の人に最善のケア

ができるよう支援。
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教育・研修
• 教育講座

• 月１回の教育講座

• 認知症を理解する

• 法律および金銭に関するセミナー

• メディケイド・ホームケア・セミナー

• マンデーナイト・教育ミーティング

• ナーシングホームへの入居について

• 家族と介護職向けの研修プログラム
• 家族介護者のためのワークショップ
• 介護職向け50時間認知症ケア研修

• 英語、スペイン語、中国語

50時間認知症ケア研修クラス
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www.dementiaaides.org
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様々な早期サービス
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美術館・博物館
アメリカン・フォークアート美術館

ブルックリン美術館
クロイスターズ美術館

イントレピッド海上航空宇宙博物館
近代美術館（MOMA）
メトロポリタン美術館

ルビン美術館
スタジオ ミュージアム・イン・ハーレム

ユダヤ博物館

ソーシャルイベント
Rhythm Break Cares:

Tea Dance Social
WE SING
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• 認知症の人は徘徊することがある

• 24時間以内に発見・保護されなければ、50%の人は重傷を負うか死に至る

• 安全のための国家登録プログラム

• 認知症の人と介護者のためのID付きブレスレット

• 行方がわからなくなった人が出た場合（および発見時）に、病院、シェルター、EMS、
警察の各所管区、監察医、交通機関の事務所などにファックスで通知

• NY市警およびメディアとの協力体制

• 発生時の家族支援

• シルバー・アラート： NY市警、市緊急管理局、市高齢局

MedicAlert®+アルツハイマー協会 Safe Return®

3/14/2014 15
New York City Chapter
15

医療従事者および医師のアウトリーチ

• アルツハイマー協会ニューヨーク市
支部の各種サービス情報を医師や
医療従事者に提供

• 医師は患者と家族に対して、医師に
よるケアプランを支部がいかに補うこ
とができるかを説明するよう奨励
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終末期
ケアリソース
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ナーシングホームと施設ケア
• ナーシングホーム・タスクフォース

• ナーシングホーム職員のための年次カンファレンス

• “ADvancing Care”

• “Care ADvocate”

• 介護職および家族のための緩和ケアリソース
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進行した認知症のための緩和ケア: 
研修・実施プログラム

• Comfort Firstモデルはビアティテュード・キャンパスに由来

• 市内のナーシングホーム３施設とホスピスがパートナー

• 組織全体での導入

• 自由な食事

• 睡眠・覚醒パターン

• 刺激のコントロール

• 痛み
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ニューヨーク市支部のスタッフ
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官民パートナーシップ

NY市
高齢局

CSCS

NY市
保健・精神衛

生局

NY市
保健・病院

公社

NY市警

ニューヨーク
州保健局

アルツハイ
マー協会
NY市支部

NY市
緊急管理局

高齢者虐待
ネットワーク
およびNY市
地方検察局

グレーター・
ニューヨーク
病院協会

AARP
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連邦政府の優先事項

2013年 一般教書演説：

• オバマ大統領は一般教書演説の中で、アルツ
ハイマー病に関連する課題に言及

• 大統領の「Brain Activity Mapping Project」
は、オバマ政権によるニューロサイエンス分
野への注力を確認するもの

アルツハイマー協会が支援する取り組み：

• オバマ大統領はアルツハイマー病の研究およ
びケアに対して1億ドルの予算を配分。8千万
ドルが研究費に、2千万ドルがケアに振り分け
られた。

• HOPE for Alzheimer’s Act (S.709/ H.R. 
1507) の再導入と第113回議会における新た
な法制

• 国家アルツハイマー病プロジェクト法(NAPA)
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州政府によるアルツハイマー病プラン整備状況
州政府のアルツハイマー病プラン

州アルツハイマープラン公表済み（31州）

州アルツハイマープラン策定のためのタスクフォース設置済み（コロンビア特別区を含む12州）

法案提出済み（2州）

法案提出なし、または、実行的活動保留（プエルトリコを含む7州）
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ニューヨーク市の
介護に関する

報告書

ニューヨーク市のアルツハイマー病
に関する計画の基礎となる報告書
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介護者センター: 
災害への備え

災害時

前もって計画をたてよう
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巨大ハリケーン「サンディ」の事例

• 死者43人のうち26人が高齢者

• 65歳以上の高齢者が1人以上いる67,967世
帯が巨大ハリケーン「サンディ」により被害を
受けた（被害のあった全世帯の32% ）

• 被害のあった全世帯のうち12.1%が単身高
齢者世帯

• NY市の24時間相談電話には、スタテン島、

ロッカウェイズ、ブルックリンから避難を余儀
なくされた家族からの電話が相次いだ

• 高齢者、要介護者、精神障害およびその他
の障害者は、「ゾーンA」の居住率が過度に
高い

• ナーシングホーム、成人用ホーム、精神障害
者施設は、ゾーンAに所在する割合が過度に
高い

NY市における洪水地域
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ディスカッション

Jed A. Levine
Email: jlevine@alznyc.org
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「ニューヨーク市における認知症関連プログラムとサービス」 
Jed A. Levine アルツハイマー協会ニューヨーク市支部副代表 プログラム＆サービ

ス・ディレクター 
 

私は 1980 年にボランティアとしてアルツハイマー協会

のニューヨーク市支部で働き始めました。当時はまだ全国

組織はなかったのですが、その後、各地の団体が協力して

現在の全国組織を設立しました。以来、大きな成長と変化

を遂げてきました。支部の主な事業は、教育・情報・当事

者と家族への支援・複雑なケアサービスのナビゲーション

などの提供です。どのようなサービスがあり、どうすれば利用できるのかを家族が理解

するには支援が必要ですが、米国ではそのようなナビゲーション費用を公的な介護予算

では賄えないからです。 
 

 ニューヨーク市は米国最大の都市です。人口 830 万人のうち 65 歳以上は現在 100 万

人近く、2030 年までに 130 万人に増加すると予測されています。疫学研究によると、

現在 25～26 万 5,000 人が認知症で、認知症の人 1 人あたり介護する人は通常 1 人以上

おり、認知症の人と同居しているか介護している市民は 50 万人と見込まれます。認知

症の予防法か発症を遅らせる方法か、可能性は低いかもしれませんがいつか根治薬を発

見できなければ、2050 年までにニューヨーク市民の 5 人に 1 人は自身がアルツハイマ

ー病になるか介護者になると予測されています。ですから、非常に大きな問題です。 
 アルツハイマー協会はこの問題に対応するため、地域レベルで発足して全国組織を設

立しました。地道な草の根活動を進め、現在は全国に 78 支部、300 以上のサービス提

供拠点を持っています。民間としては最大規模の研究資金提供組織であり、ケア・支援・

啓発・研究・アドボカシーの各分野においても中心的役割を果たしています。協会の設

立当初から、研究が必要だと考える人とケアや支援の提供が必要だという人の間で緊張

関係があったため、2 つとも協会の使命としています。 
 研究が最も重要であることは分かっています。しかし、アルツハイマー病の人たちは

我々が差し出しうるものすべてを必要としています。ここにお集まりの皆さまは専門家

ですが、アルツハイマー病のご家族の立場でもある方も多いと思います。もしそのご経

験がなければ、たとえ専門家であっても、家族としてアルツハイマー病の人をケアする

とはどういうことか、本当には分からないものです。どれほど注意が必要で、気がかり

で、一刻の猶予もなく、常に肩に重みがかかっているものか。専門家の方々に私が話を

するときには、いつもこのことを繰り返し申し上げています。 
 

残念ながら、一般に、アルツハイマー病を取り巻く人々には無力感と絶望感がありま
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す。確かに医学的な解決策はありませんが、この病を持つ人々をケアすること、よいケ

アを続けられるよう家族や介護者をケアすることに関しては、とても多くのことが分か

っています。ですから、我々は発信するメッセージを変える必要があります。決して絶

望的な病ではないこと、アルツハイマー病になった人がその人らしく QOL（生活の質）

を保ち、病とともに最良の人生を生きるために、我々にできることがたくさんある、と

いうメッセージです。 
アルツハイマー協会は様々なサービスを提供しています。全国のすべての支部で提供

しているのは、24 時間無料の電話相談サービス、支援グループ運営、ケア相談、教育・

研修、MedicAlert®＋アルツハイマー協会「安全な帰宅支援プログラム（Safe Return 
Program）」、早期サービス（early stage services）です。 
ニューヨーク市支部では、多様な文化を持つ人が暮らす大都市の特徴に合わせた形で

サービスを提供しています。私がプログラム・ディレクターになったのは 13～14 年前

で、当時の私の優先事項は、協会が持つ情報を必要とするすべての市民に、それぞれの

人の文化にあった文脈で、それぞれの人の母国語で届けることでした。 
先ほど Katz さんも触れていましたが、白人高齢者に比べて、アフリカ系アメリカ人

のアルツハイマー病発症リスクは 2 倍、ラテン系は 1.5 倍と、人種による発症リスク差

があります。ですので、我々はスペイン語や中国語のプログラムの他、アフリカ系アメ

リカ人コミュニティ向けのプログラムも提供しています。 
中国人はアルツハイマー病について大っぴらに話をしないので、アルツハイマー病の

人が実際にどれくらいいるのか分かりません。文化的タブーが非常に強く、その病名を

口にすると病にかかってしまうとか、前世の報いであると考えているようです。それで

も我々の取り組みもかなり前進していて、現在は中国語を話す家族のための支援グルー

プが 3 つあります。中国語のニュースレターも発行していますし、月に 2 回のラジオ番

組では、北京語と広東語で 1 回ずつ放送しています。5 年前には中国系のサービス利用

者はいませんでしたが、我々の支援の手が彼らに届き始めています。 
 ロシア系住民も増加していますので、我々のサービスを届けつつあります。数は少な

いのですが、ユダヤ正統主義の人たちもいます。周囲との接触が少なく、ホロコースト

を生き延びた彼らは認知症によって恐怖の時代に戻ってしまい、とてもつらい思いをし

ています。特別な問題を抱えている人たちですが、彼らのコミュニティにもサービスを

届けています。 
ニューヨーク市支部にはプログラム評価を担当するフルタイム職員もいます。プログ

ラムによる効果を見て、我々が今やっていることを定量化し、アウトカムを判定するの

です。このような職員がいるのはおそらく我々の支部だけですが、非常に重要な役割を

果たしてもらっています。 
全国展開しているものに、Trial Match Program があります。人と臨床試験をマッチン

グさせるプログラムです。試験への登録を考えている家族に、地元の病院や研究施設で



 
 

どのような試験が行われているのかを分かりやすく紹介しています。費用はかかりませ

ん。我々のサービスはすべて、アルツハイマー病の人と家族が無料で利用できます。 
 

 我々のサービスへの最大の窓口は 24 時間の電話相談です。日中は支部の事務所に 3
人常駐しています。そのほかにも、交代要員が 3 人いますし、スペイン語や中国語で対

応できる人もいます。相談者からは「電話してよかった。でも 3～4 年前、いや 5 年前

に電話しなかったのが残念」と言われることがよくあります。この電話相談がすべての

サービスへの窓口となって、アルツハイマー病のご本人やご家族を地域のリソースにつ

なげます。ウェブサイトにはそのためのデータベースもありますし、相談者には協会の

情報セットを送ります。登録した人にはニュースレターも送ります。ニュースレターは

英語版、スペイン語版、簡易の中国語版もあります。情報によって誤解や迷信が解かれ

たり、家族にとって大きな力になります。いったん情報の基盤ができると、その上に蓄

積していくことができて、よいケアにつながるのです。 
 何から手をつければよいのか、どうすれば情報にアクセスできるのかを知らない家族

が大勢います。サービスの存在も知りません。ですから、いかに多くの人に協会のサー

ビスを知ってもらうかが、我々の課題です。 
電話相談カードを使って大がかりなマーケティングキャンペーンをしたことがあり

ます。ソーシャルワーカーが無料で家族間の対立や家族の精神的問題にも対応しつつ、

複雑な制度を読み解き、利用可能なサービスのナビゲーションを行います。ニューヨー

ク市内の認知症に関するすべての物事の中心に、アルツハイマー協会が在るべきだと考

えてきましたし、その意味で成功してきたと思います。 
 支援グループは市内の 5 つの区に 120 以上あります。参加費はすべて無料です。協会

が支援グループのリーダーに 4 日間の研修を行うほか、随時、リーダーに対するサポー

トも行っています。リーダーは全員ボランティアですが、多くは専門職です。 
ある参加者は、「経験に溺れてしまうことなく、水面から頭を上げ続けるために」参

加していると言います。認知症の家族が集まる支援グループでは、他のどの分野でも得

られない理解を他者から得ることができます。そもそもアルツハイマー協会は家族が互

いにつながり、団結して「助け合いが必要だ」というところからスタートしていますか

ら、このような事業を行うことが我々にとって最も重要なのです。 
 

 教育も非常に重要です。当事者、家族、訪問介護職、施設や病院の介護職を対象に、

様々な研修を行っています。訪問介護職向けの認知症ケア研修は 50 時間のプログラム

です。訪問介護の仕事に就いている人のほとんどは移民の女性で、給与も低く、教育水

準も低い傾向にあります。1 回の研修参加者は 18～20 人に絞っています。30 年前に開

発して以来、常に改良を加えてきており、当事者と訪問介護職の双方に非常によい成果

が出ています。英語とスペイン語のコースのほか、中国語の短期コースもあります。  
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家族介護者向けのプログラムも行っています。病気に関する基本的な知識、コミュニ

ケーションの方法、行動の変化に関する理解のほか、介護者自身のケアもテーマの 1 つ

です。 
我々の事業は拡張しています。グランドセントラル駅から 1 ブロック先のマンハッタ

ンのミッドタウンに事務所を構えているのですが、昨年 3 月には同じビル内にもう 1 フ

ロアを借りて、研修室 3 室を備えた研修センター、支援グループ室 2 室を備えた支援グ

ループセンター、早期センターを新たにオープンし、電話相談ラインも増やしました。

サービスに対するニーズも高いですから、人員も倍増しました。 
 訪問介護職の研修修了者とよい認知症ケアができるホームヘルパーを必要としてい

る家族とのマッチングを助けるため、dementiaaides.org というウェブサイトを開設しま

した。このサイトに研修修了者がプロフィールを掲載し、ホームヘルパーを探している

家族が気に入った人を選び、自己責任で雇用契約を結ぶシステムです。サイトのオープ

ンから 2 ヵ月で、すでに 2 人のヘルパーの雇用が成立しています。 
 

 早期サービス（early stage services）は現在、開発中ですが、事の始まりは 1991 年に

私がニューヨーク市支部初の当事者支援グループの共同リーダーになったことでした。

病を得た人たちにとって、互いに顔をあわせ、自分たちに起きていることを話し合い、

スティグマから抜け出し、再び自分を理解してもらうことが必要だったのです。 
現在は認知機能を刺激するプログラムや言葉ゲームをしたり、ボランティア活動をし

たりしています。今行っているボランティアは、動物虐待防止協会（ASPCA）の病気

の子猫や子犬のための小さなおもちゃ作りです。また、アルツハイマー協会が提供する

チラシや小冊子などのセット組みもします。これには参加者意識を持つ効果があります。

認知症の人たちが人生に意味や目的を持てることが大切です。何をやりたいのか、常に

彼らからアドバイスを得ています。早期の方や MCI（軽度認知障害）の方がいますので、

彼らのためにプログラムを用意することと、認知症以外の社会（non-dementia world）の

一員として参加したいという彼らのニーズとの正しいバランスを見出すために、我々は

学び、取り組みを続けています。 
  

文化施設に恵まれたニューヨークの利点を生かして、数年前からそのような施設と共

同で開発しているプログラムが「connect2culture（文化につながる）」です。人間は認知

するだけの存在ではなく、社会と関わり、文化や芸術を楽しみ、創造する、スピリチュ

アルな存在です。特にスピリチュアルな面は認知症になっても損なわれることがない部

分です。そして、認知症の人も家族も、病気になる前にしてきたことと同じことをした

いという望みを持っています。 
「connect2culture」は、近代美術館（MoMA）やブルックリン美術館などに行って、

特別な活動に参加できるプログラムです。 
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他にも、家族やホームヘルパーが美術館のガイドや学芸員から文化資源の活用方法に

ついて学ぶプログラムもありますし、Rhythm Break Cares というプロの社交ダンスグル

ープにダンスを習い、2 ヵ月に 1 回ダンス大会も開催しています。 
 

特にご紹介したいのが、Music & Memory です。iPod に自分用の演奏リストを作って

聞くプログラムで、我々の仲間である Dan Cohen が考案者です。このプログラムのため

に、古くなった iPod の寄付を市民に呼びかけています。かなり認知症が進行した人で

も、昔から好きだったビーチボーイズの曲やカントリー音楽、バッハのロ単調ミサ曲な

どを聞くと、まるで生き返ったように生き生きし、心が動くのです。 
音楽団体の協力を得て、ギタリストやピアニストなど若手の音楽家が認知症の人の自

宅を訪問して生演奏してもらったりもしていますが、iPod からの音楽は直接、耳や脳に

入りますから、特に非常に進行した認知症の人に伝わりやすく、とてもよいと思います。 
 来年 1 月のサンダンス映画祭で、先行上映される予定のドキュメンタリー「Alive 
Inside」は、このプログラムを撮影したもので、非常に注目されています。今年 4 月に

ルビン美術館で先行上映を 4 回行い、チケットは完売しました。インターネットで「Alive 
Inside」と検索してみて下さい。反応がないように見えた人たちが「自分の音楽を持つ」

ようになって、生気を取り戻すさまは本当に驚きです。 
近代美術館（MoMA）の「meet me」プロジェクトにも我々が協力しています。MoMA

が素晴らしいガイドをオンライン版と印刷版で作成していますので、関心のある方はぜ

ひご覧ください。 
 

MedicAlert®＋Safe Return プログラムは、徘徊する人に ID を持ってもらうというもの

で、1990 年に私が協会職員として働き始めて最初に取り組んだプロジェクトです。現

在は連邦政府司法省から予算を託され、全国展開しています。6 年ほど前、医療 ID シ

ステムを提供している MedicAlert 財団と提携しました。同財団は、例えばペニシリンに

アレルギーのある人や糖尿病の人に、そのことを示すブレスレットを提供しています。

我々とは、徘徊する可能性のある認知症の人のためのブレスレットを提供しています。

現在、ニューヨーク市で 2 万人以上が登録しています。通常は 1 人 62 ドルかかります

が、市や民間から資金提供があるおかげで、ブレスレットを希望する市民には誰にでも

無料で渡しています。市から初めて資金助成を受けた年の登録は、前年比 117％増と倍

増しましたから、費用が阻害要因だったのだと分かります。 
 ニューヨーク市警とも緊密に連携しています。市警の行方不明者担当チームの中にア

ルツハイマー協会担当者が配置されています。最近、新しく担当になった刑事はとても

熱心で頼りになる人物です。 
 ブレスレットは、ごくシンプルな ID ブレスレットです。登録はウェブサイトか紙の

書類に必要事項を記入するだけで、とても簡単です。登録後、誰かが行方不明になった

－ 31 －



－ 32 －

 
 

時に、例えば「母がいなくなりました」と私の事務所に電話がかかってくると、私は情

報を聞いて、電話を切って待つよう伝え、警察に連絡します。それから、すべての病院

の救急室、シェルター、死体安置所、港湾局、交通局に行方不明者の速報を送り、注意

喚起します。 
我々は 2 年前、ニューヨーク市で Silver Alert 法案を通過させ、1 年前にはニューヨー

ク州でも通過に漕ぎ着けました。その結果、認知機能障害のある高齢者の行方が分から

なくなると、市の全機関に知らせるプロトコルができました。さらなる改善に取り組ん

でいるところですが、よいシステムだと思います。 
 通報システムを稼働させる一方で、見つかるまでの間、家族の支援もします。認知機

能に障害のある人が行方不明になると、特にニューヨーク市のような大都会ではどこに

行ってしまうか分かりませんから、家族はとても怖ろしい思いをします。このプログラ

ムもとてもうまくいっていて、充実しつつあります。 
このプログラムで素晴らしいのは成功率が 99％だということです。プログラムに登

録して行方不明になった人が見つかる可能性がほぼ 100％ですから、素晴らしいと思い

ます。 
また、徘徊に備えて、GPS 機能のある Comfort Zone という追跡機器を利用する家族

もいます。GPS が必ずしも頼りにはなる訳ではなく、購入費用に加えて月々の利用料も

かかりますが、このような方法もあります。 
 

繰り返しになりますが、アルツハイマー協会の存在と、協会がどのような役に立てる

かを市民に広く知ってもらうことが大切です。ニューヨーク市支部には、市内の全医師

と連絡をとる仕事をしているスタッフもいます。医師は医療に関しては専門家ですが、

介護者のニーズや利用できる資源やサービスについては知識がなく、無償でカウンセリ

ングする可能性も低いですし、そもそも時間がありません。ですから、彼らに我々の存

在を知らせることが非常に重要です。 
 我々には時間があります。実際、電話相談の時間は平均 40 分です。ですから、医師

が認知症の人についてご家族から相談を受けた時、ケアのための処方箋（スライド 15）
を出して、「ここに書いてある電話相談に電話するか、あるいはウェブサイト（alz.org/nyc）
を見なさい」と言ってもらいたいのです。ウェブサイトも家族には非常に大切な情報源

ですから。 
 医師から認知症の人やご家族にアルツハイマー協会を紹介してもらうようになるこ

とが、我々の長年の課題です。1 度紹介して、患者さんやご家族から「情報がたくさん

得られ、利用できるリソースも分かって、とても助かった」と感想を言われれば、その

医師はさらに多くの人に協会を紹介してくれるようになるということがよくあります。

ただ、最初の 1 回がなかなか難しいのです。 
 認知症の人は、発症後の時間の約 40％は進行した状態で過ごすと言われています。
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ですから、我々は進行した認知症の人のケアに関する情報を豊富にウェブサイトや教育

プログラムや支援グループ、電話相談を通じて提供しています。 
 

 ナーシングホームでのケアをできる限り最善のものにするために協会支部として何

ができるか、長年、試行錯誤を続けてきました。20 年以上介護に携わってきた Ann Wyatt
をコンサルタントとして雇い、ナーシングホームの仲間と特別委員会をつくり、毎年、

会議を開催しています。 
Ann のアイデアの 1 つが、ナーシングホームの職員向けニュースレター「ADvancing 

Care」の発行です。記事には、ケアのヒントとなるような情報を盛り込んでいます。と

いうのは、ナーシングホームで働く人たちはよいケアをしたいと思っていても、知識の

基盤がなく、どうすればよいケアができるかを知らなかったり、能力が伴っていなかっ

たりするということが、我々が行った調査から明らかになったからです。ニュースレタ

ーはナーシングホームに郵送していますし、ウェブサイトに登録して購読することもで

きます。また、ナーシングホームに住む認知症の人の家族向けのニュースレター「Care 
ADvocate」も発行しています。同じような内容で、とても好評です。 

 

もう 1 つ、やはり Ann のとても興味深いアイデアは、アリゾナ州フェニックスのビ

アティテュード・キャンパスによる非常に優れた緩和ケアモデルの検討です。ビアティ

テュード・キャンパスでは、終末期の認知症の人に本当の癒しのケア（comfort care）を

提供しています。 
終末期の認知症の人たちは痛みがあっても、疲れていても、空腹でも、不快を感じて

いても、言葉で伝えることができません。そこで、ビアティテュード・キャンパスのホ

ームがケアの方法を変えたところ、体重減少もなくなり、栄養補助食品も不要になりま

した。夕方になると混乱や興奮が起きたり、動揺が強まったりする、いわゆる夕暮れ症

候群（日没症候群）も、非常にシンプルなケアによってなくなったのです。 
そのケアとは、お腹の空いた人には食べ物を与える、疲れている人はデイルームで無

理に椅子に座らせたままにせず、休息できるようにする。毎朝 10 時まで寝る人は、10
時まで寝かせておきます。痛みがあるのに訴えられない人には、その痛みを知る手がか

りが必要です。これが最も大切な特徴です。 
 ある看護師から聞いた話をご紹介します。ナーシングホームに入居していたある女性

は、触ろうとする人を叩いたり噛みついたりと徹底的に抵抗するので、誰も彼女のケア

ができませんでした。服を着替えなければならないのに、できなかったのです。看護師

がカルテを確認したところ、その女性は昔、背中に大けがを負い、何年も鎮痛剤を服用

していたことが分かりました。看護師は医師に相談して、ごく少量の鎮痛パッチ（貼付

薬）を処方してもらったところ、介護者にとって悩ましい行動は完全になくなったので

す。苦痛が取り除かれたからでした。 



 
 

 アルツハイマー病になると、確かに混乱するかもしれませんし認知機能が障害される

かもしれません。しかし、自分自身の快不快については本人こそが専門家です。そして、

彼らは劇的な結果を示して見せてくれます。 
 

ビアティテュード・キャンパスのやり方をそのまま一般の施設の制度の中で実現する

のはなかなか難しいです。が、どうすれば制度の範囲内で取り入れることができるのか、

現在 3 つのナーシングホームの協力を得て、検討しています。プロジェクトの実施費用

として、約 70 万ドルの民間資金を調達しました。実施期間は 30 ヵ月で、今ちょうど半

分を過ぎたところです。 
主要評価項目は、入居者の転帰と職員の意識です。職員の意識については、認知症に

関する意識と知識の評価尺度である qPAD（Questionnaire on Palliative Care for Advanced 
Dementia）を用いています。qPAD には日本語版もあると思います。その他、費用や薬

理効果も検討しています。この研究の責任者は私で、Ann がプログラムマネジャーです。

ナーシングホームでのケア方法を変えようという革命的な取り組みですから、とてもエ

キサイティングです。 
ニューヨーク市内の認知症棟のほとんどは、よいケアをしようしているにもかかわら

ず、「助けて！助けて！」と叫ぶ声、ドアや壁をバンバン叩く音、悲痛な嘆き声などが

あちこちから聞こえてきます。人はそれが彼らの常態だと言うかもしれませんが、それ

は間違いです。これらの行動は、何らかの苦悩を示す意思表示なのです。それをきちん

と評価し、苦悩の原因に対処し、解決するか否かは、我々にかかっています。苦悩の原

因を取り除けば、皆がもっとハッピーになります。 
ある女性が私に言いました。「夫は彼の人生を取り戻しました。そして、私も私の人

生を取り戻しました」と。彼女の夫は以前、行動に問題があるとして精神科病院に送ら

れました。その後、我々と協力しているナーシングホームにたどり着いたのです。「夫

をここに入れてくれてありがとう」とお礼を言われました。彼女もようやく生活の平穏

をいくらか取り戻すことができたそうです。とてもドラマチックで、とてもエキサイテ

ィングでした。 
 あと 15 ヵ月間研究を続けてすべてのデータを解析した後、規模が大きく多文化の大

都市のナーシングホームでビアティテュード・キャンパスの実践を取り入れるためのマ

ニュアルづくりに取り掛かります。米国のナーシングホームは平均 100 床ですが、我々

の研究に協力してくれているナーシングホームは、それぞれ 720 床、450 床、320 床だ

からです。研究は各ホームの 1 棟で実施しています。この研究は、非常に献身的で勤勉

で熱心な協会の役員たちが牽引しています。 
 

支部の事業は、官民パートナーシップの下で実施しています。市の高齢化対策局、州

の保健局、市の保健局、公立病院公社、ニューヨーク市緊急管理局、市警、民間病院協

－ 34 －



－ 35 －

 
 

会、高齢者虐待ネットワーク、地方検察局などです。認知症高齢者への虐待の問題を認

識してもらうため、我々も検察局の判事を対象に講演と研修を行いました。ちなみに、

ニューヨーク市保健局のウェブサイトではアルツハイマー病についてまったく触れら

れていないのが現状で、私の指摘を受けて早急に変更すると言っています。 
米国最大の高齢者団体である全米退職者協会（AARP）、ニューヨークの国際長寿セ

ンター（ILC）、連合病院基金、ヘルパーのアドボカシーグループであり組合でもある

PHI などの各団体とも連携しています。自分たちだけで何かをしようとせず、我々や認

知症の専門家が取り組みの真ん中にいて、ほかの人たちを教育しエンパワーし、彼らの

パートナーとなって取り組んでいくのが我々のやり方です。 
 

 連邦政府の取り組みを、地方レベルで地方議員とともに支援しています。市民にはア

ドボケート（応援団）として登録するよう呼びかけています。アドボケートになって連

邦議会議員に「アルツハイマー病は国の優先事項である」と言い続けてもらうためです。 
 我々の推計では、賃金や生産性など労働損失とケアの費用を含め、アルツハイマー病

のコストは 2,030 億ドルです。これに対して、研究に投じられているのはわずかに 5 億

ドルで、大きく乖離しています。心疾患や脳卒中、HIV/AIDS といった分野における研

究には年間何十億ドルも投じられ、死亡率は 2000 年から 2010 年までに顕著に低下して

いるのに、同時期、米国でのアルツハイマー病による死亡率は 68％上昇しています。

ですから、投資と研究が必要なのです。連邦政府の人たちがこの認識を共有するように、

市民にアドボケートするよう呼びかけています。 
 州政府との協働も大切です。現在、コロンビア特別区を含めて 32 州に州プランがあ

ります。私も「ニューヨーク州アルツハイマー病および関連疾患調整評議会」の一員と

して、州プランの策定に携わりました。州内各地域で市民公聴会を 8 回開き、家族や専

門職らから直接、彼らのニーズや、何があれば彼らの暮らしや日々が楽になるのか、何

がなされていないのかを聞きました。このようにして集めたすべての情報やデータを整

理し、よいプランを策定することができました。ただ残念なことに、州はまだ、研修や

ケアへのアクセス改善をはじめとするどのリコメンデーションにも予算をつけていま

せん。 
 

2 年前からマンハッタンの区長室と共同で調査を行い、500 人を超える介護者から回

答を得て、4 日前に報告書をメディアに発表しました。調査結果によると、回答者の 35％
以上がナーシングホームやデイケアセンターなどのサービスや支援は満足ではないと

答えています。また、半数近くがアルツハイマー病のケアに費やす時間が週 40 時間近

くに上ると答えています。ほぼフルタイムの仕事に相当します。驚くほど労働時間の損

失があることも分かりました。家族のケアのために、年に 21 日以上仕事を休んだ人が

17.5％もいたのです。週 5 日勤務の仕事を 4 週以上休んだことになり、家族の負担の大
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きさが示されています。そして、実に 95％もの人がニューヨーク市としてのアルツハ

イマープランが必要だと回答しています。 
この結果を受けて、来年 1 月から政府や非営利団体などの関係者を集めて作業グルー

プをつくり、全市をカバーするアルツハイマープランの策定に着手します。現時点では、

基礎自治体としてプランを持っているのは、2009 年に策定したサンフランシスコだけ

です。 
 

 最後に、災害に対する備えについてお話しします。2005 年のハリケーン・カトリー

ナによる大災害以来、私は全国諮問団の一員として、また 9.11（米国同時多発テロ）後

はその悲劇の後遺症の問題にも取り組んでいます。特に認知症の人と家族向けに災害に

備えた情報を用意するのは、認知症の人たちは大きなストレスがかかる状況に弱く、回

復が非常に難しいからです。昨年のハリケーン・サンディによる死者のうち半数以上は

高齢者でした。そのうち認知症の人がどれくらいかは分かりませんが、洪水が起き家屋

が倒壊した時に、スタテン島やブルックリンのナーシングホームに住めなくなった人た

ちの家族から、多数の電話相談を受けました。 
 認知機能に障害があり、自分で自分のことを話せない人が、災害のためにそれまで暮

らしていたナーシングホームから別のナーシングホームに移されたものの、新しいホー

ムではその人の名前や診断名、アレルギーの有無、服薬中の薬などに関する情報がまっ

たくないというような状況がありました。このような時でも、MedicAlert®＋Safe Return
プログラムに参加してブレスレットをつけていれば、事実上の電子カルテの役割を果た

しますし、家族とも容易に再会することができます。 
 

ニューヨーク市支部では以上のようなプログラムを展開していますが、やはり認知症

に対する理解と問題意識を高めることが何よりも重要です。例えばニューヨーク医学ア

カデミーのある委員会で、高齢者のネットワークに関して具体的なリコメンデーション

づくりを検討する時、我々が参加していてさえも、誰もアルツハイマー病に関して取り

上げようとしないというようなことが、まだ現状としてあります。ですから、我々はこ

の問題の認知度を上げる努力を続けることが必要です。 
ご清聴ありがとうございました。 

 
 

質疑応答 
会場からの質問 1（精神科医） 
日本では幻覚、妄想、興奮などの BPSD が増悪した時の治療に焦点があてられること

が多いのですが、このような場合も米国ではナーシングホームですべて管理できるもの

でしょうか。それとも一時的にせよ入院治療するのでしょうか。また、認知症の終末期



 
 

に対して治療はどこで行われますか。 
 

Levine 終末期に関しては、我々は緩和ケアの専門医を利用します。また、どのような

選択肢があるかについて、家族に教育も行います。それから、我々は「癒しのケア

（comfort care）：介護施設に暮らす認知症の家族を持つ人のためのガイド」を作成して

います。このガイドには、人工栄養補給や水分補給のメリット・デメリット、認知症の

人が繰り返し肺炎になっている場合は抗生物質を使用しているかどうかを尋ねてみる

こと、「あなたのお母さんが自分の希望を話すことができたとしたら、何と言うだろう

か」と考えること、スティグマを解消するための情報などが記載されています。 
とても繊細な問題ですが、どの家族も痛みに苦しむことなく、快適に過ごしてほしい

と思っています。そのようなケアがナーシングホームでできれば、病院に連れて行くこ

ともありません。というのは、移動や病院内での体験そのものが認知症の人にとっては

トラウマになりうるからです。このように、家族、ナーシングホームの介護職や管理職

を教育し、緩和ケア専門医と協力することによって、認知症が進行して終末期にある人

たちに高い QOL（生活の質）を提供することができます。 
 

 それから、深刻な行動表現がある場合、その行動はなんらかの苦痛を表現するコミュ

ニケーションであると、介護職の人たちを教育します。例えば、朝起こそうとすると、

けんか腰になって職員を殴る男性がいました。それが毎朝続くので彼の妻に話を聞いた

ところ、「夫はいつも夜間シフトで働いて夜中に帰宅していた。朝 4 時頃にスナックな

どを食べてから就寝し、起きるのは昼の 12 時か 1 時頃だった」と言われました。そこ

で、1 日のスケジュールを彼のニーズにあわせてみたところ、彼のけんか腰の行動はす

っかり消えてしまったのです。 
 また、CMS（米保健省内のメディケアおよびメディケイドの運営組織）から認知症の

人に対する抗精神病薬の不適切な使用を無くし、使用量を減らすことを義務付けられて

いますので、このような非薬物的介入を活用すること、行動の理由を理解し、どうすれ

ばその原因を解消できるかを考えることがとても有用です。 
 

Katz 終末期のケアなどについて、自分が希望すること、希望しないことを言葉にでき

る段階で明らかにする事前意思表示（advanced directive）の作成にも力を入れています。

これもとても有効です。感謝祭やクリスマスなどの休暇で家族が集まったときに話し合

うよう呼びかけています。 
 
 

会場からの質問 2（医療ジャーナリスト / 認知症の人の家族） 
Katz さんもおっしゃった通り、アルツハイマー病を予防・治療・治癒する手段が存在
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しないのが現状ですが、それでも早期診断をしたほうがいいとよく言われます。確かに

早期診断によるメリットもありますが、治療方法も見えない中で本人が大変なショック

やダメージを受け、家族も診断後のいろいろな混乱の中に放り出されてしまいます。こ

のようにとても大きなデメリットがあるにもかかわらず、それでも早期診断を受けたほ

うがいいと言えるエビデンスといいますか、どういう根拠付けがあるのでしょうか。 
 

Katz おっしゃる通りだと思います。確かに、早期診断によってサービスにつながるこ

とができる、スティグマを減らして助けを求めることができるというメリットがあり、

公式見解として「早期診断を促進しなければならない」と誰もが言います。しかし、い

ったん診断が下って病名がつき、サービスにつながると、いかにも病人になってしまっ

て余命が短くなるというようなデータを見たこともあります。これは、医療倫理の分野

で掘り下げられるべき問題だろうと思います。 
 

Levine 私は長年、早期の MCI（軽度認知障害）の人たちのグループを支援してきたの

ですが、多くの人は診断された時にある種の安心感を持ったと言います。「ああ、それ

で分かった。私が愚かなのでも仕事ができないのでもない。その原因には名前があった

のだ」と。診断によってリソースにもアクセスできますし、前もって計画を立てること

ができます。あまり遅くなってからでは、自分が計画づくりに参加できなくなってしま

います。事前意思表示（advanced directive）をしたり、医療に関する委任状を作ったり、

自分が望んでいるケアについても、家族と話し合う機会を失ってしまいます。 
今ある薬は完璧ではありませんが、最も効果を発揮するタイミングは早期です。完璧

ではなくとも、それよりもよいものがない以上、今あるリソースにアクセスする機会を

逸しないことが大切です。それから、多くの治験には早期の人の参加が求められていま

す。というのは、進行してしまうと、脳の障害が進みすぎて薬が十分に作用しなくなる

と考えられるからです。 
 確かにメリットとデメリットの両面からの議論があります。しかし、早期に診断され

てケアにつながり、早くから支援を受けることができると、医療費を 30％減らすこと

ができるという研究結果もあります。ミッドウェストの退役軍人局が行った研究では、

早期の発見とケア、早期からの支援によって、生活の質が顕著に改善されるだけでなく、

施設入所の時期も遅らせられることが示されています。 
 それから、実は多くの人が何かおかしいと気づいていて、そのためにとても悩んでい

ます。ですから、その状態に名前がつくことが大きな助けになる場合もあるのです。た

だ、一人ひとり違いますから、これが誰にでもあてはまる訳ではありません。 
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⽇本の認知症国家戦略と
都市部における取組

原 勝則
厚⽣労働省⽼健局⻑

65歳以上⼈⼝の⽐率
(%)

⽇本の⾼齢化率は世界⼀となっている
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日本の今後の高齢化の見通し

○ 75歳以上高齢者の割合は、２０１２年で１１．８％となっており、さ
らに２０２５年には２０％近くになる。

○ 単独世帯や夫婦のみの高齢者世帯が増加し、２０２５年には４
世帯に１世帯以上となる。

○ 一方、介護が必要となった場合に、自宅で介護を受けたいという
希望を持つ人は７４％となっている。

介護が必要になっても、自宅で介護が受けられるような体制
を整えることが必要。

【高齢者人口及びその割合の予測】
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認知症⾼齢者の居場所別内訳

(万⼈）
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認知症施策推進５か年計画

で対応

・早期診断・早期対応

・認知症の普及・啓発

・見守りなどの生活支援の

充実など
→地域での生活継続を可

能にする。

認知症高齢者の現状（平成２２年）

○全国の65歳以上の高齢者について、認知症有病率推定値15％、認知症有病者数約439万人と推
計 （平成22 年）。 また、全国のMCI（正常でもない、認知症でもない（正常と認知症の中間）状態の
者）の有病率推定値13％、MCI有病者数約380万人と推計（平成22年）。

○介護保険制度を利用している認知症高齢者は約280万人（平成22年）。

健常者

約３８０万人（注）

約１６０万人

約２８０万人

介護保険制度を利用している認知症
高齢者（日常生活自立度Ⅱ以上）

日常生活自立度Ⅰ又は要介
護認定を受けていない人

ＭＣＩの人（正常と
認知症の中間の
人）

（注）MCIの全ての者が認知症になるわけではないことに留意

出典：「都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応」（H25.5報告）及び『「認
知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ以上の高齢者数について』（H24.8公表）を引用

65歳以上高齢者人口2,874万人

持続可能な介護保険制度を確立し、安心して生活できる地域づくり。

一部の人

5
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介護保険のしくみ –高齢者の介護を支える-

○日本では、２０００年４月に介護保険制度を創設

○介護保険の加入者（被保険者）は、６５歳以上の高齢者と４０歳
から６４歳までの医療保険加入者で構成。

○利用者は、介護を受ける状態と認定（要介護認定）され介護サー
ビスを利用する場合、費用の１割を自己負担。費用の残りの９割
は介護保険から給付。

【サービスの種類の例】【介護保険制度の仕組み】

○訪問介護
※ホームヘルパーによる介護

○訪問看護
※看護師による療養

○通所介護
※デイサービスセンターに通

って行われる介護

○有料老人ホーム

○認知症グループホーム

○特別養護老人ホーム

市町村
（保険者）

費用の９割分
の支払い

第１号被保険者
65歳以上の者

第２号被保険者
40歳から64歳までの者

保険料 １割負担
サービス利用

加入者（被保険者） 要介護認定

請求

サービス事業者
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○住まい・医療・介護・予防・⽣活⽀援が⼀体的に提供される地域包括ケアシステムの実現により、重度な要介護状態となっ
ても、住み慣れた地域で⾃分らしい暮らしを⼈⽣の最後まで続けることができるようになる。

医 療 介 護

⽣活⽀援・介護予防

住まい

通院 通所

⽼⼈クラブ・⾃治会・介護予防・⽣活⽀援 等

介護の将来像（地域包括ケアシステム）介護の将来像（地域包括ケアシステム）

２０２５年の地域包括ケアシステムの姿

地域包括⽀援
センター・
ケアマネジャー

※ 地域包括ケアシステムは、お
おむね３０分以内に必要なサー
ビスが提供される⽇常⽣活圏域
（具体的には中学校区）を単位
として想定

【地域包括ケアの５つの視点による取組み】
地域包括ケアを実現するためには、次の５つの視点での取組みが包括的（利⽤者のニーズに応じた①〜⑤の適切な組み合わ

せによるサービス提供）、継続的（⼊院、退院、在宅復帰を通じて切れ目ないサービス提供）に⾏われることが必須。

①医療との連携強化
②介護サービスの充実強化
③予防の推進
④⾒守り、配⾷、買い物など、多様な⽣活⽀援サービスの確保や権利擁護など
⑤⾼齢期になっても住み続けることのできる⾼齢者住まいの整備（国交省と連携）
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○ 認知症の⼈が住み慣れた地域で可能な限り⽣活を続け
ていくための介護サービスが量、質の両⾯から不⾜

○ 地域で認知症の⼈とその家族を⽀援する体制が不⼗分

○ 医療・介護従事者が現場で連携がとれた対応が出来てい
ないケースがある

○ 精神科病院に認知症の⼈が⻑期⼊院している

○ ⼀般病院において認知症の⼈の⼊院が拒否されるケース
がある

○ 早期受診・対応の遅れによる認知症症状の悪化

認知症に関して今まだ残る課題

8

○ 「認知症の⼈は、精神科病院や施設を利⽤せざるを得ない」という考え⽅を改め、｢認知症になっても
本⼈の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域のよい環境で暮らし続けることができる社会」の
実現を目指す。

○ この実現のため、新たな視点に⽴脚した施策の導⼊を積極的に進めることにより、これまでの「ケア
の流れ」を変え、むしろ逆の流れとする標準的な認知症ケアパス（状態に応じた適切なサービス提供
の流れ）を構築することを、基本目標とする。

2. 早期診断・早期対応

気づき

確定診断

急性
増悪

4. 地域での⽣活を⽀える介護サービスの構築

1. 標準的な認知症ケアパスの作成・普及 3. 地域での⽣活を⽀える医療サービスの構築

5. 地域での⽇常⽣活・家族の⽀援の強化

6. 若年性認知症施策の強化

7. 医療・介護サービスを担う⼈材の育成

今後の認知症施策の⽅向性
〜 ケアの流れを変える 〜

医療サービス

介護サービス

⽇常診療 ⽇常診療

初期対応
⽇常ケア

平成24年6⽉18⽇
厚⽣労働省認知症施策検討ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ
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認知症施策推進5か年計画
1. 標準的な認知症ケアパスの作成・普及

2. 早期診断・早期対応

3. 地域での⽣活を⽀える医療サービスの構築

4. 地域での⽣活を⽀える介護サービスの構築

5. 地域での⽇常⽣活・家族の⽀援強化

6. 若年性認知症施策の強化

7. 医療・介護サービスを担う⼈材の育成

認知症初期集中支援チーム創設、早期診断を担う医療機関の充実等

認知症の薬物使用に関するガイドライン策定、精神科病院に入院が必要な状態
像の明確化、「退院支援・地域連携クリティカルパス」の作成等

認知地域支援推進員の普及、認知症サポーターの養成、市民後見人の養成、本
人家族支援

認知症ケアモデル策定、認知症介護関連研修、一般病院勤務の医療従事者に対
する対応力向上研修

支援ハンドブックの作成、若年性認知症の人の意見交換会実施自治体の増加

認知症の人が可能な限り住み慣れた地域で生活を続けていくために、必要な介
護サービスを整備

調査研究→市町村で推進→介護保険事業計画に反映

(2013-2017)
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○社会全体で認知症の人びとを支えるため、介護サービスだけでなく、地域の自
助・互助を最大限活用することが必要。

関係団体や民間企業などの協力も得て、社会全体で認知症の人びとを支える取組を展開

地域包括
支援センター

認知症疾患医療ｾﾝﾀｰ

役所

見守り

認知症になっても
安心して暮らせる地域

認知症ｻﾎﾟｰﾄ医
かかりつけ医

交番

見守り・配食

地域では多様な主体、機関が連携して認知症の人びとを含めた高齢者を支えていくことが必要。

関係府省と連携し、地域の取組を最大限支援

交通手段の確保

交通機関

（小・中・高・大）

生涯学習

見守り、買い物支援

ICTを活用した見守り

（イメージ）

成年後見

金融機関

市町村が中心となって日常生活圏域等で認知症の人びとの
見守り等を含めた自助・互助のネットワークを作る

介護サービス事業者
（デイサービス、
グループホーム等）

宅配、新聞配達スーパー、コンビニ、商店

見守り
認知症サポーター、民生委

員、ボランティアなど

認知症教育

薬局

社会全体で認知症の人びとを支える

11
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都道府県別の高齢者（75歳以上）人口の
推移

2010年時点の

高齢者人口（万人）

2025年時点の

高齢者人口（万人）

増加数

（万人）
増加率 順位

東京都 123.4 197.7 74.3 +60% １

神奈川県 79.4 148.5 69.2 +87% ２

大阪府 84.3 152.8 68.5 +81% ３

埼玉県 58.9 117.7 58.8 +100% ４

千葉県 56.3 108.2 52.0 +92% ５

愛知県 66.0 116.6 50.6 +77% ６

佐賀県 11.4 14.3 2.9 +26% ４３

高知県 12.2 14.9 2.7 +22% ４４

山形県 18.1 20.7 2.6 +14% ４５

鳥取県 8.6 10.5 1.9 +22% ４６

島根県 11.9 13.7 1.8 +15% ４７

全国 1,419.4 2,178.6 759.2 +53%
【資料】２０１０年高齢者人口：「平成２２年国勢調査」（総務省統計局）

２０２５年高齢者人口：｢日本の地域別将来推計人口（平成２５年３月推計）｣（国立社会保障・人口問題研究所）

（出典）都市部の高齢化対策に関する検討会報告書
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資料：「日本の地域別将来推計人口（平成２５年３月推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）

（万人）

※都市部6都府県・・・埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、大阪府。

（出典）都市部の高齢化対策に関する検討会報告書 13

都道府県別 高齢者人口及び現役世代人口の増減（２０１０年～２０２５年）

○ 2010年から2025年の都市部6都府県（東京、神奈川、大阪、埼玉、千葉、愛知）の
75歳以上高齢者人口の増加数は、約373.4万人。

○ 同期間の都市部6都府県の15歳から64歳人口は、約295.1万人の減少。

日本の都市部を取り巻く状況

②2025年の高齢者像

○ 都市部の地域特性を踏まえた対応が必要
・集住（高い人口密度）
・充実した生活インフラ（交通網、活発な企業活動、
住宅等）

・一方で、多くの空家の存在も
・団地等で起きる一斉の高齢化
・高い地価を背景に低い施設整備率
・更なる充実が求められる在宅サービス
・厳しい介護人材の確保（高い介護職種有効求人
倍率）

・強い職場とのつながり、弱い地域とのつながり
・高い平均所得の一方、多くの低所得者・生活困窮

者も

１

①都市部の地域特性

○ 「病院完結型」の医療から、地域全体で治し、支える「地域完結型」の医療と地域包括ケアシステムの構築へ

③2025年における医療・介護サービス提供体制の姿

○ 戦後の変化の象徴と称される「団塊の世代」(1947～
49年生まれ)の 卒業時期の ピークとほぼ一致して、
人口が都市部に向け大きく移動。
～この大量の若年労働力の増加に支えられ、日本経

済は高度成長のピーク。

・この時期に、年功賃金・長期雇用を柱とした「日本的
雇用慣行」が普及・定着

・団塊の世代の成長は、消費と流行を牽引し、多彩な
生活スタイルを形成

・主な収入源は年金。幅のある世帯年収
・高い持家率と今の家に住み続けたいという強い意向
・在宅医療・介護に対する高いニーズ
・高い退職後の就労意欲と社会活動への参加の意向

※都市部高齢化対策を考える前提として３点について整理

出典：都市部の高齢化対策に関する検討会 報告書より抜粋 14

都市部の強みを活かした地域包括ケアシステムの構築

2025年の「高齢者像の変化」と「医療・介護サービス提供体制の姿」とを併せ考えれば、都市部
はその強み（集住、多様な人材、整備された生活インフラ、活発な企業活動等）を活かした地域包
括ケアシステムの構築を目指すべき

１．在宅医療・介護を徹底して追求する
○ 在宅生活の限界点を高めるため、24時間定期巡回サービス、複合型サービス、小規模多機能型居宅介護、訪問診療、

訪問看護等の普及促進。認知症高齢者に対する初期段階からの対応の充実

○ 都市部に多く存在する施設を運営する社会福祉法人による24時間定期巡回サービス等の在宅サービスへの取組促進

○ 事業者間の提携、複数の法人間の連携など、地域全体で面的な支援を推進。地域全体としての効果的な人員配置を検

討

○ 市区町村が主体となった在宅医療・介護連携の推進。ＩＣＴを活用し、必要な情報を相互に共有するための環境整備 等

２．住まいの新たな展開を図る
○ 多様な住まい・住まい方の実現。住み替え先としてのサービス付き高齢者向け住宅(サ高住)・有料老人ホームの整備促

進
○ 一斉に高齢化が進む団地等の改築・再開発の際には、医療・介護サービスの提供を組み合わせた街づくり

○ 都市部でも増加する「空家」を活用し、低所得・低資産の高齢者向けの低廉な住まいの確保・生活支援の推進 等

３．地域づくりの観点から介護予防を推進する
○ 都市部で今後多く見込まれる退職者の就労や社会参加を推進し、介護予防事業や生活支援サービスの担い手に
○ 多様な地域資源が存在する都市部の強みを活かし、多様な主体を巻き込んだ地域づくり 等

４．多様なサービスを活用して生活を支える
○ 都市部における幅広く多様な生活支援ニーズを満たすため、多様な主体から様々なサービス提供

○ 都市部には様々な民間企業がサービスを提供しているため、最大限活用（市区町村がこれらのサービスも情報提供）

出典：都市部の高齢化対策に関する検討会 報告書より抜粋 15

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

○ 看護と介護が必要な在宅要介護高齢者を24時間支える仕組みとして
①日中・夜間を通じて
②訪問介護と訪問看護の両方を提供
③定期巡回と随時の対応を行う
「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」を創設（2012年4月）

月

火

水

木

金

土

日

6.00

水分補給、
着替え

朝食
排せつ介助

夕食
排せつ介助

0.00 2.00 4.00 8.00 10.00 12.00 14.00 16.00 18.00 20.00 22.00

通所介護

通所介護

Regular home 
visitation

As-needed 
visitation 

home-visit 
nursing care 

オペレーター

随時対応

利用者からの連
絡により、ニー
ズに応じて訪問
介護員や看護師
が随時訪問する
（ICT機器等を
使う）

連絡

定期巡回型訪問

定期巡回型訪問

訪問介護と訪問看護が、一体的かつ密接な
連携の基に定期巡回訪問を行う

＜定期巡回、随時対応サービス＞

＜サービス提供の例＞

随時対応
（必要なケア）

訪問介護

随時対応訪問

訪問看護

16

⼩規模多機能型居宅介護

1. 通い

2. 訪問
(必要時)

3. 宿泊(必要時)

通いを基本とし、訪問や泊まりを柔軟に組み合わせることで、
認知症の⼈が地域で暮らし続けることを⽀援するのに適している

事業所

⾃宅

（3,800ヶ所）

（最⼤定員25名）

17
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認知症対応型共同⽣活介護
（グループホーム）

Bath

W.C.

Public Space
(Kitchen, Dining, etc.)

少⼈数の家庭的な環境と地域住⺠との交流のもと、⽇常⽣活上の世話と機能訓練を受け、
認知症の⼈が能⼒に応じ⾃⽴した⽇常⽣活を営むことを⽀援する

（11,000ヶ所）

18

認知症サポーター養成講座 (90分)

4,193,093 ⼈（2013年6⽉30⽇現在）

キャラバンメイト養成研修 (6時間)
サポーター養成講座の講師役を養成

86,217 ⼈（2013年6⽉30⽇現在）

認知症サポーター

認知症サポーターとは
認知症に関する正しい知識と理解を持ち、地域や職域で認知症の⼈や家族
に対して出来る範囲での⼿助けをする⼈

全国で、400万⼈以上の認知症サポーターが養成されている

（2005年〜）

認知症施策推進５か年計画の目標 ２０１７年度末 ６００万⼈
19
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「日本の認知症国家戦略と都市部の取組み」 
原 勝則   厚生労働省老健局長 
 

 先日、G8 の認知症サミットがロンドンで開かれ、

日本からも土屋厚生労働副大臣が出席しました。世

界的に認知症の方が増えている中、先進国が調査研

究や認知症対策に協力して取り組んでいこうという

認識を共有できたことには大きな意義がありますし、

日本も一定の役割を果たしていかねばと考えており

ます。本日は米国の様々な取り組みを学ばせていただきましたので、G8 の中でも日米

が協力して進めていければと思っております。 
 

 さて、私からは「日本の認知症国家戦略と都市部における取り組み」について、ご説

明します。 
 65 歳以上の人口比率の国際比較を見ますと（スライド 1）、2010 年の時点で日本は

22.7%と先進国の中でも最も高く、米国は 13.1%という状況です。しかし、日本におけ

る問題は、単なる高齢化率の高さにとどまらず、高齢化が短期間のうちに急速に進んで

いくことだと言えます。 
 日本と中国と韓国は、政府の高齢者対策担当局長の会議を定期的に開催しておりまし

て、今年は 7 月に上海で開かれました。中国や韓国はこれから日本以上に急激な高齢化

を迎えるため、両国ともに今後の介護対策について非常に心配されておられます。です

から、高齢化先進国とも言うべき日本の取り組みや経験が、今後、急激に高齢化が進む

国々のモデルとなるよう、しっかりと取り組んでいく必要があるだろうと思っています。 
 特に介護サービスを考える場合、65 歳以上よりもむしろ 75 歳以上の人口を見ていく

ことが大事ですが、2025 年には 75 歳以上の人口は全体の 20％近くを占めると予測され

ます。 
 また、介護保険ができましたが、まだまだ家族による介護が中心となっているという

問題が現実としてあります。家族介護力を考えますと、2025 年には単身世帯や夫婦の

みの高齢者世帯が 4 世帯のうち 1 世帯以上、25％を占めると見込まれます。 
 そして、施設よりも自宅で介護を受けたいと希望される方が全体の 74％もいるとい

った状況を考えますと、自宅で介護が受けられるような体制を整えていくことが、今後、

ますます重要であろうと思っております。 
 

 要介護高齢者、特に認知症の方が増加することによって、ケアの方法や技術はもちろ

ん、サービスの提供体制や介護保険制度のあり方にも非常に大きく影響しますので、認

知症施策は非常に重要なテーマとなります。 

－ 43 －



－ 44 －

 
 

 わが国において介護保険の要介護認定を受けた方のうち、認知症の高齢者は 2010 年

において 280 万人で、2025 年には 470 万人まで増えると見込まれます。その 280 万人

のうちの半数は、在宅で生活をされています。 
また、認知症の医療を受けていても要介護認定を受けていない方が 160 万人いること

が研究で明らかにされました。したがって、これらを合わせますと認知症の有病率は

65 歳以上人口の 15％という高い数字になります。 
 さらに、軽度認知障害（MCI）の有病率は 65 歳人口の 13％であるという推計も出て

おり、高齢化の進展に伴って認知症の人は非常に多くなることが予想されています。 
 わが国では社会保険システムを活用して、2000 年に介護保険制度を導入しました。

保険による費用負担の仕組みができたことで、大変大きな成果が上がり、国民の間にも

よく定着してきております。介護保険制度は、対象者のカバー率と給付水準のいずれに

おいても、世界的に非常に高いレベルの制度であると言えます。 
 この介護保険によって、ここ（スライド 6）にありますようなサービスが確実に全国

民に提供される体制が、ほぼでき上がっているのです。 
 

 将来を見ますと、欧米も同様ですが、第 2 次世界大戦後に各国で起きたいわゆるベビ

ーブーム、日本では 1947 年から 1949 年生まれの「団塊の世代」が 2025 年に介護サー

ビスを受ける可能性が高まる 75 歳以上になることから、「2025 年問題」が指摘されて

います。 
 この 2025 年に向けて地域包括ケアシステムを確立しようということが、様々な議論

の末、政府の目標となりました。 
 地域包括ケアシステムは、①住まい・医療・介護・予防・生活支援の 5 つのサービス

を包括的・統合的に提供するということ、②これらのサービスを日常生活圏域の中で提

供する、という 2 つの考え方からなっています。 
しかし、地域によって様々な違いがあります。後ほど申し上げますが、大都市部では

地方以上に高齢化が短期間に進みます。逆に、地方の中にはすでに高齢化が進んだ結果、

これからは 75 歳以上の高齢者が減ってくる地域もあります。このように、高齢化の進

展には非常に大きな地域差があります。また、資源にも大きな地域差があります。病院

や特別養護老人ホーム、施設がたくさんある地域もあれば、そうでない地域もあります。

したがって、高齢化の状況と地域資源の活用という 2 つの観点から、市町村が中心にな

って地域包括ケアシステムを具体的に作っていくことがとても大事だろうと思います。 
  

わが国では、認知症についてはかなり早くから取り組みを進めてきました。ちょうど

50 年前に老人福祉法ができ、1987 年には厚生省の中に、当時は「痴呆」という言葉を

使っていましたけれども、認知症の方に対する対策本部ができました。そして 2004 年

には少し侮蔑的なニュアンスのあった「痴呆」という言葉を法律も含めて「認知症」と
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いう言葉に改めました。それから何といっても 2000 年に介護保険制度ができて、要介

護になった全国民に確実に介護サービスが提供されることになりました。これは素晴ら

しいことだと思います。 
 しかし、認知症に関してわが国の問題点を考えますと、受診・対応の遅れによって認

知症症状が悪化する、という状況があります。なかなかご本人もご家族も認知症を認め

たくないし、隠そうとしてしまわれる。あるいは認知症は診断が難しい病気ですので、

早期診断体制が十分ではない中で、いわゆる BPSD が発症してから慌てて精神科病院に

入院させる。入院してしまうと、今度は地域の中で受け入れるための在宅サービス態勢

が不十分なために入院期間が長くなっていく。これがわが国における一番の問題だろう

と思っております。 
 そこで、昨年、厚生労働省の中にプロジェクトチームを作り、『今後の認知症施策の

方向性について』という報告書をまとめました。その中で「今後目指すべき基本目標」

を「『ケアの流れ』を変える」としています。この意味は、まさに私が今、申し上げた

ように、BPSD 等が発症して慌てて対応するという事後的な対応から、事前的に対応す

ることによって、できるだけ「問題行動」が起きないようにする。「問題行動」が起き

なければ、その方は住み慣れた地域やご自宅で長く生活ができる。それが本人のニーズ

にも合っている。このようにケアの流れを変えるシステムを作っていきたいという内容

の報告書でございます。 
 そのための施策は 7 つの柱から成っております。その 1 つが、今申し上げた事前的な

対応にあたる、認知症初期集中支援チームです。今年度は全国 14 の市町村でモデル事

業を行っておりまして、来年度から全国的に展開をしていきたいと考えています。 
 簡単にご紹介しますと、保健師などの医療職と社会福祉士などの介護職に、医師の協

力を得たチームが地域に出かけていく、いわゆるアウトリーチをしていただいて、でき

るだけ早めの対応、早めの診断につなげていくという役割を担うチームを市町村に作る

ということです。 
 最終的なゴールは、認知症の方を公的なサービスだけでケアするということは到底無

理ですので、隣近所での支え合い、地域における支え合い、あるいはインフォーマルサ

ービスの活用などを広めることによって、互助の取り組みを進めていくこと。それから、

ご本人の生きがいづくりや社会参加による自助を広めること。例えば近くのサロンで趣

味の活動をして頂いたり、友人とお話しして頂くようなことから、もうちょっと進めて

ボランティア活動をして頂いたり、もっと元気な方は生きがい就労というようなことも

やって頂く。このような幅のある社会参加というものの場づくりを、私たちは地域の中

に「居場所と出番をつくる」と言っております。そのような社会参加の場を広めていき

ながら、介護保険によるサービスを中心として、トータルで地域の中で認知症の方を支

えていこうという地域づくり、町づくりを目指そうというのが、私たちの今の考え方で

す。 
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 さて、都市部についてお話しします。大都市圏ではこれから急激に 75 歳以上の高齢

者が増えてまいります。その対応について、今年 9 月に厚生労働省で検討会を開催し報

告書をまとめました。 
 これ（スライド 14～15）がその概要です。都市部の地域特性としては、土地が少な

いので施設が作りにくいとか、他の産業もたくさんあるので人材確保が難しいといった

デメリットもある一方で、都市部ならではの強みもあります。例えば、高い人口密度、

あるいは集住です。これは効率的なサービスの実施には非常に有利です。それから、交

通網など充実した生活インフラ。様々なサービスを提供している企業があって、それら

が利用できるといったメリットもあります。このような強みを生かしたシステムを作っ

ていくことができるだろうと思っています。 
 また、2025 年は団塊世代の方々が 75 歳以上になります。その高齢者像は、従来、私

たちが考えていた高齢者とは違うイメージです。そういう方々のニーズや特性にあった

サービスを考えていかなければなりません。 
 具体的な対策の柱は 4 つ。その 1 つは特に都市部で必要なのが、在宅医療・介護を徹

底して追求することです。確かに施設を作っていくことも大事ですが、都市部では土地

もなく、特に東京では制約があります。具体的には 3 つほど考えています。1 つは平成

24 年から始めている定期巡回随時対応型の訪問介護看護サービス。24 時間、ニーズに

応じてホームヘルパーあるいは看護師がご自宅に駆けつける、あるいは電話等の相談に

応じるサービスを提供しようというものです。 
 2つ目が、小規模多機能型居宅介護サービスです。小規模な施設というのでしょうか、

事業所があって、そこにデイサービスとして通ったり、その事業所からヘルパーや看護

師がご自宅に訪問したり、あるいは何かあった時にはその事業所にお泊まりいただくと

いう、通いと訪問と宿泊が一体となったサービスを小規模な単位で地域の中に展開して

いこうというものです。これをぜひ進めていきたい。 
 それから 3 つ目が、認知症ケアにとって非常に有効だといわれているグループホーム

です。今、1 万 1,000 ヵ所ございますけれども、これを広めていきたいと考えています。 
 最後に、このようなサービスも大事ですが、地域の中で認知症の方を支えるためには、

何といっても周りの方々が認知症について正しい理解を持ち、一緒に生活していく、支

え合って生活していくこと、そのための啓発をやっていかなければ、認知症施策は十分

とは言えないと思っています。ですので、2005 年から認知症サポーター制度を推進し

ています。現在 420 万人の方がサポーターになっていただいており、4 年後には 600 万

人を目指しています。私からのご報告は以上です。ありがとうございました。 
 
 
  



粟 田 主 一

東京都健康長寿医療センター研究所

東京都における認知症への取り組み

日米認知症戦略カンファレンス
認知症国家戦略と大都市の取り組み

東京都の高齢化

大都市の課題

東京都

面積 2,200km2

人口 約1,300万人
65歳以上高齢者人口 約300万人
高齢化率 22%

参考：ニューヨーク市

面積 833Km2

人口 約800万人
65歳以上高齢者人口 約100万人
高齢化率 12%

東京都の高齢化の特徴（2010年のデータ）
47都道府県平均との比較

47都道府県平均 東京都

面積（km2） 8,042 2,200

人口 272万 1,316万

人口密度（人／km2） 339 5,982
高齢者人口 63万 268万

高齢化率（％） 23 20

後期高齢者人口 30万 123万

後期高齢化率（％） 11 9

認知症高齢者人口* 6万 23万

＊要介護認定における認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ以上の人口
資料：国立社会保障人口問題研究所「日本の都道府県別将来推計人口（平成25年3月推計）」

東京都の高齢化の変化（2010年～2025年）
47都道府県平均との比較

47都道府県平均 東京都

面積（km2） 8,042 2,200

人口 272万→256万 1,316万→1,318万

人口密度（人／km2） 339→319 5,982→5,990

高齢者人口 63万→78万 268万→332万

高齢化率（％） 23→30 20→25
後期高齢者人口 30万→46万 123万→198万

後期高齢化率（％） 11→18 9→15
認知症高齢者人口* 6万→10万 23万→38万

＊要介護認定における認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ以上
資料：国立社会保障人口問題研究所「日本の都道府県別将来推計人口（平成25年3月推計）」

世帯主65歳以上の単独世帯数
（2010年，都道府県別）

東京都
62万世帯 （2010）
71万世帯 （2025）
82万世帯 （2035）

国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（都道府県別）」（2009年12月推計）
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都道府県別の住宅地の平均地価

資料： 平成25年度都道府県地価調査．国土交通省

東京都の住宅地の平均地価
31万円／m2

都道府県平均の6.3倍

東京都の認知症施策

大都市の認知症戦略

事業化／検証

東京都の認知症施策

目標： 認知症の人とその家族が地域で安心して暮らせるまちづくりの推進

東京都認知症実態調査

東京都認知症対策推進会議（平成19年度～）

地域づくり 医療 介護 若年性
認知症

最先端
の研究面的仕組

みづくり

理解促進
普及啓発

専門医療
の提供

地域連携
の推進

基盤整備

介護人材
育成

特有の
課題へ
の対応

予防と
治療法
の研究

10

認知症の人に対する具体的な支援体制の構築に向け、中長期的な認知症対策を検討

東京都認知症対策推進会議(2007年度～）

地域における「面的」仕組みづくりの具体化（地域づくり）を検討

仕組み部会（2007～2008年度）

認知症の人の認知症・身体症状双方の症状に応じた医療支援体制の検討

医療支援部会（2007～2008年度）

若年性認知症に特有の課題を明らかにし、それに対応する若年性認知症の本人・家族支援を検討

若年性認知症支援部会（2008～2009年度）

医療・福祉との連携を図りながら専門医療を提供するセンターの東京都におけるあり方を検討

認知症疾患医療センターのあり方検討部会（2010年度）

地域における医療・介護連携を進めるため、情報共有の仕組みや情報共有ツールについて検討

認知症ケアパス部会（2011年度）

医療・介護関係者等の地域連携の推進、認知症疾患医療センターの機能等の医療支援体制を検討

認知症医療部会（2012年度～）

東京都認知症対策推進会議と部会

東京都保健医療計画における認知症施策

目標２：早期発見・診断・対応を
可能とする取組の推進

目標３：専門医療や介護、地域
連携を支える人材の育成

目標１：地域連携の推進と専門
医療の提供

目標４：地域での生活・家族の支
援の強化

東京都保健医療計画
平成25年度～平成29年度

5 精神疾患医療の取組
5-(2) 認知症対策の強化

基本目標

認知症の人と家族が地域で安心して
生活できるよう、認知症の早期発見・
診断・対応に取り組むほか、地域の
医療・介護関係者等の連携を推進し、
認知症の人が状態に応じて適切な
医療・福祉・介護の支援を受けること
ができる体制を構築する．

認知症疾患医療センターの整備

目標1: 地域連携の推進と専門医療の提供
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Sendai

Saitama

Sakai
Osaka prefecture
Osaka city

Kobe

Kitakyushu

Fukuoka

Niigata

Okayama

Hiroshima

Sapporo

Chiba

Kawasaki

Yokohama

SagamiharaNagoya

Shizuoka

Hamamatsu

Kyoto

Kumamoto

Tokyo

認知症疾患医療センター

• 概要

– 平成20年度にスタートした，都道
府県・指定都市を対象とする国庫
補助事業

– 地域における認知症疾患の保健
医療水準の向上を図ることを目的
とする専門医療サービス

– 現在237か所が指定されている．

14

① 順天堂大学医学部附属順天堂医院 ⑦ 順天堂東京江東高齢者医療センター
② 公益財団法人東京都保健医療公社　荏原病院 ⑧ 青梅成木台病院
③ 東京都立松沢病院 ⑨ 平川病院
④ 浴風会病院 ⑩ 国家公務員共済組合連合会立川病院
⑤ 東京都健康長寿医療センター ⑪ 杏林大学医学部付属病院
⑥ 大内病院 ⑫ 薫風会山田病院

区中央部
区南部
区西南部
区西部

区東部

南多摩
北多摩西部
北多摩南部

区東北部

西多摩

北多摩北部
区西北部

西多摩

奥多摩町

檜原村 あきる野市

青梅市

日の出町 羽村市

八王子市

福生市

瑞穂町

武蔵村山市
東大和市

昭島市

立川市

国分寺市

国立市

日野市

町田市

多摩市
稲城市

府中市

小金井市
武蔵野市

三鷹市

調布市

狛江市

東村山市

小平市

東久留米市

西東京市

清瀬市

練馬区

板橋区 北区

豊島区

杉並区

中野区

新宿区

世田谷区

渋谷区

目黒区

港区

千代田区

中央区

品川区

大田区

文京区 台東区
墨田区
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葛飾区

足立区
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島しょ

北多摩西部
北多摩北部
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東京都認知症疾患医療センター
2次保健医療圏ごとに1か所，計12か所設置されている

東京都認知症疾患医療センター

• 3つの役割

① 専門医療機関としての役割

② 地域連携推進機関としての役割

③ 人材育成機関としての役割

• 6つの事業

– 専門医療相談の実施

– 認知症の診断と対応

– 身体合併症・行動心理症状への対応

– 地域連携の推進

– 専門医療・地域連携を支える人材の育成

– 情報発信

東京都健康長寿医療センター病院・研究所

専門医療相談室
精神保健福祉士2名，臨床心理士2名
認知症認定看護師1名，事務職員1名
①受療相談，②介護相談，③困難事例
についての相談，④退院支援，⑤認知
症に関する情報発信などを行っている．

昭和47年：東京都老人医療センターと
東京都老人総合研究所として設立
平成24年：認知症疾患医療センターの
指定を受ける
平成25年：新施設が完成

4センター，36診療科
許可病床579（一般539, 精神40）

認知症疾患医療センター情報交換会

早期発見・早期診断推進事業

目標2：早期発見・診断・対応を可能とする取
組の推進
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認知症早期発見・早期診断推進事業

• 概要

– 国の「認知症初期集中支援チーム設置促進モデル事業」を
大都市の実状に合わせて設計しなおしたモデル事業．

– 認知症の人と家族介護者が，住みなれた地域の中で生活
の質を保持し，安全な暮らしを続けられるようにするために，
認知症が疑われ，かつ受診が困難な高齢者に対して，地域
包括支援センターが，認知症疾患医療センターと協働して，
初期集中支援を提供する事業．

地域包括支援センター（平成18年度～）

• 地域包括ケアシステムの理念を実現するために日常生活圏域
単位に設置された実践的調整機関

– 現在全国に約4,000か所設置されている．

• 業務内容

– 総合相談支援業務

– 権利擁護業務

– 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

– 介護予防ケアマネジメント業務

東京都の地域包括支援センター配置状況

平成25年4月現在382ヶ所

認知症早期発見・早期診断推進事業

認知症疾患医療センター

1. 認知症が疑われ，受診困難な人の把握
2. 家庭訪問と情報収集
3. 認知症総合アセスメント
4. チーム員会議
5. 初期支援の計画とサービス調整
6. 介入効果のモニタリング

認知症アウトリーチチーム

かかりつけ医

地域包括支援センター

認知症コーディネーター

家庭訪問とチーム員会議
（板橋区と東京都健康長寿医療センターが連携して実施）

認知症アセスメントシート

（都）認知症早期発見・診断推進事業 （12区市町村）

（国）認知症初期集中支援設置促進モデル事業 （1区市町村）

（平成25年12月現在）

認知症早期発見・早期診断推進事業
を実施している区市町村
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東京都認知症早期発見・早期診断推進事業
に関する情報交換会

精神症状・行動障害の出現頻度

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

医療従事者等の認知症対応力向上研修

目標3：医療や介護，地域連携を支える人材
の育成

27

看護師認知症対応力向上研修

概要

高齢者が，たとえ認知症になっても，一般
病院で必要な治療が受けられるようにする
とともに，退院後にももとの生活に戻ること
ができるように，急性期医療に関わる一般
病院の看護師が，入院から退院後の在宅
生活までを視野にいれた認知症ケアの知
識と技能を学ぶ．

研修の企画・運営は，認知症疾患医療セ
ンターが行う．

研修会で使用されるテキスト

0
2
4
6
8

周辺症状外来対応

機能

鑑別診断機能

身体合併症入院対

応機能

在宅医療機能かかりつけ医機能

地域連携機能

周辺症状入院対応

機能

受講医なし 受講医あり サポート医

かかりつけ医の認知症対応力向上研修

プライマリケア医の認知症対応力の比較
認知症対応力はMSD-28を用いて評価した．東京
都の診療所1,887施設を対象とする調査（Awata S, 
Geriat. Med. 51: 35-38, 2013）．

かかりつけ医の役割
① 認知症の気づき

② 診断のために専門医療機
関へ紹介

③ 地域包括支援センターと
連携して介護サービスを
導入する

④ 日常的な健康管理

⑤ 家族の介護負担の理解と
支援

サポート医の役割
① 研修会の企画・運営
② かかりつけ医への助言
③ 地域連携の推進

多職種が一堂に会した研修会の実施

「認知症の総合アセス
メント」テキストブック
(東京都健康長寿医療
センターで作成) 

「認知症の総合アセス
メント」テキストブック
(東京都健康長寿医療
センターで作成) 

認知症ケアに関わる多職種協働研修認知症ケアに関わる多職種協働研修

認知症早期発見・早期診断推進
事業に参加する多職種の研修会
認知症早期発見・早期診断推進
事業に参加する多職種の研修会

認知症の人と家族介護者を支える地域
包括ケアシステムの構築に向けて

目標4：地域での生活・家族支援の強化
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地域包括ケアシステムとは？

平成24年度老人保健健康増進等事業「持続可能な介護保険制度及び地域包括ケアシステムのあり方
に関する調査研究事業」報告書より引用（平成25年3月）

区市町村の取組への支援

区市
町村

区市町村の様々な高齢者施策

高齢者の見守り事業

緊急通報システム

給食・配食・会食サービス

家族介護者等への支援

介護基盤の整備等

都
高齢社会対策区市町村包括補助事業

平成２５年度当初予算額 ３７．８億円

認知症関連施策

・認知症の人を地域で支える事業

（ネットワークづくり，介護者支援等)

・認知症の普及啓発事業

・認知症の予防事業 等

地域全体で高齢者を支える見守りネットワーク
の構築に向けて，「区市町村の高齢者見守り
体制充実に向けた関係者会議」を設置．

「高齢者等見守りガイドブック」作成．

地域で緩やかな見守りを行うことで，高
齢者等の異変に早期に気付き，地域包
括支援センターやシルバー交番に「つ
なぐ（相談・連絡する）」役割を担う人材
を育成・確保するため，地域住民を対象
に，ガイドブックを活用した研修を実施
する．

「高齢者等見守りガイドブックの作成」
「見守りサポーター養成研修」

さまざまな障害をもつ生活困窮
者に，「住まい」と「日常生活支
援」を提供しているNPO団体.

支援の対象となっている生活
困窮者の多くは高齢者であり，
認知症をもつ高齢者も多い．

http://www.hurusatonokai.jp/PDF/jigyougaiyou.pdf

地域の認知症戦略の策定に向けて

国，東京都，区市町村の認知症施策の関係

国と東京都の認知症施策の関係

東京都

目標２：早期発見・診断・対
応を可能とする取組の推進

目標３：専門医療や介護、地
域連携を支える人材の育成

目標１：地域連携の推進と専
門医療の提供

目標４：地域での生活・家族
の支援の強化

1.標準的な認知症ケアパスの作成・普及

2.早期診断・早期対応

3.地域で生活を支える医療サービスの構築

4.地域で生活を支える介護サービスの構築

5.地域での日常生活・家族の支援の強化

6.若年性認知症施策の強化

7.医療・介護サービスを担う人材の育成

国
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国と東京都と区市町村の認知症施策の関係

東京都

目標２：早期発見・診
断・対応を可能とする
取組の推進

目標３：専門医療や
介護、地域連携を支
える人材の育成

目標１：地域連携の
推進と専門医療の提
供

目標４：地域での生
活・家族の支援の強
化

1.標準的な認知症ケアパスの
作成・普及

2.早期診断・早期対応

3.地域で生活を支える医療
サービスの構築

4.地域で生活を支える介護
サービスの構築

5.地域での日常生活・家族の
支援の強化

6.若年性認知症施策の強化

7.医療・介護サービスを担う人
材の育成

国 区市町村

第6期
介護保険事業計画

（2015 - 2017)

認知症の人と家族
介護者の生活を支
えることができる，地
域包括ケアシステム
を実現をめざす．

ご清聴ありがとうございました．

すべての認知症の人と家族介護者が，
安心して暮らせる街をつくることが
東京都の認知症施策の目標です．
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「東京都における認知症への取り組み」 
東京都健康長寿医療センター研究所  粟田主一 研究部長 
 

 日本には 47 の都道府県がございまして、東京はこの

真ん中の一番小さいところです。日本の国土の約 170 分

の 1 の面積に、全人口の約 1 割が住んでいます。このよ

うな大都市の最大の特徴は、人口が突出して高く、人口

密度も突出して高い、したがって高齢者人口、75 歳以上

の後期高齢者人口も突出して高くなり、認知症の方も非

常に多いということです。全都道府県の平均に比べて、東京には約 4 倍の認知症の方が

住んでいらっしゃいます。 
 しかも高齢化の勢いが大変大きく、2010 年から 2025 年の間に 65 歳以上の高齢者の

割合が 20％から 25％に増え、4 人に 1 人が 65 歳以上の高齢者になります。75 歳以上の

後期高齢者は 6 人に 1 人となります。認知症高齢者の数は 23 万人から 38 万人と、毎年

1 万人ずつ増えていくということになります。先ほど、厚生労働省の原局長がお話しに

なった通り、これは介護保険の要介護認定調査に基づく数ですので、実際の疫学調査デ

ータから推計しますと、この約 1.5 倍になると考えられます。 
 また、大都市の特徴として、一人暮らしの高齢者が非常に多い。2010 年の段階で 65
歳以上の単独世帯数は 62 万世帯ですが、15 年後には 10 万増の 71 万世帯、さらにその

後の 10 年間で 82 万世帯に増える見込みです。2035 年の認知症高齢者数は、2010 年に

比べてほぼ倍増すると推計されています。 
 一人暮らしの認知症の方も増えます。この方々を地域で支えるためには、まず住まい

をきちんと確保しなくてはなりませんが、東京都の住宅地の平均地価は、全都道府県平

均の 6.3 倍です。一人暮らしの認知症の方は必然的に経済的に非常に厳しい状況におか

れる傾向にありますが、東京の地価の高さは、住み慣れた地域での暮らしを阻む重大な

要因になります。 
  

さて、東京都の認知症施策についてご紹介します。東京都は平成 19 年に認知症対策

推進会議を立ち上げ、実態調査などを踏まえて、認知症に関連する施策を 5 つの領域（地

域づくり、医療、介護、若年性認知症、最先端の研究）で作り上げてきました。これら

5 つの領域で事業を作り、検証を通して政策決定する仕組みを構築してきました。 
 東京都認知症対策推進会議では、認知症に関する様々な課題ごとに部会を立ち上げ、

解決策を検討してきました。現在は認知症医療部会が東京都保健医療計画における認知

症施策を立案しています。保健医療計画というのは、各 47 都道府県が重大な 5 つの疾

病について適正に医療を確保する体制を整備するために、国の医療法で策定が義務付け

られているものです。認知症については平成 25 年度から策定が求められています。 
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東京都では、「認知症の人と家族が地域で安心して生活できること」を基本目標とし

て、4 つの目標を設定しています。つまり、地域連携の推進と専門医療の提供（目標 1）、
早期発見・診断・対応を可能とする取り組みの推進（目標 2）。先ほど、早期診断の意

味はどうかという、大変良い質問がありました。それに対するお答えを後でしたいと思

います。専門医療や介護、地域連携を支える人材の育成（目標 3）、そしてこれが大変

大きな課題ですが、地域での生活と家族の支援の強化（目標 4）です。これらの目標を

実現することによって、認知症の人が状態に応じて適切な医療・福祉・介護の支援を受

けることができる体制を作ろうというものです。 
 

 目標 1 の代表的な事業は、認知症疾患医療センターの整備です。平成 20 年度にスタ

ートした都道府県指定都市対象の国庫補助事業で地域における認知症疾患の保健医療

水準向上を目的とした専門医療サービスで、現在、全国に 237 ヵ所指定されています。 
 東京都は島しょ部を含めて 13 の医療圏、62 の区市町村があります。このうち、島し

ょ部を除く 12 の 2 次保健医療圏域に 1 つずつ認知症疾患医療センターを設置していま

す。認知症疾患医療センターは、専門医療機関、地域連携推進機関、人材育成機関とい

う 3 つの役割と、専門的な相談、診断と対応、身体合併症と行動心理症状への対応、地

域連携への推進、人材の育成、情報の発信という 6 つの事業を担っています。 
 私が勤務しております東京都健康長寿医療センターの認知症疾患医療センターでは、

診断と治療のほか、専門医療相談室があり、精神保健福祉士や臨床心理士らが地域のさ

まざまな相談に応じています。また、地域の行政と連携して、地域連携体制づくりに積

極的に関与しつつ、人材育成も図っています。 
 都内 12 の認知症疾患医療センターは定期的に集まって、さまざまな課題を分析した

り、議論したりしています。これ（スライド 17）は、認知症疾患医療センターでの診

断分類の割合と、相談方法の割合に関するデータです。 
 

 目標 2 の代表的な事業は早期発見・早期診断推進事業です。先ほど原局長が説明され

た認知症初期集中支援チームという国のモデル事業を、東京都の実情に合わせて設計し

なおしたモデル事業です。 
 具体的には、地域包括支援センターと認知症疾患医療センターが協力して、診断と支

援を行っています。地域包括支援センターというのは、平成 18 年度に介護保険法のも

と、地域包括ケアシステムの理念を実現するために日常生活圏域、つまり人口 2～3 万

人くらいの地域ごとに 1 ヵ所ずつ設置されています。現在、全国に約 4,300 ヵ所設置さ

れており，相談業務や権利擁護、介護保険のケアマネジメント支援、介護予防の支援な

どを行っています。 
 ただ、非常に業務が多くて認知症の支援に手が回っていないという現実があります。

そこで、なんとかこの機能を補うために、都内 382 ヵ所の地域包括支援センターと認知
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症疾患医療センターが連携して認知症の初期支援を実施しようというのが、都の早期発

見・早期診断推進事業の目標です。ここでは地域包括支援センターに認知症コーディネ

ーターを配置し、認知症疾患医療センターにはアウトリーチチームを配置し、認知症が

疑われるけれども、自らや家族の力では受診することができない人たちの家庭を訪問し

て情報収集とアセスメントを行い、多職種で会議をして、適切な支援を導入していける

よう事業が設計されています。 
 実はわが国では、適切な時に診断を受けられないために支援が受けられず、身体合併

症や精神症状が悪化し、地域の中でトラブルが起きたり、経済的被害を受けたり、時に

は虐待にあったり、孤立したりといった、さまざまな不利益が起きるケースが少なから

ずあります。そうならないように、適切な時に診断をして支援を入れられるようにしよ

うというものです。 
実際、我々の認知症疾患医療センターのアウトリーチチームと、センターのある板橋

区の地域包括支援センターのスタッフは、認知症総合アセスメント表を使ってアセスメ

ントしながら支援を提供しています。この事業は現在、都内の 12 の区市町村で実施し

ておりまして、定期的に関係者で集まって情報交換し、現状ではどのような実績が上が

っているか、どのような課題があるかを相談しながら、より良い方法を検討しています。 
 

 目標 3 の人材育成ですが、一般病院に勤務する看護師を対象に、認知症の対応力向上

研修を行っています。身体合併症の治療が必要なのに、認知症があるために一般病院が

なかなか受け入れてくれない、ということがあります。また、いったん入院すると ADL
（日常生活動作）がどんどん低下してしまって、元の生活に戻れなくなることも起きて

います。このような事態を防止するために、看護師に入院から退院後の在宅生活までを

視野に入れた認知症ケアの知識と技能を身に着けてもらおうという研修事業です。 
 また、国の事業の一環ですが、かかりつけ医（プライマリケア医）の先生方に認知症

の健康管理をしていくための技術を学んで頂く研修も行っています。研修を受けること

によって、プライマリケアの機能が高まっていくという調査結果も出ています。 
 また、職種によって異なる専門用語が使われているために、職種間で情報共有が難し

いという問題もあります。この問題を解消して、多職種で情報を共有し、さまざまなサ

ービスを一体的に提供していこうと、多職種が集まって一緒に研修を行うという取り組

みもあります。 
 

 そして、目標 4 の地域での生活・家族支援の強化ですが、これはまさに認知症の人と

家族介護者を支える地域包括ケアシステムの構築に、直接関連しています。これ（スラ

イド 31）は、今年の 3 月に地域包括ケア研究会が提示した地域包括ケアシステムのシ

ンボルです。植木鉢があって、草花が咲いている様子を表していますが、一番大事なの

は住まいである植木鉢です。この住まいの中によく肥えた土、つまり生活支援や家族が
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あって、その上に初めて医療や介護や保健予防といった、いわばフォーマルなサービス

が育っていく。これらを一体的に提供していこうということです。それにつけても一番

大切なのは、本人と家族の選択・心構えを表す、植木鉢の下のお皿です。これを基盤と

して区市町村の単位で全体を作り上げていくことが、介護保険法で定められています。

これに対して、東京都による予算補助のもと、様々な事業が行われています。 
 その 1 つに、見守り事業があります。これは、特に一人暮らしの認知症の方をきちん

と見守ることができるように、区市町村の中で関係者会議、あるいはネットワークを作

ること、見守りのためのガイドブックを作ること、それに基づいて見守りができる人材

を地域の中で育成することを目指した事業です。 
また、ホームレスを支援する NPO 団体「ふるさとの会」による事業もあります。今

やホームレスにも高齢化が進んでいて、ふるさとの会が支援している 1,300 人のうち半

数以上は 65 歳以上の高齢者で、認知症の方もたくさんいらっしゃいます。このような

方々に「住まい」と、通常は家族が提供している支援に相当する「生活支援」を一緒に

提供していこうという取り組みです。 
 これら様々な支援を全て統合していくために、国の認知症施策推進 5 ヵ年計画（オレ

ンジプラン）と連動させながら、東京都が掲げる 4 つの目標に基づく施策が計画されて

います。また、2015～2017 年には認知症の人を地域で支えることができるような地域

包括ケアシステムづくりを目標とした第 6 期の介護保険事業計画を立てることになっ

ています。 
以上、東京都における認知症への取り組みをご紹介しました。 
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認知症対策の現状と課題
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東京の高齢者を取り巻く状況：人口構造

 2020年には、後期高齢者の数が前期高齢者の数を上回ることが見込まれる

資料：総務省「国勢調査」［昭和50年～平成22年］
国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成25年3月推計）［平成27年～平成52年］
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 高齢者人口の増加に伴い、要介護（要支援）認定者数は増加
 平成37年（2025年）には平成25年（2013年）時点から約２０万人要介護（要支援）認定者が
増加する見込

資料：H25は東京都福祉保健局「介護保険事業状況報告（月報）」による実数。
H27以降は国立社会保障・人口問題研究所「都道府県の将来推計人口」（H25年3月推計）に、24年12月時点の
前期・後期高齢者別の要介護認定率を掛け合わせて、積算。

＜要介護認定者数の推計＞
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20
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要介護認定率 17.8% 17.5% 18.9% 20.7% 20.3% 19.1％ 18.6％
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東京都の当初予算一般歳出額に占める
「福祉と保健」の構成比

資料：東京都福祉保健局「2013東京の福祉保健」
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福祉保健局予算（2013年度一般歳出）

資料：東京都福祉保健局「2013東京の福祉保健」

※認知症対策費は32億8,500万
66

東京都保健医療計画(平成25～29年度） 「認知症対策の強化」

(目標１）地域連携の推進と専門医療の提供

二次保健医療圏に１か所設置。専門医療相談、鑑別診断、身体合併症と行動・心理症状への対
応、地域連携の推進（認知症疾患医療・介護連携協議会の開催等）、人材育成等を実施

○東京都認知症疾患医療センターの運営（１２か所）

◆は平成25年度新規事業、○は既存事業

看護師や保健師等の医療職を区市町村の地域包括支援センター等に配置し、かかりつけ医や介護
事業者等と連携して認知症の疑いのある高齢者を訪問するなど、認知症の早期発見施策を推進

認知症疾患医療センター等に医師、看護師、精神保健福祉士等で構成するチームを配置し、認知
症の疑いのある受診困難者を訪問して診断を行うなど、早期診断・早期対応の取組を推進

本人や家族が簡便にチェックして認知症の疑いを判別できるチェックシートを作成し、パンフレ
ットに盛り込んで広く配布するなど、認知症に関する普及啓発を充実

(目標２）認知症の早期発見・診断・対応を可能とする取組の推進

①認知症コーディネーターの配置

◆（新）認知症早期発見・早期診断推進事業

③認知症に対する都民の理解と受診の促進

②認知症アウトリーチチームの配置
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二次保健
医療圏

認知症コーディネーター
配置区市

認知症アウトリーチチーム配置
医療機関

千代田区

港　区

品川区

大田区

区西部 杉並区 社会福祉法人浴風会　浴風会病院

区西北部 板橋区 地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター

荒川区

足立区

墨田区

江東区

江戸川区

南多摩 八王子市 医療法人社団光生会　平川病院

区東北部 医療法人社団大和会　大内病院

区東部
順天堂大学医学部附属

順天堂東京江東高齢者医療センター

区中央部 順天堂大学医学部附属　順天堂医院

区南部
公益財団法人東京都保健医療公社

荏原病院

認知症早期発見・早期診断推進事業の実施地域

～準備の整った地域より、平成25年8月から順次開始～

88

(目標４）地域での生活・家族の支援の強化

認知症疾患医療センター等の医療機関の専門職と連携した介護者支援の会の取組を支援

○東京都若年性認知症総合支援センターの運営
○高齢者権利擁護推進事業
○認知症高齢者グループホームの整備
○区市町村における認知症の人を支える地域づくりへの支援（高齢社会対策包括補助）
○在宅療養支援のための取組推進（医療政策部事業）
○認知症の予防・治療法の研究開発の支援（東京都健康長寿医療センター等）

◆（新）認知症の人の家族を支える医療機関連携型介護者支援事業（高齢社会対策包括補助）

(目標３）専門医療や介護、地域連携を支える人材の育成

東京都健康長寿医療センターを都内の認知症医療従事者等向け研修の拠点と位置付け、多職種
協働研修の実施に向けた検討や、各認知症疾患医療センターの地域での円滑な研修実施を支援

◆（新）医療従事者等の認知症対応力向上支援事業

○かかりつけ医、看護師向けの認知症対応力向上研修の実施
○認知症サポート医の養成 ○認知症介護研修の実施

◆は平成25年度新規事業、○は既存事業

9

二次保健医療圏ごとの認知症の人・地域包括支援センター・認知症サポート医等の状況
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　　地域包括支援センター
　　 （382か所）

　　認知症サポート医
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　　認知症に対応している
　　専門医療機関
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※１　見守り又は支援の必要な認知症の人とは、認知症高齢者の日常生活自立度がⅡ以上の人で、平成23年1月時点の人数（出典：東京都福祉保健局
高齢社会対策部「要介護者数・認知症高齢者数等の分布調査」（平成23年1月））
※２　地域包括支援センター数は平成25年4月1日現在、認知症サポート医養成研修修了者数は平成25年11月末現在
※３　専門医療機関とは、「東京都認知症専門医療機関実態調査」（平成19年12月）において、分析対象となった認知症患者への対応を行っている医
療機関のうち、認知症の診断・治療を行っていると回答した医療機関
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地域連携のイメージ

東京都若年性認知症総合支援センターの設置

〔平成24年5月開設、運営法人：特定非営利活動法人いきいき福祉ネットワークセンター〕

• 全国で初めて、若年性認知症の人に必要な多様な支援（就労継続、
介護、年金等）のワンストップ相談受付窓口を開設。

• 地域包括支援センターなどの関係機関と連携し、地域での生活を支
援。

場所：東京都目黒区碑文谷５－１２－１ ＴＳ碑文谷ビル１Ｆ・３Ｆ
電話番号：０３－３７１３－８２０５ ＦＡＸ：０３－６８０８－８５７６

高齢者のための住まい（住宅・施設）

【要介護度・収入階層】　　各施設・住宅の人数は、平成25年3月末現在の人数。

高い

　

低い

自立者 軽度者（要支援･要介護１、２） 中重度者（要介護３～５）

要　介　護　度

　　低い 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高い

※同じ種別の施設・住宅の場合であっても、人員配置や運営主体の事業コンセプトにより受入対象の範囲は異なる。

収入
階層

介護付き有料老人ホーム
（特定施設入居者生活介護のうちの有料老人ホーム分）

　

　　サービス付き高齢者向け住宅

　

　その他のケア付きすまい
　（軽費老人ホーム（都市型等））、養護老人ホーム、シルバーピア）

6,141人
認知症高齢者グループホーム

　　　　　介護老人保健施設

19,353人

7,869人

17,057人

　　　　　　　　　　　  特別養護
　　　　　　　　　　　　  老人ホーム

39,917人

36,696人
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区市町村への財政支援

区市
町村

・介護予防事業

・介護予防・日常生活
支援総合事業

・包括的支援事業

・任意事業

・区市町村の様々な高齢者施策

認知症の普及啓発・予防・ネットワーク
づくり、高齢者の見守り事業、緊急通報
システム、給食・配食・会食サービス、家
族介護者等への支援、介護基盤の整備
等

都

地域支援事業交付金

＜都負担分＞

平成２５年度当初予算額

３７億円

高齢社会対策区市町
村包括補助事業

平成２５年度当初予算額

３７．８億円

個別補助金

（例）認知症コーディネーターの配置

平成２５年度当初予算額

８４百万円

14

認知症の人の家族を支える医療機関連携型介護者支援事業

◆目的

認知症の鑑別診断後、認知症の人と家族が速やかに介護者の会につながり、介護や治療に
ついての必要な情報や、介護者の会のネットワーク支援を得ることで、介護者の孤立を防ぎ、
できる限り住み慣れた地域で生活できるように支援を図る。

◆内容

認知症疾患医療センター等の認知症の鑑別診断を行っている医療機関の周辺に介護者の
会の拠点を設け、医療機関の専門職と連携して、講座や交流会を開催する。

←認知症疾患医療センター認知症
認定看護師の講義

グループワーク→

↓脳トレ（指の体操）

15

シルバー交番設置事業

在宅高齢者などからの相談にワンストップで対応するとともに、

訪問や安否確認などにより、住み慣れた地域で安心・安全に暮らし

続けられる環境を提供する、地域包括支援センターと連携した取組

○ 高齢者や家族等からの相談窓口

○ 緊急通報システム等を活用して

24時間365日の安心を提供

○ 在宅高齢者の生活実態の把握

○ 地域の組織・住民と連携した高齢

者見守りの実施

主な機能 ＜相談の様子＞

16

東京都の認知症ポータルサイト「とうきょう認知症ナビ」

・・・ご清聴ありがとうございました・・・
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パネルディスカッション『認知症国家戦略と大都市の取り組み』 
 
指定発言 1 「東京都における認知症対策の現状と課題」 
東京都福祉保健局高齢社会対策部  中山政昭 部長 
 

 東京の高齢者人口は、2010 年（平成 22 年）の 268 万人から、東京オリンピックが開

催される 2020 年には 324 万人に増えます。しかも、2020 年には後期高齢者の数が前期

高齢者の数を上回ると見込まれています。まさにわが国の高齢社会を象徴しているよう

な年ですので、東京オリンピックの開催コンセプトも当然それを睨んだものとしていく

必要があろうかと思っております。 
 要介護認定者数は、平成 25 年から 12 年間で一挙に 20 万人増えると見込まれていま

す。このような状況ですから、介護基盤、介護サービスの整備を急ピッチで進める必要

があります。 
 東京都の福祉・保健関係予算額とその全体に占める構成比は、高齢化の進展により母

数が増えますので、当然ながら上がっていきます。構成比率は都の全体予算の 2 割を超

えているという状況にございます。 
 今年度の福祉保健局の一般会計予算の歳出ですが、総額は 9,618 億円と、1 兆円近く

なっています。分野別の予算額を見ますと、高齢社会対策で 2,022 億円、割合は 21.0％
です。このうち認知症対策費としては 32 億 8,500 万円を計上しています。この分野別

で一番構成比率が高いのが保健政策の分野で 3,167 億円です。東京都は医療費の自己負

担部分を助成するという独特の仕組みを持っておりまして、その予算がすべてここに入

っていますので、保健政策費が一番高いという構成でございます。 
 さて、東京都保健医療計画には「認知症対策の強化」を盛り込んでいます。現在、来

年度予算の編成を行っているところですが、今年度から新しく事業化した取り組みを含

め、認知症につきましては施策の充実、予算の増額といったものを東京都として考えて

いるところでございます。 
 早期発見・早期診断推進事業では、今年 8 月から条件が整ったところから順次、開始

しております。アウトリーチチームが実際にご家庭を訪問し必要な支援を行ったのは、

10 月時点で 6 区において約 30 ケースです。 
 先ほどもご説明いただいた目標 4「地域での生活・家族の支援の強化」についても、

継続・新規事業がございますが、そのうち認知症高齢者グループホームの整備につきま

しては、在宅で生活を支えるための重要なツールと考えておりまして、都内では現在定

員 8,000 人分を整備しております。2 年後の平成 26 年度末までには、1 万人規模にして

いきたいと考えております。 
 認知症の方を地域全体で支えるイメージ図（スライド 10）ですけれども、認知症疾

患医療センターが後方から支援をするというイメージでございます。大都市部の強みで
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ある地域の資源を総動員して、見守り等の仕組み、必要な支援を行う仕組みをこれから

も充実をさせていきたいと考えております。 
 東京都の先進的な取り組みとしまして、若年性認知症の方の総合支援センターを目黒

区内に 1 ヵ所、昨年 5 月に開設しました。65 歳未満で認知症を発症された若年性認知

症の方が都内には約 4,000 人おられると推定されていますが、開設以前は、この方々に

対する支援の相談窓口や支援ツールがほとんどない状態でした。こうした方に対するワ

ンストップの窓口を設け、必要な支援につなげていくという仕組みでございます。 
 これ（スライド 12）は、横軸が要介護の程度、縦軸がその方の収入の多寡を示した

図です。それらに応じて、利用が考えられる住まい（住宅・施設）の現在の整備数を掲

げています。東京においては、いずれの施設も今後さらに増やしていく必要があります。 
 区市町村が主体的に行われるさまざまな取り組みに対して、広域的自治体として東京

都は柔軟な補助の仕組みを持って、財政支援を致しております。 
 先ほどもご紹介がありましたが、認知症の人の家族を支える取り組みは、認知症疾患

医療センターと家族の方が連携をしながら、さまざまな講座や交流会を開催するもので

す。これも区市町村が主体となって行うものを東京都が包括補助という仕組みで支援し

ています。 
 また、独自の「シルバー交番」という取り組みも行っています。地域包括支援センタ

ーなどと連携して、地域の認知症の方を含む高齢者の安心安全の見守り体制を推進して

いくという事業でございます。 
 最後に、認知症ポータルサイトとして、「とうきょう認知症ナビ」を開設しておりま

すので、ご活用いただきたいと存じます。簡単でございますが、以上、最初の指定発言

とさせていただきます。 
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世田谷区認知症在宅支援
の取組み

世田谷区 副区長

秋山由美子

世田谷区の概況

平成２５年１１月１日現在

■面積 ５８．０８ ｋ㎡

■総人口 ８６７，４８１ 人

■６５歳以上人口 １６８，８６３ 人（１９．５％）

世田谷区の認知症施策に関する
基本的考え方

• 認知症になっても、住み慣れた地域
で安心して暮らせる世田谷の実現

本庁

（2009年～）
地域福祉部
・地域福祉課
・高齢福祉課
・介護保険課
・生涯現役推進課
・介護予防・地域支援課

介護予防・認知症対策担当

（保健師３名・事務２名）

区総合支所

保健福祉課 (5ヶ所）

 地域包括支援センターへの
日常・個別的支援

 処遇困難ケース・虐待ケー
スーの対応（地域包括と協
働で対応）

 予防給付に関するケアマネ
ジメントの支援

 2009年４月より、介護予防
担当保健師を各地域1名
配置。毎月地域包括支援セ
ンターを巡回指導。

地域包括
支援センター

もの忘れ
相談窓口

27地区 ５地域

協
力

支
援

支援

世田谷区の認知症施策関連組織

認知症をとりまく世田谷区の状況
• 平成２５年４月１日現在

• 介護保険の要支援・要介護認定者数

約３４，０００人

• うち、認知症の症状があり何らかの介護を
必要とする人の数

約１８，０００人

※平成２０年以降、毎年平均して

約１，０００人ずつ増加

サービス相 談

予 防地 域

住まい

・グループホーム ３２箇所５９４人
・特養ホーム18箇所1352人

・福祉人材・育成研修センター
(認知症ケア研修(入門・基礎・応用)

・ＮＰＯ法人と区との協働事業
(ボランティア・家族介護者・介護職員)講座)

・あんしんすこやかセンター(27)
・保健福祉課（５）
・認知症初期集中支援チームモデル事業

・家族介護支援(家族会,勉強会等)
・認知症サポーター養成講座

・介護予防講座
・認知症予防プログラム
・認知症予防普及プログラム

・認知症デイ27箇所294人

・若年性認知コース1箇所

本 人

研 修

認知症の世田谷区の取り組み
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• 首都圏で加速度的に高齢化が進む。

• 区で、ひとり暮らしや高齢者のみの世帯が増え、
老老介護や認認介護の増加が予想される。

• あんしんすこやかセンター（地域包括支援セン
ター ）だけで認知症の人の相談支援を展開するこ
とには困難が伴う。

• 認知症に関する先駆的な取組みやあんしんすこや
かセンター等への後方支援を担う、区の専門的・
中核的機関が必要

認知症をとりまく世田谷区の状況
認知症在宅生活サポートセンター

構想

• 平成２４年度から検討を開始

• 認知症の人の早期対応体制の確立や、医療・
福祉の連携推進、実務的な人材育成、家族支
援の充実、情報発信等を行う専門的かつ中核
的な拠点を設置

• 平成２５年１１月に構想を策定

世田谷区の新たな取り組み①

認知症初期集中支援チーム

• 平成２５年度国のモデル事業の採択を受けて
開始。

• 看護師や医師、作業療法士等の専門家から
なるチームが、認知症の人や家族を訪問し、
専門医療の確保や介護サービス等の利用に
つなげ、自立生活のサポートを行う。

• 区では認知症在宅生活サポートセンターのア
ウトリーチ機能として位置づけ、国の制度化
にあわせ、事業として継続する予定。

世田谷区の新たな取り組み②

ご清聴ありがとうございました
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指定発言 2 「世田谷区認知症在宅支援の取り組み」 
世田谷区  秋山由美子 副区長 
 

 認知症の方を在宅で支援をしていくための世田谷区の取り組みについて、お話しさせ

ていただきます。 
 世田谷区の概況でございますが、人口は公式には 86 万 7,000 人、住民登録をしてい

ない方も含めた人口は 88 万人とみられます。65 歳以上の方は 17 万人弱。東京都の中

でも最も人口が多い区です。区内を 5 つの地域に分け、さらに 27 の地区に分けて事業

を行っております。 
 世田谷区の認知症施策に関する基本的な考え方として、「認知症になっても、住み慣

れた地域で安心して暮らせる世田谷の実現」を謳っております。尊厳を重んじましょう、

認知症の方々がこれまで歩んできたことを大切にしていきましょう、本人やご家族が背

負う負担を少しでも軽くしていきたい、そしてより良い環境で生活できることを目指し

たい、と思っています。先ほど、ニューヨークの Levine さんからも、「本人の歩んでき

たことを大切にしたいんだ」というお話がありました。世田谷区もまさに本人のことに

しっかり視点を置いていきたいと思っております。 
 世田谷区の認知症施策関連組織ですが、先ほど申し上げました 27 の地区に「あんし

んすこやかセンター」を設けております。国でいう地域包括支援センターの役目を負っ

た組織で、健康、予防、福祉、サービスの利用、権利擁護など 65 歳以上の高齢者のあ

らゆる相談にのる、第一義的な窓口となっています。平成 21 年度からもの忘れ相談窓

口も開設をしております。センターで受けた相談については、広域の 5 つの地域がしっ

かりサポートしています。例えば介護予防に関するケアマネージメントの支援も行いま

すし、虐待のケースがあれば、総合支所の保健福祉課が支援のサポートをすることで、

27 地区が孤立しないような態勢をとっています。 
 

 認知症を取り巻く世田谷区の状況ですが、平成 25 年 4 月 1 日現在の介護保険の要支

援・要介護認定者数が約 34,000 人。うち認知症の症状がある人が 18,000 人で、全体の

53％を占めます。つまり、介護認定を受けている人の半分は何らかの認知症の症状があ

るということになります。平成 20 年度以降、毎年平均して約 1,000 人ずつ認知症の方

が増加しており、今後はさらに増えていくと思われます。 
 認知症に関する世田谷区の取り組みの 1 つは、予防です。認知症にならない生活を送

ってほしいということで、講座やプログラムを開催しています。住まいについては、先

ほど東京都からもお話がありました通り、グループホームも整備していこうと思ってい

ますし、サービス付き高齢者住宅で生活している方も含めて、定期巡回や小規模多機能

の訪問介護・訪問看護、小規模多機能の通所サービスなどを利用して頂こうと思ってお

ります。 
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 そして、人材育成が何よりも大切だと思っています。ケアの仕方によって認知症の症

状は改善すると思いますので、そのようなケアができる介護職を育てていくことが大変

重要なポイントとして、研修事業に取り組んでいます。併せて、家族介護者の人たちを

いかに支えるかというテーマの講座も行っています。 
 地域の方を対象とした認知症サポーター養成講座も行っています。私が今、左手首に

しているオレンジリングが修了者の印です。そして、認知症サポーター養成講座で学ん

だ人たちが、今度は教える側になるという形になっています。 
区民の方々からの様々な相談は、あんしんすこやかセンターを中心に受けていますし、

今年度から開始している認知症の初期集中支援チームでも相談を受けています。サービ

スとしては、若年性認知症コースや認知症デイがあります。 
 首都圏では加速度的に高齢化が進むことが先ほどから指摘されていますが、世田谷区

も例外ではありません。一人暮らしや高齢者のみ世帯が増え続けています。高齢者のみ

世帯については、「老老介護」はまだよくて、「認認介護」という、少し軽い認知症の方

が認知症の家族の介護をしているという現実があります。 
 

 このような状況をこれから先どうしていくのかというと、あんしんすこやかセンター

だけでは認知症の相談支援を展開するには限界がありますので、あんしんすこやかセン

ターや認知症に関する先駆的な取り組みなどの後方支援を行う、区の専門的・中核的機

関が必要だろうと思っております。そこで考えているのが、認知症在宅生活サポートセ

ンター構想です。平成 24 年度から検討を開始しまして、認知症の人の早期対応体制の

確立、医療・福祉の連携推進、実務的な人材育成、家族支援の充実、情報発信などを行

う専門的かつ中核的な拠点という位置づけで、認知症在宅生活サポートセンターを設置

したいと考えております。 
認知症の方へのアウトリーチ機能は、初期集中支援チームが担います。あんしんすこ

やかセンターが認知症の人の対応に困ったときに、初期集中支援チームや在宅生活サポ

ートセンターのバックアップを受けて安心してケアに入れるようにしたいということ

で、平成 25 年 11 月に構想を策定致しました。 
来年 4 月には在宅生活サポート準備室を立ち上げながら、初期集中支援チームによる

展開など、できるところから取り組んでいきます。翌年にはサポート室に格上げして事

業を行う中で、サポートセンターを設置していきたいと考えているところです。 
 認知症初期集中支援チームは、平成 25 年度の国のモデル事業採択を受けて開始しま

した。看護師や医師、作業療法士の専門家からなるチームが認知症の人や家族の自宅を

訪問して、専門医療の確保や介護サービスの利用につなげる、自立生活をサポートする、

というものです。 
 今年度からのモデル事業を私たちがすぐに開始できたのは、3 年前から認知症高齢者

見守り訪問看護事業というものを実施してきたことが背景にあります。あんしんすこや



 
 

かセンターで認知症の困ったケースがあると訪問看護師に協力を仰ぎ、6 ヵ月間ぐらい

かけて訪問しサービスにつなげる、という事業です。この経験があったので、国のモデ

ル事業もぜひやろうと手を挙げ、今、動いているところです。このアウトリーチ機能は、

国の制度化に合わせて事業として継続していきたいと思っています。 
 最後に、高齢になっても認知症の人たちもどこか遠くの施設に入るのではなく、世田

谷の町で四季折々の風景に触れながら地域の中で生活をしていける、そんな社会を作っ

ていきたいと思っています。以上でございます。 
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指定発言 3 「米国および日本における現場の状況」 
認知症介護研究・研修東京センター  進藤由美 研究主幹 
 

 先ほどからお話がありました通り、ニューヨーク市と東京は、一人暮らしの高齢者や

賃貸集合住宅に暮らす高齢者が多い点で共通しています。ニューヨーク市における 65
歳以上の単身世帯の割合は、2012 年の段階で 10.7％でした。同じく東京 23 区の 65 歳

以上の単身世帯の割合は 2012 年のデータで 10.2％と、非常に近い値です。持ち家率は

ニューヨーク市 32.6％（2010 年）、東京 23 区 36.8％（2008 年）と、やはり近い数字と

なっております。ニューヨークと東京は、今後、高齢者数が急増するのに伴って、認知

症高齢者の数が増えていく点も、共によく指摘されているところです。 
 

 東京とは異なるニューヨーク市の課題の 1 つは、医療保険が複雑なことです。例えば、

マンハッタンに住んでいらっしゃる方がメディケアのパート D という処方箋薬をカバ

ーするプランに入ろうと思って調べますと、26 ぐらいのプランが出てまいります。そ

の中から自分に合ったものを選ばねばなりません。これは、選択の自由がそれだけ保障

されているとも言えます。 
 メディケアが長期にわたる療養介護をカバーしないことも課題です。メディケアのパ

ート A といわれる部分で病院やナーシングホームにおけるケアがカバーされており、

その詳細はここでは割愛しますが、大体年間 1 疾病あたり 90 日間までで、その期間を

過ぎると自己負担になります。ニューヨーク市内のナーシングホームの 1 日あたりの平

均滞在費は 450 ドル、日本円では 1 ドル 100 円として約 4 万 5 千円と言われていますの

で、長期にわたる療養・介護をカバーする保険を選ぶことが一つの大きな課題になって

くるかと思います。 
 また、ニューヨーク市は多民族社会で、移民高齢者が急増しております。お手元の資

料にありますグラフは、オレンジが外国生まれの高齢者、グレーが米国生まれの高齢者

の割合を、左からスタテン島、ブロンクス、クイーンズ、マンハッタン、ブルックリン

の地区別に示しています。これを見ますと、全ての地区において移民の高齢者が増えて

いることが分かります。 
 現在、高齢者人口の 46％は外国生まれの方であると言われております。ニューヨー

クでたくさんの高齢者とお話していて気づいたのですが、やはりお年を召してこられる

と英語が出なくなって、会話が難しくなってきます。耳が遠くなられて、相手の話が聞

きとりにくいということもあるとは思いますが、英語が出てこなくなってくるのです。

このように言葉が通じない、民族文化が違う、生活習慣が違う高齢者の方をいかに支え

ていくかということが、ニューヨーク市における 1 つの大きなチャレンジとなっていま

す。 
 民族、文化、生活習慣、言語などの違いを踏まえた支援を行うためには、やはり情報



 
 

をきちんと提供をしていくことが重要です。そして、本人の意向を聞くこと。実はニュ

ーヨークの場合、介護をする人と介護を受ける人の民族や言語が違うケースは珍しくあ

りませんので、介護をする側の人は介護を受ける方に対して、「これでいいですか？」

「どちらがよろしいですか？」と確認しながら介護するということは当然なのです。 
 

 先ほど、Levine さんも紹介されていましたが、米国では在宅の高齢者が個人的に介護

者を雇うことがあります。となると、おひとりの高齢者におひとりの介護職の方がつく

形になりますから、介護職の確保は非常に重要な課題です。また、認知症の方によく見

られる、孤立やうつなどに焦点をあてた研修も、各地で、多言語で介護職を対象に行わ

れています。民族や宗教別のグループやアドボケーショングループなども多数ございま

すので、それらのグループが医療や介護、認知症に関する情報提供や相談会などを開催

しています。 
 私が働いておりましたニューヨーク日系人会の例をご紹介します。毎月 1 回、敬老会

を行っていて、昼食サービスをメインにしながら、併せて医療や介護に関する情報提供

であるとか、落語や日本舞踊などちょっとした余興も行っています。無料の生活相談会

も月 1 回定例で開いていますし、その他にも予約があれば随時行っています。日本食の

お弁当の配達や友愛訪問もありますし、シニアウィークやサクラヘルスウィークと銘打

った情報提供の機会も年 1 回ずつ大々的に行っていて、その中で認知症のサポーター養

成講座も開いておりますし、インターネットによる情報提供も行っています。 
 

 このようなサービスを民族別・宗教別の団体が行うことによるメリットは、利用者に

とっては自分の言語で相談できる、特に宗教的な団体であれば自分の宗教観に合った方

に相談できる、ということがあります。また、このような団体は、第三者的な視点で様々

な情報を収集・整理・提供しています。先ほど処方箋薬のプランが 26 種類あるという

話を致しましたが、26 種類のプランを見せられて、「さあ選んでください」と言われて

も、正直なかなか難しいです。けれども、その中で「カバー率は低いけれども保険料も

安い」というプラン、「カバー率はとてもいいけれども保険料も高い」プラン、その中

間的なプランなど、整理した形で、しかも母語でいくつか提示すると、より選択しやす

くなるだろうと思います。 
 また、直接的・間接的に「守ってくれる」という点も、特に重要だと思われます。例

えば病院に行くときに通訳や見守りを兼ねた付き添いをしたり、ナーシングホームなど

に入居されている認知症の方を定期的に訪問したりしています。そうすることによって、

認知症の方の後ろ盾としての存在をアピールすることができます。医療介護サービスを

提供する側も、何かその認知症の方に関して困ったことが起きたときに通訳を依頼した

り、その方の生活習慣や価値観について相談することができます。このように、認知症

の方を中心として、第三者のグループが関わり、何をすることがその方にとってよりよ
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いのかを相談しながら、ケアを提供してくということができます。 
 

 日本の利点として、医療や介護保険制度が整備されており、米国の高価な医療保険に

比べると安価なことが挙げられますが、老後の計画を早めに立てることについては、ニ

ューヨーク市での取り組みから学べることだと思います。ニューヨーク日系人会等が開

催しているイベントは、認知症になる前、高齢者になる前から様々な情報に接する機会

となり、「あそこに行けば情報が手に入る」ということに気づくことができますので、

これはとても大事であると思います。また、こういった様々な活動を展開してはおりま

すが、ニューヨーク日系人会は非常に小さな団体で、フルタイムの職員は 1 名、パート

タイムが 1～2 名ですが、100 名くらいのボランティアが参加・協力し、第三者的な視

点で情報を整理して提供し、判断しやすくするためのお手伝いをしております。以上で

す。 
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パネルディスカッション 
 
飛鳥井 パネルディスカッションでは、3つの論点についてご討議頂きたいと思います。 
論点 1 は「認知症ケアを推進する上で、大都市に特徴的な困難と利点、それらに対する

課題解決の方向性は何か」、論点 2 は「国、都道府県または州、区市町村は、認知症ケ

アの推進に向けてどのように役割を分担することが望ましいか」、そしてメインである

論点 3 は「認知症の人が安心して暮らせるために、多様なステークホルダーを巻き込ん

だ地域住民主体の取り組みと町づくりをどのように実現するか」です。 
 
堀田 まず、ここまでお聞き頂きました日本における認知症施策の国レベルでの方向性、

そして東京都と世田谷区の取り組みについて、Katz さんと Levine さんの印象やご感想

をお聞かせください。 
 

Katz 認知症の問題に対する東京都の積極的な取り組みには、非常に感銘を受けました。

問題認識においても取り組みにおいても、東京都は世界の中でかなり先を行っていると

いう印象を受けました。それから、国の介護保険制度ができてすべてが変わったという

ご指摘には、とても説得力がありました。確かに、介護保険という形でサービスが整備

され提供されるようになったことで、素晴らしい変化がもたらされたのだろうと思いま

す。  
 

Levine 私も、現在および将来の認知症の人のニーズを満たすべく東京都が計画されて

こられたことに、大きな感銘を受けました。また、大規模な施設ケアから、地域ケアや

小規模なグループホームでのケアモデルに移行してこられた点も、素晴らしいと思いま

した。我々もグループホームのケアモデルを米国に導入しようとしていまして、実際に

何ヵ所か実施しているところがあります。ナーシングホームにも初めて導入しました。

建物は大きいままですが、各ユニットを小規模にしたもので、グリーンハウス・モデル

と呼ばれています。我々と協働しているニューヨーク市内のホームにもこのモデルを導

入しつつありますので、今後の成果が楽しみです。 
 また、特にニューヨーク市では家族と離れ、一人暮らしの方もたくさんおられます。

社会から孤立しているために、発見してサービスにつなげ、安全とケアを確保すること

がなかなか難しいという問題があります。ですから、日本での取り組みを伺っていて、

とても感銘を受けました。 
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■論点 1 
「認知症ケアを推進する上で、大都市に特徴的な困難と利点、それらに対する課題解決

の方向性は何か」 
堀田 論点 1 に入ります。日本と米国の制度は大きく異なりますが、課題は共通してい

ます。特に大都市ならではの特徴として、認知症の方の数が多いこと、今後増加してい

く規模が大きくスピードも早いと見込まれること、一人暮らしの方が多いということ、

難しさとして地価が高いことによる住まい確保、利点として高い人口密度と多様な資源

があるということ等が挙げられていました。このような大都市ならではの強みと難しさ

を踏まえたうえで、大都市におけるケアをいかに考えていくのか。 
 まず、住まいの問題を取り上げましょう。居場所である住まいがないと暮らしが成り立

たないため、日本の地域包括ケアシステムの絵のなかでも、住まいは「植木鉢」として位

置づけられます。その中に生活支援・福祉サービスという「土」が入ります。米国では、

NORC（Naturally Occurring Retirement Communities）と呼ばれる自然発生的な退職者コミュ

ニティ、1 つの住まいをコミュニティとして助け合いが生まれ、サービスが付加されていく

という取り組みが起きているとのことですので、Katz さんにご紹介頂きたいと思います。 

 

Katz 住まいの問題はとても大きな問題です。在宅サービスや地域をベースとしたサー

ビスについて話をしているのですから、サービスを受けるためにもまず住まいが必要で

す。  
 大都市では建物の密集地があり、人口の高齢化が顕著です。そして、例えばホームヘ

ルパーの人たちが様々な事業所から 1 つのアパートにやってきます。虚弱で、自宅で転

倒する高齢者もいれば、ちょっとした支援が必要なだけの人もいます。孤立しているた

めに救急医療を利用する人や、本来の必要以上に病院を利用する人もいます。皆、そこ

に住み続けていますし、「自然にできあがった高齢者のための入居施設のようだ」と言

われています。 
 そこで、サービス事業者がそのアパート内にサービスを持ち込み始めたのです。デイ

サービスや医療もあれば、モニタリングだけのサービスもあります。例えば、「今日は

ちょっとめまいがする」というような時に、すぐに病院に行く代わりに、階下にいる看

護師に会うといった具合です。これが自然発生的退職者コミュニティと言われるもので

す。  
 

堀田 もともと集合住宅で住まいを共にしている人たちが次第に老いていくなかで自発的

に動き始め、住民の志による助け合いのネットワークができ、その実践に基づいて必要な

サービスを発見し、取り込んでいくというプロセスがあるとうかがっています。ありがと

うございます。 

 粟田さんからは、「ふるさとの会」が東京で住まいがなく困っている方々に、住まいと生
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活支援をセットで提供して自立を促しているという取り組みのご紹介がありました。これ

について、もう少し詳しくお話し頂けますか。 

 

粟田 住まいというテーマが出ましたが、敢えて、もう 1 つの生活支援の方からお話し

します。先ほどから言われていますように、日本の医療保険や介護保険の制度は経済的

に困っている人も、誰でも医療保険や介護保険のサービスが受けられるという点で、大

変優れています。しかしながら、実はわが国の医療保険や介護保険、福祉制度は、家族

がいることが前提になっています。日々の生活で、例えば誰が病気に気づいてくれるの

か、誰が病院に連れて行ってくれるのか、困ったときに誰が相談に乗ってくれるのか、

寂しいときに誰がそばにいてくれるのか。これはみんな家族がやる。この家族がいるか

らこそ、医療保険制度や介護保険制度を使える、という前提があります。 
ところが、これからの東京都ではその家族がいない高齢者、特に認知症高齢者がたく

さん増えてきますので、ここをどうするかということが大変大きな課題になるわけです。

なかなか今の保険制度ではカバーできないところです。この、言わば「家族的な支援」

を新たなサービスとするために、敢えて「生活支援」と名づけられているわけですが、

これはなかなかフォーマルな制度に乗りにくい。 
そこで、必要に迫られて、やはり自然発生的に NPO が出てきています。東日本大震

災があって、多くの高齢者が孤立した状態で暮らしている東北地方にも、自然発生的に

そのような動きが出てきています。これからは大都市でもそのような生活支援がまずな

いと、特に認知症の一人暮らしの方は生きていくことができません。つまり、家を用意

することが仮にできたとしても、生活支援がなければ、残念ながら認知症の人は生きて

いくことができません。 
「ふるさとの会」という NPO 法人は、ホームレスの人をどうやってホームレスの状

態で助けていくかというところからスタートしています。つまり、生活支援がまず大事。

それにしても家がないと、住民票がないと制度的なサービスも受けられないので、家を

確保しなければならない。ところが東京は地価が非常に高いので、お金がない人たちに

東京都が家を確保していくのは大変です。介護保険施設の建設費も高くかかりますし、

介護保険料も払わないといけないので、施設の建設費も簡単には増やせない。 
 でも、実は東京都には空き家がたくさんあります。大家さんは誰かに貸したいけれど

もリスクはとりたくない。まして保証人がいない人には貸せないので空き家になったま

まです。そこで、この「ふるさとの会」は保証人にもなるし、何かトラブルがあったと

きにはそのサポートもするし、生活支援も入れる。大きな家は複数の人で共同生活をす

るなど安く入居できるように工夫しながら何とか家を借り上げて、生活支援をして認知

症の人の暮らしを支えるという団体です。 
 

堀田 さて、大都市にはサービスを必要とする人だけでなく、サービスを提供する人もた
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くさんいます。フォーマルにもインフォーマルにもサービスにかかわる選択肢は豊かであ

り得ます。そうしたなかで、適時適切に情報やサービスを届けるためにどういう努力をし

ているのかについて、中山さんにお聞きしたいと思います。 

 

中山 東京都として現在進行形の施策を PR することはもちろん大事ですけれども、や

はり私どもが一番必要だと思っているのは、区市町村の総合相談的な機能を高めていく

ことに尽きます。高齢者の介護の分野では、地域包括支援センターが都内では約 380 ヵ

所ございます。このセンターが高齢者等からの相談を受ける機能を基本として、同時に、

必要とする住民に情報を提供・発信する機能を今後もっと高めていくことが必要だと思

います。要するに、地域包括支援センターの機能強化を図る必要がある。そのために、

国も、広域的自治体である東京都もこれまで以上にバックアップしていく必要があると

考えております。 
 

堀田 この論点の最後に、Levine さんにお聞きします。日本にも小さな草の根の動きはた

くさんありますが、ニューヨークにおけるアルツハイマー協会のように、支援においては

初期から終末期まで、さらに教育・研修もアドボカシーも行うような組織は今のところあ

りません。どうやって草の根のさまざまな資源や取り組みをつないで、このような包括的

なプログラムやサービスを作り上げてくることができたのでしょうか。美術館や博物館な

ど大都市ならではの豊かな文化的資源を含めたパートナーシップへの道のりをお教えくだ

さい。 

 

Levine 35 年前にアルツハイマー協会が活動を開始した当初は、情報を必要とする少人

数の家族が集った草の根の運動でした。当時、同じようなグループが 6 つか 7 つありま

した。ビジョンとモチベーションがあり、正しい環境をつくることのできる 1 人が組織

を成長させるとよく言われますが、アルツハイマー協会の場合は 2 人いました。1 人は

著名な老年科医の Dr. Robert Butler です。彼は国立高齢化研究所（National Institute of 
Aging）の初代所長であり、いずれ大勢の人が認知症になることを知っていました。も

う 1 人はシカゴの Jerry Stone です。彼には認知症の家族がいたので、それが家族にどれ

ほどの影響を与えるのかを身を持って知っていました。そして、各地域で個別にがんば

るだけではなく、結集して全国的に何かしなければならないと言って、全国組織をつく

ったのです。 
 大勢の人間がたくさんの努力と仕事をしたのは確かですが、ビジョンを持ち、お膳立

てをして、多数の参加を募り、協働する方法を交渉できるリーダーを見出だすことが、

しばしば組織の成長のカギになると思います。アルツハイマー協会は、全国組織もニュ

ーヨーク市支部も、ともにこのモデルで成長を遂げました。いろいろ変化もありました。

よい時ばかりではありませんが、使命を指針として持ち続けてきたことがよかったのだ
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と思います。ニューヨーク市支部では官民パートナーシップとして、様々な機関との協

働モデルも構築してきました。自分たちだけですべてはできませんし、そうしたいとも

思っていません。しかし、認知症に関する専門知識センターとして、ケアを直接提供す

る他の組織の人たちに情報を提供し力を与えたいと思っています。  
 
 

■論点 2 
「国、都道府県（州）、区市町村は、認知症ケアの推進に向けてどのように役割を分担

することが望ましいか」 
堀田 論点 2 にうつります。国レベルの戦略を地域と共有、浸透、実現していくためには、

都道府県や州、そして区市町村がそれぞれ役割を果たしていくことが求められます。そこ

で、住民に最も近い立場で認知症ケアに取り組んでいらっしゃる世田谷区の秋山さんに、

区としての認知症ケアに関する基本的な考え方、さらに都道府県や国への期待について、

お話し頂きたいと思います。 

 

秋山 区としては、住民同士の互助や共助がとても大切だと考えています。その取り組

みの一例ですが、区内だけでも空き家が 3 万 4,000 戸あると推定されています。その空

き家を活用した事業を募集したところ、認知症カフェをやりたいと手を上げた事業所が

ありましたので、来年 3 月までの開設を目指して準備が進められています。 
 このように、区民は何かやりたいという力を持っているのですが、何をどうしていい

のか分からない。一方で、さまざまな社会資源も地域にはある。区がそれらの社会資源

をしっかりと認識して、区民の力と結びつけていくことが大切であると思っています。 
 それから、生活支援サービスについても、区民の力をもっと活用したいと考えていま

す。来年度には、例えばワンコイン、500 円で買い物の支援をしたり、ヘルパーさんで

はなく、もうちょっと簡単な家事援助に力を貸して頂くシステムも始める予定です。そ

うしていかないと、やはり認知症の人たちは支えられないと思っています。このように

区民に身近なところで施策を展開していくことが一番必要ですので、来年度後半の実現

に向けて、今計画を立てています。 
 東京都や国へのお願いですが、東京都にはやはり医療体制の確保をお願いしたい。認

知症に関して診断や支援を含めて携わってくださる医師も増えてきてはいますが、まだ

まだ一緒に出向いてくださるところまでは至っていません。地域を包括的に支えるため

には、医療なくしては支えられないと思いますので、地域に出向いて頂けるお医者さん

の確保を含めた医療体制づくりを担って頂けるとありがたいです。 
 もう 1 つは人材です。もちろん区も一生懸命やりますし事業者もそうですが、やはり

医療福祉の人材は東京都にも担って頂きたいと思っています。 
 国には、法的整備や研究はもちろんですが、私は「認知症は良いケアがあれば絶対大
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丈夫なんだよ、心配しなくてもいいんだよ」というキャンペーンを張ってほしいと思っ

ています。例えば国民年金についてテレビで誰か有名な人が言うと、翌日から世田谷区

の国民年金の電話は鳴りっぱなし、ということがあります。ですから大きな影響力を持

つテレビで「認知症は決して怖くないんだよ、良いケアがあれば大丈夫なんだよ。良い

ケアのためには地域の力、介護の人材が大切ですよ」というキャンペーンを国が張って

くれたら嬉しいなと思います。 
 

堀田 昨年度の厚生労働省老健事業の一環で東京都医学総合研究所が 1 月に開催された国

際政策シンポジウムでも、各国の認知症国家戦略実施責任者やアルツハイマー協会の代表

者の方々が、認知症の方々が、認知症とつきあいながら、いかにその人らしく暮らしてい

るかという良い「物語」を広めていくことがとても大事であると強調されました。国内各

地でもそのようなご意見をお聞きしています。 

 医療体制に関しては、都道府県が地域保健医療計画を立てることになっていますが、今

後、在宅医療については、市町村レベルでの体制充実が重要になっていくといわれている

ところです。秋山さんから期待が寄せられた医療体制の充実、人材確保について、都道府

県としての取り組みの方向性を中山さんにお聞きしたいと思います。 

 

中山 秋山さんからご注文を頂いた通りだと思います。東京都はこれまで基礎自治体の

ように施策をいろいろやってきましたが、これからは事業の実施主体は区市町村が基本

となり、都道府県は自治体間の広域的な調整を図りながら、側面から財政的・技術的支

援をしっかりやっていくことが求められています。区市町村が単体では担えない、まさ

に医療や人材の確保・育成支援は、東京都が責任を持ってやっていくべきことだと認識

しています。さまざまな都の施策の充実につきましては、これからも力を入れて、予算

もたくさん付けていきたいと思っているところでございます。 
 

堀田 心強いお言葉、ありがとうございます。さて、先ほど Katz さんから、米国では長期

目標と戦略を立てて進捗管理をしっかりと行っているというお話がありました。日本では、

どのようにオレンジプランを推進していこうとしているのか、そのアウトカムをどのよう

に見ていこうとしているのかについて、勝又さんにお聞きしたいと思います。 

 

勝又 まず、地域包括ケアシステムを、一番身近な自治体である市町村で達成して頂け

るようにお願いしたいと思います。都道府県につきましては、市町村の後方支援をお願

いしたいと思います。また、介護の人材は介護保険制度施行以降 10 年間で倍増してい

ますが、2025 年にはさらに 1.5 倍以上必要であると推計されていますので、さらなる介

護の人材の育成・確保の役割を担って頂きたいと思います。認知症疾患医療センターの

配置数は今年度、250 ヵ所と整備が進んでいますので、広域的な医療の確保に関しては
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都道府県でご検討・ご対応頂きたいと思っています。 
 国は一昨年、プロジェクトチームを立ち上げまして、認知症になっても本人の意志が

尊重されて、できる限り地域の中で生活していけるようにということを基本的な方向性

と致しました。その方向性に基づいて「認知症施策推進 5 ヵ年計画」、通称オレンジプ

ランを立て、平成 25 年度から、例えば認知症疾患医療センターを 5 年後には 500 ヵ所

に増やすなど、具体的に数値を定めて推進しているところでございます。 
今後、国としては、地域の中での生活を続けられるような認知症施策の基本的な方向

性をしっかりと打ち出すとともに、達成のための制度設計、研究、財源確保を行うこと

が大きな役割でないかと考えています。厚生労働省の認知症施策の予算は、昨年度はわ

ずか 22 億円、今年度は 32 億円で東京都と同じ金額です。国の役割としては、今後さら

なる財源確保もしていく必要があるだろうと考えています。 
 広報の件につきましては、いろいろ当たっておりまして、来年度はできれば政府広報

を使って、認知症の方の明るいイメージを全面に打ち出していく必要があると考えてお

ります。 
 

堀田 財源確保のお話が出ましたが、各国では認知症の方々がこれからどれぐらい増えて

いくのか、それに伴ってどれぐらいのコストがかかるのか、対策を行うことによってどれ

だけコストの増加を抑えられる可能性があるのかといった観点から、さまざまな推計が行

われています。日本では社会的経済的影響に関する研究は始まったばかりですが、臨床医

であり、かつ医療経済学者でもある佐渡さんに、認知症ケアにかかるコストの推計につい

て、現状をご紹介頂きたいと思います。 

 

佐渡 皆さんがおっしゃる通り、よいケア、よい体制を作っていくことが非常に重要で

あり、何より優先されるべきことだろうと思います。同時に、その実現には一定の財源

が必要になることも避けられません。しかし、財源はこれから非常に厳しくなってきま

す。 
私は臨床家で臨床研究もしていますが、同時に、今後どれくらいのコストを使ってど

ういったサービスをやれば限られた資源を最大限効率的に使えるかという経済評価が、

ますます必要になってくるだろうと思います。 
 現状としては認知症による社会的損失がどれくらいかというデータも、まだ日本には

ありません。今年から厚労省の補助金を受けまして、私たちのグループでまずそこから

取り組み、次に費用対効果研究の実現につなげていく必要があると考えているところで

す。 
 

堀田 ありがとうございました。粟田さんは全国さまざまな地域の認知症ケアについて

ご存知ですが、区市町村ごとに温度差があると思います。それぞれの地域に合った形で、
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より良いケアが模索されていくためには何が課題だと思われるでしょうか。地域包括ケ

アシステムの推進にも関連づけながら、お話し頂ければと思います。 
 

粟田 まさに区市町村ごとに全く違います。東京都の中だけ見ましても、隣あった町同

士で意識もやっていることも水準もまったく違う、ということが現実としてあります。 
 これからの認知症施策は高齢者が暮らしている、その地域の特性に応じたサービス提

供体制を作っていかなくてはいけないので、なんと言っても区市町村がきちんと意識を

持ち、計画を立てていく力を持たないと、認知症の施策が成功しないと思います。 
 そうは言いながら、ところが意外にそうでなかったりするところもあります。実は私、

東北でも仕事をしているのですが、2011 年の東日本大震災で市町村機能が全てダウン

してしまって、それこそ認知症施策どころじゃなくなってしまった市町村がたくさんあ

りました。でも、そこにも認知症の人がたくさん暮らしています。そうすると、必要に

迫られて、地域に暮らしている人たちが力を合わせて支え合っていこうという動きが出

てきたのです。 
 これはやはり人間のすごいところです。気がついてみると、例えば廃校になった小学

校がサービス付きの高齢者住宅として機能していて、そこに地域の人が集まってきてい

ろんな支援について一生懸命考えたり、一人暮らしの高齢者のお宅に行って認知症の人

を支えるようなこともやれる範囲でやってみたりとか、いろんなことが出てくる。自治

体はやらなきゃいけないということは分かっていても動けないという状況でも、地域で

はそういう動きが出てきています。 
 行政は、そのような動きがあるときに、それを支えていくことが大事です。そのため

には、NPO の活動、地域住民たちの活動をきちんと見ていて、気づくことも大切です。

それによって、相互作用と言いますか、自治体が弱いときには住民が頑張り、住民が弱

いときには自治体が頑張って、だんだんと盛り上がってくるのだと思います。ですから、

行政も地域の住民もしっかり意識を持って、お互いに影響し合いながら行動していくと

いうやり方がとても大事だと思います。 
 また、秋山さんがおっしゃった「こういうケアをすれば認知症は大丈夫なんだよ」と

いうキャンペーンをやることも、とても重要だと思います。認知症の啓発事業として「認

知症になったら大変なことになるよ、だから何とかしましょう」というのはやはりだめ

でして、「きちんとしたケアをすれば認知症になっても安心して暮らせるよ」というキ

ャンペーンが、認知症に対するスティグマも解消する、一番の重要な方法であろうと思

います。 
 

堀田 そうしますと、基礎自治体には、フォーマル、インフォーマルを通じて、住まい、

生活支援、予防、介護、医療と、地域のニーズに応じたさまざまな資源を発見してつなげ

ていく地域マネジメントの力が求められることになります。 
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どうやって基礎自治体の地域マネジメント力を高めていくか。米国には「Strong Cities, 

Strong Communities」というプロジェクトがあるとお聞きしました。Katz さん、ご紹介頂け

ますか。 

 

Katz 連邦政府が人々の自宅や街で何かすることを考えるのは、なかなか難しいことで

すが、現政権が行ったことの 1 つに、省庁の垣根を越えた協力があります。そして、現

政権では特に、従来の「ワシントンにいる我々がトップダウンで物事を進めるのだ」と

いう意識ではなく、「住宅サービス、社会保障、介護サービス、医療サービスなどの施

策の先には利用する人々がいる。しかも、1 人の人が政府の様々な部署が管轄する様々

なサービスの利用者なのだ」という認識を持って、思考を尽くし検討しました。このよ

うに、現政権では連邦レベルでは部署の垣根を越えて仕事に取り組み、施策の先にいる

人々をいかに支援することができるかを考えてきたと言えます。 
 そして、これまでに取り組んできたプロジェクトの 1 つが、認知症に限ったものでは

ありませんが、「必要とされている分野で何ができるか」を第 1 に考える、「Strong Cities, 
Strong Communities（SC2）」と呼ばれるプロジェクトです。オバマ大統領はシカゴに長

く住んでいました。彼の支持者も大勢シカゴにいます。ですから、シカゴという市の課

題、市に住む人々という視点を強く持っているのだと思います。それで、地方が直面す

るすべての課題に対処するよう、政府の部署の垣根を越えて、また地方自治体とも緊密

な関係で取り組んでほしいと、大統領が我々に頼んだのだと思います。「Strong Cities, 
Strong Communities（SC2）」プロジェクトの対象となる市は、ハリケーン・カトリーナ

以来、現在も地域崩壊が顕著なニューオーリンズ、貧困や失業、ホームレスに苦悩して

いるデトロイト、あらゆる問題が一挙に押し寄せているカリフォルニア州フレズノなど

です。 
 

堀田 連邦政府内で省庁間の垣根を超えるだけでなく、国・州・市の間でもミッションを

共有していくということですね。どうやって、横も縦も共有を進めたのでしょうか。 

 

Katz 例えば住まいの問題ですが、米政府には公営住宅を管轄する住宅都市開発省と、

私の所属する保健福祉省があります。それぞれにサービス利用の適格基準が異なってい

て、それぞれに待機者リストを持っていました。まったく別々に住宅施策を行っていた

のです。まるで片方は木星にいて、もう片方は火星にいるかのごとくでした。 
ところが数年前、保健福祉省と住宅都市開発省の長官が一緒に昼食をとったある日、

ふたりは「待てよ。全国には保健福祉省のサービスを利用して、公営住宅に住む人がた

くさんいるのだから、一緒に仕事をしようじゃないか」という話になったのです。手始

めに、複数の助成金を異なる住宅プロジェクトに提供して、高齢化してますます虚弱化

し、サービスを必要とする人々に、真に意味のある方法でサービスを持ち込み、提供す
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る方法を考える機会にしました。 
これは一例です。助成金制度を導入し、何がうまくいき、何がうまくいかないのか、

いかにして物事を前進させるべきかを知るために、研究も導入したいと思います。 
 
 

■論点 3 
「認知症の人が安心して暮らせるために、多様なステークホルダーを巻き込んだ地域住

民主体の取り組みと町づくりをどのように実現するか」 
堀田 論点 3 ではまず、多職種協働による切れ目ない認知症ケアの推進という観点から、

専門職の教育研修に関してお聞きしたいと思います。近藤さんは大学で医師の教育にも携

わっていらっしゃいます。今、認知症サポート医研修などさまざまな取り組みがなされて

いますけれども、特に Levine さんのご報告にもありました緩和ケアや終末期ケアに関連し

て、どのような教育が行われようとしているか、あるいは今後の課題なのか、ご紹介くだ

さい。 

 

近藤 一言で言いますと今後の課題という側面が大きいと思います。けれども決して悲

観的ではなくて、医学部卒業後 2 年間、主要な科をローテートする臨床研修制度が必修

化され、その間に科を超えて共に学んだ仲間がそれぞれの科に進んだ後も横のつながり

を作りますので、情報の風通しがずっと良くなったように思います。 
 私がいる大学病院には医学生が毎年 100人以上、研修医も 100人以上がやってきます。

教育病院としての啓発の影響力はすごく大きいと思います。しかし、病院には機能も人

材も集約され、教育効果は高いのですが、普通のコミュニティにおける暮らしとは全く

違う空間です。ですので、病院にしかできないことがある一方で、病院に全くできない

こと、病院の限界もあります。今、2 年間の研修の中に地域医療が必修として入ってい

ますので、病院を離れ地域医療に必ず研修医がローテートする形になっています。そこ

で、病院だけがすばらしいのではなくて、病院にはできないものを地域・へき地で感じ

ることができるかと思います。 
 専門分化が進みすぎたことに強い違和感を持つ若手も増えています。国民のニーズに

合わないのではないかという問題意識を持って、ジェネラリスト診療を志向する若手が

増えてきていますので、10 年後にはジェネラリストの意識を持って、今はがん一辺倒

の緩和ケアも認知症、高齢者、皆さんに本来あてはまるものだという柔軟な思考の医師

がこれからどんどん増えていくのではないかと感じております。 
 

堀田 これから総合診療専門医も養成されていこうとしていますし、治すだけではなく生

活の質も支えていくお医者さんの活躍に期待したいところです。 

 先ほど粟田さんから、かかりつけ医や看護師さん向けの研修、さらに多職種の研修につ



－ 82 －

 
 

いてご紹介がありました。とりわけ多職種で認知症に関する考え方を共有していこうとい

うことについて、認知症ライフサポートモデルというものが開発されてきています。これ

に関して、勝又さんにご紹介頂きたいと思います。 

 

勝又 一昨年、私が認知症室長を拝命したときに前局長から指示を受け、医療や介護分

野の方々と研究班を立ち上げ、認知症のケアモデル策定に向けて話し合っています。医

療の人は認知症という疾患に焦点を当ててお話をされますし、介護の人は認知症の人の

人生や生活に焦点を当ててアプローチをしているというふうに、それぞれがバラバラで

認知症のケアに当たっていることが明らかになりました。 
 診断についても最初にあるべきか後からでもよいのかなど、様々な議論がなされた結

果、最終的には認知症の人の生活のしづらさを解消すること、生活全般への支援を医療

と介護の人が一体的に提供する「認知症ライフサポートモデル」をやっていこうという

ことになりました。そして今、市町村の、特に日常生活圏域ごとに医療と介護の人がラ

イフサポートモデルを一緒に研修するプログラムが始まったところです。国からもいろ

いろな形で支援できると思いますので、市町村にもこのような研修を広めて頂きたいと

考えております。 
 

堀田 日本は介護保険制度のもとで在宅ケアに従事する人は、少なくとも概ね訪問介護員 2

級の 130 時間の研修を受講していることが求められていますが、米国の場合は、現段階で

は無資格でもケアを提供できることになっています。Levine さんがご講演の中でお話しさ

れた、アルツハイマー協会によるヘルパーさん向けの 50 時間の研修について、もう少しご

説明頂けますか。 

 

Levine 我々が行っている 50 時間の研修プログラムは、認知症ケアに特化したもので

す。以前は、家事援助や身体介護を行う人々向けに、基本的なケアの仕方や感染予防に

関する一般的な注意事項、入浴援助の方法、身体移動といった内容の別の研修が行われ

ていました。 
 現在、我々が行っているプログラムの柱は 4 つです。1 つ目は認知症の人の脳では何

が起きているのかという病気に関する知識、2 つ目は様々な経過や状態にある認知症の

人との効果的なコミュニケーション方法、3 つ目は認知症の人の介護や食事づくりとい

った支援に従事している人たちが、その活動を楽しみ、さらに積極的に活動に参加する

ための課題、4 つ目は、有償の介護職対象の研修としては珍しいのですが、自分自身を

ケアする方法です。例えばヨガの先生を招いて呼吸法や瞑想法について学びます。認知

症や一人暮らしの人の介護で大きなストレスを抱えても、すぐに電話して相談できる上

司もいませんから、在宅ケアに従事する人にはセルフケアの大切さを教えています。 
 また、長年介護の経験を積んできた人の中には、「今さら学べることなんてあるだろ
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うか？」と思いながら参加する人もいます。我々は彼らの経験や判断、直感的知識を尊

重しますが、実際、研修が終わる頃には「新しい道具を手にした大工のような気分です。

これまで以上によい仕事ができそう」という感想が寄せられます。このように、我々は

家事援助や身体介護を行っている人々のスキルや地位を向上させるために活動してい

ます。 
 

堀田 ここまで、主に多職種で認知症の方々を支えていくための専門職に対する研修につ

いて伺いましたが、適切な時期に支援につなげ、その人らしい暮らしを実現していくうえ

では、地域住民の方々の学びが極めて重要です。 

日本で全国 440 万人もの認知症サポーターが養成されていることは世界的にも注目され

ています。認知症についての理解を深めたうえで、自分のこととして考え、行動していく

ことも期待されているところです。世田谷区でも熱心に養成されていますが、認知症サポ

ーターの養成を、まち全体を巻き込んだ地域づくりにどうつなげていこうとされているの

でしょうか。家族介護者の支援に関する取り組みとあわせて秋山さんにご紹介頂ければと

思います。 

 

秋山 今、世田谷区に認知症サポーターは約 1 万 2,000 人います。世田谷区で広がった

背景には、学校、中学生や高校生、大学生を巻き込んだこと、それから企業を巻き込ん

だことが挙げられます。特に信用金庫など金融機関は高齢者のお宅を訪問して財産につ

いて話し合ったりしますが、対応に迷うことがあるそうです。このように、高齢者と接

する機会の多い企業の人たちをみんな巻き込んでいますので、広がっているのだと思い

ます。 
 「あの人、認知症らしい」となったときに、「火事を出しはしないか」「何だかもう汚

くて臭くていやだ」と、地域はものすごく冷たい目になることが珍しくありません。地

域の温かい目があれば認知症の人は地域で暮らせると思いますが、地域の冷たい目を認

知症の人たちは一番敏感に感じます。かといって、「冷たい目じゃなくて温かい目を」

と言っても難しい。でも、「何かあったらあんしんすこやかセンターに相談すればいい

ですよ。あなたは都合のいいときだけ見てくださればいいんですよ」となると、地域の

住民はみな優しいですから、「じゃあ私、この時間帯だけだったらあの人のことは見る

ことができる」「気が向いたときだけでいいのなら私もやれる」となることがあります。

一朝一夕には進みませんが、このようにして広げていくことが大切ですし、サポーター

養成にも取り組んでいるところです。 
 家族介護者に対しては、「1 人で悩まないでね」というのが一番のメッセージです。

地域には NPO を含めていろいろな資源があり、家族介護者の人たちがお茶会などをや

っています。社会福祉協議会が中心になって展開している「ふれあい・いきいきサロン」

は、現在、世田谷区内に約 700 グループあります。そのうちのいくつかは認知症の人た
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ちも参加して、自宅や区民施設などに集まって、数時間おしゃべりをして過ごすという

ようなことに取り組んでいて、そこには区からも金銭面も含めて少し支援しています。 
 家族会にもレビー小体型認知症の家族会などさまざまありますが、世田谷区が旗を上

げて「ここに集まってください」と呼びかけるのではなく、区民が立ち上げて下さった

ものを支援していくという形で進めています。今後も家族会などの取り組みをさらに地

域に広げていきたいと考えています。 
 

堀田 まさに地域から「生えてきた」取り組みをしっかり支援なさるということですね。

サポーター養成に関しては学校や一般の事業所を巻き込んでいくというのは、世代や立場

を越えた支えあいのまちづくりを目指すうえでも非常に重要な観点だと思います。 

 続けまして、Katz さんに、認知症の方に限らず、どうやったら年を重ねても、あるいは

何らかの病気や障害を持っても暮らしやすい地域を作るかということで、「elder friendly 

community（高齢者にやさしいコミュニティ）」の取り組みについてご紹介を頂ければと思

います。 

 

Katz 最初に一言申し上げたいのですが、これまで皆さんのお話にあったように、物事

をオープンにすることは、高齢者虐待という非常に大きな問題への取り組みとしても有

効だろうと思います。介護職の人たちは犯罪者ではありませんし、悪い人たちでもあり

ません。ただ、とても大きなストレスがかかります。ですから、物事をオープンにして

支援が得られるようにすること、いろんな人たちの目があるようにすることで、虐待の

抑止に少しはつながるだろうと思います。 
 Elder friendly community には多くの地域が取り組んでいます。この取り組みの推進に

は、大規模な非営利組織 AARP（American Association of Retired Person：全米退職者協会）

の果たしてきた役割が非常に大きいです。また、約 20 年前に制定された「アメリカ障

害者法（Americans with Disabilities Act）」によるところも大きいと思われます。具体的

には、curb cuts（車道と歩道の段差をなくす）の導入、野菜の宅配、インターネット上

での金銭管理、地域を高齢者にやさしい場所にするといったようなことです。つまり、

ただ単に高齢者のためのサービスを導入するということではなくて、高齢者をもっと歓

迎するような地域にするという取り組みです。 
 Curb cuts（車道と歩道の段差がなくす）はとてもよい例だと思います。と言いますの

も、これは車イスを利用している人の可動性の問題を解消するために設けられたもので

すが、ベビーカーを押している人にとっても、また身体のバランスがとりづらく転倒し

やすい人にとっても非常によいものであることが分かりました。ですから、障害のある

人たちが暮らしやすい地域づくりはとてもよいことなのです。障害のある人たちが地域

の一員であり続けることが可能となり、今までよりも長く地域で暮らすことができます

し、彼らが街に出かけ、その姿を目にすることで、地域に溶け込むことができます。 
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堀田 ありがとうございました。先ほど進藤さんからのご報告で、第三者的視点での情

報整理と提供についてお話がありました。この「第三者的視点」について、もう少し詳

細にお話し頂けますか。 
 

進藤 米国では連邦政府や州政府、市政府のほかにさまざまなアドボケーションのグル

ープがあり、さまざまな新しい情報が毎月あるいは毎週のように提供されます。ただ、

そのような情報を読んでも、制度等の仕組みがわかっていなければ理解するのはなかな

か難しいです。特に 65 歳以上になって、メディケアとか年金のことを初めて聞く方も

たくさんいて、専門的な英語がなかなか理解できないということがあります。 
 このようなさまざまな情報の中で、「これは日系人の方に有用であろう」と思われる

ものをある程度ふるいにかけていくような役割を、第三者的視点に立ち、ニューヨーク

日系人会などがやっています。 
 先ほどニューヨーク日系人会はいろいろな活動をしていると申し上げました。活動自

体はそれぞれ月に 1 回くらいですので少ないと思われるかもしれませんが、もともとは

文化的な支援を行っている団体で、落語のセッションをしてみたり、ヨガや書道のクラ

スを開いてみたり、日本の本の貸し出しなどを行ってきました。ところが、地域で高齢

者サービスを提供している機関の方から、「こういう日本人の方がいるのですが、あな

たのところではサービスは提供していませんか？」というような問い合わせの電話を受

けるうちに、会としてできるのは何なのか、他の団体にやってもらうものはどこまでか、

といったことを話し合い、その人にとって必要と思われる情報を日系人会で整理してお

渡しするようになりました。 
 

堀田 地域全体としてさまざまな取り組みを充実させても、利用したい人がたどり着くの

はなかなか難しい、何が自分にとって大事なものか分かりづらいこともあるということで

すね。一人ひとりのニーズを一緒に見極めながら、必要な情報を整理して提供することは

改めて重要で、アルツハイマー協会は、まさにそのような役割も果たしていらっしゃると

思います。 

最後に Levine さんにおうかがいします。アルツハイマー協会においてさまざまな活動を

効果的に展開されていくうえで、いかに認知症の方ご本人あるいは介護者の方々のニーズ

や声に耳を傾け続けていらっしゃるのでしょうか。前回の国際会議の中でも、イギリスの

“I statement”について紹介があり、日本でもご本人の視点を中心に施策をつくり、その成

果を評価することへの関心も高まっています。「認知症の人基本法」をつくろうという動き

もあります。ご本人と介護者の声に根ざした活動をしていくうえでの工夫について、お聞

かせ頂ければと思います。 

 



 
 

Levine アルツハイマー協会は家族介護者の声から設立されました。ところが、ある時、

我々が開いた家族介護者の会議で、若い男性が立ち上がって言いました。55 歳ぐらい

の人でした。「あなたたちは家族向けにはこれだけたくさんのサービスを取り揃えてい

るけれども、私のためには何があるのか教えてほしい。私はアルツハイマー病です」と。

若年発症の方だったのです。もう 23～24 年前のことです。これが、認知症である人に

もっと注意を向け、彼らのチャンスを確保するようにしなければならないと気づいたき

っかけでした。ですから、我々のアドボカシーの活動においては、早期発症のアルツハ

イマー病の人たちをはじめ、誰もがアドボケートの役割を担うことができます。 
 公聴会や公共ホールで我々が証言する時に、誰かが立ち上がって「私はアルツハイマ

ー病です。時間との競争の只中にいます。政府が 20 億ドルを拠出するのを待ってはい

られません。今、治療薬が必要なんです」と発言しているのを耳にすると、とても印象

的です。人を動かす非常に強い力があります。 
ご家族も同様です。ある上院議員の事務所に 25 歳の若い女性と訪問したことがあり

ます。彼女の母親は 52 歳でアルツハイマー病のために亡くなったばかりでした。アル

ツハイマー病は高齢者の病気だと思われていますが、誰でもなる可能性があります。で

すから、我々は彼らが声を上げられる機会をつくろうと努力していますし、我々の活動

を人々に紹介するだけでなく、アルツハイマー協会の政策を理解してもらい、その政策

に沿った活動推進への協力を求めています。 
 アルツハイマー協会が全国で提供しているサービスの全利用者を対象とした、公式の

調査があります。そこで、満足度の報告を受け、注意深く追跡し、どうすればよりよい

サービスが可能かを知ることができます。このように、利用者の声を公式・非公式の方

法で聞き取る方法を持っていますし、常に認知症の人や家族の声に耳を傾けるようにし

ています。我々の活動は、そのためのものだからです。 
 

堀田 一人ひとり、私たちがそれぞれの地域でどのように暮らしていきたいのか、どのよ

うに支えあいながら生きていきたいのか考えること。常にご本人やご家族の声に耳を傾け、

対話を重ねながら、社会全体としてビジョンを共有して進んでいくことが重要だという示

唆を頂きました。以上でパネルディスカッションを終わります。 

ありがとうございました。 

 

 
閉会挨拶 
飛鳥井 望 公益財団法人東京都医学総合研究所 副所長 
 昨年度の老健事業で開催させて頂いた国際政策シンポジウムで、国家戦略はトップダ

ウンで始まってすぐボトムアップにシフトするということが各国で共通に言われてい

ました。今年度老健事業の日米カンファレンスは、そこを出発点として組ませて頂きま
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した。 
 Katz さんが最初に「国家戦略というのは政府の戦略ではないんだ」と言われましたが、

まさに国家全体、国家を構成する全ての人が関わるものであるということ、そして結局

は人であるといったお言葉もありました。また、今日は世田谷区の秋山副区長にいらし

て頂きましたけれども、やはり基礎自治体が本当に一人ひとりの市民をどう支えるか、

自治体の力が足りないときは、地域住民がいかに自分たちで支え合うかといったような、

まさにボトムアップのお話もありました。本日のテーマの「国家戦略と大都市の取り組

み」ということですが、やはりトップダウンからボトムアップに尽きていくというお話

だったと思います。 
 時間の関係上、取り上げることができなかったテーマの 1 つがインターネットです。

英語で Alzheimer と入力しますと、アルツハイマー協会のすばらしいウェブサイトが出

てまいります。英語圏の人は皆、これを利用できるのかと思うと本当にうらやましいよ

うな充実ぶりです。これから認知症になっていく人たちは完全なインターネット世代で

すので、このような IT をいかに利用するかということも課題であると思います。 
 また、教育の問題が出ましたけれども、おそらく最もパワフルなキャンペーンは初

等・中等教育の福祉教育の中で認知症の問題を取り上げるということ。これが 10 年 20
年後に必ず生きてくるような強力なキャンペーンだと思います。このような課題、チャ

レンジがまだいろいろありますので、引き続き皆さんと一緒に考える機会があればと思

います。 
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第 2 章 オーストラリア DBMAS 視察報告 
 

  





 
 

視察報告 
 

オーストラリアにおける認知症の 

行動マネジメント助言サービス（DBMAS） 
萱間 真美 聖路加看護大学 

西田 征治 県立広島大学 

太田美智子 公益財団法人東京都医学総合研究所 

 

 

“Living Longer. Living Better.” 
 オーストラリアは現在、高齢者ケア制度改革の只中にある。2012 年 4 月 20 日、連邦

政府は 10 ヵ年の包括的高齢者ケア制度改革「Living Longer. Living Better.」を発表した。

国民のニーズに応えきれなくなった既存の複雑なサービスを整理統合し、今後さらに進

む高齢化に備えて拡充することを目的としている。改革は 9 分野にわたって実施され、

当初 5 ヵ年の予算は約 37 億ドル（約 3,400 億円。1 豪ドル＝92 円換算）である（表 1）。 

 改革の焦点は、高齢者の在宅生活を支えるこ

と。在宅支援の分野には総額の 25％にあたる 9

億 5,540 万ドルを充て、在宅ケアサービスの拡

充、選択肢の充実と消費者主導のケア

（Consumer Directed Care）、ケア費用の応能負

担、統合された在宅支援プログラムの提供を目

指している。 

 従来、連邦政府が提供してきた在宅支援サー

ビスには、「地域在宅ケア（Home and Community 

Care: HACC）」「在宅高齢者ケアパッケージ（Community Aged Care Packages: CACP）」「長

期在宅高齢者ケア（Extended Aged Care at Home: EACH）」、認知症の人を対象とした

EACH-D などがあった。このうち、HACC を除く 3 つのプログラムは、2013 年 8 月か

ら「在宅ケアパッケージ（Home Care Packages）」に統合された。CACP、EACH、EACH-D

と同様、在宅ケアパッケージは医師、看護師、ソーシャルワーカー、理学療法士、作業

療法士などで構成される「高齢者ケア判定チーム（Aged Care Assessment Team: ACAT）」

のアセスメントを受け、4 段階のケアの必要度に応じてサービスを提供する（表 2）。 

 ACAT による詳細なアセスメントを必要としない、ちょっとした手助け的なサービス

が提供される HACC は存続している。例えば、家事援助（洗濯やアイロンがけ）、身体 
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表 1. “Living Longer.  Living Better.”の主な施策と当初 5 ヵ年予算  
在宅支援： 9 億 5,540 万ドル  
  統合された在宅支援プログラム  
  在宅ケアパッケージの拡充  
  在宅ケアパッケージ全般での消費者主導のケア選択と選択肢の充実  
  在宅ケアパッケージに対する公平な応能負担  

介護者支援： 5,480 万ドル  
  レスパイトなどケアラーを対象とした支援の強化  

施設ケア： 6 億 6,030 万ドル  
  ケアが受けられる入居施設の建設  
  人口密度の低い地方でのサービス支援  
  高齢者施設ケアにおける消費者主導ケアの試行  
  施設ケアに対する応能負担の強化  
  高齢者ケア資金調達機関（ Aged Care Financing Author i ty）の新設  
  高齢者ケア補助金制度（ Aged Care Funding Instrument）の改善  

人材： 11 億 8,890 万ドル  
  高齢者ケアに携わる人材の拡充  

消費者支援＆研究： 3,980 万ドル  
  アドボカシーによる消費者の権利強化  
  社会から孤立した孤独な人を社会とつなぐ  
  高齢者ケアおよび支援ニーズに対する知識の向上  

切れ目のない医療： 8,020 万ドル  
  予防から緩和ケアまで  
  多職種によるケア  
  サービス革新  

認知症への取り組み： 2 億 6,840 万ドル  
  在宅および施設ケアにおける認知症加算の新設  
  病院ケアおよびプライマリケアの向上  
  若年性認知症の人々への支援強化  
  発症から診断までの迅速化  

多様な背景を持つ人々への対応： 1 億 9,200 万ドル  
  オーストラリア先住民のための高齢者ケア施設を増やす  
  精神疾患のある退役軍人への支援  
  文化的に多様な人々のニーズに対する介護職の意識向上  
  ホームレスの高齢者を地域で支える  

将来に向けたシステム構築： 2 億 5,640 万ドル  
  新設の高齢者ケア改革実施協議会（ Aged Care Reform Implementat ion Counci l）

による高齢者ケア改革の推進  
  高齢者ケア資金調達機関（ Aged Care Financing Author i ty）の新設  
  高齢者ケアサービスのナビゲーション窓口の新設  
  質管理の効率化  
  消費者の苦情対応の権限強化  

注）予算総額 36 億 9,620 万ドルのうち既存サービスからの付け替え 25 億 5,800 万ドル、

利用者負担 5 億 6,100 万ドル。したがって改革による増分は 5 億 7,690 万ドルの見込み。  
 

Liv ing  Longer .  L iv ing  Be t t e r .  Apr i l  2012,  ©Commonweal th  of  Aus t ra l ia  2012 
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介護（入浴やトイレの介助、着替え）、ソーシャルサポート（買い物同行、話し相手）、

訪問看護（包帯の取り替え、排泄アドバイス）、食事サービスなどがある。 

なお、サービス提供の効率化を目指し、2015 年 7 月には、やはり ACAT によるアセ

スメントを必要としない「全国介護者レスパイトプログラム（National Respite for Carers 

Program: NRCP）」「デイ・セラピーセンタープログラム」「高齢者住宅プログラム」とと

もに、「連邦在宅支援プログラム（Commonwealth Home Support Program）」に一本化さ

れる予定である。 

 

表 2. 在宅ケアパッケージにおける 4 段階のケアの必要度  

レベル 1（新） 基本レベルのケアニーズ  

レベル 2 低レベルのケアニーズ。従来の CACP に相当  

レベル 3（新） 中レベルのケアニーズ  

レベル 4 高レベルのケアニーズ。従来の EACH および EACH-D に相当

Home Care  Packages ,  myagedcare :  h t tp : / /www.myagedcare .gov .au /home-care-packages  

 

「消費者主導のケア」概念の導入 
 在宅ケアパッケージの重要な特徴として、「消費者主導のケア（Consumer Directed 

Care: CDC）」概念の導入が挙げられる。消費者主導のケアとは、サービスを利用する本

人がケア選択の中心に在り、必要とするケアの種類やそのケアの受け方の決定過程にし

っかり関与するというものである。 

 具体的には、ケアプラン作成時に消費者（高齢者）がケア支援によって実現したい目

標と、受けるケアに対してどの程度、自分でコントロールしたいかを明らかにし、話し

合いの下で提供事業者がケアプンをたてることが掲げられている。また、消費者主導の

ケアに必須とされているのが個人予算（indivisualised budget）である。個人予算とは、

収入（ケアの必要度に応じた政府補助金額と本人負担額などを合計した金額）と支出（合

意されたケアプランに基づくケアサービス費、事務費、ケースマネジメント費の合計）

を明らかにし、毎月、消費者に収入・支出・差引額が報告され、透明性を高めようとい

うものだ。 

 在宅ケアパッケージへの CDC の全面導入は 2015 年 7 月からだが、新規サービスには

すでに導入されているほか、2010～2012 年には約 1,000 のサービスに試験導入されてお

り、地域活動に参加するなど社会との関わりを持つ機会や、子や友人宅を訪問する機会

が増え、在宅生活の質・健康・ウェルビーイングが改善されたという成果が報告されて

いる。 
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DBMAS について  
認知症行動マネジメント助言サービス（Dementia Behaviour Management Advisory 

Service: DBMAS）は、いわゆる行動心理症状（BPSD）による介護の破綻を回避するた

めに 2007 年から連邦政府予算で全国に導入された非薬物介入による支援サービスであ

る。DBMAS の提供事業者は競争入札方式で選定され、各州の地理的・人口的条件や既

存の医療福祉サービスなどの実情に応じて提供されている。 

DBMAS チームは看護師、心理士、作業療法士、理学療

法士など多職種から成り、BPSD に苦慮する家族や介護施

設の職員などからの電話相談を毎日 24時間無料で受ける。

相談内容に応じて、相談者以外の家族やサービス事業者、

かかりつけの医師などから情報を収集して BPSDの原因を

アセスメントし、助言する。また、必要時にはアウトリー

チを行い、短期間ケースマネジメントを行うケースもある

（図 1）。 

DBMAS の重要な目的は、有償・無償を問わず認知症の人の介護に関わる人の理解と

ケア力を向上することである。それにより、認知症の人と介護者の QOL が改善され、

より長い在宅生活の継続に結びつけることが可能となる。したがって、DBMAS では個

別の事例について直接的なアドバイスやケースマネジメントを行うだけでなく、相談事

例を通じて認知症や BPSD に対する理解を深めるための情報提供も積極的に行ってい

る。 

なお、DBMAS に対する 2009～2010 年の連邦政府支出は約 1,000 万ドル、2010～2011

年の電話相談件数は全国で 9,924 件であった1。 
 

DBMAS スタッフの行動マネジメント原則 

 BPSD を呈する認知症の人の権利を認識し、擁護すること 

 治療やマネジメントの目標は、最小限の制限環境下で、認知症の人の生活（人生）

の質と安全を最大化することである 

 認知症の人の行動は、コミュニケーション方法の 1 つであると認識すること 

 BPSD による認知症の人自身、家族、介護スタッフへの影響を認識すること 

 BPSD への望ましい対応は、関係するすべての人と協力することである 

“Behaviour Management –A Guide to Good Practice–,” by Dementia Collaborative Research Centre – Assessment 

and Better Care (DCRC-ABC). May 2012 

 

                                                        
1 Dementia in Australia. Australian Institute of Health and Welfare 2012. Dementia in Australia. Cat. no. 
AGE 70. Canberra: AIHW 
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相談理由を明らかにする。
相談者との良好な関係を築く。

相談者の役割と適切なアプローチを考慮する。

必要に応じてバイリンガル/バイカルチャー
の臨床家またはワーカーをたてる

（もしくは通訳をつける）

潜在リスクあり
アセスメントの継続

包括的行動アセスメントの実施
以下の点に関する情報収集を行う：

相談者が訴える
行動情報

相談者の役割、認知症に
対する知識・経験によって、
問題認識が左右される

必要に応じてバイリンガル/バイカルチャー
の臨床家またはワーカーをたてる

（もしくは通訳をつける）

当該行動
いつ始まったか？

頻度
きっかけ

その行動が起きない
時間・状況

当事者
性格

ライフヒストリー
認知症の診断
支援のニーズ

介護環境
物理的
社会的
文化的
情動的

スピリチュアル的

介護者
性格

介護者の健康状態
コミュニケーション

アプローチ
関係性因子
ストレス閾値

包括的アセスメントの分析
追加のリスクアセスメントを含む

介入の目標（パーソンセンタード）を定める

介護者と協力してプランを作成

レビューと評価の時期を決める

行動関連モジュール参照

必要に応じて、さらなる
行動の専門家に紹介

差し迫ったリスクあり

急性期サービス（救急、急
性期老年科・老年精神科
サービス）に紹介、または
詳細な情報提供を行う

初期リスクの
スクリーニング

DBMASの行動マネジメントの流れ

 
 

政権交代と認知症施策 
DBMAS を導入したのは 2007 年当時の労働党政権だが、2013 年の選挙に勝利した自

由党政権もすんなり事業の継続を決定した。その背景には、アドボカシー団体などが与

野党を問わず、認知症施策の重要性を求めて活発にロビー活動を展開していることが挙

げられる。また、新政権は選挙時から認知症分野の研究に今後 5 年間で新たに 2 億ドル

投入するとの公約を発表した。 

 
図 1 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

Behaviour Management – A Guide to Good Practice
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ビクトリア州

ビクトリア州の DBMAS 視察報告 
 

視察先： DBMAS Vic、セントビンセント高齢者精神科サービス 

（ビクトリア州メルボルン、セントジョージ病院内） 

視察期間： 2013 年 10 月 27 日（日）～2013 年 11 月 3 日（日） 

 

ビクトリア州の DBMAS 
オーストラリア南東部に位置するビクトリア州

はタスマニアを除くと最も面積の小さいが、人口

は 2 番目に多い。日本と比べると極めて人口密度

の低いオーストラリアにおいては、人口密集地域

といえる（ただし、同州の面積は 22.7 万平方キロ

メートルで日本の本州に相当し、州人口は約 570

万人）。 

比較的人口が密集している地理上の利点を生か

し、ビクトリア州は 1980 年代後半から精神科の訪問（アウトリーチ）サービスを整備

してきた。現在でも国内で最も充実しており、連邦政府が企図した DBMAS の訪問およ

びケースマネジメント機能は州政府の高齢者精神科サービスにより、すでに提供されて

いた。したがって、DBMAS Vic（DBMAS ビクトリア）は訪問を含まず、電話やメール

など遠隔サービスに特化する一方で、州による既存の訪問サービスと協働する方式をと

っている。DBMAS Vic の実施主体も、州の高齢者精神科サービス、アルツハイマー協

会ビクトリア州支部、National Ageing Research Institute（NARI）などが共同事業体とし

て受託している。 

したがって、今回、我々は州都メルボルンのセントジョージ病院を訪れ、同病院を拠

点として州の高齢者精神科訪問サービスを担うセントビンセントと DBMAS Vic の双方

の活動について同行視察やインタビューを行うことにより、ビクトリア州における

「DBMAS」のあり方を調査した。 

 
セントジョージ病院。メルボルンの高齢者精

神科サービスを提供する「セントビンセント」

および DBMAS の拠点がある。 

 
セントジョージ病院の敷地内にある DBMAS
と RSP（施設支援プログラム）のオフィス棟。

オーストラリア 
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セントビンセントの高齢者精神科訪問サービス（Aged Psychiatry Assessment and 

Treatment Team: APATT）は、メルボルン市内の Yarrah 区および Boroondara 区を管轄と

する。同地域の 65 歳以上の人口は 45,000 人弱、APATT の人員はフルタイム換算で 19

名、専門は精神科看護師、作業療法士（OT）、ソーシャルワーカー、神経心理学士で

ある（事務スタッフを含む）。このほか、精神科医がコンサルタント医として APATT

の活動を支援している。 

DBMAS Vic は我々の訪問時、組織変更の過渡期であったが、訪問時点の人員は認知

症ケアの経験を有する看護師（精神科看護師を含む）と OT の計 13 名（セントジョー

ジ病院を拠点とする「ハブ」担当者 7 名、周辺地域担当者 6 名）。加えて、薬剤に関す

る電話相談に老年精神科医が応じるケースもある。 
 

地域による DBMAS 機能の相違 
萱間は 2012 年度、西オーストラリア州パース市の DBMAS WA を見学した。ビクト

リア州の DBMAS Vic とはバックグラウンドが対照的であった。今回の視察において、

双方のチームでの勤務経験を持つメルボルン大学研究ユニットの Prof. Nicola 

Lautenschlager と、NARI の Executive Director である Prof. David Ames にインタビューす

る機会を得たため、以下に概要を説明する。 

 

 
ビクトリア州は 1988 年、病院を拠点とする地域メンタルヘルスシステムが整備され

た。このシステムで認知症の BPSD への対応も可能であったため、DBMAS の導入は国

内で最も遅かった。「他の州よりも優れたサービスがすでにある。既存のサービスと重

複せず、補完するような DBMAS をつくる必要があることを連邦政府に納得してもらう

のに時間がかかった」からだ。ようやく連邦政府の理解を得て、DBMAS の訪問・ケア

マネジメント機能は従来通り、APATT が担っている。APATT はチームを支援する複数

の精神科医に日常的にコンサルテーションしているため、処方の調整を含めてかなり迅

速に対応している。 

一方、パース市にはこのような基盤が充実していない。DBMAS はアルツハイマー協
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相談電話に応える DBMAS
スタッフ 

会が受託し、ケアマネジメントを含めて対応している。 

 

 日本における適用を考えた時、病院を活用するモデルではメルボルン市に類似したモ

デルを構築することは、精神科医の活用という意味では可能かもしれない。しかし、も

ともと基盤となるアウトリーチの文化や資源は整備されていないという意味では、パー

ス市に近い役割を担うことになると考えられる。 

 

DBMAS の事例  
DBMAS の具体的な事例について、精神科看護師と作業療法士の各 1 名から聞き取り

調査を行った。 

 

事例①（精神科看護師による対応例） 
【相談者】  

85 歳男性。妻は 3 年前から認知症の症状が現われ、現

在ナーシングホームに入所している。今回、かかりつけの

病院で DBMAS の小冊子を見つけ、電話をかけてきた。  

 

【相談内容】  

毎日、妻のいるナーシングホームを訪問している。妻はもともと活動的で社交的な人

だったが、現在は興味を失っていることを心配している。また、妻は家に帰りたいと言

うが、叶えてあげられないことをストレスに感じている。自分が何をしてあげられるの

か分からない。 

 

【助言内容】  

 活動を通して楽しい時間を過ごす。具体的な提案内容は： 

– 妻の手を握ったり、ハンドマッサージをしてあげる。  

– 回想法のハンドブックを送るので、それを使って若いときのことや楽しかった思い

出を妻と話してみる。  

– 馴染みのある好きだった活動を単純化して行う。そうすることで、スタッフが関わ

ること以外に楽しみが得られる。  

 うつの評価と治療  

– うつ尺度を用いて看護スタッフに評価してもらい、抑うつの程度を話し合ってもら

う。うつの治療について、かかりつけ医から助言を受ける。  

– うつ尺度には次の 2 つが使われる。 

Cornell Scale for Depression in Dementia (Alexopoulos et al., 1998) 

Hayes and Lohse Non-verbal Depression scale (Hayes et al., 1991) 
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 看護スタッフに DBMAS に電話をかけてもらい、あなたが妻を心配していることや

彼女のうつについて話し合う。  

【全体を通して】 

今回の電話相談の時間は約 15 分間だった。初回の相談だったこともあり、相談者が

話したいことを遮らずに聞くことを優先していた。 例えば、妻が「お母さんはどこ？」

と繰り返し聞くのに対し、相談者は「お母さんは亡くなった」と繰り返し答えていると

いう。対応した精神科看護師によると、通常は「お母さんに会ったら話したいことは何」

と尋ねるように助言するが、今回は相談者が助言を求める以上に話を聞いてほしい様子

が強かったため、あまり話を遮らないようにしたと言う。相談者が求めていることは何

か、彼が妻にできることは何かを探っていた。終了後、彼はできることがあると分かり、

声の調子が少し明るくなっていたとのことである。  

 

事例②（作業療法士による対応例） 
【相談者】 

ナーシングホームのケアコーディネーター（看護師） 

 

【相談内容】 

1 年前にナーシングホームに入居した 86 歳のアルツハイマー型認知症の女性に、介

護抵抗、徘徊、不安、物盗られ妄想、大声が認められる。

特に自分の衣服を職員に盗られているという思い込みが強

い。他人との接触を避け、臥床傾向にある。彼女のケアに

ついて助言が欲しい。 

 

【助言内容】 

 うつの可能性がある。うつのスクリーニングを行い、かかりつけ医に判定と老年精

神科医の紹介を依頼する。  

 朝 7 時の起床、身支度、昼食後の休憩、午後のグループ活動など取り入れ、規則正

しい生活リズムをつくる。 

 職員が自分の衣服を盗っているのではないかと疑う理由として、視空間認知機能の

低下により、自分で必要な衣服を見つけられないことが考えられる。したがって、

物事をシンプルにすることが大切。例えば、彼女のクローゼットの中の衣服を 5 セ

ットに減らし、必要なものを見つけやすくする。また、衣服の収納場所が分かるよ

う、クローゼットに衣服のイラストを描いたラベルを貼る。  

 その他の視空間認知機能の低下への対応策：特にバスルームなど、壁・洗面台・便

器・浴槽のすべてが白、タオルも白っぽい色だと見分けるのが難しい。壁の色を塗
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り替えられればよいが、できない場合は、取り外し可能な絵を壁にかけて壁の存在

を強調したり、タオルや便座の色を目立つ色にして、認知を助けるよう工夫する。  

 感覚刺激を求めて反復行動（洋服の出し入れ、徘徊）している可能性もある。彼女

が好む道具や手触り、色のついたもの（手芸が趣味であればカラフルなボタンや生

地など）を集めた箱（「感覚ボックス」）をつくり、触って刺激を得られるように

する。  

 介護職員のコミュニケーション法としては、「心配ない。衣服は全部あるよ」と説

得するより、「それは大変。もし私が衣服を盗られたら同じように動揺するわ」と

共感を示す。 
 

 

「尿失禁などトイレ問題が

介護破綻の大きな原因」と

話す DBMAS Vic チーム、作

業療法士の Wendy Hall さ

ん。 
「せっかくバスルームに行

っても、壁も便器も白だと、

トイレを探しているうちに

失禁してしまうことも少な

くない」という。 

鮮やかな色の壁で、洗面台や床との

コントラストを高めた例。 
目立つように、スプレー塗

料で赤く着色した便座。 
 

 

【全体を通して】 

上記の相談事例に対して、DBMAS スタッフは様々な助言や提案を記述した文書を相

談者宛てに作成していた。個別事例に対する具体的な方策の提案に加えて、認知症の人

にみられる機能障害や不便を説明し、介護職が認知症の人の視点にたって BPSD と言わ

れる行動を理解できるよう助言しており、同時に、介護者の認知症ケアスキル向上とい

う DBMAS の掲げる目標に向けての助言であることが強く感じられた。 
        

DBMAS に関する資料  
連邦政府のDBMASに関するウェブサイトにBPSDのマネジメントガイドなど様々な

資料が公開されている。関心のある方は、下記の URL をご参照頂きたい。 

http://dbmas.org.au/Want_to_know_more_/Resources1.aspx 

 

感覚を刺激するアイテムの活用 
上述した「感覚ボックス」のように、認知症の人が好み慣れ親しんだ活動になぞらえ

て手触りや音楽などで五感を刺激すると、退屈が避けられたり、安心感が得られて落ち
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着く効果があると言われている。オーストラリアでは感覚を刺激するアイテムも積極的

に活用されており、DBMAS でも紹介している（図 2）。 

様々な感触の生地やボール、ボタン、ヒモなどが縫い付けられたエプロン、やはり様々

な感触の生地がパッチワークされ、ひざの上におくと重みで安心感が得られるひざ掛け、

いくつものオルゴールが付けられた音楽ボックスなどである。人によって好みの手触り

や刺激は異なるが、DBMAS では貸し出しも行っており、気に入った場合は購入したり

手作りすることも提案している。 

 

図 2 感覚を刺激するアイテムも活用されている 

   

エプロン ひざ掛け 音楽ボックス 

 

セントビンセント・ヘルスにおける高齢者精神科サービス 
 図 3 は、セントビンセントの高齢者精神科および周辺サービスの全体像である。 
 

  

 
  

図 3 

地域との連携
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サービスを必要とするクライアント

高齢者
メンタルヘルス

アセスメント
（APATT）

自宅で
治療

身体疾患ケアと
介護サービスの

アレンジ

APATTによるケース
マネジメント提供

急性期精神科
入院アセスメン

ト

施設支援プログラム（RSP）

DBMAS
認知症行動マネジメ
ント助言サービス

教授研究ユニットからの支援：
• 教育
• トレーニング
• 研究
• 専門クリニック

施設ケアプレイスメント

• SAH（民間、政府からの補助金なし）

• ホステル（ローケア、一部政府補助金）

• ナーシングホーム（ハイケア、補助金あり）

• 老年精神科ナーシングホーム（連邦・州政

府の補助金あり）

セントビンセントの
高齢者メンタルヘルスサービスの流れ

 
 

図 4 セントビンセントにおける高齢者精神科サービスの流れ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Demystifying Mental Health Service System, Chris Harrison 一部改変 

 

セントビンセントが提供する高齢者メンタルヘルスサービスの流れ（図 4）の中で、

APATT は以下を担っている： 

 電話によるアドバイスとトリアージ 

 精神疾患に関するアドバイス、権利擁護、教育、他の適切なサービスへの橋渡し 

 自宅でのアセスメント、診断、コンサルテーション、治療、ケースマネジメント 

 急性期病院入院や精神科ケア施設入所前のアセスメント 

 ケア施設入所者の困難な行動や複雑なケアニーズのマネジメントを支援する施設

支援プログラム（Residential Support Program: RSP） 

 

問題を抱える高齢者の入居施設や自宅を訪問し、薬物やサービスの調整、助言などを 

行う APATT のケースマネジャーたち 

 
APATT のケースマネジャーた

ちは、担当地域内を縦横無尽

に車で出かけていく。 

ナーシングホームのマネジャ

ーと。入居者の近況を尋ね、

助言する。 

施設のコンピュータを使い、入

居者データに、その日のケース

マネジメント内容を入力する。



 
 

  
セントビンセント APATT マ

ネジャーで、精神科看護師の

Chris Harrison さん。 

骨粗しょう症で骨折した大腿

部が痛み、介護抵抗を示す女

性の新しい入居施設を訪問。

女性の様子を見た後、担当職

員に説明し配慮を促す。 

APATT のコンサルタント精神

科医が対象者の薬物療法をチ

ェックする。過剰な投薬が問題

行動の原因となっていること

も多い。 
 

APATT の訪問事例 
 一軒家に独居の 70 代女性。肺炎で入院した際に精神的な問題がみられたため、入院

時の主治医から APATT に訪問依頼が出された。認知症とは特定されておらず、生活の

場における精神症状全般をアセスメントするため、APATT の精神保健福祉士と看護師

が訪問した。 

ちなみに、こうしたケースはパース市では DBMAS が訪問していた。APATT に該当

する機能がないためである。少しでも認知症に関連する場合には DBMAS がアウトリー

チ機能を果たすことになるパース市と、認知症の確定診断が出た後の対応に特化できる

メルボルン市の相違が反映されている。 

 この女性は、GP と訪問看護師（District 

Nurse）の訪問も受けていた。リスペリド

ンが処方され、Webstar Pack（写真）に分

包されていたが、服用できていないことが

判明した。本人が激昂するため、APATT の

初回訪問時は現状把握で終え、翌日、精神
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科医に訪問してもらい、必要時に GP と処方について話し合ってもらうこととした。 

処方はナーシングホーム入所中の対象者を含めて地域の GP が行い、精神科医はコン

サルテーションのみを担当する。ナーシングホームへの精神科医訪問にも同行したが、

かなりきめ細やかなコンサルテーションが行われていた。 

 

なお、2012 年 11 月～2013 年 10 月末までの 1 年間に APATT がケースマネジメント

を実施した内訳は、下記の通り。 

 ケースマネジメント数：計 453 例 

 主診断が認知症：108 例（アルツハイマー型 58 例） 

 住まいの形態：施設 205 例、独居 118 例、その他 130 例（家族と同居、ホームレ

ス等） 
 

 

RSP（Residential Support Program: 施設支援プログラム） 
 図 3 および図 4 に示した通り、RSP は APATT と同じく、ビクトリア州の高齢者精神

科サービスの訪問チームである。介護施設で暮らす 65 歳以上の高齢者で、中等度～重

度の BPSD やその他の精神症状により「気がかりな行動（behaviours of concern）」が続

く人の行動マネジメントを目的に介入する。 

RSP の特徴は、①非薬物介入、②短期集中（6～8 週間）、②APATT による紹介を要

する、③老年精神科での経験豊富な多職種チーム（作業療法士、精神科看護師、リクリ

エーショナルセラピスト）である。 

RSP の介入は、次のように行われる：紹介理由となった「気がかりな行動」が高頻度

に発生する時間帯を把握するため、介護職員に 1 日 24 時間 1 週間にわたって行動評価

シート（Behaviour Assessment Reporting Tool: BART）に記録してもらう。記録を元に行

動別に色分けし、発生時間帯ごとにグラフ化する。同時に、自記式質問票を用いて入居

者の行動による介護職員のストレスレベルも調査する。高頻度で介護者のストレスが大

きい行動が現れやすい時間帯に、RSP スタッフが施設を訪問して行動の観察を繰り返す。

職員や家族からも対面や電話で聞き取り調査を行う。観察と聞き取り調査から、行動の

原因を探り、改善策を提案する。 

DBMAS や APATT 同様、RSP の活動の重要な柱は、個別事例に有効な対応策を講じ

ることに加えて、介護職員の知識を増やし、理解を深め、スキルを高めることである。

とくに非薬物介入に特化した RSP によるマネジメントの成否は、高齢者がその人にと

って「意味ある活動」をして過ごせるようにし、問題となる行動の引き金を介護者がい

かに排除できるかにかかっている。実際、我々が行った聞き取り調査では、RSP スタッ

フの口から繰り返し「介護者教育」という言葉が聞かれた。 



 
 

 

 

 
 
左図. 詳細なア

セスメントの結

果、作成した改

善策は、簡潔な

言葉で 1 枚の紙

にまとめ、高齢

者の居室の壁に

貼る。担当者が

変わっても、毎

回、接し方を確

認できるから

だ。 
上図. 介護職員の記録をもとに、どのような

行動がどの時間帯に多いかをグラフ化。 

Normanby Unit（高齢精神障害者入院棟） 
 DBMAS の建物の近くにある高齢精神障害者入院棟。閉鎖

病棟で 10 名のユニットが 3 つあり、そのうち 1 つが認知症

の人のためのユニットとなっている。施設の中には「ほとん

ど使っていない」個室施錠の部屋が 1 つある。外来機能があ

りメルボルン大学の研究ユニットにもなっている。 
  

Auburn House（BPSD のある認知症の人のためのナーシングホーム） 
BPSD が強まり、一般のナーシングホームでの生活を継続することができなくなった

認知症の人のための入居施設。認知症による入院を最小限・短期に抑えるため、入院ま

では必要のない人や Normanby Unit を退院した人などが一時的に入居する。落ち着きを

取り戻すことができた人は、介護者や家族とのコンサルテーションを行い、一般のナー

シングホームに転居する。定員 30 人（10 人ずつの 3 ユニット）。 

  
中庭にはタイヤの外された車が駐車してあっ

た。車好きの男性入居者が手入れしている。 
回想を助けるツールを集めたコーナー。昔

の有名人の写真、レコード、古い電話など。
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意味ある活動の 1 つ、「納屋プロジェクト」。

入居者と作業や工具のリスクアセスメントを

それぞれ行い、職員の監督の下、様々な道具を

使って作業する。 

「納屋プロジェクト」では、もちろん工具も使

う。管理のため、壁に工具の形を描いている。

紛失せず元通り片づけられているかが一目瞭

然。 
 

同様に、認知症以外の精神疾患があり一般のナーシングホームよりも高度なケアが必

要な高齢者のための入居施設「Riverside House」もある。やはり状態が改善すれば一般

のナーシングホームに転居することを前提としている。 

 

 

考察と日本への示唆 
 オーストラリアの高齢者ケア施策の重点は、1980 年代、従来のナーシングホーム増

設から在宅支援に舵を切った2。1985 年には地域在宅ケア法（HACC Act）が制定され、

HACC による在宅ケアサービスの提供が開始された。各地に自助組織としてアルツハイ

マー協会が設立されたのもこの頃である。 

1989 年に全国組織となったアルツハイマー協会は 2000 年以降、連邦政府からの資金

を得て存在感を増し、全国共通番号による無料電話相談「全国認知症ヘルプライン」を

実施するなど、様々なサービスを提供してきた。この「ヘルプライン」は広く知られ、

認知症に関して情報を得る第一歩として利用する人も多い。今回インタビューした Prof. 

Ames や Prof. Lautenschlager も、認知症と診断すると、本人や家族に「まずアルツハイ

マー協会に電話するよう勧める」という。電話相談に加えて、教育支援プログラムや地

域との連携など、同協会は医療の専門家にはない資源や情報があり、相談者に提供して

いるからである3。 

                                                        
2 下院歳出調査常任委員会（Leo McLeay 座長）が 1982 年に提出した報告書「At Home or in a Home
（自宅か、あるいはホームか）」が契機であった。高齢者の多くは自宅で暮らし続けたいと望ん

でいるにも関わらず、適切な在宅ケアがないために不必要に早くホームへの入居を余儀なくされ

ていると指摘し、施設ケアへの予算偏重を是正するよう議会に求めた。 
3 アルツハイマー協会の活動は地域の人々への啓発も意図されており、それ自体が認知症を持つ

人と共に暮らすための地域の資源となる可能性を持っている。 
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BPSD に苦慮する介護者から「ヘルプライン」に相談があり、専門的な支援が必要と

判断されると、DBMAS に紹介される。さらに、ビクトリア州では緊急度が高いケース

や複雑な支援が必要なケースは、APATT に紹介されるという仕組みである。 

本章でも述べた通り、ビクトリア州の DBMAS は、既存の高齢者精神科サービスを補

完する形で始まった。同州の精神科サービス（小児・思春期、成人、高齢者の各対象別

に提供されている）は、1970 年代に英国で始まった地域精神科ケアのサービスモデル

に学んだ Prof. Ames らが州政府とともに作り上げてきたものである。 

これが、今回みてきたように、機動性の高い APATT ケースマネジャーによるきめ細

やかで伴走型のケースマネジメント、RSP による詳細なアセスメントに基づく非薬物介

入、精神科医によるコンサルティング、急性期の入院治療など、多職種による重層的な

支援システムを背景に、認知症をはじめ精神障害のある高齢者の在宅生活やナーシング

ホームでの生活を支えている。 

DBMAS では、BPSD は認知機能の低下が大きな原因となっているものの、認知症の

人が「何も分からなくなった」結果としてではなく、むしろ文脈（context）の中で生じ

るものであり、本人にとっては理に適った反応や行動であるとの理解から、多様なリス

ク因子が考慮され、因子の除去が図られる。ナーシングホームでは様々なスタッフが働

き、教育背景も異なるため、どのレベルのスタッフも理解しやすく、ケアの一貫性を保

てるよう情報を共有しようという工夫も随所にみられた。 

BPSD は認知症の人が何らかの要因によって脅かされた結果として出現し、介護者に

とっても大きなストレスとなって、しばしば介護破綻につながる。一方で、認知症の人

に BPSD が起こった文脈を理解し、安全が感じられる環境を作り出すことは、同じ地域

に暮らす人々の安心を確保することにもつながり得る。多職種の専門家によるタイムリ

ーな助言・介入サービスは、日本でも自宅や施設での認知症の人の暮らし、そして市民

の暮らしに大きな助けとなると思われる。ビクトリア州の地域精神科サービスやアルツ

ハイマー協会など、持てる資源の異なる日本に DBMAS のシステムを直ちに導入するこ

とは困難かもしれないが、オーストラリア国内でも州によって DBMAS の形を変えてい

るように、日本の実情にあわせつつ BPSD に対する助言マネジメント機能が導入される

ことが望まれる。 
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参考：リスクとなりうる要素 
身体的/精神的健康面 身体面 環境面 

身体的問題 

 せん妄 

 尿路感染 

 無症状感染 

 便秘 

 痛みやその他の症状を知

覚できない/訴えられない 

 食欲低下、食物摂取や水

分摂取の低下による脱水、

栄養失調、電解質バランス

異常 

 通常の病像を呈しない、 

非定型な症状発現 

 多剤併用 

 服薬非遵守、過量服薬な

いし中毒 

 併存疾患 

 他の慢性疾患の存在 

 アルコール乱用 

 

精神的問題/併存疾患 

 うつ 

 自殺念慮 

 精神病 

 精神疾患歴 

 心的外傷後ストレス障害

（PTSD） 

 不安 

 

認知症の人に対する潜在的身

体的な害 

 危険察知の欠如 

 他者または器物に対する乱暴

によるケガ 

 ケアされている場所から付き

添いなしでの徘徊 

 知覚の変化 

 環境（他の人々を含む）に対

する誤った解釈 

 転倒リスクの増加 

 暴力につながる介護者の極度

のストレス 

 身体的・金銭的・性的なネグレ

クトまたは虐待 

 自己破壊的行動 

 衝動的行動 

 

認知症の人の行動の結果として

他者への潜在的身体的な害 

 暴力 

 性的脱抑制 

 妄想または幻覚に対する反応

 アルコールによって悪化して

いる状況 

 身体的虐待 

 

安全でない環境 

 ケア環境における安全上の問

題 

 介護者自身の病気や支援の欠

如により、介護者の能力や忍耐

の低下 

 回避可能な入院は、錯乱や見

当識障害の増悪を招く 

 物理的環境の変化 

 安全が確保されないまま自宅か

ら離れること 

 見知らぬ人を自宅に入れること 

 

認知症の人の行動の結果として

住居を失う潜在的可能性 

 現在の住居からの移動 

 より多くの制限が課せられるケ

ア現場への移動 
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参考：BPSD を起こしうる因子 
認知症の人 コミュニケーション 日常生活の活動 ケア環境 

ライフヒストリー： 
 家族と友人 

 ペット 

 重大な出来事 

 記念日 

 セクシュアリティ 

 移民または難民の経験

 文化的背景に即した伝

統や出来事 

 過去のトラウマ： 

 戦時の経験 

 盗まれた世代（アボ

リジニの子供を親か

ら隔離した政策） 

 国および文化から

引き離されること 

 世代間トラウマ 

 家族・家・土地/国の

喪失 
身体的/知覚的健康： 
 発熱 

 口腔内痛 

 認識されていない/治療

されていない痛み 

 便秘 

 尿路感染 

 胸部感染 

 その他の疾患 

 薬物療法の有害作用 

 睡眠不良、中途覚醒 

 頭痛 

 疲労 

 視力障害（矯正なし） 

 聴力障害（矯正なし） 

 早口で話す 

 憐れんだり、恩着せがま

しい態度 

 必要な時に目線を合わ

せない（アイコンタクトを

とらない） 

 認知症の人の名前や呼

称（Mr/Mrs/Ms/Dr 等）を

つけて呼ばない 

 認知症の人と言い合う 

 認知症の人の間違いを

正して、失敗を意識させ

る 

 認知症の人を説得しよう

とする 

 認知症の人にとって好ま

しくない言葉遣いをする 

 ふさわしい文化的プロト

コルに従わないコミュニ

ケーション 

 ふさわしくない態度やマ

ナーで接する 

 コミュニケーションに家

族の関与が皆無または

ほとんどない 

 認知症の人の母国語で

話す人が他にいない 

 孤独 

 孤立 

 フラストレーション 

食事： 
 乱雑なテーブルセッティ

ング 

 一度に複数のコース料

理 

 食事時間がフレキシブ

ルではない 

 一緒に食事をとる人が

刺激し攻撃性を誘発す

る 

 スタッフなど人員が変

わる 

 認識されていない口腔

内の痛みがある 

 その人が食べる場所が

はっきり決まっていない

 テーブルクロスと食器

の色が似通っていてコ

ントラスト不足 

 苦手な食べ物、あるい

は文化的に不適切な食

べ物 
身体ケアの提供の仕方： 
 ケアプラン通りに実行さ

れていない 

 ケアの仕方が慌ただし

い 

 穏やかさに欠ける 

 関わるスタッフの数が

多すぎる 

 性別にあった役割分担

になっていない 

 本人が関与していない

 浴室が快適できない。

屋内環境： 
 圧倒的なサイズ 

 見当識のヒントとなるもの

がない 

 太陽や電灯の光が強すぎ

る 

 乱雑な環境 

 光と陰のコントラストのあ

る表面 

 騒々しい環境 

 他者が多すぎる、またはグ

ループ内で孤立している 

 パーソナルスペースがパ

ーソナルなものになってい

ない 

 部屋が見つけにくい 

 文化的・スピリチュアル的

に不適切または不快感を

及ぼす物品がある 

 祈りや、スピリチュアルな/

宗教的な活動を行う場所

がない 

 プライバシーがない 
室外環境： 
 関心を持てるポイントや色

がない 

 十分な日陰がない 

 座りやすい環境ではない 

 歩きやすい環境ではない 

 室内から見づらい 

 室内から外に出づらい 

 何らかの活動ができるよう

に工夫されていない 

 物理的に安全ではない 
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 刺激性の痒み 
精神健康： 
 うつ 

 不安 

 PTSD 

 その他の精神健康上の

問題 
感情やスピリチュアル面

の健康（全人的健康）： 
 土地/国への愛着 

 スピリチュアルな喪失、

スピリチュアルなものの

探索 

 スピリチュアル/宗教的

な信条。例）認知症や

BPSD の原因として、外

的な力が悪をなしてい

る、呪いや報いであると

いった考え。 
 
 
 
 
 
 

例）寒い、閉所恐怖症、

騒々しい 

 選択肢がない、あるい

は選択肢が複雑または

不適切である 

 個人の清潔保持のた

めの選択肢が少ない。

例）シャワーよりもベッ

ド付きのお風呂の方が

適している場合もある 

 以前の清潔保持の方

法は過去の環境に関

連し、リソースが利用可

能であるかもしれない 

 以前の歯科の清潔保

持法が無視されている

 スタッフの能力に対す

る過剰/過少な期待 

 スタッフが本人の頭ご

しに話している 

 痛みを伴うような手足

の動かせ方をしている 

 必要な時にバイリンガ

ルまたは文化的な背景

を理解できるスタッフが

いない 

 文化的・スピリチュアル

的なニーズがケアに統

合されていない 
 

 庭の小道がストレスのたま

る行き止まりになっている 

 アボリジニーまたはトレス

海峡諸島の人々－自分た

ちの土地や国から引き離

されている 

 以前のライフスタイルでは

屋内よりも屋外で過ごす時

間の方が圧倒的に多かっ

た 
刺激レベル 
 構造化された身体的活動

の不足 

 日中の疲労 

 退屈や意味ある活動の欠

如 

 過剰な刺激 

 環境中の刺激が乏しい/刺

激がまったくない 

 仲間がいない 

 家族、地域、国から引き離

されている 

Behaviour Management – A Guide to Good Practice 
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参考：拘束の代替選択肢（Barnes & Price, 2004; 238 より） 
物理的環境面 プライベートスペース： 

 ベッドの高さを個人のニーズに合わせて低くする。ベッドの車輪を外すかブレーキを確実

に掛けるようにする。移動補助具は手の届くところに据える。 

 自宅から慣れ親しんだ物を備える（写真、家具など） 

 一人ひとりの入居者のニーズに合ったシーティング（seating） 

 安全が確保されていない場所に入居者が出るなど、リスクのある状況を職員に知らせる

適切な警報システム 
屋内： 
 施設の廊下は、できるだけ余計な物を置かず、まぶしい電灯は避ける 

 人がよく出入りする場所にはすべりにくい床材を用いるか、じゅうたんを敷く。 

 見当識のヒントとなるよう、適切な標識や視覚記号をつける。 

 入居者が歩きまわることのできる安全な場所を確保する。 

 静かな場所を確保する。可能であれば騒音や明るい電灯などによる過剰刺激を減らす。

屋外： 
 屋外の安全が確保された場所へのアクセスを高める 
 

社会・情緒面  施設外からの訪問を促す（必要であれば訪問日時をずらして調整）、職員と入居者の適

切な関わりを促す。 

 同じ（顔触れの）職員が接するように配慮する 

 セラビューティック・タッチやマッサージなどリラックスのための活動 

 リアリティ・オリエンテーション（現実見当識訓練） 

 感覚補助具や適切な刺激を用いる 

 刺激の過負荷を減らす 

心理社会面 一人ひとりに合わせて心理社会的対策をたて、実施する 
 リハビリテーションおよび/またはエクササイズ 

 失禁対策プログラム 

 理学療法、作業療法、リクリエーションセラピー 

 夜間活動 

 個人あるいは小グループの社交活動（ソーシャルアクティビティ） 

 獲得したスキルを用いて成功体験を積む活動（ガーデニング、洗濯物をたたむなど） 

 安全に歩きまわることができるように環境を整える 

 １人で動くことのできない入居者のために、本人の同意を得て、定期的にシーティングを

調整する 

 転倒防止プログラム 

ケア方法  すべての職種の職員による見守りと観察 

 行動変化の原因となる状況を定期的に評価しモニタリングする 
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 パーソンセンタードケア（入居者一人ひとりが個人であることを理解する） 

 個人に合わせ、かつ構造化したルーチン（排泄介助、昼寝など） 

 「リスクのある」入居者の様子を定期的にチェックする 

 コミュニケーション法の改善 

生理面  総合的な健診 

 使用している薬剤すべてをレビューする 

 感染症の治療 

 疼痛管理 

 鎮静剤の代替選択肢（温かい牛乳、心を落ち着かせる音楽など） 

Behaviour Management – A Guide to Good Practice 
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第 3 章 国内モデル地域調査報告 

（富士宮市・大牟田市・世田谷区玉川地域） 
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国内モデル地域調査報告 

（富士宮市・大牟田市・世田谷区玉川地域） 
飛鳥井 望 公益財団法人東京都医学総合研究所 

 
【調査の目的】 

 

 「認知症になっても安心して暮らせる町づくり」をどのように推進できるかは、高齢

化が進む日本社会全体にとってきわめて大きな課題である。実際に、国や都道府県事業

の後押しを受けながら、これまで国内の多くの基礎自治体において、それぞれの創意工

夫による町づくりの試みが取組まれ、紹介もされてきた。しかしながらそのような試み

の中で育まれた創意工夫が、国内で広く共有されるまでにはいまだいたっていない。 
そこで本調査では、認知症を支える取組みを先進的に行っている地域の中から、人口

規模と調査実施可能性等を勘案し、静岡県富士宮市、福岡県大牟田市、東京都世田谷区

玉川地域の 3 か所をモデル地域として選び、そこに共通する特性や、地域の実情による

違いをあきらかにすることを目的に、それぞれの地域における認知症への取組みに関し

て、さまざまな属性の関係者を対象とする半構造化面接調査を実施した。 
なお本調査は各地域の活動紹介が直接の目的ではないため、各地域における認知症を

支える取組みの実際に関しては、それぞれの自治体のウェブサイトに詳しいレポート等

が掲載されているので別途参照されたい。 

 
【調査の方法】 

 

調査対象とした 3 地域の人口および 65 歳以上の高齢化率と、現地でインタビュー（半

構造化面接）調査を実施した日は以下の通りである。 
 

○静岡県富士宮市 （人口約 13 万 6 千人、高齢化率 22.5%） 
調査日：平成 25 年 11 月 13 日、15 日 

○福岡県大牟田市 （人口約 12 万 3 千人、高齢化率 31.6％） 
調査日：平成 25 年 12 月 4 日、5 日 

○東京都世田谷区玉川地域 （人口約 21 万 5 千人、高齢化率 19.0％） 
調査日：平成 25 年 8 月 22 日、平成 26 年 1 月 20 日、22 日、23 日 

   （世田谷区内には行政単位として 5 地域がある。） 
 

調査にあたっては、まず各地域の行政担当者に調査趣意書とインタビュー項目を記載
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したインタビューガイドを事前に送付し、協力の同意を取りつけた。その上で、行政担

当者に各地域のインタビュー対象者の推薦と協力依頼を要請した。対象者の属性は、行

政担当者、地域包括支援センター、社会福祉協議会、住民自治会、かかりつけ医及び家

族（ケアラー）である（図）。 
各インタビューの回答者は原則として一人であるが、場合によっては複数名が同席し

回答した。すべてのインタビューを研究代表者の飛鳥井が実施し、アシスタントとして

太田が陪席した。1 回のインタビューに要した時間はおおむね 60～90 分である。その

中で、あらかじめ呈示したインタビューガイドに沿って、まずインタビューワーが各設

問について簡単に説明し、回答を求めた。 
インタビューガイドの内容は、研究班メンバーおよび各地域で窓口となった行政担当

者の意見も反映した上で作成した。実際の調査では、まず世田谷区の行政担当者を対象

としてインタビューを試行した上で、再度内容を調整した。 
インタビューの設問は以下の 10 項目である。 
 

1. 早い段階での気づき  
2. 日々の暮らしの中での困難の見極め 
3. ケアや支援の内容についての説明と相談 
4. かかりつけ医の役割 
5. かかりつけ医と専門医の連携 
6. 地域ぐるみの支え 
7. 医療・介護・地域の連携 
8. 行動・心理症状（BPSD）への対応 
9. 終末期から看取りについて 
10. 地域の認知症への取組み推進のために 

インタビューの内容はすべて録音し、テープ起こしの上、テキストデータを作成した。

得られたテキストデータから、各設問に対して意味ある回答と思われるセンテンス群を

抜きだし、地域別、回答者の属性別に別表にまとめた。さらにその内容から、上記 10
項目の設問ごとに、3 つの地域の共通特性と、各地域の実情に応じた違いを検討した。 

 
【調査結果の説明の妥当性評価】 
 

それぞれの地域で調査協力窓口を担当された、富士宮市役所 稲垣康次氏、大牟田市

役所 梅本政隆氏、世田谷区役所 高橋裕子氏に、後述の調査結果に対する説明内容の

妥当性の評価を依頼し、妥当性に問題のないことを確認した。 
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【インタビュー対象者】 

属  性 富士宮市 大牟田市 世田谷区玉川地域 

行政担当者 
富士宮市 

福祉総合相談課 
稲垣康次氏 

大牟田市 
長寿社会推進課 

梅本政隆氏 

世田谷区介護予防・

地域支援課 
高橋裕子氏 

玉川総合支所保健師

長谷川順子氏 
樋口めぐみ氏 

地域包括支援 
センター 

富士宮市地域包括支

援センター 
保健師 

久保田絵美子氏 

大牟田市駛馬・勝立

地区地域包括支援セ

ンター 
主任介護支援専門員

平田悠介氏 

世田谷区奥沢あんし

んすこやかセンター

社会福祉士 
内藤麻里氏 

社会福祉協議会 
富士宮市 

社会福祉協議会 
小野田正樹氏 

大牟田市 
社会福祉協議会 

内田勉氏 

世田谷区社会福祉協

議会・玉川地域社会

福祉協議会 
江口卓氏 

住民自治会 
富士宮市富士根南 

地区社会福祉協議会

会長 川原崎仁氏 

大牟田市駛馬南地区

会長 汐待律子氏 

世田谷区奥沢地区 
会長 小林喜美江氏

東玉川地区 会長 
増田キヨ子氏 

かかりつけ医 

医療法人社団一就会

理事長 
東静脳神経センター

院長 土居一丞氏 

医療法人親仁会 
みさき病院 

院長 田中清貴氏 

医療法人社団青い鳥

会 上田クリニック

（在宅療養支援診療所）

院長 斉藤康洋氏 

家 族 
（ケアラー） 佐野明美氏 

家族会 
「集い・語らう会」

横尾總子氏 

在宅介護家族の会

「フェロー会」 
高橋聰子氏 

（備考）上記の対象者の他、大牟田市では、同市の認知症ライフサポート研究会の代表

であり、「グループホームふぁみりえ」施設長の大谷るみ子氏にもインタビューに協力

いただいた。また富士宮市では、当事者の佐野光孝氏も佐野明美氏のインタビューに同

席し協力いただいた。この両氏の回答主旨は、他の対象者のいずれかの回答内容とおお

むね重なるものであった。そのため 3 地域の対象者属性の整合性を考慮し、両氏へのイ

ンタビューは参考意見とした上で、今回の結果解析に直接は含めなかった。なお、世田

谷区行政担当者の面接で使用したインタビューガイド試行版には「地域ぐるみの支え」

の設問は含まれていなかったため、後日メールでの追加回答を得た。 
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インタビューガイド 

「認知症になっても安心して暮らせる町づくり」に向けた取組みに関連して、次の 10
のテーマについてお訊きします。 
一般論ではなく、それぞれのお立場から見た地域の実情に照らして、お答えください。 
 

1. 早い段階での気づき 
 
認知症への取組みでは、症状が重くなってからではなく、早い段階で問題に気づき、

支援を開始することが重要と言われています。ご本人やご家族あるいは近隣の人々

が認知症の可能性に気づき、受診や相談につなげる上で： 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 

 
2. 日々の暮らしの中での困難＊の見極め 

 
認知症の人への支援を開始するためには、日々の暮らしの中でどのような困難が現

在あるか、あるいはこれから予想されるかを、できるだけ正確に見極めなければな

りません。日々の暮らしの中での困難を適切にタイミングよく見極める上で： 
 
*日々の暮らしの中での困難とは、衣服の着替え、入浴・歯磨きなどの清潔保持、食事、歩

行、意思伝達など、日常生活に必要なことが、以前のようにはできなくなることです。 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 

 
 

3. ケアや支援の内容についての説明と相談 
 
認知症であることがあきらかとなった早い段階で、ご本人やご家族が理解できるよ

うに、誰がどのようにケアや利用できる支援の内容を伝え相談に応じるのがよいか、

それによって早期支援や気持ちを支えることができるようになる上で： 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 
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4. かかりつけ医の役割 
 
認知症の診断やケアには、地域で診療されている「かかりつけ医」の果たす役割や

スキルアップがとても期待されています。「かかりつけ医」が認知症を的確に早期

診断し、適切なケアにつなげることができるようになる上で： 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 

 
5. かかりつけ医と専門医の連携 

 
「かかりつけ医」が診断に迷うケースや、どのタイプの認知症か（アルツハイマー

型、脳血管性、レビー小体型、前頭側頭型など）を正確に見分けるためには、認知

症専門医への紹介やコンサルテーションがしばしば必要です。地域の「かかりつけ

医」と認知症専門医がスムーズに連携する上で： 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 

 
 

6. 地域ぐるみの支え 

認知症の人や介護するご家族の暮らしを地域ぐるみで実際に支えていく上で： 

(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 

 
 

7. 医療・介護・地域の連携 
 
地域で暮らす認知症の人を支えるために、医療・介護・地域のそれぞれで関わる人々

の切れ目ない連携を実現する上で： 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 
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8. 行動・心理症状（BPSD）*への対応 
 
認知症の人が地域で暮らし続ける上で、また認知症の人の介護者にとって、最も大

きな問題となるのが行動・心理症状（BPSD）と言われています。最近は、対応を

いろいろ工夫することで問題を小さくする取組みがされるようになりました。この

BPSD に対処する上で： 
 
*BPSD とは、認知症の進行に伴って出現する、徘徊、攻撃的行為、排せつに伴う

不潔行為、不眠や昼夜逆転、物盗られ妄想、抑うつなどを指します。 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 

 

9. 終末期から看取りについて 
 
終末期から看取りにいたる中で、認知症の人に最期までより良いケアをする上で： 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 

 
 

10. 地域の認知症への取組み推進のために 
 
認知症への取組みを進める上で、ご自身が関わっておられる地域にとって、今後も

っとも整備が必要と思われることを 3 つ、挙げてください。 
 
（1） 
（2） 
（3） 
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【調査結果の説明】 
 
 以下、地域別、属性別に回答を抜粋要約した内容（末尾別表）に基づき、インタビュ

ー項目の順に沿って、結果の説明を述べる。 
 

１. 早い段階での気づき 
 

 認知症の早期発見・早期診断には、家族など周囲の者の気づきが大きな役割を果た

す。なぜならば当事者本人の自覚による相談・受診行動を期待しにくいためである。

したがって周囲の者の気づきを広く促すために、地域住民に対する認知症理解のた

めの知識の普及啓発がなによりも重要となる。3 つのモデル地域に共通するのは、

このような普及啓発の重要性が、行政的立場にとどまらず、地域住民のリーダー層

にも浸透していることである。また発見を支援・ケアへとつなげるために、住民リ

ーダー（自治会役員、民生委員など）と、社会福祉協議会や地域包括支援センター

など専門職との積極的な連携体制が各地域とも構築されている。 
 
・ 大牟田・行政 <1 番、やっぱり有効だと感じてるのは、啓発なんですよね。・・・地域

の住民の方に、頻回に認知症のお話をさせていただいたりするんですけど。そこで、
民生委員さんなら民生委員さんが、あの人実はそうかもしれないとかっていう普段の
関わりの中での気づきとかですね。家族の方がそうやって気づくきっかけを得るって
いうところが、1 番早い気づきっていう部分では、有効じゃないかと> 
 

・ 富士宮・地域包括 <本当に普及啓発がやっぱり大事なんだろうなっていうようには思
っています・・・社協さんと一緒に、その地域にそういう、たとえば認知症の理解だ
ったりっていうのをわかってもらうためには、地域の中で頑張ってくれている方とつ
ながりを一緒につけていくって形をやっていかないと> 
 

・ 富士宮・社協 <自分たち自身がどんなことができるのかっていうことを、専門職と、
それから地域の人と一緒に膝を交えて、検討し合うということが、今のところ成果が
あがってきて、次につながる見守り活動だとか、サロン活動にそういう人たちも同じ
住民として、認識してもらって、とらえてもらって、そこをバックアップしてもらう
ようなことにつながってきてる> 
 

・ 富士宮・自治会 ＜地域包括と社会福祉とうちの地域で、地域支援といわゆるケア会
議っていうのを毎月開くことにしたんですよ・・・底力を上げるっていうのは。やっ
ぱり我々がどんどん入ってって、一般の人たちを、教育していくしかないなと> 
 

・ 大牟田・自治会 <私どもは、素人でありながら、気軽に相談を受けられるような、私
たちは、それを受けて、専門分野につないでいくっていうようなことを強くしようと。
それが地域力を強めることじゃないだろうかっていうふうに思ったわけです> 
 

・ 玉川・社協 ＜なかなか当人のところから出てくることっていうのは少ないなという
形で・・・ケースに入ってるボランティアの方から、たとえば、物忘れが最近激しく
なってるとか、ちょっとひどくなってるというようなことが聞かれることもあったり
するので。やはり、周囲からの気づきっていうのが、大きなテーマになるのかなとい
うところ・・・そういった意味では、当人というよりも、周囲の、地域の住民の方々
への啓発っていうのが、たぶん重要になってくるんだろうなと> 
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・ 玉川・自治会 ＜あんすこ（あんしんすこやかセンター(地域包括支援センター)）さん
で認知症の勉強会をよく開いていただいていますけど。地域のみんなが当たり前にわ
かっていただければいいことですし。受け入れていただければいいかなと思いま
す・・・ここ 10 年ぐらいの間に、地域の方も認知症に関して、すごくやわらかい感じ
で受け入れてらっしゃるなと。・・・だから、やっぱり啓発活動っていうのを絶えず絶
えずやってくことかなっていうふうには思うんですけれど> 

 
 地域の福祉やボランティア活動として行われるサロンやサークル活動など、高齢者

が集まるさまざまな機会の中での気づきも、認知症の早期発見・早期診断からケア

につながる重要なルートである。それが有効となるために、3 つのモデル地域とも、

地域包括などの専門職が、上手につないでもらう連携関係を築いている。 
 
・ 大牟田・社協 <サロンというのがあるんですが、サロンに認知症のコーディネーター

がいて、・・・この方はちょっと認知症が進んでいるかなという方には、介護予防・
相談センターとかいうのもありますので、ちょっと訪問してもらうとか、「こういう
のがあるけど、受けてみない？」とか> 
 

・ 玉川・地域包括 <ふれあいルームのようなところに出てこられている方については、
やはり日々、目をかけてくださってる方がいらっしゃるので、そこで、「あれ？ちょっ
とおかしいな」っていう情報は、とてもタイムリーに入ってくるんですね> 
 

・ 富士宮・社協 <小地域で、展開しているサロン活動。地域寄り合い処という活動なん
ですが。そういう活動の中に、定期的に専門職の方に来ていただいて、直接、参加者
と対話をする中で、困ってるニーズなんかを、また投げかけていただいたりとか。そ
こをまた早期に、包括支援センターやブランチの地域型支援センターにつなぐ> 
 

・ 玉川・社協 <社会福祉協議会としては、地域のグループ活動の支援。サロン活動とい
うか、ミニデイという活動をやってますので・・・スタッフの方々に啓発。やっぱり
単にグループ活動の中でも、見守り的な機能を持ってもらうというところで、進めら
れたらいいのかなと考えてます> 
 

・ 玉川・自治会 <町会と婦人会で、サロン的なことをしてるんですね。歌の会とか、体
操とか・・・そういうとこいらして、帰る道がわからなくなるんですね。それが、一
番最初の気づきですね・・・ご自分も認知症とは思ってらっしゃらないので、上手に
あんすこさんとつなげながら、給食一緒に行ってみましょうかとか、会食行きましょ
うかとかする。そういう形でつなげて＞ 
 

 十分に優れた効率性をもって早期発見・早期診断を可能とする「ゴールドスタンダ

ード」になるような単一の手法はないようである。そのため複数の手法を組み合わ

せることで、発見・診断効率の向上が目指されている。実際的には、「高齢者を対

象とした住民検診や物忘れ相談」と「自記式チェックリストによる悉皆調査と訪問

によるフォロー」である。しかしながら、どちらの手法も一定の有効性はあるもの

の、限界もかかえている。 
 
○ 行政主導による、地域に在住する一定年齢の高齢者全体を対象とした「住民検

診」の受診率は 3～4 割程度にとどまり、受診率の限界が大きい。また認知症

の早期診断を目的として直接かかげたような検診では、受診に対する心理的抵

抗感をさらに強めてしまいがちである。検診の結果、要受診となった段階で、

受診を拒否されてしまうこともある。 
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○ 住民検診を補うものとして、自記式チェックリストの配布による悉皆調査と、

回答結果による要フォロー者と未回答者を対象とした、地域包括等の訪問フォ

ローが有効である。要フォロー者への訪問が認知症の発見につながることがあ

る。しかしながら、チェックリストの回答率も 6～7 割にとどまる。また訪問

フォローのコンプライアンスにも難があり、拒否者が少なくない。 
 

 早期発見・早期診断のためのアプローチ手法は、3 つのモデル地域で異なり、実情

に応じてそれぞれ工夫がなされている。 
 
○ 富士宮市は、数多くの認知症サポーターを養成することで、広範な市民参加を

強力に推進し、各地区での見守りネットワークや、住民参加の小地域ケア会議

での気づきに重点を置いている。 
 

○ 大牟田市は、検診受診率向上をはかるため、「もの忘れ予防・相談検診」とし

て、予防をうたった相談・検診とすることで、心理的抵抗感を和らげる工夫を

行い、また日常生活圏域ニーズ調査を組み合わせている。 
 

○ 世田谷区は、検診による把握は取りやめ、地元医師の協力による「もの忘れ相

談会」と、二次予防事業対象者把握を郵送自記式調査に切り替えている。 
 

・ 大牟田・行政 <もの忘れ検診とかもしてはいるんですけど、実は検診は、来ていただ
く方って、全体の高齢者人口にしてみれば、そこまで多くないんですよ.> 
 

・ 大牟田・地域包括 <（検診を）開催して、来てくださいっていっても、やっぱり来な
い人は来ないんですよね。なので、検診とは別に普段の包括としての業務の中で有効
なのは、日常生活圏域ニーズ調査って、市役所のほうでやってる・・・その中で心配
がありそうだという方のお宅に訪問して、・・・ちょっと怪しいなというか、心配だな
という方が、ちょこちょこと発見されるというのがあるので。これも早期発見という
意味では、たしかに有効な手段なのかなというふうには思ってます> 
 

・ 玉川・行政 <もの忘れチェック相談会というのを去年から始めているんですけど・・・
地域の病院の先生にご協力いただいて個別相談会をやってるんです・・・4 割近くが「心
配だ」という所見があって・・・さらに、その内の大体 6～7 割ぐらいが有所見で返っ
てきたんです。私たちもびっくりして> 
 

・ 玉川・行政 <検診はどうしても受診率が 3～4 割だったんです。郵送調査で、3 年に 1
回でいいと国が言っているので、3 歳刻みで郵送調査をお送りしているんですけど、回
答率、去年 7 割ぐらい。今年も 6 割ぐらい> 
 

・ 玉川・行政 <（二次予防事業対象者把握を）郵送調査方式に変えたんです。それまで
検診で把握していたものを・・・それで未回答の方とか、回答の中で心配な方を、包
括のほうで全戸訪問するというようなことをやっていて・・・早期の認知症の症状が
出てきているような感じの人は、あんしんすこやかセンターのほうで、医療とかのお
勧めをしたり、相談を受けることもしているので、これは有効かな> 
 

・ 玉川・地域包括 ＜71 歳で未回答みたいな人は、働いてる人もまだ多いんですね。あ
とは、会えない人。拒否。そこで把握するっていうのは、なかなか難しいです。会え



 
 

ない方が、多いですね。電話でも断られる。「元気だから、来ないでいいです」とか
っていうのは多いです＞ 

 
 「かかりつけ医」が、診察場面で初期段階の認知症を見抜くことは、本人から申し

出ることが乏しいために、限界がある。それを補うためには、受付窓口や薬局など

で様子がおかしいことに気づかれたり、家族やヘルパー、ケアマネジャーなどから

寄せられる情報を、「かかりつけ医」が適切にキャッチすることである。 
 
・ 富士宮・かかりつけ医 <一人で来たときは、あんまりはっきりしたものが診られない

ことが多いんです・・・家族につき添われてみえたときは、大体家族の人が言う> 
 

・ 玉川・行政 <かかりつけ医はいるんです、みんな。血圧診てもらってたりしてるんで
すけど、自分のもの忘れは 1 回も相談してないんです> 
 

・ 玉川・行政 <薬剤師さんたちが気がついて先生に電話してくれてるんです。「おかし
いですよ」って。先生もいろいろそれで情報もらって、「これはまずい」ってなると・・・
先生が包括に連絡くれて「ちょっと最近変みたいだから、様子見てくれない？」って
いうようなことが、最近ぽちぽち出てきて> 
 

・ 玉川・かかりつけ医 ＜どんだけその先生に「ちょっと気になるんですけど」ってい
うのを言いやすい環境を医師がつくれているかっていうのが、大きいかなと思います> 
 

 早期発見・早期診断のためのさまざまな対策を行ったとしても、地域にも溶け込ん

でいない拒否的な単身者や、家族が抱え込んでいるようなケースでは、早期からの

介入はきわめて困難となることが避けられない。実際にケアにつながるまで年単位

で長期間かかることがあるが、関係が切れないように地域と協力して見守りや声か

けを続けることがポイントとなる。この認識も 3 つのモデル地域で共通している。 
 
・ 富士宮・社協 <制度やサービスにつながらない人たちっていうのは、当然いますので。

そういった人たちへの、継続的な働きかけをしてく上で、専門職だけの働きかけだけ
では、なかなかそこがクリアになってかないということで。その中間に、民生委員だ
とか、見守り活動をやってるボランティアさんだとか。あるいは、地区社協の推進委
員の皆さんだとか、そういうところが重なり合って、ようやく 1 年半とか 2 年経って、
高齢の方たちの集まる集いに参加できたとか、寄り合い処に参加できたとか>  
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <行政なら行政、ケアマネならケアマネで、特定の人が繰り返
し繰り返し、顔なじみの関係つくっていくっていうようなことが、うまくいってるよ
うな部分もありますし。大牟田の包括のほうで、ずっとかよっていただいてるうちに、
なんかいつの間にかつながったという方法もありますし> 
 

・ 玉川・地域包括 <地域の方も、いろんな網の目を使ってるっていうことだったんです
が。そこに入らない人たちというのは、たくさんやっぱりいるんですね。地域との関
わりもお嫌だったりとか、そういう活動にも入ってこないという方も、たくさんいる
ので。そういう方で、ちょっとおかしいなって思っても、家族・ご本人が閉じてしま
ってると、やはりなかなか入れないっていうおうちは、あります。初期の段階では、
入りにくくて、結局、ご家族が対応できなくなってからの相談になるですとか> 
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２. 日々の暮らしの中での困難の見極め 
 

 日々の生活の中での困難のアセスメントに関しては、各モデル地域とも、地域包括

支援センター（及び富士宮市ではブランチの地域支援型センター）が中心的役割を

担い、ケアマネジャーのサポートもしている。また、いろいろなルート、医療機関、

民生委員、ケアマネジャーなどから地域包括へとつながるシステムが円滑に機能し

ている。なお、大牟田市では「認知症コーディネーター」、世田谷区では「認知症

専門相談員」を、各地域包括のスタッフの一人として配属している。 
 
・ 富士宮・地域包括 <ケアマネさんが、こういう人がいてっていうのは、包括のほうに

聞いていただく中で、「じゃあ、もう次の段階はこういうことが考えられるよね」なん
て話も、ちょっと一緒にさせていただきながら。次どうしていこうかなっていう形で
きたので> 

 
・ 大牟田・地域包括 ＜ていねいなアセスメントをおこなっていって、いろんな方から

の情報収集をやっていくという形が、一番有効だというふうには思って。もうそれし
か方法はないのかなというふうに思っているんですけれども> 

 
・ 大牟田・地域包括 <地域包括支援センターにもコーディネーター研修の修了生もいま

すし。とにかく包括支援センターにつながると、うまく乗っていくんですけど> 
 

・ 玉川・地域包括  <こちらにつながって、来ていただけるような仕組みが、今、民生
委員さんだったりとかというところでもつながって。そこをもう少し広く啓発、あん
しんすこやかセンターにつないでいくというとこと。ここでつながれば、状況によっ
て、ケアマネジャーさんにつないだりとか、何かしらのことところでつないでいける
かなっていうところなので> 
 

・ 玉川・地域包括 <包括の職員の中に 1 人、認知症専門相談員という看板掲げる職員さ
んを 1 人設けてもらってますけど、彼らに研修をちょっとやって、みんなでこれは職
員さんにも伝えてもらって、日常業務の中で、「できてる、疑わしい、ほとんどできて
ない」とか当たりを付けると、生活の障害がどのぐらい重いとか軽いとか、何ができ
てる、できてないというのが大体分かってくるので＞ 
 

・ 玉川・行政 <1 つ作っていただいたアセスメントツールは共通の仕様で健康問題とか、
生活障害、社会性とかいろんな項目立てに整理されていて、かかわりの初期とその後
の経過を見られる 1 つの指標で、これは皆さん活用されて> 
 
 

３. ケアや支援の内容についての説明と相談 
 

 家族にとっても専門職にとっても、中心的役割を果たしているのは地域包括支援セ

ンターとケアマネジャーであり、各地域とも、両者のスムーズな連携を進めている。

比較的シンプルなケースでは、地域包括は初期相談対応のみで手が離れ、ケアマネ

ジャーが、その後はキーパーソンとなる。複雑なケースでは地域包括とケアマネジ

ャーが協力してケアを行う。虐待など複雑困難なケースではさらに行政の保健師な

どの援助も必要となる。ただし、地域包括に負担が集中しすぎる懸念は、どのモデ

ル地域にもあり、ケアマネジャーとの役割分担と、地域包括を行政、医療、地域が

支える仕組みが欠かせない。 
 



 
 

・ 富士宮・家族 <認知症になったら、自分で抱え込まないで、包括に行こうって。そん
だけの知識でいいから、知ってると違うのかなって> 
 

・ 富士宮・かかりつけ医 <ケアマネジャーが、どこまでやってくれるかという。・・・
ケアマネジャーもご存知のように、いろんな方がいらっしゃるんで。その中で、いい
ケアマネジャーを選んで、どうしてもそういう人たちに頼ってしまうんですよね。・・・
何かあったら、包括ということは、言ってるんですけど。見てると、最近の包括の人
たちは、大変ですね。だから、そんなに全部はでききれないというところがあって。
特別な、難しい人に関しては、本当にやってもらえるんですけど。やさしい人は、そ
んなに包括んところに、必要ないというか、行かないですけどね。難しい人が、やっ
ぱり包括行ってもらって> 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 ＜そこら辺のコーディネートは、ケアマネと包括だと思いま
す。・・・医者はそういう説明をする時間は、もうないです、基本的に。だから、そう
いった方が、やっていただいているのかなと現実に思います＞ 
 

・ 玉川・かかりつけ医 <地域の包括支援センターだというふうに、あんしんすこやかセ
ンターというふうに思っています。ただそれが、・・・ほんとにそれを明確にして、周
知して、共有してというレベルまでいってるかというと、まだ、もう一歩かなという
のが印象です・・・あんすこっていう部分の中に、他職種がもう少し取り組まれてい
くというか、そこはあくまでもプラットホームみたいな形であって、そこに僕らもき
っと、もうちょっと出入りしながら地域を見るような形のがいいのかなという。それ
が、たぶん地域包括ケアという意味合いの一つでもあると思うんですけど> 
 

・ 玉川・地域包括 <一般のケースは、認知症の方で、要介護になられて引き継いだら、
そのあと、そんなに関わるってことは、時々、ご家族が何かの申請で来られたときに、
近況報告ぐらいで終わってしまうのがほとんどです。・・・虐待のケースだったりと
か、そういう困難ケースで、ケアマネさんを主体にして、こちらが後方支援で会議に
出るとかのところで関わるとか。身寄りがなくて、後見人につながらなきゃいけない
っていうところで間に入るとか・・・虐待ケースだったりしたら、区のほうと方針を
一緒にして動いていきます。身寄りのない方の後見なんかも区と動きますし、難しい
ケースっていうのは、こちらで抱えないほうがいいかなって思っていますので。そこ
は、一緒に動くというスタンスでやらせていただいています> 
 
 

４. かかりつけ医の役割 
 

 かかりつけ医に求められる大きな役割は、地域包括支援センターなどに「つなぐ」

ことと、診断と治療内容が決まれば、あとは日常生活能力の変化を見ることである。

各モデル地域において、かかりつけ医から地域包括（及びブランチ）につながる例

は確実に増えつつある。ただし開業医よりも大病院の外来通院者がむしろ抜け落ち

てしまうことがある。 
 
・ 富士宮・家族 <私たちは先生を信じるので、先生が、認知症になったら、こういうふ

うにしなさいとか、こんな医療あるとか。そういうアドバイスを、先生がしっかり覚
えててしてくれると助かります。やっぱ病気になると、私たち病気のこと全然わかん
ないので、先生が頼りなので> 
 

・ 玉川・家族 <サービスがどういったものがあるのかとか、役所からとか介護保険のつ
なぎとか、介護サービスをこういったものがあるという資料を、かかりつけ医の先生
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に置いといてくだされば、こういうものがありますよっていうふうに。資料提供をし
てくださると、嬉しいのかなとか、あとは、地域包括に行ってくださいとか、そうい
うふうに言ってくださるとか> 

 
・ 大牟田・行政 <つながるっていうことがとても重要で、その先生がいくらいろんな知

識を用いたとしても、つながらないと見えないし、先生だけで支えられるものではな
いので。在宅のサービスの支援者とか、私たちとうまくつながるっていうところでは、
やっぱり私たちに期待するのは、つながるかどうか。ちゃんとコミュニケーションが
取れるかどうか> 
 

・ 玉川・地域包括 <つないではほしいですね、やっぱり。「介護保険を申請してきたほ
うがいいよ」とかって、声かけてはいただきたいですね。そういったふうに声かけて
きていただきましたっていう人も、増えてはいる気がしますが。・・・少し大きい病
院で、外来で行っている方が抜けちゃうかなっていう感じがします。開業医の先生よ
りは> 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <一番のポイントは、かかりつけの先生は、診断能力というよ
りも、生活を見る能力を、どうお伝えしていくかっていうことになると思います。ど
ういうふうにしてその人の生活を見ていくのか、危険を察知していくのかっていうこ
とを、やっぱり見極めるっていうところを、どうにか広めていければなとは思ってま
す・・・生活場面の能力を評価してほしいですし、診断がついてしまえば、あとはそ
の生活場面で起こっていることを、ずっと確認していってるだけですから。外来でも> 

 
 かかりつけ医のスキルアップのためには、研修会と多職種による事例検討会を重ね

ることが共通して強調されている。知識だけでなく、コミュニケーション能力も求

められる。また専門医からのフィードバックも技能向上につながる。 
 
・ 富士宮・かかりつけ医 <勉強会が一番。症例検討会、また勉強会。それから、あとは

地域の介護施設のスタッフとか、そういう人たちの集まりにどんどん出てって、みん
な、いろんな話をして、質問してもらって> 

 
・ 大牟田・かかりつけ医 <（かかりつけ医を対象とした）講演会、学習会でしょうか。・・・

繰り返しやっていくっていうのが、有効じゃないかなと思います。・・・診療情報提
供書のやり取り、患者さんのやり取りが、かかりつけの先生を変えると思います。今
度、（認知症疾患）医療センターっていう、相談できるところが逆にできたですから、
そことの患者さんのやり取りの中で、新しい病気を知ったり、新しい治療法を知った
りすることができます。とにかく学習講演活動と、患者さんのやり取り、診療情報提
供書の充実に尽きる> 

 
・ 玉川・かかりつけ医 <かかりつけ医の役割としては、どんだけ聞き出せるかなんです

ね・・・コミュニケーションのスキルというものが要求されると思うんです。認知症、
認知症のご家族との場合には・・・身につけるためのなんらかの方法があって。実際
にうまいコミュニケーションしている先生のを見るっていうのは一つかもしれないで
すし、シナリオをもとに、自分たちでロールプレイみたいに、ちょっとやり方を工夫
しないといけないだろうと思いますけど> 

 
・ 玉川・かかりつけ医 <有効なのは、やっぱし個々のケースでの多職種の事例検討は有

用だと思いますね> 
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５. かかりつけ医と専門医の連携 
 

 かかりつけ医と専門医のスムーズな連携をはかるための連携パスは有用である。た

だし交通網が発達し、周辺に大病院の多い都市部では、アクセスの利便性が優先さ

れ、連携パスはかならずしも十分に機能しない面もある。また、専門医への受診は、

地域包括やコーディネーターが介入し仲介している場合も少なくない。 
 

・ 玉川・行政 <医師会さんの方が先行して病診連携パスを作ってやってくださってるの
で、地域の先生が、自分の知ってる病院に紹介状で出してるケースもいっぱいありま
すけど、パスの仕組みを使おうという場合には、区内に 8 か所、連携病院として決ま
っているところがあるので、そちらの方に指定書式で連携室とかを通じて「精密検査
をお願いします」みたいなことやってらっしゃいます。それぞれ診断がついた後
で、・・・結果みたいなのがちゃんと返って来るという仕組みはもちろんあります> 
 

・ 玉川・行政 <問題は行かない人ですね・・・1 回は行ったけど、っていう人はいます
ね。その後、かかりつけ医も中断しちゃうっていう人はいましたね> 
 

・ 玉川・かかりつけ医 <クリティカルパスを使うことで、期待したほどの数がこなせて
ないっていう部分はあるんですが。実際に使ったケースに関しては、やっぱし診断を
きちんとやっていただいて、それをどこまで病院がフォローするか、あるいはこっち
でフォローするかっていうのは、一部の先生とはできてると思います。ただ、その先
生たちの考え方が、みんな一緒ではないので、その辺でこっちも使いわけるっていう
ふうな、そういうのがうまくやれる先生と、どうしてもやっていきがちにはなるんで
すけど> 
 

・ 玉川・かかりつけ医 <内科医としてやってきたこともあって、多少のものはこっちで
みて、手に負えないものであったり、迷うケースはやっぱし相談するっていうのが、
一般的なやり方です。ただ、どうしても画像診断っていうところが入ってくるので、
それはどっかのタイミングでやらなくてはいけないと。それを、こういったパスを使
って画像診断をやるのか、最近は都市部では、画像だけやってくれるクリニックって
いうのがあるので、そこを利用するのかっていうのは、患者さんと相談して、「どっち
でもいいよ。でもどっちがいい？」って言うと、簡単、簡便なほうを選ぶことが多い
ですね> 
 

・ 玉川・地域包括 <先生の意識の差はあるかなっていうのはありますけれども。以前よ
りは診断してきて、また戻ってきて、そこでお薬を出してっていうことで、見ていた
だいているっていうケースが、以前よりは増えている気がしますね・・・こちらで本
当に、大変な方ですとかは、松沢病院さんとかのほうに予約して、こちらのほうでご
連絡してみたいな方もおりますし。先生のほうで、うまくつないでもらってうまくい
くケースもあれば、なかなかそこがっていうのは> 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <かかりつけの先生と専門医の連携についていえば、包括の人
たちと認知症コーディネーターの存在というのは、大きいのかなと思います。なかな
か医師自身が紹介するっていうのは、いまだに少ない気がします> 
 

・ 大牟田・地域包括 <認知症で困ったら、どこどこの専門医に紹介して、そこで検査し
て、診断を受けて、薬出してもらって、指示を仰いで、それを実施して、サービスに
つなげていけばというのが、成功体験を実感していただいて。そのあと活きてくると
いうのが、実感としてはあるのかなと思いますね> 
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６. 地域ぐるみの支え 
 

 認知症の人や介護する家族の暮らしを地域ぐるみで実際に支えていく上で、各モデ

ル地域でそれぞれ特色のある方策が行われている。 
 
○ 富士宮市で特筆すべきことは、行政主導のもとで、地域住民、地元各業界・団

体、学校生徒などを対象として、数多く（約 1 万人）の認知症サポーターを養

成してきたことである。またサポーター養成にあたっては、受講者が、実際に

地域で暮らす認知症の人の支え手となれるような行動変容を起こすことを主

眼に置いている。 
 

○ 大牟田市で特筆すべきことは、子どもから大人まで多くの市民（約 2 千人）が

参加する年 1 回の徘徊模擬訓練である。行事のために、各地域で実行委員会を

立ち上げ、住民、専門職、行政が協働して訓練課題の検討をすることや、事前

に認知症の勉強会を義務付けていることが、地域ぐるみの支えを育む上で大き

な効果をもたらしている。ただし行事のための行事とならにように、いかに地

域の課題に見合ったものにするかの努力が求められる。 
 

○ 世田谷区玉川は、もともと自分たちの地域のためにという意識が強い風土があ

り、自分達のことは自分達で考えて行こうという姿勢が強い。また地元の玉川

医師会が、認知症に関して意識が高く、積極的に活動している。しかしながら、

そのような地域であっても、大都市ならではの問題として、「地域ぐるみ」と

なれる方策が見出しにくく模索されている。 
 

○ 普及啓発や行事に、青少年世代を取り込むことが、長期的に見て最終的には地

域ぐるみの支えの大きな力となることが期待されている。 
 

・ 富士宮・行政 <住民に伝えるべきことは、病気の話ではなくて、認知症の人が地域で
何に困っているのかということを、伝えなきゃならないわけで・・・地域で困ってい
ることをしっかり分析して、それをしっかり住民に伝えて、住民ができることをワー
キングする。それを、サポーター養成講座としようというふうに位置づけて、住民に
行動変容が起きるようなサポーター養成講座を、商店街だとか、ドラッグストアだと
か、消防団とか、そういったところで展開していったっていうことですよね> 
 

・ 富士宮・社協 <実は自分たちの地域の中で、こんなことが起きてるっていう話をたく
さん出してったんですよ。その中で、地域の人たちから、自分たちも頑張るけど、じ
ゃあ、行政や関係機関は、どう自分たちをサポートしてくれるんだと・・・やっぱり
実例を発しないと、なんか客観的な、どこかにある事例を投げかけても、なかなか理
解を示してくれないんですよね。実際にやっぱり起きている事例をあげてくっていう
ことが、すごく効果があるんじゃないかなっていうふうには思います> 
 

・ 大牟田 行政 <それが、徘徊模擬訓練なんだと思います。地域によっては、商店とか、
交番とか、いろいろなところを巻き込みながらやってるんですけど。それに参加する
ことで、本当に意識ががらっと変わって、本当にそこは、有効だなと思いますね・・・
日常生活圏域の中で、実行委員会をつくるんです。地域の役員さんとか、そこに認知
症コーディネーターの修了生とか、事業所とか入って。もちろん、行政職員も入りま
すし、地域包括支援センターの職員も入ります。その中に実行委員会をつくって、一
つのルールとして、事前の勉強会をしましょうと。認知症に対する対応の仕方とか、
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声掛けの仕方とかっていう勉強会をするってのは、一応、事前準備の一つとして項目
があるので、必ず 1 回はするんですね> 
 

・ 大牟田・自治会 <いろんな訓練もやりますけれども、これは地域のやはり課題に合っ
た訓練でなければ生きてこないというふうに思います。こうあるべきだということを
並べても、これは自分の地域にそぐわないことであったとすれば、それは住民のため
には、あまりなってない> 
 

・ 玉川・社協 <都会で人口も多い、世代も多世代に渡る中で、現実的に、これをやって
けばいいんだっていう方策っていうのは、何やるにしても、見えてないっていうのが、
正直なところ＞ 
 

・ 玉川・かかりつけ医 <最初、従来やってたトップダウンの形で、何かを決めて、それ
をみんなに普及させていくっていうような手法をイメージしていたんですが、難しい。
それはどこがトップになろうと難しい。なので、逆にもうボトムアップでいいんじゃ
ないか。・・・全部が一緒にじゃなくて、できるとこ、たとえば、もう、奥沢のあんす
こと、うちとでやって、そこがケア会議にせよ、形ができてきたと。それ真似してや
ってみようっていうのが、できてきたって。そういうボトムアップで、どんどん普及
していくほうが、手法としてはいいかもね、というような現状に、今は達しています> 
 

・ 大牟田・家族 <今は間に合わないかもしれないけれど・・・若い人たちを取りこまな
いと、本当の家族の年代っていうのは、来る時間もないし、きっかけもないんじゃな
いか・・・やっぱり学校教育じゃないかなと思うんですよ、最終的には> 
 
 

７. 医療・介護・地域の連携 
 

 医療・介護・地域の連携に関しては、各モデル地域とも個別の連携は行われている

が、機関連携という点では、3 地域でそれぞれ特色がある。 
 

○ 富士宮市では「地域ケア会議」として、社協、地区社協、地域包括、行政とで

定例会議がもたれており、全体協議のほか、個別ケースについての話し合いも

行われている。しかしながら医療の参画はまだ少ない。 
 

○ 大牟田市では、医療・介護・地域の連携が、さまざまな場面で実現している。

ことに、多くの関係者が協働する「徘徊模擬訓練」、複数の認知症の専門医や

認知症疾患医療センターの医師と認知症コーディネーター（介護・看護職）、

行政担当者からなる「地域認知症サポートチーム」、地域密着型サービスに併

設し、地域に開放する「地域交流施設」が果たしている役割が大きい。それら

のすべてで、2 年間の研修を修了した認知症コーディネーター（修了生も含む）

が支えとなっている。 
 

○ 世田谷区玉川地域では、地域包括と地域の個別の連携は進んでいる。また医師

会主導による連携会ももたれているが、地域の参画は少ない。 
 

○ 医療・介護・地域の連携は、専門職によるケアの観点からだけでなく、当事者

の生きがいにつながる社会参加の実現においても力を発揮する。 
 
・ 富士宮 社協 <一般住民の人たちを交えた地域ケア会議もやってるんですが、行政と
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地域包括支援センターと、そのブランチのワーカー、私たち社会福祉協議会、地区社
協。そういうメンバーで、定期的に連携会議を 3 年ぐらいやってまして> 

 
・ 大牟田・行政 ＜地域の人が、介護とか、医療のことを認めるのっていうのは、やっ

ぱり自分たちの地域のためにどんだけしてくれるのかっていう、そこがないと認めな
いんですよ・・・なので、（徘徊模擬訓練の）実行委員会の中で協働作業するというの
が、この 3 者が連携するという意味では、有効な取組み＞ 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <何かの行事を立ち上げて、そこで協働作業をするっていうの
は、すごくいいなと思います・・・そのときが、本当にお互いに連携できるなという
ふうに思いました> 
 

・ 大牟田・地域包括 <地域包括支援センターの職員とかが集まって、大体定例で事例を
もとにカンファレンスをやって、いろんな立場からの助言とかをして、援助方針とか
を一緒に考えていくというのをやってる・・・関わってる事例に登場してる方たちに、
一堂に集まっていただいて・・・そのために、定例カンファとかを活用していただく
と、一番手っ取り早くいくのかなと思います> 
 

・ 大牟田・社協 ＜介護、養護、グループホームと、小規模多機能には、地域交流施設
を併設してくださいって義務づけてますよね。そこが結構、会議の場になったりとか
します＞ 
 

・ 大牟田・地域包括 <認知症コーディネーターというのが、たしかに連携という意味で
はすごく大きいなというふうに思ってます・・・ほとんどの方が、連携しなきゃとい
う意識は持ってらっしゃるんですよ。ただ、その仕方がわからないとか・・・そうい
ったときにコーディネーターとつながってれば、うまくいくという場合もあります> 
 

・ 玉川・地域包括 ＜玉川医師会の主催で年に 2 回ぐらい、連携会っていうのをやって
いるんですけれども。そこでも、ちょっと地域ケア会議っていうことで・・・医師会
と歯科医師会と薬剤師会と、あとは訪問看護とケアマネジャーとっていうような会
を・・・会議体での連携っていう形でやってる＞ 
 

・ 富士宮・家族 <病気になって、仕事辞めちゃったけど。病気になっても、生きがいの
ために、自分のできることをやるっていうのが、「働いてたときと同じように、生きが
いになる」って言ってましたけどね。達成感みたいのがあるみたいです> 

 
 

８. 行動・心理症状（BPSD）への対応 
 

 BPSD への対応は、「家族のケアの改善」「地域の見守り」「精神科入院を含む医療

対応」の 3 点であり、3 つのモデル地域のいずれでも、このすべてのアプローチが

必要とされている。 
 
○ 医師を含めた多職種カンファレンスが BPSD の対応には有効である。 

 
○ 第一には、ケアの問題である。家族に疾患の説明と病状の理解を促すことがポ

イントであり、それだけで BPSD が解決することも多い。またたとえば本人が

怒る原因を探したり、対応の工夫をすることがきわめて有効である。デイサー

ビスやショートステイの利用が解決につながることもある。 
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○ 近隣住民に対しても同様で、病気の症状として理解を得てもらうことが有効で

あり、地域での見守りにつながるが、これは地域住民だけでは困難であり専門

職の支えが必須である。 
 

○ 単身者や家族が拒否的（あるいはネグレクト）な場合の BPSD 対応には困難が

伴う。こういった場合には、地域包括、かかりつけ医、ケアマネジャーなどで

は対応が困難であり、行政による介入が必要とされる。 
 

○ 医療対応では、症状内容に合わせた投薬を必要とすることもある一方で、服用

薬の副作用として BPSD 症状を生じていることもかなり多い。とくに興奮作用

のある薬剤を中止することで症状の改善にいたることはまれではない。その他、

BPSD が身体的原因から生じている可能性にも留意しなければならない。 
 

○ 以上のような各種の工夫や対応を充実したとしても、ケースによっては、精神

科専門病院への入院を必要とするほどの BPSD が生じることは避けられない。

ことに興奮や暴力の問題は、介護や見守りで対応を続けることがきわめて困難

となりがちである。 
 

○ 精神科入院にいたったケースで重要なことは、退院前に地域スタッフをまじえ

てのカンファレンスを行うことである。そのためには、病院と地域のスタッフ

との連携がかかせない。 
 

○ BPSD と向き合っている家族のケアは重要である。しかし本人から目を離すこ

とができずに、相談や家族会に出向くこともままならない。家族を支えるシス

テムが必要である。 
 

・ 大牟田・行政 <仕組みとして有効だなって思うのは、カンファレンスなんですね・・・
事例を医師も含めて検討することで。もちろん、コーディネーターも入った中で検討
するんですけど・・・BPSD に対する評価と、それに対するアプローチ方法を検討でき
るので> 
 

・ 大牟田・地域包括 ＜コーディネーター養成研修で、2 年間じっくり学ばせていただい
たというのが、一番有効だったって思うんですけど・・・その行動に至ってる原因を
知ろうというふうなことにつながってるのかなというふうに思います> 
 

・ 富士宮・かかりつけ医 ＜BPSD の人たちを見たら・・・そのご本人の環境はどうなん
だっていうのは、やっぱり大きいと思います。これ、一番ですよね> 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 ＜家族が疾患の性質について知ることが、BPSD の予防にやっ
ぱり一番つながると思います。BPSD で、うちを受診される方が多いんですけれども、
疾患の性質について説明しただけで、結構な確率で、薬使わなくても、介護保険サー
ビスとかいろいろ言わなくてもおさまります＞ 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 ＜疾患の性質と、対応法について、きちんと家族なり、施設
職員さんなりを学習してもらうことが、実は一番の BPSD の防止法なのかなと思いま
す・・・事例の集積っていうのが、とっても BPSD の対応には有効なのかなと思いま
した> 
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・ 玉川・かかりつけ医 ＜薬物的なアプローチをするのは、まず医療としては主だと思
うんですが。それ以上に有効なのは、やっぱりご家族が、どれぐらいご本人の状況が
受け入れられているかどうかっていうところだと思うんです・・・家族の受け入れの
部分で大きく変わってくるので、家族自身へのアプローチは、大事にしてます＞ 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <（薬物の副作用での BPSD）多いですね。結構あると思いま
す。ですからそこは、開業の先生との連携ですね。信頼関係がどれだけ取れてるかに
よって、「先生、これやめてください」って言って、きちんと聞いてくれる先生とやっ
ぱり無理な先生がいらっしゃるんです> 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <ご家族に対して有効なのが、やっぱり家族会です。家族会に
行くことだけで、BPSD が落ち着くていうのは、多いでしょう・・・家族が落ち着くと、
患者さんも落ち着きます＞ 
 

・ 富士宮・自治会 ＜ケア会議で、その人を題材にみなで、地域で考えようと。この人
をもとに、地域が福祉のことに考えようとか、そういうふうにしていったんだけど・・・
そうすると、いろいろ意見出てくるんですよね> 
 

・ 富士宮・社協 ＜認知症の中のこういう症状であって、それがこういう行動で・・・
そこをていねいに情報発信してくっていう作業をしてかないと、なかなか地域の中で
は受け入れていただけない＞ 
 

・ 大牟田・社協 <認知症抱える家族を一人にしないということかな。いつでも相談でき
ますよっていうような、相談窓口を開けとかんと・・・地域住民だけじゃできない、
いろんな介護施設とか、構成員を入れてるんですね。町づくりが地域住民だけじゃ、
やっぱり駄目なんですね> 
 

・ 玉川・地域包括 <ケースバイケースで、医療的なところが入らないとどうしようもな
いっていうことで、入院につなげたりっていうケースもありましたし。その時々でや
っぱりお医者さんだったりとか、ケアの部分でなんとかとか、徘徊なんかは地域で、
取組みがあったり> 
 

・ 玉川・地域包括 ＜お一人だったり、拒否があったりっていう方については、やっぱ
り苦労というか、どうしてあげようもないっていうようなことが何年も続いてしまっ
たり・・・ご家族自身がもう抱え込んじゃったりっていうことで、大変だけど抱え込
んじゃったりっていうことで。ただ、それがやっぱり、そこから虐待につながっちゃ
ったりとかっていうことも、やっぱりありますので。とにかく関係をとぎらせない＞ 
 

・ 玉川・地域包括 ＜言われことを真に受けて、どんどん興奮させちゃうようなご家族
もいて、それはやっぱりケアの問題だなと思うんですけど。そうではなくて、本当に
興奮してしまってもう手がつけられないっていうか、突然もう怒り出したら暴力がと
かっていうと、やっぱり医療のところが> 
 

・ 富士宮・地域包括 ＜暴力的になってしまう方を、なんか今、うまくいった事例って
いうのがないので、やっぱり基本、今、入院してもらっているパターンが多いなって
思います＞ 
 

・ 大牟田・行政 <そういうことが起こったときには、包括支援センターに現状は相談が
来ていて・・・それから、そのサポートチームにいるドクターのところに行って、場
合によってはいったん入院> 
 



 
 

・ 玉川・地域包括 <退院前というか、1 か月ぐらいでカンファレンスがあって、そのと
きには声かけていただいて、ケアマネジャーだったりとか、関係者がいて・・・松沢
病院とかでは、大体カンファレンスが必ず> 
 

・ 玉川・自治会 <家族のケアっていうのも、本当に必要だなって・・・ずっと、見てあ
げようと思えば思うほど、どんどん大変になってくわけですから、進みますからね。
だから、家族のケアもとっても必要だなって思います> 
 

・ 玉川・家族 <一番は（家族の）気持ちを聞くっていうことで、聞いてもらうことで、
ずいぶん楽になる場合。解決できなくても、聞いてもらうことによって、気持ちが楽
になる。その本人が気づきができるんですよね＞ 

 

９. 終末期から看取りについて 
 

 終末期から看取りの段階で中心的役割を果たすのは、在宅医療と訪問看護であるが、

事実上、在宅医療は各地域で普及しつつある。ただし 3 つのモデル地域のいずれも、

行政として仕組みづくりに取り組んでいるところはまだなく、これからの課題であ

る。在宅医療を受けている場合でも、看取りの大多数は施設で行われており、自宅

での看取りは一部に限られている。 
 
○ 在宅での終末期は、自宅と施設（小規模多機能型居宅介護や介護老人保健施設）

を行き来する中で、家族の意向と介護力に応じて、いずれかで最期を迎えるこ

とになるが、そのための施設の受け入れ整備や、在宅医療との連携体制などが

今後の課題である。 
 

○ 最期をどこでどのように迎えるのかについては、家族の多くが心配しているこ

とであり、それに関して学習する機会がもたれる必要がある。また何よりも介

護を終えた家族の体験談が有益である。 
 

○ より良い最期とは、本人の尊厳が守られていることとともに、看取る家族の心

の平安につながるものでなくてはならない。食事が摂れなくなり、胃ろうや経

管栄養を行うか自然死かの選択を迫られる家族は、いずれを選ぶにせよ判断に

正解はなく、その判断を共感的にサポートされ、かかりつけ医や介護職員の説

明と寄り添いが必要となる。家族会でのサポートも有益である。 
 

○ 認知症は死に至る病であることや、そこにいたる想定されるプロセスを、診断

確定後の早い段階から医師が家族に伝えることが、よい最期を迎える上でのポ

イントのひとつともなる。 
 

○ 急性期の治療にあたる医療関係者も含めて、あえて医療を施さない看取りの医

療を学習する必要がある。 
 

○ 単身者や家族が非協力的な場合の看取りをどこで行うかの判断には、難しさが

ある。 
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・ 富士宮・行政 <訪問診療をやってくれていて。お願いすると来てくれるって先生が、
結構多いんですよね。そうした中で、グループホームなんかは、話しやすい先生に協
力をしてもらって、来て、看取りをやっているというケースがあるんですけども。行
政として、その仕組みとして、組み立てがまだできていない> 
 

・ 大牟田 行政 <在宅での看取りっていう部分では、小規模多機能を利用しながら・・・
訪問看護と連携しながら、看取りをするっていう事例が少しずつ出てきてるぐらいで。
仕組みとしては、なかなか、ここには今、タッチできていない> 
 

・ 玉川・行政 <在支診（在宅療養支援診療所）の先生たちで、お看取りやるときって、
（訪問看護）ステーションが絶対必須だと思っているので、ステーションで強化型の
在支診でお看取りの医療体制取っていただける所がベースにあって、看取れる体制を
作れるかどうかというのがすごく大きくて・・・お看取りができる医療体制がまだ十
分じゃないんです> 
 

・ 玉川・地域包括 <亡くなるときの状況ってどんな感じになったのかとかっていう、先
の見通しを心配される方は多いですし、OB の方が入ってくださってることで、・・・
その体験談を話していただいて、そういうふうな選択肢があるんだなっていうのを、
ご家族が聞いて、参考にしていただいてるっていうことがあるんですけど。家族会で
そういうことを話してくだされる方がいるので、そこは、ご家族の先の見通しを立て
るという上では、有効になってるかな> 
 

・ 玉川・地域包括 <自然と食べれなくなって亡くなっていくっていうこともあるし、胃
ろうになって食べられるように栄養が入っていくっていうところで、そういうふうに
なったときにどういうことが想定されるかって、したらどうなるか、しなかったらど
うなるかっていうところをよく聞いて、どっちが正解っていうことはないからってい
うことは、お話をよくして納得した上で、・・・納得してないのに書いてしまうと、や
はりあとあと後悔するからっていうことは、お話はするんですけれども> 
 

・ 玉川・かかりつけ医 <基本的に伴走ですね。もう横に寄り添って、・・・それは本当
に正解がないので、どっちの方向でも基本的に支えますよっていうスタンスで。ただ、
本当に迷って道がわからなくなったときに、医学的な見地からのアドバイスは、もち
ろんします＞ 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <認知症ってのは、死に至る疾患だっていうのは、やっぱりみ
んなに認識してもらうことが、その人のよい最期っていうのにつながるんやないかな
と思ってます・・・初診のときには、なかなか言えないけれども、2 回目、3 回目のと
きは死に至る病気であるっていうことを必ず説明しますし。あとは、介護職員さんた
ちも、死に至る病気だっていうことを少しずつ認識してきてるように思います。そう
いうところを、まず認識でき始めたっていうところが、よい最期っていうのを迎える
人が出てきたことに、つながってるのかな＞ 
 

・ 富士宮・地域包括 <本当にお一人暮らしだったりとか、家族がいても、本当に非協力
的なご家族を、この方の終末っていうのをどこでどう迎えればいいのかなっていうの
を、考えていかなきゃいけなさっていうのは、難しいなっていうのは、思うところで
した> 

 
 

１０. 地域の認知症への取組み推進のために 
 

 各モデル地域における今後の認知症への取組み推進に向けて、トップとなる課題 3
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つの回答を求めたところ、それぞれの回答者から「医療連携」「地域包括支援セン

ターの機能の充実」「認知症への理解を促す普及啓発」「権利擁護」「専門職のマン

パワー充実とスキル向上」「レスパイトを含む家族支援」「当事者の社会参加支援」

などが広く挙げられた。 
 
○ 医療連携は富士宮市と大牟田市で課題となっていた。ことに富士宮市では、医

師会との連携を一番の課題とする声が複数あり、認知症ケアを支える上での医

療基盤の充実が喫緊の問題であることがうかがわれる。大牟田市でも医療連携

の充実がなお必要とされている。 
 

○ ただし医師に求められているのは多職種協働ケアの一員としての積極参加と

コミュニケーションである。 
 
・ 富士宮・地域包括 <やっぱり、医療連携・・・本当に医師会との、今後、つながりだ

ったりっていうところが、一番にはなるのかなっていうところです> 
 

・ 富士宮・かかりつけ医 <地域の医師会の先生方が、協力っていうか、みんなで一緒に
やっていきましょうという地域の医師会の連携> 
 

・ 富士宮・自治会 <医療関係とか、そういったことの連携とか、そういう人たちの地域
の講演会みたいなところで、より知らしめる> 
 

・ 大牟田・行政 <もの忘れ相談医を今から増やしていくんですけど。そこと定期的に連
絡を、それこそ日常的なコミュニケーション> 
 

・ 大牟田・地域包括 <やっぱり先生と、かかりつけ医との連携> 
 
・ 富士宮・行政 <医療現場の医師がケアラーとして、フラットな関係で、一人の人の支

援をみんなで考えられるような。病院のワーカーも、薬剤師さんも含めて、フラット
な関係で議論をできるような環境整備> 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <1 番が、やっぱり医師を含めた医師主導じゃないカンファの
充実> 
 

○ 地域包括支援センターの充実も各地域で課題として挙げられているように、地

域包括は、今後とも医療・介護・地域の連携において、中心的役割を果たすこ

とが期待されている。地域包括がその機能を十分に発揮するためには、一方で

医療連携による支えが必須であるとともに、他方では、地域住民のリーダーと

の円滑な連携が欠かせない。したがって、地域活動の担い手を育て続けること

ができるかどうかが、将来の地域包括の機能に少なからぬ影響を及ぼすことに

つながる。 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <包括のやっぱり充実っていうのが、大切なのかなと> 
 

・ 玉川・かかりつけ医 <地域の包括支援センターをどう生かせるか。機能面でもだし、
マンパワーの面でも・・・単に仕事を投げかけるだけではなくて、そこが力を発揮で
きるようにつくっていけるかだと思いますね> 
 

・ 玉川・地域包括 <次世代の育成っていうか・・・40～50 代ぐらいからですかね・・・
地域の基盤を継続できる人材の発掘といいますか、今の頑張ってらっしゃる方が、た
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ぶんもう少しで引退したあとに、またそれが続けられるかなっていうところが、やっ
ぱり今からも少しずつ担い手を育てていかなきゃいけない時期> 
 
 

おわりに 
今回調査した 3 つのモデル地域のそれぞれで、認知症への取組みに対して、関係者の熱

意溢れる創意と工夫ならびに敬服すべき尽力が積み重ねられており、この 10 年間でいずれ

も大きな進展が得られている。しかしながら、医療基盤や社会基盤の個別実情による制約

からは、引き続きチャレンジしなければならない課題も浮き彫りにされているようである。 

各地域の実情の違いを越えて、明らかに 3 つのモデル地域に共通して強く意識されている

のは、第一に、地域住民に対する、さまざまな機会を利用しての継続的でたゆまぬ普及啓

発である。そして第二に、地域包括支援センターを要とする、医療、介護、地域、行政の

機能的連携の推進である。基礎自治体とその社会を構成する人々が主導する、認知症への

取組みの日本型コミュニティ・イニシアティブ・モデルは、今後ともこの二点を根幹とし

た上で、さまざまなサービスや事業の目的と役割を明確にし、組み込んでいくことが望ま

れるであろう。 
（以上） 
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第３章 国内モデル地域調査報告 
（富士宮市・大牟田市・世田谷区玉川地域） 

別  表 
地域別・対象者属性別インタビュー回答結果 

 
 





 
1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

富
士

宮
市

大
牟
田
市

世
田
谷
区
 
玉
川

富
士

宮
 
行

政
<
人

が
ほ

ん
と

に
簡

単
に

相
談

に
で

き
る

場
所

に
、

相
談

で
き

る
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

ポ
イ

ン
ト

と
し

て
大

き
い

>

大
牟

田
 
行

政
<
１

番
、

や
っ

ぱ
り

有
効

だ
と

感
じ

て
る

の
は

、
啓

発
な

ん
で

す
よ

ね
。

大
牟

田
で

は
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
講

座
っ

て
い

う
形

で
の

啓
発

も
あ

り
ま

す
け

ど
。

徘
徊

模
擬

訓
練

の
前

に
、

地
域

に
入

っ
て

行
っ

て
、

参
加

さ
れ

る
住

民
と

か
、

そ
こ

の
地

域
の

住
民

の
方

に
、

頻
回

に
認

知
症

の
お

話
を

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

り
す

る
ん

で
す

け
ど

。
そ

こ
で

、
民

生
委

員
さ

ん
な

ら
民

生
委

員
さ

ん
が

、
あ

の
人

実
は

そ
う

か
も

し
れ

な
い

と
か

っ
て

い
う

普
段

の
関

わ
り

の
中

で
の

気
づ

き
と

か
で

す
ね

。
家

族
の

方
が

そ
う

や
っ

て
気

づ
く

き
っ

か
け

を
得

る
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

１
番

早
い

気
づ

き
っ

て
い

う
部

分
で

は
、

有
効

じ
ゃ

な
い

か
と

>

玉
川

 
行

政
<
一

人
暮

ら
し

の
人

と
か

高
齢

者
の

み
世

帯
の

方
が

結
構

多
い

ん
で

す
。

し
か

も
、

地
域

と
の

つ
な

が
り

が
あ

ま
り

な
か

っ
た

り
す

る
方

も
多

い
の

で
、

気
づ

い
て

も
ら

え
る

環
境

に
い

ら
っ

し
ゃ

ら
な

い
方

が
多

い
か

な
>

<
住

民
レ

ベ
ル

の
中

で
、

福
祉

な
ん

で
も

相
談

と
か

。
要

は
、

地
域

の
人

た
ち

の
民

生
委

員
さ

ん
の

と
こ

ろ
だ

と
か

、
そ

う
い

っ
た

方
々

が
地

域
レ

ベ
ル

で
、

住
民

レ
ベ

ル
の

相
談

場
所

を
開

設
し

て
、

そ
こ

へ
相

談
に

行
っ

て
、

そ
こ

で
キ

ャ
ッ

チ
す

る
>

<
も

の
忘

れ
検

診
と

か
も

し
て

は
い

る
ん

で
す

け
ど

、
実

は
検

診
は

、
来

て
い

た
だ

く
方

っ
て

、
全

体
の

高
齢

者
人

口
に

し
て

み
れ

ば
、

そ
こ

ま
で

多
く

な
い

ん
で

す
よ

>

<
も

の
忘

れ
チ

ェ
ッ

ク
相

談
会

と
い

う
の

を
去

年
か

ら
始

め
て

い
る

ん
で

す
け

ど
・

・
・

地
域

の
病

院
の

先
生

に
ご

協
力

い
た

だ
い

て
個

別
相

談
会

を
や

っ
て

る
ん

で
す

>

<
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
機

能
と

地
区

社
協

機
能

が
一

対
に

な
っ

て
動

け
る

よ
う

な
環

境
整

備
を

し
と

い
て

。
そ

う
は

い
っ

て
も

、
や

っ
ぱ

り
専

門
職

に
い

く
と

こ
ろ

は
、

敷
居

が
高

い
と

こ
ろ

も
あ

る
も

ん
で

す
か

ら
、

住
民

の
中

の
地

区
社

協
機

能
の

中
で

窓
口

を
開

設
し

て
も

ら
っ

て
、

住
民

が
行

き
や

す
い

環
境

を
と

っ
た

上
で

、
そ

こ
か

ら
情

報
が

専
門

職
、

包
括

、
医

療
っ

て
つ

な
が

っ
て

い
く

>

<
徘

徊
模

擬
訓

練
っ

て
い

う
１

つ
の

き
っ

か
け

の
毎

に
、

地
域

に
入

っ
て

い
く

ん
だ

っ
て

プ
ロ

セ
ス

が
あ

る
の

で
。

そ
の

と
き

に
し

っ
か

り
啓

発
を

し
て

い
く

っ
て

い
う

、
今

流
れ

に
な

っ
て

る
の

で
、

そ
れ

に
合

わ
せ

て
ほ

か
の

銀
行

だ
っ

た
り

、
関

係
す

る
よ

う
な

機
関

も
そ

こ
で

し
て

か
ら

で
す

>

<
家

族
が

い
る

と
家

族
が

最
初

に
「

こ
の

ま
ま

放
っ

て
お

か
な

い
方

が
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
」

っ
て

言
っ

て
、

「
相

談
に

行
こ

う
」

と
連

れ
て

来
る

ケ
ー

ス
が

多
い

か
と

思
う

>

行
政
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

<
１

万
人

の
と

こ
ろ

の
圏

域
の

中
で

、
ど

れ
く

ら
い

目
が

行
き

届
く

か
っ

て
い

っ
た

ら
目

が
行

き
届

か
な

い
>

<
地

域
で

や
っ

て
る

会
議

に
出

向
い

て
た

り
す

る
ん

で
す

。
そ

こ
で

3
0
分

時
間

を
も

ら
う

と
か

。
と

に
か

く
認

知
症

と
い

う
病

気
が

あ
っ

て
、

こ
う

い
う

症
状

が
あ

っ
て

、
そ

れ
は

本
人

が
望

ん
で

そ
う

い
う

ふ
う

に
し

て
る

わ
け

じ
ゃ

な
い

ん
だ

と
か

、
周

り
の

対
応

の
仕

方
で

、
病

状
が

変
わ

っ
て

く
る

よ
と

い
う

よ
う

な
話

ぐ
ら

い
し

か
で

き
な

い
ん

で
す

け
ど

ね
。

と
に

か
く

病
気

の
存

在
を

知
っ

て
も

ら
う

。
そ

の
と

き
に

ど
こ

に
相

談
し

た
ら

い
い

か
っ

て
い

う
こ

と
を

知
っ

て
も

ら
う

っ
て

い
う

、
そ

こ
だ

け
で

す
ね

>

<
か

か
り

つ
け

医
は

い
る

ん
で

す
、

み
ん

な
。

血
圧

診
て

も
ら

っ
て

た
り

し
て

る
ん

で
す

け
ど

、
自

分
の

も
の

忘
れ

は
1
回

も
相

談
し

て
な

い
ん

で
す

・
・

・
か

か
り

つ
け

医
に

ち
ゃ

ん
と

相
談

が
で

き
て

な
い

と
い

う
の

が
、

結
構

ネ
ッ

ク
か

な
と

思
っ

て
い

ま
す

>

<
情

報
の

目
が

行
き

届
く

と
こ

ろ
か

ら
、

情
報

の
連

鎖
が

行
わ

れ
て

い
っ

て
、

ご
近

所
の

関
係

性
が

あ
れ

ば
、

ご
近

所
が

ア
プ

ロ
ー

チ
し

て
い

っ
て

く
れ

れ
ば

い
い

し
、

ご
近

所
が

入
れ

な
い

と
こ

ろ
だ

っ
た

ら
、

情
報

を
つ

な
い

で
く

れ
て

行
政

が
行

く
>

<
子

ど
も

た
ち

へ
の

啓
発

も
だ

い
ぶ

力
入

れ
て

や
っ

て
る

ん
で

す
け

ど
。

や
っ

ぱ
り

伝
え

る
こ

と
で

、
認

知
症

っ
て

こ
と

を
す

ご
い

特
別

な
も

の
に

し
て

し
ま

っ
て

い
る

ん
じ

ゃ
な

い
>

<
家

族
が

気
づ

い
て

い
れ

ば
相

談
は

早
い

。
気

づ
い

て
相

談
に

来
る

人
の

中
で

、
結

構
、

有
所

見
の

人
が

…
た

だ
、

か
か

り
つ

け
医

に
は

案
外

、
相

談
し

て
い

な
い

>

<
い

か
に

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
の

連
鎖

を
し

っ
か

り
つ

く
れ

る
か

っ
て

い
う

の
が

重
要

で
。

や
っ

ぱ
住

民
の

人
も

し
っ

か
り

自
分

が
心

配
に

な
っ

た
と

き
に

、
ち

ょ
っ

と
し

た
相

談
に

行
け

て
、

そ
れ

が
し

っ
か

り
行

政
の

専
門

職
の

窓
口

ま
で

つ
な

が
っ

て
い

く
っ

て
い

う
仕

組
み

を
、

や
っ

ぱ
体

系
づ

け
て

つ
く

り
上

げ
て

い
く

っ
て

こ
と

が
大

事
>

<
よ

く
絵

本
教

室
と

か
で

使
う

の
は

、
絵

本
の

中
に

当
事

者
の

方
が

発
言

し
て

る
メ

ッ
セ

ー
ジ

が
あ

る
ん

で
す

よ
ね

。
そ

う
い

う
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
読

む
こ

と
で

と
か

、
あ

と
映

像
を

必
ず

使
う

ん
で

す
。

認
知

症
の

方
が

こ
ん

な
ふ

う
に

生
活

し
て

る
よ

っ
て

い
う

映
像

を
絵

本
と

し
て

は
、

必
ず

最
後

に
流

す
ん

で
す

け
ど

。
そ

う
す

る
こ

と
で

、
病

気
だ

け
ど

す
ご

い
楽

し
そ

う
に

と
か

、
生

き
生

き
暮

ら
し

て
る

ん
だ

っ
て

い
う

の
が

見
え

る
の

で
。

全
然

、
思

っ
て

た
認

知
症

っ
て

い
う

も
の

が
大

き
く

な
っ

て
、

子
ど

も
た

ち
の

中
で

化
け

物
み

た
い

に
大

き
く

な
っ

て
く

る
の

が
、

少
し

和
ら

ぐ
の

か
な

っ
て

い
う

の
は

、
工

夫
と

し
て

は
し

て
ま

す
>

<
郵

送
調

査
方

式
に

変
え

た
ん

で
す

。
そ

れ
ま

で
健

診
だ

っ
た

も
の

を
・

・
・

そ
れ

で
未

回
答

の
方

と
か

、
回

答
の

中
で

心
配

な
方

を
、

包
括

の
ほ

う
で

全
戸

訪
問

す
る

と
い

う
よ

う
な

こ
と

を
や

っ
て

い
て

、
そ

れ
で

結
構

フ
ォ

ロ
ー

す
る

必
要

性
の

あ
る

方
と

い
う

の
も

出
て

く
る

の
で

、
そ

の
中

で
、

早
期

の
認

知
症

の
症

状
が

出
て

き
て

い
る

よ
う

な
感

じ
の

人
は

、
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
の

ほ
う

で
、

医
療

と
か

の
お

勧
め

を
し

た
り

、
相

談
を

受
け

る
こ

と
も

し
て

い
る

の
で

、
こ

れ
は

有
効

か
な

あ
>

行
政
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

<
要

は
早

期
発

見
と

か
っ

て
い

う
こ

と
に

な
る

と
、

も
う

専
門

職
が

直
に

介
入

す
る

話
だ

と
か

、
そ

う
い

う
話

に
な

っ
て

し
ま

う
の

で
、

や
っ

ぱ
そ

こ
っ

て
い

う
の

は
、

や
っ

ぱ
り

要
は

福
祉

相
談

全
般

で
見

て
、

人
が

ち
ょ

っ
と

自
分

が
、

み
ん

な
わ

け
が

わ
か

ら
ず

相
談

に
行

く
ん

で
す

か
ら

、
「

認
知

症
が

心
配

で
」

な
ん

て
相

談
に

来
る

ん
じ

ゃ
な

く
て

、
「

最
近

ち
ょ

っ
と

心
配

事
が

あ
る

ん
で

す
」

っ
て

相
談

に
行

く
も

ん
で

す
か

ら
。

そ
れ

を
本

当
に

ち
ょ

っ
と

し
た

相
談

先
の

と
こ

ろ
、

ご
近

所
か

ら
、

し
っ

か
り

そ
こ

か
ら

キ
ャ

ッ
チ

さ
れ

た
も

の
が

し
っ

か
り

つ
な

が
っ

て
く

る
っ

て
い

う
、

そ
う

い
う

仕
組

み
を

、
ま

ず
つ

く
る

>

<
一

つ
や

っ
て

る
の

は
、

認
知

症
な

ん
で

も
相

談
室

っ
て

い
う

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

総
合

セ
ン

タ
ー

は
別

に
重

な
る

部
分

は
多

い
ん

で
す

け
ど

、
そ

れ
と

は
別

に
認

知
症

の
相

談
っ

て
い

う
こ

と
で

、
常

に
広

報
誌

に
掲

載
を

し
て

、
ほ

か
の

い
ろ

ん
な

各
種

相
談

と
同

じ
よ

う
に

並
べ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

や
っ

ぱ
り

認
知

症
に

関
す

る
相

談
っ

て
、

必
要

に
な

っ
た

と
か

、
当

事
者

に
な

っ
た

と
き

に
初

め
て

そ
う

い
う

も
の

に
目

を
向

け
る

も
の

な
の

で
、

そ
ん

と
き

に
、

困
っ

た
と

き
に

目
が

行
く

よ
う

な
も

の
を

、
常

に
用

意
し

て
お

く
っ

て
い

う
の

が
一

つ
>

<
昨

年
か

ら
郵

送
調

査
方

式
に

変
え

ま
し

た
。

検
診

は
ど

う
し

て
も

受
診

率
が

3
～

4
割

だ
っ

た
ん

で
す

。
郵

送
調

査
で

、
3
年

に
1
回

で
い

い
と

国
が

言
っ

て
い

る
の

で
、

3
歳

刻
み

で
郵

送
調

査
を

お
送

り
し

て
い

る
ん

で
す

け
ど

、
回

答
率

、
去

年
7
割

ぐ
ら

い
。

今
年

も
6
割

ぐ
ら

い
>

<
絵

本
教

室
に

関
し

て
い

え
ば

、
必

ず
子

ど
も

た
ち

に
は

家
に

帰
っ

た
ら

、
「

お
父

さ
ん

、
お

母
さ

ん
に

今
日

の
話

伝
え

て
ね

」
っ

て
い

う
ふ

う
に

お
願

い
を

す
る

の
で

。
子

ど
も

は
、

た
ぶ

ん
半

分
ぐ

ら
い

の
子

は
伝

え
て

く
れ

て
る

ん
で

す
よ

>

<
も

の
忘

れ
検

診
っ

て
い

う
検

診
の

あ
り

方
を

、
よ

り
広

く
も

の
忘

れ
だ

け
に

限
ら

な
い

場
で

、
ほ

か
の

い
ろ

ん
な

身
体

的
な

ロ
コ

モ
テ

ィ
ブ

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

み
た

い
な

と
こ

ろ
の

予
防

の
と

こ
ろ

に
、

も
の

忘
れ

の
部

分
を

組
み

合
わ

せ
て

。
今

で
も

し
て

い
る

>

<
高

校
生

に
対

し
て

の
ア

プ
ロ

ー
チ

っ
て

い
う

の
も

、
高

校
生

だ
と

ま
た

い
ろ

ん
な

こ
と

が
わ

か
る

年
代

に
な

っ
て

ま
す

し
、

社
会

人
の

ち
ょ

っ
と

一
歩

手
前

み
た

い
な

と
こ

ろ
な

の
で

。
そ

こ
で

、
お

伝
え

し
て

い
く

っ
て

の
は

あ
り

か
な

と
い

う
ふ

う
に

は
思

っ
て

ま
す

ね
>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
<
本

当
に

普
及

啓
発

が
や

っ
ぱ

り
大

事
な

ん
だ

ろ
う

な
っ

て
い

う
よ

う
に

は
思

っ
て

い
ま

す
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
特

に
有

効
な

手
段

と
し

て
、

今
や

っ
て

る
も

の
の

中
で

思
い

つ
く

の
は

、
も

の
忘

れ
予

防
相

談
検

診
で

す
ね

。
特

に
一

番
有

効
的

な
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

考
え

て
い

る
と

こ
ろ

で
は

あ
り

ま
す

>

玉
川

 
地

域
包

括
<
ふ

れ
あ

い
ル

ー
ム

の
よ

う
な

と
こ

ろ
に

出
て

こ
ら

れ
て

い
る

方
に

つ
い

て
は

、
や

は
り

日
々

、
目

を
か

け
て

く
だ

さ
っ

て
る

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
で

、
そ

こ
で

、
「

あ
れ

？
ち

ょ
っ

と
お

か
し

い
な

」
っ

て
い

う
情

報
は

、
と

て
も

タ
イ

ム
リ

ー
に

入
っ

て
く

る
ん

で
す

ね
>

行
政
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

地
域

包
括

<
社

協
さ

ん
が

、
地

域
づ

く
り

に
関

し
て

は
、

も
の

す
ご

く
頑

張
っ

て
や

っ
て

く
れ

て
ま

す
の

で
。

う
ち

だ
け

で
、

た
ぶ

ん
単

独
で

動
い

て
た

ら
、

た
ぶ

ん
い

つ
ま

で
経

っ
て

も
そ

こ
っ

て
つ

な
が

っ
て

こ
な

い
部

分
だ

っ
た

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

>

<
や

っ
ぱ

り
受

診
率

が
、

結
構

話
題

に
は

な
っ

て
き

て
た

ん
で

す
ね

。
な

か
な

か
受

診
率

を
上

げ
て

い
く

に
は

ど
う

し
た

ら
い

い
か

っ
て

い
う

の
が

あ
っ

た
ん

で
す

け
ど

も
>

<
や

っ
ぱ

り
そ

こ
か

ら
、

私
た

ち
も

そ
こ

に
行

っ
た

り
、

ふ
れ

あ
い

ル
ー

ム
の

ほ
う

に
行

っ
た

り
。

私
ど

も
は

、
何

も
な

い
方

で
も

、
6
5
歳

以
上

の
方

は
、

実
態

把
握

訪
問

と
い

う
こ

と
で

、
訪

問
し

て
ま

す
の

で
、

認
知

症
だ

と
か

、
誰

か
か

ら
通

報
が

あ
っ

た
と

か
い

う
こ

と
で

は
な

く
て

、
一

般
の

6
5
歳

以
上

の
方

の
訪

問
>

<
社

協
さ

ん
と

一
緒

に
、

そ
の

地
域

に
そ

う
い

う
、

た
と

え
ば

認
知

症
の

理
解

だ
っ

た
り

っ
て

い
う

の
を

わ
か

っ
て

も
ら

う
た

め
に

は
、

地
域

の
中

で
頑

張
っ

て
く

れ
て

い
る

方
と

つ
な

が
り

を
一

緒
に

つ
け

て
い

く
っ

て
形

を
や

っ
て

い
か

な
い

と
。

な
か

な
か

、
た

と
え

ば
、

地
域

住
民

に
対

し
て

っ
て

い
う

展
開

は
、

や
っ

ぱ
り

難
し

い
部

分
は

あ
る

な
っ

て
い

う
の

は
>

<
や

っ
ぱ

り
も

の
忘

れ
っ

て
い

う
印

象
が

、
地

域
の

方
、

住
民

に
と

っ
て

は
あ

ま
り

認
知

症
っ

て
い

う
の

が
、

や
っ

ぱ
り

悪
い

っ
て

い
う

の
も

あ
る

の
で

予
防

っ
て

い
う

の
を

前
面

に
出

し
て

い
く

っ
て

い
う

の
と

>

<
今

は
、

世
田

谷
区

の
ほ

う
で

、
毎

年
１

回
、

7
1
歳

、
7
4

歳
、

7
5
歳

以
上

の
方

に
、

郵
送

調
査

を
し

て
る

ん
で

す
ね

>

<
出

前
地

域
ケ

ア
会

議
と

か
っ

て
、

あ
そ

こ
は

や
っ

ぱ
り

、
結

構
認

知
症

の
方

を
事

例
で

、
話

を
一

緒
に

。
各

地
域

、
富

士
根

南
が

1
6
区

あ
る

ん
で

す
け

ど
、

本
当

に
各

区
ご

と
で

>

<
気

軽
に

簡
単

に
受

け
れ

る
よ

う
な

開
催

の
仕

方
っ

て
い

う
の

を
考

え
た

ほ
う

が
い

い
か

な
っ

て
い

っ
た

と
こ

ろ
が

あ
っ

て
。

今
は

１
次

検
診

と
２

次
検

診
と

分
け

て
開

催
す

る
よ

う
に

な
っ

た
ん

で
す

>

<
郵

送
調

査
の

中
で

、
未

回
答

だ
っ

た
方

と
。

あ
と

、
ち

ょ
っ

と
チ

ェ
ッ

ク
項

目
が

多
く

て
、

訪
問

し
た

ら
、

リ
ス

ク
が

高
い

だ
ろ

う
と

い
う

方
に

つ
い

て
、

訪
問

し
て

る
ん

で
す

ね
>

<
認

知
症

の
イ

メ
ー

ジ
を

変
え

る
よ

う
な

努
力

っ
て

い
う

か
。

ど
う

し
て

も
隠

し
た

い
と

か
、

認
め

た
く

な
い

っ
て

い
う

風
潮

が
あ

り
ま

す
の

で
、

そ
れ

を
な

り
た

く
な

い
ん

で
あ

れ
ば

、
早

く
予

防
し

よ
う

と
い

う
ふ

う
な

認
識

に
変

え
て

い
く

よ
う

な
啓

発
を

続
け

て
い

か
な

き
ゃ

い
け

な
い

か
な

っ
て

い
う

の
が

、
一

個
典

型
と

し
て

は
あ

る
か

な
と

>

<
そ

れ
と

は
別

に
、

お
一

人
暮

ら
し

の
方

と
か

、
ち

ょ
っ

と
高

齢
の

方
で

す
と

か
は

、
行

く
よ

う
に

は
し

て
る

ん
で

す
が

。
「

訪
問

し
て

ま
す

よ
」

っ
て

い
う

よ
う

な
お

知
ら

せ
を

ポ
ス

テ
ィ

ン
グ

し
て

、
訪

問
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
、

基
本

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
や

っ
た

り
し

て
る

の
で

。
全

然
関

わ
り

の
な

い
方

は
、

そ
こ

か
ら

入
っ

た
り

で
す

と
か

、
ふ

れ
あ

い
ル

ー
ム

に
い

る
と

き
に

、
ち

ょ
っ

と
声

を
か

け
た

り
と

か
い

う
と

こ
ろ

で
、

入
っ

て
。

そ
こ

か
ら

、
う

ま
く

サ
ー

ビ
ス

に
つ

な
が

っ
た

り
、

お
医

者
さ

ん
に

つ
な

が
っ

た
り

、
ご

家
族

に
つ

な
が

っ
た

り
と

い
う

こ
と

が
で

き
る

ケ
ー

ス
は

、
う

ま
く

い
く

ケ
ー

ス
な

ん
で

す
け

れ
ど

も
>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

地
域

包
括

<
開

催
し

て
、

来
て

く
だ

さ
い

っ
て

い
っ

て
も

、
や

っ
ぱ

り
来

な
い

人
は

来
な

い
ん

で
す

よ
ね

。
な

の
で

、
検

診
と

は
別

に
普

段
の

包
括

と
し

て
の

業
務

の
中

で
有

効
な

の
は

、
日

常
生

活
圏

域
ニ

ー
ズ

調
査

っ
て

、
市

役
所

の
ほ

う
で

や
っ

て
る

>

<
地

域
の

方
も

、
い

ろ
ん

な
網

の
目

を
使

っ
て

る
っ

て
い

う
こ

と
だ

っ
た

ん
で

す
が

。
そ

こ
に

入
ら

な
い

人
た

ち
と

い
う

の
は

、
た

く
さ

ん
や

っ
ぱ

り
い

る
ん

で
す

ね
。

地
域

と
の

関
わ

り
も

お
嫌

だ
っ

た
り

と
か

、
そ

う
い

う
活

動
に

も
入

っ
て

こ
な

い
と

い
う

方
も

、
た

く
さ

ん
い

る
の

で
。

そ
う

い
う

方
で

、
ち

ょ
っ

と
お

か
し

い
な

っ
て

思
っ

て
も

、
家

族
・

ご
本

人
が

閉
じ

て
し

ま
っ

て
る

と
、

や
は

り
な

か
な

か
入

れ
な

い
っ

て
い

う
お

う
ち

は
、

あ
り

ま
す

。
初

期
の

段
階

で
は

、
入

り
に

く
く

て
、

結
局

、
ご

家
族

が
対

応
で

き
な

く
な

っ
て

か
ら

の
相

談
に

な
る

で
す

と
か

>

<
ア

ン
ケ

ー
ト

に
答

え
て

い
た

だ
い

て
、

そ
の

中
で

心
配

が
あ

り
そ

う
だ

と
い

う
方

の
お

宅
に

訪
問

し
て

、
２

次
予

防
事

業
と

か
ど

ん
な

で
す

か
っ

て
い

う
声

か
け

を
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

や
っ

ぱ
り

ち
ょ

っ
と

怪
し

い
な

と
い

う
か

、
心

配
だ

な
と

い
う

方
が

、
ち

ょ
こ

ち
ょ

こ
と

発
見

さ
れ

る
と

い
う

の
が

あ
る

の
で

。
こ

っ
ち

の
ほ

う
は

ど
ち

ら
か

と
い

う
と

、
も

う
地

道
に

足
で

稼
ぐ

と
い

う
方

法
な

ん
で

す
け

ど
も

、
こ

れ
も

早
期

発
見

と
い

う
意

味
で

は
、

た
し

か
に

有
効

な
手

段
な

の
か

な
と

い
う

ふ
う

に
は

思
っ

て
ま

す
>

<
あ

と
は

、
一

応
、

見
守

り
事

業
と

い
う

の
を

や
っ

て
、

見
守

り
を

定
期

的
に

、
ち

ょ
っ

と
こ

ち
ら

で
。

ま
だ

介
護

保
険

ま
で

は
い

か
な

い
け

ど
、

ち
ょ

っ
と

定
期

的
に

見
と

い
た

ほ
う

が
い

い
な

っ
て

い
う

方
に

つ
い

て
は

、
一

応
、

フ
ォ

ロ
ー

リ
ス

ト
じ

ゃ
な

い
で

す
け

ど
。

把
握

を
し

て
い

る
よ

う
な

こ
と

で
し

て
い

る
の

で
、

何
か

月
後

か
に

、
ま

た
ち

ょ
っ

と
訪

問
す

る
だ

っ
た

り
と

か
、

様
子

を
う

か
が

う
と

い
う

こ
と

は
し

て
は

い
る

>

<
ど

ち
ら

か
と

い
う

と
、

認
知

症
を

前
面

に
出

し
て

関
わ

る
と

い
う

の
は

、
あ

ん
ま

り
な

い
で

す
ね

>
<
や

は
り

全
部

把
握

で
き

て
い

る
か

っ
て

い
う

と
、

な
か

な
か

早
期

で
、

こ
ち

ら
か

ら
で

の
発

掘
だ

け
で

っ
て

い
う

の
は

、
な

か
な

か
難

し
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
と

思
う

>

<
二

次
予

防
事

業
が

こ
う

い
う

予
防

活
動

が
あ

っ
て

ま
す

よ
と

か
、

健
康

に
関

心
を

持
た

れ
る

方
は

、
結

構
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

で
、

ど
う

い
う

活
動

を
日

頃
心

が
け

て
い

ま
す

か
と

い
う

よ
う

な
お

話
を

し
た

り
と

か
で

す
ね

。
こ

う
い

う
こ

と
を

や
っ

て
い

か
れ

る
と

、
も

っ
と

い
い

で
す

よ
と

か
言

っ
て

、
そ

こ
か

ら
ち

ょ
っ

と
ず

つ
関

係
が

で
き

て
か

ら
。

あ
と

、
周

り
と

の
協

力
者

が
で

き
あ

が
っ

て
か

ら
、

認
知

症
の

ほ
う

へ
の

支
援

に
入

っ
て

い
く

>

<
未

回
答

の
方

よ
り

も
、

や
っ

ぱ
り

高
リ

ス
ク

の
人

の
ほ

う
が

、
多

い
ん

で
す

ね
>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

地
域

包
括

<
ご

近
所

さ
ん

、
一

番
関

わ
り

、
す

ご
く

力
を

発
揮

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
の

は
、

民
生

委
員

さ
ん

に
な

る
か

な
と

思
い

ま
す

>

<
7
1
歳

で
、

未
回

答
み

た
い

な
人

は
、

働
い

て
る

人
も

ま
だ

多
い

ん
で

す
ね

。
あ

と
は

、
会

え
な

い
人

。
拒

否
。

な
の

で
、

そ
こ

で
把

握
す

る
っ

て
い

う
の

は
、

な
か

な
か

難
し

い
で

す
。

会
え

な
い

方
が

、
多

い
で

す
ね

。
電

話
で

も
断

ら
れ

る
。

「
元

気
だ

か
ら

、
来

な
い

で
い

い
で

す
と

か
っ

て
い

う
の

は
多

い
で

す
>

<
民

生
委

員
さ

ん
は

、
ご

近
所

の
方

か
ら

そ
う

い
う

情
報

い
た

だ
い

て
、

相
談

に
、

こ
ち

ら
に

行
く

と
い

う
形

な
ん

で
す

け
ど

も
。

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
専

門
の

相
談

窓
口

だ
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

い
た

だ
い

て
い

る
部

分
が

あ
る

の
で

、
些

細
な

こ
と

で
も

す
ぐ

情
報

提
供

と
い

う
か

、
教

え
て

い
た

だ
く

形
に

な
り

ま
す

>

<
拒

否
が

ハ
イ

リ
ス

ク
で

は
な

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

。
何

年
か

し
て

、
あ

の
と

き
、

す
ご

い
拒

否
を

さ
れ

た
方

が
や

は
り

具
合

が
悪

く
な

っ
て

、
つ

な
が

っ
て

く
る

っ
て

い
う

こ
と

は
、

あ
り

ま
す

ね
>

<
た

だ
、

そ
れ

が
、

本
当

に
元

気
だ

し
、

ま
だ

働
い

て
る

し
、

い
い

わ
よ

っ
て

い
う

方
も

い
ま

す
し

。
そ

れ
は

、
一

概
に

は
い

え
な

い
で

す
ね

>

<
認

知
症

の
こ

と
を

、
い

ろ
い

ろ
な

テ
レ

ビ
と

か
で

知
っ

て
く

だ
さ

っ
て

る
方

は
、

増
え

て
る

ん
で

す
け

ど
。

私
ど

も
、

家
族

会
を

や
っ

て
い

る
中

で
、

あ
の

と
き

、
や

っ
ぱ

り
お

か
し

か
っ

た
の

よ
ね

っ
て

思
い

返
し

て
み

れ
ば

っ
て

い
う

の
は

、
多

い
ん

で
す

よ
。

そ
う

す
る

と
、

ま
だ

若
い

方
だ

っ
た

り
と

か
、

ご
家

族
の

ぐ
ら

い
の

娘
さ

ん
と

か
、

そ
の

ぐ
ら

い
の

方
の

啓
発

っ
て

い
う

の
は

、
ま

だ
ま

だ
必

要
な

の
か

な
と

い
う

ふ
う

に
は

思
い

ま
す

ね
>

<
自

分
は

ま
だ

元
気

だ
っ

た
り

、
そ

ん
な

こ
と

関
係

な
い

わ
っ

て
思

っ
て

る
方

に
は

、
や

っ
ぱ

り
目

に
つ

か
な

い
も

の
な

ん
で

す
よ

ね
。

な
の

で
、

や
は

り
ご

家
族

ぐ
ら

い
の

、
娘

さ
ん

、
息

子
さ

ん
ぐ

ら
い

の
代

か
ら

の
啓

発
っ

て
い

う
の

は
、

や
っ

ぱ
り

ま
だ

こ
れ

か
ら

か
な

っ
て

い
う

の
は

、
思

い
ま

す
ね

>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

地
域

包
括

<
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
講

座
な

ん
か

や
る

に
し

て
も

、
必

要
だ

と
思

っ
て

る
団

体
さ

ん
か

ら
の

お
問

い
合

わ
せ

、
紹

介
だ

っ
た

り
と

か
と

い
う

と
、

民
生

委
員

さ
ん

ぐ
ら

い
の

代
か

ら
上

の
方

だ
っ

た
り

。
ご

家
族

が
、

す
で

に
介

護
さ

れ
て

て
、

ち
ょ

っ
と

勉
強

し
た

い
と

か
っ

て
い

う
、

何
か

し
ら

関
わ

り
の

あ
る

方
な

ん
で

す
よ

ね
。

も
う

少
し

若
い

世
代

の
方

に
も

、
ど

こ
か

や
っ

ぱ
り

学
校

だ
っ

た
り

、
P
T
A
だ

っ
た

り
と

か
、

そ
の

あ
た

り
か

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
が

、
も

う
少

し
で

き
る

と
い

い
の

か
な

と
は

思
っ

て
る

ん
で

す
け

ど
、

ま
だ

取
り

組
め

て
な

い
課

題
で

す
ね

>

社
協

富
士

宮
 
社

協
<
富

士
宮

に
、

1
4
の

中
学

校
エ

リ
ア

ご
と

に
1
4
の

地
区

社
協

っ
て

い
う

、
地

域
福

祉
の

基
礎

組
織

を
立

ち
上

げ
て

る
も

ん
で

す
か

ら
。

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

中
で

、
住

民
の

人
た

ち
に

向
け

て
、

認
知

症
に

つ
い

て
の

理
解

で
す

と
か

。
あ

る
い

は
、

福
祉

に
関

す
る

い
ろ

い
ろ

困
り

ご
と

だ
と

か
、

相
談

ご
と

な
ん

か
は

、
ど

こ
の

誰
に

み
た

い
な

と
こ

ろ
の

お
話

を
し

て
い

た
だ

く
。

あ
る

い
は

、
し

て
い

く
っ

て
い

う
よ

う
な

こ
と

を
繰

り
返

し
な

が
ら

、
や

っ
て

は
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

>

大
牟

田
 
社

協
<
認

知
症

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
さ

ん
が

、
今

、
小

規
模

多
機

能
と

か
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
に

必
ず

必
置

と
い

う
形

に
な

っ
て

い
ま

す
の

で
。

大
牟

田
市

に
は

、
そ

の
よ

う
な

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
や

小
規

模
多

機
能

が
、

ま
ん

べ
ん

な
く

校
区

に
あ

る
わ

け
で

す
ね

。
そ

う
い

う
人

た
ち

を
校

区
の

構
成

員
に

し
て

く
だ

さ
い

と
い

う
お

願
い

を
し

て
い

っ
て

、
校

区
の

構
成

員
に

な
っ

た
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
。

そ
う

い
う

関
係

を
築

い
て

お
く

と
、

民
生

委
員

さ
ん

が
こ

の
人

は
も

し
や

と
い

う
ふ

う
な

場
合

に
、

そ
こ

に
つ

な
い

で
く

れ
る

>

玉
川

 
社

協
<
ご

本
人

と
い

う
よ

り
も

、
周

り
の

気
づ

き
っ

て
い

う
の

が
、

大
き

な
役

割
に

な
る

の
か

な
と

い
う

中
で

、
い

ろ
い

ろ
話

に
い

く
と

、
物

忘
れ

と
、

や
っ

ぱ
り

認
知

症
の

違
い

と
い

う
部

分
で

、
や

っ
ぱ

り
高

齢
の

方
と

お
話

し
す

る
と

、
「

物
忘

れ
が

ひ
ど

く
て

ね
」

と
か

、
忘

れ
っ

ぽ
い

っ
て

い
う

よ
う

な
話

は
、

よ
く

聞
く

っ
て

い
う

こ
と

で
す

け
ど

。
そ

こ
と

認
知

症
っ

て
病

気
、

症
状

的
な

部
分

と
の

違
い

の
部

分
で

、
な

か
な

か
当

人
の

と
こ

ろ
か

ら
出

て
く

る
こ

と
っ

て
い

う
の

は
少

な
い

な
と

い
う

形
で

。
周

り
で

、
た

と
え

ば
、

個
別

の
ケ

ー
ス

に
入

っ
て

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
か

ら
、

た
と

え
ば

、
物

忘
れ

が
最

近
激

し
く

な
っ

て
る

と
か

、
ち

ょ
っ

と
ひ

ど
く

な
っ

て
る

と
い

う
よ

う
な

こ
と

が
聞

か
れ

る
こ

と
も

あ
っ

た
り

す
る

の
で

。
や

は
り

、
周

囲
か

ら
の

気
づ

き
っ

て
い

う
の

が
、

大
き

な
テ

ー
マ

に
な

る
の

か
な

と
い

う
と

こ
ろ

で
>

<
小

地
域

で
、

展
開

し
て

い
る

サ
ロ

ン
活

動
。

地
域

寄
り

合
い

処
と

い
う

活
動

な
ん

で
す

が
。

そ
う

い
う

活
動

の
中

に
、

定
期

的
に

専
門

職
の

方
に

来
て

い
た

だ
い

て
、

直
接

、
参

加
者

と
対

話
を

す
る

中
で

、
困

っ
て

る
ニ

ー
ズ

な
ん

か
を

、
ま

た
投

げ
か

け
て

い
た

だ
い

た
り

と
か

。
そ

こ
を

ま
た

早
期

に
、

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

や
ブ

ラ
ン

チ
の

地
域

型
支

援
セ

ン
タ

ー
に

つ
な

ぐ
と

い
う

よ
う

な
、

そ
う

い
う

役
割

。
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

の
部

分
で

す
よ

ね
>

<
も

の
忘

れ
相

談
検

診
と

か
あ

り
ま

す
の

で
、

そ
う

い
う

の
も

、
あ

ん
ま

り
本

人
の

プ
ラ

イ
ド

を
傷

つ
け

な
い

よ
う

に
、

緩
や

か
に

持
っ

て
い

く
と

い
う

か
。

や
っ

ぱ
家

族
の

偏
見

も
変

わ
っ

て
き

ま
し

た
ね

。
だ

い
ぶ

昔
に

比
べ

る
と

で
す

ね
。

病
気

な
ん

だ
と

、
こ

れ
は

病
気

な
ん

だ
と

>

<
そ

う
い

っ
た

意
味

で
は

、
当

人
と

い
う

よ
り

も
、

周
囲

の
、

地
域

の
住

民
の

方
々

へ
の

啓
発

っ
て

い
う

の
が

、
た

ぶ
ん

重
要

に
な

っ
て

く
る

ん
だ

ろ
う

な
と

>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

社
協

<
か

な
り

富
士

宮
市

の
場

合
は

、
認

知
症

に
つ

い
て

の
啓

蒙
・

啓
発

が
で

き
て

る
も

ん
で

す
か

ら
、

そ
う

い
う

認
識

が
か

な
り

浸
透

し
て

き
て

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

い
う

感
じ

は
し

て
ま

す
。

な
の

で
、

地
区

社
協

で
取

り
組

む
い

ろ
ん

な
ふ

れ
あ

い
活

動
だ

と
か

、
ふ

れ
あ

い
交

流
の

活
動

で
す

と
か

、
サ

ロ
ン

活
動

に
参

加
に

つ
な

が
る

と
い

う
と

こ
ろ

は
、

や
は

り
そ

う
い

う
福

祉
学

習
で

、
認

知
症

に
対

す
る

啓
発

・
啓

蒙
が

、
効

果
的

に
、

今
、

来
て

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

い
う

感
触

が
>

<
完

全
に

な
く

す
こ

と
は

で
き

な
い

け
ど

、
緩

や
か

に
す

る
こ

と
は

で
き

る
ん

で
す

よ
と

い
う

ふ
う

な
形

を
。

要
は

対
応

の
仕

方
に

よ
っ

て
、

そ
の

方
が

重
度

に
な

る
か

、
緩

や
か

に
エ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

迎
え

る
か

っ
て

い
う

の
は

、
家

族
次

第
な

ん
で

す
よ

っ
ち

ゅ
う

ふ
う

な
勉

強
の

仕
方

を
、

や
っ

ぱ
り

学
習

の
仕

方
を

や
っ

て
き

て
ま

す
の

で
、

対
応

の
仕

方
で

す
ね

。
そ

の
辺

が
や

っ
ぱ

り
大

き
い

ん
で

す
よ

ね
。

そ
う

い
う

ふ
う

な
、

地
域

包
括

と
か

、
校

区
の

介
護

事
業

所
の

と
こ

ろ
に

相
談

す
る

ル
ー

ト
を

つ
く

っ
た

こ
と

っ
ち

ゅ
う

の
は

、
大

き
い

と
思

い
ま

す
>

<
以

前
よ

り
も

同
じ

話
の

繰
り

返
し

が
多

い
と

い
う

よ
う

な
こ

と
の

話
が

あ
っ

た
り

し
て

。
こ

ち
ら

の
ほ

う
で

、
じ

ゃ
あ

ち
ょ

っ
と

職
員

が
行

っ
て

み
ま

す
ね

と
い

う
こ

と
で

、
活

動
し

て
る

と
こ

ろ
に

お
じ

ゃ
ま

し
て

、
ご

本
人

さ
ん

と
話

を
し

た
り

す
る

中
で

、
ご

心
配

な
と

こ
ろ

が
、

や
っ

ぱ
り

見
受

け
ら

れ
れ

ば
、

ま
た

機
関

に
つ

な
い

で
>

<
関

係
者

の
役

員
だ

と
か

、
地

区
社

協
に

関
係

し
て

る
人

た
ち

が
集

ま
る

中
で

、
い

ろ
ん

な
地

域
の

中
の

情
報

共
有

を
す

る
場

面
で

、
そ

の
対

応
で

す
よ

ね
。

初
期

対
応

の
部

分
、

ど
う

し
た

ら
い

い
か

み
た

い
な

と
こ

ろ
を

、
ち

ょ
っ

と
投

げ
か

け
て

も
ら

っ
た

り
と

か
。

い
ろ

ん
な

情
報

が
あ

る
中

で
、

認
知

症
の

話
、

対
応

を
す

る
た

め
の

助
言

を
し

て
い

た
だ

い
た

り
と

か
。

か
な

り
こ

ち
ら

の
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

ス
タ

ッ
フ

と
、

私
た

ち
社

会
福

祉
協

議
会

の
職

員
が

、
連

携
し

な
が

ら
動

け
る

場
面

が
、

い
ろ

ん
な

場
面

で
動

け
る

よ
う

な
形

に
は

な
っ

て
き

て
る

も
ん

で
す

か
ら

。
そ

こ
が

、
い

ろ
い

ろ
個

別
の

対
応

を
ス

ム
ー

ズ
に

つ
な

ぐ
流

れ
が

、
今

で
き

つ
つ

あ
る

。
そ

ん
な

感
じ

で
す

>

<
大

牟
田

市
に

サ
ロ

ン
と

い
う

の
が

あ
る

ん
で

す
が

、
サ

ロ
ン

に
そ

う
い

う
ふ

う
な

認
知

症
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
い

て
、

も
の

忘
れ

相
談

検
診

じ
ゃ

な
い

で
す

け
ど

、
ち

ょ
っ

と
し

た
ゲ

ー
ム

感
覚

で
や

っ
て

、
こ

の
方

は
ち

ょ
っ

と
認

知
症

が
進

ん
で

い
る

か
な

と
い

う
方

に
は

、
ま

た
、

今
、

市
内

に
介

護
予

防
相

談
セ

ン
タ

ー
と

か
い

う
の

も
あ

り
ま

す
の

で
、

ち
ょ

っ
と

訪
問

し
て

も
ら

う
と

か
、

「
こ

う
い

う
の

が
あ

る
け

ど
、

受
け

て
み

な
い

？
」

と
か

>

<
私

た
ち

も
そ

う
い

う
年

に
１

回
程

度
で

は
あ

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

う
い

う
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
向

け
に

、
集

ま
る

機
会

を
設

け
た

り
し

て
、

そ
の

と
き

に
、

ま
た

、
認

知
症

に
限

ら
ず

な
ん

で
す

け
ど

、
そ

の
方

に
つ

い
て

気
づ

い
た

こ
と

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
ね

と
い

う
こ

と
で

>

<
大

き
な

研
修

会
で

す
と

、
な

か
な

か
出

な
い

ん
で

す
が

。
や

っ
ぱ

サ
ロ

ン
活

動
で

す
と

か
、

い
ろ

い
ろ

会
議

が
終

わ
っ

た
あ

と
に

、
問

い
合

わ
せ

を
し

て
い

た
だ

く
と

か
、

相
談

を
も

ら
う

と
か

、
そ

う
い

う
ケ

ー
ス

は
あ

る
と

思
い

ま
す

>

<
そ

の
方

と
人

間
関

係
つ

く
る

ま
で

が
、

結
構

時
間

か
か

っ
た

り
も

す
る

ん
で

す
よ

ね
。

家
族

と
で

す
ね

。
ま

ず
相

談
な

ん
で

す
よ

ね
。

な
か

な
か

有
効

的
な

部
分

っ
て

い
う

か
、

本
人

の
プ

ラ
イ

ド
を

傷
つ

け
な

い
と

い
う

と
こ

か
ら

始
ま

り
ま

す
の

ね
。

あ
な

た
受

け
た

ほ
う

が
い

い
と

か
い

う
ん

じ
ゃ

な
く

て
ね

。
そ

こ
ら

辺
が

難
し

い
と

こ
な

ん
で

す
よ

ね
>

<
個

別
の

接
点

の
中

で
、

実
際

入
っ

て
い

く
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
々

に
対

し
て

、
知

識
の

啓
発

っ
て

い
う

の
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
い

う
こ

と
と

、
連

絡
の

ル
ー

ト
っ

て
い

う
の

は
、

も
う

一
度

し
っ

か
り

持
っ

て
も

ら
う

っ
て

い
う

の
が

あ
る

と
思

い
ま

す
>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

社
協

<
い

ろ
い

ろ
制

度
や

サ
ー

ビ
ス

に
つ

な
が

ら
な

い
人

た
ち

っ
て

い
う

の
は

、
当

然
い

ま
す

の
で

。
そ

う
い

っ
た

人
た

ち
へ

の
、

継
続

的
な

働
き

か
け

を
し

て
く

上
で

、
専

門
職

だ
け

の
働

き
か

け
だ

け
で

は
、

な
か

な
か

そ
こ

が
ク

リ
ア

に
な

っ
て

か
な

い
と

い
う

こ
と

で
。

そ
の

中
間

に
、

民
生

委
員

だ
と

か
、

見
守

り
活

動
を

や
っ

て
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

さ
ん

だ
と

か
。

あ
る

い
は

、
地

区
社

協
の

推
進

委
員

の
皆

さ
ん

だ
と

か
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
が

重
な

り
合

っ
て

、
よ

う
や

く
１

年
半

と
か

２
年

経
っ

て
、

高
齢

の
方

た
ち

の
集

ま
る

集
い

に
参

加
で

き
た

と
か

、
寄

り
合

い
処

に
参

加
で

き
た

と
か

>

<
時

間
は

か
か

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

け
ど

、
認

知
症

を
正

し
く

理
解

し
て

い
く

っ
ち

ゅ
う

か
、

認
知

症
は

病
気

だ
と

い
う

こ
と

を
、

正
し

く
理

解
し

て
い

く
た

め
の

周
知

啓
発

を
地

域
の

中
で

お
こ

な
っ

て
い

く
。

こ
れ

に
よ

っ
て

家
族

が
、

う
ち

の
お

父
さ

ん
は

と
か

、
う

ち
の

お
じ

い
ち

ゃ
ん

、
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
は

っ
ち

ゅ
う

ふ
う

な
こ

と
で

、
受

診
を

勧
め

て
い

く
>

<
社

会
福

祉
協

議
会

と
し

て
は

、
地

域
の

グ
ル

ー
プ

活
動

の
支

援
。

サ
ロ

ン
活

動
と

い
う

か
、

ミ
ニ

デ
イ

と
い

う
活

動
を

や
っ

て
ま

す
の

で
、

そ
う

い
っ

た
機

会
も

ス
タ

ッ
フ

の
方

々
に

、
認

知
症

に
限

ら
ず

な
ん

で
す

け
ど

、
参

加
者

さ
ん

を
見

守
る

目
と

持
っ

て
い

た
だ

い
て

、
ご

心
配

の
あ

る
ケ

ー
ス

と
か

が
出

て
く

れ
ば

、
社

会
福

祉
協

議
会

に
、

い
っ

た
ん

つ
な

い
で

も
ら

う
よ

う
な

ル
ー

ト
を

持
つ

と
い

う
こ

と
を

、
ス

タ
ッ

フ
の

方
々

に
啓

発
。

や
っ

ぱ
り

単
に

グ
ル

ー
プ

活
動

の
中

で
も

、
見

守
り

的
な

機
能

を
持

っ
て

も
ら

う
と

い
う

と
こ

ろ
で

、
進

め
ら

れ
た

ら
い

い
の

か
な

と
考

え
て

ま
す

>

<
そ

こ
か

ら
、

さ
ら

に
フ

ォ
ー

マ
ル

な
サ

ー
ビ

ス
や

制
度

に
つ

な
が

っ
た

と
か

で
す

ね
。

も
う

ち
ょ

っ
と

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
な

領
域

、
地

元
の

老
人

会
だ

と
か

、
地

域
の

行
事

な
ん

か
に

一
緒

に
参

加
し

た
と

か
。

そ
う

い
う

広
が

り
が

、
徐

々
に

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
く

る
>

<
包

括
と

か
介

護
予

防
相

談
セ

ン
タ

ー
も

そ
う

な
ん

で
す

け
ど

、
事

業
所

と
か

に
認

知
症

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
さ

ん
が

入
れ

る
っ

て
こ

と
。

3
6
5
日

2
4
時

間
、

気
軽

に
相

談
で

き
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
を

つ
く

る
こ

と
が

必
要

か
な

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

>

<
何

か
関

わ
っ

て
た

り
、

グ
ル

ー
プ

の
活

動
に

出
て

き
て

い
た

だ
い

て
る

方
っ

て
い

う
の

は
、

逆
に

そ
こ

で
キ

ャ
ッ

チ
で

き
る

可
能

性
と

い
う

の
は

、
多

分
に

あ
る

か
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

逆
に

や
っ

ぱ
り

地
域

で
孤

立
し

て
た

り
、

引
き

こ
も

っ
て

い
た

り
と

か
っ

て
い

う
方

々
の

中
で

も
、

や
っ

ぱ
り

そ
う

い
っ

た
認

知
症

が
出

た
り

す
る

と
、

逆
に

発
見

が
遅

れ
た

り
と

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
あ

る
か

と
思

う
の

で
>

<
長

年
生

き
て

き
た

過
程

の
中

で
、

人
と

の
接

触
、

接
点

が
持

ち
に

く
い

人
た

ち
と

か
で

す
ね

、
孤

立
傾

向
に

あ
っ

た
人

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
っ

て
い

う
の

は
、

多
く

の
人

た
ち

の
協

力
を

得
な

い
と

、
な

か
な

か
解

決
に

至
る

ま
で

の
方

向
性

が
見

え
て

こ
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

>

<
社

協
の

ほ
う

で
も

、
単

身
の

方
で

も
認

知
症

に
も

ち
ろ

ん
な

り
ま

す
の

で
、

お
金

の
管

理
が

全
く

で
き

な
い

と
い

う
人

も
い

る
わ

け
で

す
よ

ね
。

だ
か

ら
、

日
常

生
活

自
立

支
援

事
業

で
、

軽
度

の
認

知
症

の
方

は
、

う
ち

が
通

帳
預

か
っ

て
、

な
お

か
つ

お
金

の
出

し
入

れ
、

定
期

的
に

生
活

費
で

す
よ

と
い

う
よ

う
な

形
で

公
共

料
金

の
支

払
い

と
か

、
こ

ち
ら

の
ほ

う
の

生
活

支
援

委
員

さ
ん

が
す

る
と

い
う

こ
と

で
す

ね
>

<
こ

れ
は

認
知

症
に

限
ら

ず
と

は
思

う
ん

で
す

け
ど

、
そ

う
い

っ
た

方
々

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
と

い
う

か
、

何
が

き
っ

か
け

に
で

き
る

の
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
か

ら
、

や
っ

ぱ
り

今
、

い
ろ

ん
な

方
と

話
し

て
て

も
、

や
っ

ぱ
り

出
て

こ
な

い
方

を
ど

う
す

る
か

っ
て

い
う

の
は

、
一

つ
大

き
な

課
題

で
あ

り
、

壁
に

な
っ

て
い

る
と

こ
ろ

が
あ

る
の

で
。

や
っ

ぱ
り

そ
こ

が
今

後
、

ど
う

し
て

い
く

か
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
か

な
と

>

<
事

前
に

行
政

や
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

協
議

の
場

を
つ

く
っ

て
、

そ
の

中
で

、
そ

の
人

の
い

ろ
ん

な
問

題
に

つ
い

て
、

協
議

を
し

て
、

そ
し

て
そ

の
あ

と
の

支
援

に
つ

な
げ

て
く

と
い

う
住

民
を

巻
き

込
ん

だ
形

の
地

域
ケ

ア
会

議
を

、
区

と
か

、
町

内
単

位
ぐ

ら
い

の
範

囲
で

、
今

、
展

開
を

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

>

<
ほ

か
の

市
町

村
の

取
り

組
み

と
は

、
ち

ょ
っ

と
違

う
よ

う
な

と
こ

。
生

活
介

護
支

援
サ

ポ
ー

タ
ー

と
い

う
の

が
、

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

て
。

我
々

は
、

今
日

、
大

牟
田

市
で

は
、

キ
ャ

ロ
ッ

ト
サ

ー
ビ

ス
と

い
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
が

。
そ

う
い

う
よ

う
な

形
で

、
ち

ょ
っ

と
し

た
お

手
伝

い
を

し
て

く
れ

る
と

か
>

<
直

接
の

本
人

の
接

点
と

も
て

な
い

ま
で

も
、

や
っ

ぱ
り

、
明

ら
か

に
異

常
な

事
態

が
み

え
た

と
き

に
、

た
と

え
ば

、
ゴ

ミ
屋

敷
と

か
あ

れ
じ

ゃ
な

い
で

す
け

ど
。

や
っ

ぱ
り

、
外

見
か

ら
で

も
気

づ
け

る
よ

う
な

、
郵

便
物

が
う

ー
ん

と
た

ま
っ

ち
ゃ

っ
て

る
と

か
で

も
い

い
し

、
異

臭
が

す
る

と
か

い
う

、
せ

め
て

、
そ

こ
の

段
階

の
部

分
で

は
気

づ
く

人
が

い
て

、
や

っ
ぱ

り
つ

な
げ

る
人

が
い

る
っ

て
い

う
よ

う
な

と
こ

ろ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

社
協

<
出

前
講

座
と

か
、

福
祉

学
習

と
か

、
い

ろ
ん

な
認

知
症

を
テ

ー
マ

に
し

た
研

修
会

だ
と

か
、

そ
う

い
っ

た
こ

と
を

、
一

方
向

で
伝

え
る

側
と

聞
く

側
の

関
係

の
中

で
の

場
面

設
定

を
つ

く
っ

て
き

た
ん

で
す

け
ど

。
今

取
り

組
ん

で
る

こ
と

は
、

そ
う

い
う

場
面

に
プ

ラ
ス

ア
ル

フ
ァ

で
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

通
し

て
、

そ
の

人
の

問
題

に
つ

い
て

検
討

し
合

う
>

<
や

っ
ぱ

り
一

件
一

件
の

ケ
ー

ス
と

し
っ

か
り

向
き

合
わ

な
い

と
い

け
な

い
と

い
う

の
が

あ
る

の
で

。
こ

れ
マ

ン
パ

ワ
ー

の
部

分
も

含
め

て
、

こ
れ

は
地

域
の

方
、

や
っ

ぱ
り

協
議

会
で

あ
っ

た
り

、
ほ

か
の

専
門

職
の

方
た

ち
で

も
、

や
っ

ぱ
り

マ
ン

パ
ワ

ー
的

に
は

相
当

限
界

が
あ

る
と

思
う

の
で

。
や

っ
ぱ

り
地

域
の

方
と

の
ス

ク
ラ

ム
を

組
ん

で
や

っ
て

い
く

と
い

う
と

こ
ろ

が
、

ど
う

し
て

も
必

要
に

な
る

か
な

と
考

え
て

い
ま

す
>

<
そ

う
い

う
要

因
で

、
い

ろ
ん

な
こ

う
い

う
問

題
行

動
や

、
つ

な
が

ら
な

い
要

因
が

あ
っ

た
ん

だ
と

い
う

こ
と

を
ひ

も
解

き
な

が
ら

、
じ

ゃ
あ

、
自

分
た

ち
自

身
が

ど
ん

な
こ

と
が

で
き

る
の

か
っ

て
い

う
こ

と
を

、
専

門
職

と
、

そ
れ

か
ら

地
域

の
人

と
一

緒
に

膝
を

交
え

て
、

検
討

し
合

う
と

い
う

こ
と

が
、

今
の

と
こ

ろ
成

果
が

あ
が

っ
て

き
て

、
次

に
つ

な
が

る
見

守
り

活
動

だ
と

か
、

サ
ロ

ン
活

動
に

そ
う

い
う

人
た

ち
も

同
じ

住
民

と
し

て
、

認
識

し
て

も
ら

っ
て

、
と

ら
え

て
も

ら
っ

て
、

そ
こ

を
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
も

ら
う

よ
う

な
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
き

て
る

の
で

。
今

の
と

こ
ろ

は
、

こ
れ

を
ち

ょ
っ

と
広

げ
て

い
く

や
り

方
を

行
政

と
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

、
ち

ょ
っ

と
連

携
を

し
な

が
ら

、
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

な
な

ん
て

い
う

ふ
う

に
は

思
っ

て
ま

す
>

<
そ

れ
ぐ

ら
い

や
っ

ぱ
り

深
刻

な
、

地
域

の
中

で
は

深
刻

な
問

題
と

し
て

、
今

取
り

上
げ

な
き

ゃ
な

ん
な

い
と

い
う

段
階

ま
で

き
ち

ゃ
っ

て
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

も
ん

で
す

か
ら

。
そ

こ
を

最
終

的
に

は
、

施
設

の
入

所
だ

と
か

、
サ

ー
ビ

ス
に

つ
な

げ
た

か
ら

、
そ

こ
で

よ
か

っ
た

っ
て

い
う

こ
と

で
は

な
し

に
、

や
は

り
そ

の
状

態
を

、
や

っ
ぱ

り
で

き
る

だ
け

地
域

の
中

で
維

持
し

な
が

ら
、

そ
う

い
う

人
で

あ
っ

て
も

決
し

て
排

除
さ

れ
な

い
地

域
を

一
緒

に
考

え
て

い
き

ま
し

ょ
う

っ
て

い
う

よ
う

な
投

げ
か

け
を

さ
せ

て
も

ら
っ

て
い

る
の

で
>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

自
治
会

富
士

宮
 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

<
う

ち
の

地
区

も
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

っ
て

い
う

の
を

始
め

た
ん

で
す

け
ど

ね
。

富
士

宮
市

が
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
の

養
成

講
座

と
か

、
そ

う
い

う
キ

ャ
ラ

バ
ン

・
メ

イ
ト

と
か

、
そ

の
辺

の
活

動
か

ら
>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
そ

の
と

き
に

思
っ

た
の

が
、

決
し

て
、

閉
鎖

的
に

考
え

る
の

で
は

な
く

て
、

地
域

の
中

で
そ

う
い

う
も

の
を

理
解

す
る

よ
う

な
、

そ
う

い
う

地
域

の
体

制
を

つ
く

ら
な

に
ゃ

な
ら

ん
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

し
た

>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
サ

ロ
ン

活
動

の
中

で
、

人
の

い
ろ

ん
な

意
見

を
拾

う
っ

て
い

う
の

も
あ

り
ま

す
し

。
う

ち
の

ほ
う

の
町

会
で

す
と

、
た

と
え

ば
、

一
人

暮
ら

し
で

高
齢

者
の

方
の

要
援

護
者

の
方

で
す

ね
。

や
っ

ぱ
り

ち
ょ

っ
と

心
配

な
方

た
ち

に
対

し
て

、
町

会
で

２
人

ず
つ

、
ご

近
所

の
方

、
お

願
い

し
て

る
ん

で
す

よ
。

災
害

時
の

み
っ

て
い

う
こ

と
で

、
お

願
い

は
し

て
お

り
ま

す
>

<
2
3
年

か
ら

こ
の

地
域

包
括

と
、

社
会

福
祉

と
、

う
ち

の
地

域
で

、
地

域
支

援
と

、
い

わ
ゆ

る
ケ

ア
会

議
っ

て
い

う
の

を
毎

月
開

く
こ

と
に

し
た

ん
で

す
よ

>

<
な

ん
と

か
機

会
が

あ
れ

ば
と

い
う

こ
と

で
思

っ
て

お
り

ま
し

た
ら

、
ち

ょ
う

ど
平

成
1
2
年

、
1
3
年

頃
で

ご
ざ

い
ま

し
た

け
れ

ど
も

。
「

痴
呆

と
か

、
ぼ

け
と

か
い

う
の

は
、

一
種

の
病

気
で

あ
る

」
と

い
う

ふ
う

に
言

わ
れ

て
。

だ
か

ら
、

こ
れ

を
一

つ
勉

強
し

ま
せ

ん
か

と
い

う
ふ

う
な

お
誘

い
を

、
役

所
の

ほ
う

か
ら

う
か

が
っ

た
>

<
災

害
時

の
み

と
申

し
上

げ
と

い
て

も
、

や
っ

ぱ
り

自
分

の
担

当
に

な
っ

て
る

人
っ

て
気

に
な

り
ま

す
の

で
。

な
ん

か
あ

る
と

、
ま

た
お

知
ら

せ
い

た
だ

い
た

り
す

る
ん

で
す

ね
。

だ
か

ら
、

そ
れ

が
ま

た
広

げ
る

と
い

う
こ

と
も

あ
り

ま
す

し
>

<
我

々
も

A
さ

ん
っ

て
い

う
人

を
見

た
と

き
に

、
「

最
近

、
あ

い
さ

つ
が

返
っ

て
来

な
い

ね
」

と
か

、
「

急
に

老
人

っ
ぽ

く
な

っ
ち

ゃ
っ

た
。

私
よ

り
若

い
の

に
」

っ
て

い
う

の
は

あ
る

ん
で

す
け

ど
、

そ
う

い
う

運
動

を
し

て
な

か
っ

た
と

き
は

そ
う

い
う

見
方

し
な

か
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
や

っ
ぱ

り
見

ち
ゃ

い
け

な
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

。
そ

う
い

う
見

方
を

し
ち

ゃ
い

け
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
っ

て
い

う
。

と
こ

ろ
が

、
そ

う
い

う
運

動
を

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
ち

ょ
っ

と
視

点
を

変
え

よ
う

と
。

見
方

を
変

え
よ

う
っ

て
い

う
こ

と
を

、
区

長
さ

ん
た

ち
に

も
言

っ
た

>

<
地

域
の

中
に

は
、

団
体

の
代

表
者

さ
ん

た
ち

が
、

い
っ

ぱ
い

お
ら

れ
る

の
で

、
こ

れ
は

、
子

ど
も

た
ち

も
一

緒
に

理
解

せ
に

ゃ
と

思
い

ま
し

た
の

で
、

少
年

セ
ン

タ
ー

の
指

導
員

さ
ん

と
か

、
警

察
の

補
導

員
さ

ん
と

か
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
ま

で
声

を
か

け
て

、
「

一
緒

に
勉

強
し

ま
せ

ん
か

」
と

い
う

こ
と

で
、

お
声

か
け

を
さ

せ
て

も
ら

っ
た

わ
け

で
す

>

<
認

知
症

の
方

っ
て

い
う

の
は

、
ご

家
族

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
と

、
や

っ
ぱ

り
ご

家
族

の
見

方
が

あ
り

ま
す

の
で

、
私

た
ち

か
ら

見
た

ら
、

ち
ょ

っ
と

入
っ

て
ら

っ
し

ゃ
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
と

思
っ

て
も

、
ご

家
族

が
い

い
と

お
っ

し
ゃ

ら
れ

れ
ば

、
違

い
ま

す
よ

と
お

っ
し

ゃ
ら

れ
れ

ば
、

そ
う

い
う

こ
と

で
す

し
。

そ
こ

の
と

こ
ろ

が
難

し
い

>

<
地

域
包

括
と

、
定

期
的

に
会

合
。

う
ら

ら
の

会
な

ん
て

い
う

会
を

開
き

ま
し

て
ね

>
<
１

年
と

ち
ょ

っ
と

ぐ
ら

い
の

期
間

、
勉

強
会

を
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

そ
し

て
、

勉
強

す
る

中
で

、
や

は
り

こ
れ

は
人

ご
と

で
は

な
い

。
明

日
は

我
が

身
か

も
し

れ
な

い
っ

て
い

う
よ

う
な

、
そ

う
い

う
切

羽
詰

ま
っ

た
よ

う
な

と
こ

ろ
を

学
ん

だ
わ

け
で

す
。

病
気

だ
か

ら
、

い
つ

、
誰

に
出

る
か

も
わ

か
ら

な
い

と
い

う
こ

と
で

。
や

は
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
必

要
だ

ろ
う

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
、

私
ど

も
の

と
こ

ろ
に

、
立

ち
上

げ
て

お
り

ま
す

の
が

、
「

駛
馬

南
人

情
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

と
い

う
の

で
ご

ざ
い

ま
す

>

<
町

会
と

婦
人

会
で

、
サ

ロ
ン

的
な

こ
と

を
し

て
る

ん
で

す
ね

。
歌

の
会

と
か

、
体

操
と

か
、

子
育

て
な

ん
か

も
し

て
る

ん
で

す
け

ど
も

。
そ

う
い

う
と

こ
ろ

に
、

ふ
れ

あ
い

ル
ー

ム
に

来
れ

な
く

て
、

ち
ょ

っ
と

足
が

悪
く

て
、

こ
こ

ま
で

通
え

な
い

な
っ

て
い

う
方

が
、

逆
に

そ
う

い
う

と
こ

い
ら

し
て

、
帰

る
道

が
わ

か
ら

な
く

な
る

ん
で

す
ね

。
そ

れ
が

、
一

番
最

初
の

気
づ

き
で

す
ね

>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

自
治
会

<
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
か

ら
、

た
と

え
ば

、
認

知
症

で
あ

る
と

か
、

精
神

疾
患

と
か

、
そ

う
い

う
人

た
ち

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

助
け

合
い

ま
せ

ん
か

と
か

い
う

話
を

し
て

き
た

ん
で

す
よ

ね
。

そ
う

い
う

話
を

、
地

域
に

持
っ

て
っ

た
り

>

<
私

た
ち

自
身

も
、

気
軽

に
相

談
を

さ
れ

る
よ

う
な

、
頼

ら
れ

る
よ

う
な

人
材

に
な

ろ
う

ね
っ

て
い

う
こ

と
を

、
常

に
話

し
合

っ
て

お
り

ま
し

た
。

そ
し

て
、

人
情

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
、

1
6
年

の
２

月
2
2
日

に
立

ち
上

が
り

ま
し

た
け

れ
ど

も
。

そ
れ

か
ら

は
、

私
ど

も
は

、
平

坦
な

こ
と

で
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

で
し

た
>

<
こ

こ
は

、
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
さ

ん
と

は
、

す
ご

く
う

ま
く

私
た

ち
、

情
報

を
共

有
す

る
っ

て
い

う
の

か
、

連
絡

と
っ

て
る

ん
で

す
ね

。
で

す
か

ら
、

ち
ょ

っ
と

そ
ち

ら
の

ほ
う

か
ら

の
ご

案
内

を
し

て
い

た
だ

け
ま

せ
ん

か
っ

て
い

う
よ

う
な

形
。

い
い

形
で

訪
問

を
見

守
り

と
い

う
形

で
、

い
つ

も
入

っ
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

の
で

、
そ

う
い

う
形

で
ち

ょ
っ

と
つ

な
げ

て
、

ま
た

入
っ

て
>

<
地

域
っ

て
い

う
の

は
、

毎
日

隣
り

合
わ

せ
で

煮
炊

き
し

て
る

。
洗

濯
し

て
る

。
電

気
が

つ
く

。
洗

濯
が

干
し

て
あ

る
。

そ
う

い
う

の
が

わ
か

る
わ

け
で

す
よ

ね
。

も
う

そ
う

な
っ

た
ら

、
近

所
と

連
携

し
て

、
助

け
を

求
め

る
し

か
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

い
う

話
も

聞
い

て
き

た
も

ん
で

す
か

ら
、

そ
う

い
う

人
た

ち
に

個
人

情
報

ば
っ

か
り

で
や

っ
て

る
と

、
地

域
で

見
守

る
っ

て
こ

と
を

や
め

る
か

ら
、

家
族

の
同

意
な

ん
か

も
求

め
な

が
ら

、
そ

の
人

を
さ

、
守

っ
て

い
こ

う
よ

>

<
校

区
内

に
あ

る
施

設
の

協
働

と
い

う
の

は
、

ど
う

し
て

も
、

専
門

分
野

が
必

要
と

思
い

ま
し

た
の

で
。

私
ど

も
は

、
素

人
で

あ
り

な
が

ら
、

気
軽

に
相

談
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
な

、
私

た
ち

は
、

そ
れ

を
受

け
て

、
専

門
分

野
に

つ
な

い
で

い
く

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
を

強
く

し
よ

う
と

。
そ

れ
が

地
域

力
を

強
め

る
こ

と
じ

ゃ
な

い
だ

ろ
う

か
っ

て
い

う
ふ

う
に

思
っ

た
わ

け
で

す
>

<
そ

れ
に

ご
案

内
し

て
く

だ
さ

る
ん

で
す

。
こ

こ
に

ち
ょ

っ
と

ど
う

で
す

か
っ

て
。

前
に

ど
ん

ど
ん

進
ま

な
い

た
め

に
も

、
や

は
り

外
で

の
活

動
を

、
皆

さ
ん

と
の

刺
激

は
大

切
な

こ
と

で
す

し
。

体
の

ほ
う

も
、

頭
の

ほ
う

も
、

や
っ

ぱ
り

そ
れ

は
必

要
な

こ
と

と
い

う
こ

と
で

、
刺

激
が

必
要

な
こ

と
と

い
う

こ
と

で
、

あ
ん

す
こ

さ
ん

も
よ

く
ご

紹
介

を
く

だ
さ

っ
て

、
お

連
れ

い
た

だ
い

た
り

す
る

ん
で

す
>

<
そ

う
す

る
と

、
参

加
し

た
3
0
人

ぐ
ら

い
の

区
民

の
人

た
ち

は
、

最
初

は
、

な
か

な
か

地
域

に
な

じ
ま

な
い

の
に

、
な

ん
で

あ
の

人
を

見
守

る
ん

だ
っ

て
い

う
話

か
ら

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

入
っ

て
く

ん
だ

け
ど

、
最

後
に

各
テ

ー
ブ

ル
７

～
８

人
の

メ
ン

バ
ー

に
分

け
る

ん
で

す
け

ど
、

各
テ

ー
ブ

ル
か

ら
い

ろ
ん

な
意

見
を

出
し

て
も

ら
っ

て
、

発
表

し
て

も
ら

う
と

、
み

ん
な

、
急

に
や

さ
し

く
な

っ
て

く
る

ん
で

す
よ

ね
。

や
っ

ぱ
り

助
け

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
こ

と
を

表
明

さ
れ

る
と

、
こ

の
地

域
、

日
本

人
み

ん
な

そ
う

だ
と

、
人

は
み

ん
な

そ
う

だ
と

思
う

ん
だ

け
ど

。
助

け
て

く
だ

さ
い

っ
て

言
う

と
、

あ
っ

、
彼

は
認

知
症

だ
っ

た
ん

だ
か

、
あ

の
人

は
認

知
症

だ
っ

た
ん

だ
か

。
じ

ゃ
あ

、
病

気
が

そ
う

い
う

ふ
う

に
さ

せ
て

た
ん

だ
。

じ
ゃ

あ
、

見
守

っ
て

い
こ

う
じ

ゃ
な

い
か

っ
て

い
う

ふ
う

な
ほ

う
に

変
わ

っ
ち

ゃ
う

ん
で

す
よ

ね
>

<
現

在
は

、
立

ち
上

げ
ま

し
て

か
ら

1
0
年

に
な

り
ま

す
け

れ
ど

、
住

民
の

意
識

が
、

非
常

に
変

わ
っ

て
ま

い
り

ま
し

た
。

認
知

症
の

方
と

そ
の

家
族

を
、

地
域

で
支

え
て

い
こ

う
と

い
う

大
き

な
柱

の
も

と
に

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

立
ち

上
げ

ま
し

た
け

れ
ど

も
、

最
初

の
頃

は
、

「
こ

の
た

め
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
す

よ
」

っ
て

申
し

上
げ

て
も

、
な

か
な

か
ス

ム
ー

ズ
に

利
用

し
て

く
だ

さ
る

方
、

相
談

し
て

く
だ

さ
る

方
は

あ
ん

ま
り

い
ら

っ
し

ゃ
ら

な
く

て
、

ど
う

な
る

こ
と

か
と

は
思

い
ま

し
た

け
れ

ど
も

、
今

、
非

常
に

変
わ

り
ま

し
て

。
だ

か
ら

、
地

域
が

、
や

っ
ぱ

り
理

解
を

深
め

る
こ

と
。

こ
れ

が
、

こ
れ

か
ら

先
も

な
お

な
お

こ
れ

を
、

認
知

症
に

対
す

る
理

解
を

深
め

て
い

く
。

そ
し

て
、

そ
う

い
う

方
を

一
人

で
も

多
く

地
域

の
中

に
つ

く
っ

て
い

く
こ

と
が

大
事

だ
ろ

う
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

お
り

ま
す

>

<
ご

自
分

も
認

知
症

と
は

思
っ

て
ら

っ
し

ゃ
ら

な
い

の
で

、
上

手
に

あ
ん

す
こ

さ
ん

と
つ

な
げ

な
が

ら
、

じ
ゃ

あ
、

給
食

一
緒

に
行

っ
て

み
ま

し
ょ

う
か

と
か

、
会

食
行

き
ま

し
ょ

う
か

と
か

す
る

。
そ

う
い

う
形

で
つ

な
げ

て
い

た
だ

い
た

り
。

じ
ゃ

あ
、

私
、

今
度

ま
た

見
て

ま
す

か
ら

ね
っ

て
い

う
こ

と
で

お
互

い
に

連
携

と
り

な
が

ら
、

そ
う

い
う

こ
と

し
ま

す
け

ど
>



－ 149 －

 
1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

自
治
会

<
我

々
が

押
し

つ
け

て
る

ん
じ

ゃ
な

く
て

、
自

然
発

生
的

に
そ

う
い

う
こ

と
を

言
っ

て
く

れ
る

よ
う

な
、

地
域

に
持

っ
て

く
っ

て
い

う
か

、
福

祉
の

力
を

>

<
拒

否
さ

れ
る

方
は

ず
っ

と
何

年
間

、
玄

関
か

ら
と

隙
間

か
ら

っ
て

い
う

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

け
れ

ど
も

。
何

年
か

か
っ

て
、

こ
の

方
は

う
ま

く
調

整
が

で
き

た
か

な
っ

て
。

行
政

が
入

ろ
う

と
思

っ
た

っ
て

、
絶

対
開

け
な

い
方

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

か
ら

>

<
底

力
を

上
げ

る
っ

て
い

う
の

は
。

や
っ

ぱ
り

我
々

が
ど

ん
ど

ん
入

っ
て

っ
て

、
や

っ
ぱ

り
一

般
の

人
た

ち
を

、
教

育
し

て
い

く
し

か
な

い
な

と
>

く
あ

ん
す

こ
さ

ん
で

認
知

症
の

勉
強

会
を

よ
く

開
い

て
い

た
だ

い
て

い
ま

す
け

ど
。

地
域

の
み

ん
な

が
当

た
り

前
に

わ
か

っ
て

い
た

だ
け

れ
ば

い
い

こ
と

で
す

し
。

自
分

も
い

ず
れ

は
わ

か
り

ま
せ

ん
、

て
い

う
こ

と
が

皆
さ

ん
が

わ
か

っ
て

い
た

だ
い

て
、

受
け

入
れ

て
い

た
だ

け
れ

ば
い

い
か

な
と

思
い

ま
す

>

<
地

域
で

な
ん

と
か

そ
の

認
知

症
の

人
を

、
声

を
出

さ
な

く
て

も
い

い
か

ら
、

遠
目

で
も

電
気

が
つ

い
た

よ
と

か
、

毎
日

元
気

だ
よ

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
を

見
て

い
く

っ
て

い
う

ふ
う

に
し

ま
し

ょ
う

よ
と

か
>

<
で

も
、

こ
こ

1
0
年

ぐ
ら

い
の

間
に

、
地

域
の

方
も

認
知

症
に

関
し

て
、

す
ご

く
や

わ
ら

か
い

感
じ

で
受

け
入

れ
て

ら
っ

し
ゃ

る
な

と
。

皆
さ

ん
も

た
と

え
ば

、
サ

ロ
ン

し
て

て
も

、
お

仲
間

で
、

「
ち

ょ
っ

と
お

か
し

い
よ

ね
」

っ
て

、
「

認
知

症
だ

ね
」

っ
て

い
う

こ
と

が
わ

か
っ

て
る

と
、

上
手

に
、

関
わ

っ
て

く
だ

さ
る

ん
で

す
。

来
て

る
方

た
ち

も
同

じ
こ

と
言

う
。

違
う

こ
と

お
っ

し
ゃ

ら
れ

て
て

も
、

上
手

に
お

話
の

中
で

、
お

し
ゃ

べ
り

の
会

で
あ

っ
て

も
、

全
然

違
う

こ
と

を
何

回
で

も
お

っ
し

ゃ
ら

れ
て

も
、

そ
れ

上
手

に
み

ん
な

吸
収

し
て

、
い

ず
れ

は
っ

て
い

う
と

こ
ろ

は
、

こ
の

頃
す

ご
く

そ
れ

は
、

私
は

感
じ

て
お

り
ま

す
け

れ
ど

ね
>

<
も

う
必

ず
、

そ
の

人
と

顔
を

合
わ

せ
て

、
あ

い
さ

つ
す

る
と

か
、

そ
う

い
う

高
い

ハ
ー

ド
ル

を
求

め
な

い
で

ね
。

ま
ず

、
さ

り
げ

な
く

見
て

く
る

っ
て

い
う

ふ
う

な
ふ

う
に

し
て

ね
>

<
だ

か
ら

、
や

っ
ぱ

り
啓

発
活

動
っ

て
い

う
の

を
絶

え
ず

絶
え

ず
や

っ
て

く
こ

と
か

な
っ

て
い

う
ふ

う
に

は
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
>

<
変

わ
り

ま
す

。
非

常
に

変
わ

り
ま

す
。

び
っ

く
り

し
ま

し
た

。
最

初
な

ん
か

は
、

な
ん

で
あ

え
て

そ
ん

な
こ

と
や

る
ん

だ
と

か
、

我
々

が
教

育
受

け
て

い
る

か
ら

そ
れ

だ
け

で
い

い
じ

ゃ
な

い
か

と
か

、
な

ん
で

地
域

住
民

ま
で

下
ろ

し
て

く
る

ん
だ

っ
て

い
う

よ
う

な
話

を
す

る
ん

で
す

ね
>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

自
治
会

<
だ

け
ど

、
病

気
に

な
る

と
か

、
年

取
る

と
か

、
そ

う
い

う
の

は
皆

さ
ん

な
る

ん
だ

か
ら

、
あ

な
た

た
ち

だ
け

言
っ

て
も

駄
目

じ
ゃ

ん
。

皆
さ

ん
、

よ
り

広
い

ボ
ト

ム
の

人
た

ち
を

や
ん

な
き

ゃ
い

け
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
っ

て
い

う
。

そ
う

い
う

説
得

か
ら

始
ま

り
ま

し
た

ね
。

だ
け

ど
、

ス
タ

ー
ト

し
ち

ゃ
っ

た
ら

>

<
だ

か
ら

、
た

と
え

ば
、

こ
こ

が
い

い
と

な
っ

た
ら

、
こ

こ
に

こ
う

い
う

と
こ

ろ
が

ぽ
つ

ぽ
つ

や
っ

て
く

わ
け

で
す

よ
、

我
々

も
。

そ
う

す
る

と
、

お
城

じ
ゃ

な
い

け
ど

、
ど

ん
ど

ん
外

堀
も

埋
ま

っ
て

く
る

と
、

だ
ん

だ
ん

不
安

に
な

っ
て

く
る

ん
で

す
よ

。
う

ち
の

と
こ

ろ
も

や
ら

な
き

ゃ
い

け
ね

え
ぞ

>

<
そ

れ
に

、
市

の
職

員
が

夜
で

も
来

て
い

た
だ

い
て

、
各

テ
ー

ブ
ル

に
入

っ
て

助
言

す
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
を

つ
く

っ
た

ん
で

す
よ

。
役

割
を

ね
。

地
区

社
協

で
い

ろ
ん

な
こ

と
を

し
ゃ

べ
っ

て
、

そ
の

辺
の

フ
ォ

ロ
ー

で
発

表
に

至
る

ま
で

の
助

言
と

か
。

誘
導

す
る

ん
じ

ゃ
な

く
て

、
そ

の
人

た
ち

の
意

見
を

な
ん

で
も

い
い

よ
。

な
ん

で
も

い
い

か
ら

出
し

ま
し

ょ
う

っ
て

い
う

こ
と

を
や

っ
て

る
わ

け
で

す
ね

。
そ

し
た

ら
、

変
わ

り
ま

し
た

ね
>

か
か
り

つ
け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
一

人
で

来
た

と
き

は
、

あ
ん

ま
り

は
っ

き
り

し
た

も
の

が
診

ら
れ

な
い

こ
と

が
多

い
ん

で
す

。
M
C
I
の

可
能

性
、

当
然

あ
る

ん
で

す
が

。
そ

う
い

う
意

味
で

、
３

か
月

～
半

年
ぐ

ら
い

で
、

も
う

一
度

診
せ

て
く

だ
さ

い
と

い
う

こ
と

で
、

お
返

し
し

ま
す

。
家

族
に

つ
き

添
わ

れ
て

み
え

た
と

き
は

、
大

体
家

族
の

人
が

言
う

ん
で

す
け

れ
ど

も
>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
や

っ
ぱ

り
大

牟
田

市
で

や
っ

て
る

検
診

で
し

ょ
う

か
。

も
の

忘
れ

検
診

>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
世

田
谷

区
で

去
年

か
ら

取
り

組
ん

で
い

る
、

認
知

症
の

物
忘

れ
相

談
み

た
い

な
窓

口
を

置
い

て
い

て
、

そ
れ

に
私

も
相

談
員

と
し

て
参

加
し

て
る

ん
で

す
が

。
そ

う
す

る
と

、
自

分
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
で

受
け

る
相

談
の

印
象

と
、

そ
う

い
っ

た
窓

口
で

受
け

る
相

談
の

印
象

が
違

っ
た

ん
で

す
ね

>

<
家

族
の

人
。

私
が

聞
く

と
、

3
0
分

ぐ
ら

い
か

か
る

ん
で

す
ね

。
ち

ょ
っ

と
あ

ま
り

に
も

長
過

ぎ
る

ん
で

。
う

ち
に

、
認

知
症

ケ
ア

専
門

士
が

３
人

い
る

ん
で

、
そ

の
人

た
ち

に
当

番
制

で
、

１
日

い
て

も
ら

う
。

大
体

そ
の

人
た

ち
に

い
て

も
ら

っ
て

、
み

え
た

方
に

、
ま

ず
聞

い
て

も
ら

う
。

全
部

病
歴

を
聞

い
て

も
ら

っ
て

>

<
個

人
的

に
も

、
あ

っ
ち

こ
っ

ち
で

、
同

じ
法

人
の

中
の

仲
間

と
検

診
を

し
て

て
。

そ
こ

で
も

、
か

な
り

高
い

確
率

で
認

知
症

の
方

が
見

つ
か

る
な

っ
て

い
う

の
は

>

<
ク

リ
ニ

ッ
ク

の
場

合
に

は
、

な
か

な
か

、
こ

っ
ち

が
聞

き
出

さ
な

い
と

家
族

も
言

っ
て

こ
な

い
と

。
実

は
認

知
症

で
困

っ
て

て
っ

て
相

談
し

て
く

る
人

は
、

そ
う

そ
う

な
く

っ
て

、
相

談
し

て
く

る
っ

て
い

う
の

は
、

よ
っ

ぽ
ど

困
っ

て
る

と
き

で
な

い
と

相
談

し
て

こ
な

い
ん

で
す

ね
>



－ 151 －

 
1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

か
か
り

つ
け
医

<
看

護
師

が
、

看
護

的
な

こ
と

と
、

で
き

れ
ば

H
D
S
、

長
谷

川
式

を
や

っ
て

も
ら

う
ん

で
す

が
。

ほ
と

ん
ど

看
護

師
か

、
ケ

ア
専

門
士

に
や

っ
て

も
ら

う
ん

で
す

ね
。

そ
れ

で
、

大
体

の
と

こ
ろ

を
つ

か
ん

で
、

私
の

と
こ

ろ
へ

来
て

も
ら

う
ん

で
す

け
ど

>

<
も

の
忘

れ
検

診
と

そ
の

検
診

っ
て

い
う

の
は

、
早

期
発

見
に

は
、

つ
な

が
る

の
か

な
と

は
思

い
ま

し
た

>
<
一

方
で

、
そ

う
い

う
相

談
窓

口
の

と
こ

ろ
に

来
る

場
合

に
は

、
結

構
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

が
あ

っ
て

、
ま

ず
本

人
が

気
に

し
て

く
る

場
合

。
自

分
は

、
そ

う
い

う
テ

レ
ビ

と
か

見
て

大
丈

夫
か

し
ら

。
そ

れ
か

ら
家

族
が

、
こ

こ
だ

っ
た

ら
そ

う
い

う
こ

と
を

相
談

し
て

い
い

ん
だ

と
い

う
つ

も
り

で
、

ご
家

族
が

一
緒

に
、

あ
る

い
は

ご
家

族
の

み
で

す
ね

。
本

人
は

嫌
が

る
ん

だ
け

れ
ど

も
、

ご
家

族
だ

け
で

相
談

で
き

る
っ

て
い

う
の

が
、

一
つ

の
メ

リ
ッ

ト
っ

て
い

う
。

診
療

機
関

だ
と

、
ど

う
し

て
も

ご
本

人
が

い
て

初
め

て
と

い
う

部
分

が
あ

る
の

で
、

ご
家

族
だ

け
で

も
受

診
す

る
っ

て
い

う
こ

と
は

あ
ま

り
な

い
。

そ
こ

が
大

き
な

違
い

か
な

と
思

い
ま

し
た

ね
>

<
ど

う
や

っ
て

気
づ

い
て

、
か

か
る

っ
て

い
う

と
、

や
は

り
認

知
症

は
、

あ
そ

こ
は

や
っ

て
る

よ
と

い
う

の
が

、
や

っ
ぱ

り
知

ら
れ

て
く

る
と

、
近

所
の

方
が

紹
介

し
て

く
れ

る
ん

で
す

ね
。

こ
れ

が
、

口
コ

ミ
が

、
大

き
い

で
す

よ
ね

>

<
住

民
の

方
広

く
や

る
と

、
い

ろ
い

ろ
ト

ラ
ブ

ル
が

起
こ

り
ま

す
の

で
、

あ
る

程
度

素
性

の
知

れ
た

人
た

ち
。

老
人

会
と

か
、

あ
る

い
は

、
病

院
に

か
か

っ
て

る
人

た
ち

の
友

の
会

み
た

い
な

感
じ

の
と

こ
ろ

と
か

、
そ

う
い

っ
た

方
々

を
対

象
に

、
行

政
じ

ゃ
な

い
で

す
ね

。
あ

ん
ま

広
く

や
り

す
ぎ

る
と

、
わ

け
わ

か
ん

な
く

な
り

ま
す

の
で

>

<
か

か
り

つ
け

医
で

あ
る

か
ど

う
か

っ
て

い
う

大
き

な
違

い
。

年
単

位
の

変
化

で
、

ち
ょ

っ
と

や
っ

ぱ
以

前
と

は
違

う
な

と
い

う
と

こ
で

、
ご

家
族

に
「

ど
う

？
こ

の
辺

違
う

？
」

っ
て

形
が

で
き

る
っ

て
い

う
の

が
、

か
か

り
つ

け
医

の
メ

リ
ッ

ト
か

な
と

思
い

ま
す

ね
>

<
町

に
出

て
、

「
う

ち
は

、
認

知
症

や
っ

て
る

よ
」

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

す
か

ね
。

キ
ャ

ラ
バ

ン
・

メ
イ

ト
の

講
習

を
、

私
も

受
け

て
。

私
も

キ
ャ

ラ
バ

ン
・

メ
イ

ト
に

な
っ

て
、

町
へ

出
て

、
い

ろ
い

ろ
お

話
し

し
た

り
、

そ
う

い
う

こ
と

を
す

る
ん

で
す

ね
。

そ
う

い
う

の
で

知
っ

て
も

ら
え

る
っ

て
こ

と
で

す
か

ね
。

そ
の

辺
が

、
や

っ
ぱ

り
一

番
大

き
い

で
す

か
ね

>

<
地

域
の

中
で

認
知

症
の

話
を

す
る

こ
と

で
、

認
知

症
の

早
期

発
見

に
つ

な
が

る
っ

て
い

う
の

も
、

結
構

多
い

と
思

い
ま

す
。

家
族

が
、

こ
う

い
っ

た
こ

と
は

認
知

症
の

症
状

な
の

か
ど

う
か

っ
て

こ
と

は
、

わ
か

ん
な

い
人

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
み

た
い

で
、

そ
う

い
っ

た
、

い
わ

ゆ
る

広
報

活
動

っ
て

い
う

か
、

学
習

の
活

動
で

す
ね

>

<
通

常
は

、
ご

本
人

だ
け

の
診

療
が

ほ
と

ん
ど

な
の

で
、

ご
本

人
の

変
化

で
こ

っ
ち

は
察

す
る

ん
で

す
が

。
や

っ
ぱ

り
日

常
生

活
で

、
ご

家
族

が
お

か
し

い
な

と
思

っ
て

い
る

と
き

に
は

、
一

緒
に

そ
の

と
き

に
来

て
い

た
だ

い
て

、
ご

家
族

か
ら

の
情

報
が

入
る

こ
と

で
、

だ
い

ぶ
、

見
方

が
変

わ
っ

て
く

る
と

思
う

の
で

。
な

ん
と

か
ご

家
族

が
、

診
察

に
同

行
し

て
い

た
だ

く
ア

ク
シ

ョ
ン

が
あ

る
と

、
だ

い
ぶ

違
う

の
か

な
と

思
い

ま
す

ね
>

<
相

談
さ

れ
る

の
が

、
B
P
S
D
の

人
た

ち
ば

っ
か

り
な

ん
で

す
よ

ね
。

だ
か

ら
、

早
期

発
見

の
意

味
で

は
、

町
へ

出
て

活
動

す
る

と
か

、
紹

介
し

て
も

ら
う

と
か

、
口

コ
ミ

で
行

く
と

か
し

か
な

い
で

す
か

ね
>

<
老

人
会

と
か

、
あ

る
い

は
、

病
院

の
友

の
会

と
か

。
あ

る
い

は
地

域
の

公
民

館
で

呼
ば

れ
て

、
そ

う
い

っ
た

と
き

に
話

を
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
あ

と
に

つ
な

が
る

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
も

あ
り

ま
し

た
>

<
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
問

題
で

、
医

師
が

ど
れ

ぐ
ら

い
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

頑
張

っ
て

、
ほ

か
の

職
種

と
と

っ
て

い
る

か
。

あ
る

い
は

、
言

い
や

す
い

環
境

を
つ

く
れ

て
る

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

は
あ

る
と

思
い

ま
す

ね
>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

か
か
り

つ
け
医

<
認

知
症

を
ど

う
や

っ
て

診
て

い
こ

う
か

連
携

を
取

っ
て

い
き

ま
し

ょ
う

と
い

う
、

医
師

の
会

を
つ

く
っ

た
ん

で
す

ね
。

つ
く

っ
た

の
は

い
い

ん
で

す
が

、
１

年
ぐ

ら
い

、
全

く
動

か
な

い
ん

で
。

「
こ

れ
は

、
ま

ず
い

で
す

よ
」

と
い

う
話

を
し

て
。

「
さ

あ
、

や
り

ま
し

ょ
う

」
と

い
う

こ
と

に
な

っ
て

、
私

た
ち

は
、

物
忘

れ
検

討
会

を
３

年
前

に
開

き
ま

し
た

。
そ

れ
で

、
そ

こ
で

、
最

近
わ

か
っ

た
症

例
検

討
と

か
で

す
ね

>

<
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
と

か
、

ケ
ア

ワ
ー

カ
ー

さ
ん

に
学

習
会

を
し

て
、

そ
こ

で
認

知
症

の
初

期
症

状
っ

て
い

う
の

に
つ

な
が

る
っ

て
い

う
の

が
、

ま
だ

あ
る

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
ま

だ
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

と
か

、
ケ

ア
ワ

ー
カ

ー
さ

ん
も

認
知

症
た

く
さ

ん
見

て
る

人
ば

っ
か

り
じ

ゃ
な

い
か

ら
で

す
ね

。
そ

う
じ

ゃ
な

い
人

た
ち

が
気

づ
い

て
く

れ
る

よ
う

な
学

習
会

を
設

定
す

る
と

、
結

構
、

早
期

発
見

に
つ

な
が

る
よ

う
に

思
い

ま
す

>

<
通

常
は

、
ク

リ
ニ

ッ
ク

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
外

の
事

業
所

と
の

や
り

と
り

が
ほ

と
ん

ど
な

ん
で

、
そ

う
す

る
と

、
ど

ん
だ

け
そ

の
先

生
に

「
ち

ょ
っ

と
気

に
な

る
ん

で
す

け
ど

」
っ

て
い

う
の

を
言

い
や

す
い

環
境

を
医

師
が

つ
く

れ
て

い
る

か
っ

て
い

う
の

が
、

大
き

い
か

な
と

思
い

ま
す

>

<
何

か
し

な
い

と
、

全
然

動
か

な
い

も
ん

で
す

か
ら

。
そ

う
で

な
い

と
、

一
番

困
る

の
は

、
全

部
私

ん
と

こ
へ

、
認

知
症

の
人

た
ち

が
集

ま
っ

て
き

て
。

私
は

、
神

経
内

科
も

、
ほ

か
の

患
者

さ
ん

が
す

ご
く

困
っ

て
ら

っ
し

ゃ
る

。
な

ぜ
か

っ
て

い
う

と
、

時
間

が
遅

く
な

っ
て

。
そ

れ
は

、
一

番
困

り
ま

す
ね

>

<
自

分
た

ち
で

検
診

を
行

う
と

き
の

問
題

点
っ

て
い

う
の

が
、

実
際

に
見

つ
か

っ
て

も
、

明
ら

か
に

異
常

で
あ

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
っ

て
判

断
し

て
も

、
な

か
な

か
医

療
と

か
、

介
護

、
地

域
と

結
び

つ
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

で
す

よ
>

<
少

な
く

と
も

介
護

職
の

人
た

ち
、

家
族

に
、

医
師

が
、

そ
う

い
う

情
報

を
欲

し
て

い
る

っ
て

い
う

こ
と

は
伝

え
る

必
要

が
あ

る
と

思
う

ん
で

す
ね

。
先

生
に

、
こ

う
い

う
こ

と
言

っ
て

い
い

の
か

し
ら

と
か

、
逆

に
気

に
さ

れ
る

方
の

ほ
う

が
多

い
印

象
が

あ
る

の
で

。
僕

ら
は

そ
う

い
う

、
皆

さ
ん

の
気

に
な

る
情

報
を

聞
き

た
い

と
。

そ
れ

が
暗

に
病

気
で

あ
る

な
し

と
い

う
の

は
関

わ
ら

ず
、

投
げ

か
け

て
き

て
く

れ
る

の
を

受
け

ま
す

よ
っ

て
い

う
の

を
伝

え
る

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

ね
>

<
や

っ
ぱ

り
年

だ
ろ

う
と

か
い

う
こ

と
で

、
診

な
い

ん
で

す
ね

。
診

な
い

け
ど

、
家

族
の

人
が

気
づ

い
て

、
連

れ
て

く
る

と
い

う
こ

と
が

、
ほ

と
ん

ど
で

す
よ

ね
。

診
て

く
れ

な
い

っ
て

い
う

よ
う

な
言

い
方

を
す

る
ん

で
す

が
。

診
て

く
れ

な
い

の
か

、
気

づ
い

て
て

も
、

あ
ん

ま
り

や
っ

て
も

よ
く

な
ら

な
い

か
ら

だ
ろ

う
と

い
う

感
じ

が
し

ま
す

け
ど

ね
>

<
そ

こ
が

ち
ょ

っ
と

問
題

に
な

っ
て

、
長

い
間

ず
っ

と
難

渋
し

て
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

少
し

長
寿

の
方

と
か

、
包

括
の

方
と

相
談

し
て

、
そ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
に

早
く

か
ら

見
つ

け
た

ら
、

そ
こ

に
お

知
ら

せ
し

ま
す

よ
っ

て
い

う
よ

う
な

承
諾

書
を

先
に

と
っ

て
、

民
間

の
検

診
で

も
と

っ
て

、
そ

こ
に

つ
な

げ
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
少

な
く

と
も

放
置

さ
れ

る
っ

て
い

う
こ

と
は

少
な

く
な

っ
た

の
か

な
と

思
い

ま
す

>

<
現

状
で

は
行

政
の

役
割

が
大

き
い

と
思

う
ん

で
す

ね
。

要
す

る
に

、
そ

こ
に

積
極

的
に

介
入

し
て

い
く

強
制

力
と

い
う

か
、

そ
う

い
う

の
が

な
か

な
か

な
い

の
で

。
た

と
え

ば
、

う
ち

に
も

、
時

々
、

相
談

が
来

る
の

は
、

そ
う

い
う

人
た

ち
の

健
康

診
断

を
や

っ
て

、
そ

こ
で

ま
た

、
拾

い
上

げ
て

ほ
し

い
と

か
。

も
う

、
あ

る
意

味
、

無
理

や
り

口
実

を
つ

け
て

、
そ

う
い

う
方

っ
て

、
医

療
機

関
に

行
き

た
が

ら
な

い
方

が
多

い
の

で
、

そ
こ

を
あ

え
て

、
な

ん
ら

か
の

強
制

力
と

い
う

か
、

そ
れ

に
準

じ
た

も
の

を
も

っ
て

医
療

機
関

に
結

び
つ

け
て

い
く

と
い

う
仕

組
み

は
、

少
な

か
ら

ず
必

要
か

な
と

思
い

ま
す

>



－ 153 －

 
1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

か
か
り

つ
け
医

<
認

知
症

の
広

報
す

る
と

き
に

、
こ

う
い

う
怖

い
病

気
な

ん
だ

よ
っ

て
い

う
こ

と
ば

っ
か

り
伝

え
よ

っ
た

ら
、

正
直

い
え

ば
、

な
か

な
か

心
に

広
が

ら
な

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
こ

う
い

う
進

行
抑

制
の

方
法

が
あ

り
ま

す
。

薬
と

か
、

予
防

教
室

と
か

、
い

ろ
ん

な
進

行
抑

制
の

方
法

が
あ

り
ま

す
よ

っ
て

い
う

こ
と

と
。

も
う

一
つ

は
、

今
か

ら
こ

う
い

う
手

を
打

っ
た

ら
、

一
般

的
に

予
防

っ
て

い
う

こ
と

で
す

ね
。

予
防

が
行

え
ま

す
よ

っ
て

い
う

よ
う

な
話

を
組

み
入

れ
た

話
は

、
す

ご
く

受
け

が
い

い
し

、
あ

と
で

心
に

残
る

み
た

い
で

す
>

<
た

と
え

ば
、

行
政

な
ら

行
政

、
ケ

ア
マ

ネ
な

ら
ケ

ア
マ

ネ
で

、
特

定
の

人
が

繰
り

返
し

繰
り

返
し

、
介

護
保

険
に

つ
な

が
ら

な
く

て
も

顔
な

じ
み

の
関

係
つ

く
っ

て
い

く
っ

て
い

う
よ

う
な

こ
と

が
、

う
ま

く
い

っ
て

る
よ

う
な

部
分

も
あ

り
ま

す
し

。
大

牟
田

の
包

括
の

ほ
う

で
、

ず
っ

と
か

よ
っ

て
い

た
だ

い
て

る
う

ち
に

、
な

ん
か

い
つ

の
間

に
か

つ
な

が
っ

た
と

い
う

方
法

も
あ

り
ま

す
し

。
あ

と
は

、
結

構
医

師
が

出
向

く
と

、
来

て
も

ら
う

ん
じ

ゃ
な

く
て

、
出

向
く

と
受

け
入

れ
て

く
れ

る
ん

で
す

よ
>

<
往

診
を

す
る

っ
て

い
う

の
が

、
一

番
医

療
に

結
び

つ
く

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
い

う
気

が
し

ま
す

>

<
自

ら
来

ら
れ

る
方

は
、

私
た

ち
の

病
院

の
レ

ベ
ル

で
は

少
な

い
で

す
。

や
っ

ぱ
り

連
れ

て
来

ら
れ

ま
す

。
も

う
そ

れ
で

も
来

な
い

方
は

、
訪

問
し

て
ま

す
。

い
ま

だ
に

>

<
も

う
最

初
の

２
回

ぐ
ら

い
が

、
残

念
な

が
ら

こ
っ

ち
の

完
全

な
持

ち
出

し
に

な
る

ん
で

す
よ

ね
>

<
一

番
重

視
し

た
い

な
と

思
う

の
は

、
検

診
、

広
報

も
大

切
な

ん
で

す
け

れ
ど

。
や

っ
ぱ

り
行

政
の

力
を

も
っ

と
発

揮
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

発
揮

で
き

る
よ

う
に

、
行

政
と

の
連

携
を

深
め

た
い

な
と

思
っ

て
い

ま
す

>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

か
か
り

つ
け
医

<
行

政
の

連
携

、
力

っ
て

い
う

の
は

、
た

と
え

ば
、

一
人

暮
ら

し
で

孤
立

し
て

わ
か

ら
な

く
な

っ
て

い
る

状
態

の
方

に
、

い
ろ

ん
な

そ
の

人
の

個
人

情
報

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

立
場

に
>

<
そ

こ
に

介
入

し
て

も
ら

っ
て

、
た

と
え

ば
家

族
と

か
、

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

の
連

携
を

と
る

と
か

。
あ

る
い

は
、

医
療

機
関

と
し

て
の

連
携

と
共

に
、

行
政

っ
て

い
う

の
が

や
っ

ぱ
り

信
頼

度
高

い
ん

で
す

よ
ね

。
行

政
か

ら
来

ま
し

た
っ

て
い

う
こ

と
で

、
患

者
さ

ん
の

そ
の

入
り

口
を

開
け

て
も

ら
う

。
連

携
を

と
り

持
っ

て
も

ら
う

っ
て

い
う

意
味

で
、

そ
の

包
括

と
か

、
行

政
と

の
連

携
っ

て
い

う
の

が
、

や
っ

ぱ
り

欠
か

せ
な

い
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

<
逆

に
行

政
が

い
っ

て
も

い
け

な
い

人
は

、
今

度
医

療
が

出
向

く
と

か
で

す
ね

。
お

互
い

の
や

り
取

り
が

う
ま

く
で

き
た

ら
、

も
っ

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
>

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
一

緒
に

関
わ

っ
て

る
上

司
が

計
算

間
違

い
と

か
、

注
文

間
違

い
と

か
、

普
段

、
全

然
や

れ
て

た
の

が
、

や
れ

な
い

っ
て

の
が

。
普

段
接

し
て

る
の

が
、

会
社

の
人

た
ち

な
の

で
、

そ
こ

で
、

そ
れ

を
通

り
過

ぎ
な

い
で

、
ち

ょ
っ

と
心

配
し

て
く

れ
た

の
が

、
私

た
ち

に
一

番
。

初
期

段
階

で
発

見
し

て
く

れ
た

の
で

、
助

か
り

ま
し

た
。

家
族

が
発

見
す

る
と

、
も

っ
と

遅
く

な
っ

て
た

と
思

い
ま

す
>

大
牟

田
 
家

族
<
母

が
巻

き
爪

で
。

そ
こ

に
連

れ
て

い
っ

た
ら

、
そ

こ
の

先
生

は
、

と
っ

て
も

ま
た

ご
親

切
で

、
巻

き
爪

で
す

の
で

、
２

～
３

か
月

間
を

置
い

て
受

診
す

る
わ

け
で

す
ね

。
そ

れ
を

、
何

回
か

し
て

い
る

と
き

に
、

「
お

母
さ

ん
の

様
子

が
ち

ょ
っ

と
お

か
し

い
よ

」
と

。
「

気
が

つ
い

て
る

ね
？

」
と

お
っ

し
ゃ

っ
た

の
で

、
え

っ
と

い
う

こ
と

で
。

そ
し

た
ら

、
「

大
牟

田
市

立
病

院
に

、
も

の
忘

れ
外

来
が

で
き

て
る

」
と

。
「

だ
か

ら
、

即
、

受
診

さ
せ

な
さ

い
」

と
。

「
そ

し
た

ら
、

早
く

対
応

す
れ

ば
、

進
行

し
な

い
か

ら
ね

」
と

い
う

こ
と

を
、

教
え

て
い

た
だ

い
た

ん
で

す
>

玉
川

 
家

族
<
認

知
症

で
あ

っ
て

も
、

病
気

で
す

か
ら

っ
て

い
う

こ
と

で
、

今
は

、
い

ろ
い

ろ
と

言
わ

れ
て

ま
す

け
ど

も
。

私
の

場
合

か
ら

申
し

上
げ

ま
す

と
、

家
族

が
、

ほ
か

の
人

に
、

こ
う

い
う

ふ
う

に
言

い
た

く
な

い
と

い
う

こ
と

も
あ

り
ま

し
た

し
。

そ
れ

か
ら

、
認

め
た

く
な

い
と

い
う

こ
と

も
あ

り
ま

し
た

の
で

>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

家
族

<
私

た
ち

の
家

族
の

い
ろ

ん
な

事
情

を
知

っ
て

る
友

だ
ち

が
一

人
い

て
、

そ
の

人
に

す
ぐ

言
っ

て
、

「
病

気
に

な
っ

ち
ゃ

っ
た

」
っ

て
言

っ
た

ら
、

い
ろ

ん
な

ア
ド

バ
イ

ス
を

そ
の

子
が

く
れ

た
ん

で
す

。
だ

か
ら

、
そ

の
子

の
お

か
げ

で
前

向
き

に
な

れ
ま

し
た

。
本

当
は

暗
い

性
格

な
の

で
、

本
当

に
暗

く
、

う
ち

に
引

っ
込

む
よ

う
な

感
じ

な
ん

で
す

け
ど

、
そ

の
人

が
救

っ
て

く
れ

た
っ

て
>

<
そ

れ
ま

で
は

、
市

役
所

の
市

政
だ

よ
り

で
、

認
知

症
の

勉
強

会
と

か
、

認
知

症
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

か
っ

て
い

う
言

葉
は

知
っ

て
ま

し
た

け
ど

。
私

の
ほ

う
は

、
勉

強
は

し
て

ま
し

た
け

ど
、

認
知

症
は

つ
な

が
ら

な
か

っ
た

ん
で

す
ね

、
そ

の
時

点
で

母
の

認
知

と
は

で
す

ね
。

初
め

て
一

緒
に

受
診

を
し

て
、

母
が

自
分

で
ず

っ
と

質
問

を
さ

れ
る

と
き

に
、

半
分

以
上

答
え

ら
れ

な
か

っ
た

ん
で

す
よ

>

<
周

り
か

ら
こ

う
い

う
ふ

う
に

言
わ

れ
て

み
て

も
、

実
際

に
や

る
の

は
、

私
、

本
人

な
ん

で
す

よ
。

そ
う

す
る

と
、

な
か

な
か

動
け

な
か

っ
た

り
と

い
っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
>

<
主

人
と

二
人

で
抱

え
込

ん
じ

ゃ
っ

て
暗

く
な

る
よ

り
は

、
治

し
た

い
ほ

う
な

の
で

、
誰

か
に

相
談

し
よ

う
っ

て
。

誰
で

も
い

い
ん

で
す

よ
、

相
談

で
き

る
人

。
自

分
た

ち
の

、
も

う
本

当
に

、
全

部
を

話
さ

な
き

ゃ
い

け
な

い
の

で
、

家
計

か
ら

何
か

ら
。

そ
う

い
う

友
だ

ち
っ

て
い

う
か

、
人

が
た

ま
た

ま
私

に
は

い
た

の
で

>

<
う

つ
に

な
っ

て
る

の
か

な
っ

て
い

う
気

は
あ

っ
た

ん
で

す
よ

。
で

も
、

そ
れ

が
い

わ
ゆ

る
認

知
症

に
つ

な
が

っ
て

い
る

と
い

う
気

は
全

然
な

か
っ

た
で

す
ね

>

<
家

族
会

で
も

、
い

ろ
い

ろ
と

悩
ん

で
ら

っ
し

ゃ
っ

て
、

い
ろ

い
ろ

お
話

を
し

て
る

ん
で

す
け

ど
も

。
そ

う
す

る
と

、
介

護
し

て
る

人
は

、
言

わ
れ

て
る

こ
と

は
わ

か
る

ん
で

す
が

。
い

ざ
、

病
院

に
つ

な
げ

る
っ

て
い

う
こ

と
が

難
し

い
>

<
隠

さ
な

い
っ

て
い

う
こ

と
。

う
ち

の
中

の
全

部
を

出
さ

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

ん
で

、
そ

こ
で

み
ん

な
は

止
ま

っ
ち

ゃ
う

ん
で

す
け

ど
。

治
す

に
は

、
そ

れ
を

止
め

た
ら

で
き

な
い

ん
で

、
も

う
出

し
て

、
ど

う
し

て
、

助
け

て
っ

て
言

え
る

勇
気

は
>

<
帰

る
と

冷
蔵

庫
開

け
て

も
減

っ
て

な
い

ん
で

す
よ

。
「

ど
う

し
て

食
べ

な
か

っ
た

の
」

っ
て

言
っ

た
ら

、
「

い
や

、
年

取
っ

て
る

か
ら

、
全

然
ひ

も
じ

く
な

い
か

ら
」

っ
て

い
う

意
欲

の
低

下
、

意
欲

の
低

下
が

起
き

て
き

た
か

な
と

は
思

っ
た

ん
で

す
よ

>

<
要

す
る

に
、

介
護

さ
れ

て
い

る
人

が
、

「
絶

対
嫌

だ
」

と
言

っ
た

と
き

に
、

お
連

れ
す

る
こ

と
の

難
し

さ
が

あ
り

ま
す

よ
ね

>

<
家

族
会

に
見

え
て

は
、

２
、

３
回

来
て

よ
か

っ
た

と
い

い
な

が
ら

、
ま

た
消

え
て

い
か

れ
る

わ
け

で
す

よ
。

そ
う

い
う

方
の

繰
り

返
し

で
す

。
も

う
３

周
目

ぐ
ら

い
に

な
っ

て
る

と
思

い
ま

す
け

ど
>

<
対

象
者

と
な

る
方

が
、

頑
と

し
て

、
い

う
こ

と
を

聞
か

な
い

場
合

に
、

内
側

か
ら

言
っ

て
る

と
、

頑
と

い
う

こ
と

聞
か

な
い

か
ら

、
た

と
え

ば
、

行
政

の
人

と
か

、
地

域
包

括
の

人
に

言
っ

て
も

ら
う

。
「

こ
う

い
う

あ
る

程
度

の
年

齢
に

達
し

た
ら

、
皆

さ
ん

、
検

査
に

し
て

も
ら

う
と

い
う

と
い

う
こ

と
な

の
で

。
こ

れ
は

、
そ

う
い

う
こ

と
に

な
っ

て
る

の
で

、
ぜ

ひ
、

受
け

て
く

だ
さ

い
」

と
、

義
務

付
け

ら
れ

て
る

み
た

い
な

感
じ

で
、

話
を

し
た

ら
ど

う
か

と
い

う
こ

と
>

<
そ

う
い

う
方

た
ち

が
、

ず
っ

と
継

続
し

て
参

加
で

き
な

い
の

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
方

が
お

仕
事

し
て

お
ら

れ
た

り
、

認
知

症
の

方
だ

け
じ

ゃ
な

い
、

も
う

一
人

の
障

害
者

を
抱

え
て

お
ら

れ
る

と
か

、
家

族
の

中
に

ど
う

し
て

も
目

を
離

せ
な

い
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
。

そ
う

い
う

方
が

、
や

っ
ぱ

り
何

人
か

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ね

>

<
本

人
が

行
か

な
い

っ
て

い
う

こ
と

は
、

家
族

と
す

れ
ば

、
業

を
煮

や
し

て
る

と
こ

な
ん

で
す

が
、

も
う

八
十

何
歳

に
な

っ
た

ら
、

必
ず

行
か

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

と
い

う
、

義
務

付
け

ら
れ

て
る

と
、

な
か

な
か

行
き

や
す

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

ね
。

内
側

か
ら

言
う

よ
り

も
、

外
か

ら
言

っ
て

も
ら

っ
た

ほ
う

が
い

い
の

か
な

っ
て

い
う

提
案

は
し

て
ま

す
ね

>



 
1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

家
族

<
近

所
の

方
が

ち
ょ

っ
と

上
が

り
こ

ん
で

、
２

～
３

時
間

面
倒

を
見

る
と

い
う

と
お

か
し

い
で

す
け

ど
、

お
茶

飲
み

な
が

ら
で

も
話

し
て

あ
げ

よ
う

か
ら

、
あ

な
た

行
っ

と
い

で
と

か
、

休
ん

ど
い

で
と

か
、

そ
う

い
う

つ
な

が
り

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

う
ん

で
す

け
ど

ね
。

だ
か

ら
、

そ
う

い
う

意
味

で
は

、
や

っ
ぱ

り
赤

の
他

人
で

、
し

か
も

そ
の

プ
ロ

の
方

が
行

か
れ

る
と

、
す

ご
く

簡
潔

に
は

で
き

る
か

も
し

れ
な

い
け

れ
ど

、
相

手
方

が
求

め
る

こ
と

に
は

、
ち

ょ
っ

と
ほ

ど
遠

い
か

も
し

れ
な

い
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
>

<
家

族
会

を
松

沢
病

院
で

開
き

ま
し

ょ
う

と
。

世
田

谷
区

の
フ

ェ
ロ

ー
会

と
、

目
黒

区
の

た
け

の
こ

の
会

か
し

ら
？

渋
谷

区
の

ハ
ラ

ッ
パ

ー
ズ

か
し

ら
。

そ
の

３
つ

の
会

の
3
0
人

近
く

が
集

ま
っ

て
>
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

富
士

宮
市

大
牟
田
市

世
田
谷
区
 
玉
川

行
政

富
士

宮
 
行

政
<
受

診
・

相
談

に
つ

な
が

る
っ

て
い

う
気

づ
き

は
、

一
方

で
医

療
機

関
の

連
携

と
い

う
の

も
あ

り
ま

す
か

ら
、

認
知

症
の

相
談

窓
口

の
一

覧
表

を
つ

く
っ

て
啓

発
し

た
り

、
ま

た
、

そ
の

も
の

忘
れ

相
談

連
絡

票
で

、
要

は
相

談
機

関
に

連
絡

来
た

ら
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
し

て
、

そ
れ

を
持

っ
て

初
期

受
診

を
す

る
っ

て
い

う
よ

う
な

、
そ

の
流

れ
が

、
し

く
み

が
二

つ
あ

る
の

で
。

そ
れ

を
医

師
と

一
緒

に
つ

く
り

上
げ

て
い

っ
た

も
の

で
す

か
ら

、
そ

れ
が

や
っ

ぱ
り

定
着

す
る

よ
う

な
動

き
を

、
ま

た
市

内
全

域
に

広
が

る
よ

う
な

、
そ

う
い

う
動

き
を

し
て

い
く

っ
て

の
が

、
課

題
で

す
か

ね
>

大
牟

田
 
行

政
<
認

知
症

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

研
修

が
、

一
番

有
効

だ
っ

た
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

い
ま

す
>

玉
川

 
行

政
<
1
つ

作
っ

て
い

た
だ

い
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト

ツ
ー

ル
は

共
通

の
仕

様
で

健
康

問
題

と
か

、
生

活
障

害
、

社
会

性
と

か
い

ろ
ん

な
項

目
立

て
に

整
理

さ
れ

て
い

て
、

か
か

わ
り

の
初

期
と

そ
の

後
の

経
過

を
見

ら
れ

る
1
つ

の
指

標
で

、
こ

れ
は

皆
さ

ん
活

用
さ

れ
て

>

<
「

福
祉

で
困

っ
た

ら
、

こ
こ

に
来

れ
ば

い
い

ん
だ

ね
」

っ
て

み
ん

な
思

っ
て

る
か

ら
、

ま
ず

情
報

が
つ

な
が

っ
て

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

初
期

が
生

ま
れ

る
ん

で
す

ね
>

<
毎

月
１

回
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
と

、
そ

こ
に

ケ
ア

マ
ネ

と
か

、
い

ろ
ん

な
人

た
ち

を
多

職
種

、
医

療
機

関
と

か
ド

ク
タ

ー
も

入
れ

て
、

定
例

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
開

催
し

て
る

ん
で

す
が

。
そ

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

で
さ

ら
に

。
ど

う
し

て
も

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

研
修

に
く

る
の

は
、

ナ
ー

ス
か

介
護

士
な

ん
で

す
が

、
た

ま
に

ケ
ア

マ
ネ

と
か

い
る

ん
で

す
け

ど
。

医
療

的
な

知
識

や
っ

ぱ
り

不
足

す
る

、
医

療
的

な
視

点
が

不
足

し
ま

す
の

で
。

そ
こ

を
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
場

で
補

っ
て

も
ら

え
ま

す
の

で
、

自
分

が
担

当
す

る
事

例
じ

ゃ
な

く
て

も
、

こ
う

い
う

ケ
ー

ス
に

は
こ

う
い

う
医

学
的

な
視

点
が

必
要

な
ん

だ
っ

て
こ

と
が

ま
た

見
え

る
こ

と
で

、
見

極
め

で
す

ね
。

困
難

の
見

極
め

っ
て

の
が

、
ス

キ
ル

が
上

が
っ

て
い

く
ん

だ
と

思
い

ま
す

>

<
1
個

先
生

に
協

力
し

て
い

た
だ

い
て

C
D
R
を

ベ
ー

ス
に

し
て

生
活

機
能

評
価

が
で

き
る

よ
う

な
も

の
を

1
個

指
標

と
い

う
か

、
ツ

ー
ル

を
作

っ
た

ん
で

す
>

－ 157 －



 
2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

行
政

<
１

つ
は

主
訴

が
不

明
確

な
相

談
。

な
ん

で
困

っ
て

い
る

の
か

を
聞

き
取

る
っ

て
こ

と
が

重
要

>
<
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

も
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
研

修
の

修
了

生
も

い
ま

す
し

。
と

に
か

く
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

つ
な

が
る

と
、

う
ま

く
乗

っ
て

い
く

ん
で

す
け

ど
、

そ
の

入
り

口
に

た
ど

り
着

け
な

か
っ

た
り

と
か

、
そ

の
入

り
口

が
、

直
、

在
宅

介
護

支
援

事
業

の
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
に

い
っ

た
り

と
か

す
る

と
、

僕
ら

の
支

援
し

て
る

、
目

指
そ

う
と

し
て

る
ル

ー
ト

が
ち

ょ
っ

と
外

れ
た

り
し

て
い

く
ケ

ー
ス

が
>

<
2
7
か

所
の

包
括

の
職

員
の

中
に

1
人

、
認

知
症

専
門

相
談

員
と

い
う

看
板

掲
げ

る
職

員
さ

ん
を

１
人

設
け

て
も

ら
っ

て
ま

す
け

ど
、

彼
ら

に
研

修
を

ち
ょ

っ
と

や
っ

て
、

み
ん

な
で

こ
れ

は
職

員
さ

ん
に

も
伝

え
て

も
ら

っ
て

、
日

常
業

務
の

中
で

、
「

で
き

て
る

、
疑

わ
し

い
、

ほ
と

ん
ど

で
き

て
な

い
」

と
か

当
た

り
を

付
け

る
と

、
生

活
の

障
害

が
ど

の
ぐ

ら
い

重
い

と
か

軽
い

と
か

、
何

が
で

き
て

る
、

で
き

て
な

い
と

い
う

の
が

大
体

分
か

っ
て

く
る

の
で

、
認

知
機

能
低

下
が

疑
わ

れ
る

人
に

は
こ

れ
を

試
し

に
や

っ
て

、
「

可
視

化
し

て
ほ

し
い

」
と

い
う

こ
と

を
お

願
い

し
て

い
る

ん
で

す
>

<
２

つ
目

は
、

要
は

、
多

重
な

問
題

を
抱

え
て

い
る

。
そ

こ
を

世
帯

で
し

っ
か

り
聞

き
取

っ
て

、
年

齢
の

壁
も

全
部

取
っ

払
っ

て
、

世
帯

で
全

部
聞

き
取

っ
て

、
そ

こ
か

ら
使

え
る

制
度

を
精

査
し

て
、

つ
な

ぐ
機

能
>

<
や

っ
ぱ

り
認

知
症

発
症

し
て

か
ら

、
相

談
に

来
る

ま
で

と
か

、
私

た
ち

に
つ

な
が

る
ま

で
、

４
年

、
５

年
か

か
っ

ち
ゃ

っ
て

る
ケ

ー
ス

が
あ

っ
た

り
し

て
。

ど
こ

に
相

談
し

て
い

い
か

わ
か

ん
な

か
っ

た
と

か
、

家
族

で
な

ん
と

か
み

て
い

た
と

か
で

す
ね

。
そ

う
い

う
部

分
で

は
、

家
族

が
ず

っ
と

苦
労

し
な

が
ら

、
何

年
間

み
て

い
る

っ
て

ケ
ー

ス
も

あ
り

ま
し

た
>

<
い

ろ
い

ろ
生

活
の

障
害

が
起

こ
っ

て
る

ん
で

す
け

ど
、

実
際

、
じ

ゃ
あ

何
が

で
き

て
何

が
で

き
て

な
く

て
、

こ
の

後
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
し

て
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
し

て
い

く
の

に
ど

う
い

う
ア

プ
ロ

ー
チ

を
す

る
必

要
が

あ
る

の
か

と
い

う
の

が
、

包
括

の
職

員
と

実
際

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

し
て

く
れ

る
、

例
え

ば
助

言
者

の
先

生
方

と
、

あ
と

支
所

の
職

員
と

私
た

ち
本

所
の

職
員

が
一

同
に

可
視

化
し

て
見

れ
る

ツ
ー

ル
が

何
も

な
く

て
、

か
な

り
包

括
の

職
員

の
主

観
に

よ
る

と
こ

ろ
が

多
か

っ
た

ん
で

す
>

<
前

さ
ば

き
が

あ
っ

て
、

初
め

て
ア

セ
ス

メ
ン

ト
機

能
が

あ
る

>
<
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
研

修
は

、
今

、
8
5
人

修
了

し
て

い
ま

す
け

ど
。

ど
こ

ま
で

や
る

ん
だ

っ
て

言
わ

れ
る

ん
で

す
よ

ね
。

お
そ

ら
く

近
い

将
来

、
「

ど
こ

が
ゴ

ー
ル

だ
？

」
っ

て
言

わ
れ

る
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

答
え

と
し

て
は

、
全

事
業

所
に

一
人

ず
つ

は
、

や
っ

ぱ
り

3
0
0
事

業
所

あ
る

中
で

は
、

全
事

業
所

に
一

人
ず

つ
い

る
っ

て
い

う
の

が
答

え
に

な
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
思

う
の

で
。

多
く

の
事

業
所

に
、

そ
の

研
修

を
受

け
た

人
が

い
て

、
し

か
も

理
念

も
共

有
し

て
い

る
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

一
つ

で
す

ね
>

<
な

の
で

、
ち

ょ
っ

と
客

観
視

で
き

る
も

の
が

ほ
し

い
と

い
う

こ
と

で
、

見
守

り
訪

問
看

護
と

い
う

事
業

だ
っ

た
ん

で
す

け
ど

、
そ

の
見

守
り

訪
問

看
護

の
事

業
を

や
る

中
で

、
こ

う
い

う
も

の
を

1
個

作
ろ

う
と

考
え

て
、

先
生

に
助

言
し

て
い

た
だ

い
て

、
そ

の
3
年

間
の

中
で

作
っ

て
き

た
の

が
こ

れ
な

ん
で

す
>
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

行
政

<
こ

の
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

を
、

も
う

少
し

う
ま

く
活

用
で

き
た

ら
い

い
な

っ
て

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

い
て

。
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
か

ら
の

相
談

が
入

っ
て

き
て

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

い
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
か

が
対

応
し

て
う

ま
く

い
く

ケ
ー

ス
も

も
ち

ろ
ん

あ
る

ん
で

す
け

ど
。

ま
だ

そ
れ

は
い

い
ほ

う
で

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

つ
な

が
ら

な
い

と
、

や
っ

ぱ
り

そ
の

事
例

っ
て

落
ち

て
い

く
こ

と
も

あ
っ

た
り

す
る

の
で

>

<
共

通
で

可
視

化
で

き
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

ツ
ー

ル
っ

て
、

や
っ

ぱ
り

あ
る

と
い

い
な

と
す

ご
く

思
っ

た
>

<
保

健
師

、
主

任
ケ

ア
マ

ネ
、

社
会

福
祉

士
、

み
ん

な
実

態
把

握
に

動
く

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

そ
こ

で
し

っ
か

り
実

態
を

共
有

し
た

ら
、

週
１

回
、

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

で
情

報
を

共
有

し
て

、
そ

の
支

援
で

い
い

か
ど

う
か

っ
て

確
認

を
し

っ
か

り
や

っ
て

、
必

要
で

あ
れ

ば
医

療
の

力
を

借
り

る
。

権
利

擁
護

の
力

を
借

り
る

っ
て

い
う

市
レ

ベ
ル

の
専

門
職

連
携

に
つ

な
い

で
い

く
>

<
小

規
模

事
業

所
は

難
し

い
部

分
も

、
実

は
あ

る
。

そ
う

は
い

っ
て

も
、

や
っ

ぱ
り

月
２

回
研

修
で

派
遣

す
る

の
で

、
そ

の
間

、
現

場
は

手
薄

に
な

る
。

本
当

に
1
0
人

規
模

ぐ
ら

い
の

小
規

模
の

事
業

所
は

、
た

ぶ
ん

出
せ

な
い

で
す

、
今

の
体

制
で

は
>

<
診

断
さ

れ
る

前
で

あ
っ

て
も

関
わ

り
の

初
期

の
段

階
で

、
こ

の
人

に
今

後
医

療
に

、
認

知
症

な
の

で
受

診
と

診
断

が
必

須
だ

と
思

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

、
受

診
、

診
断

に
つ

な
げ

る
前

の
段

階
で

あ
っ

て
も

、
今

ご
本

人
が

ど
う

い
う

状
態

で
い

る
の

か
と

か
早

め
に

ト
リ

ア
ー

ジ
し

て
ほ

し
い

と
思

っ
て

る
の

で
、

関
わ

り
の

初
期

の
段

階
で

は
1
回

こ
れ

を
や

っ
て

み
て

ほ
し

い
と

い
う

こ
と

は
包

括
の

職
員

に
話

し
て

ま
す

>

<
一

番
難

し
か

っ
た

の
は

、
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
で

す
よ

ね
、

専
門

職
の

。
専

門
職

を
仲

よ
く

す
る

っ
て

い
う

の
は

、
非

常
に

難
し

い
問

題
で

。
そ

こ
を

、
専

門
職

を
、

し
っ

か
り

事
例

共
有

し
て

、
み

ん
な

で
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
で

き
る

よ
う

な
環

境
づ

く
り

>

<
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

ん
で

す
け

ど
、

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
を

回
っ

て
い

っ
て

、
困

っ
て

る
こ

と
は

な
い

で
す

か
っ

て
い

う
ふ

う
に

、
少

し
こ

こ
で

意
見

交
換

し
な

が
ら

や
っ

て
る

事
業

所
も

あ
り

ま
す

し
。

会
議

と
い

う
形

で
そ

う
い

う
事

業
所

、
ケ

ア
マ

ネ
に

も
集

ま
っ

て
も

ら
っ

て
、

そ
こ

で
話

し
合

い
を

し
た

り
。

も
し

く
は

一
方

的
に

そ
の

研
修

と
い

う
形

で
集

ま
っ

て
も

ら
っ

て
、

研
修

し
た

り
と

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

は
、

そ
れ

ぞ
れ

各
セ

ン
タ

ー
で

独
自

に
考

え
て

や
っ

て
ま

す
>

<
最

初
の

段
階

で
包

括
の

窓
口

の
職

員
が

ト
リ

ア
ー

ジ
す

る
機

能
が

な
い

と
、

初
期

集
中

に
ま

ず
つ

な
げ

る
と

い
う

と
こ

ろ
が

し
っ

か
り

包
括

が
で

き
な

い
と

、
あ

の
事

業
、

生
き

な
い

ん
だ

と
思

っ
て

い
る

ん
で

す
>
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

行
政

<
し

っ
か

り
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
が

も
っ

と
も

っ
と

、
み

ん
な

が
風

通
し

よ
く

で
き

る
よ

う
な

環
境

を
、

し
っ

か
り

つ
く

っ
て

い
く

こ
と

か
な

っ
て

思
っ

て
ま

す
ね

。
人

が
変

わ
っ

て
い

く
の

で
、

や
っ

ぱ
り

継
続

さ
せ

て
い

く
問

題
が

大
事

>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
<
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
が

本
当

に
介

入
し

て
も

ら
っ

て
、

毎
日

の
中

を
支

え
て

も
ら

っ
て

て
っ

て
い

う
形

だ
っ

た
ん

で
す

け
れ

ど
。

介
護

保
険

の
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
が

、
こ

の
人

は
ど

こ
が

ど
う

で
き

な
く

な
っ

て
き

ち
ゃ

っ
て

て
、

今
こ

う
い

う
状

況
に

な
っ

て
き

ち
ゃ

っ
て

る
中

で
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
、

見
極

め
を

さ
せ

て
も

ら
い

な
が

ら
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
私

た
ち

の
立

場
で

で
き

る
と

す
れ

ば
、

や
っ

ぱ
り

て
い

ね
い

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

お
こ

な
っ

て
い

っ
て

、
い

ろ
ん

な
方

か
ら

の
情

報
収

集
を

や
っ

て
い

く
と

い
う

形
が

、
一

番
有

効
だ

と
い

う
ふ

う
に

は
思

っ
て

。
も

う
そ

れ
し

か
方

法
は

な
い

の
か

な
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

い
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
>

玉
川

 
地

域
包

括
<
相

談
が

あ
っ

た
と

き
に

、
訪

問
を

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

、
お

う
ち

の
状

況
だ

っ
た

り
と

か
を

聞
い

て
。

ご
家

族
が

い
れ

ば
、

そ
こ

ら
辺

は
、

ご
家

族
と

の
お

話
の

中
で

、
見

極
め

て
い

っ
て

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

、
し

か
る

べ
き

サ
ー

ビ
ス

に
つ

な
い

で
い

く
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
あ

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

>

<
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
が

、
皆

さ
ん

が
皆

さ
ん

っ
て

わ
け

に
も

い
か

な
い

ん
で

す
が

、
こ

う
い

う
人

が
い

て
っ

て
い

う
の

は
、

包
括

の
ほ

う
に

聞
い

て
い

た
だ

く
中

で
、

「
じ

ゃ
あ

、
も

う
次

の
段

階
は

こ
う

い
う

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

よ
ね

」
な

ん
て

話
も

、
ち

ょ
っ

と
一

緒
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
な

が
ら

。
そ

の
方

も
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
が

ち
ゃ

ん
と

つ
い

て
い

た
中

で
、

や
っ

ぱ
り

い
ろ

い
ろ

家
族

の
協

力
も

得
ら

れ
な

い
と

か
っ

て
い

う
中

で
、

次
ど

う
し

て
い

こ
う

か
な

っ
て

い
う

形
で

き
た

の
で

、
「

一
緒

に
ま

ず
は

病
院

行
っ

て
、

受
診

を
や

っ
て

い
か

な
い

と
な

か
な

か
展

開
も

で
き

な
い

よ
ね

」
な

ん
て

話
の

中
か

ら
あ

る
か

な
。

つ
な

が
っ

て
き

て
>

<
元

気
な

う
ち

に
。

何
か

あ
っ

た
ら

こ
こ

に
相

談
に

行
こ

う
と

い
う

ふ
う

な
形

が
で

き
る

と
わ

か
ら

な
く

な
っ

て
か

ら
じ

ゃ
な

く
て

、
早

く
見

つ
か

る
>

<
お

一
人

の
方

だ
っ

た
り

す
る

と
、

な
か

な
か

そ
こ

は
、

や
っ

ぱ
り

こ
ち

ら
の

ほ
う

で
、

つ
な

が
る

と
こ

ろ
ま

で
の

間
は

、
ど

れ
だ

け
で

き
て

い
る

の
か

、
で

き
て

な
い

の
か

>
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

地
域

包
括

<
今

、
認

知
症

の
専

門
相

談
員

と
い

う
の

が
、

世
田

谷
区

は
、

１
人

置
き

な
さ

い
よ

と
い

う
こ

と
で

、
初

期
集

中
の

モ
デ

ル
事

業
な

ん
か

も
や

っ
て

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

。
そ

う
い

う
と

こ
ろ

で
、

ち
ょ

っ
と

認
知

症
の

初
期

だ
け

れ
ど

も
、

ま
だ

サ
ー

ビ
ス

に
つ

な
が

ら
な

い
ん

だ
よ

と
い

う
方

を
、

ち
ょ

っ
と

モ
デ

ル
に

し
て

、
入

っ
て

い
く

支
援

を
>

<
も

の
忘

れ
相

談
と

い
う

こ
と

で
掲

げ
て

ま
す

け
ど

。
誰

で
も

、
う

ち
の

職
員

は
、

聞
く

よ
う

な
体

制
な

ん
で

す
け

ど
。

一
応

、
認

知
症

の
相

談
の

取
り

ま
と

め
と

い
う

担
当

の
職

員
を

、
一

人
置

い
て

る
と

い
う

よ
う

な
形

で
や

っ
て

ま
す

ね
。

そ
の

モ
デ

ル
事

業
を

や
っ

た
り

も
し

て
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

基
本

的
に

は
、

早
く

に
何

か
し

ら
の

と
こ

ろ
に

つ
な

げ
る

。
そ

の
ま

ま
で

の
間

の
支

援
を

し
て

い
く

と
い

う
こ

と
が

、
特

に
お

一
人

の
方

に
つ

い
て

は
必

要
で

>

<
診

断
か

ら
。

ま
ず

、
お

医
者

さ
ん

か
ら

か
か

っ
て

な
い

な
と

い
う

と
こ

ろ
も

あ
る

と
、

お
医

者
さ

ん
に

つ
な

げ
て

い
く

と
こ

ろ
か

ら
の

ス
タ

ー
ト

で
あ

っ
て

。
ど

の
ぐ

ら
い

の
こ

と
が

で
き

て
い

る
の

か
と

い
う

の
を

、
関

わ
り

の
中

で
見

極
め

て
い

く
か

な
>

<
病

院
に

行
く

に
し

て
も

、
一

人
で

行
っ

て
も

、
認

知
症

の
状

況
と

か
は

、
お

伝
え

が
で

き
ま

せ
ん

の
で

、
そ

こ
ら

辺
の

と
こ

ろ
を

、
状

況
を

見
な

が
ら

、
一

緒
に

行
っ

て
、

状
況

を
お

話
す

る
と

と
か

っ
て

い
う

こ
と

を
、

お
一

人
の

方
の

場
合

は
し

て
ま

す
>
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

地
域

包
括

<
こ

ち
ら

に
つ

な
が

っ
て

、
来

て
い

た
だ

け
る

よ
う

な
仕

組
み

が
、

今
、

民
生

委
員

さ
ん

だ
っ

た
り

と
か

と
い

う
と

こ
ろ

で
も

つ
な

が
っ

て
、

来
て

い
た

だ
け

て
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

そ
こ

を
も

う
少

し
広

く
啓

発
、

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

に
つ

な
い

で
い

く
と

い
う

と
こ

と
。

こ
こ

で
つ

な
が

れ
ば

、
状

況
に

よ
っ

て
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

に
つ

な
い

だ
り

と
か

、
何

か
し

ら
の

こ
と

と
こ

ろ
で

つ
な

い
で

い
け

る
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

な
の

で
>

<
ご

家
族

が
抱

え
込

ん
じ

ゃ
っ

て
た

り
と

か
、

や
っ

ぱ
り

認
知

症
だ

と
か

、
介

護
の

お
世

話
に

な
る

と
か

っ
て

い
う

こ
と

を
恥

ず
か

し
く

思
っ

た
り

と
か

、
隠

し
た

い
と

思
う

方
も

、
ま

だ
ま

だ
い

る
ん

で
す

よ
ね

。
そ

う
な

っ
て

く
る

と
、

な
か

な
か

そ
こ

に
入

り
込

ん
で

い
け

な
か

っ
た

り
と

か
。

や
っ

ぱ
り

私
た

ち
で

は
、

こ
の

ぐ
ら

い
の

サ
ー

ビ
ス

が
誰

か
し

ら
入

っ
た

ほ
う

が
い

い
と

か
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
行

っ
た

ほ
う

が
い

い
と

か
っ

て
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
も

、
ど

う
し

て
も

や
っ

ぱ
り

ご
家

族
、

ひ
い

き
め

に
、

ま
だ

ま
だ

そ
ん

な
こ

と
は

な
い

。
お

元
気

だ
っ

て
思

い
た

い
と

か
>

<
あ

と
は

、
お

子
さ

ん
の

代
。

息
子

さ
ん

と
か

だ
と

、
ど

う
し

て
も

、
元

気
な

と
き

の
お

母
さ

ん
の

イ
メ

ー
ジ

が
あ

っ
て

。
お

仕
事

な
ん

か
し

て
る

と
、

全
然

関
わ

れ
な

く
て

、
現

状
が

見
え

て
な

く
て

、
も

う
お

薬
の

管
理

と
か

も
自

分
で

で
き

て
な

い
ん

だ
け

ど
、

で
き

る
だ

ろ
う

っ
て

い
う

ふ
う

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

り
と

か
。

今
の

い
ろ

い
ろ

な
暮

ら
し

の
中

で
の

困
難

さ
は

、
こ

ち
ら

が
感

じ
て

て
も

、
そ

れ
を

ご
家

族
に

う
ま

く
、

「
整

理
が

必
要

な
ん

だ
よ

」
っ

て
伝

え
て

く
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
、

取
り

組
む

。
支

援
の

ポ
イ

ン
ト

と
し

て
は

あ
る

の
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
す

よ
ね

>
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

富
士

宮
 
社

協
<
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

と
っ

た
中

身
の

部
分

の
情

報
共

有
が

き
ち

ん
と

さ
れ

て
い

な
い

の
で

、
そ

こ
の

専
門

機
関

の
中

で
の

情
報

だ
け

で
あ

っ
て

。
そ

こ
を

や
は

り
ケ

ア
会

議
に

し
て

も
、

専
門

職
の

み
と

か
で

す
ね

。
実

際
に

や
っ

ぱ
り

そ
の

人
に

近
い

近
隣

の
人

だ
と

か
、

受
け

入
れ

て
も

ら
え

そ
う

な
、

ち
ょ

っ
と

離
れ

て
住

ん
で

い
る

と
こ

ろ
の

友
人

だ
と

か
。

そ
う

い
う

人
た

ち
の

情
報

も
含

め
た

形
で

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

し
て

い
か

な
い

と
、

や
は

り
解

決
難

し
い

と
思

い
ま

す
し

。
持

っ
て

る
デ

ー
タ

が
、

や
っ

ぱ
り

見
え

て
る

部
分

だ
け

の
デ

ー
タ

の
と

こ
ろ

が
多

い
の

で
>

大
牟

田
 
社

協
<
我

々
と

し
て

は
、

市
の

社
協

の
立

場
と

し
て

は
、

や
は

り
も

ち
ろ

ん
行

政
と

も
、

介
護

事
業

所
と

も
一

緒
に

な
り

な
が

ら
、

や
っ

ぱ
市

民
に

周
知

啓
発

を
進

め
て

い
く

以
外

、
な

か
な

か
こ

の
辺

は
な

い
ん

で
す

よ
ね

>

玉
川

 
社

協
<
実

際
、

ど
の

程
度

、
日

常
の

生
活

上
で

、
で

き
る

こ
と

と
で

き
な

い
こ

と
が

で
き

て
し

ま
っ

て
る

の
か

っ
て

い
う

の
が

、
私

た
ち

の
接

点
で

は
、

な
か

な
か

生
活

を
見

て
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
な

か
な

か
見

極
め

に
く

い
っ

て
い

う
の

が
一

つ
あ

っ
て

>

<
た

と
え

ば
、

ス
ー

パ
ー

の
職

員
に

認
知

症
の

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を

す
る

と
か

、
銀

行
マ

ン
に

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を

す
る

、
郵

便
局

に
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

を
す

る
。

あ
る

意
味

、
お

坊
さ

ん
に

対
し

て
、

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を

す
る

。
お

坊
さ

ん
、

自
宅

に
行

か
れ

ま
す

か
ら

>

<
連

絡
が

あ
っ

た
り

す
る

と
、

ご
本

人
に

お
会

い
し

て
み

て
、

ご
本

人
の

お
話

と
ご

連
絡

い
た

だ
い

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
と

の
話

の
段

で
、

や
っ

ぱ
り

心
配

だ
な

っ
て

い
う

こ
と

が
あ

れ
ば

、
ご

家
族

が
い

ら
っ

し
ゃ

れ
ば

ち
ょ

っ
と

ご
家

族
に

認
知

症
と

い
う

こ
と

で
は

な
い

ん
で

す
が

、
こ

う
い

う
、

ち
ょ

っ
と

お
話

が
あ

っ
た

ん
で

、
ど

う
で

す
か

っ
て

い
う

よ
う

な
連

絡
を

し
た

り
。

ま
た

地
域

包
括

と
か

い
う

と
こ

ろ
に

こ
の

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
何

か
知

っ
て

い
る

こ
と

は
な

い
か

と
い

う
こ

と
で

、
ち

ょ
っ

と
尋

ね
て

み
た

り
と

い
う

と
こ

ろ
で

進
め

て
い

て
>

<
や

っ
ぱ

り
人

と
接

し
て

、
気

づ
い

て
や

る
っ

ち
ゅ

う
の

が
、

非
常

に
大

事
な

の
か

な
と

い
う

感
じ

で
す

よ
ね

>

自
治
会

富
士

宮
 
自

治
会

(
地

区
社

協
）

<
結

局
、

そ
の

辺
は

民
生

委
員

で
あ

り
、

地
域

包
括

で
あ

り
、

地
域

支
援

型
と

か
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

の
領

分
だ

と
>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
な

る
べ

く
見

守
り

な
が

ら
近

ま
っ

て
い

く
っ

て
い

う
こ

と
は

、
地

域
は

大
事

な
こ

と
だ

ろ
う

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

で
も

、
や

っ
ぱ

り
よ

く
わ

か
ら

な
い

と
き

に
は

、
高

齢
者

の
問

題
の

窓
口

相
談

で
>

玉
川

 
自

治
会

(
民

生
委

員
）

<
季

節
外

れ
で

す
と

か
、

何
枚

で
も

着
て

し
ま

う
と

か
ね

。
そ

れ
は

、
も

う
す

ご
く

わ
か

る
こ

と
な

ん
で

す
。

わ
か

る
け

れ
ど

、
そ

れ
を

私
た

ち
が

着
せ

替
え

れ
る

か
っ

て
い

っ
た

ら
、

そ
れ

は
ち

ょ
っ

と
で

き
な

い
と

い
う

と
こ

ろ
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
は

、
お

身
内

の
方

と
ど

う
に

か
こ

れ
を

お
話

し
し

な
い

と
前

に
進

め
れ

な
い

な
っ

て
、

い
つ

も
思

う
>

社
協
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

自
治
会

<
日

常
の

気
づ

き
っ

て
い

う
の

は
、

我
々

の
地

域
な

も
の

で
す

か
ら

、
そ

の
辺

に
徹

底
し

ま
し

ょ
う

。
サ

ー
ビ

ス
の

こ
と

や
、

そ
の

辺
の

こ
と

は
、

立
ち

入
ら

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

と
。

そ
う

し
な

い
と

持
っ

て
い

く
と

、
何

、
そ

こ
ま

で
や

る
の

。
だ

か
ら

、
ま

ず
さ

り
げ

な
い

と
い

う
か

、
そ

の
辺

の
言

葉
で

ご
ま

か
す

わ
け

じ
ゃ

な
い

ん
だ

け
ど

、
そ

う
い

う
表

現
で

お
願

い
し

て
る

>

<
包

括
セ

ン
タ

ー
に

お
願

い
を

し
て

、
専

門
的

な
目

で
、

こ
の

方
が

本
当

に
認

知
症

な
の

か
、

そ
れ

が
ど

の
く

ら
い

進
ん

で
い

く
の

か
っ

て
い

う
の

を
、

あ
る

程
度

長
期

の
期

間
で

も
、

訪
問

し
て

い
た

だ
い

て
見

て
い

た
だ

く
っ

て
い

う
ふ

う
に

、
つ

な
い

で
お

り
ま

す
>

<
区

の
ほ

う
へ

行
っ

て
も

、
現

場
の

こ
と

っ
て

わ
か

っ
て

な
い

わ
け

で
す

か
ら

。
こ

こ
の

現
場

と
現

場
が

つ
な

が
り

な
が

ら
区

に
上

げ
る

っ
て

い
う

よ
う

な
形

を
と

ら
さ

し
て

い
た

だ
い

て
る

ん
で

す
ね

。
だ

か
ら

、
よ

そ
と

比
べ

て
、

お
話

を
聞

い
て

る
限

り
で

は
、

も
の

す
ご

く
、

さ
っ

き
の

あ
ん

す
こ

さ
ん

と
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

う
ま

く
つ

な
が

り
を

も
た

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
ね

>

<
動

い
て

ま
す

ね
。

逆
に

、
そ

の
辺

を
私

た
ち

も
、

毎
月

の
定

例
の

会
議

と
か

、
そ

の
辺

で
進

行
状

況
と

か
を

聞
い

て
る

わ
け

で
す

ね
>

<
認

知
症

を
支

え
て

い
く

っ
て

い
う

問
題

は
、

地
域

が
本

当
に

そ
れ

に
向

か
い

合
わ

ん
と

で
き

ん
と

思
い

ま
す

。
よ

そ
ご

と
の

よ
う

に
し

て
言

葉
だ

け
で

は
、

も
う

こ
れ

は
、

支
え

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

真
正

面
か

ら
向

か
い

合
っ

て
、

こ
の

方
を

ど
う

す
る

の
か

。
こ

の
家

族
は

、
じ

ゃ
あ

、
ど

う
な

る
の

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

ま
で

真
剣

に
、

も
う

そ
こ

は
絶

対
最

後
ま

で
、

そ
の

方
々

の
立

場
に

立
た

な
け

れ
ば

、
救

う
こ

と
は

で
き

な
い

と
思

っ
て

い
ま

す
>

<
「

ど
う

」
っ

て
、

「
ご

存
じ

」
っ

て
言

い
な

が
ら

、
「

私
た

ち
こ

う
い

う
ふ

う
に

あ
れ

だ
け

ど
、

ど
う

で
す

か
」

、
「

あ
ん

す
こ

さ
ん

わ
か

っ
て

ま
す

か
」

と
か

さ
、

「
あ

ん
す

こ
さ

ん
今

、
こ

の
方

ど
う

」
っ

て
、

「
お

会
い

に
な

っ
た

こ
と

あ
り

ま
す

か
」

っ
て

い
う

よ
う

な
感

じ
で

の
情

報
交

換
し

な
が

ら
前

に
進

め
て

い
く

っ
て

い
う

。
サ

ー
ビ

ス
を

、
あ

ん
す

こ
さ

ん
の

ほ
う

で
こ

ん
な

サ
ー

ビ
ス

あ
り

ま
す

よ
っ

て
い

う
の

を
上

手
に

出
し

て
い

た
だ

く
っ

て
い

い
な

が
ら

>

<
い

き
な

り
ハ

ー
ド

ル
高

く
し

な
い

で
、

逆
に

そ
う

い
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
福

祉
の

レ
ベ

ル
が

上
が

っ
て

く
る

と
、

自
然

発
生

的
に

こ
の

辺
ま

で
地

域
で

で
き

る
じ

ゃ
な

い
か

と
か

、
向

こ
う

か
ら

提
案

が
出

て
く

る
ん

で
す

。
そ

の
辺

が
で

き
つ

つ
あ

る
と

い
う

こ
と

じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

ま
ず

、
あ

ん
ま

り
期

待
し

な
い

で
>

<
地

域
と

ご
本

人
だ

け
、

家
族

だ
け

で
は

で
き

な
い

。
こ

れ
は

、
限

り
が

あ
り

ま
す

の
で

。
と

に
か

く
、

公
的

な
立

場
の

、
包

括
セ

ン
タ

ー
み

た
い

な
そ

う
い

う
と

こ
ろ

も
一

緒
に

巻
き

込
ん

で
い

く
>

<
地

域
の

中
の

隅
々

に
は

、
い

ろ
ん

な
支

援
を

待
っ

て
ら

っ
し

ゃ
る

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

し
、

そ
う

い
う

方
々

の
声

は
、

や
は

り
地

域
が

こ
こ

に
届

け
な

け
れ

ば
、

本
当

の
意

味
で

の
支

え
に

は
な

っ
て

い
か

な
い

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

の
で

。
ま

ず
、

包
括

と
地

域
は

、
や

っ
ぱ

り
一

体
に

な
っ

て
お

く
こ

と
が

必
要

だ
ろ

う
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
>



 
2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

か
か
り

つ
け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
最

初
と

い
う

か
、

あ
ま

り
進

ん
で

な
い

人
た

ち
に

と
っ

て
は

、
介

護
保

険
に

結
び

つ
け

て
い

く
と

い
う

の
が

、
一

つ
の

手
だ

と
思

う
ん

で
す

が
。

そ
れ

に
対

し
て

、
困

る
こ

と
と

い
う

の
は

、
や

っ
ぱ

り
本

人
が

嫌
が

る
と

い
う

と
こ

ろ
で

す
か

ね
。

そ
れ

を
、

や
は

り
い

ろ
ん

な
人

に
、

周
り

の
人

に
勧

め
て

も
ら

う
。

そ
し

て
、

こ
の

方
も

知
っ

て
る

お
友

だ
ち

が
い

て
、

そ
の

友
だ

ち
に

勧
め

て
も

ら
う

と
い

う
よ

う
な

引
き

込
み

方
を

し
て

、
や

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

。
大

体
は

、
最

初
は

嫌
が

る
け

ど
、

大
体

は
行

く
よ

う
に

>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
診

断
プ

ラ
ス

ア
ル

フ
ァ

っ
て

い
う

こ
と

で
い

え
ば

、
そ

の
外

来
の

場
面

で
い

え
ば

、
外

来
の

場
面

で
い

え
ば

、
や

っ
ぱ

り
つ

い
て

き
た

ご
家

族
と

か
、

親
族

の
方

。
あ

る
い

は
、

近
所

の
方

で
も

た
ま

に
つ

い
て

く
る

ん
で

す
け

ど
。

そ
う

い
っ

た
方

に
、

こ
の

病
気

は
こ

れ
か

ら
先

、
こ

う
い

う
ふ

う
な

展
開

を
見

せ
ま

す
よ

っ
て

い
う

よ
う

な
表

を
つ

く
っ

て
る

ん
で

す
よ

。
そ

れ
を

ち
ょ

っ
と

渡
し

て
。

た
と

え
ば

、
洋

服
が

、
ど

う
も

季
節

感
が

な
く

な
っ

て
き

た
と

き
に

は
、

水
分

が
と

れ
て

い
る

と
か

、
食

事
が

と
れ

て
い

る
か

と
か

。
買

い
物

に
は

ち
ゃ

ん
と

行
け

て
い

る
の

か
と

か
、

そ
う

い
っ

た
こ

と
を

チ
ェ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

と
か

で
す

ね
。

そ
う

い
う

こ
と

を
事

前
に

、
ま

ず
一

つ
は

、
お

伝
え

す
る

よ
う

な
方

策
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
と

も
う

一
つ

、
や

っ
ぱ

り
一

番
医

者
に

と
っ

て
有

効
な

の
は

、
実

際
に

患
者

さ
ん

の
う

ち
に

、
や

っ
ぱ

行
く

こ
と

な
ん

で
す

よ
>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
困

難
か

ど
う

か
っ

て
い

う
の

は
、

ご
本

人
、

ご
家

族
の

受
け

止
め

方
に

よ
っ

て
も

変
わ

る
し

。
僕

ら
の

尺
度

だ
と

、
こ

れ
が

で
き

る
で

き
な

い
が

困
難

の
尺

度
、

あ
れ

に
な

る
ん

で
す

が
。

ご
家

族
に

と
っ

て
は

、
そ

れ
も

誰
か

が
補

っ
て

あ
げ

れ
て

れ
ば

、
決

し
て

困
難

に
は

な
っ

て
な

か
っ

た
り

す
る

の
で

、
そ

こ
の

ギ
ャ

ッ
プ

は
、

や
っ

ぱ
こ

っ
ち

が
意

識
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

う
ん

で
す

ね
。

こ
っ

ち
が

そ
れ

を
困

難
だ

と
思

っ
て

も
困

難
と

感
じ

て
な

け
れ

ば
、

困
難

で
な

い
可

能
性

も
。

逆
に

こ
っ

ち
が

困
難

と
思

っ
て

な
い

も
の

も
、

そ
の

環
境

だ
と

非
常

に
困

難
に

な
っ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
の

で
、

医
師

の
物

差
し

だ
け

で
困

難
を

決
め

つ
け

な
い

ほ
う

が
い

い
か

な
と

>

<
家

族
の

人
も

、
本

当
の

意
味

で
協

力
し

て
く

れ
る

の
か

、
自

分
た

ち
が

見
な

く
て

済
む

か
ら

な
の

か
、

経
済

的
な

問
題

な
の

か
と

い
う

よ
う

な
と

こ
ろ

も
、

こ
ち

ら
、

こ
う

や
っ

て
、

話
す

中
で

、
聞

き
な

が
ら

い
く

ん
で

す
け

ど
。

な
か

な
か

家
族

の
人

っ
て

、
い

ろ
い

ろ
あ

り
ま

す
よ

ね
。

本
当

に
協

力
的

な
人

と
、

ほ
と

ん
ど

見
て

く
れ

な
い

と
い

う
、

極
端

な
人

、
両

方
の

。
だ

か
ら

、
真

ん
中

の
人

た
ち

は
、

あ
る

程
度

、
流

さ
れ

て
。

強
く

言
っ

て
、

や
っ

て
も

ら
う

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
そ

う
す

る
と

、
大

体
や

っ
て

く
れ

ま
す

か
ね

、
そ

の
辺

の
人

た
ち

は
>

<
う

ち
に

行
っ

た
ら

、
も

う
生

活
が

成
立

し
て

い
る

か
、

し
て

い
な

い
か

っ
て

い
う

の
は

、
あ

る
程

度
わ

か
り

ま
す

の
で

、
家

に
行

く
っ

て
い

う
こ

と
。

た
だ

、
な

か
な

か
そ

れ
が

時
間

的
な

問
題

で
か

な
わ

な
い

か
ら

、
や

っ
ぱ

り
こ

れ
は

、
も

う
包

括
と

か
、

ケ
ア

マ
ネ

と
か

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
方

に
行

っ
て

も
ら

う
。

そ
こ

で
、

生
活

が
成

立
し

て
い

る
か

、
し

て
い

な
い

か
を

、
や

っ
ぱ

り
見

て
も

ら
う

っ
て

い
う

の
が

、
一

番
必

要
。

>

<
も

う
実

際
の

本
人

、
あ

る
い

は
ご

家
族

が
何

が
困

っ
て

、
な

ぜ
そ

れ
を

困
っ

て
る

か
と

い
う

と
こ

ま
で

つ
っ

こ
ん

で
い

か
な

い
と

、
困

難
が

見
え

て
こ

な
い

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

あ
り

ま
す

ね
。

こ
っ

ち
が

予
想

も
し

な
か

っ
た

こ
と

が
困

難
に

な
っ

て
い

た
り

と
い

う
こ

と
>

<
非

常
に

恵
ま

れ
て

い
る

ん
だ

ろ
う

と
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

と
か

、
看

護
師

に
、

「
そ

こ
ら

辺
、

ち
ょ

っ
と

こ
の

人
の

生
活

状
況

っ
て

い
う

か
、

連
携

状
況

調
べ

て
ね

」
っ

て
言

っ
た

ら
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

ほ
う

で
、

ず
っ

と
そ

こ
ら

辺
、

段
取

り
つ

け
て

く
れ

て
、

情
報

収
集

し
て

く
れ

ま
し

た
>

<
ど

ん
だ

け
当

事
者

の
こ

と
を

う
ま

く
聞

い
て

引
き

出
せ

る
か

。
ほ

ん
と

に
何

が
困

っ
て

る
か

。
こ

っ
ち

が
「

こ
れ

っ
て

困
っ

て
る

で
し

ょ
」

っ
て

い
う

姿
勢

よ
り

も
、

「
何

が
ど

う
困

っ
て

る
の

？
」

っ
て

い
う

形
の

関
係

性
に

も
っ

て
い

け
る

か
で

す
か

ね
>

－ 165 －



－ 166 －

 
2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

か
か
り

つ
け
医

<
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

は
３

人
い

る
ん

で
す

け
ど

、
３

人
と

も
そ

れ
な

り
に

し
っ

か
り

と
高

く
見

極
め

て
る

と
思

い
ま

す
。

た
と

え
ば

、
「

も
う

こ
の

人
、

受
診

不
要

じ
ゃ

な
い

か
な

と
考

え
ま

す
」

っ
て

意
見

ま
で

、
言

っ
て

く
れ

ま
す

。
「

も
う

ち
ょ

っ
と

待
っ

て
も

い
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
」

と
。

そ
の

代
わ

り
、

手
放

さ
ず

に
定

期
的

に
経

過
見

ま
す

の
で

。
包

括
は

力
量

高
い

で
す

。
大

牟
田

は
も

の
す

ご
く

高
い

と
思

い
ま

す
。

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

も
、

本
当

に
人

そ
れ

ぞ
れ

で
す

>

<
一

番
や

り
や

す
い

の
は

、
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
だ

と
思

い
ま

す
。

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

が
、

一
番

身
近

に
い

て
、

ご
家

族
と

ご
本

人
の

両
方

を
あ

る
意

味
客

観
的

に
見

て
、

か
つ

介
護

に
必

要
な

要
素

を
あ

る
程

度
、

知
識

と
し

て
も

持
っ

て
る

の
で

、
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
の

機
能

っ
て

い
う

の
は

大
き

い
と

思
い

ま
す

し
。

う
ち

の
中

で
も

、
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
が

僕
ら

医
師

に
そ

う
い

う
の

投
げ

か
け

て
く

る
ケ

ー
ス

は
多

々
あ

り
ま

す
>

<
た

ぶ
ん

、
こ

こ
ま

で
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

な
ん

か
が

や
っ

て
く

れ
て

い
る

の
っ

て
い

う
の

は
、

た
ぶ

ん
残

念
な

が
ら

、
う

ち
だ

け
だ

と
思

い
ま

す
。

だ
け

ど
、

包
括

に
い

く
つ

か
の

法
人

が
、

人
出

し
て

い
る

じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

包
括

に
人

出
し

て
い

る
法

人
の

と
こ

で
は

、
人

が
育

っ
て

い
ま

す
>

<
経

験
が

浅
い

方
は

や
っ

ぱ
り

目
の

前
に

生
じ

た
困

難
に

な
り

ま
す

し
、

経
験

が
あ

る
方

は
も

う
そ

の
一

歩
先

を
た

ぶ
ん

、
こ

の
先

は
こ

こ
が

困
難

に
な

る
だ

ろ
う

と
い

う
と

こ
ま

で
、

や
っ

ぱ
し

視
野

を
、

ち
ょ

っ
と

広
い

傾
向

が
あ

る
と

思
い

ま
す

>

<
そ

う
い

っ
た

人
間

を
、

で
き

る
だ

け
た

く
さ

ん
つ

く
っ

て
い

く
こ

と
な

の
か

な
と

思
い

ま
す

。
あ

と
は

、
小

規
模

の
人

た
ち

を
、

大
牟

田
市

内
に

い
っ

ぱ
い

あ
る

よ
う

な
と

こ
ろ

を
、

き
ち

ん
と

そ
う

い
っ

た
見

極
め

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

く
る

と
、

す
ご

く
入

り
口

と
し

て
い

い
の

か
な

と
思

っ
て

い
ま

す
>

<
み

ん
な

で
事

例
検

討
一

緒
に

で
き

る
人

間
を

ど
ん

ど
ん

増
や

し
て

い
く

っ
て

い
う

こ
と

な
の

か
な

と
思

い
ま

す
。

大
牟

田
で

今
や

っ
て

る
、

認
知

症
の

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
の

カ
ン

フ
ァ

。
あ

あ
い

っ
た

も
の

が
、

本
当

は
地

域
で

ど
ん

ど
ん

で
き

る
よ

う
に

な
る

と
、

力
量

が
ず

い
ぶ

ん
上

が
っ

て
>

<
医

師
が

参
加

す
る

必
要

性
が

、
本

当
は

あ
る

と
思

う
ん

で
す

よ
。

た
だ

、
医

師
が

参
加

す
る

と
、

医
師

主
導

に
な

っ
ち

ゃ
う

ん
で

す
よ

。
で

す
か

ら
、

カ
ン

フ
ァ

の
や

り
方

み
た

い
な

の
を

、
み

ん
な

で
勉

強
で

き
れ

ば
な

と
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
も

>

<
医

者
は

、
も

う
横

か
ら

ち
ょ

こ
ち

ょ
こ

言
葉

掛
け

す
る

程
度

の
カ

ン
フ

ァ
に

な
れ

ば
い

い
な

と
思

う
ん

で
す

け
ど

ね
>
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
や

っ
て

い
き

な
が

ら
、

こ
こ

、
で

き
な

く
な

っ
ち

ゃ
っ

た
ん

だ
な

っ
て

い
う

と
き

は
、

友
だ

ち
に

聞
い

て
。

た
と

え
ば

、
「

今
ま

で
は

、
下

着
を

自
分

で
引

き
出

し
か

ら
出

せ
て

た
の

に
、

最
近

は
、

ぐ
じ

ゃ
ぐ

じ
ゃ

に
な

っ
て

出
す

け
ど

、
ま

た
履

い
た

の
も

入
れ

ち
ゃ

う
み

た
い

な
感

じ
で

な
っ

て
る

よ
」

っ
て

言
っ

た
と

き
に

、
友

だ
ち

に
聞

い
て

、
「

ど
う

し
て

フ
ォ

ロ
ー

し
て

っ
た

ら
い

い
の

？
」

み
た

い
な

の
を

聞
い

て
、

そ
し

た
ら

、
じ

ゃ
あ

、
「

名
前

を
書

き
な

さ
い

」
と

か
>

大
牟

田
 
家

族
<
施

設
へ

の
連

絡
票

で
随

分
救

わ
れ

ま
し

た
。

ど
ん

な
こ

と
書

い
て

た
か

な
と

思
っ

て
見

た
ら

、
最

後
亡

く
な

る
ま

で
1
2
冊

か
1
3
冊

書
き

上
げ

て
ま

す
け

ど
、

「
５

冊
目

で
、

や
っ

と
こ

の
イ

ラ
イ

ラ
を

皆
さ

ん
の

お
か

げ
で

卒
業

で
き

た
よ

う
に

な
り

ま
し

た
」

と
表

紙
に

書
い

て
る

か
ら

で
す

ね
。

最
初

の
２

冊
目

、
３

冊
目

ぐ
ら

い
の

と
き

は
、

も
う

私
の

怒
り

と
悩

み
、

そ
う

い
う

の
を

書
き

な
ぐ

っ
て

、
毎

日
連

絡
票

じ
ゃ

な
く

て
、

私
の

愚
痴

を
書

い
て

も
ら

う
、

聞
い

て
も

ら
う

>

玉
川

 
家

族
<
自

分
で

は
、

認
知

症
は

病
気

な
ん

だ
よ

っ
て

い
う

の
は

、
わ

か
っ

て
ま

す
け

ど
も

、
毎

日
、

四
六

時
中

、
一

緒
に

生
活

し
て

る
と

、
自

分
自

身
が

見
え

な
く

な
っ

ち
ゃ

う
と

い
う

か
、

主
人

に
は

、
「

お
ふ

く
ろ

さ
ん

、
病

気
な

の
に

、
君

は
冷

た
い

ね
」

と
か

、
そ

う
い

う
ふ

う
に

言
わ

れ
て

し
ま

っ
た

り
と

か
、

難
し

い
。

な
か

な
か

自
分

自
身

が
切

り
替

え
る

こ
と

が
、

難
し

か
っ

た
っ

て
い

う
こ

と
で

す
ね

>

<
で

も
、

プ
ラ

イ
ド

が
あ

る
の

で
、

嫌
だ

っ
て

言
わ

れ
た

の
で

、
じ

ゃ
あ

、
名

前
書

か
な

い
で

、
引

き
出

し
か

ら
出

し
た

と
き

の
フ

ォ
ロ

ー
が

間
違

っ
て

た
ら

、
私

が
直

せ
ば

い
い

ん
だ

っ
て

感
じ

に
自

分
で

変
え

て
。

そ
う

い
う

ふ
う

に
一

つ
一

つ
や

っ
て

、
友

だ
ち

に
聞

い
て

、
そ

の
や

り
方

を
や

っ
て

、
主

人
に

は
合

わ
な

か
っ

た
ら

、
じ

ゃ
あ

、
こ

ん
な

感
じ

で
普

段
や

っ
て

る
の

を
、

私
が

自
分

で
フ

ォ
ロ

ー
す

れ
ば

主
人

は
傷

つ
か

な
い

だ
ろ

う
っ

て
、

一
個

一
個

、
一

回
駄

目
だ

っ
た

の
を

、
主

人
な

り
の

方
向

で
変

え
て

い
っ

た
ん

で
す

ね
>

<
や

っ
ぱ

り
書

き
綴

る
、

そ
し

て
、

そ
れ

を
誰

か
に

ち
ょ

っ
と

見
て

も
ら

っ
て

ひ
と

言
声

を
か

け
て

も
ら

う
。

そ
う

い
う

私
は

恵
ま

れ
て

た
ん

だ
と

思
う

ん
で

す
ね

。
そ

れ
で

わ
り

と
早

い
段

階
で

立
ち

直
る

。
母

の
現

実
を

、
あ

る
程

度
受

け
入

れ
る

こ
と

か
で

き
た

か
な

と
思

う
の

で
。

そ
れ

だ
っ

た
か

ら
、

母
の

い
わ

ゆ
る

周
辺

症
状

ま
で

い
か

ず
に

、
基

本
的

な
核

の
状

態
の

単
純

な
も

の
忘

れ
的

な
こ

と
、

そ
う

い
う

こ
と

で
済

ん
だ

か
な

っ
て

思
う

ん
で

す
け

ど
ね

>

<
結

局
自

分
で

は
、

母
が

認
知

症
に

な
っ

た
っ

て
い

う
の

は
わ

か
っ

て
は

い
る

ん
だ

け
れ

ど
も

、
わ

か
り

き
れ

て
な

い
と

い
う

と
こ

ろ
が

あ
る

。
な

ん
で

っ
て

い
う

と
こ

ろ
の

、
ず

っ
と

積
み

重
ね

だ
っ

た
ん

で
す

ね
>

<
先

生
に

も
相

談
し

、
友

だ
ち

に
も

相
談

し
て

、
主

人
に

あ
っ

た
方

法
を

選
ん

だ
、

私
が

。
嫌

だ
っ

て
言

う
か

ら
、

じ
ゃ

あ
違

う
方

法
の

ほ
う

が
い

い
ん

だ
っ

て
。

や
っ

ぱ
性

格
と

か
、

い
ろ

ん
な

知
っ

て
る

の
は

私
だ

か
ら

、
み

ん
な

は
普

通
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

私
に

教
え

て
く

れ
た

け
ど

>

<
私

た
ち

は
そ

の
当

時
、

暴
力

し
た

り
、

徘
徊

を
し

た
り

、
ト

イ
レ

の
粗

相
を

し
た

り
と

か
、

あ
あ

い
う

こ
と

が
認

知
症

と
私

も
最

初
思

っ
て

ま
し

た
。

だ
か

ら
、

生
活

の
日

々
の

中
で

の
今

ま
で

で
き

て
き

た
こ

と
が

、
で

き
な

く
な

っ
て

る
と

か
。

日
常

で
き

て
た

こ
と

、
そ

の
具

体
例

を
あ

げ
て

で
す

よ
。

そ
し

て
、

こ
う

い
う

こ
と

も
で

き
な

く
な

る
の

は
、

認
知

症
の

初
期

の
状

態
で

す
よ

っ
て

い
う

こ
と

を
教

え
て

も
ら

っ
て

、
私

も
、

そ
の

時
点

で
ず

い
ぶ

ん
け

ん
か

し
な

い
で

済
ん

だ
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
>

<
今

は
介

護
保

険
と

い
う

の
が

あ
り

ま
す

か
ら

、
そ

の
と

き
は

、
や

は
り

、
頼

む
と

母
に

対
し

て
申

し
わ

け
な

い
と

か
、

そ
う

い
う

こ
と

が
頭

に
あ

り
ま

し
た

の
で

、
な

ん
と

か
自

分
で

や
ろ

う
と

い
う

こ
と

で
し

た
か

ら
>



 
2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

家
族

<
試

行
錯

誤
。

失
敗

し
た

お
か

げ
で

、
主

人
と

つ
き

合
っ

て
く

や
り

方
が

自
分

な
り

に
で

き
た

の
か

な
っ

て
。

本
当

に
い

っ
ぱ

い
あ

る
け

ど
>

<
内

科
と

か
、

整
形

と
か

に
は

連
れ

て
い

っ
て

る
け

ど
、

そ
こ

で
は

、
そ

う
い

う
お

話
が

で
き

な
い

と
か

っ
て

お
話

を
聞

く
と

、
や

っ
ぱ

り
お

医
者

さ
ん

同
士

の
連

携
。

こ
の

先
生

が
行

き
な

さ
い

と
言

わ
れ

れ
ば

、
家

族
も

き
っ

と
言

い
や

す
い

と
思

う
と

で
す

よ
ね

。
で

も
、

家
族

が
連

れ
て

い
こ

う
と

す
る

と
、

「
俺

を
殺

し
て

か
ら

連
れ

て
い

け
」

と
か

な
る

け
ど

。
病

院
の

先
生

は
、

お
年

寄
り

も
信

頼
し

て
あ

る
と

思
う

の
で

>

<
一

週
間

た
っ

た
と

き
に

迎
え

に
い

く
と

、
な

ん
で

早
く

来
な

か
っ

た
の

よ
っ

て
言

う
か

ら
、

そ
こ

で
ま

た
落

ち
込

む
わ

け
で

す
よ

ね
。

帰
り

は
、

ま
た

、
一

週
間

戦
場

が
始

ま
る

ん
だ

な
っ

て
い

う
暗

い
気

持
ち

で
帰

っ
て

い
く

っ
て

、
そ

う
い

う
こ

と
が

何
回

も
あ

り
ま

し
た

け
れ

ど
も

、
や

は
り

自
分

で
、

気
持

ち
を

切
り

替
え

て
い

く
し

か
な

い
な

っ
て

こ
と

は
、

ぶ
つ

か
っ

た
と

き
に

初
め

て
わ

か
る

と
い

う
こ

と
で

>

<
知

識
は

一
応

は
聞

い
と

い
た

け
ど

、
や

っ
ぱ

現
実

と
違

う
の

で
、

こ
ん

な
と

き
に

ど
う

し
よ

う
っ

て
い

う
相

談
相

手
の

電
話

で
も

い
い

か
ら

、
そ

う
い

う
人

が
い

た
ほ

う
が

、
ま

だ
私

的
に

は
い

い
か

な
っ

て
思

い
ま

す
。

>

<
も

う
少

し
、

地
域

包
括

な
り

行
政

な
り

が
、

介
護

保
険

を
自

由
に

使
っ

て
、

そ
れ

で
気

晴
ら

し
を

し
て

い
い

ん
で

す
よ

っ
て

い
う

こ
と

を
、

も
う

ち
ょ

っ
と

ア
ピ

ー
ル

す
る

こ
と

が
い

い
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

<
一

番
救

い
に

な
っ

た
の

は
、

家
族

会
の

仲
間

で
す

ね
。

た
っ

た
月

に
１

回
だ

け
ど

も
、

集
ま

っ
た

こ
と

で
お

互
い

に
言

い
合

え
る

、
そ

の
言

っ
た

こ
と

で
、

自
分

よ
り

も
っ

と
大

変
な

人
が

い
る

ん
だ

っ
て

こ
と

が
わ

か
っ

た
っ

て
こ

と
と

、
そ

れ
か

ら
、

自
分

の
が

も
っ

と
大

変
な

ん
だ

な
っ

て
こ

と
も

わ
か

っ
た

っ
て

こ
と

と
、

共
有

で
き

る
こ

と
で

す
ね

。
い

ろ
ん

な
お

友
だ

ち
と

か
い

ろ
ん

な
方

か
ら

、
「

頑
張

っ
て

ね
」

と
か

。
「

大
変

で
す

ね
」

っ
て

言
っ

て
く

だ
さ

る
ん

だ
け

れ
ど

も
、

心
に

響
か

な
い

ん
で

す
よ

。
や

っ
ぱ

り
、

や
っ

て
い

る
人

が
言

っ
て

く
れ

る
こ

と
で

心
に

響
く

と
い

う
>
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3
.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

富
士

宮
市

大
牟
田
市

世
田
谷
区
 
玉
川

行
政

富
士

宮
 
行

政
<
医

師
の

告
知

の
と

こ
ろ

だ
と

か
、

上
手

に
そ

の
ケ

ア
に

、
上

手
に

ス
ム

ー
ズ

に
つ

な
い

で
い

た
だ

く
・

・
・

「
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

で
す

」
で

終
わ

っ
ち

ゃ
う

よ
う

な
、

医
者

が
結

構
い

る
>

大
牟

田
 
行

政
<
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
が

初
期

の
相

談
が

入
っ

て
く

る
感

じ
で

、
そ

う
い

う
部

分
で

は
、

最
初

に
ど

れ
だ

け
示

せ
る

か
と

い
う

か
、

そ
れ

も
た

だ
単

に
示

せ
ば

い
い

わ
け

で
は

な
く

て
、

そ
の

方
の

状
態

に
合

わ
せ

て
示

す
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

は
、

一
つ

有
効

な
の

と
>

玉
川

 
行

政
<
進

行
し

て
い

く
と

い
う

こ
と

だ
け

が
す

ご
く

大
き

く
あ

っ
て

、
「

ど
う

し
よ

う
」

っ
て

い
う

>

<
要

は
医

師
に

も
っ

と
も

っ
と

、
認

知
症

の
方

が
地

域
の

支
援

を
受

け
て

、
自

分
た

ち
で

い
い

暮
ら

し
が

で
き

る
ん

だ
よ

っ
て

い
う

実
態

を
医

師
に

伝
え

て
い

く
っ

て
こ

と
が

、
も

の
す

ご
い

大
切

だ
と

思
う

ん
で

す
よ

>

<
も

う
一

つ
、

や
っ

ぱ
り

医
療

機
関

の
役

割
っ

て
い

う
の

は
大

き
い

ん
だ

と
思

っ
て

る
ん

で
す

ね
。

最
初

に
認

知
症

か
ど

う
か

を
判

断
し

て
も

ら
う

た
め

に
は

、
か

か
り

つ
け

医
に

し
ろ

、
専

門
医

に
し

ろ
、

そ
こ

で
ど

こ
に

相
談

に
行

っ
た

ら
い

い
よ

と
か

、
こ

う
い

う
仕

組
み

が
あ

る
か

ら
ね

と
か

、
今

後
こ

う
い

う
こ

と
が

起
こ

り
え

る
よ

。
だ

か
ら

、
そ

う
い

う
と

き
に

は
こ

う
し

た
ら

い
い

よ
み

た
い

な
。

た
ぶ

ん
最

初
だ

か
ら

、
あ

ま
り

入
っ

て
い

か
な

い
と

は
思

う
ん

で
す

け
ど

、
そ

れ
で

も
、

あ
る

程
度

最
初

に
先

生
が

示
し

て
い

た
だ

く
と

、
ま

た
い

い
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

ね
>

<
介

護
保

険
の

説
明

を
し

て
、

認
知

の
症

状
が

進
行

し
て

い
く

中
で

の
心

配
な

こ
と

と
か

が
あ

れ
ば

、
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
が

付
け

ば
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
で

し
て

い
た

だ
け

ま
す

け
ど

、
こ

ち
ら

も
「

相
談

窓
口

と
し

て
は

い
つ

で
も

あ
り

ま
す

よ
」

、
「

包
括

も
身

近
で

相
談

受
け

ら
れ

ま
す

よ
」

と
お

伝
え

を
す

る
と

「
相

談
窓

口
が

そ
れ

だ
け

あ
る

ん
で

す
ね

」
と

い
う

こ
と

で
、

少
し

安
心

し
て

い
た

だ
け

る
方

も
大

勢
い

ら
っ

し
ゃ

る
>

<
去

年
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

研
究

会
で

は
、

ほ
と

ん
ど

の
医

師
が

ケ
ア

現
場

の
情

報
を

キ
ャ

ッ
チ

し
て

、
診

療
す

る
ん

だ
っ

て
い

う
こ

と
を

、
皆

さ
ん

お
っ

し
ゃ

っ
て

く
だ

さ
っ

た
の

で
、

や
っ

ぱ
り

情
報

を
し

っ
か

り
伝

え
続

け
る

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

>

<
も

う
一

つ
、

最
近

有
効

だ
な

思
っ

て
る

の
は

、
家

族
の

会
。

集
い

語
ら

う
の

会
が

あ
る

ん
で

す
け

ど
。

こ
の

毎
月

開
い

て
る

中
で

、
去

年
か

ら
で

す
け

ど
、

学
習

コ
ー

ス
っ

て
い

う
計

５
回

の
、

交
流

で
は

な
く

て
学

び
を

中
心

に
し

た
短

期
集

中
の

コ
ー

ス
が

あ
っ

て
。

そ
れ

は
、

交
流

ま
で

は
心

の
ゆ

と
り

が
な

い
け

ど
。

で
も

、
や

っ
ぱ

り
学

び
た

い
っ

て
い

う
家

族
が

、
結

構
参

加
さ

れ
て

、
好

評
も

い
た

だ
い

て
た

の
で

。
そ

の
中

で
制

度
の

こ
と

と
か

、
認

知
症

っ
て

い
う

病
気

の
こ

と
と

か
、

薬
、

医
療

的
な

こ
と

と
か

、
そ

う
い

う
こ

と
を

知
識

と
し

て
学

ぶ
っ

て
い

う
部

分
で

は
有

効
だ

な
と

い
う

ふ
う

に
思

う
>

<
本

人
が

話
を

し
っ

か
り

聞
け

て
る

か
ど

う
か

と
い

う
の

が
す

ご
く

大
事

で
、

初
期

の
認

知
症

の
方

だ
と

自
分

の
思

い
が

語
れ

る
方

が
多

い
の

で
、

ご
自

身
の

思
い

を
し

っ
か

り
支

援
者

が
聞

い
て

、
ど

う
し

た
い

と
思

っ
て

い
る

か
と

い
う

こ
と

を
聞

い
て

、
一

緒
に

…
…

や
っ

ぱ
り

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
と

同
じ

で
す

よ
ね

。
ど

う
い

う
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
で

ど
う

い
う

優
先

順
位

で
何

か
ら

始
め

る
。

そ
こ

が
話

せ
て

い
る

と
結

構
、

大
変

な
状

態
に

は
あ

り
ま

す
け

ど
、

完
全

に
絶

望
み

た
い

な
感

じ
に

は
な

ら
な

く
て

い
い

の
か

な
と

い
う

の
は

、
何

人
か

の
方

の
お

話
聞

い
て

い
て

思
い

ま
し

た
>

<
情

報
を

伝
え

る
と

、
医

師
も

や
っ

ぱ
り

「
あ

っ
、

こ
う

い
う

可
能

性
が

あ
る

ん
だ

」
っ

て
わ

か
っ

て
く

だ
さ

る
と

、
全

然
違

い
ま

す
よ

ね
>

<
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

が
各

小
学

校
区

に
１

か
所

ず
つ

あ
っ

て
、

そ
こ

の
管

理
者

ク
ラ

ス
は

、
必

ず
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
研

修
を

受
け

な
け

れ
ば

い
け

な
い

こ
と

に
し

て
い

ま
す

>

<
地

域
の

医
療

機
関

の
先

生
に

は
「

認
知

症
と

か
、

も
の

忘
れ

は
包

括
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
」

っ
て

い
う

こ
と

は
病

院
に

も
お

願
い

を
し

て
い

る
>
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3
.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

行
政

<
一

番
大

事
な

の
は

、
ケ

ア
の

現
場

で
伴

走
型

の
支

援
が

あ
る

っ
て

こ
と

が
大

事
で

>
<
も

う
一

つ
、

そ
こ

に
地

域
交

流
施

設
を

設
置

し
て

い
て

、
そ

こ
に

は
元

気
な

地
域

の
高

齢
者

が
、

結
構

集
う

ん
で

す
よ

ね
。

そ
う

す
る

と
、

住
民

の
方

っ
て

ど
こ

に
相

談
す

る
か

っ
て

い
う

と
、

い
き

な
り

包
括

に
来

る
わ

け
で

は
な

く
て

、
そ

の
グ

ル
ー

プ
の

仲
間

に
相

談
を

し
た

り
、

あ
と

は
福

祉
施

設
。

た
と

え
ば

、
住

民
の

方
で

い
き

な
り

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
相

談
に

行
っ

ち
ゃ

っ
た

り
す

る
わ

け
で

す
よ

。
な

ん
と

か
う

ち
の

人
行

け
な

い
と

か
。

そ
う

い
う

形
で

、
そ

こ
の

小
規

模
多

機
能

の
職

員
に

相
談

す
る

こ
と

も
、

結
構

あ
る

ん
で

す
よ

ね
>

<
診

断
後

に
と

い
う

こ
と

で
あ

れ
ば

、
一

番
は

お
医

者
さ

ん
な

ん
で

、
お

医
者

さ
ん

か
ら

の
情

報
提

供
が

ど
の

く
ら

い
分

か
り

や
す

く
し

て
い

た
だ

け
る

か
に

よ
る

の
か

と
思

う
ん

で
す

。
「

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

、
と

に
か

く
行

っ
て

く
だ

さ
い

」
っ

て
言

う
だ

け
だ

と
、

よ
く

分
か

ら
な

い
か

ら
、

行
か

な
い

っ
て

い
う

>

<
伴

走
型

支
援

を
、

行
政

の
責

任
と

し
て

、
ど

う
い

う
ふ

う
に

住
民

一
人

一
人

に
し

っ
か

り
つ

く
っ

て
い

け
る

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

。
あ

と
、

う
ち

の
自

治
体

規
模

だ
と

一
般

の
事

務
の

職
員

が
配

置
さ

れ
て

ワ
ー

カ
ー

に
な

る
の

で
、

そ
こ

に
専

門
職

が
ど

う
や

っ
て

ア
プ

ロ
ー

チ
を

か
け

て
い

て
、

支
援

し
て

い
け

る
の

か
っ

て
い

う
の

が
重

要
で

す
>

<
そ

こ
に

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

い
た

り
す

る
っ

て
い

う
こ

と
は

、
や

っ
ぱ

り
そ

こ
で

、
最

初
の

相
談

が
実

は
始

ま
っ

て
い

る
。

専
門

相
談

が
始

ま
る

入
り

口
に

な
る

の
で

。
た

ぶ
ん

そ
う

い
う

事
例

も
、

実
は

多
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
思

う
>

<
世

田
谷

区
内

の
先

生
方

は
包

括
を

ご
存

じ
な

の
で

、
も

の
忘

れ
の

こ
と

は
、

サ
ー

ビ
ス

と
か

ど
う

し
た

ら
い

い
か

っ
て

い
う

こ
と

は
「

包
括

に
相

談
に

行
く

と
い

い
よ

」
と

言
っ

て
く

だ
さ

る
所

は
い

っ
ぱ

い
あ

る
と

思
う

ん
で

す
け

ど
、

世
田

谷
区

民
の

方
っ

て
、

必
ず

し
も

区
内

の
医

療
機

関
だ

け
に

行
っ

て
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
都

心
に

行
っ

ち
ゃ

う
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

で
、

そ
こ

を
お

し
な

べ
て

皆
さ

ん
に

等
し

く
情

報
が

伝
わ

る
よ

う
に

、
あ

る
い

は
、

つ
な

ぎ
が

う
ま

く
い

く
よ

う
に

と
い

う
と

、
結

構
大

変
だ

な
と

い
う

の
が

正
直

あ
り

ま
す

>

<
し

っ
か

り
専

門
職

の
精

神
保

健
福

祉
士

が
関

わ
っ

て
、

ワ
ー

カ
ー

と
一

対
に

な
っ

て
動

い
て

、
ワ

ー
カ

ー
が

常
に

伴
走

型
で

ア
プ

ロ
ー

チ
し

て
い

く
っ

て
い

う
の

も
、

一
つ

の
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

の
連

鎖
が

行
わ

れ
て

い
る

>

<
サ

ロ
ン

っ
て

い
う

の
は

、
本

当
に

住
民

の
方

々
が

自
主

的
に

集
ま

っ
て

、
と

き
に

は
民

生
委

員
さ

ん
が

お
世

話
を

し
て

る
場

合
も

あ
り

ま
す

が
、

集
ま

っ
て

、
自

分
た

ち
で

運
営

し
て

い
る

集
ま

り
で

。
場

所
は

交
流

施
設

の
こ

と
も

あ
れ

ば
、

地
域

の
自

治
公

民
館

と
い

う
か

、
集

会
所

み
た

い
な

と
こ

ろ
で

も
あ

る
の

で
>

<
認

知
症

と
診

断
さ

れ
た

ら
、

そ
れ

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、

そ
の

同
じ

医
療

の
場

面
で

フ
ォ

ロ
ー

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
な

の
が

あ
れ

ば
な

と
>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
<
一

番
接

点
が

多
く

な
っ

て
き

て
い

る
の

は
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

だ
っ

た
り

。
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
も

、
認

知
症

の
ど

ん
ど

ん
進

行
し

て
い

っ
ち

ゃ
う

よ
う

な
方

と
か

、
や

っ
ぱ

り
難

し
い

対
応

あ
ん

ま
り

慣
れ

て
な

い
よ

う
な

と
き

に
は

、
一

緒
に

本
当

に
の

り
な

が
ら

っ
て

い
う

形
で

や
っ

て
い

く
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
そ

の
方

が
地

域
で

暮
ら

し
て

い
く

っ
て

い
う

意
味

で
は

、
結

構
協

力
い

た
だ

く
の

に
有

効
な

の
が

、
地

域
の

方
た

ち
の

見
守

り
っ

て
い

う
か

、
理

解
し

て
い

た
だ

い
て

い
る

方
が

ど
の

く
ら

い
増

え
る

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

結
構

大
き

く
て

で
す

ね
>

玉
川

 
地

域
包

括
<
家

族
会

を
月

１
回

の
ペ

ー
ス

で
や

っ
て

ま
し

て
。

同
じ

よ
う

な
経

験
し

て
た

方
で

、
ず

っ
と

長
く

介
護

さ
れ

て
て

、
お

看
取

り
ま

で
終

わ
っ

た
O
B
の

方
が

来
て

く
だ

さ
っ

て
る

ん
で

す
ね

。
そ

の
中

で
、

自
分

の
体

験
談

を
話

し
て

い
た

だ
く

こ
と

で
、

私
た

ち
が

説
明

す
る

よ
り

も
、

も
っ

と
共

有
で

き
る

部
分

が
あ

る
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
は

、
家

族
会

は
、

か
な

り
有

効
だ

な
と

い
う

ふ
う

に
感

じ
て

ま
す

>
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3
.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

地
域

包
括

<
や

っ
ぱ

り
先

生
が

バ
ッ

ク
に

つ
い

て
い

た
だ

き
ま

す
と

助
か

る
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

、
一

緒
に

な
っ

て
先

生
の

と
こ

ろ
に

ご
家

族
と

行
き

な
が

ら
、

今
後

の
進

行
は

ど
ん

な
形

で
と

か
っ

て
い

う
の

は
、

お
話

を
聞

か
さ

せ
て

い
た

だ
け

れ
ば

、
や

っ
ぱ

心
強

く
で

き
る

だ
ろ

う
な

っ
て

い
う

の
は

、
思

っ
て

は
い

ま
す

>

<
認

知
症

だ
と

い
う

ふ
う

に
い

わ
れ

た
と

き
の

シ
ョ

ッ
ク

の
大

き
さ

と
か

を
、

カ
バ

ー
す

る
と

か
い

っ
た

意
味

で
考

え
る

と
、

も
の

忘
れ

相
談

室
、

な
ん

で
も

相
談

室
と

い
う

の
が

、
結

構
有

効
だ

っ
た

り
と

か
あ

る
ん

で
す

>

<
だ

ん
だ

ん
ネ

グ
レ

ク
ト

に
な

っ
た

り
と

か
、

少
し

虐
待

と
か

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

と
か

。
そ

れ
で

も
、

な
か

な
か

サ
ー

ビ
ス

が
入

れ
な

い
方

に
つ

い
て

は
、

こ
ち

ら
が

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

と
の

相
談

の
中

で
関

わ
っ

て
い

く
と

い
う

よ
う

な
こ

と
も

あ
り

ま
す

>

<
こ

の
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
だ

っ
た

ら
、

こ
こ

ま
で

は
大

丈
夫

だ
な

っ
て

人
も

い
ま

す
し

、
こ

の
人

ま
だ

新
人

さ
ん

な
の

で
、

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
で

逆
に

聞
い

て
き

て
く

れ
た

り
す

る
方

も
い

る
の

で
、

そ
こ

は
一

緒
に

、
次

は
こ

う
な

っ
て

い
く

よ
ね

と
か

、
そ

う
い

う
進

行
の

話
と

か
も

一
緒

に
考

え
な

が
ら

で
き

る
ん

で
す

け
ど

。
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
次

第
に

な
っ

て
き

ま
す

ね
>

<
病

院
か

ら
電

話
が

あ
る

の
は

、
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
困

難
な

と
き

が
多

い
か

も
し

れ
な

い
で

す
け

れ
ど

も
ね

。
た

だ
心

配
、

こ
う

い
う

患
者

さ
ん

が
い

て
心

配
だ

か
ら

情
報

提
供

す
る

っ
て

い
っ

て
教

え
て

く
だ

さ
っ

た
先

生
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
で

、
そ

う
い

っ
た

意
味

で
は

や
り

や
す

い
か

な
と

い
う

ふ
う

に
は

思
い

ま
す

>

<
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
だ

け
で

は
、

判
断

で
き

な
い

と
き

は
ご

相
談

が
あ

っ
て

、
こ

ち
ら

の
ほ

う
で

ち
ょ

っ
と

入
院

で
き

る
施

設
の

ご
紹

介
を

し
た

り
と

か
。

何
回

か
お

会
い

し
て

い
る

家
族

の
と

き
に

、
ご

家
族

と
直

接
、

こ
ち

ら
の

ほ
う

も
連

絡
を

取
り

な
が

ら
お

話
聞

い
た

り
。

一
緒

に
訪

問
し

て
、

お
話

を
し

た
り

と
か

っ
て

い
う

ふ
う

な
こ

と
で

、
一

緒
に

関
わ

っ
て

い
く

ケ
ー

ス
は

あ
り

ま
す

>

<
な

ん
か

要
支

援
の

プ
ラ

ン
見

て
て

も
、

こ
の

人
は

大
丈

夫
だ

な
っ

て
思

う
人

と
、

こ
の

人
は

ち
ょ

っ
と

い
つ

も
同

じ
状

況
し

か
持

っ
て

こ
な

い
か

ら
大

丈
夫

か
な

な
ん

て
思

う
。

本
当

は
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

力
な

ん
だ

ろ
う

な
っ

て
い

う
の

は
思

う
ん

で
す

け
ど

、
そ

こ
は

思
う

と
こ

は
あ

り
ま

す
ね

>

<
奥

沢
の

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

と
、

お
隣

の
九

品
仏

の
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
と

、
合

同
で

月
1

回
、

他
職

種
連

携
会

や
っ

て
い

る
ん

で
す

け
ど

。
そ

こ
で

の
お

話
だ

っ
た

り
っ

て
い

う
こ

と
で

、
相

談
の

し
や

す
い

関
わ

り
。

そ
こ

は
、

主
任

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

が
、

企
画

し
て

や
っ

て
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

こ
で

顔
の

見
え

る
関

係
が

あ
っ

た
り

で
す

と
か

>

<
一

番
は

、
や

っ
ぱ

り
ア

セ
ス

メ
ン

ト
力

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

大
事

な
の

か
な

っ
て

い
う

の
を

、
こ

っ
ち

サ
イ

ド
で

一
緒

に
考

え
な

が
ら

>

<
こ

ち
ら

申
請

だ
っ

た
り

と
か

、
何

か
区

の
も

の
の

受
付

窓
口

に
な

っ
て

い
ま

す
の

で
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

が
よ

く
来

て
く

だ
さ

っ
た

り
と

い
う

こ
と

で
の

関
わ

り
は

あ
る

の
で

、
顔

の
見

え
る

方
だ

と
、

こ
ち

ら
も

ど
う

い
う

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

か
わ

か
る

の
で

、
「

こ
う

い
う

認
知

症
の

方
だ

っ
た

ら
、

こ
の

方
に

お
願

い
す

る
と

合
い

そ
う

か
な

」
っ

て
い

う
の

も
な

ん
と

な
く

わ
か

り
ま

す
し

、
向

こ
う

も
ご

相
談

し
や

す
か

っ
た

り
>
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3
.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

地
域

包
括

<
最

初
の

入
口

は
、

私
ど

も
に

な
っ

て
く

る
ん

で
す

よ
ね

。
や

は
り

必
要

な
、

お
医

者
さ

ん
に

か
か

っ
て

い
る

か
ど

う
か

か
ら

入
っ

て
、

介
護

保
険

の
入

口
の

と
こ

ろ
ま

で
は

、
私

ど
も

で
や

っ
て

い
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

そ
の

あ
と

サ
ー

ビ
ス

が
組

み
立

て
ら

れ
て

い
く

っ
て

い
う

と
こ

ろ
に

な
る

と
、

そ
れ

を
だ

ん
だ

ん
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
に

シ
フ

ト
し

て
い

く
っ

て
い

う
の

は
、

そ
れ

で
う

ま
く

い
く

方
は

そ
れ

で
、

私
た

ち
は

手
は

離
れ

て
し

ま
う

。
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
に

引
き

継
い

で
き

ま
す

け
ど

>

<
た

だ
そ

れ
だ

け
で

う
ま

く
い

か
な

い
方

も
や

っ
ぱ

り
い

る
の

で
、

そ
こ

で
う

ま
く

い
か

な
く

て
、

こ
ち

ら
に

ご
家

族
が

相
談

に
来

ら
れ

た
り

と
か

、
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
に

相
談

に
来

ら
れ

た
り

と
か

し
た

ら
、

こ
ち

ら
が

出
て

い
っ

た
り

と
い

う
、

後
方

支
援

と
い

う
形

で
出

て
い

く
と

か
>

<
要

支
援

の
最

初
の

段
階

で
私

た
ち

は
関

わ
る

ん
で

す
け

ど
、

そ
の

介
護

に
な

っ
た

先
々

で
も

、
や

っ
ぱ

り
す

ご
く

長
い

ス
パ

ン
で

も
本

当
に

、
重

度
に

な
る

ま
で

の
と

こ
ろ

で
、

何
か

あ
っ

た
ら

こ
こ

に
ま

た
来

れ
ば

い
い

な
と

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

>

<
一

般
の

ケ
ー

ス
は

、
認

知
症

の
方

で
、

要
介

護
に

な
ら

れ
て

引
き

継
い

だ
ら

、
そ

の
あ

と
、

そ
ん

な
に

関
わ

る
っ

て
こ

と
は

、
時

々
、

ご
家

族
が

何
か

の
申

請
で

来
ら

れ
た

と
き

に
、

「
今

こ
ん

な
に

な
っ

て
ね

」
な

ん
て

い
う

話
で

、
近

況
報

告
ぐ

ら
い

で
終

わ
っ

て
し

ま
う

の
が

ほ
と

ん
ど

で
す

。
本

人
さ

ん
が

落
ち

着
か

な
か

っ
た

り
と

か
、

家
族

間
の

ト
ラ

ブ
ル

だ
っ

た
り

と
か

っ
て

い
う

の
は

、
そ

ん
な

に
数

と
し

て
は

、
多

く
な

い
ん

で
す

>

<
虐

待
の

ケ
ー

ス
だ

っ
た

り
と

か
、

そ
う

い
う

困
難

ケ
ー

ス
で

、
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
を

主
体

に
し

て
、

こ
ち

ら
が

後
方

支
援

で
会

議
に

出
る

と
か

の
と

こ
ろ

で
関

わ
る

と
か

。
身

寄
り

が
な

く
て

、
後

見
人

に
つ

な
が

ら
な

き
ゃ

い
け

な
い

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

間
に

入
る

と
か

。
や

っ
ぱ

り
直

接
的

支
援

で
っ

て
い

う
と

こ
ろ

は
、

介
護

に
な

っ
て

く
る

と
難

し
い

か
な

>
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3
.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

地
域

包
括

<
虐

待
ケ

ー
ス

だ
っ

た
り

し
た

ら
、

区
の

ほ
う

と
方

針
を

一
緒

に
し

て
動

い
て

い
き

ま
す

。
身

寄
り

の
な

い
方

の
後

見
な

ん
か

も
区

と
動

き
ま

す
し

、
難

し
い

ケ
ー

ス
っ

て
い

う
の

は
、

こ
ち

ら
で

抱
え

な
い

ほ
う

が
い

い
か

な
っ

て
思

っ
て

い
ま

す
の

で
。

そ
こ

は
、

一
緒

に
動

く
と

い
う

ス
タ

ン
ス

で
や

ら
せ

て
い

た
だ

い
て

い
ま

す
>

社
協

富
士

宮
 
社

協
<
今

の
と

こ
ろ

富
士

宮
市

で
す

と
、

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

か
、

あ
る

い
は

、
エ

リ
ア

を
担

当
し

て
い

る
ブ

ラ
ン

チ
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
が

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

だ
と

か
、

専
門

職
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
だ

と
か

、
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
部

分
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

や
っ

て
く

れ
て

る
ん

で
す

が
>

大
牟

田
 
社

協
<
ま

ず
、

６
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

1
0
の

介
護

予
防

相
談

セ
ン

タ
ー

。
そ

れ
と

地
域

と
事

業
所

は
、

そ
う

い
う

関
係

は
つ

く
り

つ
つ

あ
る

ん
で

す
ね

。
あ

る
校

区
に

は
、

こ
う

い
う

特
養

が
あ

っ
て

、
あ

る
校

区
に

は
、

こ
う

い
う

老
健

が
あ

っ
て

と
か

。
そ

の
関

係
を

つ
く

り
つ

つ
あ

り
ま

す
か

ら
、

そ
こ

に
相

談
員

さ
ん

と
か

、
認

知
症

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

さ
ん

と
か

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
>

玉
川

 
社

協
<
介

護
保

険
含

め
た

福
祉

制
度

に
つ

い
て

よ
く

ご
存

知
の

方
は

い
ろ

い
ろ

調
べ

て
ご

存
知

な
ん

で
す

け
ど

、
逆

に
知

ら
な

い
方

は
全

然
知

ら
な

い
の

で
。

一
回

社
会

福
祉

協
議

会
と

接
点

を
持

っ
た

方
は

、
必

要
が

あ
れ

ば
、

他
の

福
祉

情
報

に
つ

い
て

も
ご

案
内

す
る

。
私

ど
も

の
ふ

れ
あ

い
サ

ー
ビ

ス
に

希
望

が
あ

っ
た

方
で

も
、

状
況

を
お

聞
き

し
た

中
で

、
初

め
の

段
階

で
も

介
護

保
険

の
ほ

う
が

適
当

で
は

な
い

か
と

い
う

と
き

に
は

、
先

に
そ

ち
ら

を
聞

い
て

み
て

も
ら

っ
て

も
い

い
で

す
よ

と
い

う
よ

う
な

ご
案

内
す

る
こ

と
も

あ
る

の
で

。
そ

う
い

っ
た

意
味

で
の

情
報

提
供

な
り

、
福

祉
の

こ
と

に
関

し
て

何
か

あ
れ

ば
、

と
に

か
く

相
談

く
だ

さ
い

と
い

う
こ

と
で

伝
え

て
い

る
の

で
>

<
そ

こ
が

あ
る

程
度

、
今

は
有

効
に

機
能

し
て

い
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
思

い
ま

す
。

か
な

り
住

民
サ

イ
ド

と
の

関
わ

り
が

密
接

に
な

っ
て

き
て

る
の

で
、

個
別

の
ワ

ー
カ

ー
が

そ
の

地
域

と
の

接
点

を
、

や
っ

ぱ
つ

く
る

た
め

の
機

会
を

た
く

さ
ん

で
き

て
き

て
る

の
で

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
が

、
今

、
つ

な
ぎ

や
す

さ
と

い
う

か
、

入
り

や
す

さ
と

い
う

か
、

そ
う

い
う

面
が

か
な

り
あ

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
>

<
そ

う
い

う
と

こ
に

相
談

を
さ

れ
た

り
と

か
い

う
の

は
、

あ
る

意
味

、
認

知
症

の
取

り
組

み
を

す
る

中
で

、
介

護
施

設
、

病
院

。
そ

れ
が

、
地

域
と

、
も

う
溶

け
込

ん
で

る
ん

で
す

ね
>

<
介

護
保

険
に

つ
な

が
っ

た
方

に
関

し
て

は
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

に
バ

ト
ン

タ
ッ

チ
で

き
て

い
る

と
い

う
ケ

ー
ス

が
あ

る
ん

で
。

介
護

保
険

に
至

ら
な

い
ま

で
の

方
で

す
と

か
、

あ
る

い
は

、
客

観
的

に
は

該
当

で
は

な
い

か
と

思
う

ん
で

す
け

ど
、

国
の

制
度

を
あ

ん
ま

り
使

い
た

く
な

い
と

い
う

よ
う

な
趣

旨
の

も
と

で
、

う
ち

の
協

議
会

の
サ

ー
ビ

ス
が

い
い

ん
だ

と
い

う
こ

と
で

、
使

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
方

に
関

し
て

は
、

ど
う

し
て

も
こ

ち
ら

の
ほ

う
が

キ
ー

に
な

っ
て

や
っ

て
い

る
と

い
う

か
、

な
か

な
か

ほ
か

に
つ

な
げ

な
い

と
い

う
部

分
も

あ
り

ま
す

ん
で

、
私

ど
も

の
サ

ー
ビ

ス
の

中
で

対
応

し
て

、
日

常
生

活
は

そ
れ

で
な

ん
と

か
回

っ
て

い
る

と
い

う
範

囲
内

で
対

応
を

継
続

し
て

い
る

形
に

な
り

ま
す

>
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ケ
ア

の
説

明
や
相
談

社
協

<
地

元
の

民
生

委
員

さ
ん

だ
と

か
、

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

動
い

て
い

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
で

す
と

か
、

あ
る

い
は

、
直

接
、

私
た

ち
の

よ
う

な
地

域
支

援
に

あ
た

っ
て

い
る

立
場

の
ワ

ー
カ

ー
に

も
、

た
と

え
ば

、
そ

の
日

に
誰

も
訪

問
が

で
き

な
か

っ
た

り
と

か
、

何
か

困
っ

た
と

き
の

相
談

と
か

で
す

ね
。

そ
ん

な
こ

と
は

補
完

的
に

は
対

処
。

何
か

あ
れ

ば
、

ま
ず

そ
こ

で
動

い
て

っ
て

い
う

。
た

と
え

ば
、

土
日

な
ん

か
は

、
窓

口
が

お
休

み
で

す
の

で
、

私
ど

も
の

ほ
う

は
土

日
も

や
っ

て
ま

す
の

で
、

そ
う

い
う

隙
間

の
部

分
の

対
応

な
ん

か
は

さ
せ

て
も

ら
っ

て
ま

す
。

そ
こ

は
す

ぐ
に

動
け

る
よ

う
な

ス
タ

ン
バ

イ
は

と
り

な
が

ら
や

っ
て

ま
す

ん
で

。
ト

ー
タ

ル
の

支
援

と
い

う
の

は
、

そ
う

い
う

い
ろ

ん
な

関
係

機
関

の
専

門
職

の
組

織
が

、
連

携
し

な
が

ら
と

い
う

、
そ

ん
な

形
で

動
け

て
る

の
か

な
な

ん
て

思
う

ん
で

す
け

ど
も

>

<
P
T
A
の

会
長

さ
ん

と
か

、
民

生
委

員
さ

ん
と

か
、

公
民

館
の

館
長

さ
ん

と
か

、
自

治
会

長
さ

ん
と

か
、

体
育

指
導

員
さ

ん
と

か
、

そ
う

い
う

よ
う

な
感

じ
で

、
校

区
社

協
が

構
成

さ
れ

て
る

。
こ

れ
に

、
そ

こ
の

病
院

と
か

、
施

設
の

職
員

が
、

名
を

連
ね

る
こ

と
に

な
っ

て
き

た
。

だ
か

ら
、

わ
ざ

わ
ざ

行
政

に
言

わ
な

く
て

も
、

こ
こ

に
、

ま
ず

相
談

を
す

る
。

そ
う

い
う

人
間

関
係

が
、

つ
く

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

わ
け

で
す

ね
>

<
ご

家
族

様
か

ら
依

頼
が

あ
っ

て
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

行
く

と
、

ご
本

人
は

サ
ー

ビ
ス

は
一

切
い

ら
な

い
と

い
う

よ
う

な
ケ

ー
ス

は
ま

た
別

で
あ

っ
て

。
ご

本
人

が
か

け
て

き
た

ケ
ー

ス
に

関
し

て
は

ご
本

人
自

体
が

納
得

し
て

る
ん

で
。

た
だ

、
そ

う
い

っ
た

公
的

制
度

で
あ

っ
た

り
っ

て
い

う
の

は
や

だ
と

い
う

よ
う

な
方

も
一

定
数

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

ね
>

<
目

に
見

え
る

こ
と

か
ら

、
一

緒
に

や
っ

た
。

河
川

浄
化

も
や

っ
た

と
か

、
休

ん
で

る
田

ん
ぼ

を
み

ん
な

で
耕

し
て

、
芋

植
え

た
と

か
。

そ
れ

こ
そ

収
穫

祭
を

し
た

と
か

、
地

域
の

人
と

一
緒

に
や

っ
て

、
そ

う
い

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

や
っ

ぱ
地

域
と

の
関

係
が

、
き

ち
ん

と
で

き
て

き
た

。
そ

う
い

う
ふ

う
に

な
り

つ
つ

あ
る

ん
で

す
、

施
設

と
か

、
病

院
が

>

<
一

部
の

方
だ

と
思

う
ん

で
す

け
ど

、
介

護
保

険
っ

て
イ

メ
ー

ジ
が

、
寝

た
き

り
に

な
っ

た
ら

使
う

み
た

い
な

イ
メ

ー
ジ

を
持

た
れ

て
た

り
と

か
い

う
と

こ
ろ

が
あ

る
ん

で
、

私
ま

だ
ま

だ
そ

こ
じ

ゃ
な

い
よ

っ
て

い
う

よ
う

な
話

を
さ

れ
る

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

ん
で

、
一

通
り

ご
案

内
は

す
る

ん
で

す
が

。
強

制
も

ち
ょ

っ
と

な
か

な
か

で
き

な
い

ん
で

、
あ

と
は

、
そ

の
方

の
判

断
で

あ
っ

て
、

ご
家

族
様

の
判

断
に

最
終

的
に

は
委

ね
る

形
に

は
な

っ
て

ま
す

ね
>
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地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

社
協

<
こ

の
ふ

れ
あ

い
サ

ー
ビ

ス
っ

て
い

う
サ

ー
ビ

ス
、

要
は

介
護

保
険

未
満

だ
け

れ
ど

も
、

ち
ょ

っ
と

困
り

ご
と

が
出

て
き

た
方

っ
て

い
う

の
は

支
援

し
て

、
な

る
べ

く
自

立
を

し
て

過
ご

し
て

い
た

だ
く

よ
う

な
支

援
が

で
き

な
い

か
と

い
う

と
こ

ろ
が

あ
る

も
の

で
す

か
ら

。
ま

す
ま

す
、

そ
う

い
っ

た
方

々
っ

て
増

え
て

き
た

り
と

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

も
あ

る
中

で
、

直
接

的
支

援
、

掃
除

と
か

、
洗

濯
と

か
っ

て
い

う
、

仕
事

の
支

援
だ

け
じ

ゃ
な

い
、

話
し

合
い

っ
て

い
う

メ
ン

タ
ル

的
な

と
こ

ろ
も

含
め

た
支

援
と

い
う

の
が

。
そ

う
い

う
中

で
、

単
に

仕
事

が
あ

て
が

わ
れ

て
、

そ
れ

を
や

っ
て

き
て

お
し

ま
い

っ
て

い
う

ん
で

は
な

く
っ

て
。

支
え

あ
い

の
活

動
な

の
で

、
そ

の
中

で
生

ま
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

、
い

ろ
ん

な
困

り
ご

と
と

か
い

う
の

を
汲

み
取

っ
て

、
そ

れ
を

ま
た

リ
タ

ー
ン

し
て

い
く

と
い

う
よ

う
な

と
こ

ろ
の

充
実

っ
て

い
う

の
が

や
は

り
望

ま
れ

る
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

考
え

て
ま

す
>

自
治
会

富
士

宮
 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

<
そ

の
人

た
ち

を
地

域
で

守
る

っ
て

い
う

会
議

を
つ

く
っ

て
、

家
族

も
お

願
い

し
ま

す
と

。
そ

ん
な

の
が

、
２

回
ば

か
り

あ
り

ま
し

た
ね

>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
こ

の
校

区
に

は
、

1
1
の

町
内

が
あ

る
わ

け
で

す
ね

。
そ

し
て

、
そ

こ
そ

こ
に

、
1
1
の

町
内

は
隣

組
が

そ
こ

に
1
0

と
か

、
2
0
と

か
。

大
き

な
所

帯
に

は
、

も
う

2
5
ぐ

ら
い

の
隣

組
が

あ
り

ま
す

け
れ

ど
も

、
そ

の
隣

組
に

は
隣

組
長

さ
ん

が
必

ず
い

ら
っ

し
ゃ

っ
て

>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
介

護
保

険
を

は
じ

め
、

要
は

家
事

と
か

支
援

を
、

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
受

け
て

使
う

と
い

う
こ

と
が

比
較

的
ハ

ー
ド

ル
が

低
く

な
っ

て
き

て
い

る
中

で
は

、
あ

る
意

味
、

さ
っ

ぱ
り

し
て

い
る

人
は

本
当

に
も

う
、

手
伝

っ
て

終
わ

り
み

た
い

な
こ

と
を

求
め

る
方

も
以

前
に

比
べ

る
と

い
ら

っ
し

ゃ
る

か
な

と
、

な
ん

と
な

く
感

じ
る

部
分

も
あ

る
ん

で
す

が
。

逆
に

そ
う

い
っ

た
物

理
的

な
も

の
な

く
て

も
、

話
し

相
手

だ
け

で
も

来
て

ほ
し

い
と

い
う

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

ん
で

。
本

当
個

人
差

が
っ

て
い

う
の

は
あ

る
か

な
と

思
う

ん
で

す
>

－ 175 －



 
3
.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

自
治
会

<
そ

う
す

る
と

、
非

常
に

そ
こ

が
、

隣
組

長
さ

ん
は

自
分

の
周

辺
で

す
の

で
、

な
ん

で
も

早
く

見
つ

け
ら

れ
る

し
、

情
報

も
早

く
入

る
わ

け
で

す
ね

。
で

す
か

ら
、

そ
の

隣
組

長
さ

ん
を

、
そ

の
自

分
の

隣
組

の
長

さ
ん

で
す

か
ら

、
そ

こ
に

お
願

い
を

し
て

い
ま

す
。

そ
し

て
、

そ
こ

か
ら

、
「

ち
ょ

っ
と

し
た

こ
と

で
も

い
い

か
ら

、
自

分
の

隣
組

の
中

の
異

変
が

あ
っ

た
ら

、
公

民
館

長
、

あ
る

い
は

民
生

委
員

に
知

ら
せ

て
く

だ
さ

い
」

っ
て

い
う

、
四

六
時

中
こ

こ
に

、
そ

の
民

生
委

員
だ

っ
て

、
A
さ

ん
の

う
ち

に
四

六
時

中
へ

ば
り

つ
い

て
お

く
わ

け
に

は
い

き
ま

せ
ん

の
で

、
そ

の
周

辺
の

隣
組

長
さ

ん
に

見
て

い
た

だ
く

と
、

大
体

隣
組

長
さ

ん
は

1
0
軒

か
ら

1
4
～

1
5

軒
ぐ

ら
い

を
受

け
持

た
れ

ま
す

の
で

、
非

常
に

き
め

細
か

な
と

こ
ろ

ま
で

わ
か

る
わ

け
で

す
ね

。
で

す
か

ら
、

そ
う

い
う

ふ
う

な
隣

組
長

さ
ん

を
、

言
葉

は
悪

い
ん

で
す

が
、

利
用

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

い
る

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
が

ご
ざ

い
ま

す
>

<
難

し
い

こ
と

は
専

門
的

な
と

こ
ろ

に
お

尋
ね

す
れ

ば
い

い
わ

け
だ

か
ら

。
日

常
生

活
の

中
で

ち
ょ

っ
と

困
っ

た
っ

て
い

う
よ

う
な

こ
と

は
、

組
長

さ
ん

に
相

談
し

て
く

だ
さ

い
。

そ
し

て
、

組
長

さ
ん

は
自

分
で

わ
か

ら
ん

と
き

に
は

、
民

生
委

員
に

上
げ

て
く

だ
さ

い
。

そ
れ

か
ら

、
公

民
館

長
に

言
っ

て
く

だ
さ

い
>

<
通

報
が

あ
っ

た
と

き
に

、
そ

れ
を

今
度

は
フ

ァ
ッ

ク
ス

で
流

れ
て

き
ま

す
の

で
、

そ
う

す
る

と
、

私
ど

も
が

そ
れ

を
も

ら
っ

て
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
連

絡
網

を
つ

く
っ

て
ま

す
の

で
>
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地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

自
治
会

<
大

牟
田

市
で

は
、

三
池

と
か

久
福

木
と

か
、

あ
っ

ち
の

ほ
う

の
方

が
、

う
ち

の
校

区
で

保
護

さ
れ

る
っ

て
い

う
の

が
あ

っ
て

。
だ

か
ら

、
私

ど
も

は
、

大
体

自
分

の
校

区
の

認
知

症
の

方
と

、
そ

の
家

族
を

も
地

域
で

支
え

て
い

こ
う

と
い

う
こ

と
が

大
き

な
柱

で
立

ち
上

げ
ま

し
た

け
ど

。
２

年
半

に
な

っ
た

ら
、

え
ー

っ
て

。
不

思
議

な
そ

の
現

象
に

気
づ

い
て

>

か
か
り

つ
け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
や

っ
ぱ

り
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
が

、
ど

こ
ま

で
や

っ
て

く
れ

る
か

と
い

う
。

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

と
の

連
携

は
、

絶
対

必
要

だ
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
。

だ
か

ら
、

そ
れ

を
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

も
ご

存
知

の
よ

う
に

、
い

ろ
ん

な
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
。

そ
の

中
で

、
私

た
ち

が
自

分
の

周
り

に
い

る
、

い
い

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

を
選

ん
で

、
ど

う
し

て
も

そ
う

い
う

人
た

ち
に

頼
っ

て
し

ま
う

ん
で

す
よ

ね
。

だ
か

ら
、

そ
の

人
と

家
族

と
の

相
性

が
、

大
切

だ
と

思
い

ま
す

ね
>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
や

っ
ぱ

り
そ

こ
ら

辺
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
は

、
ケ

ア
マ

ネ
と

包
括

だ
と

思
い

ま
す

。
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
い

る
意

味
は

、
そ

こ
が

少
し

ず
つ

説
明

し
た

り
し

ま
す

け
れ

ど
ね

。
医

者
は

そ
う

い
う

説
明

を
す

る
時

間
は

、
も

う
な

い
で

す
、

基
本

的
に

。
だ

か
ら

、
そ

う
い

っ
た

方
が

、
や

っ
て

い
た

だ
い

て
い

る
の

か
な

と
現

実
に

思
い

ま
す

>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
や

っ
ぱ

し
地

域
の

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

だ
と

い
う

ふ
う

に
、

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
い

ま
す

。
た

だ
そ

れ
が

、
お

そ
ら

く
そ

れ
も

一
般

的
に

は
、

そ
れ

に
近

い
イ

メ
ー

ジ
の

方
が

多
い

と
思

う
ん

で
す

が
、

ほ
ん

と
に

そ
れ

を
明

確
に

し
て

、
周

知
し

て
、

共
有

し
て

と
い

う
レ

ベ
ル

ま
で

い
っ

て
る

か
と

い
う

と
、

ま
だ

、
も

う
一

歩
か

な
と

い
う

の
が

印
象

で
す

>

<
デ

イ
に

は
出

し
て

く
れ

る
け

ど
も

、
ほ

と
ん

ど
関

わ
り

を
持

ち
た

く
な

い
と

い
う

人
た

ち
で

す
よ

ね
。

そ
う

い
う

家
族

に
対

し
て

、
呼

ん
で

も
、

な
か

な
か

み
え

て
く

れ
ま

せ
ん

か
ら

。
ケ

ア
マ

ネ
と

お
話

。
家

族
は

ケ
ア

マ
ネ

と
は

話
す

ん
で

、
ケ

ア
マ

ネ
と

の
話

の
中

で
聞

い
て

い
く

>

<
特

に
初

診
の

段
階

だ
っ

た
ら

、
介

護
保

険
の

申
請

方
法

か
ら

説
明

し
な

い
か

ん
で

す
よ

ね
。

そ
こ

ら
辺

だ
っ

た
ら

、
今

度
は

看
護

が
で

き
る

ん
で

す
よ

。
こ

う
い

う
ふ

う
な

数
が

お
る

か
ら

で
す

ね
、

看
護

は
。

看
護

が
そ

こ
ら

辺
を

説
明

す
る

っ
て

い
う

こ
と

も
で

き
ま

す
し

、
事

務
も

で
き

る
ん

で
す

よ
>

<
彼

ら
は

非
常

に
頑

張
っ

て
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

世
田

谷
区

の
場

合
に

は
、

区
か

ら
の

委
託

と
い

う
形

で
、

こ
う

い
う

仕
事

を
し

て
く

れ
て

い
う

部
分

と
、

自
分

た
ち

で
こ

う
い

う
こ

と
を

し
た

い
っ

て
い

う
部

分
と

の
、

か
み

あ
い

が
う

ま
く

い
っ

て
る

か
っ

て
い

う
こ

と
と

。
そ

の
仕

事
の

内
容

が
、

あ
ま

り
に

も
次

か
ら

次
へ

と
膨

大
に

ふ
り

か
か

っ
て

く
る

の
で

、
今

の
マ

ン
パ

ワ
ー

で
は

消
化

し
き

れ
て

な
い

っ
て

い
う

の
が

印
象

と
し

て
は

あ
り

ま
す

>
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地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

か
か
り

つ
け
医

<
す

ぐ
包

括
で

す
よ

。
何

か
あ

っ
た

ら
、

包
括

と
い

う
こ

と
は

、
言

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

。
包

括
の

人
た

ち
も

、
本

当
、

見
て

る
と

、
最

近
の

包
括

の
人

た
ち

は
、

大
変

で
す

ね
。

だ
か

ら
、

そ
ん

な
に

全
部

は
で

き
き

れ
な

い
と

い
う

と
こ

ろ
が

あ
っ

て
。

特
別

な
、

難
し

い
人

に
関

し
て

は
、

本
当

に
や

っ
て

も
ら

え
る

ん
で

す
け

ど
。

や
さ

し
い

人
は

、
そ

ん
な

に
包

括
ん

と
こ

ろ
に

、
必

要
な

い
と

い
う

か
、

行
か

な
い

で
す

け
ど

ね
。

難
し

い
人

が
、

や
っ

ぱ
り

包
括

行
っ

て
も

ら
っ

て
>

<
で

す
か

ら
、

そ
う

い
っ

た
こ

と
を

、
ど

の
、

多
く

の
医

療
機

関
で

の
看

護
、

事
務

も
制

度
の

導
入

の
説

明
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
ら

、
す

ご
く

い
い

な
と

思
う

ん
で

す
け

れ
ど

も
ね

>

<
た

ぶ
ん

、
あ

ん
す

こ
っ

て
い

う
部

分
の

中
に

、
他

職
種

が
も

う
少

し
取

り
組

ま
れ

て
い

く
と

い
う

か
、

そ
こ

は
あ

く
ま

で
も

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
み

た
い

な
形

で
あ

っ
て

、
そ

こ
に

僕
ら

も
き

っ
と

、
も

う
ち

ょ
っ

と
出

入
り

し
な

が
ら

地
域

を
見

る
よ

う
な

形
の

が
い

い
の

か
な

と
い

う
。

そ
れ

が
、

た
ぶ

ん
地

域
包

括
ケ

ア
と

い
う

意
味

合
い

の
一

つ
で

も
あ

る
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

別
々

だ
っ

た
も

の
が

少
し

僕
ら

も
中

に
溶

け
込

ん
で

い
く

必
要

が
あ

る
か

な
と

い
う

気
は

し
ま

す
>

<
看

護
に

入
っ

て
き

て
も

ら
っ

て
、

じ
ゃ

あ
ち

ょ
っ

と
導

入
の

説
明

と
か

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
と

デ
イ

ケ
ア

と
そ

う
い

っ
た

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
説

明
し

と
っ

て
く

だ
さ

い
と

か
。

そ
う

い
う

ふ
う

に
し

て
、

も
う

振
っ

て
ま

す
。

今
度

、
そ

こ
か

ら
包

括
に

飛
ん

で
い

っ
た

り
、

も
う

直
接

介
護

事
業

所
に

、
も

う
つ

な
が

り
が

あ
っ

た
ら

飛
ん

で
行

っ
た

り
と

い
っ

た
感

じ
に

な
っ

て
ま

す
>

<
そ

う
す

る
と

そ
こ

を
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

し
て

い
く

の
が

、
誰

が
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
に

な
っ

て
、

ど
う

や
っ

て
。

そ
れ

は
た

ぶ
ん

、
い

ろ
ん

な
そ

の
地

域
、

地
域

で
の

形
が

あ
る

の
で

、
必

ず
し

も
医

師
が

リ
ー

ダ
ー

に
な

る
必

要
は

な
い

と
思

う
ん

で
す

が
。

で
も

、
つ

く
っ

て
い

か
な

く
ち

ゃ
い

け
な

い
の

で
、

誰
か

が
そ

れ
を

マ
ネ

ー
ジ

し
て

い
く

形
を

模
索

し
て

い
か

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

と
思

い
ま

す
ね

。
>

<
た

と
え

ば
大

規
模

病
院

の
神

経
内

科
、

脳
神

経
、

脳
外

の
先

生
た

ち
は

、
や

っ
ぱ

り
診

断
の

と
こ

ろ
ま

で
で

、
あ

と
ど

う
し

た
ら

い
い

の
か

っ
て

い
う

の
ま

で
は

、
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

し
な

い
>

<
ど

う
い

う
ふ

う
に

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
す

る
か

っ
て

い
う

の
が

、
率

直
な

こ
と

を
い

え
ば

、
お

金
の

問
題

が
関

わ
っ

て
く

る
ん

で
す

。
お

金
の

問
題

っ
て

い
う

の
は

、
自

分
の

事
業

所
に

開
業

の
先

生
た

ち
も

来
て

ほ
し

い
わ

け
じ

ゃ
な

い
で

す
か

。
や

っ
ぱ

り
患

者
さ

ん
は

ほ
し

い
っ

て
い

う
側

面
は

あ
る

ん
で

す
よ

。
囲

い
込

み
で

す
ね

>

<
た

だ
、

そ
う

し
な

い
た

め
の

工
夫

が
、

な
か

な
か

展
開

さ
れ

て
な

い
で

す
ね

。
実

は
う

ち
も

、
ほ

し
い

の
は

ほ
し

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
囲

い
込

ん
だ

ら
、

も
う

そ
れ

っ
き

り
地

域
か

ら
の

信
頼

を
失

う
か

ら
、

包
括

と
か

、
ケ

ア
マ

ネ
に

振
っ

て
ま

す
>
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地
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で
き
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援
や

ケ
ア
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説

明
や
相
談

か
か
り

つ
け
医

<
医

療
機

関
と

し
て

抱
え

込
む

と
い

う
の

は
、

た
と

え
ば

自
分

の
診

療
所

に
か

か
っ

て
い

る
患

者
さ

ん
は

自
分

の
と

こ
ろ

の
デ

イ
ケ

ア
に

や
り

た
い

わ
け

で
す

ね
。

そ
れ

は
、

み
ん

な
で

き
る

ん
で

す
よ

。
け

れ
ど

も
、

た
と

え
ば

こ
の

患
者

さ
ん

は
、

自
分

の
と

こ
ろ

よ
り

も
ほ

か
の

と
こ

ろ
が

い
い

ん
や

な
い

か
っ

て
い

う
の

は
、

問
題

が
起

き
て

か
ら

じ
ゃ

な
い

と
取

り
組

ま
な

い
し

、
逆

に
問

題
が

起
き

た
ら

放
り

出
す

よ
う

な
感

じ
の

と
こ

ろ
も

、
残

念
な

が
ら

あ
り

ま
す

ね
>

<
地

域
の

中
で

認
知

症
、

た
ぶ

ん
ど

の
医

療
機

関
も

診
て

る
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

ほ
か

の
サ

ー
ビ

ス
に

ど
ん

ど
ん

つ
な

げ
て

い
こ

う
っ

て
い

う
の

が
、

少
し

難
し

い
部

分
も

あ
る

の
か

な
と

>

<
ケ

ア
マ

ネ
が

独
立

し
て

る
と

、
こ

こ
ら

辺
、

も
の

す
ご

い
す

っ
き

り
す

る
ん

で
す

け
れ

ど
、

ケ
ア

マ
ネ

に
つ

な
い

だ
時

点
で

、
特

定
の

医
療

機
関

と
の

リ
ン

ク
が

で
き

ち
ゃ

う
っ

て
い

う
問

題
が

あ
る

と
思

う
ん

で
す

よ
。

制
度

的
な

問
題

で
す

け
ど

ね
。

医
療

機
関

と
し

て
も

ケ
ア

マ
ネ

を
持

っ
て

る
と

こ
ろ

は
、

結
局

、
そ

れ
期

待
し

て
い

る
わ

け
な

ん
で

す
よ

ね
。

ケ
ア

プ
ラ

ン
セ

ン
タ

ー
、

毎
月

赤
字

で
す

も
ん

、
独

立
採

算
に

し
て

る
と

。
そ

こ
が

ち
ょ

っ
と

解
決

さ
れ

な
い

と
、

あ
と

包
括

っ
て

こ
と

に
な

っ
ち

ゃ
う

か
ら

で
す

ね
>

<
緩

和
す

る
方

策
が

あ
る

と
す

れ
ば

、
医

師
が

そ
う

い
っ

た
ケ

ア
カ

ン
フ

ァ
に

出
て

い
っ

て
、

広
い

視
点

を
持

っ
て

い
く

っ
て

い
う

の
は

、
大

切
だ

と
思

い
ま

す
。

う
ち

で
う

ま
く

い
か

な
く

て
も

、
こ

っ
ち

は
う

ま
く

い
く

。
逆

に
自

分
の

持
っ

て
い

る
介

護
施

設
の

立
ち

位
置

っ
て

い
う

の
が

、
明

確
化

で
き

る
と

思
い

ま
す

の
で

>

<
や

っ
ぱ

り
説

明
、

介
護

保
険

の
制

度
そ

の
も

の
を

き
ち

ん
と

広
報

し
て

い
く

っ
て

い
う

の
と

。
あ

と
は

、
も

う
身

近
な

と
こ

ろ
で

い
え

ば
、

何
回

も
学

習
繰

り
返

し
て

、
説

明
で

き
る

人
を

増
や

す
し

か
な

い
と

思
い

ま
す

>
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.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

か
か
り

つ
け
医

<
看

護
師

長
さ

ん
た

ち
が

認
知

症
の

こ
と

を
、

認
知

症
じ

ゃ
な

く
て

介
護

保
険

の
こ

と
を

も
っ

と
わ

か
っ

て
、

認
知

症
の

制
度

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
ら

、
お

医
者

さ
ん

に
直

接
ア

ク
セ

ス
で

き
な

く
て

も
い

い
ん

や
な

い
か

な
>

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
病

気
の

こ
と

は
先

生
わ

か
る

け
ど

、
生

活
し

て
い

く
上

で
地

域
の

ど
こ

に
行

っ
て

、
ど

ん
な

ケ
ア

が
あ

っ
て

、
ど

ん
な

支
援

が
あ

る
か

っ
て

の
を

、
先

に
教

え
て

も
ら

っ
た

ら
>

大
牟

田
 
家

族
<
な

か
な

か
一

人
の

人
で

っ
て

い
う

こ
と

は
、

や
っ

ぱ
り

で
き

か
ね

る
と

思
い

ま
す

の
で

ね
。

や
っ

ぱ
り

地
区

、
家

庭
生

活
の

支
援

な
り

、
あ

る
い

は
病

的
な

も
の

へ
の

、
お

医
者

さ
ん

と
か

、
そ

の
施

設
へ

の
つ

な
げ

る
方

。
や

っ
ぱ

り
そ

う
い

う
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
的

な
方

が
>

玉
川

 
家

族
<
今

は
地

域
包

括
で

す
よ

ね
。

地
域

包
括

の
方

が
い

ろ
い

ろ
と

、
こ

ち
ら

か
ら

言
う

ん
で

は
な

く
て

、
向

こ
う

か
ら

言
っ

て
く

だ
さ

る
と

、
割

と
聞

き
や

す
い

の
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
し

。
そ

れ
か

ら
、

先
ほ

ど
申

し
上

げ
た

家
族

の
会

と
か

、
あ

と
は

、
地

域
を

一
番

担
っ

て
い

る
の

は
、

や
は

り
民

生
委

員
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
ま

す
ね

>

<
だ

か
ら

、
方

向
づ

け
を

病
院

の
先

生
が

し
て

く
れ

た
ら

、
私

た
ち

は
い

い
か

な
っ

て
思

う
>

<
そ

う
い

う
の

を
担

当
み

た
い

に
し

て
、

定
期

的
に

周
遊

さ
れ

て
、

「
問

題
な

い
で

す
か

」
、

「
ど

ん
な

で
す

か
」

と
い

う
よ

う
な

声
か

け
を

さ
れ

る
よ

う
な

、
専

門
的

な
。

そ
し

て
、

こ
ん

な
悩

み
も

あ
る

と
い

う
こ

と
で

、
つ

な
げ

て
い

た
だ

く
と

い
う

よ
う

な
。

地
域

と
い

っ
て

も
民

生
委

員
で

す
か

ね
>

<
民

生
委

員
は

つ
な

ぎ
役

な
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
夜

は
や

は
り

民
生

委
員

な
ん

で
す

よ
ね

。
連

絡
来

る
の

は
>

<
地

域
で

こ
こ

に
行

き
な

さ
い

っ
て

。
そ

し
た

ら
、

そ
こ

で
私

た
ち

が
、

今
、

何
が

困
っ

て
て

、
「

こ
ん

な
の

に
し

た
い

で
す

」
っ

て
い

う
の

を
言

え
る

の
で

>

<
せ

め
て

、
7
0
歳

以
上

と
か

、
7
5
歳

以
上

と
い

う
人

た
ち

を
把

握
し

て
。

そ
し

て
、

そ
れ

を
い

わ
ゆ

る
お

友
だ

ち
的

な
感

覚
で

出
入

り
さ

れ
る

と
い

う
よ

う
な

有
志

の
方

っ
て

い
う

か
。

そ
れ

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

だ
け

で
は

で
き

な
い

か
も

し
れ

な
い

け
ど

、
や

っ
ぱ

り
あ

る
程

度
の

研
修

な
り

を
積

ま
れ

な
い

と
全

体
の

把
握

っ
て

い
う

の
は

、
で

き
な

い
か

も
し

れ
な

い
>

<
や

は
り

、
動

け
る

の
は

や
は

り
夜

は
民

生
委

員
な

ん
で

す
よ

ね
。

で
す

か
ら

、
そ

こ
ま

で
し

な
く

て
も

い
い

ん
じ

ゃ
な

い
の

っ
て

い
う

仲
間

も
い

ま
し

た
け

ど
も

、
ほ

っ
と

け
な

い
で

す
よ

ね
、

や
っ

ぱ
り

。
で

す
か

ら
、

そ
う

い
っ

た
こ

と
も

あ
り

ま
し

た
し

、
だ

か
ら

、
そ

う
で

す
ね

。
地

域
包

括
で

、
今

は
2
4
時

間
対

応
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
す

か
ら

、
今

の
ほ

う
が

い
い

の
か

な
と

い
う

ふ
う

に
は

思
っ

て
い

ま
す

が
>
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地

域
で
利
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で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

家
族

<
た

と
え

ば
認

知
症

に
な

っ
た

ら
、

病
院

で
教

え
て

も
ら

え
な

か
っ

た
ら

、
や

っ
ぱ

り
自

分
が

知
識

、
最

初
持

っ
て

な
き

ゃ
い

け
な

い
じ

ゃ
な

い
で

す
か

。
認

知
症

に
な

っ
た

ら
、

市
役

所
来

た
ほ

う
が

教
え

て
く

れ
る

み
た

い
な

。
だ

か
ら

、
病

気
に

な
る

前
に

、
そ

う
い

う
知

識
が

み
ん

な
に

伝
わ

っ
て

い
る

と
い

い
の

か
な

っ
て

>

<
や

っ
ぱ

り
地

域
包

括
セ

ン
タ

ー
が

あ
り

ま
す

よ
と

か
、

い
ろ

い
ろ

ご
相

談
く

だ
さ

い
と

か
、

家
族

会
の

お
知

ら
せ

で
さ

え
、

な
か

な
か

届
き

ま
せ

ん
も

ん
ね

>

<
周

り
が

い
ろ

い
ろ

と
言

っ
て

く
だ

さ
っ

て
も

、
本

人
、

介
護

し
て

い
る

人
が

聞
く

耳
持

た
な

い
と

、
な

か
な

か
難

し
い

と
い

う
こ

と
が

ま
ず

一
つ

で
す

ね
。

家
族

会
と

か
、

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

で
い

ろ
い

ろ
と

お
話

を
し

ま
す

が
、

つ
な

ぎ
に

し
か

な
ら

な
い

で
す

よ
ね

。
一

番
説

得
力

が
あ

る
っ

て
い

う
の

は
、

や
は

り
地

域
包

括
が

一
番

か
な

と
い

う
こ

と
を

思
っ

て
い

ま
す

が
、

何
で

も
か

ん
で

も
地

域
包

括
に

な
っ

て
く

る
と

、
地

域
包

括
も

人
数

少
な

い
の

で
、

パ
ン

ク
し

て
い

る
状

態
だ

と
思

い
ま

す
の

で
、

な
か

な
か

そ
れ

は
難

し
い

で
す

よ
ね

。
つ

な
げ

る
と

い
う

こ
と

も
>

<
認

知
症

に
な

っ
た

ら
、

自
分

で
抱

え
込

ま
な

い
で

、
包

括
に

行
こ

う
っ

て
。

そ
ん

だ
け

の
知

識
で

い
い

か
ら

、
知

っ
て

る
と

違
う

の
か

な
っ

て
>

<
地

域
の

人
が

入
り

込
ん

で
、

そ
れ

を
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
つ

な
げ

て
あ

げ
て

、
専

門
職

の
人

が
入

り
込

む
と

い
う

>

<
周

り
が

み
ん

な
で

、
協

力
し

て
い

る
ん

で
す

よ
っ

て
い

う
取

り
組

み
を

、
も

う
少

し
わ

か
り

や
す

く
周

知
す

る
こ

と
が

一
番

か
な

と
思

い
ま

す
ね

。
今

、
世

田
谷

区
で

も
、

一
生

懸
命

行
政

が
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
っ

て
い

ま
す

が
、

そ
れ

を
何

と
か

、
地

域
と

か
お

医
者

様
と

関
わ

っ
て

い
く

か
っ

て
い

う
こ

と
を

、
わ

か
り

や
す

く
周

知
す

る
こ

と
が

一
番

か
な

と
思

い
ま

す
ね

>
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4
.
か
か
り
つ
け
医
の

役
割

富
士

宮
市

大
牟
田
市

世
田
谷
区
 
玉
川

行
政

富
士

宮
 
行

政
<
「

ま
ず

は
富

士
宮

と
し

て
の

専
門

医
っ

て
決

め
て

く
だ

さ
い

」
っ

て
、

お
願

い
し

た
ら

、
「

じ
ゃ

あ
、

精
神

科
と

神
経

内
科

の
先

生
、

５
人

専
門

医
」

っ
て

言
っ

て
く

れ
て

。
そ

れ
で

今
度

は
、

「
じ

ゃ
あ

、
専

門
医

の
中

か
ら

リ
ー

ダ
ー

の
先

生
決

め
て

く
だ

さ
い

」
っ

て
言

っ
た

ら
、

あ
る

先
生

が
、

「
じ

ゃ
あ

、
な

る
よ

」
っ

て
言

っ
て

く
れ

て
。

「
じ

ゃ
あ

、
今

度
は

、
役

割
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

」
っ

て
言

っ
て

。
そ

の
先

生
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

つ
く

っ
て

も
ら

っ
て

、
認

知
症

か
か

り
つ

け
医

の
先

生
に

、
全

部
、

記
述

で
ア

ン
ケ

ー
ト

と
っ

て
も

ら
っ

て
、

研
修

を
組

み
立

て
て

い
っ

て
く

れ
て

、
情

報
交

換
も

し
て

く
れ

て
っ

て
い

う
の

が
生

ま
れ

て
い

っ
て

、
少

し
役

割
が

見
え

て
き

た
っ

て
い

う
の

が
あ

る
ん

で
す

。
>

大
牟

田
 
行

政
<
か

か
り

つ
け

医
と

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
何

回
か

や
っ

て
き

た
ん

で
す

よ
ね

。
ス

テ
ー

ジ
ア

プ
ロ

ー
チ

っ
て

い
う

、
そ

の
方

の
ス

テ
ー

ジ
に

お
い

て
ど

ん
な

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必
要

か
っ

て
い

う
こ

と
と

か
、

自
動

車
運

転
の

こ
と

と
か

で
も

や
っ

た
り

し
た

ん
で

す
け

ど
。

そ
の

と
き

に
、

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

の
他

職
種

と
か

か
り

つ
け

医
の

先
生

も
入

っ
て

も
ら

っ
た

グ
ル

ー
プ

で
協

議
し

な
が

ら
、

そ
う

い
う

グ
ル

ー
プ

を
た

く
さ

ん
つ

く
っ

て
、

協
議

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

や
っ

た
ん

で
す

け
ど

。
そ

う
い

う
と

こ
ろ

に
出

て
く

る
先

生
と

は
つ

な
が

る
ん

で
す

、
そ

の
あ

と
も

>

玉
川

 
行

政
<
も

う
少

し
質

問
し

て
も

ら
う

項
目

を
先

生
に

も
認

知
の

部
分

で
1
つ

で
も

2
つ

で
も

い
い

の
で

「
こ

れ
は

で
き

て
ま

す
か

？
」

と
か

、
し

て
い

た
だ

け
る

と
、

少
し

出
て

来
る

部
分

も
あ

る
ん

で
し

ょ
う

け
ど

。
い

つ
も

通
り

の
診

察
の

場
面

と
い

う
こ

と
に

な
る

と
難

し
い

の
か

な
と

い
う

ふ
う

に
は

思
い

ま
す

>

<
一

つ
大

事
な

の
は

、
つ

な
が

る
っ

て
い

う
こ

と
が

と
て

も
重

要
で

、
そ

の
先

生
が

い
く

ら
い

ろ
ん

な
知

識
を

用
い

た
と

し
て

も
つ

な
が

ら
な

い
と

見
え

な
い

し
、

先
生

だ
け

で
支

え
ら

れ
る

も
の

で
は

な
い

の
で

。
在

宅
の

サ
ー

ビ
ス

の
支

援
者

と
か

、
私

た
ち

と
う

ま
く

つ
な

が
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

は
、

や
っ

ぱ
り

私
た

ち
に

期
待

す
る

の
は

、
つ

な
が

る
か

ど
う

か
。

ち
ゃ

ん
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

る
か

ど
う

か
>

<
認

知
機

能
が

低
下

し
始

め
て

も
ま

だ
そ

ん
な

に
生

活
障

害
と

か
近

時
記

憶
の

障
害

が
重

く
な

い
と

、
外

来
で

本
人

様
取

り
繕

え
ち

ゃ
う

の
で

、
変

な
話

、
先

生
の

前
で

ぼ
ろ

が
出

な
い

の
で

、
診

療
場

面
だ

け
で

先
生

が
気

づ
く

と
い

う
の

は
正

直
厳

し
い

だ
ろ

う
と

い
う

の
は

、
傍

か
ら

見
て

て
も

思
い

ま
す

>

<
４

回
シ

リ
ー

ズ
の

研
修

会
を

今
、

医
療

セ
ン

タ
ー

が
や

っ
て

て
、

そ
れ

を
修

了
し

た
人

、
以

前
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

や
っ

た
先

生
方

を
、

も
の

忘
れ

相
談

医
と

し
ま

す
と

い
う

こ
と

で
、

市
民

に
も

ア
ピ

ー
ル

し
て

る
ん

で
す

け
ど

。
も

の
忘

れ
相

談
医

を
増

や
そ

う
と

い
う

の
を

、
今

し
て

ま
し

て
。

と
に

か
く

、
認

知
症

の
こ

と
の

知
識

が
あ

っ
て

、
本

当
に

難
し

い
事

例
は

、
ど

こ
に

相
談

を
つ

な
い

だ
ら

い
い

か
。

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

と
か

に
つ

な
ぐ

と
か

っ
て

い
う

こ
と

が
わ

か
っ

て
。

あ
と

は
、

大
牟

田
が

こ
ん

な
取

り
組

み
を

し
て

る
ん

だ
っ

て
こ

と
も

理
解

し
て

い
た

だ
く

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

れ
る

先
生

を
増

や
そ

う
っ

て
い

う
の

が
、

今
の

ち
ょ

う
ど

取
り

組
み

を
し

て
い

る
最

中
で

す
ね

>

<
薬

剤
師

さ
ん

た
ち

が
気

が
付

い
て

先
生

に
電

話
し

て
く

れ
て

る
ん

で
す

。
「

お
か

し
い

で
す

よ
」

っ
て

。
先

生
も

い
ろ

い
ろ

そ
れ

で
情

報
も

ら
っ

て
、

「
こ

れ
は

ま
ず

い
」

っ
て

な
る

と
、

自
分

と
こ

来
て

る
だ

け
じ

ゃ
対

応
で

き
な

い
か

ら
、

先
生

が
包

括
に

連
絡

く
れ

て
「

ち
ょ

っ
と

最
近

変
み

た
い

だ
か

ら
、

様
子

見
て

く
れ

な
い

？
」

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
が

、
最

近
ぽ

ち
ぽ

ち
出

て
き

て
て

>
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<
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
取

り
組

み
と

か
も

、
ま

だ
、

か
か

り
つ

け
の

先
生

方
に

は
十

分
浸

透
し

て
な

い
。

医
師

会
に

は
伝

え
て

は
い

る
ん

で
す

け
ど

、
や

っ
ぱ

り
な

か
な

か
浸

透
し

て
い

な
く

て
。

や
っ

ぱ
り

相
談

、
検

討
す

る
事

例
は

か
か

り
つ

け
医

が
い

る
ん

で
す

よ
ね

、
ち

ゃ
ん

と
。

で
も

、
そ

の
先

生
は

、
ま

だ
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

出
て

き
て

い
た

だ
く

機
会

は
少

な
い

の
で

、
そ

の
先

生
方

に
い

か
に

こ
う

い
う

や
っ

て
る

こ
と

を
お

伝
え

し
て

、
来

て
も

ら
う

か
っ

て
い

う
の

は
、

こ
れ

は
行

政
の

役
割

な
の

で
。

そ
こ

を
本

当
は

力
を

入
れ

た
い

な
と

思
っ

て
い

る
ん

で
す

け
ど

、
な

か
な

か
そ

こ
ま

で
手

が
回

ら
な

い
っ

て
い

う
の

が
、

今
、

課
題

に
な

っ
て

る
と

こ
ろ

で
す

ね
>

<
も

う
少

し
普

段
か

ら
日

常
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

っ
て

い
か

な
い

と
、

い
つ

ま
で

も
そ

う
い

う
こ

と
っ

て
い

う
の

は
続

い
て

い
く

だ
ろ

う
な

と
思

っ
て

>

<
医

療
機

関
か

ら
認

知
症

の
相

談
持

ち
込

ま
れ

て
来

て
る

っ
て

い
う

ケ
ー

ス
が

微
増

で
今

増
え

て
き

て
る

ん
で

、
先

生
た

ち
が

気
が

付
い

て
つ

な
げ

て
く

れ
て

る
ケ

ー
ス

が
わ

ず
か

で
す

け
ど

、
増

え
て

き
た

>

<
医

師
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
取

り
方

っ
て

あ
る

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

。
そ

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
取

り
方

が
、

や
っ

ぱ
り

得
意

な
人

っ
て

い
う

の
は

、
ど

ん
ど

ん
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
の

中
と

か
、

包
括

の
中

で
も

少
な

く
な

っ
て

い
て

。
や

っ
ぱ

り
以

前
か

ら
、

ず
っ

と
看

護
師

と
し

て
長

年
経

験
し

て
き

た
人

は
、

や
っ

ぱ
り

医
者

と
い

わ
れ

る
人

た
ち

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

取
り

方
っ

て
心

得
て

い
た

り
>

<
包

括
が

主
催

で
医

療
連

携
と

い
う

こ
と

で
、

地
域

の
先

生
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

を
呼

ん
で

一
緒

に
会

議
を

す
る

場
面

が
あ

る
ん

で
す

が
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
で

、
認

知
の

方
の

問
題

と
か

、
こ

ん
な

こ
と

で
困

っ
て

い
る

と
か

、
ど

う
い

う
ふ

う
に

つ
な

げ
て

い
け

ば
よ

い
か

と
い

う
よ

う
な

相
談

が
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

も
も

ち
ろ

ん
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

で
、

ケ
ア

す
る

立
場

の
方

と
医

療
の

先
生

と
が

話
し

が
で

き
る

場
面

が
あ

る
と

、
「

気
を

付
け

て
診

察
場

面
で

も
診

て
み

ま
し

ょ
う

」
と

い
う

よ
う

な
話

し
合

い
が

で
き

た
り

す
る

の
で

、
あ

れ
は

割
と

、
私

は
出

て
み

て
有

効
だ

っ
た

か
な

と
思

っ
て

い
ま

す
>

－ 183 －
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<
介

護
現

場
か

ら
来

た
人

と
か

、
そ

う
い

う
経

験
が

な
い

、
医

療
現

場
で

な
い

人
と

か
は

、
だ

ら
だ

ら
話

し
て

し
ま

っ
た

り
と

か
、

ど
う

し
て

必
要

か
っ

て
い

う
こ

と
を

言
わ

ず
に

、
「

専
門

医
に

行
っ

た
ほ

う
が

い
い

で
す

よ
」

と
か

っ
て

い
う

話
を

し
て

し
ま

っ
た

り
す

る
の

で
。

そ
う

い
う

直
接

的
に

言
っ

て
し

ま
っ

た
り

す
る

と
、

難
し

い
ん

で
す

ね
。

そ
こ

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
仕

方
っ

て
い

う
の

を
身

に
つ

け
た

り
と

か
、

高
め

て
い

か
な

き
ゃ

い
け

な
い

っ
て

い
う

の
も

思
い

ま
す

し
>

<
包

括
さ

ん
に

よ
っ

て
は

、
近

隣
の

開
業

医
の

先
生

の
と

こ
ろ

に
毎

月
広

報
誌

を
お

持
ち

し
て

、
事

業
の

ご
案

内
と

か
、

先
生

の
方

で
気

に
し

て
い

た
だ

い
て

る
方

の
話

を
聞

い
て

来
ら

れ
た

り
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
つ

な
が

り
が

で
き

る
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
>

<
行

政
と

し
て

そ
う

い
う

医
師

会
と

か
、

か
か

り
つ

け
医

と
い

わ
れ

る
よ

う
な

医
療

機
関

の
先

生
方

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

る
よ

う
な

、
部

署
な

り
担

当
者

と
い

う
の

を
し

っ
か

り
設

け
て

、
そ

こ
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
っ

て
、

ケ
ア

マ
ネ

の
こ

と
と

か
、

今
、

こ
ん

な
こ

と
や

っ
て

る
っ

て
い

う
こ

と
と

か
>

<
例

え
ば

、
「

行
政

か
ら

自
分

た
ち

に
期

待
す

る
役

割
は

な
ん

だ
」

と
か

い
う

こ
と

は
お

聞
き

に
な

る
ん

で
す

。
ど

ん
な

こ
と

す
る

の
か

、
誰

に
ど

う
期

待
し

て
、

自
分

た
ち

に
何

を
や

ら
せ

た
い

と
思

っ
て

い
る

か
、

と
い

う
こ

と
は

、
行

政
と

し
て

行
っ

た
と

き
に

は
聞

か
れ

ま
す

>

<
毎

月
や

っ
て

る
定

例
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

と
か

、
今

度
、

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
が

実
際

に
介

入
し

て
い

く
中

で
、

一
つ

の
事

例
を

も
と

に
や

っ
て

く
っ

て
い

う
の

が
、

一
番

遠
回

り
の

よ
う

だ
け

ど
、

近
道

な
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

い
う

気
は

す
る

ん
で

す
よ

ね
>

<
自

分
た

ち
が

役
割

を
取

ら
な

き
ゃ

い
け

な
い

だ
ろ

う
と

は
思

っ
て

く
だ

さ
っ

て
い

る
の

で
、

そ
れ

に
対

し
て

、
そ

れ
が

で
き

る
体

制
を

い
か

に
作

る
か

と
い

う
と

こ
ろ

の
仕

組
み

は
1
個

必
要

>

<
定

例
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
し

て
も

、
も

う
３

年
間

ぐ
ら

い
ず

っ
と

や
っ

て
る

ん
で

す
、

毎
月

。
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

も
同

じ
ぐ

ら
い

の
、

十
分

じ
ゃ

な
い

け
ど

、
継

続
は

し
て

は
い

る
。

継
続

し
と

く
と

、
そ

れ
に

興
味

が
あ

る
ド

ク
タ

ー
は

、
「

参
加

し
た

い
」

っ
て

言
っ

て
く

る
ん

で
す

よ
。

少
し

ず
つ

で
す

け
ど

、
ド

ク
タ

ー
の

参
加

も
増

え
て

き
て

、
２

か
月

に
１

回
ぐ

ら
い

は
、

一
人

ず
つ

増
え

て
み

た
い

な
感

じ
で

。
そ

う
い

う
意

味
で

は
、

や
り

続
け

る
っ

て
こ

と
は

大
事

な
ん

だ
な

っ
て

思
い

ま
す

ね
>

<
新

し
く

毎
年

入
っ

て
来

ら
れ

る
先

生
た

ち
に

教
育

の
機

会
が

コ
ン

ス
タ

ン
ト

に
あ

る
と

い
う

の
は

、
必

要
な

ん
じ

ゃ
な

い
か

と
思

い
ま

す
>

<
大

き
な

全
体

の
会

議
を

す
る

中
で

顔
つ

な
ぎ

を
し

て
い

た
だ

い
て

連
携

を
し

や
す

く
す

る
と

。
個

別
の

ケ
ア

会
議

に
は

出
て

来
れ

な
い

け
ど

も
、

そ
れ

で
も

連
携

を
取

り
や

す
く

す
る

と
い

う
意

味
で

は
す

ご
く

有
効

か
と

思
う

の
で

・
・

・
通

称
「

地
区

包
括

ケ
ア

会
議

」
>
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富
士

宮
 
地

域
包

括
<
「

見
え

る
事

例
検

討
会

」
っ

て
い

っ
て

、
一

枚
の

シ
ー

ト
の

中
で

事
例

展
開

が
で

き
る

っ
て

い
う

の
を

。
富

士
宮

で
も

ち
ょ

っ
と

そ
れ

を
使

っ
て

、
先

生
と

専
門

職
と

か
、

地
域

の
皆

さ
ん

で
一

枚
の

紙
で

、
事

例
共

有
が

で
き

る
ツ

ー
ル

っ
て

い
う

形
で

や
っ

て
み

よ
う

っ
て

い
う

の
は

、
今

年
、

仕
掛

け
て

い
る

形
に

な
る

か
と

思
い

ま
す

>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
お

医
者

さ
ん

に
よ

っ
て

は
、

専
門

外
だ

か
ら

っ
て

い
う

感
じ

に
な

ら
れ

る
先

生
も

、
や

っ
ぱ

り
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

と
。

あ
と

は
、

た
と

え
ば

ご
家

族
の

方
が

、
か

か
り

つ
け

医
の

先
生

に
相

談
さ

れ
て

「
最

近
も

の
忘

れ
が

」
と

か
、

い
ろ

い
ろ

相
談

さ
れ

る
ん

で
す

け
ど

も
。

「
も

う
年

だ
か

ら
、

し
ょ

う
が

な
い

」
の

ひ
と

言
で

終
わ

っ
て

し
ま

う
と

か
い

う
の

は
、

や
っ

ぱ
り

ち
ょ

こ
ち

ょ
こ

と
>

玉
川

 
地

域
包

括
<
や

は
り

つ
な

い
で

く
だ

さ
る

先
生

と
、

つ
な

い
で

く
だ

さ
ら

な
い

先
生

っ
て

い
う

の
が

、
や

っ
ぱ

り
あ

っ
て

。
う

ま
く

つ
な

い
で

画
像

診
断

と
か

に
、

大
き

な
病

院
に

つ
な

い
で

く
だ

さ
る

先
生

も
い

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

う
で

は
な

く
て

、
ま

だ
「

年
の

せ
い

だ
か

ら
」

と
か

、
「

ま
だ

ま
だ

大
丈

夫
」

っ
て

言
っ

て
、

そ
こ

で
止

め
ち

ゃ
う

先
生

と
。

あ
と

は
、

診
断

な
く

お
薬

出
し

て
し

ま
う

先
生

で
す

ね
>

<
な

ん
か

ち
ょ

っ
と

ご
家

族
で

困
っ

て
ら

っ
し

ゃ
る

よ
う

だ
と

、
「

包
括

に
行

け
」

っ
て

言
っ

て
い

た
だ

け
る

も
ん

で
、

「
な

ん
だ

か
よ

く
わ

か
ら

な
い

け
ど

来
ま

し
た

」
っ

て
言

う
ご

家
族

が
、

最
近

い
ら

っ
し

ゃ
る

ん
で

す
よ

。
や

っ
ぱ

そ
う

す
る

と
、

す
ご

い
助

か
る

な
っ

て
思

い
ま

す
し

、
先

生
の

と
こ

だ
け

だ
と

ち
ょ

っ
と

や
り

き
れ

な
い

の
で

、
そ

の
家

族
の

困
り

ご
と

と
か

、
介

護
保

険
の

こ
と

と
か

、
い

ろ
ん

な
こ

と
に

つ
い

て
、

ち
ょ

っ
と

相
談

に
行

き
な

さ
い

よ
っ

て
い

う
ひ

と
言

が
、

「
包

括
に

行
っ

て
ら

っ
し

ゃ
い

」
っ

て
い

う
よ

う
な

ひ
と

言
に

な
っ

て
き

て
る

ん
だ

ろ
う

な
っ

て
思

う
ん

で
す

け
ど

>

<
実

際
、

私
た

ち
が

お
会

い
し

て
み

て
、

「
い

や
、

こ
の

方
は

、
ち

ょ
っ

と
専

門
の

診
断

が
あ

っ
た

ほ
う

が
」

と
か

、
「

薬
、

始
め

た
ほ

う
が

」
と

い
う

ふ
う

な
こ

と
を

感
じ

る
こ

と
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
も

。
せ

っ
か

く
か

か
り

つ
け

の
先

生
に

相
談

し
て

て
も

、
そ

う
な

っ
て

な
か

っ
た

り
と

か
い

う
の

が
、

や
っ

ぱ
り

あ
る

の
で

>

<
ア

リ
セ

プ
ト

と
か

を
、

ご
家

族
の

言
わ

れ
る

と
お

り
に

「
あ

あ
、

じ
ゃ

あ
、

認
知

症
で

す
ね

。
は

い
」

っ
て

出
さ

れ
て

し
ま

っ
た

り
っ

て
い

う
こ

と
で

。
そ

れ
で

、
普

通
の

周
辺

症
状

と
か

が
出

て
い

て
、

ち
ょ

っ
と

不
穏

だ
っ

た
り

し
て

、
ち

ゃ
ん

と
認

知
症

の
病

名
を

、
何

か
っ

て
い

う
の

も
ち

ゃ
ん

と
見

て
ほ

し
い

っ
て

思
っ

て
い

て
も

、
な

か
な

か
ご

家
族

か
ら

、
先

生
に

お
薬

が
出

て
て

、
お

話
が

で
き

な
い

と
か

っ
て

い
う

こ
と

が
あ

っ
た

り
、

「
大

き
な

病
院

に
つ

な
い

で
ほ

し
い

」
っ

て
言

っ
て

も
、

「
そ

ん
な

の
必

要
な

い
よ

」
っ

て
先

生
に

言
わ

れ
ち

ゃ
う

と
、

ご
家

族
か

そ
れ

か
ら

先
に

進
め

な
い

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
も

あ
っ

て
、

そ
こ

が
難

し
い

と
こ

ろ
で

、
こ

ち
ら

が
間

に
入

っ
て

い
け

る
感

じ
に

は
な

ら
な

い
>

<
富

士
宮

の
一

番
の

課
題

は
、

本
当

に
お

医
者

さ
ん

だ
な

っ
て

い
う

の
は

、
な

か
な

か
医

療
と

の
つ

な
が

り
が

、
ま

だ
。

本
当

こ
れ

か
ら

だ
な

っ
て

い
う

の
が

思
っ

て
ま

し
て

、
な

か
な

か
難

し
い

で
す

>

<
か

か
り

つ
け

の
先

生
が

、
も

う
ち

ょ
っ

と
理

解
し

て
く

だ
さ

っ
て

た
ら

と
い

う
ふ

う
に

思
う

こ
と

っ
て

い
う

の
が

、
や

っ
ぱ

り
正

直
あ

る
と

い
う

の
が

>

<
病

院
同

行
し

て
、

状
況

を
ち

ょ
っ

と
紙

に
書

い
た

り
で

す
と

か
、

あ
と

は
ち

ょ
っ

と
ご

家
族

で
な

か
な

か
説

明
が

難
し

い
よ

う
な

方
で

、
間

に
入

っ
た

り
っ

て
い

う
こ

と
は

>

<
生

活
を

支
え

て
い

く
に

あ
た

っ
て

は
、

医
療

と
の

連
携

は
、

か
な

り
の

パ
ー

セ
ン

テ
ー

ジ
占

め
る

と
思

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

も
。

症
状

の
悪

化
と

か
を

予
防

す
る

に
は

、
生

活
と

医
療

と
思

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

。
だ

か
ら

、
そ

の
た

め
に

は
、

確
定

診
断

が
お

り
て

、
適

切
な

医
療

の
ス

タ
ー

ト
が

あ
っ

て
、

生
活

支
援

が
合

体
し

て
い

く
と

い
う

の
が

、
一

番
理

想
的

だ
と

思
っ

て
る

ん
で

す
け

ど
も

。
最

初
の

と
こ

ろ
で

、
は

ね
返

さ
れ

た
と

き
は

、
結

構
苦

労
す

る
か

な
>

<
地

域
の

開
業

医
の

先
生

で
、

顔
が

見
え

て
い

る
先

生
で

、
こ

こ
だ

っ
た

ら
受

け
て

く
れ

る
か

な
っ

て
い

う
。

も
し

、
か

か
り

つ
け

医
が

い
な

い
場

合
で

す
ね

。
こ

こ
だ

っ
た

ら
お

願
い

で
き

や
す

い
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

に
、

私
ど

も
お

願
い

し
て

い
く

っ
て

い
う

こ
と

が
あ

っ
た

り
と

か
。

認
知

症
の

方
で

、
開

業
医

の
先

生
で

も
画

像
診

断
と

か
し

て
く

だ
さ

る
先

生
も

、
ち

ょ
っ

と
出

て
き

て
い

る
の

で
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
に

初
回

を
お

願
い

す
る

っ
て

い
う

こ
と

は
あ

り
ま

す
が

。
一

番
難

し
い

の
は

、
な

か
な

か
認

知
症

の
知

識
が

な
い

先
生

で
、

つ
な

い
で

も
ら

え
る

の
も

難
し

い
だ

ろ
う

な
っ

て
>



 
4
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か
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つ
け
医
の

役
割

地
域

包
括

<
診

断
を

し
て

ほ
し

い
わ

け
で

は
な

い
ん

で
す

よ
、

か
か

り
つ

け
医

の
先

生
に

で
す

ね
。

た
だ

、
診

断
を

ど
っ

か
で

し
て

も
ら

っ
た

と
し

て
、

そ
れ

に
合

わ
せ

た
た

ぶ
ん

治
療

方
針

と
か

が
出

る
と

思
う

の
で

、
そ

れ
を

本
人

さ
ん

に
提

供
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

な
っ

て
い

っ
て

。
日

頃
の

生
活

状
況

を
把

握
し

て
い

っ
て

い
た

だ
け

る
よ

う
な

先
生

に
な

っ
て

く
だ

さ
る

と
、

す
ご

く
助

か
る

な
と

い
う

の
が

あ
り

ま
す

>

<
で

も
、

そ
の

先
生

は
内

科
の

先
生

で
、

内
科

の
疾

患
に

つ
い

て
は

、
す

ご
い

強
い

先
生

な
ん

で
、

が
ん

を
見

つ
け

て
も

ら
っ

た
か

ら
と

か
っ

て
い

う
こ

と
で

長
く

か
か

っ
て

い
る

と
、

や
っ

ぱ
り

そ
の

先
生

に
信

頼
を

置
い

て
い

る
ん

で
す

ね
。

そ
う

す
る

と
、

そ
の

先
生

が
言

っ
た

こ
と

が
絶

対
な

の
で

、
「

年
の

せ
い

だ
っ

て
言

わ
れ

た
か

ら
」

っ
て

言
わ

れ
た

ら
、

「
じ

ゃ
あ

、
大

丈
夫

」
っ

て
、

ご
家

族
が

思
っ

て
し

ま
う

と
、

や
っ

ぱ
り

周
り

か
ら

は
ち

ゃ
ん

と
診

て
も

ら
っ

た
ほ

う
が

い
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
思

っ
て

も
、

な
か

な
か

そ
こ

に
つ

な
い

で
い

く
の

が
難

し
か

っ
た

り
>

<
ご

家
族

と
か

、
私

た
ち

の
相

談
を

受
け

て
い

た
だ

い
て

、
そ

れ
を

そ
こ

で
判

断
し

て
い

た
だ

い
て

も
い

い
で

す
し

、
そ

の
あ

と
、

専
門

医
に

つ
な

げ
て

い
た

だ
い

て
、

ま
た

、
ご

本
人

さ
ん

に
も

お
伝

え
し

て
い

た
だ

く
と

い
う

形
で

も
い

い
の

か
な

と
思

う
>

<
も

し
そ

う
い

う
ふ

う
に

言
わ

れ
た

と
し

て
も

、
こ

っ
ち

に
こ

う
い

う
病

院
も

あ
る

の
で

っ
て

い
う

情
報

提
供

は
で

き
る

の
で

、
あ

と
は

ご
家

族
の

判
断

で
動

い
て

い
た

だ
く

っ
て

い
う

こ
と

で
す

ね
。

あ
ま

り
間

に
入

り
込

み
過

ぎ
て

し
ま

う
と

、
や

は
り

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

も
先

生
と

の
関

わ
り

が
あ

り
ま

す
の

で
>

<
開

業
医

の
先

生
で

、
認

知
症

の
相

談
と

か
を

し
て

く
だ

さ
る

、
認

知
症

に
強

い
先

生
と

か
、

あ
と

は
自

分
の

と
こ

ろ
で

写
真

が
撮

れ
る

先
生

と
か

、
紹

介
状

が
な

く
て

も
、

ち
ょ

っ
と

診
て

も
ら

え
そ

う
か

な
っ

て
い

う
よ

う
な

と
こ

ろ
を

ご
紹

介
し

た
り

と
か

>

<
診

断
が

つ
い

て
お

薬
が

出
て

か
ら

、
ま

た
戻

っ
て

き
て

、
そ

の
お

薬
を

出
し

て
い

た
だ

く
と

か
し

て
ほ

し
い

な
と

。
で

も
、

い
っ

と
き

よ
り

は
で

き
た

気
が

し
ま

す
け

れ
ど

も
>

<
だ

い
ぶ

、
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
に

先
生

か
ら

相
談

。
「

こ
こ

に
来

な
さ

い
」

と
か

、
「

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

を
つ

け
て

も
ら

い
な

さ
い

」
と

か
っ

て
い

う
ふ

う
に

言
わ

れ
て

き
ま

し
た

っ
て

い
う

の
が

、
増

え
て

き
た

よ
う

に
は

思
い

ま
す

ね
>

－ 186 －
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け
医
の

役
割

地
域

包
括

<
開

業
医

の
先

生
の

ほ
う

が
親

身
に

な
っ

て
あ

れ
な

ん
で

す
け

ど
。

大
き

な
病

院
だ

と
、

先
生

が
週

に
よ

っ
て

違
っ

た
り

と
か

、
何

回
も

何
回

も
お

薬
を

も
ら

い
に

行
っ

ち
ゃ

う
よ

う
な

方
、

お
一

人
の

方
と

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

の
情

報
を

、
な

か
な

か
い

た
だ

け
な

い
ん

で
す

よ
ね

>

<
大

き
め

の
病

院
っ

て
、

い
ら

な
い

薬
い

っ
ぱ

い
も

ら
っ

て
い

て
、

お
う

ち
の

中
、

こ
ん

な
袋

に
い

っ
ぱ

い
あ

っ
た

り
。

ち
ょ

っ
と

怪
し

い
な

っ
て

い
う

人
を

、
特

に
大

き
め

の
病

院
は

、
教

え
て

ほ
し

い
な

っ
て

い
う

の
は

あ
り

ま
す

ね
。

そ
こ

ら
辺

の
情

報
が

早
い

段
階

で
も

ら
え

る
と

、
私

た
ち

も
入

り
や

す
い

>

<
つ

な
い

で
は

ほ
し

い
で

す
ね

、
や

っ
ぱ

り
。

「
介

護
保

険
を

申
請

し
て

き
た

ほ
う

が
い

い
よ

」
と

か
っ

て
、

声
か

け
て

は
い

た
だ

き
た

い
で

す
ね

。
そ

う
い

っ
た

ふ
う

に
声

か
け

て
き

て
い

た
だ

き
ま

し
た

っ
て

い
う

人
も

、
増

え
て

は
い

る
気

が
し

ま
す

が
>

<
や

は
り

少
し

大
き

い
病

院
で

、
外

来
で

行
っ

て
い

る
方

が
抜

け
ち

ゃ
う

か
な

っ
て

い
う

感
じ

が
し

ま
す

。
開

業
医

の
先

生
よ

り
は

>

社
協

富
士

宮
 
社

協
<
医

療
分

野
の

関
係

者
と

か
、

医
師

と
か

だ
と

、
ち

ょ
っ

と
敷

居
が

高
い

と
い

う
か

、
接

点
が

も
ち

づ
ら

い
み

た
い

な
、

今
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

必
要

性
は

あ
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

そ
ん

な
今

、
状

況
に

あ
る

も
の

で
す

か
ら

。
そ

こ
を

も
う

ち
ょ

っ
と

見
え

る
形

で
、

情
報

共
有

も
で

き
る

よ
う

な
場

面
と

い
う

の
は

、
も

う
ち

ょ
っ

と
つ

く
っ

て
い

か
な

き
ゃ

い
け

な
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
な

ん
て

い
う

ふ
う

に
は

感
じ

て
い

ま
す

>

大
牟

田
 
社

協
<
結

構
大

牟
田

の
か

か
り

つ
け

医
の

先
生

は
、

勉
強

さ
れ

て
ま

す
の

で
、

そ
う

い
う

ふ
う

な
勉

強
会

と
か

も
や

っ
て

ま
す

の
で

、
結

構
ほ

か
の

自
治

体
に

比
べ

る
と

、
そ

の
辺

は
進

ん
で

る
の

か
な

と
、

接
し

方
と

か
で

す
ね

>

玉
川

 
社

協
<
病

状
等

々
に

よ
っ

て
、

継
続

的
に

大
き

い
病

院
の

み
の

診
察

に
な

っ
て

る
と

い
う

よ
う

な
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
。

医
療

機
関

と
、

お
一

人
お

一
人

と
の

関
係

っ
て

い
う

の
は

ど
う

し
て

も
個

別
の

関
係

に
な

っ
ち

ゃ
う

の
で

、
そ

の
方

が
ど

こ
を

選
ん

だ
か

に
よ

っ
て

の
つ

な
が

り
が

ベ
ー

ス
に

な
っ

て
い

る
と

い
う

中
で

、
近

い
か

ら
っ

て
選

ぶ
方

い
る

か
と

思
う

ん
で

す
が

、
地

域
と

い
う

視
点

と
い

う
の

は
あ

ん
ま

り
強

く
な

い
の

か
な

>
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か
か
り
つ
け
医
の

役
割

社
協

<
そ

し
て

、
か

か
り

つ
け

医
で

判
断

さ
れ

て
、

こ
の

人
は

、
ち

ょ
っ

と
予

備
軍

と
か

、
こ

の
人

は
、

ち
ょ

っ
と

完
全

に
認

知
症

と
か

。
予

備
軍

の
人

は
、

認
知

症
の

予
防

教
室

と
か

い
う

の
も

あ
り

ま
す

の
で

、
そ

こ
ら

辺
に

流
し

て
も

ら
う

と
か

い
う

ふ
う

な
部

分
は

あ
る

ん
で

し
ょ

う
ね

。
だ

か
ら

、
予

防
教

室
と

か
、

ほ
か

の
ド

ク
タ

ー
は

知
ら

な
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
け

ど
。

か
か

り
つ

け
医

は
、

予
防

教
室

と
か

も
知

っ
て

お
り

ま
す

の
で

、
薬

と
か

、
一

応
、

服
用

と
か

>

<
ず

っ
と

地
元

に
い

ら
っ

し
ゃ

る
方

は
お

馴
染

み
の

先
生

と
か

、
あ

っ
た

り
す

る
か

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
転

居
し

て
き

て
と

い
う

方
に

関
し

て
は

、
そ

の
辺

の
つ

な
が

り
も

な
い

よ
う

な
ケ

ー
ス

も
多

い
の

で
、

地
域

と
お

医
者

さ
ん

と
い

う
と

こ
ろ

の
接

点
と

い
う

の
が

あ
ん

ま
り

見
え

に
く

い
か

な
っ

て
い

う
。

あ
と

、
お

医
者

さ
ん

も
数

が
結

構
あ

る
の

で
選

択
肢

も
。

世
田

谷
あ

た
り

で
都

心
も

行
け

な
く

は
全

然
な

い
距

離
、

大
学

病
院

と
か

い
ろ

ん
な

病
院

も
行

け
る

距
離

な
の

で
。

私
た

ち
も

通
院

の
付

き
添

い
派

遣
す

る
こ

と
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
。

都
心

の
病

院
の

ほ
う

に
送

迎
、

半
日

仕
事

に
な

る
ん

で
す

け
ど

、
行

っ
た

り
っ

て
い

う
ケ

ー
ス

も
>

<
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

協
議

会
の

役
員

の
ド

ク
タ

ー
も

、
う

ち
の

理
事

で
あ

っ
た

り
と

か
も

し
ま

し
た

ね
。

そ
う

い
う

意
味

で
は

、
あ

る
程

度
、

な
ん

か
あ

っ
た

と
き

に
相

談
。

そ
う

い
う

ル
ー

ト
は

、
あ

り
ま

す
よ

ね
>

<
認

知
症

の
方

の
と

き
に

、
服

薬
確

認
を

依
頼

さ
れ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

。
ご

家
族

が
い

て
、

き
っ

ち
り

カ
レ

ン
ダ

ー
形

式
に

分
け

と
い

て
い

た
だ

い
て

い
る

方
は

い
い

ん
で

す
け

ど
。

ど
う

い
う

薬
を

飲
ま

れ
て

い
る

の
か

、
ご

本
人

様
か

ら
な

か
な

か
出

て
こ

な
い

と
き

が
あ

る
。

何
か

注
意

す
る

こ
と

が
あ

る
の

か
、

正
確

な
情

報
を

得
ら

れ
る

と
、

こ
ち

ら
と

し
て

も
対

応
に

心
配

は
な

い
か

な
と

い
う

と
こ

ろ
で

。
そ

れ
を

こ
ち

ら
が

お
医

者
さ

ん
に

尋
ね

る
っ

て
い

う
の

も
、

な
か

な
か

、
ど

の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
、

ど
う

や
れ

ば
い

い
の

か
。

大
体

は
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

が
つ

い
て

る
ん

で
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

に
話

を
す

る
よ

う
な

形
に

は
な

る
ん

で
す

が
>

<
私

た
ち

が
お

手
伝

い
を

す
る

中
で

、
作

業
的

な
面

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、

ケ
ア

す
る

面
っ

て
い

う
の

も
出

て
く

る
か

と
思

う
の

で
。

そ
の

方
に

対
し

て
の

注
意

事
項

と
か

、
こ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
を

見
守

っ
て

ほ
し

い
と

か
、

認
知

症
の

方
な

ん
か

に
関

し
て

は
、

こ
う

い
う

と
こ

ろ
に

ポ
イ

ン
ト

お
い

て
見

て
ほ

し
い

と
い

う
よ

う
な

、
そ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
が

あ
れ

ば
、

実
際

の
手

伝
い

の
方

に
も

そ
う

い
っ

た
視

点
を

持
つ

よ
う

に
伝

え
た

り
す

る
こ

と
は

で
き

る
か

な
と

い
う

と
こ

ろ
で

>

<
ケ

ー
ス

会
議

っ
て

い
う

の
も

、
年

に
何

件
か

、
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
主

体
に

は
な

る
か

と
思

う
ん

で
す

け
ど

>
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役
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<
お

声
が

か
か

れ
ば

出
て

、
私

ど
も

の
お

手
伝

い
の

方
が

一
番

時
間

的
に

入
っ

て
い

た
り

す
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

ん
で

。
ご

当
人

の
様

子
を

一
番

見
て

い
る

と
い

う
よ

う
な

ケ
ー

ス
も

あ
る

ん
で

、
そ

う
い

っ
た

情
報

を
も

っ
て

い
っ

た
り

と
か

>

<
関

わ
っ

て
る

ケ
ー

ス
、

全
部

が
全

部
、

そ
ん

な
に

そ
う

い
っ

た
も

の
を

必
要

と
し

て
る

わ
け

じ
ゃ

な
い

と
思

う
ん

で
。

や
っ

ぱ
り

、
そ

こ
ま

で
必

要
と

す
る

ケ
ー

ス
っ

て
い

う
の

は
ま

た
、

そ
ん

な
に

数
と

し
て

も
多

く
な

い
か

と
思

う
ん

で
。

こ
の

部
分

に
絞

っ
て

の
個

別
の

ケ
ー

ス
に

関
し

て
の

情
報

の
共

有
っ

て
い

う
の

は
対

応
で

き
る

範
囲

内
か

な
っ

て
い

う
ふ

う
に

は
考

え
て

ま
す

ね
>

自
治
会

富
士

宮
 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

<
私

た
ち

地
域

な
も

ん
で

す
か

ら
、

行
政

と
か

、
社

会
福

祉
協

議
会

と
か

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

と
の

関
わ

り
合

い
は

、
で

き
た

ん
で

す
け

ど
、

い
わ

ゆ
る

専
門

分
野

。
た

と
え

ば
、

見
守

り
に

行
っ

た
と

き
に

警
察

で
あ

る
と

か
、

病
院

と
か

、
そ

の
辺

が
ち

ょ
っ

と
ま

だ
、

あ
ま

り
連

携
が

薄
い

ん
で

す
よ

。
ほ

ん
と

は
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
と

定
期

的
に

入
っ

て
い

た
だ

い
て

、
た

と
え

ば
、

弁
護

士
さ

ん
で

あ
る

と
か

、
そ

う
い

う
人

た
ち

も
含

め
て

、
全

体
的

な
ケ

ア
会

議
に

入
れ

れ
ば

い
い

ん
で

す
け

ど
、

ま
だ

そ
こ

ま
で

い
っ

て
な

い
で

す
よ

ね
。

せ
い

ぜ
い

市
と

、
社

協
と

、
私

ら
地

域
っ

て
い

う
よ

う
な

感
じ

で
、

話
は

し
て

る
>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
包

括
セ

ン
タ

ー
っ

て
い

う
、

本
当

に
私

ど
も

に
と

っ
て

は
、

非
常

に
一

番
身

近
な

、
そ

し
て

一
番

頼
り

に
な

る
相

談
窓

口
が

あ
っ

て
、

と
て

も
い

い
な

っ
て

い
う

ふ
う

に
今

思
い

ま
す

。
・

・
・

だ
か

ら
、

と
に

か
く

ど
ん

な
こ

と
で

も
い

い
か

ら
、

ま
ず

は
、

お
年

寄
り

の
問

題
は

、
包

括
セ

ン
タ

ー
に

相
談

し
よ

う
ね

っ
て

い
う

こ
と

で
、

今
、

私
ど

も
民

生
委

員
の

会
議

の
中

で
い

つ
も

言
っ

て
ま

す
>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
母

親
が

、
認

知
症

っ
て

い
う

診
断

を
受

け
て

か
ら

一
切

外
に

出
さ

な
い

。
お

嬢
さ

ん
を

見
て

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

れ
を

何
年

越
し

に
ず

っ
と

。
お

医
者

さ
ん

に
も

最
初

は
連

れ
て

行
っ

た
ら

し
い

ん
で

す
け

ど
、

連
れ

て
行

か
な

い
と

か
・

・
・

薬
を

飲
ん

で
も

治
ら

な
い

だ
ろ

う
。

そ
ば

で
す

べ
て

を
見

て
や

り
た

い
と

い
う

こ
と

で
。

な
か

な
か

何
度

訪
問

し
て

も
会

え
な

い
の

で
、

５
年

ぐ
ら

い
行

っ
て

、
や

っ
と

「
お

顔
だ

け
お

会
い

し
た

い
」

っ
て

言
っ

て
、

去
年

>

<
ま

だ
ま

だ
、

う
ち

も
最

近
、

病
院

に
認

知
症

外
来

み
た

い
な

の
が

で
き

た
ば

っ
か

り
で

・
・

・
ほ

ん
と

に
そ

う
い

う
関

係
が

、
ま

だ
で

き
た

ば
っ

か
り

な
ん

で
す

よ
ね

。
そ

の
辺

を
知

っ
た

ば
っ

か
り

な
も

ん
で

す
か

ら
、

ど
う

い
う

ふ
う

に
対

応
し

て
い

く
の

か
と

か
>

<
お

薬
の

出
し

方
、

そ
れ

か
ら

飲
み

方
の

き
れ

い
な

説
明

は
、

完
全

に
な

ん
と

か
、

そ
う

い
う

工
夫

を
し

て
も

ら
い

た
い

と
思

い
ま

す
。

お
年

寄
り

は
、

当
た

り
前

の
考

え
方

で
は

、
通

じ
な

い
の

が
年

寄
り

で
す

の
で

、
お

年
寄

り
に

よ
く

理
解

で
き

る
よ

う
な

お
薬

の
出

し
方

を
、

切
に

お
願

い
し

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
>

<
私

た
ち

は
。

お
医

者
さ

ん
と

認
知

症
の

方
っ

て
、

お
薬

い
た

だ
き

に
行

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
。

そ
れ

く
ら

い
の

こ
と

で
、

そ
れ

が
ど

う
こ

う
っ

て
い

う
話

は
う

か
が

わ
な

い
で

す
ね

>
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か
か
り
つ
け
医
の

役
割

自
治
会

<
や

っ
ぱ

り
お

医
者

さ
ん

っ
て

い
う

の
は

、
本

当
に

す
が

っ
て

い
く

わ
け

で
す

か
ら

、
や

は
り

励
ま

し
の

言
葉

。
「

大
丈

夫
で

す
よ

」
っ

て
、

「
必

ず
い

い
方

向
に

向
か

い
ま

す
よ

」
と

か
と

い
う

希
望

を
持

て
る

よ
う

な
ひ

と
言

が
ほ

し
い

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

>

<
認

知
症

の
か

か
り

つ
け

医
っ

て
い

っ
て

も
、

普
段

か
か

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
お

医
者

さ
ん

に
行

っ
て

る
わ

け
で

す
か

ら
、

よ
く

よ
く

わ
か

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
お

医
者

さ
ん

と
の

関
わ

り
で

す
の

で
、

そ
ん

な
ト

ラ
ブ

ル
的

な
お

話
は

う
か

が
う

こ
と

は
な

い
で

す
ね

>

か
か
り

つ
け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
自

分
自

身
が

そ
う

い
う

認
知

症
の

講
師

、
講

習
、

講
演

を
受

け
に

行
っ

て
、

そ
れ

を
み

ん
な

に
伝

達
し

て
。

今
日

み
た

い
な

、
今

日
や

る
よ

う
な

検
討

会
を

や
っ

て
、

症
例

を
出

し
合

っ
た

り
、

そ
う

い
う

こ
と

を
し

合
っ

て
、

結
構

来
て

く
れ

る
ん

で
す

よ
、

先
生

方
が

。
だ

か
ら

、
そ

の
先

生
方

は
本

当
に

毎
月

の
よ

う
に

患
者

さ
ん

を
紹

介
し

て
く

れ
て

、
そ

れ
で

、
そ

の
こ

と
に

対
し

て
検

討
会

議
を

、
ま

た
や

る
っ

て
い

う
ふ

う
に

し
て

る
ん

で
す

け
ど

>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
一

つ
は

、
（

か
か

り
つ

け
医

を
対

象
と

し
た

）
講

演
会

、
学

習
会

で
し

ょ
う

か
。

そ
れ

も
た

ぶ
ん

で
す

ね
、

１
か

所
の

医
療

機
関

と
か

の
先

生
だ

け
で

は
な

く
て

、
地

元
の

何
か

所
か

の
医

療
機

関
で

繰
り

返
し

や
っ

て
い

く
。

人
間

は
関

わ
っ

て
、

繰
り

返
し

や
っ

て
い

く
っ

て
い

う
の

が
、

有
効

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

い
ま

す
。

ま
あ

、
医

師
会

の
講

演
会

と
か

で
も

い
い

で
す

し
、

国
立

病
院

さ
ん

が
や

っ
て

い
た

だ
い

て
い

る
、

か
か

り
つ

け
医

の
向

上
研

修
>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
か

か
り

つ
け

医
の

役
割

と
し

て
は

、
ど

ん
だ

け
聞

き
出

せ
る

か
な

ん
で

す
ね

。
向

こ
う

に
本

当
は

あ
る

も
の

を
、

ど
ん

だ
け

こ
っ

ち
が

聞
き

出
せ

る
か

っ
て

い
う

意
味

で
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
ス

キ
ル

と
い

う
も

の
が

要
求

さ
れ

る
と

思
う

ん
で

す
。

認
知

症
、

認
知

症
の

ご
家

族
と

の
場

合
に

は
、

そ
こ

は
ス

キ
ル

と
し

て
少

し
学

ん
だ

り
、

身
に

つ
け

る
必

要
が

あ
る

か
な

。
で

な
い

と
医

師
の

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

に
大

き
く

左
右

さ
れ

る
部

分
は

あ
る

の
で

。
多

少
そ

こ
は

補
わ

な
い

と
、

せ
っ

か
く

知
識

の
あ

る
先

生
で

も
、

そ
こ

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
部

分
が

伴
わ

な
い

た
め

に
、

う
ま

く
家

族
と

か
み

合
わ

な
い

っ
て

い
う

の
は

あ
る

気
が

し
ま

す
>

<
勉

強
会

が
一

番
。

症
例

検
討

会
、

ま
た

勉
強

会
。

そ
れ

か
ら

、
あ

と
は

地
域

の
介

護
施

設
の

ス
タ

ッ
フ

と
か

、
そ

う
い

う
人

た
ち

の
集

ま
り

に
ど

ん
ど

ん
出

て
っ

て
、

み
ん

な
、

い
ろ

ん
な

話
を

し
て

、
質

問
し

て
も

ら
っ

て
>

<
診

療
情

報
提

供
書

の
や

り
取

り
、

患
者

さ
ん

の
や

り
取

り
が

、
か

か
り

つ
け

の
先

生
を

変
え

る
と

思
い

ま
す

。
自

分
も

か
か

り
つ

け
の

立
場

で
、

今
度

医
療

セ
ン

タ
ー

っ
て

い
う

、
相

談
で

き
る

と
こ

ろ
が

逆
に

で
き

た
で

す
か

ら
、

そ
こ

と
の

患
者

さ
ん

の
や

り
取

り
の

中
で

、
新

し
い

病
気

を
知

っ
た

り
、

新
し

い
治

療
法

を
知

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
で

す
か

ら
、

と
に

か
く

学
習

講
演

活
動

と
、

患
者

さ
ん

の
や

り
取

り
、

診
療

情
報

提
供

書
の

充
実

に
尽

き
る

>

<
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
っ

て
本

当
に

難
し

く
て

、
座

学
で

な
か

な
か

身
に

つ
け

れ
る

も
の

で
は

な
い

で
す

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

身
に

つ
け

る
た

め
の

な
ん

ら
か

の
方

法
が

あ
っ

て
。

実
際

に
う

ま
い

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
し

て
い

る
先

生
の

を
見

る
っ

て
い

う
の

は
一

つ
か

も
し

れ
な

い
で

す
し

、
シ

ナ
リ

オ
を

も
と

に
、

自
分

た
ち

で
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
み

た
い

に
、

ち
ょ

っ
と

や
り

方
を

工
夫

し
な

い
と

い
け

な
い

だ
ろ

う
と

思
い

ま
す

け
ど

>

<
単

な
る

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

の
普

通
の

タ
イ

プ
の

何
も

問
題

な
い

人
た

ち
は

、
何

も
、

そ
れ

こ
そ

本
当

に
、

た
だ

診
て

く
だ

け
で

い
い

と
。

物
忘

れ
で

す
か

ら
、

物
忘

れ
に

対
し

て
、

フ
ォ

ロ
ー

し
て

あ
げ

れ
ば

い
い

と
い

う
と

こ
ろ

で
。

や
っ

ぱ
り

問
題

な
の

は
、

B
P
S
D
だ

と
思

い
ま

す
ね

>

<
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

は
、

こ
こ

1
0
年

の
間

に
理

解
が

深
ま

っ
た

と
思

い
ま

す
。

た
だ

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

以
外

の
病

気
、

レ
ビ

ー
、

F
T
D
。

あ
と

、
嗜

銀
顆

粒
性

認
知

症
と

か
、

神
経

原
繊

維
型

認
知

症
と

か
。

そ
れ

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

わ
れ

る
よ

う
な

疾
患

に
対

し
て

、
や

っ
ぱ

り
う

ま
く

い
っ

て
な

い
の

か
な

と
思

い
ま

し
た

>

<
有

効
な

の
は

、
や

っ
ぱ

し
個

々
の

ケ
ー

ス
で

の
多

職
種

の
事

例
検

討
は

有
用

だ
と

思
い

ま
す

ね
>
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<
市

役
所

が
集

め
て

く
れ

た
メ

ン
バ

ー
が

、
ほ

と
ん

ど
全

く
何

も
な

か
っ

た
の

で
。

や
っ

ぱ
り

地
域

の
医

師
会

を
、

理
事

会
で

言
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
そ

れ
で

初
め

て
皆

さ
ん

が
少

し
こ

っ
ち

を
向

い
て

く
れ

て
、

「
じ

ゃ
あ

、
や

り
ま

す
か

」
っ

て
い

う
こ

と
に

な
っ

た
ん

で
す

ね
。

そ
れ

も
数

名
の

人
た

ち
で

し
た

け
ど

。
や

ろ
う

と
い

う
こ

と
に

な
っ

た
ん

で
>

<
難

し
い

、
ま

だ
そ

う
い

う
段

階
で

す
け

ど
、

た
だ

1
0
年

前
の

無
理

解
の

状
態

と
は

違
う

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
そ

れ
は

、
も

う
や

っ
ぱ

学
習

会
と

か
の

結
果

だ
と

思
い

ま
す

>

<
む

し
ろ

、
日

々
現

場
で

起
こ

っ
て

い
る

、
こ

の
A
さ

ん
の

困
難

に
な

っ
て

い
る

っ
て

い
う

と
き

に
集

ま
る

。
い

わ
ゆ

る
、

そ
れ

が
ケ

ア
会

議
に

な
る

の
か

も
し

れ
な

い
で

す
け

ど
、

そ
れ

が
ど

ん
だ

け
小

ま
め

に
行

え
る

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

か
な

と
思

い
ま

す
ね

>

<
知

ら
な

い
こ

と
に

は
、

本
当

に
診

る
の

大
変

で
す

よ
ね

。
病

気
を

知
ら

な
い

と
。

知
っ

て
、

初
め

て
診

れ
る

ん
で

す
。

普
通

の
先

生
が

診
ろ

っ
て

言
わ

れ
た

っ
て

、
困

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

思
う

。
そ

の
ぐ

ら
い

、
知

ら
な

い
と

診
れ

な
い

と
思

い
ま

す
>

<
人

数
的

に
い

え
ば

、
患

者
さ

ん
の

人
数

的
に

い
え

ば
、

か
か

り
つ

け
医

の
先

生
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
以

外
に

は
な

い
よ

う
な

気
が

し
ま

す
>

<
世

田
谷

区
の

認
知

症
の

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

っ
て

い
う

の
は

、
数

年
前

か
ら

あ
っ

て
、

全
然

機
能

し
て

な
い

わ
け

で
は

な
い

で
す

。
で

も
、

思
っ

た
よ

り
機

能
し

て
な

い
っ

て
い

う
の

は
、

い
く

つ
か

た
ぶ

ん
理

由
が

。
み

ん
な

の
共

通
認

識
は

思
っ

た
ほ

ど
う

ま
く

進
ま

な
い

>

<
パ

ン
ク

す
る

と
思

い
ま

す
し

、
な

ん
せ

コ
ス

ト
が

か
か

り
ま

す
も

ん
ね

、
専

門
医

受
診

す
る

と
。

そ
の

負
担

に
耐

え
れ

る
人

が
ど

れ
く

ら
い

い
る

の
か

。
ス

ペ
ク

ト
と

か
ま

で
フ

ル
コ

ー
ス

で
や

っ
た

ら
、

何
万

か
か

か
り

ま
す

も
ん

ね
。

そ
う

い
う

意
味

で
は

、
か

か
り

つ
け

の
先

生
の

と
こ

ろ
を

、
私

も
そ

の
中

に
部

分
的

に
入

る
ん

で
す

け
ど

、
で

き
る

だ
け

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

し
て

い
く

っ
て

い
う

の
が

、
実

際
的

な
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

い
ま

す
>

<
ま

ず
一

つ
は

、
都

市
部

の
難

し
さ

っ
て

い
う

の
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

世
田

谷
区

で
、

こ
ん

だ
け

の
病

院
が

あ
る

ん
で

す
が

、
地

域
の

ほ
う

も
、

か
な

り
遍

在
性

が
あ

り
ま

す
。

玉
川

地
域

か
ら

病
院

に
紹

介
し

よ
う

と
思

う
と

、
か

な
り

遠
く

の
病

院
に

な
っ

て
し

ま
う

と
。

移
動

だ
け

で
も

、
工

夫
し

な
き

ゃ
い

け
な

い
。

一
方

で
、

た
と

え
ば

、
基

幹
と

な
る

病
院

の
周

辺
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
の

人
は

、
や

っ
ぱ

り
使

い
勝

手
が

い
い

の
で

、
そ

こ
を

使
う

と
い

う
意

味
で

、
地

理
的

な
問

題
が

一
つ

大
き

く
あ

る
気

が
し

ま
す

>

<
や

っ
ぱ

り
、

地
図

上
の

形
で

考
え

て
い

か
な

く
ち

ゃ
い

け
な

い
。

あ
と

、
交

通
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
考

え
て

い
か

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

>
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<
専

門
医

療
機

関
は

、
介

護
の

と
こ

ろ
ま

で
入

り
込

め
な

い
し

、
日

々
で

の
暮

ら
し

の
中

で
の

困
難

っ
て

い
う

の
を

、
見

極
め

き
れ

な
い

ん
で

す
よ

>

<
そ

れ
か

ら
も

う
１

個
は

、
各

病
院

で
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
は

そ
ろ

え
、

こ
の

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

で
共

通
で

や
り

ま
し

ょ
う

。
や

る
と

し
て

も
、

窓
口

で
あ

っ
た

り
、

そ
こ

に
相

談
す

る
経

路
で

あ
っ

た
り

っ
て

い
う

の
は

、
そ

れ
ぞ

れ
バ

ラ
バ

ラ
な

ん
で

す
ね

。
ど

こ
に

電
話

し
た

ら
い

い
の

か
っ

て
な

る
と

、
１

個
１

個
調

べ
て

い
か

な
く

て
は

い
け

な
い

の
で

、
近

く
で

慣
れ

て
る

と
こ

ろ
は

こ
こ

だ
け

な
ん

で
、

結
局

の
と

こ
ろ

は
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
い

う
の

は
、

こ
こ

と
の

一
直

線
の

や
り

取
り

っ
て

い
う

の
は

、
従

来
と

あ
ま

り
変

わ
り

な
い

ん
で

す
ね

。
だ

か
ら

、
た

と
え

ば
、

窓
口

は
ど

っ
か

に
１

個
あ

っ
て

、
そ

こ
に

ア
ク

セ
ス

し
て

、
あ

と
、

こ
っ

ち
と

つ
な

げ
て

く
れ

る
ん

で
あ

れ
ば

>

<
そ

こ
を

や
っ

ぱ
り

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

し
て

い
っ

て
、

逆
に

専
門

医
療

機
関

は
、

も
う

大
牟

田
内

で
あ

れ
ば

、
１

か
所

あ
れ

ば
十

分
か

な
っ

て
気

も
し

ま
す

。
逆

に
そ

の
細

か
い

診
断

ま
で

で
き

る
よ

う
な

と
こ

ろ
は

、
そ

ん
な

に
た

く
さ

ん
は

い
ら

な
い

の
か

な
と

>

<
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
同

じ
で

、
１

個
１

個
と

や
り

取
り

し
て

く
だ

さ
い

っ
て

い
う

の
だ

と
、

あ
ま

り
恩

恵
は

大
き

く
な

い
。

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

は
結

局
使

い
づ

ら
い

か
ら

、
自

分
と

こ
の

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

で
も

い
い

で
す

か
っ

て
い

う
形

に
な

っ
て

、
現

状
は

そ
う

な
ん

で
す

よ
。

結
局

、
自

分
と

こ
の

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

で
。

だ
か

ら
、

そ
こ

は
大

き
い

か
な

と
思

い
ま

す
>

<
医

師
会

の
取

り
組

み
と

し
て

は
な

か
な

か
そ

う
な

っ
て

な
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

た
だ

個
別

で
は

、
か

な
り

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

ま
で

深
く

タ
ッ

チ
し

て
い

た
だ

い
て

、
公

平
に

割
り

振
っ

て
い

た
だ

い
て

い
た

り
。

介
護

保
険

の
と

こ
ろ

も
、

深
く

ご
理

解
い

た
だ

い
て

、
い

ろ
い

ろ
指

導
い

た
だ

い
て

い
た

り
と

い
っ

た
よ

う
に

、
か

か
り

つ
け

の
先

生
が

そ
う

い
っ

た
こ

と
に

取
り

組
み

出
し

て
い

る
と

こ
ろ

な
ん

だ
ろ

う
と

は
思

い
ま

す
。

で
す

か
ら

、
そ

れ
は

将
来

的
に

は
だ

ん
だ

ん
と

、
可

能
に

な
っ

て
く

る
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

<
た

と
え

ば
、

医
師

会
な

り
に

、
そ

の
窓

口
が

あ
っ

て
、

そ
こ

に
ア

ク
セ

ス
す

れ
ば

、
そ

の
振

り
分

け
は

そ
っ

ち
で

や
り

ま
す

っ
て

い
う

ぐ
ら

い
で

な
い

と
、

結
局

、
各

病
院

と
や

っ
て

く
だ

さ
い

で
は

、
あ

ま
り

意
味

が
な

い
か

な
と

思
い

ま
す

>

<
一

番
の

ポ
イ

ン
ト

は
、

か
か

り
つ

け
の

先
生

は
、

診
断

能
力

と
い

う
よ

り
も

、
生

活
を

見
る

能
力

を
、

ど
う

お
伝

え
し

て
い

く
か

っ
て

い
う

こ
と

に
な

る
と

思
い

ま
す

。
ど

う
い

う
ふ

う
に

し
て

そ
の

人
の

生
活

を
見

て
い

く
の

か
、

危
険

を
察

知
し

て
い

く
の

か
っ

て
い

う
こ

と
を

、
や

っ
ぱ

り
見

極
め

る
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
、

ど
う

に
か

広
め

て
い

け
れ

ば
な

と
は

思
っ

て
ま

す
>

<
こ

れ
は

都
市

部
の

問
題

と
し

て
大

き
い

で
す

ね
。

地
方

だ
と

、
基

幹
病

院
の

大
き

い
と

こ
ろ

が
あ

っ
て

、
そ

の
周

辺
に

ク
リ

ニ
ッ

ク
と

い
う

形
が

わ
り

と
つ

く
り

や
す

い
>
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<
た

と
え

ば
、

か
か

り
つ

け
の

先
生

に
お

伝
え

し
て

、
う

ま
く

い
っ

た
っ

て
い

う
の

が
、

靴
下

脱
が

せ
て

く
だ

さ
い

っ
て

い
う

説
明

し
た

ん
で

す
よ

。
靴

下
脱

が
せ

て
、

足
の

ケ
ア

が
う

ま
く

で
き

て
な

か
っ

た
ら

ち
ょ

っ
と

や
ば

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

ね
と

か
で

す
ね

>

<
都

市
部

は
こ

ん
な

な
っ

て
、

か
つ

隣
の

区
に

、
ま

た
こ

ん
な

病
院

が
あ

る
と

な
る

と
、

無
尽

蔵
に

い
ろ

ん
な

形
が

と
れ

ま
す

の
で

>

<
か

か
り

つ
け

の
先

生
に

や
っ

て
い

た
だ

き
た

い
な

と
思

う
部

分
が

あ
る

と
す

れ
ば

、
一

つ
は

往
診

医
療

な
ん

で
す

よ
。

看
護

師
さ

ん
と

一
緒

に
、

ち
ょ

っ
と

往
診

し
て

、
家

の
状

況
、

生
活

場
面

を
見

る
っ

て
い

う
意

味
合

い
で

の
往

診
を

し
て

。
破

綻
が

起
き

て
る

よ
う

だ
っ

た
ら

、
も

ち
ろ

ん
自

分
た

ち
で

解
決

能
力

が
あ

れ
ば

い
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

な
け

れ
ば

や
っ

ぱ
り

包
括

に
相

談
を

す
る

>

<
な

る
べ

く
こ

れ
を

意
識

し
て

も
、

結
局

、
患

者
さ

ん
の

利
便

性
で

す
と

か
、

私
は

そ
っ

ち
が

い
い

っ
て

な
れ

ば
、

そ
っ

ち
を

優
先

し
ま

す
>

<
生

活
場

面
の

能
力

を
評

価
し

て
ほ

し
い

で
す

し
、

診
断

が
つ

い
て

し
ま

え
ば

、
あ

と
は

そ
の

生
活

場
面

で
起

こ
っ

て
い

る
こ

と
を

、
ず

っ
と

確
認

し
て

い
っ

て
る

だ
け

で
す

か
ら

。
外

来
で

も
>

<
一

般
的

に
よ

く
耳

に
す

る
の

は
、

ま
だ

比
較

的
恵

ま
れ

て
い

る
地

域
だ

と
い

う
ふ

う
に

、
在

宅
で

見
て

く
れ

る
先

生
が

比
較

的
多

い
と

い
う

ふ
う

に
は

聞
い

て
い

ま
す

。
病

院
と

の
連

携
に

関
し

て
も

、
僕

が
こ

こ
で

在
宅

を
、

勤
務

医
辞

め
て

や
る

よ
う

に
な

っ
て

６
年

に
な

る
ん

で
す

け
ど

、
こ

の
６

年
で

、
も

う
環

境
が

変
わ

っ
て

き
て

い
ま

す
>

<
一

つ
は

病
院

に
、

ま
ず

相
談

の
窓

口
を

置
く

と
こ

ろ
が

大
部

分
に

な
っ

た
と

い
う

と
こ

ろ
と

、
そ

の
相

談
の

窓
口

が
、

前
は

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
だ

け
だ

っ
た

の
が

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

に
看

護
師

も
入

っ
て

、
退

院
支

援
っ

て
い

う
形

の
ほ

う
が

多
い

ん
で

す
が

、
医

療
と

介
護

の
両

方
が

入
っ

て
く

る
の

で
、

本
当

に
言

語
の

や
り

取
り

が
や

り
や

す
く

な
っ

た
っ

て
い

う
環

境
の

変
化

は
あ

る
と

思
い

ま
す

ね
>

<
ど

ん
だ

け
、

や
は

り
介

護
側

の
人

た
ち

と
仲

よ
く

で
き

る
か

っ
て

い
う

と
こ

で
。

医
者

側
が

そ
ん

な
に

壁
は

な
い

よ
と

思
っ

て
て

も
、

向
こ

う
の

人
た

ち
は

、
か

な
り

の
壁

を
感

じ
て

る
の

が
一

般
的

だ
と

思
う

し
、

そ
こ

の
垣

根
を

ど
ん

だ
け

減
ら

せ
る

か
が

一
つ

か
な

と
思

い
ま

す
ね

>
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か
か
り

つ
け
医

<
た

ぶ
ん

、
顔

合
わ

せ
る

チ
ャ

ン
ス

が
少

な
い

の
で

、
そ

れ
を

増
や

す
だ

け
で

も
違

う
と

思
い

ま
す

ね
。

都
の

医
師

会
か

ら
の

助
成

事
業

で
や

っ
た

ん
で

す
け

ど
も

。
訪

問
診

療
を

や
っ

て
る

医
者

に
同

行
し

て
も

ら
う

っ
て

い
う

の
を

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
さ

ん
で

す
と

か
、

訪
問

看
護

士
さ

ん
と

か
、

そ
れ

を
少

し
組

ん
で

み
た

ん
で

す
ね

>

<
あ

と
の

感
想

を
聞

く
と

、
先

生
の

、
今

ま
で

気
づ

か
な

か
っ

た
と

こ
ろ

が
、

こ
う

い
う

ふ
う

に
考

え
て

る
ん

だ
と

か
、

単
に

電
話

で
情

報
を

や
り

取
り

す
る

だ
け

で
な

く
て

、
人

間
性

が
み

え
た

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
や

っ
ぱ

し
大

き
い

み
た

い
で

、
そ

れ
は

た
ぶ

ん
お

互
い

だ
と

思
う

ん
で

す
ね

。
こ

っ
ち

も
や

っ
ぱ

し
情

報
だ

け
も

ら
う

の
と

、
そ

の
人

の
人

間
性

ま
で

み
え

る
の

と
で

は
、

全
然

変
わ

っ
て

く
る

の
で

。
顔

を
合

わ
せ

る
機

会
、

よ
く

顔
の

み
え

る
関

係
っ

て
い

う
ん

で
す

が
、

顔
を

合
わ

せ
る

機
会

を
ど

ん
だ

け
つ

く
れ

る
か

っ
て

い
う

の
は

、
大

き
い

か
な

と
思

い
ま

す
ね

>

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
私

た
ち

は
先

生
を

信
じ

る
の

で
、

や
は

り
先

生
が

、
認

知
症

に
な

っ
た

ら
、

こ
う

い
う

ふ
う

に
し

な
さ

い
と

か
、

こ
ん

な
医

療
あ

る
と

か
。

そ
う

い
う

ア
ド

バ
イ

ス
を

、
先

生
が

し
っ

か
り

覚
え

て
て

、
し

て
く

れ
る

と
助

か
り

ま
す

。
や

っ
ぱ

病
気

に
な

る
と

、
私

た
ち

病
気

の
こ

と
全

然
わ

か
ん

な
い

の
で

、
先

生
が

頼
り

な
の

で
、

先
生

に
先

に
言

っ
て

も
ら

っ
て

も
。

だ
っ

て
、

聞
け

な
い

で
す

の
で

>

大
牟

田
 
家

族
<
診

療
科

に
関

わ
ら

ず
、

や
っ

ぱ
り

ド
ク

タ
ー

た
ち

に
も

、
今

か
ら

高
齢

化
が

進
ん

で
い

く
場

合
は

そ
う

い
う

こ
と

を
患

者
。

あ
る

い
は

、
そ

の
家

族
に

ち
ょ

っ
と

助
言

を
し

て
も

ら
え

る
よ

う
な

雰
囲

気
が

医
師

会
な

り
な

ん
な

り
で

の
申

し
合

わ
せ

み
た

い
な

の
が

で
き

る
と

>

玉
川

 
家

族
<
か

か
り

つ
け

の
先

生
が

、
脳

血
管

性
の

認
知

症
と

い
う

の
は

診
断

し
て

く
だ

さ
っ

た
ん

で
す

ね
。

そ
れ

は
す

ご
く

あ
り

が
た

か
っ

た
ん

で
す

が
、

病
院

に
診

察
に

行
っ

た
と

き
に

、
い

ろ
い

ろ
と

「
こ

う
い

う
の

が
あ

り
ま

す
よ

」
「

あ
あ

い
う

の
が

あ
り

ま
す

よ
」

っ
て

い
う

こ
と

は
教

え
て

く
だ

さ
ら

な
か

っ
た

で
す

ね
。

い
ろ

い
ろ

と
周

り
の

方
に

聞
く

と
、

お
医

者
さ

ま
か

ら
言

わ
れ

て
。

お
む

つ
と

か
、

そ
う

い
う

の
が

利
用

で
き

る
と

か
、

こ
う

い
う

の
が

あ
り

ま
す

よ
っ

て
教

え
て

く
れ

た
、

教
え

て
く

れ
な

か
っ

た
っ

て
い

う
>
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<
最

初
の

病
院

で
は

認
知

症
っ

て
言

わ
れ

た
け

ど
、

何
も

ケ
ア

は
な

か
っ

た
ん

で
す

ね
。

た
だ

、
薬

を
飲

ん
で

終
わ

っ
た

ら
来

な
さ

い
だ

か
ら

>

<
専

門
的

な
知

識
が

な
い

先
生

で
あ

れ
ば

、
た

と
え

ば
、

家
族

が
私

で
あ

れ
ば

、
単

な
る

も
の

忘
れ

、
あ

る
い

は
う

つ
的

な
状

態
に

な
っ

て
る

と
思

い
込

ん
で

る
の

も
、

「
い

や
、

ひ
ょ

っ
と

し
た

ら
、

こ
う

い
う

認
知

症
と

い
う

の
も

幅
広

く
症

状
あ

る
か

ら
、

一
つ

専
門

医
の

と
こ

ろ
に

行
っ

た
ほ

う
が

い
い

よ
」

と
ず

ば
り

と
言

わ
れ

る
と

家
族

も
傷

つ
く

と
思

う
の

で
。

「
一

度
専

門
医

の
と

こ
ろ

に
連

れ
て

い
っ

て
、

そ
れ

で
な

ん
で

も
な

け
り

ゃ
大

丈
夫

だ
か

ら
ね

」
と

い
う

よ
う

な
誘

導
的

な
も

の
を

言
っ

て
い

た
だ

く
と

受
け

や
す

い
か

な
と

思
う

ん
で

す
け

ど
ね

>

<
か

か
り

つ
け

医
っ

て
い

う
の

は
、

や
っ

ぱ
り

内
科

医
で

す
よ

ね
。

内
科

医
の

先
生

が
、

ど
の

程
度

認
知

症
っ

て
い

う
の

を
理

解
で

き
て

い
る

か
っ

て
い

う
こ

と
が

、
す

ご
く

疑
問

な
と

こ
ろ

が
あ

り
ま

す
ね

。
先

生
方

も
認

知
症

の
勉

強
に

関
し

て
取

り
組

ん
で

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
が

わ
か

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
よ

く
聞

く
こ

と
は

、
連

れ
て

行
く

と
年

相
応

で
は

な
い

か
と

。
そ

れ
か

ら
、

認
知

症
で

は
あ

り
ま

せ
ん

よ
と

か
、

明
ら

か
に

家
族

は
「

こ
う

い
う

と
こ

ろ
が

お
か

し
い

」
っ

て
い

う
ふ

う
に

わ
か

っ
て

い
て

も
、

病
院

に
行

く
と

、
「

年
相

応
だ

か
ら

心
配

な
い

」
と

。
そ

れ
で

、
検

査
も

必
要

な
い

と
い

う
ふ

う
に

言
わ

れ
て

し
ま

う
と

、
そ

こ
か

ら
先

行
け

な
い

ん
で

す
よ

ね
。

も
う

少
し

か
か

り
つ

け
医

の
先

生
の

ほ
う

か
ら

、
「

ち
ょ

っ
と

お
か

し
い

ん
だ

っ
た

ら
こ

う
い

う
と

こ
ろ

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

ね
」

っ
て

い
う

こ
と

を
言

っ
て

い
た

だ
く

方
が

あ
り

が
た

い
。

「
こ

う
い

う
病

院
紹

介
し

ま
す

か
ら

」
と

い
う

ふ
う

に
言

っ
て

く
だ

さ
る

ほ
う

が
、

家
族

と
し

て
は

行
き

や
す

い
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

<
や

は
り

そ
こ

で
も

、
向

こ
う

の
先

生
み

た
い

に
、

こ
ん

な
ア

ド
バ

イ
ス

し
て

く
れ

た
ら

、
あ

た
し

は
向

こ
う

に
は

行
か

な
か

っ
た

か
も

し
れ

な
い

。
た

だ
薬

を
飲

む
だ

け
だ

っ
た

ら
、

た
ぶ

ん
今

思
う

と
、

進
ん

で
て

困
っ

て
た

か
も

し
れ

な
い

し
。

そ
こ

の
病

院
で

も
、

や
っ

ぱ
そ

う
い

う
ア

ド
バ

イ
ス

が
ほ

し
か

っ
た

か
な

っ
て

。
そ

れ
で

先
生

が
で

き
な

か
っ

た
ら

、
ま

た
、

も
っ

と
よ

り
よ

い
、

い
い

病
院

を
紹

介
し

て
く

れ
る

と
か

>

<
そ

こ
で

わ
か

る
範

囲
内

の
情

報
を

こ
う

い
う

と
こ

ろ
に

つ
な

げ
た

ほ
う

が
い

い
よ

と
か

、
地

域
包

括
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
と

か
、

そ
う

い
っ

た
最

低
限

で
も

い
い

か
ら

、
情

報
提

供
し

て
い

た
だ

け
る

と
、

家
族

の
人

た
ち

は
、

戸
惑

わ
な

く
て

す
む

の
で

は
な

い
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
い

ま
す

>

<
認

知
症

の
初

期
の

場
合

は
、

他
人

様
に

す
ご

く
張

り
切

る
わ

け
で

す
よ

ね
。

介
護

し
て

い
る

人
に

対
し

て
、

家
族

に
対

し
て

、
地

を
出

す
わ

け
じ

ゃ
な

い
で

す
か

。
そ

れ
で

大
変

な
思

い
し

て
い

る
の

に
、

い
ざ

病
院

に
連

れ
て

行
く

と
、

認
知

症
の

検
査

の
と

き
で

も
、

普
段

で
き

な
く

て
も

で
き

ち
ゃ

っ
た

り
と

か
、

そ
う

い
う

と
き

が
あ

り
ま

す
よ

ね
>
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<
取

り
つ

く
ろ

っ
て

し
ま

い
ま

す
の

で
、

あ
あ

、
わ

か
っ

て
い

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
い

う
診

断
を

し
て

し
ま

う
と

い
う

感
じ

な
の

で
、

家
族

の
方

に
は

病
院

に
行

く
と

き
、

そ
れ

か
ら

、
認

知
症

の
検

査
の

介
護

保
険

の
申

請
の

と
き

の
メ

モ
を

作
成

し
て

お
い

て
、

箇
条

書
き

で
い

い
か

ら
大

き
め

に
書

い
た

も
の

を
プ

リ
ン

ト
し

て
、

お
医

者
様

に
そ

れ
を

提
出

す
る

と
>

<
か

か
り

つ
け

医
と

い
う

の
は

内
科

の
先

生
で

す
か

ら
、

や
は

り
、

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

ま
で

ご
紹

介
を

し
て

い
た

だ
け

る
と

、
そ

れ
で

、
紹

介
状

を
書

い
て

い
た

だ
く

と
か

、
そ

の
病

院
に

ま
で

つ
な

げ
て

い
た

だ
け

る
。

こ
う

い
う

と
こ

ろ
が

あ
り

ま
す

よ
だ

け
で

は
な

く
て

、
そ

の
、

今
盛

ん
に

世
田

谷
区

で
も

言
っ

て
い

る
、

連
携

プ
レ

ー
で

す
よ

ね
>

<
こ

う
い

う
と

こ
ろ

が
あ

り
ま

す
よ

っ
て

言
っ

て
く

だ
さ

る
だ

け
だ

と
、

家
族

は
そ

れ
を

本
人

に
言

っ
て

も
「

そ
ん

な
と

こ
ろ

は
行

か
な

い
わ

よ
」

と
か

、
「

な
ん

で
私

は
ぼ

け
て

な
い

の
に

」
と

か
、

そ
れ

か
ら

、
そ

の
家

族
も

、
わ

か
っ

て
い

て
も

「
お

母
さ

ん
は

ぼ
け

て
な

い
わ

よ
」

と
か

、
そ

う
い

う
こ

と
ま

で
な

か
な

か
理

解
で

き
な

い
場

合
も

あ
り

ま
す

の
で

、
や

は
り

地
域

の
連

携
プ

レ
ー

を
し

っ
か

り
や

っ
て

い
た

だ
け

る
と

、
家

族
と

し
て

は
あ

り
が

た
い

話
で

す
>

<
サ

ー
ビ

ス
が

ど
う

い
っ

た
も

の
が

あ
る

の
か

と
か

、
役

所
か

ら
と

か
介

護
保

険
の

つ
な

ぎ
と

か
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
こ

う
い

っ
た

も
の

が
あ

る
と

い
う

資
料

を
、

か
か

り
つ

け
医

の
先

生
に

置
い

と
い

て
く

だ
さ

れ
ば

、
こ

う
い

う
も

の
が

あ
り

ま
す

よ
っ

て
い

う
ふ

う
に

。
資

料
提

供
を

し
て

く
だ

さ
る

と
、

嬉
し

い
の

か
な

と
か

、
あ

と
は

、
地

域
包

括
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
と

か
、

そ
う

い
う

ふ
う

に
言

っ
て

く
だ

さ
る

と
か

>
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5
.
か

か
り

つ
け

医
と

専
門

医
の

連
携

富
士

宮
市

大
牟

田
市

世
田

谷
区

 
玉

川

行
政

富
士

宮
 
行

政
<
要

は
自

分
の

や
り

た
い

こ
と

を
伝

え
て

、
一

人
一

人
の

先
生

で
も

、
一

人
一

人
か

ら
聞

き
取

っ
て

、
そ

れ
を

整
理

し
て

、
ま

た
伝

え
て

い
く

・
・

・
一

人
一

人
聞

く
と

、
「

認
知

症
の

課
題

を
な

ん
と

か
し

な
き

ゃ
な

ん
ね

ん
だ

」
と

か
、

「
富

士
宮

の
医

師
会

は
駄

目
だ

」
と

か
い

う
先

生
っ

て
、

や
っ

ぱ
最

後
に

い
る

ん
で

す
よ

ね
>

大
牟

田
 
行

政
<
医

師
会

主
催

で
臨

床
認

知
症

研
究

会
が

あ
っ

て
、

年
１

、
２

回
、

医
療

の
講

演
会

を
す

る
ん

で
す

よ
ね

。
そ

こ
に

認
知

症
ケ

ア
研

究
会

の
運

営
委

員
と

か
も

呼
ん

で
も

ら
え

て
、

参
加

は
す

る
ん

で
す

け
ど

。
そ

こ
で

、
こ

こ
の

専
門

の
ド

ク
タ

ー
に

つ
な

げ
ば

い
い

ん
だ

っ
て

い
う

こ
と

を
、

思
っ

た
先

生
方

は
つ

な
い

で
る

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

>

玉
川

 
行

政
<
医

師
会

さ
ん

の
方

が
先

行
し

て
病

診
連

携
パ

ス
を

作
っ

て
や

っ
て

く
だ

さ
っ

て
る

の
で

、
地

域
の

先
生

が
、

自
分

の
知

っ
て

る
病

院
に

紹
介

状
で

出
し

て
る

ケ
ー

ス
も

い
っ

ぱ
い

あ
り

ま
す

け
ど

、
パ

ス
の

仕
組

み
を

使
お

う
と

い
う

場
合

に
は

、
区

内
に

8
か

所
、

連
携

病
院

と
し

て
決

ま
っ

て
い

る
と

こ
ろ

が
あ

る
の

で
、

そ
ち

ら
の

方
に

指
定

書
式

で
連

携
室

と
か

を
通

じ
て

「
精

密
検

査
を

お
願

い
し

ま
す

」
み

た
い

な
こ

と
や

っ
て

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

そ
れ

ぞ
れ

診
断

が
つ

い
た

後
で

、
病

院
の

方
か

ら
ま

た
き

ち
ん

と
回

答
が

先
生

方
の

所
に

戻
っ

て
き

て
、

い
わ

ゆ
る

確
定

診
断

と
い

う
か

、
鑑

別
診

断
の

結
果

み
た

い
な

の
が

ち
ゃ

ん
と

返
っ

て
来

る
と

い
う

仕
組

み
は

も
ち

ろ
ん

あ
り

ま
す

。
そ

れ
は

地
区

医
師

会
を

基
に

し
た

連
携

パ
ス

な
ん

で
す

け
ど

>

<
そ

の
先

生
た

ち
が

動
け

る
よ

う
に

、
医

師
会

と
連

携
し

な
が

ら
環

境
づ

く
り

す
る

っ
て

こ
と

が
、

大
切

か
な

っ
て

思
い

ま
す

>

<
も

の
忘

れ
相

談
医

と
い

う
ふ

う
に

、
す

で
に

3
5
人

ぐ
ら

い
リ

ス
ト

ア
ッ

プ
さ

れ
て

い
る

ん
で

す
け

ど
。

そ
の

方
々

を
、

全
員

僕
ら

が
紹

介
は

で
き

な
い

ん
で

す
よ

、
や

っ
ぱ

り
先

生
方

が
、

た
だ

単
に

研
修

を
受

け
た

と
い

う
だ

け
な

の
で

。
そ

の
あ

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

る
っ

て
い

う
こ

と
が

大
事

な
の

で
。

今
、

紹
介

で
き

る
の

は
、

こ
の

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
に

登
録

し
て

い
た

だ
い

て
る

６
人

の
先

生
方

は
、

安
心

し
て

、
市

民
の

方
に

も
紹

介
で

き
ま

す
け

ど
。

あ
と

の
も

の
忘

れ
相

談
医

っ
て

い
う

先
生

方
は

、
研

修
を

受
け

た
先

生
方

で
、

一
定

の
ご

理
解

が
あ

り
ま

す
よ

っ
て

い
う

こ
と

ぐ
ら

い
し

か
言

え
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

思
い

ま
す

>

<
松

沢
病

院
は

ち
ょ

っ
と

遠
い

の
で

、
こ

こ
か

ら
。

品
川

区
の

荏
原

病
院

さ
ん

に
お

願
い

さ
れ

て
る

ケ
ー

ス
も

結
構

あ
る

と
聞

い
て

ま
す

。
荏

原
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
さ

ん
に

、
「

い
つ

も
お

世
話

に
な

っ
て

い
ま

す
」

と
言

っ
た

ら
、

「
品

川
区

内
か

ら
来

る
紹

介
数

よ
り

も
玉

川
の

医
療

機
関

や
包

括
か

ら
相

談
さ

れ
て

お
願

い
さ

れ
る

ケ
ー

ス
の

方
が

多
い

」
っ

て
言

っ
て

ま
し

た
>

<
事

例
検

討
会

を
重

ね
な

が
ら

、
情

報
共

有
の

プ
ロ

セ
ス

を
し

っ
か

り
つ

く
っ

て
い

っ
て

、
そ

こ
か

ら
医

師
会

の
内

部
の

連
携

を
考

え
て

い
け

ば
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

で
す

か
っ

て
思

う
ん

で
す

よ
ね

>

<
問

題
は

行
か

な
い

人
で

す
ね

・
・

・
1
回

は
行

っ
た

け
ど

、
っ

て
い

う
人

は
い

ま
す

ね
。

そ
の

後
、

か
か

り
つ

け
医

も
中

断
し

ち
ゃ

う
っ

て
い

う
人

は
い

ま
し

た
ね

>

<
サ

ポ
ー

ト
医

の
役

割
が

、
み

ん
な

わ
か

ら
な

い
っ

て
・

・
・

サ
ポ

ー
ト

医
が

、
本

当
に

包
括

か
ら

相
談

に
い

く
だ

と
か

、
い

ろ
ん

な
相

談
だ

と
か

、
個

別
事

例
の

対
応

だ
と

か
、

そ
う

い
っ

た
の

も
含

め
て

、
医

療
機

関
の

そ
う

い
う

連
携

機
能

に
、

や
っ

ぱ
り

し
っ

か
り

機
能

で
き

る
よ

う
な

環
境

を
整

え
て

い
く

>

<
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
が

い
れ

ば
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

と
一

緒
に

動
き

ま
す

し
、

包
括

の
方

で
見

守
り

訪
問

し
な

が
ら

、
ま

た
タ

イ
ミ

ン
グ

を
見

計
ら

っ
て

受
診

行
動

に
つ

な
げ

て
行

け
る

よ
う

に
、

長
い

ス
パ

ン
で

す
け

ど
見

守
り

を
>
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5
.
か

か
り

つ
け

医
と

専
門

医
の

連
携

行
政

<
認

知
機

能
の

低
下

な
の

か
、

も
と

も
と

精
神

が
ベ

ー
ス

に
あ

る
の

か
よ

く
分

か
ん

な
い

人
、

包
括

も
精

神
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

ま
で

は
プ

ロ
じ

ゃ
な

い
ん

で
、

な
か

な
か

う
ま

く
で

き
な

い
。

で
、

お
う

ち
に

様
子

を
見

に
行

っ
た

り
と

か
、

関
係

者
が

集
ま

っ
て

ケ
ア

会
議

や
る

と
き

に
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
に

入
っ

て
い

た
だ

く
と

か
で

先
生

に
単

発
で

1
回

来
て

い
た

だ
く

と
い

う
事

業
を

今
世

田
谷

区
で

は
持

っ
て

お
り

ま
す

>

<
医

師
会

と
し

て
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー
の

見
学

会
で

松
沢

に
行

っ
て

レ
ク

チ
ャ

ー
を

し
て

も
ら

っ
て

、
ど

う
い

う
医

療
連

携
し

た
ら

い
い

か
と

か
、

診
療

活
動

は
ど

ん
な

ふ
う

に
や

っ
て

る
の

か
と

い
う

こ
と

を
み

ん
な

で
勉

強
し

て
、

医
師

会
か

ら
紹

介
す

る
と

き
は

こ
う

い
う

ふ
う

な
紹

介
の

仕
方

を
す

れ
ば

い
い

ん
だ

ね
と

い
う

こ
と

を
確

認
し

て
帰

っ
て

来
る

と
い

う
こ

と
を

な
さ

っ
て

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
ね

>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
<
土

居
先

生
は

、
何

に
し

て
も

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
し

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
し

て
っ

て
い

う
状

態
に

は
な

っ
て

し
ま

っ
て

。
も

う
一

つ
の

病
院

が
、

最
近

、
認

知
症

外
来

を
開

い
て

く
れ

て
い

る
の

で
、

そ
こ

も
た

ぶ
ん

、
土

居
先

生
と

一
緒

に
リ

ン
ク

し
な

が
ら

や
っ

て
い

た
だ

け
て

る
状

況
に

な
っ

て
く

る
み

た
い

な
の

で
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
認

知
症

で
困

っ
た

ら
、

ど
こ

ど
こ

の
専

門
医

に
紹

介
し

て
、

そ
こ

で
検

査
し

て
、

診
断

を
受

け
て

、
薬

出
し

て
も

ら
っ

て
、

指
示

を
仰

い
で

、
そ

れ
を

実
施

し
て

、
サ

ー
ビ

ス
に

つ
な

げ
て

い
け

ば
と

い
う

の
が

、
成

功
体

験
を

実
感

し
て

い
た

だ
い

て
。

そ
の

あ
と

活
き

て
く

る
と

い
う

の
が

、
実

感
と

し
て

は
あ

る
の

か
な

と
思

い
ま

す
ね

>

玉
川

 
地

域
包

括
<
先

生
の

意
識

の
差

は
あ

る
か

な
っ

て
い

う
の

は
あ

り
ま

す
け

れ
ど

も
。

以
前

よ
り

は
診

断
し

て
き

て
、

ま
た

戻
っ

て
き

て
、

そ
こ

で
お

薬
を

出
し

て
っ

て
い

う
こ

と
で

っ
て

い
う

こ
と

で
、

見
て

い
た

だ
い

て
い

る
っ

て
い

う
ケ

ー
ス

が
、

以
前

よ
り

は
増

え
て

い
る

気
が

し
ま

す
ね

>

<
結

局
、

B
P
S
D
の

状
況

に
な

っ
て

き
ち

ゃ
い

ま
す

と
、

そ
こ

に
お

願
い

す
る

し
か

な
い

の
で

っ
て

い
う

つ
な

が
り

は
、

つ
け

さ
せ

て
も

ら
っ

て
は

い
る

ん
で

す
け

れ
ど

>

<
在

宅
医

療
っ

て
い

う
意

味
で

は
、

大
牟

田
は

ち
ょ

っ
と

手
薄

か
な

と
思

っ
て

ま
す

。
特

に
認

知
症

の
方

に
対

す
る

在
宅

。
要

は
、

往
診

し
て

く
だ

さ
る

、
そ

う
い

う
先

生
が

限
ら

れ
て

い
る

の
で

。
そ

の
中

で
、

認
知

症
の

専
門

医
し

て
く

だ
さ

っ
て

る
先

生
は

、
い

ら
っ

し
ゃ

ら
な

い
で

す
ね

>

<
こ

ち
ら

で
本

当
に

、
大

変
な

方
で

す
と

か
は

、
松

沢
病

院
さ

ん
と

か
の

ほ
う

に
予

約
し

て
、

こ
ち

ら
の

ほ
う

で
ご

連
絡

し
て

み
た

い
な

方
も

お
り

ま
す

し
。

先
生

の
ほ

う
で

、
う

ま
く

つ
な

い
で

も
ら

っ
て

う
ま

く
い

く
ケ

ー
ス

も
あ

れ
ば

、
な

か
な

か
そ

こ
が

っ
て

い
う

の
は

>
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.
か

か
り

つ
け

医
と

専
門

医
の

連
携

地
域

包
括

<
や

っ
ぱ

り
土

居
先

生
頼

み
だ

な
っ

て
話

で
、

な
か

な
か

こ
の

辺
の

先
生

で
、

や
っ

ぱ
り

診
断

で
き

る
お

医
者

さ
ん

っ
て

い
ら

っ
し

ゃ
ら

な
い

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

の
実

情
な

の
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
す

>

<
重

要
な

鍵
に

な
る

の
は

、
か

か
り

つ
け

医
の

先
生

の
意

識
が

、
ど

こ
ま

で
高

ま
っ

て
い

く
。

当
た

り
前

の
ル

ー
ト

が
で

き
て

い
け

ば
と

い
う

の
が

、
一

番
か

な
と

思
う

ん
で

す
。

ご
本

人
さ

ん
が

、
な

か
な

か
病

院
に

行
こ

う
と

さ
れ

な
い

と
い

う
方

も
た

く
さ

ん
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

で
、

い
き

な
り

専
門

の
先

生
に

と
い

う
の

は
、

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
と

い
う

の
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
も

。
そ

う
い

っ
た

と
き

に
、

か
か

り
つ

け
医

の
先

生
か

ら
と

い
う

道
筋

が
、

も
っ

と
あ

る
と

>

社
協

富
士

宮
　

社
協

<
最

近
、

訪
問

医
療

み
た

い
な

部
分

が
、

す
ご

く
重

要
だ

な
ん

て
こ

と
で

、
い

ろ
い

ろ
報

道
さ

れ
て

る
ん

で
す

け
ど

も
。

そ
う

い
う

と
こ

ろ
が

、
な

る
べ

く
受

診
に

つ
な

が
ら

な
い

、
本

人
、

ご
本

人
自

体
が

、
な

か
な

か
医

療
機

関
に

足
が

向
か

な
い

と
か

、
な

か
な

か
利

用
で

き
な

い
っ

て
い

う
ケ

ー
ス

も
あ

る
の

で
、

た
と

え
ば

>

大
牟

田
 
社

協
<
患

者
さ

ん
と

ド
ク

タ
ー

の
間

は
、

要
す

る
に

診
察

を
受

け
て

、
初

め
て

そ
の

関
係

が
成

り
立

ち
ま

す
の

で
、

こ
の

間
に

、
た

と
え

ば
看

護
師

と
か

、
M
S
W
と

か
い

ま
す

よ
ね

。
M
S
W
が

、
認

知
症

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
で

あ
る

と
、

な
お

、
ス

ム
ー

ズ
に

い
く

と
こ

ろ
が

あ
る

と
思

う
ん

で
す

よ
>

玉
川

 
社

協
<
診

察
受

け
る

時
間

っ
て

い
う

の
は

生
活

の
中

の
一

部
で

、
家

庭
で

の
場

面
と

違
う

状
況

で
の

接
点

、
そ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
で

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

と
か

、
専

門
家

の
人

た
ち

を
活

用
し

て
の

情
報

の
吸

い
上

げ
っ

て
い

う
の

が
う

ま
く

流
れ

れ
ば

、
お

医
者

さ
ん

の
診

察
に

的
確

性
が

加
わ

っ
て

、
し

や
す

く
な

る
の

か
な

と
思

う
ん

で
す

け
ど

>

<
い

き
な

り
患

者
さ

ん
と

ド
ク

タ
ー

で
、

ぽ
ん

っ
と

結
び

つ
け

て
も

、
こ

こ
で

話
す

と
き

に
、

も
の

す
ご

く
時

間
か

か
っ

た
り

す
る

わ
け

で
す

ね
。

だ
か

ら
、

そ
の

間
に

M
S
W
、

看
護

師
が

、
そ

う
い

う
ふ

う
な

認
知

症
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

研
修

を
受

け
て

い
れ

ば
、

も
っ

と
ド

ク
タ

ー
に

対
し

て
、

「
こ

の
方

は
、

こ
う

い
う

状
況

で
す

」
と

い
う

と
こ

ま
で

>

<
こ

ち
ら

か
ら

物
忘

れ
の

ほ
う

も
か

か
っ

て
み

て
は

っ
て

い
う

の
も

、
ち

ょ
っ

と
伝

え
に

く
い

部
分

が
あ

る
の

で
。

そ
う

い
っ

た
と

き
に

、
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
に

関
わ

っ
て

い
れ

ば
、

物
忘

れ
の

情
報

だ
け

は
伝

え
ま

す
け

ど
。

本
人

に
は

自
覚

が
な

か
っ

た
り

、
行

く
気

が
な

か
っ

た
り

す
る

中
で

、
物

忘
れ

の
症

状
の

診
察

が
う

ま
く

流
れ

て
い

く
よ

う
な

と
こ

ろ
の

、
連

携
が

見
え

に
く

か
っ

た
り

>

<
物

忘
れ

と
か

認
知

症
の

程
度

が
、

進
行

が
ま

だ
そ

こ
ま

で
い

っ
て

な
い

段
階

で
は

、
結

構
、

つ
な

が
っ

て
い

な
い

ケ
ー

ス
。

身
体

の
ほ

う
の

部
分

で
の

受
診

が
続

い
て

い
る

。
プ

ラ
ス

で
、

そ
う

い
う

物
忘

れ
の

ほ
う

に
つ

い
て

、
受

診
し

て
い

る
と

い
う

よ
う

な
こ

と
は

聞
か

れ
な

い
ケ

ー
ス

と
い

う
の

は
、

結
構

あ
る

か
な

と
い

う
印

象
は

、
あ

り
ま

す
>
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.
か

か
り

つ
け

医
と

専
門

医
の

連
携

社
協

<
物

忘
れ

が
あ

っ
て

、
そ

れ
に

関
し

て
、

受
診

す
る

っ
て

い
う

の
は

、
ご

本
人

、
周

り
も

含
め

て
、

結
構

、
ハ

ー
ド

ル
が

。
そ

れ
を

受
容

し
て

、
診

察
を

受
け

に
行

く
っ

て
い

う
と

こ
ろ

っ
て

い
う

の
は

、
な

か
な

か
踏

み
切

れ
な

い
方

っ
て

い
う

の
も

、
結

構
、

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
か

な
>

富
士

宮
 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

<
今

週
、

う
つ

病
と

認
知

症
と

い
う

テ
ー

マ
で

、
講

座
を

や
る

ん
で

す
よ

。
包

括
の

人
が

来
た

り
す

る
ん

で
す

け
ど

。
住

民
が

演
劇

を
や

る
ん

で
す

よ
。

中
学

生
も

入
れ

て
。

そ
の

キ
ャ

ラ
バ

ン
隊

の
中

に
、

脳
神

経
内

科
の

先
生

が
一

緒
に

活
動

し
て

る
も

ん
で

、
そ

の
人

も
、

今
回

初
め

て
私

ら
も

、
そ

う
い

う
人

た
ち

と
福

祉
講

座
を

開
い

て
、

ど
の

ぐ
ら

い
集

ま
る

か
。

最
低

3
0
0
人

ぐ
ら

い
ほ

し
い

な
と

思
っ

て
る

ん
で

す
け

ど
。

そ
う

い
う

こ
と

や
る

こ
と

に
よ

っ
て

。
そ

の
先

生
も

皆
さ

ん
に

紹
介

す
る

と
か

。
今

ま
で

点
で

あ
っ

た
の

を
、

も
っ

と
た

く
さ

ん
の

ネ
ッ

ト
で

つ
な

が
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
を

、
面

識
を

持
つ

こ
と

に
よ

っ
て

、
こ

れ
か

ら
ど

う
い

う
ふ

う
な

こ
と

、
関

心
持

っ
て

る
先

生
で

す
か

ら
、

我
々

の
動

き
な

ん
か

に
も

、
た

ぶ
ん

聞
い

て
る

と
思

う
ん

で
ね

>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
病

院
に

も
の

忘
れ

の
相

談
と

か
な

ん
と

か
か

ら
そ

う
い

う
ふ

う
に

割
り

出
だ

さ
れ

て
、

そ
こ

の
国

立
病

院
に

行
っ

て
、

相
談

し
て

く
だ

さ
い

、
受

診
し

て
く

だ
さ

い
と

い
う

ふ
う

に
言

わ
れ

た
と

い
っ

て
、

落
ち

込
ん

で
こ

ら
れ

た
か

ら
。

そ
の

と
き

も
、

や
っ

ぱ
り

じ
ゃ

あ
一

緒
に

行
き

ま
し

ょ
う

か
と

い
う

こ
と

で
、

私
の

時
間

に
合

わ
せ

て
も

ら
っ

て
、

行
く

こ
と

に
決

め
ま

し
た

け
れ

ど
も

、
途

中
で

こ
こ

に
寄

っ
た

わ
け

で
す

よ
。

包
括

セ
ン

タ
ー

に
>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
そ

こ
か

ら
紹

介
し

て
い

た
だ

い
て

、
ど

こ
か

の
病

院
に

行
き

ま
し

た
っ

て
い

う
お

話
は

聞
き

ま
す

け
ど

。
大

体
か

か
り

つ
け

医
の

ほ
う

と
は

、
い

つ
も

普
段

や
っ

ぱ
り

そ
れ

だ
け

の
関

係
を

持
っ

て
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

の
で

、
そ

ん
な

に
そ

れ
で

か
か

り
つ

け
医

が
う

ん
ぬ

ん
と

い
う

こ
と

は
な

い
か

な
。

あ
ま

り
聞

か
な

い
で

す
ね

>

<
地

区
社

協
で

、
そ

う
い

う
こ

と
、

こ
う

い
う

こ
と

や
っ

て
る

わ
け

で
す

よ
ね

。
３

世
代

交
流

で
は

こ
ん

な
こ

と
や

っ
て

る
わ

け
で

す
よ

。
そ

の
中

に
福

祉
講

座
部

。
福

祉
を

学
ぶ

っ
て

い
う

の
が

あ
り

ま
し

て
、

こ
れ

を
や

る
わ

け
で

す
ね

>

<
そ

し
て

、
ま

ず
包

括
セ

ン
タ

ー
の

意
見

を
聞

く
こ

と
が

先
や

ろ
と

思
っ

て
、

そ
し

て
病

院
に

は
い

つ
で

も
い

け
る

け
ん

と
思

っ
て

、
病

院
に

行
っ

て
か

ら
こ

こ
を

聞
く

よ
り

も
、

こ
こ

の
話

を
聞

い
て

病
院

に
、

や
っ

ぱ
り

そ
れ

が
い

い
だ

ろ
う

と
い

う
こ

と
に

な
れ

ば
、

そ
う

し
て

い
い

か
な

と
思

っ
て

>

<
い

つ
も

行
っ

て
る

方
で

す
と

、
こ

ち
ら

が
紹

介
し

て
ほ

し
い

っ
て

い
っ

た
ら

、
す

ぐ
病

院
も

あ
り

ま
す

し
>

か
か

り
つ

け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
症

例
検

討
を

や
っ

て
い

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

。
も

う
二

つ
ぐ

ら
い

、
そ

う
い

う
小

さ
な

会
を

つ
く

っ
て

、
認

知
症

を
勉

強
し

ま
し

ょ
う

っ
て

い
う

。
た

と
え

ば
、

B
P
S
D

だ
け

の
統

計
を

取
っ

て
っ

て
い

う
よ

う
な

、
そ

う
い

う
会

を
つ

く
っ

て
や

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

ね
。

そ
れ

は
富

士
の

先
生

と
や

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
か

か
り

つ
け

の
先

生
と

専
門

医
の

連
携

に
つ

い
て

い
え

ば
、

包
括

の
人

た
ち

と
認

知
症

ケ
ア

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
存

在
と

い
う

の
は

、
大

き
い

の
か

な
と

思
い

ま
す

。
な

か
な

か
医

師
自

身
が

紹
介

す
る

っ
て

い
う

の
は

、
い

ま
だ

に
少

な
い

気
が

し
ま

す
。

そ
れ

と
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

の
学

習
で

す
ね

。
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
さ

ん
と

か
で

学
習

会
し

て
る

ん
で

す
け

ど
、

特
定

の
病

気
の

学
習

会
を

し
た

あ
と

は
、

ワ
ッ

と
そ

の
病

気
が

来
ま

す
>

玉
川

　
か

か
り

つ
け

医
<
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
を

使
う

こ
と

で
、

期
待

し
た

ほ
ど

の
数

が
こ

な
せ

て
な

い
っ

て
い

う
部

分
は

あ
る

ん
で

す
が

。
実

際
に

使
っ

た
ケ

ー
ス

に
関

し
て

は
、

や
っ

ぱ
し

診
断

を
き

ち
ん

と
や

っ
て

い
た

だ
い

て
、

そ
れ

を
ど

こ
ま

で
病

院
が

フ
ォ

ロ
ー

す
る

か
、

あ
る

い
は

こ
っ

ち
で

フ
ォ

ロ
ー

す
る

か
っ

て
い

う
の

は
、

一
部

の
先

生
と

は
で

き
て

る
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

そ
の

先
生

た
ち

の
考

え
方

が
、

み
ん

な
一

緒
で

は
な

い
の

で
、

そ
の

辺
で

こ
っ

ち
も

使
い

わ
け

る
っ

て
い

う
ふ

う
な

、
そ

う
い

う
の

が
う

ま
く

や
れ

る
先

生
と

、
ど

う
し

て
も

や
っ

て
い

き
が

ち
に

は
な

る
ん

で
す

け
ど

>

自
治

会
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.
か

か
り

つ
け

医
と

専
門

医
の

連
携

か
か

り
つ

け
医

<
か

か
り

つ
け

医
と

専
門

医
と

の
連

携
の

と
こ

ろ
で

、
一

番
有

効
な

の
は

、
そ

の
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

か
、

介
護

の
専

門
職

の
教

育
っ

て
い

う
の

が
、

連
携

に
一

番
有

効
な

の
か

な
と

感
じ

ま
し

た
>

<
僕

の
場

合
で

い
う

と
、

内
科

医
と

し
て

や
っ

て
き

た
こ

と
も

あ
っ

て
、

多
少

の
も

の
は

こ
っ

ち
で

み
て

、
手

に
負

え
な

い
も

の
で

あ
っ

た
り

、
迷

う
ケ

ー
ス

は
や

っ
ぱ

し
相

談
す

る
っ

て
い

う
の

が
、

一
般

的
な

や
り

方
で

す
。

た
だ

、
ど

う
し

て
も

画
像

診
断

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

入
っ

て
く

る
の

で
、

そ
れ

は
ど

っ
か

の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
や

ら
な

く
て

は
い

け
な

い
と

。
そ

れ
を

、
こ

う
い

っ
た

パ
ス

を
使

っ
て

画
像

診
断

を
や

る
の

か
、

最
近

は
都

市
部

で
は

、
画

像
だ

け
や

っ
て

く
れ

る
ク

リ
ニ

ッ
ク

っ
て

い
う

の
が

あ
る

の
で

、
そ

こ
を

利
用

す
る

の
か

っ
て

い
う

の
は

、
患

者
さ

ん
と

相
談

し
て

、
「

ど
っ

ち
で

も
い

い
よ

。
で

も
ど

っ
ち

が
い

い
？

」
っ

て
言

う
と

、
簡

単
、

簡
便

な
ほ

う
を

選
ぶ

こ
と

が
多

い
で

す
ね

>

<
誰

か
が

き
っ

か
け

を
入

れ
て

く
れ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

専
門

医
自

身
に

つ
な

が
っ

て
い

る
ん

や
な

い
か

な
っ

て
い

う
気

も
し

ま
す

。
本

当
に

必
要

な
人

が
>

<
一

般
的

に
、

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
か

レ
ビ

ー
か

ど
う

だ
ろ

う
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
あ

た
り

と
、

そ
れ

以
前

に
、

本
当

に
い

わ
ゆ

る
認

知
症

の
範

ち
ゅ

う
な

の
か

。
そ

れ
と

も
、

ほ
か

の
疾

患
が

あ
っ

て
の

も
の

な
の

か
。

そ
こ

は
あ

る
程

度
、

最
初

に
区

別
し

な
く

て
は

い
け

な
い

の
で

。
急

激
に

症
状

が
進

行
し

て
る

も
の

は
、

い
わ

ゆ
る

一
般

的
な

認
知

症
以

外
の

も
の

を
ル

ー
ル

ア
ウ

ト
す

る
手

段
が

必
要

に
な

る
と

思
い

ま
す

>

<
専

門
医

の
先

生
に

、
こ

れ
以

外
で

よ
く

相
談

す
る

ケ
ー

ス
は

、
レ

ス
パ

イ
ト

で
あ

っ
た

り
、

家
族

が
困

難
に

な
っ

て
い

る
と

き
で

す
ね

。
ご

本
人

も
さ

な
が

ら
、

家
族

も
ひ

っ
く

る
め

て
、

こ
の

ま
ま

で
は

も
う

破
綻

し
て

し
ま

う
と

い
う

よ
う

な
状

況
の

と
き

に
、

一
時

的
に

で
も

、
や

っ
ぱ

し
避

難
さ

せ
、

な
ん

ら
か

の
環

境
を

変
え

な
き

ゃ
い

け
な

い
っ

て
い

う
と

き
に

、
特

に
松

沢
病

院
さ

ん
に

、
ち

ょ
っ

と
こ

こ
ま

で
来

ち
ゃ

っ
て

る
ん

で
、

一
旦

な
ん

と
か

な
ら

な
い

か
っ

て
い

う
の

を
相

談
す

る
ケ

ー
ス

は
、

多
々

出
て

き
て

い
ま

す
>

<
施

設
の

場
合

は
、

も
う

一
歩

手
前

の
部

分
で

は
使

っ
て

、
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

で
あ

る
と

か
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

。
最

近
や

っ
ぱ

り
使

い
勝

手
が

い
い

の
は

、
小

規
模

多
機

能
で

す
ね

。
そ

れ
は

非
常

に
柔

軟
に

対
応

で
き

る
の

で
、

そ
の

あ
た

り
を

考
慮

し
て

も
駄

目
だ

っ
た

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

や
っ

ぱ
り

、
最

終
的

に
病

院
>
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5
.
か

か
り

つ
け

医
と

専
門

医
の

連
携

か
か

り
つ

け
医

<
も

う
一

つ
は

、
医

療
で

あ
れ

ば
受

け
入

れ
て

く
れ

る
。

そ
れ

は
ご

本
人

の
場

合
も

あ
れ

ば
、

ご
家

族
の

場
合

も
。

医
療

と
い

う
名

目
で

な
ら

、
受

け
入

れ
て

く
だ

さ
る

と
い

う
と

こ
ろ

が
あ

り
ま

す
ね

>

<
今

そ
れ

を
育

成
す

る
段

階
が

あ
る

程
度

終
わ

っ
て

き
て

、
ど

う
活

用
す

る
っ

て
い

う
フ

ェ
ー

ズ
に

入
っ

て
き

て
る

と
思

う
ん

で
す

ね
。

た
だ

、
そ

の
活

用
の

仕
方

を
、

そ
れ

ぞ
れ

ま
だ

、
ど

う
し

よ
う

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

、
一

番
は

や
っ

ぱ
し

、
誰

が
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
を

と
っ

て
、

そ
れ

を
や

る
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
だ

と
思

う
ん

で
す

が
、

も
ち

ろ
ん

、
医

師
会

と
い

う
方

法
も

あ
れ

ば
、

行
政

と
い

う
方

法
も

あ
れ

ば
、

両
方

が
組

ん
で

と
。

僕
自

身
は

、
や

っ
ぱ

し
、

両
方

組
ん

で
、

せ
っ

か
く

要
請

し
た

も
の

を
活

用
す

る
っ

て
い

う
形

を
、

も
っ

と
模

索
し

て
い

く
ほ

う
が

い
い

と
>

富
士

宮
 
家

族
<
最

初
の

病
院

で
は

認
知

症
っ

て
言

わ
れ

た
け

ど
、

何
も

ケ
ア

は
な

か
っ

た
ん

で
す

ね
。

た
だ

薬
を

飲
ん

で
終

わ
っ

た
ら

来
な

さ
い

だ
か

ら
。

そ
こ

の
病

院
で

も
、

や
っ

ぱ
り

そ
う

い
う

ア
ド

バ
イ

ス
が

ほ
し

か
っ

た
か

な
っ

て
。

そ
れ

で
先

生
が

で
き

な
か

っ
た

ら
、

ま
た

、
も

っ
と

よ
り

よ
い

、
い

い
病

院
を

紹
介

し
て

く
れ

る
と

か
>

大
牟

田
 
家

族
<
専

門
医

っ
て

い
う

の
は

、
市

立
病

院
の

も
の

忘
れ

外
来

で
診

断
を

受
け

た
だ

け
で

、
ち

ょ
っ

と
ア

リ
セ

プ
ト

を
い

た
だ

き
ま

し
た

け
ど

。
そ

の
あ

と
は

、
ご

縁
は

な
い

わ
け

で
す

け
ど

。
ほ

か
の

方
、

い
ろ

ん
な

方
で

対
応

し
て

き
た

ん
で

す
け

ど
>

玉
川

 
家

族
<
世

田
谷

区
で

も
盛

ん
に

検
討

し
て

ま
す

け
ど

も
、

連
携

プ
レ

ー
で

す
か

ね
。

専
門

の
先

生
に

つ
な

が
っ

て
い

け
る

、
そ

う
い

う
足

が
か

り
を

家
族

の
ほ

う
で

探
し

て
く

ん
で

は
な

く
て

、
や

は
り

か
か

り
つ

け
医

の
方

が
>

<
そ

う
い

う
連

携
っ

て
い

う
か

な
。

な
ん

か
が

あ
れ

ば
、

僕
ん

と
こ

は
で

き
な

く
て

も
、

ほ
か

で
で

き
る

み
た

い
な

、
そ

う
い

う
の

も
教

え
て

も
ら

う
と

助
か

り
ま

し
た

ね
。

自
分

た
ち

で
探

さ
な

く
て

も
い

い
か

ら
>

<
家

族
会

の
中

で
の

話
を

聞
い

て
る

と
、

や
っ

ぱ
り

先
生

を
変

わ
り

に
く

い
と

か
、

お
薬

の
処

方
で

抗
う

つ
剤

と
か

い
ろ

い
ろ

出
さ

れ
て

も
、

な
か

な
か

合
っ

て
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

っ
て

も
、

そ
れ

を
言

い
に

く
い

と
か

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
が

、
お

っ
し

ゃ
っ

て
る

方
が

お
ら

れ
ま

し
た

も
ん

ね
>

<
先

生
に

よ
っ

て
は

ぶ
っ

き
ら

ぼ
う

に
、

「
な

ら
変

わ
れ

ば
よ

か
っ

た
」

と
い

う
よ

う
な

こ
と

を
言

わ
れ

て
、

ち
ょ

っ
と

シ
ョ

ッ
ク

だ
っ

た
と

か
っ

て
い

う
話

も
、

そ
れ

は
人

の
こ

と
で

す
け

ど
、

聞
き

ま
し

た
か

ら
。

専
門

的
な

知
識

は
も

ち
ろ

ん
で

す
け

ど
、

家
族

、
な

ん
に

も
わ

か
ら

な
い

で
お

ろ
お

ろ
し

て
い

る
家

族
の

気
持

ち
を

く
ん

だ
、

先
生

方
の

ち
ょ

っ
と

助
言

が
あ

る
と

い
い

か
な

と
思

い
ま

す
け

ど
>

家
族
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

富
士

宮
市

大
牟

田
市

世
田

谷
区

 
玉

川

行
政

富
士

宮
 
行

政
<
包

括
の

専
門

職
に

聞
い

て
も

、
市

民
が

な
ん

で
困

っ
て

る
の

か
、

よ
く

わ
か

ん
な

か
っ

た
ん

で
す

よ
。

こ
ん

な
ん

で
、

支
援

の
政

策
な

ん
て

立
て

ら
れ

る
の

か
な

と
思

っ
て

。
ま

ず
は

、
包

括
の

専
門

職
に

相
談

に
来

た
人

の
分

析
。

そ
れ

と
、

家
族

が
困

っ
て

い
る

こ
と

の
分

析
。

そ
こ

に
社

協
も

巻
き

込
ん

だ
ん

で
す

よ
ね

。
社

協
も

一
緒

に
な

っ
て

、
分

析
す

る
よ

う
な

仕
組

み
を

つ
く

っ
て

、
整

理
を

し
て

っ
た

と
い

う
と

、
地

域
で

み
ん

な
困

っ
て

、
生

活
し

て
る

ん
じ

ゃ
ん

っ
て

い
う

こ
と

が
わ

か
る

>

大
牟

田
 
行

政
<
そ

れ
が

、
徘

徊
模

擬
訓

練
な

ん
だ

と
思

い
ま

す
。

地
域

に
よ

っ
て

は
、

商
店

と
か

、
交

番
と

か
、

い
ろ

い
ろ

な
と

こ
ろ

を
巻

き
込

み
な

が
ら

や
っ

て
る

ん
で

す
け

ど
。

そ
れ

に
参

加
す

る
こ

と
で

、
本

当
に

意
識

が
が

ら
っ

と
変

わ
っ

て
、

本
当

に
そ

こ
は

、
有

効
だ

な
と

思
い

ま
す

ね
>

玉
川

 
行

政
（

メ
ー

ル
回

答
）

<
玉

川
地

域
は

、
人

口
構

成
か

ら
み

て
も

フ
ァ

ミ
リ

ー
層

が
多

く
、

例
え

ば
玉

川
地

域
の

み
で

１
つ

の
地

区
医

師
会

が
形

成
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
、

自
治

の
精

神
に

富
み

、
歴

史
的

に
も

早
く

か
ら

現
在

の
東

急
沿

線
が

開
発

さ
れ

、
ハ

ー
ド

面
か

ら
も

街
づ

く
り

が
進

ん
で

き
た

経
緯

が
あ

り
ま

す
>

<
住

民
に

伝
え

る
べ

き
こ

と
は

、
病

気
の

話
で

は
な

く
て

、
認

知
症

の
人

が
地

域
で

何
に

困
っ

て
い

る
の

か
と

い
う

こ
と

を
、

伝
え

な
き

ゃ
な

ら
な

い
わ

け
で

。
そ

の
根

拠
が

、
包

括
の

ス
タ

ッ
フ

に
は

持
っ

て
な

い
と

い
う

こ
と

な
ん

で
す

よ
>

<
（

徘
徊

模
擬

訓
練

で
は

）
一

つ
の

小
学

校
区

、
日

常
生

活
圏

域
の

中
で

、
実

行
委

員
会

を
つ

く
る

ん
で

す
。

地
域

の
役

員
さ

ん
と

か
、

そ
こ

に
認

知
症

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
修

了
生

と
か

、
事

業
所

と
か

入
っ

て
。

も
ち

ろ
ん

、
行

政
職

員
も

入
り

ま
す

し
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
職

員
も

入
り

ま
す

。
そ

の
中

に
実

行
委

員
会

を
つ

く
っ

て
、

一
つ

の
ル

ー
ル

と
し

て
、

事
前

の
勉

強
会

を
し

ま
し

ょ
う

と
。

認
知

症
に

対
す

る
対

応
の

仕
方

と
か

、
声

掛
け

の
仕

方
と

か
っ

て
い

う
勉

強
会

を
す

る
っ

て
の

は
、

一
応

、
事

前
準

備
の

一
つ

と
し

て
項

目
が

あ
る

の
で

、
必

ず
１

回
は

す
る

ん
で

す
ね

>

<
「

自
分

た
ち

で
必

要
だ

と
思

う
こ

と
は

始
め

よ
う

」
と

い
う

進
取

の
意

識
が

特
に

感
じ

ら
れ

る
の

が
、

玉
川

地
域

で
は

な
い

か
と

思
わ

れ
ま

す
>

<
地

域
で

困
っ

て
い

る
こ

と
を

し
っ

か
り

分
析

し
て

、
そ

れ
を

し
っ

か
り

住
民

に
伝

え
て

、
住

民
が

で
き

る
こ

と
を

ワ
ー

キ
ン

グ
す

る
。

そ
れ

を
、

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
と

し
よ

う
と

い
う

ふ
う

に
位

置
づ

け
て

、
住

民
に

行
動

変
容

が
起

き
る

よ
う

な
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

を
、

商
店

街
だ

と
か

、
ド

ラ
ッ

グ
ス

ト
ア

だ
と

か
、

消
防

団
と

か
、

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

で
展

開
し

て
い

っ
た

っ
て

い
う

こ
と

で
す

よ
ね

>

<
実

際
に

地
域

は
地

域
の

連
絡

網
で

、
ま

た
市

が
流

し
た

情
報

を
、

地
域

の
連

絡
網

に
流

し
て

い
く

ん
で

す
け

ど
。

そ
こ

か
ら

先
の

こ
と

は
、

地
域

の
訓

練
な

ん
で

す
。

自
分

の
地

域
で

、
来

た
情

報
を

流
し

て
い

っ
て

、
み

ん
な

で
ど

う
探

し
て

、
声

か
け

る
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
の

ア
レ

ン
ジ

は
、

も
う

地
域

で
し

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
こ

と
に

な
っ

て
る

の
で

・
・

・
そ

れ
ぞ

れ
の

校
区

で
、

自
分

た
ち

、
そ

れ
ぞ

れ
課

題
が

あ
る

の
で

、
そ

の
課

題
を

ど
う

解
決

し
よ

う
か

っ
て

い
う

こ
と

で
、

目
標

決
め

て
>

<
町

会
・

自
治

会
や

民
生

委
員

の
方

々
、

家
族

会
の

方
々

等
は

、
地

域
で

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
る

方
々

で
も

あ
り

ま
す

の
で

、
こ

の
よ

う
な

方
々

の
自

治
的

活
動

が
盛

ん
な

地
域

で
は

、
勢

い
コ

ン
ビ

ニ
や

金
融

機
関

・
商

店
街

な
ど

が
、

地
域

貢
献

活
動

に
お

い
て

区
民

に
触

発
・

牽
引

さ
れ

て
い

き
ま

す
>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

行
政

<
公

的
サ

ー
ビ

ス
で

配
置

さ
れ

て
い

る
ワ

ー
カ

ー
と

か
、

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

が
、

地
域

の
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
サ

ポ
ー

タ
ー

と
個

別
ケ

ー
ス

を
通

じ
て

、
出

会
う

場
を

セ
ッ

テ
ィ

ン
グ

さ
せ

な
い

と
、

仕
組

み
と

し
て

１
本

の
線

に
な

ら
な

い
で

す
>

<
大

体
3
0
件

ぐ
ら

い
、

S
O
S
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

入
れ

て
、

大
体

見
つ

か
る

ん
で

す
よ

ね
。

見
つ

か
り

方
が

、
「

愛
情

ね
っ

と
」

を
見

て
、

見
つ

か
る

っ
て

い
う

の
は

、
半

分
ぐ

ら
い

で
す

か
ね

・
・

・
行

政
職

員
が

捜
し

に
行

っ
た

り
、

包
括

職
員

が
捜

し
に

行
っ

て
、

そ
こ

で
見

つ
か

る
と

い
う

。
な

ん
ら

か
の

関
係

者
が

見
つ

け
る

の
が

半
分

ぐ
ら

い
で

。
残

り
半

分
は

、
市

民
の

人
が

見
つ

け
て

く
れ

る
ぐ

ら
い

>

<
玉

川
地

域
は

近
年

開
発

が
進

み
、

集
合

住
宅

が
増

加
し

た
り

、
相

続
に

よ
る

宅
地

の
細

分
化

な
ど

、
近

隣
の

交
流

が
乏

し
く

な
る

要
素

が
み

ら
れ

ま
す

>

<
や

っ
ぱ

り
風

土
づ

く
り

か
ら

や
ら

な
き

ゃ
駄

目
な

ん
だ

っ
て

>
<
平

成
2
4
年

の
と

き
は

、
警

察
が

、
認

知
症

高
齢

者
を

保
護

し
た

ケ
ー

ス
っ

て
、

1
7
0
件

あ
る

ん
で

す
。

要
は

、
1
4
0
件

ぐ
ら

い
は

、
家

族
が

捜
索

願
を

出
す

前
に

、
市

民
の

人
が

発
見

し
て

く
れ

て
る

。
そ

の
件

数
っ

て
、

年
々

高
ま

っ
て

る
の

で
、

S
O
S
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
だ

け
で

そ
う

な
っ

た
わ

け
で

は
な

く
て

。
お

そ
ら

く
、

模
擬

訓
練

っ
て

い
う

こ
と

を
ず

っ
と

通
じ

て
や

っ
て

き
た

こ
と

が
、

そ
う

い
う

数
字

に
表

れ
て

る
ん

で
す

ね
>

<
近

隣
の

顔
見

知
り

の
関

係
が

希
薄

に
な

る
と

、
認

知
症

対
策

で
心

配
さ

れ
る

の
は

、
徘

徊
高

齢
者

で
す

。
例

え
ば

徘
徊

高
齢

者
の

広
域

捜
索

に
関

す
る

東
京

都
へ

の
依

頼
件

数
は

、
区

内
で

も
玉

川
地

域
が

多
く

な
っ

て
（

平
成

2
4
年

度
）

い
ま

す
>

<
仕

組
み

を
つ

く
っ

て
、

そ
れ

を
上

か
ら

降
ろ

し
て

く
よ

う
な

も
の

と
い

う
の

は
、

必
ず

ボ
タ

ン
の

か
け

違
い

が
あ

る
な

と
い

う
の

が
あ

っ
て

。
や

っ
ぱ

り
実

態
把

握
と

、
環

境
づ

く
り

か
ら

進
め

て
い

っ
て

、
そ

れ
を

ル
ー

テ
ィ

ン
化

と
か

、
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
化

と
か

、
そ

う
い

っ
た

も
の

に
す

る
と

き
に

、
自

然
の

状
態

で
仕

組
み

に
向

か
わ

せ
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
を

、
最

近
、

な
ん

と
な

く
わ

か
っ

た
気

が
し

て
い

て
>

<
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

相
談

に
来

る
よ

う
な

、
徘

徊
を

繰
り

返
す

よ
う

な
、

外
出

で
行

方
不

明
に

な
る

こ
と

が
繰

り
返

す
よ

う
な

事
例

に
対

し
て

、
ど

う
支

え
て

い
く

か
と

い
う

こ
と

に
、

う
ま

く
つ

な
げ

た
い

ん
で

す
ね

・
・

・
そ

う
い

う
事

例
に

対
し

て
、

一
つ

ず
つ

て
い

ね
い

に
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
、

会
議

を
し

て
い

っ
て

。
家

族
と

か
、

地
域

の
人

と
か

と
確

認
を

し
て

い
く

と
い

う
作

業
を

て
い

ね
い

に
や

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
ま

す
>

<
近

隣
の

人
が

気
づ

い
て

、
遠

く
ま

で
行

か
な

い
う

ち
に

無
事

に
保

護
さ

れ
た

事
例

も
い

く
つ

か
あ

り
ま

し
た

が
、

将
来

的
に

地
域

の
見

守
り

に
依

存
し

て
ば

か
り

は
い

ら
れ

な
い

こ
と

も
伺

え
ま

す
>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

行
政

<
行

政
と

、
社

協
と

、
事

業
所

と
、

そ
れ

ぞ
れ

の
立

ち
位

置
が

整
理

さ
れ

て
、

み
ん

な
で

表
に

書
い

て
、

ぱ
っ

と
見

せ
る

と
、

社
協

と
か

、
事

業
所

と
か

、
医

療
と

か
、

み
ん

な
大

体
役

割
が

、
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
同

士
で

は
、

「
こ

う
だ

ね
」

っ
て

。
要

は
、

役
割

確
認

が
、

最
近

、
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

の
で

。
そ

れ
を

、
今

度
は

、
社

協
か

ら
伝

え
て

も
ら

う
だ

と
か

、
先

生
か

ら
伝

え
て

も
ら

う
だ

と
か

っ
て

い
っ

て
。

要
は

、
そ

れ
を

浸
透

さ
せ

る
よ

う
な

部
分

と
。

あ
と

、
そ

れ
を

、
今

度
、

ル
ー

テ
ィ

ン
化

す
る

よ
う

な
仕

組
み

を
こ

れ
か

ら
つ

く
っ

て
い

く
と

い
う

こ
と

が
、

こ
れ

か
ら

大
切

>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
<
地

域
の

中
で

、
み

ん
な

で
話

し
合

い
を

し
て

、
地

域
ケ

ア
会

議
に

な
っ

て
く

る
か

と
思

う
ん

で
す

け
ど

も
。

そ
の

方
の

家
族

と
か

、
社

協
と

か
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

と
か

、
民

生
委

員
さ

ん
と

か
、

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

と
か

。
あ

と
、

う
ち

包
括

や
地

域
型

支
援

セ
ン

タ
ー

に
な

る
ん

で
す

け
ど

。
そ

の
方

々
と

一
緒

に
、

こ
の

方
を

、
と

り
あ

え
ず

１
日

４
回

お
ん

な
じ

道
を

基
本

的
に

は
歩

く
も

ん
で

、
そ

こ
の

見
守

り
を

ど
う

い
う

形
で

で
き

る
の

か
な

な
ん

て
話

を
し

た
中

で
は

、
お

ん
な

じ
道

な
の

で
、

「
見

守
っ

て
も

ら
え

そ
う

な
お

宅
が

あ
る

よ
ね

」
な

ん
て

話
に

な
っ

て
、

そ
こ

の
お

宅
に

ち
ょ

っ
と

お
願

い
を

し
て

っ
て

み
よ

う
っ

て
い

う
よ

う
な

取
り

組
み

を
ち

ょ
っ

と
し

て
み

ま
し

た
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
た

ぶ
ん

ぱ
っ

と
出

て
く

る
の

は
、

徘
徊

模
擬

訓
練

だ
と

思
い

ま
す

。
こ

れ
が

、
啓

発
の

ス
タ

ー
ト

に
な

っ
た

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
る

>

玉
川

 
地

域
包

括
<
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
の

講
座

を
、

地
域

に
根

差
し

た
銀

行
で

っ
て

い
う

こ
と

で
、

す
ご

く
積

極
的

に
地

域
に

出
て

く
だ

さ
る

銀
行

さ
ん

が
あ

り
ま

し
て

。
そ

こ
で

や
っ

ぱ
り

、
ち

ょ
っ

と
心

配
な

方
だ

っ
た

り
と

か
、

お
金

を
た

く
さ

ん
お

ろ
し

に
来

ち
ゃ

っ
て

い
る

け
ど

、
大

丈
夫

な
の

だ
ろ

う
か

と
か

、
そ

う
い

う
よ

う
な

と
こ

ろ
で

の
情

報
交

換
を

。
本

来
な

ら
個

人
情

報
が

あ
る

か
ら

と
か

っ
て

い
う

こ
と

で
、

な
か

な
か

銀
行

さ
ん

難
し

い
部

分
が

あ
る

の
で

す
け

れ
ど

も
、

で
き

る
範

囲
で

の
連

携
と

い
う

こ
と

で
>

<
１

日
４

回
お

ん
な

じ
場

所
を

歩
く

人
も

珍
し

い
と

は
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
も

。
や

っ
ぱ

り
こ

う
し

て
地

域
の

中
で

見
守

っ
て

、
ほ

ん
と

さ
り

げ
な

い
見

守
り

。
そ

の
お

ば
あ

さ
ん

が
、

な
ん

か
気

持
ち

よ
く

歩
い

て
る

も
ん

で
。

も
し

な
ん

か
あ

っ
た

と
き

に
は

連
絡

い
た

だ
け

れ
ば

、
通

常
の

と
き

は
に

こ
や

か
に

挨
拶

す
る

な
り

、
「

お
は

よ
う

」
っ

て
言

っ
た

ら
、

お
は

よ
う

っ
て

感
じ

で
、

お
声

か
け

て
い

た
だ

け
れ

ば
構

い
ま

せ
ん

よ
な

ん
て

話
を

し
た

ら
ば

、
ほ

ん
と

に
皆

さ
ん

、
気

持
ち

よ
く

見
て

て
い

た
だ

き
ま

し
た

>

<
相

談
検

診
で

あ
っ

た
り

と
か

、
家

族
会

が
そ

の
あ

と
で

き
て

い
っ

た
り

と
か

。
あ

と
、

小
学

校
と

か
、

中
学

校
向

け
に

、
絵

本
教

室
を

や
っ

た
り

>

<
認

知
症

の
方

で
、

お
一

人
で

の
方

で
と

い
う

こ
と

で
、

こ
ち

ら
と

の
情

報
交

換
を

し
て

い
る

と
、

ま
た

ち
ょ

っ
と

来
て

い
る

ん
だ

け
れ

ど
も

、
こ

の
ま

ま
手

続
き

進
め

て
い

い
の

か
ど

う
か

っ
て

こ
と

で
。

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

と
一

緒
に

行
く

日
が

こ
の

日
に

な
っ

て
い

る
か

ら
、

「
ち

ょ
っ

と
今

日
じ

ゃ
な

く
て

、
こ

の
日

み
た

い
で

す
よ

」
っ

て
伝

え
て

ほ
し

い
と

か
っ

て
い

う
こ

と
の

情
報

交
換

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
て

。
そ

こ
は

、
銀

行
さ

ん
と

の
取

り
組

み
は

、
今

、
う

ま
く

い
っ

て
い

る
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

と
か

>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

地
域

包
括

<
市

民
み

ん
な

が
情

報
を

寄
せ

て
く

れ
る

環
境

を
ど

う
し

て
つ

く
れ

ば
い

い
の

か
な

っ
て

い
っ

た
中

で
は

、
メ

ー
ル

登
録

し
て

も
ら

え
る

形
を

、
今

し
て

い
ま

し
て

。
広

報
無

線
を

、
メ

ー
ル

配
信

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
る

も
の

で
す

か
ら

。
こ

れ
を

、
介

護
保

険
の

事
業

所
の

皆
さ

ん
に

、
ぜ

ひ
登

録
し

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
呼

び
か

け
を

し
ま

し
て

。
こ

れ
が

、
「

こ
ち

ら
は

、
広

報
富

士
宮

で
す

」
と

。
「

本
日

、
何

時
ぐ

ら
い

に
ど

こ
ど

こ
町

の
何

歳
ぐ

ら
い

の
お

ば
あ

さ
ん

が
、

こ
ん

な
服

を
着

て
い

る
お

ば
あ

さ
ん

が
、

ち
ょ

っ
と

今
、

行
方

不
明

で
す

」
っ

て
、

「
今

、
探

し
て

ま
す

」
っ

て
い

う
情

報
を

、
広

報
無

線
で

流
れ

る
ん

で
す

け
ど

。
あ

と
、

メ
ー

ル
配

信
が

、
今

、
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

の
で

、
そ

れ
を

ほ
ん

と
に

皆
さ

ん
ぜ

ひ
登

録
し

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
投

げ
か

け
を

、
い

ろ
ん

な
と

こ
ろ

で
、

お
願

い
を

し
て

い
ま

し
て

>

<
模

擬
訓

練
の

一
番

よ
か

っ
た

意
味

は
、

徘
徊

者
が

行
方

不
明

に
な

っ
た

と
き

に
、

捜
索

す
る

う
ん

ぬ
ん

と
か

い
う

よ
り

も
、

認
知

症
の

こ
と

を
理

解
し

て
い

た
だ

い
た

と
い

う
、

そ
っ

ち
の

ほ
う

が
本

当
に

重
要

だ
っ

た
の

か
な

と
思

っ
て

い
ま

す
>

<
商

店
街

の
と

こ
ろ

も
、

日
々

の
と

こ
ろ

で
、

認
知

症
の

こ
と

と
い

う
よ

り
は

、
い

ろ
い

ろ
な

お
祭

り
の

と
こ

ろ
だ

っ
た

り
と

か
、

社
協

さ
ん

だ
っ

た
り

、
民

生
委

員
さ

ん
だ

っ
た

り
と

か
の

、
地

域
の

い
ろ

い
ろ

な
イ

ベ
ン

ト
に

、
私

た
ち

も
積

極
的

に
参

加
し

て
一

緒
に

出
さ

せ
て

も
ら

っ
て

い
る

中
で

、
商

店
街

さ
ん

の
お

顔
が

わ
か

る
よ

う
に

な
っ

て
く

る
と

こ
ろ

で
、

や
は

り
相

談
が

、
こ

ん
な

人
が

来
て

い
て

と
か

っ
て

い
う

相
談

が
、

や
は

り
入

る
よ

う
に

な
る

っ
て

い
う

こ
と

が
あ

る
の

で
>

<
広

報
無

線
は

、
み

ん
な

聞
い

て
は

い
る

ん
で

す
け

ど
。

１
回

聞
い

た
だ

け
の

情
報

だ
と

わ
か

ん
な

く
な

っ
ち

ゃ
う

の
で

、
ぜ

ひ
文

字
で

も
読

ん
で

も
ら

い
た

い
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

、
介

護
保

険
の

事
業

所
と

か
、

民
生

委
員

さ
ん

と
か

、
あ

と
は

見
守

り
安

心
事

業
、

新
聞

屋
さ

ん
と

か
っ

て
い

う
と

こ
で

お
願

い
し

て
る

と
こ

ろ
も

あ
る

の
で

、
そ

う
い

う
方

々
に

も
、

登
録

し
て

も
ら

っ
て

ほ
し

い
よ

っ
て

い
う

よ
う

な
投

げ
か

け
を

し
た

り
っ

て
い

う
形

で
や

っ
た

り
>

<
い

ろ
ん

な
事

業
の

中
で

、
「

徘
徊

イ
コ

ー
ル

じ
ゃ

な
い

」
と

言
い

つ
つ

も
、

徘
徊

し
て

る
と

、
す

ぐ
発

見
し

な
き

ゃ
と

か
、

見
つ

け
て

、
お

う
ち

に
届

け
て

、
も

う
迷

子
に

な
ら

ん
の

と
こ

に
見

張
っ

て
な

い
と

と
い

う
ふ

う
に

な
ら

な
い

よ
う

に
は

し
て

い
か

な
い

と
い

け
な

い
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
う

>

<
東

玉
川

の
ほ

う
の

お
米

屋
さ

ん
と

か
ね

。
そ

う
い

う
方

は
、

や
は

り
訪

問
し

て
い

る
の

で
、

い
ろ

い
ろ

配
達

し
て

。
そ

の
中

で
や

っ
ぱ

り
、

「
あ

れ
？

」
っ

て
い

う
こ

と
を

連
絡

し
て

き
て

く
だ

さ
っ

た
り

と
か

>

<
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
と

一
緒

に
考

え
た

の
が

、
徘

徊
っ

て
い

う
か

、
お

散
歩

に
行

っ
ち

ゃ
う

よ
う

な
認

知
症

の
方

を
持

っ
た

と
き

に
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

と
し

て
で

き
る

こ
と

っ
て

な
ん

だ
ろ

う
っ

て
い

っ
た

と
き

に
、

そ
の

方
が

な
ん

で
そ

こ
に

徘
徊

っ
て

い
う

か
、

見
に

行
っ

ち
ゃ

う
っ

て
い

う
か

、
出

ち
ゃ

う
の

か
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
の

部
分

を
、

自
分

の
中

で
ち

ゃ
ん

と
ア

セ
ス

メ
ン

ト
で

き
る

視
点

を
、

ち
ゃ

ん
と

持
っ

と
か

な
い

と
い

け
な

い
よ

ね
っ

て
い

っ
た

と
こ

ろ
を

１
個

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

に
ま

と
め

て
み

て
>

<
元

々
の

基
盤

が
あ

る
の

で
、

私
た

ち
も

そ
こ

で
支

え
て

い
た

だ
い

て
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
。

地
域

の
基

盤
、

連
携

と
い

い
ま

す
か

、
い

ろ
い

ろ
な

取
り

組
み

が
な

ん
に

も
な

い
と

こ
ろ

も
。

あ
ま

り
取

り
組

み
が

な
い

と
こ

ろ
っ

て
い

う
の

は
、

そ
れ

を
つ

く
る

と
こ

ろ
か

ら
し

て
い

か
な

き
ゃ

い
け

な
か

っ
た

り
、

町
会

が
た

く
さ

ん
あ

っ
た

り
す

る
と

、
今

度
は

そ
れ

全
部

を
私

た
ち

も
回

っ
て

い
か

な
き

ゃ
い

け
な

い
と

い
う

と
こ

ろ
で

。
や

は
り

連
携

が
う

ま
く

い
っ

て
い

る
地

域
と

、
な

か
な

か
そ

こ
に

ま
だ

入
り

込
む

の
が

難
し

い
、

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

も
あ

る
よ

う
に

は
聞

い
て

ま
す

け
れ

ど
も

>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

地
域

包
括

<
地

域
の

中
で

、
も

し
展

開
を

し
て

い
き

た
い

よ
っ

て
い

っ
た

と
き

に
は

、
こ

う
い

う
見

守
り

の
マ

ッ
プ

の
様

式
を

ち
ょ

っ
と

つ
く

っ
て

、
こ

う
い

う
形

で
地

域
で

一
緒

に
、

包
括

と
一

緒
に

、
お

願
い

を
し

て
い

く
こ

と
も

で
き

る
よ

っ
て

い
う

こ
と

だ
っ

た
り

と
か

>

<
サ

ポ
ー

タ
ー

講
座

は
、

そ
う

で
す

ね
。

結
構

、
主

要
な

と
こ

ろ
は

ほ
と

ん
ど

や
っ

て
い

て
。

や
っ

ぱ
り

ち
ょ

っ
と

今
課

題
っ

て
な

っ
て

る
の

は
、

学
校

と
か

、
P
T
A
と

か
、

も
う

少
し

層
の

下
の

方
、

年
齢

層
の

下
の

方
に

ど
う

や
っ

て
や

っ
て

こ
う

か
っ

て
と

こ
の

取
り

組
み

が
課

題
で

は
あ

る
ん

だ
け

ど
、

な
か

な
か

取
り

組
み

き
れ

て
な

い
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
あ

る
ん

で
す

が
>

<
医

療
連

携
が

、
や

っ
ぱ

り
で

き
な

い
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

な
か

な
か

難
し

く
て

>
<
今

す
ご

い
こ

の
地

域
、

パ
ワ

フ
ル

な
方

が
多

く
て

、
い

ろ
い

ろ
な

民
生

委
員

さ
ん

と
か

、
先

ほ
ど

の
ふ

れ
あ

い
ル

ー
ム

だ
っ

た
り

と
か

、
町

会
の

動
き

っ
て

い
う

の
が

、
す

ご
い

活
発

な
ん

で
す

け
ど

も
。

や
っ

ぱ
り

今
の

層
の

人
た

ち
の

下
の

代
に

つ
な

げ
て

い
く

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
こ

れ
か

ら
の

地
域

の
課

題
で

も
あ

っ
て

、
我

々
も

次
の

人
材

を
発

掘
し

て
、

育
て

て
く

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
今

の
課

題
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
>

<
と

り
あ

え
ず

ア
リ

セ
プ

ト
飲

ん
で

れ
ば

、
ど

う
に

か
な

る
っ

て
い

う
問

題
じ

ゃ
な

く
て

、
ア

リ
セ

プ
ト

飲
ま

せ
る

に
も

、
家

族
も

誰
も

い
な

い
中

で
、

ど
う

飲
ま

せ
れ

ば
い

い
の

だ
っ

た
り

と
か

。
も

う
そ

ん
な

状
況

じ
ゃ

な
く

て
、

も
う

お
う

ち
の

中
が

こ
ん

な
状

況
に

な
っ

ち
ゃ

っ
て

る
中

で
、

次
の

在
宅

に
ど

こ
ま

で
や

っ
ぱ

り
、

ど
う

い
う

支
え

が
あ

る
ん

だ
ろ

う
か

っ
て

い
う

の
を

一
緒

に
、

や
っ

ぱ
り

考
え

て
も

ら
え

た
ら

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

>

<
と

に
か

く
、

顔
が

見
え

る
よ

う
な

形
で

、
私

た
ち

は
地

域
の

活
動

に
ど

ん
ど

ん
ど

ん
ど

ん
積

極
的

に
出

て
い

き
ま

し
ょ

う
っ

て
い

う
こ

と
。

認
知

症
だ

け
じ

ゃ
な

く
て

、
本

当
に

高
齢

の
方

と
の

支
援

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

。
結

構
、

体
操

の
講

座
だ

っ
た

り
と

か
も

、
自

主
的

な
地

域
の

活
動

が
と

て
も

多
い

地
域

な
ん

で
す

よ
ね

。
そ

こ
に

私
た

ち
も

顔
を

出
し

て
、

お
手

伝
い

で
き

る
こ

と
は

ち
ょ

っ
と

お
手

伝
い

し
た

り
と

か
っ

て
い

う
こ

と
で

>

<
本

当
は

寄
り

添
っ

て
も

ら
え

る
お

医
者

さ
ん

と
、

連
携

を
と

っ
て

い
き

た
い

な
っ

て
。

だ
か

ら
、

じ
ゃ

あ
、

第
２

の
解

決
。

な
ん

か
こ

れ
が

駄
目

な
ら

こ
う

い
う

の
も

あ
る

よ
っ

て
い

う
の

を
一

緒
に

、
な

ん
か

地
域

の
生

活
の

中
の

、
そ

の
状

況
を

や
っ

ぱ
り

一
緒

に
考

え
て

く
れ

る
お

医
者

さ
ん

が
い

る
と

助
か

る
な

っ
て

い
う

の
は

思
う

ん
で

す
け

ど
、

な
か

な
か

そ
の

お
医

者
さ

ん
が

>

<
ふ

れ
あ

い
ル

ー
ム

の
運

営
協

議
会

、
月

１
回

あ
る

と
こ

ろ
に

出
て

く
と

か
、

地
区

社
協

の
と

こ
ろ

に
出

て
い

く
っ

て
い

う
と

、
大

体
、

民
生

委
員

さ
ん

、
町

会
の

理
事

も
と

か
、

一
人

二
役

、
三

役
や

っ
て

た
り

と
か

、
あ

と
地

区
社

協
の

会
に

行
く

と
、

商
店

街
の

方
も

入
っ

て
た

り
と

か
、

お
祭

り
の

話
し

合
い

を
す

る
の

に
、

本
当

に
地

域
の

主
要

な
メ

ン
バ

ー
が

集
ま

る
ん

で
す

ね
>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

地
域

包
括

<
や

っ
ぱ

り
薬

だ
け

じ
ゃ

な
い

っ
て

い
う

か
、

若
年

性
の

認
知

症
の

方
だ

っ
て

、
な

ん
か

こ
う

い
う

こ
と

考
え

て
、

生
活

し
て

い
る

ん
だ

よ
。

や
っ

ぱ
薬

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、

そ
の

方
の

生
活

実
態

っ
て

い
う

の
を

見
て

い
た

だ
く

中
で

、
い

ろ
ん

な
生

活
支

援
を

一
緒

に
考

え
て

も
ら

い
た

い
っ

て
い

う
形

で
す

ね
っ

て
>

<
私

た
ち

が
、

そ
れ

を
主

催
し

て
集

め
る

っ
て

い
う

と
、

ま
た

一
つ

会
議

が
増

え
ち

ゃ
う

と
、

地
域

の
方

と
し

て
は

負
担

に
な

っ
て

し
ま

う
の

で
。

や
は

り
今

、
見

守
り

の
会

議
も

そ
う

な
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

、
会

議
の

あ
と

に
ち

ょ
っ

と
時

間
を

も
ら

う
と

か
っ

て
い

う
方

法
じ

ゃ
な

い
と

、
な

か
な

か
難

し
い

よ
ね

っ
て

い
う

話
は

、
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
の

ほ
う

で
も

、
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

の
ほ

う
で

も
、

話
し

合
い

し
て

い
る

>

<
世

田
谷

区
の

ほ
う

は
、

実
績

と
か

で
、

そ
う

い
う

会
を

一
回

や
り

ま
し

た
っ

て
い

う
ほ

う
が

、
望

ん
で

る
の

か
も

し
れ

な
い

で
す

け
ど

。
地

域
の

方
に

し
て

み
る

と
、

そ
う

い
う

の
が

一
つ

増
え

る
と

、
ま

た
負

担
だ

し
。

地
域

の
方

、
高

齢
の

方
だ

け
じ

ゃ
な

く
て

、
午

前
中

、
子

育
て

の
ほ

う
を

や
っ

て
き

ま
し

た
と

か
、

子
ど

も
の

ほ
う

も
や

っ
て

た
り

と
か

、
本

当
に

全
部

を
見

て
ま

す
の

で
、

そ
う

な
っ

て
く

る
と

、
な

か
な

か
こ

れ
以

上
負

担
を

か
け

た
く

な
い

っ
て

い
う

思
い

は
あ

る
の

で
。

地
域

ぐ
る

み
で

支
え

て
い

く
っ

て
い

う
こ

と
に

つ
い

て
は

、
私

た
ち

が
顔

を
売

っ
て

い
く

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

一
番

で
、

何
か

あ
っ

た
と

き
に

は
、

す
ぐ

に
動

き
ま

す
よ

っ
て

い
う

姿
勢

で
す

か
ね

>

社
協

富
士

宮
 
社

協
<
実

は
自

分
た

ち
の

地
域

の
中

で
、

こ
ん

な
こ

と
が

起
き

て
る

っ
て

い
う

話
を

た
く

さ
ん

出
し

て
っ

た
ん

で
す

よ
。

そ
の

中
で

、
地

域
の

人
た

ち
か

ら
、

自
分

た
ち

も
頑

張
る

け
ど

、
じ

ゃ
あ

、
行

政
や

関
係

機
関

は
、

ど
う

自
分

た
ち

を
サ

ポ
ー

ト
し

て
く

れ
る

ん
だ

と
。

社
会

福
祉

協
議

会
の

立
場

で
、

私
は

ず
っ

と
住

民
の

人
た

ち
と

、
い

ろ
ん

な
問

題
を

協
議

す
る

中
に

入
り

込
ん

で
い

た
ん

で
す

け
ど

、
そ

う
い

う
姿

が
見

え
な

い
と

>

大
牟

田
 
社

協
<
大

牟
田

ほ
ど

地
域

に
対

し
て

認
知

症
の

講
座

を
し

て
る

と
こ

ろ
は

、
そ

う
な

い
と

思
い

ま
す

ね
。

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
で

、
も

ち
ろ

ん
徘

徊
模

擬
訓

練
を

す
る

前
に

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

を
必

ず
し

て
ま

す
の

で
。

そ
う

い
う

意
味

で
は

、
他

の
自

治
体

に
比

べ
る

と
地

域
の

中
で

認
知

症
の

話
は

、
結

構
や

っ
て

る
。

こ
れ

ま
で

ど
お

り
、

や
っ

ぱ
り

そ
の

周
知

・
啓

発
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

の
か

な
と

思
い

ま
す

ね
>

玉
川

 
社

協
<
地

域
で

支
え

る
と

い
う

の
が

、
結

構
、

言
わ

れ
て

い
る

ん
で

す
が

。
な

か
な

か
具

体
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

で
動

け
て

い
る

部
分

っ
て

い
う

の
は

、
ま

だ
そ

ん
な

に
多

く
な

い
の

か
な

っ
て

>

－ 208 －



 
6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

社
協

<
一

つ
の

ケ
ー

ス
の

中
に

、
新

聞
が

か
な

り
た

ま
っ

て
た

よ
と

い
う

情
報

が
、

近
隣

の
人

か
ら

あ
り

ま
し

て
。

実
際

、
ど

う
い

う
家

に
住

ん
で

い
て

、
そ

の
新

聞
が

た
ま

っ
て

た
状

況
は

、
ど

ん
な

ポ
ス

ト
に

入
っ

て
た

か
っ

て
い

う
の

も
、

実
際

に
現

場
に

行
っ

た
ん

で
す

よ
。

そ
し

た
ら

や
は

り
、

こ
れ

は
た

ま
っ

て
た

ら
わ

か
る

よ
な

っ
て

い
う

こ
と

で
、

新
聞

配
達

を
す

る
人

が
、

こ
れ

は
た

く
さ

ん
こ

ん
な

た
ま

っ
て

る
状

況
が

お
か

し
い

っ
て

い
う

こ
と

に
気

づ
か

な
い

の
は

、
変

じ
ゃ

な
い

か
と

い
う

こ
と

を
投

げ
か

け
さ

せ
て

も
ら

っ
て

。
じ

ゃ
あ

、
市

内
の

新
聞

店
と

市
が

ち
ょ

っ
と

協
定

を
結

ん
で

、
早

期
発

見
の

対
応

を
し

て
こ

う
じ

ゃ
な

い
か

と
い

う
こ

と
を

。
そ

れ
で

、
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
の

養
成

講
座

を
、

新
聞

店
で

や
っ

て
も

ら
っ

た
り

と
か

>

<
重

度
に

な
っ

て
く

る
と

地
域

で
支

え
る

の
も

非
常

に
厳

し
く

な
っ

て
い

き
ま

す
し

、
も

ち
ろ

ん
小

規
模

多
機

能
と

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
は

、
認

知
症

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
さ

ん
を

配
置

を
し

て
ま

す
の

で
、

ほ
か

の
自

治
体

に
比

べ
る

と
認

知
症

の
人

に
対

し
て

の
尊

厳
っ

て
い

う
の

は
、

ほ
か

の
自

治
体

に
比

べ
る

と
強

い
と

思
い

ま
す

>

<
郵

便
物

が
た

ま
っ

ち
ゃ

っ
て

る
と

か
、

い
つ

も
買

い
物

し
て

る
人

が
来

な
い

よ
と

か
っ

て
い

う
部

分
は

、
地

区
包

括
さ

ん
も

含
め

て
、

ア
プ

ロ
ー

チ
し

て
い

る
面

が
あ

る
か

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
地

域
の

人
と

話
し

て
て

、
「

ち
ょ

っ
と

心
配

な
人

が
い

る
」

っ
て

い
う

よ
う

な
話

は
、

聞
い

た
り

す
る

こ
と

も
あ

る
ん

で
す

が
。

近
隣

に
住

ん
で

る
ん

で
、

そ
の

方
を

知
っ

て
い

る
と

い
う

状
況

あ
る

か
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

実
際

に
何

か
ア

プ
ロ

ー
チ

的
に

見
守

っ
て

る
か

と
い

う
と

、
明

確
に

こ
れ

っ
て

い
う

の
は

な
い

の
か

な
っ

て
い

う
の

が
、

状
況

と
し

て
思

う
>

<
や

っ
ぱ

り
実

例
を

発
し

な
い

と
、

な
ん

か
客

観
的

な
、

ど
こ

か
に

あ
る

事
例

を
投

げ
か

け
て

も
、

な
か

な
か

理
解

を
示

し
て

く
れ

な
い

ん
で

す
よ

ね
。

実
際

に
や

っ
ぱ

り
起

き
て

い
る

事
例

を
あ

げ
て

く
っ

て
い

う
こ

と
が

、
す

ご
く

効
果

が
あ

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

い
う

ふ
う

に
は

思
い

ま
す

>

<
認

知
症

で
あ

っ
て

も
、

心
は

や
っ

ぱ
り

生
き

て
る

ん
だ

と
い

う
ふ

う
な

意
味

合
い

で
、

対
応

の
仕

方
か

ら
な

ん
か

ら
。

結
構

虐
待

と
か

、
施

設
の

方
で

も
、

虐
待

と
か

い
う

ふ
う

な
起

き
る

中
で

、
大

牟
田

の
場

合
は

、
そ

の
辺

は
非

常
に

認
知

症
の

勉
強

と
か

、
認

知
症

に
対

す
る

人
の

接
し

方
と

か
い

う
の

も
、

結
構

職
員

が
勉

強
し

て
ま

す
の

で
>

<
そ

の
方

が
、

物
忘

れ
と

か
心

配
だ

っ
て

い
う

面
が

目
立

っ
て

見
え

て
く

る
と

、
近

隣
の

方
も

や
っ

ぱ
り

そ
れ

に
気

付
い

て
。

そ
れ

な
り

と
い

う
か

、
ち

ょ
っ

と
遠

く
離

れ
て

見
守

っ
て

い
る

と
い

う
よ

う
な

面
は

、
あ

る
か

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
う

ち
の

ほ
う

が
、

近
隣

の
方

々
と

、
何

か
タ

ッ
グ

を
組

ん
で

、
具

体
的

に
ア

プ
ロ

ー
チ

し
て

る
っ

て
い

う
よ

う
な

と
こ

ろ
ま

で
は

、
ま

だ
ち

ょ
っ

と
い

っ
て

な
い

で
す

か
ね

>

<
徘

徊
者

が
出

た
り

す
る

と
き

に
、

結
構

、
高

校
生

が
見

つ
け

て
く

れ
た

り
と

か
。

も
ち

ろ
ん

、
そ

れ
は

、
認

知
症

の
絵

本
教

室
と

か
で

学
ん

で
る

か
ら

。
専

門
職

と
か

、
我

々
事

業
所

の
職

員
じ

ゃ
な

く
て

、
地

域
住

民
が

結
構

探
し

て
く

れ
る

、
通

報
し

て
く

れ
る

、
メ

ー
ル

と
か

に
で

す
ね

>

<
制

度
的

に
何

か
つ

く
る

と
か

、
引

っ
ぱ

っ
て

く
る

の
は

、
な

か
な

か
難

し
か

っ
た

り
、

地
域

の
方

も
そ

れ
に

乗
っ

か
る

と
い

う
と

、
ま

た
ハ

ー
ド

ル
が

上
が

っ
た

り
す

る
と

思
う

ん
で

。
や

っ
ぱ

り
日

常
の

ご
自

身
の

生
活

の
中

、
営

み
な

が
ら

、
そ

う
い

う
地

域
で

認
知

症
の

方
と

か
、

お
１

人
暮

ら
し

で
困

っ
て

る
方

と
か

出
た

と
き

に
、

見
守

れ
る

よ
う

な
と

こ
ろ

の
意

識
づ

く
り

と
い

う
か

、
地

域
づ

く
り

と
い

う
の

が
、

進
め

ら
れ

れ
ば

い
い

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
る

ん
で

す
が

>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

社
協

<
そ

こ
は

、
ほ

か
の

自
治

体
と

違
う

と
こ

ろ
。

ち
ょ

っ
と

こ
の

人
は

お
か

し
い

な
、

こ
の

暑
い

中
、

長
靴

を
は

い
て

国
道

を
歩

い
て

い
か

れ
て

る
っ

て
い

わ
れ

て
も

、
ほ

か
の

自
治

体
は

、
変

な
人

だ
な

と
見

過
ご

し
て

い
る

か
も

し
れ

な
い

け
ど

、
我

々
の

地
域

の
人

だ
っ

た
ら

、
や

っ
ぱ

り
声

を
か

け
て

く
れ

る
>

<
都

会
で

人
口

も
多

い
、

世
代

も
多

世
代

に
渡

る
中

で
、

現
実

的
に

、
こ

れ
を

や
っ

て
け

ば
い

い
ん

だ
っ

て
い

う
方

策
っ

て
い

う
の

は
、

何
や

る
に

し
て

も
、

見
え

て
な

い
っ

て
い

う
の

が
、

正
直

な
と

こ
ろ

で
。

あ
る

程
度

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

な
い

と
、

啓
発

と
い

っ
て

て
も

、
な

か
な

か
進

ま
な

い
面

も
あ

る
の

か
な

と
考

え
た

り
。

か
と

い
っ

て
、

ど
ん

な
シ

ス
テ

ム
を

、
じ

ゃ
あ

、
つ

く
れ

ば
い

い
し

、
そ

れ
に

乗
っ

か
っ

て
く

れ
る

人
が

ど
れ

だ
け

い
る

か
っ

て
い

う
の

も
、

正
直

、
な

か
な

か
難

し
い

の
で

>

<
声

の
か

け
方

一
つ

も
、

違
う

ん
で

す
ね

。
見

て
「

今
、

何
時

頃
で

す
か

ね
」

と
か

言
っ

た
り

す
る

と
、

普
通

や
っ

た
ら

時
間

が
わ

か
り

ま
す

よ
ね

。
「

ち
ょ

っ
と

時
計

を
持

っ
て

な
い

ん
で

す
け

ど
、

今
、

何
時

で
す

か
ね

」
と

か
言

わ
れ

て
も

、
認

知
症

の
人

だ
っ

た
ら

、
も

う
時

間
も

わ
か

ら
な

い
。

こ
の

辺
は

、
ち

ょ
っ

と
お

か
し

い
な

と
思

っ
た

場
合

は
、

ひ
ょ

っ
と

す
る

と
徘

徊
さ

れ
て

い
る

か
も

し
れ

な
い

。
そ

う
し

た
ら

、
携

帯
と

か
に

徘
徊

情
報

が
入

っ
て

き
ま

す
。

そ
う

い
う

ふ
う

な
の

は
、

結
構

交
番

に
届

け
た

り
と

か
、

通
報

が
あ

っ
た

り
と

か
し

ま
す

ね
。

包
括

に
電

話
が

あ
っ

た
り

と
か

>

<
地

域
の

方
々

に
と

っ
て

も
メ

リ
ッ

ト
が

な
い

と
、

な
か

な
か

飛
び

つ
き

に
く

い
と

い
う

部
分

は
あ

る
か

と
思

う
の

で
。

認
知

症
と

か
、

誰
に

と
っ

て
も

の
話

で
は

あ
る

ん
で

す
け

ど
、

や
は

り
ま

だ
先

の
話

っ
て

い
う

こ
と

も
正

直
あ

る
か

と
思

う
の

で
。

こ
の

辺
で

す
ぐ

に
自

分
た

ち
が

何
か

し
な

き
ゃ

と
い

う
の

は
、

災
害

と
か

、
そ

う
い

う
ほ

う
が

、
ま

だ
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
は

、
大

震
災

以
降

、
少

し
意

識
と

い
う

の
は

あ
る

の
か

な
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

や
っ

ぱ
り

地
域

の
い

ろ
ん

な
困

っ
て

る
方

々
を

支
え

て
い

く
と

い
う

部
分

で
は

、
な

か
な

か
浸

透
さ

せ
て

い
く

と
い

う
の

は
、

難
し

い
面

が
ま

だ
ま

だ
課

題
で

あ
り

。
方

策
も

、
ち

ょ
っ

と
考

え
て

も
、

な
か

な
か

と
い

う
の

が
あ

っ
て

>

<
年

に
１

回
必

ず
徘

徊
模

擬
訓

練
を

や
り

ま
す

か
ら

ね
。

や
っ

ぱ
り

民
生

委
員

さ
ん

と
か

、
校

区
社

協
も

、
公

民
館

関
係

、
自

分
た

ち
の

も
の

と
し

て
考

え
て

く
れ

て
い

ま
す

の
で

、
そ

の
辺

は
模

擬
訓

練
を

せ
ん

と
い

か
ん

と
。

要
す

る
に

、
火

災
訓

練
と

か
、

防
災

訓
練

の
と

き
と

同
じ

よ
う

な
形

で
模

擬
訓

練
を

せ
に

ゃ
い

か
ん

と
い

う
よ

う
な

意
識

は
、

持
っ

て
お

り
ま

す
ね

>

<
地

区
包

括
さ

ん
と

組
ん

で
、

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

の
講

座
を

包
括

さ
ん

の
ほ

う
で

組
み

込
ん

で
、

や
っ

て
も

ら
う

ケ
ー

ス
も

、
１

つ
か

２
つ

は
あ

る
ん

で
す

が
。

ほ
か

で
ち

ょ
っ

と
ア

プ
ロ

ー
チ

し
た

ほ
う

が
い

い
。

学
校

さ
ん

の
ほ

う
で

、
ま

だ
認

知
症

の
ほ

う
は

早
い

と
い

う
よ

う
な

話
も

あ
っ

た
り

と
か

>

自
治

会
富

士
宮

 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

<
ケ

ア
会

議
を

や
っ

た
と

き
に

、
こ

ん
な

意
見

が
出

て
き

た
ん

で
す

よ
。

認
知

症
の

お
母

さ
ん

が
い

な
く

な
っ

た
も

ん
で

探
し

回
っ

た
ら

、
小

学
生

が
、

ち
ょ

っ
と

ふ
う

た
い

の
変

わ
っ

た
お

ば
さ

ん
が

、
さ

っ
き

こ
っ

ち
歩

い
て

た
と

か
。

い
わ

ゆ
る

小
学

生
の

情
報

も
必

要
な

ん
で

す
よ

ね
>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
基

本
的

に
は

、
地

域
の

中
に

認
知

症
に

対
す

る
理

解
者

を
広

め
て

い
く

っ
て

い
う

の
が

、
こ

れ
は

絶
対

こ
れ

だ
ろ

う
と

。
地

域
で

支
え

て
い

く
に

は
、

理
解

し
な

け
れ

ば
支

え
ら

れ
ま

せ
ん

の
で

ね
>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
昔

み
た

い
に

、
す

べ
て

が
町

会
の

人
た

ち
が

ね
、

町
会

が
み

ん
な

で
っ

て
い

う
と

、
町

会
に

入
ら

な
い

っ
て

い
う

方
が

、
結

構
多

い
わ

け
で

す
し

。
そ

ん
な

の
勝

手
に

そ
ち

ら
が

や
っ

て
る

こ
と

で
し

ょ
う

っ
て

い
う

と
こ

ろ
も

、
そ

う
い

う
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
わ

け
で

す
の

で
>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

自
治

会
<
小

学
生

３
年

生
ぐ

ら
い

以
上

に
な

っ
て

く
る

と
、

も
う

そ
う

い
う

福
祉

の
話

を
し

た
ほ

う
が

い
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
。

ま
さ

に
こ

れ
が

、
福

祉
教

育
じ

ゃ
な

い
の

か
な

。
自

然
発

生
的

に
ち

ょ
っ

と
お

か
し

い
よ

う
な

お
ば

ち
ゃ

ん
と

か
、

お
じ

ち
ゃ

ん
が

い
た

ら
、

な
ん

か
気

に
か

け
て

て
く

れ
て

。
そ

う
い

う
と

こ
ろ

へ
、

も
し

、
な

ん
か

放
送

が
あ

っ
た

り
な

ん
か

し
た

ら
、

「
さ

っ
き

見
た

よ
」

と
か

、
お

母
さ

ん
に

言
う

と
か

、
お

父
さ

ん
に

言
う

と
か

。
そ

の
う

ち
の

お
じ

い
ち

ゃ
ん

に
言

っ
て

、
な

ん
か

連
絡

で
き

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

>

<
勉

強
会

を
し

て
、

認
知

症
っ

て
こ

う
い

う
病

気
な

ん
だ

よ
、

こ
う

い
う

こ
と

を
す

れ
ば

、
非

常
に

恐
怖

感
を

与
え

る
こ

と
に

つ
な

が
り

ま
す

よ
と

か
と

い
う

よ
う

な
こ

と
を

勉
強

し
て

。
そ

れ
を

住
民

が
や

っ
ぱ

り
理

解
し

て
く

れ
る

>

<
だ

か
ら

、
地

域
ぐ

る
み

っ
て

い
っ

て
も

、
な

か
な

か
難

し
い

な
と

い
う

と
こ

ろ
で

す
け

ど
。

こ
の

地
域

は
、

そ
れ

で
も

町
会

の
入

会
率

も
多

い
で

す
し

、
町

会
で

み
ん

な
で

地
域

の
人

守
り

ま
し

ょ
う

ね
っ

て
い

う
機

運
が

、
私

た
ち

は
、

こ
の

地
域

は
あ

る
も

ん
で

す
か

ら
。

絶
え

ず
そ

れ
は

、
多

少
よ

そ
よ

り
か

は
発

信
し

て
る

か
な

っ
て

、
私

は
思

っ
て

ま
す

け
ど

>

<
そ

う
す

る
と

、
ほ

ん
と

に
い

ろ
ん

な
と

こ
ろ

、
子

ど
も

の
目

か
ら

も
で

き
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
。

そ
れ

で
、

早
く

見
つ

か
っ

た
わ

け
で

す
よ

ね
。

そ
う

い
う

こ
と

も
、

ケ
ア

会
議

や
る

と
い

ろ
い

ろ
出

て
く

る
わ

け
で

す
よ

。
い

わ
ゆ

る
小

学
生

が
、

結
構

、
教

え
て

く
た

よ
と

か
>

<
い

ろ
ん

な
訓

練
も

や
り

ま
す

け
れ

ど
も

、
こ

れ
は

地
域

の
や

は
り

課
題

に
合

っ
た

訓
練

で
な

け
れ

ば
生

き
て

こ
な

い
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
。

こ
う

あ
る

べ
き

だ
と

い
う

こ
と

を
並

べ
て

も
、

こ
れ

は
自

分
の

地
域

に
そ

ぐ
わ

な
い

こ
と

で
あ

っ
た

と
す

れ
ば

、
そ

れ
は

住
民

の
た

め
に

は
、

あ
ま

り
な

っ
て

な
い

>

<
町

会
の

話
で

す
と

。
月

に
１

回
、

理
事

会
が

あ
る

ん
で

す
。

そ
の

と
き

に
、

必
ず

終
わ

り
に

、
理

事
会

の
議

題
終

わ
っ

た
あ

と
に

要
援

護
者

の
委

員
会

っ
て

い
う

の
を

必
ず

、
た

と
え

1
0
分

で
も

し
ま

す
の

で
。

そ
こ

で
変

化
が

あ
っ

た
、

グ
ル

ー
プ

分
け

し
て

る
ん

で
す

ね
。

だ
か

ら
、

た
と

え
ば

、
一

丁
目

を
３

つ
に

分
け

、
二

丁
目

も
３

つ
、

三
丁

目
も

３
つ

に
分

け
て

の
グ

ル
ー

プ
分

け
で

集
ま

っ
て

、
理

事
会

も
席

座
っ

て
い

た
だ

い
て

、
そ

こ
で

な
ん

か
変

化
が

あ
っ

た
か

ど
う

か
、

そ
こ

で
情

報
交

換
し

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
こ

と
、

必
ず

い
た

し
ま

す
の

で
。

な
ん

か
が

入
っ

て
き

た
ら

そ
こ

で
っ

て
い

う
よ

う
な

話
を

、
ち

ょ
っ

と
す

る
よ

う
に

し
て

お
り

ま
す

け
れ

ど
。

>

<
そ

う
す

る
と

、
や

っ
ぱ

り
中

学
生

と
小

学
生

連
携

す
る

の
大

事
じ

ゃ
な

い
。

そ
の

こ
と

か
ら

、
ち

ょ
っ

と
子

ど
も

か
ら

、
い

ろ
ん

な
３

世
代

交
流

と
か

も
。

司
会

を
全

部
中

学
生

に
や

ら
せ

た
ん

で
す

よ
、

今
年

。
だ

か
ら

、
す

ご
い

好
評

だ
っ

た
ん

で
す

よ
>

<
こ

う
い

う
町

に
住

み
た

い
と

い
う

町
の

像
、

住
み

た
い

像
を

ま
ず

目
標

を
つ

く
っ

て
。

そ
し

て
、

そ
れ

に
向

か
っ

て
や

っ
ぱ

り
努

力
し

よ
う

っ
て

い
う

こ
と

で
、

目
標

が
な

い
な

ら
努

力
の

し
よ

う
が

な
い

じ
ゃ

な
い

の
っ

て
い

う
こ

と
で

、
住

み
た

い
地

域
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

、
や

っ
て

い
る

わ
け

で
す

が
>

<
学

校
の

ほ
う

に
言

っ
た

ら
、

ぜ
ひ

、
使

っ
て

く
だ

さ
い

っ
て

こ
と

で
、

こ
れ

に
も

来
た

し
、

今
度

こ
れ

に
も

出
演

が
、

学
校

長
が

、
「

ぜ
ひ

、
出

さ
せ

て
く

だ
さ

い
。

こ
ん

な
に

い
い

勉
強

会
は

な
い

で
す

」
と

>

<
我

々
だ

か
ら

、
い

か
に

地
域

住
民

を
。

住
民

で
す

よ
ね

。
住

民
の

福
祉

教
育

で
す

よ
ね

。
で

き
れ

ば
、

コ
ラ

ボ
し

て
い

る
学

校
と

か
、

そ
う

い
う

人
た

ち
と

は
、

親
と

か
。

そ
れ

は
で

き
る

ん
だ

け
ど

>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

自
治

会
<
う

ち
の

ほ
う

か
ら

2
3
年

度
に

孤
独

死
が

２
つ

出
ち

ゃ
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
新

聞
が

い
っ

ぱ
い

た
ま

っ
て

。
こ

の
定

例
会

で
、

そ
れ

は
お

か
し

い
だ

ろ
う

。
配

達
員

は
、

自
分

の
お

客
さ

ん
の

状
況

を
知

ら
な

い
っ

て
。

１
週

間
も

取
ら

な
い

と
、

こ
ん

な
い

っ
ぱ

い
に

な
っ

ち
ゃ

う
ん

で
す

よ
。

こ
れ

を
ま

た
詰

め
込

も
う

と
い

う
心

理
が

お
か

し
い

。
こ

う
い

う
こ

と
で

市
長

ま
で

動
か

し
て

、
我

々
が

こ
こ

の
テ

ー
ブ

ル
で

議
論

が
市

長
ま

で
動

い
て

、
い

わ
ゆ

る
新

聞
配

達
員

の
教

育
に

始
ま

っ
て

、
郵

便
局

。
今

、
包

括
が

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
へ

と
、

お
う

ち
コ

ー
プ

で
あ

る
と

か
、

い
わ

ゆ
る

ヤ
ク

ル
ト

レ
デ

ィ
ー

ス
も

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
で

、
今

は
ね

っ
て

ま
す

よ
>

か
か

り
つ

け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
私

自
身

は
、

た
と

え
ば

、
講

演
の

依
頼

っ
て

い
う

の
が

多
い

の
が

、
マ

ッ
サ

ー
ジ

師
と

か
、

柔
道

整
復

師
だ

と
か

、
薬

剤
師

会
と

か
。

そ
う

い
っ

た
、

少
し

医
師

と
ち

ょ
っ

と
別

の
人

た
ち

が
、

講
演

依
頼

が
来

て
、

そ
の

人
た

ち
の

と
こ

ろ
へ

行
っ

て
、

い
ろ

ん
な

講
演

を
し

た
り

、
認

知
症

の
話

を
し

て
。

そ
れ

で
、

結
構

質
問

も
あ

る
し

、
講

演
の

人
た

ち
は

。
町

の
人

た
ち

の
ほ

う
が

、
医

師
よ

り
も

関
心

が
高

い
で

す
か

ね
。

そ
う

い
う

よ
う

な
感

じ
が

し
ま

す
よ

>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
家

族
の

会
と

か
、

本
人

の
会

の
存

在
っ

て
い

う
の

は
、

特
に

若
年

性
の

場
合

は
助

か
り

ま
す

。
そ

れ
と

あ
と

、
徘

徊
模

擬
訓

練
が

年
に

い
っ

ぺ
ん

な
ん

で
す

け
ど

、
す

ご
く

な
ん

か
、

地
域

の
方

を
認

知
症

に
目

を
向

け
る

役
に

立
っ

て
い

る
み

た
い

な
ん

で
す

>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
ま

だ
ま

だ
、

い
わ

ゆ
る

モ
デ

ル
と

な
っ

て
い

る
よ

う
な

地
域

の
と

こ
ろ

か
ら

す
る

と
、

玉
川

地
区

は
そ

う
い

う
の

は
未

熟
だ

と
い

う
ふ

う
に

思
う

し
、

自
分

た
ち

が
つ

く
っ

て
き

て
な

い
と

は
思

い
ま

す
。

た
と

え
ば

、
お

そ
ら

く
交

番
の

警
察

官
の

方
だ

っ
て

、
地

域
の

情
報

は
き

っ
と

何
か

し
ら

持
っ

て
る

と
思

い
ま

す
し

、
民

生
委

員
の

方
々

も
、

あ
ん

す
こ

の
方

々
も

持
っ

て
る

と
思

う
ん

で
す

が
、

そ
れ

を
ど

う
、

本
当

に
う

ま
く

共
有

し
て

い
く

か
っ

て
い

う
の

は
、

課
題

だ
と

思
い

ま
す

>

<
キ

ャ
ラ

バ
ン

・
メ

イ
ト

が
多

い
っ

て
い

う
と

こ
ろ

じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

す
ご

い
多

い
ん

で
し

ょ
う

、
富

士
宮

は
。

か
な

り
多

い
ん

で
。

そ
れ

で
、

キ
ャ

ラ
バ

ン
・

メ
イ

ト
が

、
私

が
、

も
う

５
～

６
回

や
っ

て
ま

す
か

ね
。

私
じ

ゃ
な

く
て

、
う

ち
の

グ
ル

ー
プ

が
キ

ャ
ラ

バ
ン

・
メ

イ
ト

と
し

て
、

町
へ

出
て

い
っ

て
、

公
民

館
で

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

で
集

ま
っ

て
や

る
の

を
か

な
り

や
っ

て
ま

す
>

<
徘

徊
模

擬
訓

練
の

前
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

校
区

で
認

知
症

の
学

習
会

を
し

て
い

る
ん

で
す

よ
。

そ
れ

が
や

っ
ぱ

り
、

最
初

の
早

い
段

階
で

の
気

づ
き

の
と

こ
に

も
つ

な
が

り
ま

す
し

。
た

と
え

ば
、

徘
徊

模
擬

訓
練

の
と

き
に

コ
ン

ビ
ニ

と
か

に
ず

っ
と

呼
び

か
け

を
し

て
い

る
ん

で
す

よ
。

そ
う

い
っ

た
こ

と
で

も
、

コ
ン

ビ
ニ

と
か

の
方

の
認

知
症

に
対

す
る

意
識

っ
て

い
う

の
が

、
変

わ
っ

て
き

て
い

る
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

<
誰

が
本

当
に

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
を

す
る

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
、

杓
子

定
規

で
考

え
な

い
っ

て
い

う
と

こ
で

す
か

ね
>

<
あ

と
は

も
う

、
こ

れ
は

大
牟

田
独

特
の

取
り

組
み

じ
ゃ

な
い

と
思

う
ん

で
す

け
ど

、
境

界
領

域
の

方
に

と
っ

て
、

サ
ロ

ン
っ

て
い

う
の

は
、

非
常

に
大

き
な

存
在

に
な

っ
て

い
ま

す
・

・
・

手
鎌

地
区

だ
け

で
十

何
か

所
か

っ
て

い
っ

て
ま

し
た

。
だ

か
ら

、
そ

う
い

っ
た

こ
と

が
、

す
ご

く
地

域
ぐ

る
み

で
支

え
て

い
く

っ
て

い
う

上
で

は
、

い
い

な
と

思
い

ま
す

>

<
た

ぶ
ん

そ
れ

の
キ

ー
と

な
る

の
は

、
ま

ず
場

所
と

し
て

の
、

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

と
、

そ
こ

の
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
の

場
を

活
用

し
て

集
ま

る
中

で
、

自
然

に
で

き
て

い
け

ば
、

き
っ

と
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

い
ま

す
>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

か
か

り
つ

け
医

<
あ

と
は

、
地

域
っ

て
い

う
こ

と
で

い
え

ば
、

や
っ

ぱ
民

生
委

員
さ

ん
の

意
欲

が
あ

る
か

な
い

か
で

、
ず

い
ぶ

ん
違

い
ま

す
。

民
生

委
員

さ
ん

が
変

わ
っ

た
途

端
に

、
ち

ょ
っ

と
ご

ち
ゃ

ご
ち

ゃ
に

な
っ

ち
ゃ

う
と

か
で

す
ね

。
見

守
り

が
全

然
で

き
な

く
な

っ
ち

ゃ
っ

た
と

か
>

<
最

初
、

従
来

や
っ

て
た

ト
ッ

プ
ダ

ウ
ン

の
形

で
、

何
か

を
決

め
て

、
そ

れ
を

み
ん

な
に

普
及

さ
せ

て
い

く
っ

て
い

う
よ

う
な

手
法

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

た
ん

で
す

が
、

難
し

い
。

そ
れ

は
ど

こ
が

ト
ッ

プ
に

な
ろ

う
と

難
し

い
。

な
の

で
、

逆
に

も
う

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

で
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
。

し
か

も
、

あ
ん

す
こ

も
十

何
個

あ
る

中
で

、
全

部
が

一
緒

に
じ

ゃ
な

く
て

、
で

き
る

と
こ

、
た

と
え

ば
、

も
う

、
奥

沢
の

あ
ん

す
こ

と
、

う
ち

と
で

や
っ

て
、

そ
こ

が
ケ

ア
会

議
に

せ
よ

、
形

が
で

き
て

き
た

と
。

そ
れ

真
似

し
て

や
っ

て
み

よ
う

っ
て

い
う

の
が

、
で

き
て

き
た

っ
て

。
そ

う
い

う
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
で

、
ど

ん
ど

ん
普

及
し

て
い

く
ほ

う
が

、
手

法
と

し
て

は
い

い
か

も
ね

、
と

い
う

よ
う

な
現

状
に

、
今

は
達

し
て

い
ま

す
>

<
介

護
の

職
員

と
地

域
の

距
離

が
、

ま
だ

ち
ょ

っ
と

遠
い

ん
で

す
よ

。
地

域
包

括
ケ

ア
っ

て
い

っ
て

る
け

れ
ど

も
、

実
は

介
護

の
専

門
職

・
医

療
職

と
地

域
と

の
距

離
が

、
ま

だ
ち

ょ
っ

と
遠

い
な

と
。

だ
か

ら
、

介
護

の
専

門
職

が
、

そ
う

い
っ

た
地

域
の

活
動

に
入

れ
る

よ
う

な
場

が
、

も
っ

と
た

く
さ

ん
あ

れ
ば

な
と

>

<
そ

う
い

う
中

で
、

誰
が

キ
ー

を
握

る
か

と
い

う
と

、
あ

ん
す

こ
の

人
と

医
師

会
の

ド
ク

タ
ー

が
一

つ
組

ん
で

、
そ

し
て

ま
た

、
ほ

か
の

職
種

を
引

っ
張

っ
て

く
る

っ
て

い
う

や
り

方
の

ほ
う

が
、

簡
便

か
な

と
は

思
い

ま
す

ね
>

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
私

は
隠

さ
な

い
で

、
地

域
の

人
た

ち
い

つ
も

お
世

話
に

な
る

の
で

、
と

り
あ

え
ず

全
員

に
話

さ
な

い
で

、
一

番
身

近
な

、
い

つ
も

親
し

い
近

所
の

人
た

ち
に

、
記

憶
の

部
分

が
ち

ょ
っ

と
弱

い
の

で
、

一
つ

の
こ

と
し

か
覚

え
ら

れ
な

い
の

で
、

な
ん

か
あ

っ
て

も
普

通
に

対
応

し
て

い
た

だ
け

ま
す

か
っ

て
こ

と
を

、
最

初
に

近
所

の
５

人
の

方
に

言
っ

て
、

過
ご

し
て

き
て

>

大
牟

田
 
家

族
<
こ

こ
は

徘
徊

ネ
ッ

ト
を

し
て

ま
す

か
ら

、
そ

れ
が

第
一

義
だ

と
は

思
い

ま
す

け
ど

。
私

も
ほ

と
ん

ど
会

が
あ

る
た

び
に

参
加

し
て

ま
す

け
れ

ど
、

結
局

参
加

さ
れ

る
方

は
同

じ
人

な
ん

で
す

よ
ね

>

玉
川

 
家

族
<
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
だ

け
で

や
る

の
は

と
て

も
難

し
い

で
す

か
ら

、
用

賀
と

瀬
田

と
二

子
玉

川
と

３
つ

の
地

域
が

連
携

し
て

、
社

会
福

祉
協

議
会

と
町

会
、

民
生

委
員

、
そ

れ
か

ら
、

ま
ち

街
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

、
そ

の
仲

間
と

で
運

営
委

員
会

を
つ

く
っ

て
ま

し
て

、
そ

こ
で

、
い

ろ
い

ろ
と

企
画

し
た

り
や

っ
て

ま
す

け
ど

も
、

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

で
も

も
う

少
し

認
知

症
に

関
し

て
の

取
り

組
み

を
や

っ
て

い
け

ば
い

い
か

な
と

思
っ

て
ま

す
>

<
そ

れ
か

ら
、

自
分

た
ち

が
班

長
な

る
っ

て
こ

と
で

、
今

度
は

皆
さ

ん
の

前
で

。
班

長
は

や
り

ま
す

け
ど

、
認

知
症

で
記

憶
の

部
分

が
、

み
ん

な
よ

り
も

よ
く

な
い

の
で

、
２

つ
あ

っ
て

も
１

つ
し

か
覚

え
ら

れ
な

い
の

で
、

そ
れ

で
も

よ
け

れ
ば

、
み

ん
な

と
一

緒
に

班
長

や
ら

せ
て

も
ら

っ
て

、
で

き
な

い
部

分
を

み
ん

な
で

助
け

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
こ

と
を

、
近

所
の

人
た

ち
に

言
っ

た
お

か
げ

で
、

挨
拶

は
普

通
に

し
て

く
れ

て
、

お
話

も
で

き
る

>

<
徘

徊
ネ

ッ
ト

の
こ

と
で

も
、

ほ
か

の
こ

と
に

は
熱

心
な

方
で

も
、

「
そ

ん
な

の
、

そ
う

い
う

こ
と

な
の

」
と

い
う

奥
さ

ん
た

ち
が

何
人

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
す

よ
。

「
そ

ん
な

の
に

は
行

か
な

い
わ

」
と

か
、

親
御

さ
ん

が
認

知
的

な
こ

と
が

あ
っ

て
は

る
と

は
思

う
ん

で
す

け
ど

ね
。

関
心

が
な

い
と

い
う

か
、

避
け

よ
う

と
し

て
お

ら
れ

る
か

。
だ

か
ら

、
今

は
間

に
合

わ
な

い
け

ど
、

や
っ

ぱ
り

学
校

教
育

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

う
ん

で
す

よ
、

最
終

的
に

は
>

<
い

か
に

行
政

と
、

そ
れ

か
ら

地
域

包
括

と
社

会
福

祉
協

議
会

と
、

家
族

会
が

一
つ

に
な

っ
て

っ
て

い
う

の
が

理
想

的
で

す
け

ど
も

、
な

か
な

か
難

し
い

と
こ

ろ
か

な
と

、
人

集
め

を
伸

び
悩

ん
で

る
の

も
そ

こ
か

な
と

>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

家
族

<
歯

医
者

さ
ん

だ
け

は
一

人
で

行
っ

て
た

の
で

、
歯

医
者

さ
ん

の
先

生
は

わ
か

っ
て

て
く

れ
て

、
新

た
に

看
護

婦
さ

ん
、

新
し

く
な

っ
て

も
「

主
人

認
知

症
な

の
で

、
一

人
で

行
き

ま
す

け
ど

、
電

話
で

頼
み

ま
す

」
と

言
っ

て
助

か
り

ま
し

た
。

次
の

予
約

も
う

ち
へ

電
話

く
れ

た
の

で
、

そ
れ

は
助

か
っ

て
、

周
り

の
人

た
ち

は
対

応
し

て
く

れ
て

>

<
今

は
間

に
合

わ
な

い
か

も
し

れ
な

い
け

れ
ど

、
こ

こ
で

あ
れ

ば
米

生
中

と
か

、
駛

馬
の

小
学

校
と

か
が

、
や

っ
ぱ

り
一

緒
に

徘
徊

訓
練

。
そ

れ
か

ら
、

高
専

、
大

学
生

も
一

緒
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
訓

練
に

関
わ

っ
て

る
わ

け
で

す
よ

。
そ

う
い

う
若

い
人

た
ち

を
取

り
こ

ま
な

い
と

、
本

当
の

家
族

の
年

代
っ

て
い

う
の

は
、

来
る

時
間

も
な

い
し

、
き

っ
か

け
も

な
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

>

<
や

は
り

、
す

ぐ
ぱ

っ
と

は
来

れ
な

い
、

抱
え

て
る

人
だ

か
ら

、
な

か
な

か
来

れ
な

い
っ

て
い

う
こ

と
で

す
よ

ね
。

一
番

き
て

ほ
し

い
人

に
来

て
も

ら
え

な
い

っ
て

い
う

と
こ

ろ
も

あ
り

ま
す

し
、

１
度

き
て

し
ま

う
と

、
家

族
会

の
大

切
さ

っ
て

の
を

わ
か

り
ま

す
け

ど
も

、
そ

う
い

っ
た

つ
な

が
り

が
、

な
か

な
か

難
し

い
か

な
っ

て
思

っ
て

ま
す

>

<
な

ん
か

班
の

集
ま

り
の

と
き

に
、

認
知

症
の

勉
強

し
ま

し
ょ

う
み

た
い

な
感

じ
で

、
ち

ょ
っ

と
だ

け
、

話
す

だ
け

で
も

違
う

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

を
今

、
み

ん
な

が
や

っ
て

く
れ

て
る

ん
で

、
わ

ざ
わ

ざ
話

す
と

私
た

ち
も

出
に

く
く

な
っ

ち
ゃ

う
ん

で
>

<
最

終
的

に
た

ど
り

つ
い

た
の

は
、

学
校

に
出

前
教

育
を

し
よ

う
と

い
う

こ
と

で
。

一
般

の
高

校
、

中
学

校
の

校
長

先
生

を
巻

き
込

ん
で

、
O
B
の

方
を

巻
き

込
ん

で
や

っ
た

ら
、

学
校

の
先

生
方

が
、

「
こ

の
制

度
っ

て
、

こ
ん

な
に

大
事

な
も

の
っ

て
知

ら
な

か
っ

た
」

と
、

ま
ず

お
っ

し
ゃ

る
。

や
っ

ぱ
り

こ
の

認
知

症
自

体
の

取
り

組
み

が
理

解
さ

れ
れ

ば
、

こ
れ

は
、

や
っ

ぱ
り

人
間

教
育

に
つ

な
が

る
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
。

そ
う

い
う

中
で

の
思

い
や

り
と

か
、

助
け

合
い

と
か

、
そ

う
い

う
の

が
、

中
学

生
ぐ

ら
い

か
ら

、
小

学
生

に
は

ち
ょ

っ
と

早
い

か
も

し
れ

な
い

な
と

は
思

い
ま

す
け

ど
>
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7
.
医
療
・
介
護
・
地

域
の

連
携 富

士
宮

市
大
牟
田
市

世
田
谷
区
 
玉
川

富
士

宮
 
行

政
<
地

域
の

中
で

、
役

割
を

組
み

立
て

ら
れ

る
よ

う
な

プ
ロ

セ
ス

を
通

じ
て

、
役

割
を

精
査

し
て

い
く

動
き

を
市

町
村

レ
ベ

ル
で

つ
く

り
上

げ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

っ
て

思
っ

て
ま

す
。

そ
れ

が
あ

っ
て

、
初

め
て

切
れ

目
な

い
。

そ
れ

が
、

ケ
ア

パ
ス

づ
く

り
な

の
か

も
し

れ
な

い
>

大
牟

田
 
行

政
<
医

療
、

介
護

、
地

域
、

そ
れ

ぞ
れ

の
人

た
ち

が
、

連
携

す
る

と
い

う
か

、
そ

れ
ぞ

れ
の

存
在

を
認

識
し

な
い

と
い

け
な

い
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
。

こ
こ

の
医

療
機

関
は

、
こ

う
い

う
思

い
で

い
る

理
事

長
と

院
長

先
生

が
い

て
と

か
、

ス
タ

ッ
フ

が
こ

う
い

う
人

が
い

て
と

か
っ

て
い

う
、

そ
こ

を
認

め
る

と
か

、
気

づ
か

な
い

限
り

は
、

な
か

な
か

次
に

連
携

と
い

う
の

も
な

い
と

思
っ

て
い

て
>

玉
川

 
行

政
<
医

療
介

護
連

携
や

ろ
う

と
思

う
と

、
一

番
の

ネ
ッ

ク
は

時
間

だ
な

と
、

私
は

思
っ

て
い

て
。

介
護

ス
タ

ッ
フ

の
人

た
ち

は
、

日
中

、
連

携
連

絡
と

い
う

の
は

時
間

が
担

保
さ

れ
る

ん
で

す
ね

。
業

務
時

間
内

で
っ

て
い

う
の

が
あ

る
ん

で
。

 
だ

け
ど

、
薬

剤
師

さ
ん

も
そ

う
で

す
し

、
医

療
系

の
職

場
の

方
た

ち
の

事
業

所
と

か
関

係
団

体
と

い
う

の
は

、
ほ

ん
と

に
日

中
は

連
絡

が
つ

き
に

く
い

。
>

<
ま

ず
は

実
態

を
把

握
す

る
、

市
町

村
が

。
そ

れ
ぞ

れ
の

個
別

事
例

か
ら

、
し

っ
か

り
全

体
の

そ
れ

ぞ
れ

の
団

体
の

役
割

を
確

認
し

て
い

く
。

そ
れ

を
、

み
ん

な
で

共
有

し
て

い
く

。
そ

れ
を

、
事

業
計

画
に

反
映

さ
せ

て
、

長
期

と
短

期
で

見
て

い
く

。
こ

れ
を

、
絶

対
や

ら
な

い
と

>

<
徘

徊
模

擬
訓

練
の

実
行

委
員

会
の

中
に

、
医

療
機

関
が

入
っ

て
く

る
。

介
護

施
設

が
入

っ
て

き
て

、
そ

こ
で

。
地

域
の

人
が

、
介

護
と

か
、

医
療

の
こ

と
を

認
め

る
の

っ
て

い
う

の
は

、
や

っ
ぱ

り
自

分
た

ち
の

地
域

の
た

め
に

ど
ん

だ
け

し
て

く
れ

る
の

か
っ

て
い

う
、

そ
こ

が
な

い
と

認
め

な
い

ん
で

す
よ

。
そ

う
じ

ゃ
な

い
と

、
あ

く
ま

で
も

、
た

だ
単

に
困

っ
た

と
き

に
行

く
場

所
、

病
気

に
な

っ
た

と
き

に
行

く
場

所
で

し
か

な
い

か
ら

、
連

携
に

は
な

ら
な

い
で

す
ね

。
な

の
で

、
実

行
委

員
会

の
中

で
協

働
作

業
す

る
と

い
う

の
が

、
一

つ
の

、
こ

の
３

者
が

連
携

す
る

と
い

う
意

味
で

は
、

有
効

な
取

り
組

み
か

な
と

>

<
医

師
会

の
方

で
も

考
え

て
く

だ
さ

っ
て

、
「

ケ
ア

マ
ネ

タ
イ

ム
」

と
い

う
仕

組
み

を
世

田
谷

の
場

合
は

作
っ

て
く

だ
さ

っ
て

る
ん

で
す

。
医

療
介

護
連

携
の

方
で

。
そ

れ
ぞ

れ
の

先
生

た
ち

が
リ

ス
ト

化
し

て
あ

っ
て

、
「

A
先

生
は

何
時

か
ら

何
時

に
電

話
と

か
フ

ァ
ッ

ク
ス

く
れ

れ
ば

、
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
か

ら
の

質
問

と
か

相
談

と
か

対
応

す
る

」
と

か
、

仕
組

み
を

作
っ

て
く

だ
さ

っ
て

る
ん

で
、

そ
れ

は
非

常
に

あ
り

が
た

い
ん

で
す

け
ど

、
顔

の
見

え
る

関
係

を
作

ろ
う

と
思

っ
て

、
み

ん
な

で
集

ま
っ

て
話

し
合

い
し

よ
う

と
か

っ
て

い
う

と
、

夜
じ

ゃ
な

い
と

不
可

能
な

>

<
介

護
保

険
制

度
と

特
定

健
診

で
、

要
は

保
健

領
域

が
分

断
さ

れ
ち

ゃ
っ

て
い

て
。

だ
か

ら
、

富
士

宮
独

自
と

し
て

、
要

は
、

市
民

の
健

康
と

い
う

観
点

か
ら

、
認

知
症

の
方

の
健

康
対

策
も

含
め

て
、

も
う

一
回

、
健

康
部

門
に

位
置

づ
け

て
。

そ
こ

の
保

健
師

を
、

こ
の

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

に
参

加
さ

せ
て

、
地

域
に

出
向

か
せ

る
の

か
。

そ
れ

は
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

の
動

き
に

も
、

関
連

す
る

と
思

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

。
そ

こ
の

と
こ

ろ
の

仕
組

み
を

、
庁

内
体

制
で

つ
く

れ
る

か
ど

う
か

と
い

う
の

が
、

大
事

>

<
医

療
機

関
が

、
そ

れ
を

持
っ

て
い

る
地

域
交

流
施

設
が

、
そ

れ
を

受
け

て
、

実
際

に
地

域
の

中
に

入
っ

て
い

く
こ

と
で

。
最

初
は

、
地

域
の

人
た

ち
も

、
「

な
ん

で
、

民
間

の
医

療
機

関
の

た
め

だ
け

に
、

自
分

た
ち

が
便

宜
を

図
ら

な
き

ゃ
い

け
な

い
ん

だ
」

っ
て

言
っ

て
、

懐
疑

的
な

見
方

を
し

て
た

り
と

か
、

そ
う

い
う

意
見

も
出

た
ん

で
す

け
ど

。
そ

こ
に

、
や

っ
ぱ

だ
い

ぶ
行

政
側

も
一

緒
に

入
っ

て
き

て
、

「
こ

う
い

う
意

図
で

や
っ

て
る

ん
で

す
よ

」
と

い
う

説
明

を
し

な
が

ら
、

し
て

い
っ

て
>

<
こ

の
地

域
は

、
お

医
者

さ
ん

が
独

自
に

、
旗

を
あ

げ
て

勉
強

会
を

し
て

い
る

っ
て

い
う

の
が

、
奥

沢
地

区
に

一
つ

、
九

品
仏

地
域

に
一

つ
。

先
生

の
会

っ
て

い
う

の
が

あ
る

ん
で

す
よ

ね
>

行
政
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.
医
療
・
介
護
・
地

域
の

連
携

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
(
医

療
連

携
が

、
今

の
地

域
で

の
課

題
と

い
う

こ
と

で
す

か
ね

)
。

<
は

い
。

な
っ

て
き

ま
す

ね
っ

て
い

う
。

土
居

先
生

、
今

、
中

心
に

仕
掛

け
を

し
て

。
本

当
に

困
る

ん
で

す
け

ど
、

本
当

に
土

居
先

生
頼

み
の

と
こ

ろ
ば

か
り

で
、

今
い

ろ
ん

な
と

こ
ろ

が
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
認

知
症

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
い

う
の

が
、

た
し

か
に

連
携

と
い

う
意

味
で

は
す

ご
く

大
き

い
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
ま

す
>

玉
川

 
地

域
包

括
<
一

つ
は

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

と
医

療
訪

看
と

か
の

集
ま

り
。

も
う

一
つ

は
多

職
種

。
ち

ょ
っ

と
地

域
の

方
が

入
っ

て
な

い
ん

で
す

よ
ね

。
医

療
職

と
介

護
職

>

<
ほ

と
ん

ど
の

方
が

、
連

携
し

な
き

ゃ
と

い
う

意
識

は
持

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
す

よ
。

た
だ

、
そ

の
仕

方
が

わ
か

ら
な

い
と

か
、

ど
う

い
う

と
き

に
ど

う
活

用
し

て
い

っ
た

ら
い

い
か

が
わ

か
ら

な
い

と
い

う
の

が
、

あ
る

み
た

い
な

の
で

。
そ

う
い

っ
た

と
き

に
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

つ
な

が
っ

て
れ

ば
、

う
ま

く
い

く
と

い
う

場
合

も
あ

り
ま

す
け

ど
も

。
そ

こ
す

ら
ノ

ウ
ハ

ウ
を

持
っ

て
な

い
方

は
、

ず
っ

と
１

人
で

抱
え

込
ん

で
い

か
れ

る
と

い
う

の
が

あ
る

か
と

思
い

ま
す

ね
>

<
核

と
な

る
先

生
ら

が
独

自
で

や
っ

て
る

っ
て

い
う

感
じ

で
す

ね
。

玉
川

医
師

会
の

主
催

で
年

に
２

回
ぐ

ら
い

、
連

携
会

っ
て

い
う

の
を

や
っ

て
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

。
そ

こ
で

も
、

ち
ょ

っ
と

地
域

ケ
ア

会
議

っ
て

い
う

こ
と

で
、

玉
川

地
域

で
取

り
組

ん
だ

こ
と

を
、

ち
ょ

っ
と

紹
介

し
て

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
や

っ
た

り
と

か
し

て
。

そ
れ

も
、

医
師

会
と

歯
科

医
師

会
と

薬
剤

師
会

と
、

あ
と

は
訪

問
看

護
と

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

と
っ

て
い

う
よ

う
な

会
を

１
回

や
っ

て
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

そ
ん

な
会

を
し

た
り

と
か

っ
て

い
う

こ
と

が
、

会
議

体
で

の
連

携
っ

て
い

う
形

で
や

っ
て

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

>

<
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

と
い

う
の

が
あ

る
の

で
、

そ
こ

に
コ

ン
タ

ク
ト

す
る

も
の

を
、

自
分

が
持

っ
て

る
か

、
持

っ
て

な
い

か
で

す
よ

ね
>

<
研

究
会

で
す

ね
。

研
究

会
の

メ
ン

バ
ー

の
中

に
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
い

ま
す

の
で

。
あ

と
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
職

員
と

か
が

集
ま

っ
て

、
大

体
定

例
で

事
例

を
も

と
に

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

や
っ

て
、

い
ろ

ん
な

立
場

か
ら

の
助

言
と

か
を

し
て

、
援

助
方

針
と

か
を

一
緒

に
考

え
て

い
く

と
い

う
の

を
や

っ
て

る
>

<
大

き
い

研
修

会
と

か
を

開
い

て
も

、
な

か
な

か
進

ん
で

い
か

な
い

の
が

、
今

ま
で

の
実

感
か

な
と

思
う

の
で

。
実

際
、

医
療

と
介

護
の

連
携

の
中

、
意

見
交

換
会

み
た

い
な

こ
と

と
か

、
毎

年
し

て
る

ん
で

す
け

ど
も

。
話

し
合

い
の

中
で

、
い

ろ
い

ろ
お

話
が

で
き

て
も

、
実

際
の

仕
事

の
場

面
に

な
る

と
、

そ
う

は
い

か
な

い
と

い
う

の
が

あ
り

ま
す

の
で

。
一

番
有

効
と

い
う

か
、

力
を

入
れ

て
い

か
な

き
ゃ

い
け

な
い

と
思

っ
て

る
の

は
、

１
つ

の
事

例
>



 
7
.
医
療
・
介
護
・
地

域
の

連
携

地
域

包
括

<
実

際
、

自
分

が
関

わ
っ

て
る

事
例

に
登

場
し

て
る

方
た

ち
に

、
一

堂
に

集
ま

っ
て

い
た

だ
い

て
。

そ
こ

で
、

ど
う

す
る

か
と

い
う

の
を

経
験

し
て

い
た

だ
く

場
を

つ
く

っ
て

い
く

と
い

う
の

が
、

い
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
と

思
っ

て
。

そ
の

た
め

に
、

定
例

カ
ン

フ
ァ

と
か

を
活

用
し

て
い

た
だ

く
と

、
一

番
手

っ
取

り
早

く
い

く
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

社
協

富
士

宮
 
社

協
<
一

般
住

民
の

人
た

ち
を

交
え

た
地

域
ケ

ア
会

議
も

や
っ

て
る

ん
で

す
が

、
行

政
と

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
、

そ
の

ブ
ラ

ン
チ

の
ワ

ー
カ

ー
、

私
た

ち
社

会
福

祉
協

議
会

、
地

区
社

協
。

そ
う

い
う

メ
ン

バ
ー

で
、

定
期

的
に

連
携

会
議

を
３

年
ぐ

ら
い

や
っ

て
ま

し
て

>

大
牟

田
 
社

協
<
認

知
症

を
切

り
口

と
し

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

い
う

か
、

町
づ

く
り

と
い

う
意

味
で

は
、

医
療

と
介

護
と

地
域

が
う

ま
い

具
合

に
絡

み
合

っ
て

る
と

い
う

か
。

要
す

る
に

、
地

域
組

織
の

中
に

、
医

療
関

係
者

、
介

護
関

係
者

を
構

成
員

と
し

て
入

れ
て

い
る

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
は

、
連

携
は

取
れ

て
る

な
と

。
地

域
差

は
あ

る
ん

で
す

が
>

玉
川

 
社

協
<
医

療
と

の
連

携
に

関
し

て
は

、
私

た
ち

と
し

て
は

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
さ

ん
を

経
由

し
て

、
そ

こ
の

先
で

た
ぶ

ん
連

携
を

取
っ

て
い

た
だ

い
て

い
る

か
と

い
う

と
こ

ろ
で

。
私

た
ち

の
と

こ
ろ

で
は

、
協

議
会

と
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
さ

ん
で

あ
っ

た
り

、
他

の
機

関
と

の
連

携
と

い
う

と
こ

ろ
で

図
っ

て
い

る
と

い
う

と
こ

ろ
で

。
や

は
り

そ
の

際
に

は
、

う
ち

の
ほ

う
で

得
た

情
報

を
伝

え
る

と
い

う
と

こ
ろ

の
中

で
、

情
報

を
共

有
し

て
も

ら
う

と
い

う
と

こ
ろ

で
あ

っ
た

り
>

<
毎

月
、

そ
う

い
う

会
議

を
富

士
根

南
地

区
の

関
係

者
と

、
今

お
話

し
し

た
メ

ン
バ

ー
で

継
続

し
て

や
っ

て
ま

し
て

。
そ

の
中

で
個

別
の

ケ
ー

ス
の

問
題

で
す

と
か

、
あ

る
い

は
地

域
の

動
き

な
ん

か
を

情
報

発
信

し
て

も
ら

っ
た

り
、

そ
れ

ぞ
れ

が
考

え
て

い
る

方
向

性
を

示
し

て
、

そ
こ

を
ま

た
合

わ
せ

た
り

と
か

っ
て

い
う

作
業

を
、

定
期

的
に

も
た

せ
て

も
ら

っ
て

ま
す

。
あ

と
は

、
個

別
に

そ
の

会
議

を
開

く
前

段
の

調
整

な
ん

か
に

当
た

ら
せ

て
も

ら
っ

て
、

そ
の

会
議

で
あ

る
程

度
の

方
向

性
が

出
せ

る
よ

う
な

形
を

、
今

と
っ

て
る

の
で

>

<
ス

タ
ッ

フ
を

出
す

と
か

、
地

域
の

い
ろ

ん
な

話
し

合
い

に
、

自
分

た
ち

の
会

議
室

を
貸

す
と

か
。

介
護

、
養

護
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
と

、
小

規
模

多
機

能
に

は
、

地
域

交
流

施
設

を
併

設
し

て
く

だ
さ

い
っ

て
義

務
づ

け
て

ま
す

よ
ね

。
そ

こ
が

結
構

、
会

議
の

場
に

な
っ

た
り

と
か

し
ま

す
よ

ね
。

そ
こ

で
サ

ロ
ン

活
動

が
行

わ
れ

た
り

と
か

。
そ

こ
が

他
の

自
治

体
と

は
違

う
と

こ
ろ

で
し

ょ
う

ね
。

だ
か

ら
、

そ
こ

ら
辺

は
、

連
携

。
医

療
機

関
と

介
護

事
業

所
の

職
員

が
、

地
域

と
の

顔
見

知
り

と
か

に
変

わ
る

>

<
で

き
れ

ば
、

協
議

会
だ

け
で

な
く

っ
て

、
ご

心
配

な
面

が
あ

れ
ば

、
地

区
包

括
さ

ん
と

か
、

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
に

も
関

わ
っ

て
も

ら
い

た
い

。
ま

た
、

場
合

に
よ

っ
て

は
、

民
生

委
員

さ
ん

に
も

知
っ

と
い

て
も

ら
う

と
か

っ
て

い
う

ふ
う

に
あ

る
ん

で
す

が
。

個
人

情
報

の
問

題
を

、
勝

手
に

こ
ち

ら
か

ら
ど

ん
ど

ん
と

い
う

わ
け

に
も

い
か

な
い

の
で

、
そ

の
あ

た
り

は
。

基
本

は
、

ご
自

身
の

、
や

っ
ぱ

り
ご

意
思

を
確

認
し

な
が

ら
と

い
う

と
こ

ろ
で

。
緊

急
の

場
合

に
は

、
民

生
委

員
さ

ん
、

包
括

さ
ん

と
か

と
話

を
さ

せ
て

も
ら

う
場

合
は

あ
る

ん
で

す
が

>
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連
携

社
協

<
最

初
は

、
う

ち
の

社
協

と
包

括
だ

け
で

や
っ

て
た

ん
で

す
け

ど
、

そ
こ

に
現

場
の

情
報

を
持

っ
て

る
地

区
社

協
の

関
係

者
だ

と
か

。
一

生
懸

命
、

個
の

支
援

に
あ

た
っ

て
く

れ
て

い
る

福
祉

の
専

門
職

の
人

だ
と

か
。

そ
う

い
う

人
た

ち
も

、
や

っ
ぱ

り
同

じ
テ

ー
ブ

ル
で

、
同

じ
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

が
、

必
要

じ
ゃ

な
い

か
っ

て
い

う
こ

と
で

、
そ

こ
の

メ
ン

バ
ー

を
徐

々
に

広
げ

て
く

イ
メ

ー
ジ

で
、

今
、

進
め

て
る

ん
で

す
が

。
常

に
、

つ
な

が
っ

て
な

い
と

こ
ろ

を
つ

な
げ

て
く

っ
て

い
う

、
そ

ん
な

イ
メ

ー
ジ

で
や

っ
て

は
い

ま
す

>

<
地

域
と

施
設

を
橋

渡
し

を
す

る
人

で
し

ょ
う

ね
。

や
っ

ぱ
り

そ
れ

が
、

人
に

よ
っ

て
変

わ
っ

て
き

ま
す

け
ど

ね
。

も
の

す
ご

く
施

設
長

さ
ん

と
か

が
、

も
の

す
ご

く
地

域
に

理
解

が
あ

る
方

に
、

う
ち

の
職

場
使

っ
て

く
だ

さ
い

と
か

い
う

ふ
う

な
と

こ
ろ

は
い

い
ん

で
す

が
、

そ
こ

を
あ

ん
ま

り
理

解
が

な
い

人
だ

っ
た

ら
、

ま
た

、
そ

こ
は

動
か

ん
や

ろ
う

し
>

<
協

議
会

が
ケ

ー
ス

会
議

を
や

っ
ち

ゃ
い

け
な

い
と

い
う

こ
と

は
な

い
と

は
思

う
ん

で
す

が
。

私
た

ち
も

、
ち

ょ
っ

と
踏

み
切

れ
て

い
な

い
と

い
う

こ
と

が
あ

る
の

と
。

本
来

的
に

は
、

ケ
ー

ス
の

必
要

度
に

応
じ

て
は

、
私

た
ち

で
あ

っ
た

り
、

専
門

機
関

と
か

、
行

政
と

か
も

含
め

て
、

情
報

の
や

り
と

り
が

で
き

て
い

る
と

、
お

互
い

、
安

心
な

面
も

含
め

て
あ

る
か

な
と

思
い

ま
す

>

<
組

織
の

中
で

は
、

同
じ

話
が

で
き

る
担

当
者

で
は

話
が

つ
い

て
も

、
所

属
す

る
長

が
、

そ
こ

は
必

要
性

が
な

い
っ

て
い

う
こ

と
で

あ
れ

ば
、

そ
こ

は
つ

な
が

ら
な

い
ん

で
す

け
ど

。
担

当
間

で
は

、
い

ろ
い

ろ
日

常
的

な
業

務
の

中
で

連
携

を
取

る
。

そ
こ

を
実

績
を

報
告

し
て

も
ら

い
な

が
ら

、
そ

う
い

う
メ

ン
バ

ー
に

加
わ

っ
て

も
ら

う
。

そ
ん

な
形

が
い

い
の

か
な

っ
て

い
う

こ
と

で
、

と
に

か
く

、
そ

こ
の

連
携

が
途

切
れ

な
い

よ
う

に
は

、
心

が
け

て
>

<
個

別
の

流
れ

っ
て

い
う

の
は

、
電

話
等

で
の

や
り

と
り

で
あ

っ
た

り
と

か
。

あ
と

個
人

情
報

の
問

題
ど

こ
ま

で
触

れ
る

か
と

い
う

の
は

あ
る

か
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

私
た

ち
も

、
地

区
包

括
さ

ん
と

か
、

行
政

の
方

と
は

、
比

較
的

、
顔

も
知

れ
て

る
よ

う
な

関
係

が
あ

る
の

で
。

比
較

的
取

れ
て

い
る

か
な

と
い

う
と

こ
ろ

は
あ

る
ん

で
す

が
>

<
そ

の
前

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
所

属
す

る
長

の
許

可
と

い
う

か
、

ち
ゃ

ん
と

得
ら

れ
な

い
段

階
が

あ
っ

た
も

ん
で

す
か

ら
、

じ
ゃ

あ
、

裏
の

会
で

や
ろ

う
と

>

<
医

療
機

関
で

あ
っ

た
り

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
さ

ん
、

個
々

。
た

く
さ

ん
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
、

知
っ

て
る

方
は

、
も

ち
ろ

ん
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
す

け
ど

。
知

ら
な

い
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
と

い
う

よ
う

な
と

こ
ろ

の
中

で
、

ど
う

。
個

々
の

つ
な

が
り

も
、

も
ち

ろ
ん

必
要

か
と

は
思

う
ん

で
す

け
ど

。
や

は
り

個
々

人
と

い
う

よ
り

も
、

機
関

、
機

関
と

の
連

携
を

持
つ

と
い

う
こ

と
と

。
そ

れ
が

、
ま

た
や

っ
ぱ

り
輪

に
な

っ
て

、
全

体
と

し
て

つ
な

が
る

と
い

う
と

こ
ろ

が
、

ど
う

し
て

も
必

要
に

な
る

と
こ

ろ
で

>

自
治
会

富
士

宮
 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

<
た

と
え

ば
、

医
療

問
題

も
そ

う
で

す
し

、
た

と
え

ば
、

警
察

。
孤

独
死

の
関

係
な

ん
か

は
、

我
々

が
入

れ
な

い
も

ん
で

す
か

ら
警

察
が

介
入

す
る

と
か

。
あ

と
、

ゴ
ミ

屋
敷

問
題

な
ん

か
も

、
や

っ
ぱ

り
我

々
が

行
く

と
も

め
ち

ゃ
う

ん
で

す
よ

>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
人

情
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

中
に

、
と

に
か

く
、

去
年

で
き

た
施

設
も

あ
り

ま
す

け
れ

ど
も

、
施

設
の

方
は

全
部

事
務

局
の

ほ
う

に
入

っ
て

い
た

だ
く

っ
て

い
う

、
そ

う
い

う
申

し
合

わ
せ

を
し

て
お

り
ま

す
。

そ
う

す
る

と
、

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
に

結
局

入
所

さ
れ

て
い

る
方

は
、

通
所

は
別

で
す

け
ど

、
入

所
さ

れ
て

る
方

は
、

こ
こ

の
駛

馬
南

校
区

の
住

民
に

な
っ

て
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

の
で

、
そ

う
い

う
施

設
に

入
所

さ
れ

て
る

方
も

、
私

た
ち

の
校

区
の

住
民

だ
と

い
う

考
え

方
に

立
と

う
と

い
う

こ
と

>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
連

携
が

、
私

た
ち

こ
の

地
域

で
は

ど
う

に
か

い
っ

て
る

か
な

っ
て

。
と

に
か

く
、

こ
こ

の
あ

ん
す

こ
さ

ん
は

、
う

ま
く

本
当

に
よ

く
動

い
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

の
で

。
そ

れ
は

、
う

ま
く

い
っ

て
る

と
思

っ
て

ま
す

>

－ 218 －



 
7
.
医
療
・
介
護
・
地

域
の

連
携

自
治
会

<
と

こ
ろ

が
、

警
察

が
入

っ
て

き
た

り
す

る
と

、
地

域
型

の
。

い
わ

ゆ
る

交
番

の
人

と
か

、
そ

う
い

う
人

た
ち

、
や

っ
ぱ

り
う

ま
い

で
す

か
ら

ね
、

入
り

方
が

。
高

圧
的

じ
ゃ

な
い

で
す

か
ら

、
今

の
警

察
官

は
>

<
入

院
患

者
も

も
ち

ろ
ん

大
事

で
し

ょ
う

け
れ

ど
も

。
地

域
に

は
、

お
医

者
さ

ん
と

看
護

婦
さ

ん
が

ち
ょ

っ
と

走
っ

て
き

て
、

「
こ

こ
で

診
て

く
だ

さ
い

」
っ

て
い

う
よ

う
な

、
そ

う
い

う
の

も
厚

か
ま

し
く

お
願

い
し

て
ま

す
の

で
、

病
院

も
快

く
、

「
地

域
の

た
め

に
な

ら
、

や
り

ま
す

」
っ

て
言

っ
て

く
だ

さ
っ

て
る

か
ら

、
非

常
に

心
強

い
で

す
>

<
地

域
の

中
で

も
、

た
と

え
ば

、
み

ん
な

で
、

連
絡

は
来

ま
す

の
で

、
来

る
よ

う
に

な
っ

て
ま

す
の

で
、

そ
れ

が
非

常
に

、
こ

っ
ち

か
ら

こ
っ

ち
に

来
た

ら
、

こ
っ

ち
か

ら
こ

ち
ら

に
連

携
を

と
れ

る
よ

う
な

形
が

と
れ

て
ま

す
>

<
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
っ

て
い

う
の

を
年

４
回

や
る

ん
で

す
け

ど
。

そ
の

と
き

に
、

必
ず

市
の

そ
う

い
う

専
門

家
と

か
、

医
療

の
専

門
家

と
か

、
今

回
は

警
察

官
を

呼
ん

だ
ん

で
す

よ
、

生
活

安
全

課
の

>

<
な

ん
か

困
っ

た
こ

と
が

あ
っ

た
ら

、
ま

ち
づ

く
り

出
張

所
で

構
い

ま
せ

ん
っ

て
い

う
ん

で
す

。
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
で

も
構

い
ま

せ
ん

っ
て

い
う

。
と

り
あ

え
ず

、
そ

こ
の

高
齢

者
の

こ
と

に
関

し
て

は
、

そ
こ

に
ま

ず
自

分
の

行
き

た
い

、
行

け
れ

る
、

自
分

が
行

き
や

す
い

と
こ

ろ
に

、
ま

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
そ

こ
か

ら
、

ま
た

そ
こ

に
回

し
て

い
た

だ
け

ま
す

の
で

、
ま

ず
そ

れ
を

私
い

つ
も

言
う

ん
で

す
ね

>

<
い

わ
ゆ

る
高

齢
者

に
対

す
る

犯
罪

と
か

、
そ

う
い

う
の

か
ら

、
ま

ず
警

察
と

連
携

し
よ

う
か

な
。

だ
か

ら
、

徘
徊

な
ん

か
も

そ
う

で
す

よ
ね

。
ま

さ
に

警
察

と
地

域
、

住
民

が
連

携
し

て
一

緒
に

探
す

っ
て

い
う

こ
と

が
か

な
り

発
生

し
て

き
て

る
も

ん
で

、
警

察
と

連
携

を
と

ろ
う

か
な

と
>

<
心

配
事

が
あ

っ
た

ら
皆

さ
ん

た
と

え
ば

、
相

談
で

も
な

ん
で

も
、

私
た

ち
で

な
く

て
も

、
相

談
あ

る
ん

だ
っ

た
ら

、
区

報
が

い
つ

も
出

て
ま

す
。

区
報

っ
て

月
に

何
回

か
出

て
ま

す
。

あ
れ

で
区

の
サ

ー
ビ

ス
は

す
べ

て
載

っ
て

ま
す

か
ら

。
あ

れ
を

絶
え

ず
、

捨
て

な
い

で
、

あ
れ

持
っ

て
て

ね
っ

て
。

「
あ

そ
こ

に
全

部
載

っ
て

ま
す

よ
」

っ
て

言
っ

て
お

話
い

つ
も

す
る

ん
で

す
け

れ
ど

>

<
ま

だ
医

療
関

係
が

こ
れ

か
ら

で
す

か
ら

、
ど

う
い

う
ふ

う
に

な
る

の
か

わ
か

ら
な

い
で

す
け

ど
ね

。
や

っ
ぱ

り
難

し
い

の
は

、
家

族
の

説
得

で
す

よ
ね

>

<
そ

う
す

れ
ば

、
迷

う
こ

と
な

く
、

ま
ず

そ
こ

か
ら

足
が

か
り

で
、

そ
こ

か
ら

順
番

に
行

け
ば

い
い

こ
と

で
す

の
で

。
ど

こ
か

が
あ

れ
ば

い
い

と
思

っ
て

ま
す

の
で

、
自

分
の

か
け

や
す

い
す

い
と

こ
ろ

で
い

い
で

す
よ

、
行

き
や

す
い

と
こ

ろ
で

い
い

で
す

よ
っ

て
申

し
上

げ
る

ん
で

す
け

ど
>
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<
報

告
は

、
口

頭
だ

け
と

か
、

書
類

だ
け

な
も

ん
で

、
実

際
の

大
変

さ
が

わ
か

っ
て

な
い

か
ら

、
時

々
、

お
願

い
を

し
て

、
「

じ
ゃ

あ
、

一
緒

に
回

ら
し

て
」

。
ど

う
い

う
見

守
り

方
法

を
や

っ
て

る
か

っ
て

い
う

の
を

、
行

く
こ

と
に

し
て

る
ん

で
す

よ
。

・
・

・
そ

う
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

回
っ

て
る

人
た

ち
の

大
変

さ
を

知
ろ

う
と

か
。

見
守

ら
れ

て
る

人
た

ち
が

、
ど

う
い

う
印

象
で

見
守

り
に

つ
い

て
考

え
て

く
れ

て
る

の
か

。
受

け
取

っ
て

る
の

か
っ

て
い

う
こ

と
も

肌
で

わ
か

り
ま

す
。

聞
こ

え
て

き
ま

す
し

、
そ

う
い

う
こ

と
も

含
め

て
、

我
々

は
出

向
く

>

<
前

は
ス

ー
パ

ー
ま

で
お

買
い

も
の

行
け

た
ん

だ
け

れ
ど

も
、

今
い

け
な

く
て

、
電

話
で

お
願

い
し

て
、

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
で

も
な

ん
で

も
持

っ
て

き
て

い
た

だ
く

。
そ

こ
の

商
店

、
昔

か
ら

知
っ

て
る

の
で

、
安

心
な

ん
で

す
よ

ね
、

そ
の

方
を

見
る

と
。

な
ん

で
も

電
話

で
注

文
し

て
、

そ
の

と
こ

ろ
に

お
届

け
し

た
り

、
何

回
も

何
回

も
声

か
け

て
く

れ
る

、
や

っ
ぱ

り
気

を
使

っ
て

く
だ

さ
る

ん
で

す
ね

。
で

、
ち

ょ
っ

と
お

か
し

い
よ

と
。

ち
ょ

っ
と

の
ぞ

い
て

み
て

と
か

っ
て

い
う

、
そ

う
い

う
情

報
は

入
り

ま
す

ね
>

<
も

う
本

当
に

大
変

な
。

民
生

委
員

も
回

っ
て

る
と

こ
ろ

も
あ

る
ん

で
す

よ
ね

。
だ

か
ら

、
市

の
包

括
と

か
、

福
祉

企
画

課
な

ん
て

、
民

生
委

員
を

い
ろ

い
ろ

登
録

し
て

、
教

育
し

て
い

る
人

た
ち

に
も

常
々

言
う

ん
で

す
よ

、
私

ら
ね

。
民

生
の

や
っ

て
る

こ
と

、
あ

ん
た

た
ち

見
な

さ
い

よ
、

一
緒

に
行

っ
て

。
ど

ん
な

大
変

な
こ

と
や

っ
て

る
か

ら
っ

て
い

う
の

、
嫌

わ
れ

て
る

か
ら

と
か

。
民

生
委

員
だ

か
ら

っ
て

、
好

か
れ

て
る

ば
っ

か
り

じ
ゃ

な
い

ん
だ

よ
>

<
我

々
も

、
言

う
か

ら
に

は
、

自
分

た
ち

も
報

告
ば

っ
か

上
が

っ
て

る
こ

と
ば

っ
か

り
じ

ゃ
な

く
て

、
自

分
た

ち
で

見
て

く
る

。
そ

れ
を

勧
め

ま
す

>
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<
い

ろ
ん

な
事

例
は

、
本

当
に

大
変

な
こ

と
や

っ
て

る
ん

だ
な

っ
て

の
は

。
も

う
本

当
で

す
。

見
守

っ
て

っ
た

ら
、

も
う

糞
ま

み
れ

だ
と

か
。

畳
が

、
も

う
ト

イ
レ

行
か

な
い

か
ら

、
尿

の
に

お
い

で
う

ち
が

充
満

し
て

る
と

か
。

ド
ア

開
け

た
ら

、
近

所
の

人
が

徘
徊

し
て

た
も

ん
で

、
そ

の
う

ち
に

連
れ

て
っ

た
ら

、
部

屋
に

押
し

込
め

よ
う

と
し

た
ら

、
も

う
と

て
も

じ
ゃ

な
い

、
い

た
た

ま
れ

な
い

と
か

。
あ

れ
、

こ
ん

な
人

が
生

活
し

て
る

ん
だ

っ
て

い
う

よ
う

な
>

か
か
り

つ
け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
市

の
人

た
ち

が
、

引
っ

張
っ

て
く

れ
ま

し
た

。
今

は
こ

ち
ら

（
市

）
に

い
ら

っ
し

ゃ
る

人
た

ち
も

み
ん

な
非

常
に

熱
心

で
。

も
う

な
ん

で
も

手
伝

い
ま

す
よ

。
た

と
え

ば
、

こ
う

い
う

印
刷

物
と

か
や

っ
て

く
れ

て
。

や
っ

ぱ
り

市
を

あ
げ

て
や

っ
て

る
っ

て
い

う
の

が
、

一
番

で
し

ょ
う

か
ね

。
そ

れ
が

、
や

っ
ぱ

り
つ

な
が

り
ま

す
>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
何

か
の

行
事

を
立

ち
上

げ
て

、
そ

こ
で

協
働

作
業

を
す

る
っ

て
い

う
の

は
、

す
ご

く
い

い
な

と
思

い
ま

す
し

。
手

鎌
で

い
え

ば
、

徘
徊

模
擬

訓
練

と
、

あ
と

防
災

訓
練

っ
て

あ
る

ん
で

す
よ

。
そ

の
と

き
が

、
本

当
に

お
互

い
に

連
携

で
き

る
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
し

た
>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
月

並
み

な
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
支

え
る

側
の

人
た

ち
だ

け
で

集
ま

っ
て

て
も

し
ょ

う
が

な
く

て
、

最
終

的
に

は
そ

こ
の

中
に

、
実

際
に

当
事

者
の

患
者

さ
ん

で
あ

っ
た

り
、

患
者

さ
ん

の
ご

家
族

で
あ

っ
た

り
っ

て
い

う
の

が
、

常
に

何
か

の
形

で
関

わ
る

必
要

が
あ

る
っ

て
い

う
の

は
、

意
識

し
な

い
と

い
け

な
い

だ
ろ

う
な

っ
て

思
う

ん
で

す
ね

。
つ

い
つ

い
医

療
者

側
っ

て
い

う
の

は
、

や
っ

て
あ

げ
る

っ
て

い
う

立
場

で
立

つ
の

で
、

そ
う

す
る

と
本

末
転

倒
に

な
っ

ち
ゃ

う
っ

て
い

う
と

こ
ろ

は
あ

る
と

思
い

ま
す

>

<
そ

れ
で

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
た

ち
も

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

さ
れ

て
ま

す
よ

ね
。

だ
か

ら
、

か
な

り
レ

ベ
ル

の
高

い
人

た
ち

が
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
を

出
入

り
し

て
や

っ
て

る
人

た
ち

は
、

本
当

レ
ベ

ル
が

高
い

で
す

よ
ね

>

<
あ

と
、

地
域

の
人

た
ち

と
施

設
を

近
づ

け
る

手
段

と
し

て
、

実
は

サ
ロ

ン
的

な
も

の
が

、
結

構
役

に
立

っ
て

い
る

な
っ

て
気

が
す

る
と

き
も

あ
り

ま
す

。
手

鎌
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
あ

れ
ば

、
施

設
の

中
で

サ
ロ

ン
し

て
る

ん
で

す
よ

、
１

か
所

が
。

そ
れ

と
、

あ
と

は
た

と
え

ば
、

大
牟

田
で

い
ろ

い
ろ

整
備

し
て

る
地

域
交

流
拠

点
>

<
ま

ず
は

そ
れ

を
誰

が
つ

く
っ

て
い

く
っ

て
い

う
の

を
明

確
に

し
な

い
こ

と
に

は
、

い
つ

ま
で

も
も

や
も

や
し

た
ま

ま
な

の
で

、
僕

は
も

う
、

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

で
そ

れ
を

や
っ

て
い

き
ま

す
っ

て
い

う
の

を
、

き
ち

ん
と

行
政

も
明

示
し

て
や

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

そ
こ

に
医

師
会

も
一

緒
に

つ
く

っ
て

い
き

ま
す

っ
て

い
う

の
を

合
わ

せ
て

ア
ピ

ー
ル

す
る

っ
て

い
う

か
ね

。
そ

う
い

う
形

、
や

っ
ぱ

し
お

互
い

が
共

有
し

な
い

限
り

は
、

そ
れ

ぞ
れ

が
そ

れ
ぞ

れ
で

、
や

っ
て

る
っ

て
い

う
の

で
終

わ
っ

て
し

ま
っ

て
>
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か
か
り

つ
け
医

<
や

っ
ぱ

り
医

師
と

の
関

わ
り

が
。

医
師

の
ほ

う
が

少
な

い
ん

で
。

ま
だ

、
今

で
も

、
ケ

ア
マ

ネ
が

患
者

さ
ん

に
つ

い
て

い
く

と
怒

る
医

師
が

、
結

構
い

ま
す

か
ら

。
そ

の
辺

は
ち

ょ
っ

と
苦

労
で

す
よ

ね
>

<
強

い
て

地
域

の
連

携
っ

て
い

う
こ

と
で

い
え

ば
、

私
自

身
は

模
擬

訓
練

に
参

加
し

て
る

っ
て

の
は

あ
り

ま
す

。
そ

れ
と

、
月

い
っ

ぺ
ん

、
勝

手
に

名
前

つ
け

て
、

ア
ザ

レ
ア

茶
話

会
て

い
っ

て
、

医
療

の
話

じ
ゃ

な
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

い
ろ

ん
な

雑
談

。
医

療
の

話
に

な
る

こ
と

も
あ

る
し

、
肥

料
の

話
に

な
る

こ
と

も
あ

る
し

（
笑

）
。

雑
談

を
地

域
の

人
た

ち
と

や
っ

て
ま

す
>

<
そ

の
地

域
包

括
ケ

ア
の

玉
川

の
形

っ
て

い
う

の
は

、
こ

う
い

う
も

の
な

ん
で

す
よ

っ
て

い
う

の
を

、
た

ぶ
ん

、
い

ろ
い

ろ
協

議
を

し
な

が
ら

で
す

ね
。

事
前

に
医

師
会

、
行

政
っ

て
い

う
の

は
き

ち
ん

と
認

識
を

一
緒

に
し

て
、

ア
ピ

ー
ル

す
る

っ
て

い
う

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

>

<
通

い
開

業
医

っ
て

、
大

牟
田

多
い

ん
で

す
よ

。
そ

う
い

う
先

生
方

、
地

域
と

の
つ

な
が

り
が

失
わ

れ
て

き
て

る
側

面
も

あ
る

ん
で

す
よ

。
だ

か
ら

、
地

域
の

中
で

医
師

を
招

い
て

、
月

に
い

っ
ぺ

ん
ず

つ
で

も
い

い
か

ら
。

医
師

に
と

っ
て

は
負

担
に

な
る

か
も

し
れ

な
い

け
れ

ど
も

、
何

か
順

繰
り

に
、

そ
う

い
っ

た
雑

談
会

み
た

い
な

も
の

が
で

き
た

ら
な

と
は

思
う

ん
で

す
よ

>

<
そ

こ
で

集
ま

っ
て

、
私

が
関

わ
っ

て
る

の
が

、
１

時
間

ぐ
ら

い
で

、
前

１
時

間
で

体
操

を
し

て
、

１
時

間
で

雑
談

会
を

し
て

、
そ

の
あ

と
「

よ
ら

ん
カ

ー
」

っ
て

い
う

、
移

動
販

売
車

が
来

る
ん

で
す

よ
。

野
菜

と
か

、
雑

貨
と

か
を

売
り

に
き

て
。

こ
れ

は
、

も
う

そ
こ

に
参

加
し

て
る

人
た

ち
が

、
適

当
に

工
夫

し
て

・
・

・
そ

う
で

す
、

認
知

症
は

ほ
と

ん
ど

表
に

出
さ

な
い

け
れ

ど
も

>

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
信

頼
が

な
い

と
、

家
族

も
行

け
な

い
か

ら
。

常
に

そ
の

人
と

接
し

、
た

と
え

ば
包

括
の

人
、

行
っ

て
駄

目
で

も
、

ま
た

行
っ

て
っ

て
み

た
い

な
感

じ
で

、
信

頼
関

係
が

で
き

て
く

る
と

、
そ

の
人

も
自

分
た

ち
が

困
っ

て
る

こ
と

、
ど

ん
ど

ん
言

っ
て

く
れ

る
と

思
う

。
や

っ
ぱ

り
人

間
っ

て
、

信
頼

し
な

い
と

>

大
牟

田
 
家

族
<
や

っ
ぱ

り
ま

だ
、

認
知

症
の

こ
と

は
、

こ
れ

だ
け

取
り

上
げ

ら
れ

て
は

い
る

け
ど

、
ま

だ
、

病
気

と
は

頭
じ

ゃ
わ

か
っ

て
る

け
ど

、
心

で
は

、
や

っ
ぱ

り
う

ち
の

親
は

な
ら

な
い

>

玉
川

 
家

族
<
い

く
ら

行
政

な
り

、
周

り
の

地
域

な
り

、
い

ろ
い

ろ
と

言
っ

て
っ

て
も

、
一

番
や

は
り

心
に

家
族

の
方

に
響

く
周

知
の

仕
方

っ
て

の
は

、
模

索
中

な
ん

で
す

よ
ね

。
そ

こ
ま

で
浸

透
し

き
れ

て
い

な
い

っ
て

い
う

と
こ

ろ
は

、
や

は
り

周
知

が
足

り
な

い
の

か
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
な

の
か

な
っ

て
思

っ
て

ま
す

、
難

し
い

>
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7
.
医
療
・
介
護
・
地

域
の

連
携

家
族

<
た

と
え

ば
私

が
１

か
所

に
来

て
、

こ
の

病
気

に
対

し
て

、
い

ろ
ん

な
あ

る
か

ら
、

そ
こ

を
や

っ
て

く
れ

て
、

動
い

て
く

れ
る

と
い

い
な

っ
て

・
・

・
も

う
病

気
治

す
こ

と
が

精
一

杯
な

の
で

。
看

る
こ

と
が

精
一

杯
な

の
で

、
家

族
は

。
だ

か
ら

、
こ

の
人

に
頼

め
ば

、
い

ろ
ん

な
制

度
も

教
え

て
く

れ
た

り
、

い
ろ

ん
な

こ
と

を
>

<
ひ

ょ
っ

と
し

た
ら

と
思

っ
て

も
、

う
ち

の
親

は
違

う
ん

だ
っ

て
、

そ
こ

に
偏

見
の

壁
が

あ
る

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

。
そ

れ
が

、
徘

徊
訓

練
で

も
う

ち
は

関
係

な
い

と
い

う
と

こ
ろ

に
つ

な
が

っ
て

く
る

か
な

と
思

う
の

で
。

重
い

こ
と

ば
っ

か
り

が
強

調
さ

れ
る

じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

徘
徊

を
し

て
手

に
負

え
な

い
と

か
、

暴
言

だ
の

、
す

ご
く

手
が

い
る

と
か

、
そ

う
い

う
の

も
も

ち
ろ

ん
あ

る
わ

け
で

す
け

ど
。

そ
う

な
ら

な
い

前
の

、
小

さ
な

事
柄

を
、

み
ん

な
に

よ
く

理
解

し
て

も
ら

っ
て

>

<
行

き
た

く
て

も
行

け
な

い
現

状
で

す
よ

ね
。

一
番

そ
こ

で
す

ね
。

た
ぶ

ん
こ

う
い

っ
た

情
報

と
か

、
い

ろ
い

ろ
と

あ
る

の
は

わ
か

っ
て

は
い

る
と

思
う

ん
で

す
が

、
行

き
た

い
け

ど
抱

え
て

る
か

ら
お

い
て

出
ら

れ
な

い
と

か
、

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
か

ら
、

や
は

り
出

ら
れ

る
よ

う
に

預
け

る
と

こ
ろ

を
き

ち
っ

と
も

う
少

し
、

な
か

な
か

難
し

い
と

は
思

う
ん

で
す

が
、

介
護

し
て

て
一

番
思

っ
た

と
き

は
、

ち
ょ

っ
と

必
要

な
と

き
に

、
母

親
を

預
け

て
出

か
け

る
こ

と
は

、
な

か
な

か
難

し
か

っ
た

で
す

の
で

>

<
キ

ャ
ラ

バ
ン

メ
イ

ト
さ

ん
と

出
会

い
、

そ
こ

か
ら

、
主

人
の

行
動

が
広

が
っ

て
っ

た
ん

で
す

け
ど

。
介

護
施

設
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

で
き

た
り

、
ギ

タ
ー

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

で
き

た
り

。
い

ろ
ん

な
の

が
、

ま
た

広
が

っ
て

っ
た

ん
で

す
け

ど
。

先
生

と
か

、
お

友
だ

ち
と

か
、

こ
こ

に
来

て
、

稲
垣

さ
ん

に
出

会
え

て
、

キ
ャ

ラ
バ

ン
メ

イ
ト

さ
ん

と
知

り
合

い
、

土
居

先
生

に
も

知
り

合
っ

て
。

そ
こ

か
ら

、
ま

た
、

い
ろ

ん
な

枝
分

か
れ

し
て

、
ま

た
知

り
合

っ
て

>

<
自

分
た

ち
が

ぱ
っ

ぱ
っ

て
発

信
し

た
の

が
、

そ
れ

が
、

枝
が

分
か

れ
て

っ
て

、
や

っ
ぱ

り
発

信
し

な
い

と
、

枝
は

広
が

ん
な

い
ん

だ
な

っ
て

。
自

分
た

ち
で

、
こ

こ
で

止
ま

っ
ち

ゃ
っ

て
た

ら
、

も
う

そ
の

ま
ん

ま
で

、
市

役
所

に
も

来
な

い
し

、
本

当
に

ど
う

し
て

た
か

わ
か

ん
な

い
。

私
な

り
の

リ
ハ

ビ
リ

を
、

主
人

と
２

人
で

や
っ

て
た

か
も

し
れ

な
い

>

<
病

気
に

な
っ

て
、

仕
事

辞
め

ち
ゃ

っ
た

け
ど

。
病

気
に

な
っ

て
も

、
生

き
が

い
の

た
め

に
、

自
分

の
で

き
る

こ
と

を
や

る
っ

て
い

う
の

が
、

「
働

い
て

た
と

き
と

同
じ

よ
う

に
、

生
き

が
い

に
な

る
」

っ
て

言
っ

て
ま

し
た

け
ど

ね
。

達
成

感
み

た
い

の
が

あ
る

み
た

い
で

す
>
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.
行
動
・
心
理
症
状

(
B
P
S
D
)
へ

の
対

応

富
士

宮
市

大
牟
田
市

世
田
谷
区
 
玉
川

行
政

富
士

宮
 
行

政
<
困

っ
た

と
き

に
は

、
や

っ
ぱ

り
み

ん
な

鷹
岡

病
院

（
精

神
科

病
院

）
に

連
絡

し
て

ま
す

ね
>

大
牟

田
 
行

政
<
仕

組
み

と
し

て
有

効
だ

な
っ

て
思

う
の

は
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ん
で

す
ね

。
や

っ
ぱ

り
定

例
、

毎
月

や
っ

て
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

中
に

出
て

く
る

事
例

を
医

師
も

含
め

て
検

討
す

る
こ

と
で

。
も

ち
ろ

ん
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

も
入

っ
た

中
で

検
討

す
る

ん
で

す
け

ど
。

両
面

か
ら

、
今

そ
こ

の
場

で
起

こ
っ

て
い

る
B
P
S
D
に

対
す

る
評

価
と

、
そ

れ
に

対
す

る
ア

プ
ロ

ー
チ

方
法

を
検

討
で

き
る

の
で

、
こ

こ
が

そ
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

場
が

有
効

な
ん

だ
か

な
と

い
う

ふ
う

に
は

思
い

ま
す

ね
>

玉
川

 
行

政
<
一

番
よ

く
聞

く
問

題
と

し
て

は
、

「
徘

徊
で

困
っ

て
い

ま
す

」
と

い
う

相
談

で
す

>

<
家

族
間

の
人

間
関

係
か

ら
生

ま
れ

て
く

る
よ

う
な

B
P
S
D

を
、

そ
う

い
う

起
こ

り
得

る
現

状
を

、
当

事
者

、
家

族
だ

け
で

な
く

、
専

門
職

集
団

の
中

で
も

、
そ

こ
を

啓
発

し
て

い
っ

て
、

考
え

た
い

な
と

い
う

こ
と

>

<
そ

う
い

う
こ

と
が

起
こ

っ
た

と
き

に
は

、
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

現
状

は
相

談
が

来
て

い
て

。
そ

こ
と

、
そ

こ
か

ら
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

に
来

て
い

る
の

か
な

。
そ

れ
か

ら
、

そ
の

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
に

い
る

ド
ク

タ
ー

の
と

こ
ろ

に
行

っ
て

、
場

合
に

よ
っ

て
は

い
っ

た
ん

入
院

>

<
徘

徊
を

止
め

る
こ

と
は

で
き

な
い

の
で

、
ど

う
や

っ
て

見
守

っ
て

い
け

ば
い

い
ん

だ
ろ

う
な

と
い

う
。

見
守

る
と

い
う

よ
り

は
、

地
域

の
方

に
も

気
が

付
い

て
も

ら
っ

て
、

食
い

止
め

る
で

は
な

い
で

す
け

ど
、

「
ち

ょ
っ

と
こ

こ
で

一
服

し
て

い
き

な
さ

い
よ

」
で

も
い

い
の

で
す

が
、

そ
う

い
う

目
が

あ
る

よ
う

な
環

境
、

地
域

と
い

う
の

が
で

き
れ

ば
い

い
の

だ
け

ど
な

ぁ
と

>

<
縦

列
の

関
係

性
が

出
た

ケ
ア

会
議

を
や

っ
て

も
意

味
が

な
い

と
思

っ
て

る
ん

で
す

よ
。

医
師

も
、

た
と

え
ば

行
政

だ
っ

て
、

ケ
ア

現
場

だ
っ

て
、

包
括

だ
っ

て
、

民
生

委
員

だ
っ

て
、

フ
ラ

ッ
ト

な
関

係
で

議
論

が
共

有
で

き
た

り
>

<
ケ

ア
マ

ネ
の

困
難

事
例

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
よ

う
に

、
包

括
の

主
任

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

と
、

地
域

に
よ

る
主

任
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
が

２
人

チ
ー

ム
に

な
っ

て
。

行
政

が
、

た
と

え
ば

、
今

度
、

お
宅

の
事

業
所

に
う

か
が

い
ま

す
よ

っ
て

。
「

そ
の

と
き

に
困

難
な

事
例

あ
っ

た
ら

、
ぜ

ひ
用

意
し

て
お

い
て

く
だ

さ
い

ね
」

っ
て

言
っ

て
、

そ
こ

に
訪

問
し

て
い

っ
て

、
事

例
を

聞
い

て
、

そ
の

事
例

の
中

か
ら

、
こ

の
間

も
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
上

が
っ

て
き

た
事

例
も

あ
る

の
で

。
地

域
包

括
で

上
が

っ
て

く
る

と
、

そ
れ

は
地

域
包

括
も

待
っ

て
る

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、

出
向

い
て

い
く

よ
う

な
事

業
も

あ
っ

た
り

す
る

の
で

>

<
こ

れ
だ

け
広

い
自

治
体

な
の

に
広

域
捜

索
の

件
数

っ
て

そ
ん

な
に

な
く

て
、

案
外

区
内

で
見

つ
か

っ
て

い
る

>

<
誰

が
徘

徊
者

か
と

気
づ

く
の

っ
て

、
か

な
り

都
市

部
だ

と
大

変
な

ん
で

、
ど

う
し

よ
う

か
な

と
>
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.
行
動
・
心
理
症
状

(
B
P
S
D
)
へ

の
対

応

行
政

<
認

知
症

は
初

期
の

段
階

か
ら

中
等

度
ぐ

ら
い

ま
で

移
行

す
る

途
中

で
B
P
S
D
が

深
刻

化
す

る
ケ

ー
ス

が
多

い
と

思
う

の
で

す
け

ど
、

認
知

症
の

症
状

に
ば

か
り

家
族

も
ケ

ア
す

る
職

員
も

目
が

行
っ

て
し

ま
っ

て
、

高
齢

者
の

身
体

機
能

を
含

め
た

全
体

の
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン

が
整

っ
て

な
い

と
い

う
こ

と
は

よ
く

言
わ

れ
る

こ
と

な
の

で
、

も
う

1
回

、
そ

こ
の

基
本

に
立

ち
返

っ
た

、
介

護
職

員
な

り
家

族
な

り
の

教
育

と
い

う
の

も
必

要
な

の
か

な
と

い
う

こ
と

を
言

っ
て

ま
す

>

<
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン

を
整

え
る

こ
と

で
、

あ
る

程
度

予
防

で
き

る
B
P
S
D
と

い
う

の
が

あ
る

の
で

、
そ

れ
は

1
つ

自
分

た
ち

で
今

日
か

ら
変

え
ら

れ
る

こ
と

な
の

で
、

や
る

必
要

が
あ

る
と

い
う

話
を

、
今

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
>

<
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー
の

方
で

も
、

も
ち

ろ
ん

B
P
S
D
対

策
が

一
番

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

の
中

で
も

大
事

な
と

こ
ろ

だ
と

先
生

方
も

言
っ

て
く

だ
さ

っ
て

い
る

の
で

、
早

期
に

相
談

が
で

き
る

よ
う

な
体

制
で

持
っ

て
行

き
た

い
な

と
思

っ
て

い
ま

す
>

<
包

括
に

し
ろ

、
支

所
に

し
ろ

、
で

き
る

だ
け

把
握

し
た

ら
あ

ま
り

煮
詰

ま
ら

な
い

う
ち

に
S
O
S
を

病
院

の
方

に
相

談
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
、

入
院

の
適

用
か

ど
う

か
と

い
う

こ
と

を
含

め
て

相
談

を
し

て
る

み
た

い
な

の
で

、
そ

れ
は

今
ま

で
通

り
継

続
的

に
や

ら
せ

て
い

た
だ

こ
う

か
な

と
>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
<
本

当
は

一
緒

に
事

例
検

討
み

た
い

な
と

こ
ろ

が
で

き
て

い
け

ば
、

ま
た

な
ん

か
、

３
か

月
で

出
る

に
し

た
と

し
て

も
、

次
に

や
っ

ぱ
り

そ
こ

の
部

分
が

、
今

、
問

題
に

な
っ

て
き

て
る

か
ら

。
た

と
え

ば
、

支
援

を
ど

う
い

う
形

で
病

院
と

連
携

し
な

が
ら

や
っ

て
い

く
み

た
い

な
話

が
で

き
れ

ば
い

い
な

と
は

思
っ

て
ま

す
け

ど
も

。
ま

だ
、

ち
ょ

っ
と

そ
う

い
う

つ
な

が
り

ま
で

は
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
養

成
研

修
で

、
２

年
間

じ
っ

く
り

学
ば

せ
て

い
た

だ
い

た
と

い
う

の
が

、
一

番
有

効
だ

っ
た

っ
て

思
う

ん
で

す
け

ど
。

そ
こ

で
得

ら
れ

た
知

識
と

い
う

か
、

そ
の

考
え

方
と

か
、

本
人

理
解

の
こ

と
と

か
、

じ
っ

く
り

教
え

て
い

た
だ

い
た

と
い

う
の

が
あ

っ
て

。
た

と
え

ば
、

周
辺

症
状

が
か

な
り

深
い

方
と

か
、

目
立

っ
て

、
出

現
し

て
ら

っ
し

ゃ
る

方
に

出
会

っ
た

と
き

も
、

そ
の

裏
と

い
う

か
、

そ
の

行
動

に
至

っ
て

る
原

因
を

知
ろ

う
と

い
う

ふ
う

な
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
る

の
か

な
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
>

玉
川

 
地

域
包

括
<
こ

れ
も

ケ
ー

ス
バ

イ
ケ

ー
ス

で
、

医
療

的
な

と
こ

ろ
が

入
ら

な
い

と
ど

う
し

よ
う

も
な

い
っ

て
い

う
こ

と
で

、
松

沢
病

院
さ

ん
と

か
、

入
院

に
つ

な
げ

た
り

っ
て

い
う

ケ
ー

ス
も

あ
り

ま
し

た
し

。
そ

の
時

々
で

や
っ

ぱ
り

お
医

者
さ

ん
だ

っ
た

り
と

か
、

ケ
ア

の
部

分
で

な
ん

と
か

と
か

、
徘

徊
な

ん
か

は
地

域
で

、
あ

そ
こ

で
見

た
わ

よ
と

か
っ

て
い

う
こ

と
で

、
取

り
組

み
が

あ
っ

た
り

と
か

っ
て

い
う

こ
と

な
ん

で
す

け
ど

>
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心
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症
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(
B
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)
へ

の
対

応

地
域

包
括

<
こ

の
方

も
ず

っ
と

地
域

を
、

や
っ

ぱ
り

歩
い

ち
ゃ

う
っ

て
い

う
お

ば
あ

さ
ん

な
も

の
で

す
か

ら
、

こ
の

３
年

間
ぐ

ら
い

ず
っ

と
近

辺
を

、
や

っ
ぱ

り
歩

い
ち

ゃ
っ

て
た

り
っ

て
い

う
状

況
な

の
で

、
お

ん
な

じ
よ

う
な

こ
と

を
や

っ
て

、
地

域
の

方
に

ち
ょ

っ
と

見
守

り
し

て
も

ら
い

た
い

よ
な

ん
て

い
う

こ
と

も
や

っ
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
>

<
た

と
え

ば
た

ぶ
ん

知
識

だ
け

だ
っ

た
ら

、
短

期
間

で
も

い
け

る
と

思
う

ん
で

す
。

た
だ

、
そ

れ
を

生
か

す
こ

と
が

も
っ

と
大

切
だ

よ
と

い
う

ふ
う

な
の

が
な

い
と

、
た

ぶ
ん

た
だ

学
ん

だ
だ

け
に

な
っ

て
し

ま
う

>

<
い

ろ
い

ろ
な

周
辺

症
状

が
出

て
き

た
と

こ
ろ

で
、

い
ろ

い
ろ

な
サ

ー
ビ

ス
だ

っ
た

り
と

か
、

関
係

者
の

方
だ

っ
た

り
と

か
、

ご
家

族
で

、
あ

あ
で

も
な

い
こ

う
で

も
な

い
っ

て
で

き
る

方
た

ち
に

つ
い

て
は

、
い

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

。
や

は
り

お
一

人
だ

っ
た

り
、

拒
否

が
あ

っ
た

り
っ

て
い

う
方

に
つ

い
て

は
、

や
っ

ぱ
り

苦
労

と
い

う
か

、
ど

う
し

て
あ

げ
よ

う
も

な
い

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
が

何
年

も
続

い
て

し
ま

っ
た

り
と

か
、

ご
家

族
は

サ
ー

ビ
ス

使
い

た
い

ん
だ

け
ど

、
ご

本
人

さ
ん

が
ま

だ
結

構
、

意
志

が
は

っ
き

り
し

て
い

た
り

と
か

、
拒

否
が

強
か

っ
た

り
す

る
と

、
無

理
や

り
で

も
で

き
な

い
し

っ
て

い
う

こ
と

で
、

長
い

経
過

を
た

ど
っ

て
る

方
も

い
ま

す
し

>

<
こ

の
方

が
、

結
局

、
今

、
精

神
科

病
院

に
入

院
し

て
る

の
は

、
な

ぜ
か

っ
て

い
い

ま
す

と
、

お
う

ち
に

帰
れ

な
く

な
っ

ち
ゃ

っ
た

こ
と

が
あ

っ
た

中
で

、
た

ま
た

ま
こ

の
通

り
が

か
っ

た
家

の
玄

関
を

ド
ン

ド
ン

た
た

い
て

、
「

開
け

ろ
、

開
け

ろ
」

と
か

怒
鳴

っ
て

。
こ

の
家

に
た

ま
た

ま
子

ど
も

一
人

し
か

い
な

か
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
や

っ
ぱ

り
そ

の
よ

う
な

こ
と

を
さ

れ
て

し
ま

う
と

、
や

っ
ぱ

り
恐

怖
を

感
じ

る
中

で
、

地
域

の
中

で
見

守
り

っ
て

い
う

の
は

、
と

て
も

で
き

な
い

よ
な

ん
て

話
に

な
っ

た
中

で
>

<
結

局
よ

く
言

わ
れ

て
い

る
、

本
人

さ
ん

が
快

適
に

暮
ら

し
て

い
け

る
環

境
を

ど
う

用
意

す
る

か
っ

て
い

う
こ

と
だ

と
思

う
の

で
、

そ
れ

を
そ

の
時

々
の

本
人

さ
ん

の
心

情
に

合
わ

せ
て

用
意

し
て

い
け

る
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
だ

と
思

う
>

<
だ

か
ら

、
何

か
や

っ
ぱ

り
具

合
が

悪
く

な
る

と
か

、
そ

う
い

う
入

れ
る

き
っ

か
け

を
待

つ
っ

て
い

う
>

<
そ

こ
が

、
や

っ
ぱ

り
地

域
の

中
に

ど
こ

ま
で

こ
の

人
の

情
報

を
お

伝
え

で
き

た
り

と
か

、
で

き
な

か
っ

た
り

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

あ
る

な
っ

て
い

う
の

を
思

い
な

が
ら

。
せ

っ
か

く
み

ん
な

地
域

で
こ

の
お

ば
さ

ん
の

こ
と

を
見

て
て

く
れ

た
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
や

っ
ぱ

り
行

動
化

し
ち

ゃ
っ

た
り

と
か

っ
て

す
る

中
で

は
、

な
か

な
か

ど
こ

ま
で

、
そ

の
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

つ
け

な
が

ら
、

こ
の

方
の

支
援

っ
て

い
う

の
が

>

<
ち

ょ
っ

と
変

だ
な

と
思

っ
た

と
き

の
サ

イ
ン

を
見

落
と

さ
な

い
で

い
た

だ
け

る
よ

う
に

、
こ

う
い

う
こ

と
に

ち
ょ

っ
と

目
を

配
っ

て
い

て
く

だ
さ

い
ね

と
い

う
ふ

う
な

の
を

、
伝

え
て

お
い

て
、

そ
れ

を
教

え
て

い
た

だ
く

と
>

<
や

っ
ぱ

り
長

い
見

守
り

の
中

で
入

れ
る

タ
イ

ミ
ン

グ
を

み
て

い
る

っ
て

い
う

形
で

す
ね

。
今

、
家

族
会

で
来

て
く

だ
さ

っ
て

る
方

で
、

や
は

り
２

年
、

３
年

、
こ

こ
に

相
談

に
来

ら
れ

て
、

認
定

は
受

け
て

る
け

ど
も

、
ず

っ
と

閉
じ

こ
も

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
方

が
い

て
、

こ
こ

で
３

人
目

ぐ
ら

い
で

、
や

っ
と

訪
問

の
サ

ー
ビ

ス
が

一
つ

入
り

ま
し

た
の

で
。

ご
家

族
は

使
い

た
く

て
、

い
ろ

い
ろ

見
学

し
た

け
れ

ど
も

、
ご

本
人

さ
ん

が
納

得
し

な
く

て
っ

て
い

う
>
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へ

の
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地
域

包
括

<
地

域
の

方
を

味
方

に
で

き
る

の
か

っ
て

い
う

か
、

そ
の

キ
ー

の
方

を
、

こ
っ

ち
の

こ
と

を
本

当
に

理
解

し
て

も
ら

い
な

が
ら

、
地

域
で

ど
こ

ま
で

受
け

止
め

ら
れ

る
と

か
、

受
け

止
め

ら
れ

な
い

と
か

っ
て

い
う

部
分

を
、

一
緒

に
お

話
し

し
な

が
ら

で
き

る
っ

て
い

う
の

は
、

や
り

や
す

い
な

っ
て

い
う

の
は

思
っ

て
い

ま
す

>

<
正

直
、

B
P
S
D
が

原
因

で
入

院
し

た
っ

て
い

う
の

が
、

あ
ま

り
私

は
経

験
が

な
く

て
。

う
ち

の
職

場
で

も
、

そ
れ

が
原

因
で

入
院

し
た

っ
て

い
う

方
っ

て
、

た
ぶ

ん
一

人
思

い
つ

く
の

が
あ

る
ん

で
す

け
ど

も
。

そ
れ

が
、

な
ん

で
そ

ん
な

に
少

な
い

>

<
だ

か
ら

家
の

中
で

、
だ

ま
し

だ
ま

し
見

守
り

な
が

ら
、

サ
ー

ビ
ス

が
入

れ
る

介
入

を
待

っ
て

る
っ

て
い

う
方

に
つ

い
て

は
、

ま
だ

余
裕

が
あ

る
と

い
い

ま
す

か
。

大
変

だ
け

ど
、

ま
だ

ご
自

宅
で

、
ご

家
族

も
な

ん
と

か
自

分
で

頑
張

り
た

い
と

思
っ

て
い

た
り

と
か

、
地

域
の

見
守

り
で

な
ん

と
か

暮
ら

し
て

る
、

ぎ
り

ぎ
り

の
と

こ
ろ

で
暮

ら
し

て
る

み
た

い
な

方
で

。
や

っ
ぱ

り
判

断
能

力
が

、
本

当
に

も
う

か
な

り
落

ち
て

く
る

と
、

以
前

は
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
と

か
、

サ
ー

ビ
ス

拒
否

で
、

も
う

少
し

進
ん

で
く

る
と

入
れ

た
り

し
て

。
そ

れ
で

、
そ

れ
が

安
心

感
に

つ
な

が
っ

て
く

る
と

入
れ

る
ん

で
す

け
ど

>

<
や

っ
ぱ

り
殴

っ
ち

ゃ
っ

た
り

と
か

で
、

暴
力

沙
汰

に
な

っ
て

し
ま

っ
て

る
状

況
の

方
と

か
を

、
入

院
し

か
な

い
か

な
っ

て
い

っ
た

と
き

に
は

、
そ

こ
を

入
院

だ
け

か
っ

て
い

わ
れ

ち
ゃ

う
と

あ
れ

な
ん

で
す

け
ど

。
や

っ
ぱ

り
そ

こ
が

し
て

も
ら

え
る

か
、

も
ら

え
な

い
か

で
は

・
・

・
は

い
、

違
い

ま
す

ね
。

あ
る

程
度

、
抑

え
る

な
ら

ち
ょ

っ
と

抑
え

て
も

ら
え

る
状

況
を

ち
ょ

っ
と

つ
く

っ
て

、
そ

こ
で

地
域

に
も

う
一

回
戻

し
て

も
ら

え
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
一

番
私

と
し

て
は

す
ご

い
助

か
っ

て
る

と
こ

ろ
。

や
っ

ぱ
り

そ
こ

の
部

分
か

な
っ

て
い

う
よ

う
に

は
思

い
ま

す
>

<
あ

と
は

、
小

規
模

多
機

能
の

ほ
う

に
短

期
間

、
そ

の
と

き
だ

け
で

な
ん

と
か

>
<
そ

こ
が

、
そ

の
方

の
ご

性
格

だ
っ

た
り

っ
て

い
う

と
こ

ろ
も

あ
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

な
か

な
か

入
れ

な
い

っ
て

い
う

期
間

が
長

い
方

も
い

て
。

あ
と

は
、

ご
家

族
自

身
が

も
う

抱
え

込
ん

じ
ゃ

っ
た

り
っ

て
い

う
こ

と
で

、
大

変
だ

け
ど

抱
え

込
ん

じ
ゃ

っ
た

り
っ

て
い

う
こ

と
で

。
た

だ
、

そ
れ

が
や

っ
ぱ

り
、

そ
こ

か
ら

虐
待

に
つ

な
が

っ
ち

ゃ
っ

た
り

と
か

っ
て

い
う

こ
と

も
、

や
っ

ぱ
り

あ
り

ま
す

の
で

。
と

に
か

く
関

係
を

と
ぎ

ら
せ

な
い

と
い

い
ま

す
か

。
家

族
会

だ
っ

た
り

、
ち

ょ
っ

と
こ

ち
ら

の
ほ

う
で

も
時

々
、

お
電

話
し

た
り

、
訪

問
し

た
り

と
か

っ
て

こ
と

で
、

関
係

を
>

<
数

が
上

が
っ

て
き

て
て

、
B
P
S
D
だ

け
を

っ
て

言
わ

れ
ち

ゃ
う

と
な

ん
と

も
い

え
な

い
ん

で
す

け
ど

。
数

的
に

は
ど

こ
も

、
ど

こ
の

精
神

科
も

、
や

っ
ぱ

り
認

知
症

の
部

分
で

っ
て

い
う

の
は

、
対

応
は

、
や

っ
ぱ

り
増

え
て

き
て

い
ま

す
>

<
や

っ
ぱ

り
お

う
ち

の
中

で
、

徘
徊

も
そ

う
で

す
し

、
ト

イ
レ

の
こ

と
だ

っ
た

り
と

か
、

な
か

な
か

、
も

の
取

ら
れ

妄
想

な
ん

か
は

、
本

当
に

ご
家

族
傷

つ
い

ち
ゃ

う
よ

う
な

こ
と

も
あ

り
ま

す
の

で
、

相
談

が
あ

っ
て

>

<
妄

想
性

の
方

っ
て

難
し

い
で

す
よ

ね
。

妄
想

性
障

害
の

方
で

、
暴

力
的

に
な

ら
な

い
ぐ

ら
い

の
、

小
人

さ
ん

が
い

る
ぐ

ら
い

の
妄

想
の

方
で

あ
れ

ば
、

別
に

地
域

で
そ

ん
な

問
題

な
く

い
ら

れ
る

で
し

ょ
う

し
。

ご
本

人
さ

ん
が

、
暮

ら
し

て
て

、
不

安
で

な
け

れ
ば

、
た

ぶ
ん

地
域

の
中

で
住

ん
で

い
ら

れ
る

ん
で

し
ょ

う
け

れ
ど

。
暴

力
系

に
な

っ
て

し
ま

う
方

を
、

な
ん

か
今

、
う

ま
く

い
っ

た
事

例
っ

て
い

う
の

が
な

い
の

で
、

や
っ

ぱ
り

基
本

、
今

、
入

院
し

て
も

ら
っ

て
い

る
パ

タ
ー

ン
が

多
い

な
っ

て
思

い
ま

す
が

>

<
た

だ
、

や
っ

ぱ
り

そ
れ

で
、

た
と

え
ば

医
療

機
関

に
も

う
つ

な
が

っ
た

り
と

か
、

入
院

に
つ

な
が

っ
た

り
っ

て
い

う
こ

と
じ

ゃ
な

く
て

、
家

で
頑

張
り

た
い

っ
て

い
う

ご
家

族
も

多
か

っ
た

り
、

病
院

に
つ

な
げ

て
、

病
院

に
入

院
さ

せ
ち

ゃ
う

な
ん

て
か

わ
い

そ
う

み
た

い
な

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
で

、
そ

こ
ら

辺
は

、
そ

の
方

の
ご

家
族

の
ご

意
向

を
聞

き
な

が
ら

、
一

緒
に

お
聞

き
し

て
い

く
っ

て
い

う
と

こ
ろ

か
な

と
は

思
う

ん
で

す
け

れ
ど

も
>
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<
そ

う
い

う
部

分
を

、
薬

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、

な
ん

か
読

み
取

っ
て

あ
げ

ら
れ

る
力

が
あ

れ
ば

、
も

う
ち

ょ
っ

と
変

わ
っ

て
こ

れ
る

可
能

性
は

あ
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
思

う
ん

で
す

け
ど

。
ま

だ
そ

う
い

う
お

医
者

さ
ん

に
私

、
出

会
え

て
い

な
い

も
の

で
、

そ
れ

は
も

し
か

し
て

心
理

の
方

な
の

か
な

と
も

思
っ

た
り

も
す

る
ん

で
す

け
ど

。
や

っ
ぱ

り
そ

こ
の

部
分

を
、

や
っ

ぱ
り

薬
だ

け
じ

ゃ
な

い
ア

プ
ロ

ー
チ

は
、

本
当

は
し

て
い

っ
て

あ
げ

な
け

れ
ば

、
変

わ
り

よ
う

が
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

。
で

も
、

そ
こ

が
で

き
る

の
は

、
精

神
科

の
領

域
で

臨
床

心
理

士
さ

ん
と

一
緒

に
で

き
て

い
け

ば
、

な
ん

か
も

う
ち

ょ
っ

と
や

わ
ら

か
い

お
父

さ
ん

に
な

っ
て

い
っ

て
も

ら
え

な
い

か
な

な
ん

て
い

う
の

は
、

薬
と

併
用

に
は

な
っ

て
い

く
ん

で
し

ょ
う

け
ど

>

<
大

体
、

退
院

前
と

い
う

か
、

１
か

月
ぐ

ら
い

で
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
あ

っ
て

、
そ

の
と

き
に

は
声

か
け

て
い

た
だ

い
て

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
だ

っ
た

り
と

か
、

関
係

者
が

い
て

、
そ

の
方

は
施

設
に

入
ら

れ
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
>

<
特

に
認

知
症

の
方

、
松

沢
病

院
と

か
で

は
、

大
体

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
が

必
ず

>

<
本

当
に

こ
れ

は
。

適
切

な
医

療
に

か
か

れ
て

る
か

ど
う

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

も
あ

る
ん

で
す

よ
ね

。
や

っ
ぱ

り
適

切
に

病
院

に
通

え
て

な
い

方
も

、
明

ら
か

に
ケ

ア
の

問
題

で
興

奮
さ

せ
ち

ゃ
っ

て
る

ん
だ

な
っ

て
い

う
方

も
い

る
ん

で
す

よ
ね

、
や

っ
ぱ

り
。

特
に

ご
夫

婦
の

場
合

と
か

だ
と

、
や

は
り

娘
さ

ん
、

お
嫁

さ
ん

の
代

だ
と

、
あ

る
程

度
認

知
症

の
こ

と
理

解
し

て
、

そ
れ

に
対

応
し

て
っ

て
い

う
こ

と
が

で
き

や
す

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
や

は
り

ご
夫

婦
だ

っ
た

り
し

て
奥

様
が

介
護

者
だ

っ
た

り
、

ご
主

人
が

介
護

者
だ

っ
た

り
す

る
と

、
言

わ
れ

こ
と

を
真

に
受

け
て

、
ど

ん
ど

ん
興

奮
さ

せ
ち

ゃ
う

よ
う

な
ご

家
族

も
い

て
、

そ
れ

は
や

っ
ぱ

り
ケ

ア
の

問
題

だ
な

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
そ

う
で

は
な

く
て

、
本

当
に

興
奮

し
て

し
ま

っ
て

も
う

手
が

つ
け

ら
れ

な
い

っ
て

い
う

か
、

突
然

も
う

怒
り

出
し

た
ら

暴
力

が
と

か
っ

て
い

う
と

、
や

っ
ぱ

り
医

療
の

と
こ

ろ
が

>
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<
そ

こ
に

う
ま

く
つ

な
げ

ら
れ

る
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
な

か
な

か
う

ま
く

い
く

ケ
ー

ス
と

い
か

な
い

ケ
ー

ス
と

っ
て

あ
っ

て
。

や
っ

ぱ
ご

家
族

の
気

持
ち

も
や

っ
ぱ

り
医

療
的

な
と

こ
ろ

に
つ

な
ぎ

に
く

い
、

つ
な

ぐ
の

が
ち

ょ
っ

と
や

っ
ぱ

り
精

神
科

と
か

に
つ

な
ぐ

こ
と

な
の

み
た

い
な

と
こ

ろ
も

あ
っ

た
り

と
か

、
そ

こ
ら

辺
の

と
こ

ろ
は

、
ま

だ
あ

る
か

な
と

は
思

い
ま

す
ね

>

<
ケ

ア
の

部
分

に
つ

い
て

は
や

っ
ぱ

り
認

知
症

の
対

応
ど

う
し

て
く

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

の
家

族
支

援
の

部
分

は
、

そ
れ

で
落

ち
着

く
場

合
も

あ
っ

た
り

と
か

も
、

本
当

に
家

族
難

し
け

れ
ば

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
に

行
け

ば
落

ち
着

い
て

る
と

か
っ

て
い

う
こ

と
も

あ
り

ま
す

の
で

>

<
一

応
身

寄
り

が
な

い
方

と
か

、
ご

家
族

が
い

な
い

方
に

つ
い

て
は

、
や

は
り

ち
ょ

っ
と

区
と

相
談

し
て

、
こ

う
い

う
ふ

う
に

し
ま

し
ょ

う
か

と
い

う
こ

と
で

、
区

の
ほ

う
か

ら
連

絡
し

て
も

ら
っ

た
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
。

ケ
ー

ス
バ

イ
ケ

ー
ス

な
ん

で
す

け
ど

、
こ

ち
ら

か
ら

連
絡

を
今

し
て

い
い

と
い

う
>

社
協

富
士

宮
 
社

協
<
そ

れ
は

、
認

知
症

の
中

の
こ

う
い

う
症

状
で

あ
っ

て
、

そ
れ

が
こ

う
い

う
行

動
で

。
そ

れ
が

、
実

は
理

解
さ

れ
な

い
よ

う
に

な
っ

て
る

と
い

う
こ

と
を

、
そ

こ
を

て
い

ね
い

に
情

報
発

信
し

て
く

っ
て

い
う

作
業

を
し

て
か

な
い

と
、

な
か

な
か

地
域

の
中

で
は

受
け

入
れ

て
い

た
だ

け
な

い
。

な
の

で
、

た
と

え
ば

、
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

か
、

専
門

職
の

方
が

一
生

懸
命

、
個

で
い

ろ
い

ろ
お

話
は

ピ
ン

ポ
イ

ン
ト

で
さ

れ
る

ん
で

す
け

れ
ど

。
そ

こ
が

な
か

な
か

、
細

か
い

と
こ

ろ
ま

で
情

報
が

伝
わ

っ
て

な
い

と
こ

ろ
が

あ
る

の
で

、
そ

こ
も

共
有

す
る

場
を

つ
く

っ
て

く
っ

て
こ

と
が

、
有

効
だ

っ
た

の
か

な
と

思
い

ま
す

>

大
牟

田
 
社

協
<
も

の
も

取
っ

て
も

い
な

い
の

に
、

も
の

取
ら

れ
た

と
か

。
要

す
る

に
認

知
症

に
対

す
る

、
そ

う
い

う
ふ

う
な

知
識

が
な

い
わ

け
で

す
ね

。
だ

け
ど

、
き

ち
ん

と
間

に
包

括
と

か
、

介
護

予
防

相
談

セ
ン

タ
ー

の
職

員
と

か
、

我
々

が
入

っ
て

話
す

と
、

病
気

な
ん

だ
っ

て
、

だ
か

ら
気

に
す

る
こ

と
は

な
い

ん
だ

っ
て

い
う

ふ
う

な
形

で
、

解
決

し
た

ケ
ー

ス
は

あ
り

ま
す

ね
>

玉
川

 
社

協
<
私

た
ち

も
お

手
伝

い
で

家
の

中
に

入
る

も
の

で
す

か
ら

、
中

で
も

物
盗

ら
れ

に
遭

遇
し

た
機

会
が

あ
り

ま
し

て
>
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社
協

<
今

の
状

況
を

、
改

善
す

る
努

力
を

専
門

職
の

側
も

し
て

る
ん

だ
と

い
う

姿
と

か
、

情
報

を
、

な
か

な
か

伝
わ

り
に

く
い

ん
で

す
よ

ね
>

<
「

そ
の

人
は

そ
う

い
う

人
で

、
こ

う
い

う
こ

と
が

あ
る

ん
で

す
。

で
す

か
ら

、
病

気
と

し
て

受
け

止
め

て
く

だ
さ

い
ね

」
と

言
う

た
ら

、
「

あ
あ

、
そ

う
だ

っ
た

ん
で

す
か

」
っ

て
い

う
よ

う
な

形
で

、
受

け
止

め
て

も
ら

え
て

ま
す

の
で

、
そ

う
い

う
ケ

ー
ス

も
や

っ
ぱ

、
あ

ち
こ

ち
で

本
当

あ
り

ま
す

>

<
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
か

ら
相

談
が

あ
っ

て
、

ど
う

し
た

ら
い

い
の

か
っ

て
い

う
話

で
。

も
ち

ろ
ん

ち
ょ

う
ど

訪
問

し
て

で
は

あ
る

ん
で

す
け

ど
、

言
っ

て
聞

か
せ

て
ど

う
こ

う
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
は

、
な

か
な

か
対

応
が

で
き

な
い

の
で

。
当

面
の

対
応

と
し

て
は

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
に

、
こ

う
い

う
病

気
の

中
の

症
状

で
、

と
い

う
よ

う
な

と
こ

ろ
で

出
直

し
て

も
ら

う
ん

で
す

け
ど

。
や

は
り

ま
た

職
務

と
は

違
っ

て
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

的
な

活
動

っ
て

い
っ

て
、

攻
撃

的
な

あ
れ

を
受

け
ち

ゃ
う

と
、

気
持

ち
が

落
ち

込
ん

じ
ゃ

っ
て

、
継

続
が

不
可

能
に

な
っ

て
し

ま
う

よ
う

な
方

も
で

す
ね

>

<
伝

わ
り

に
く

い
部

分
を

、
中

間
で

私
た

ち
の

よ
う

な
ワ

ー
カ

ー
が

、
住

民
サ

イ
ド

に
情

報
発

信
し

た
り

と
か

、
理

解
を

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
つ

な
ぎ

役
を

さ
せ

て
も

ら
う

と
い

う
こ

と
が

、
一

つ
役

割
を

果
た

す
部

分
に

な
っ

て
る

>

<
対

処
す

る
方

法
と

い
う

か
、

家
族

が
い

た
り

も
し

ま
す

の
で

、
認

知
症

抱
え

る
家

族
を

一
人

に
し

な
い

と
い

う
こ

と
か

な
。

い
つ

で
も

相
談

で
き

ま
す

よ
っ

て
い

う
よ

う
な

、
相

談
窓

口
を

開
け

と
か

ん
と

、
一

人
で

抱
え

込
ん

で
し

ま
っ

て
、

ど
う

に
も

で
き

な
い

っ
て

い
う

か
。

そ
れ

こ
そ

、
介

護
殺

人
が

起
き

た
り

と
か

。
そ

う
い

う
ふ

う
な

、
い

つ
で

も
相

談
で

き
る

よ
う

な
体

制
だ

け
は

取
っ

て
お

く
>

<
や

っ
ぱ

り
、

ち
ょ

っ
と

シ
ョ

ッ
ク

で
や

め
ら

れ
る

っ
て

方
に

は
、

説
明

等
で

フ
ォ

ロ
ー

は
し

た
上

で
、

最
終

的
に

は
ご

自
身

で
判

断
し

て
い

た
だ

い
て

と
い

う
こ

と
こ

ろ
で

は
さ

せ
て

も
ら

っ
て

る
ん

で
す

が
。

そ
れ

っ
き

り
会

員
自

体
や

め
ち

ゃ
う

人
が

い
ら

っ
し

ゃ
る

ん
で

>

<
最

初
は

、
完

全
に

シ
ャ

ッ
ト

ア
ウ

ト
し

て
い

た
関

係
性

が
、

先
日

も
会

議
の

中
で

、
あ

る
地

区
の

住
民

リ
ー

ダ
ー

の
方

が
そ

う
だ

っ
た

の
か

と
。

そ
う

い
う

こ
と

で
あ

れ
ば

、
同

じ
地

域
に

住
ん

で
る

ん
だ

か
ら

、
受

け
入

れ
て

く
し

か
な

い
な

と
。

で
き

る
か

ぎ
り

そ
う

い
う

努
力

を
専

門
職

の
人

た
ち

も
し

て
く

れ
て

る
ん

だ
か

ら
、

そ
れ

は
自

分
た

ち
も

、
そ

う
い

う
姿

勢
で

、
そ

の
人

を
支

え
て

こ
う

み
た

い
な

発
言

を
し

て
く

れ
た

こ
と

に
よ

っ
て

、
周

り
の

民
生

委
員

や
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

人
た

ち
が

、
ま

た
ち

ょ
っ

と
動

き
や

す
い

っ
て

い
う

ん
で

す
か

ね
。

中
に

は
そ

う
い

う
理

解
の

あ
る

人
た

ち
が

い
る

ん
で

す
>

<
地

域
住

民
だ

け
じ

ゃ
で

き
な

い
、

い
ろ

ん
な

介
護

施
設

と
か

、
構

成
員

を
入

れ
て

る
ん

で
す

ね
。

町
づ

く
り

が
地

域
住

民
だ

け
じ

ゃ
、

や
っ

ぱ
り

駄
目

な
ん

で
す

ね
。

い
ろ

ん
な

人
た

ち
と

一
緒

に
多

職
種

、
多

分
野

、
多

業
種

の
人

た
ち

が
一

緒
に

な
っ

て
や

ら
な

け
れ

ば
、

地
域

は
構

成
で

き
ま

せ
ん

ね
>

<
反

省
し

な
き

ゃ
い

け
な

い
と

こ
な

ん
で

す
け

ど
。

そ
う

い
う

可
能

性
っ

て
い

う
の

が
あ

る
っ

て
い

う
の

を
、

し
っ

か
り

知
っ

て
い

た
だ

い
た

上
で

、
そ

う
い

う
場

面
に

遭
遇

し
た

ら
、

た
ぶ

ん
、

シ
ョ

ッ
ク

度
も

違
う

面
が

あ
っ

た
の

か
な

っ
て

い
う

と
こ

で
>

<
そ

こ
の

役
割

が
、

私
た

ち
社

協
の

ワ
ー

カ
ー

の
役

割
か

な
な

ん
て

い
う

ふ
う

に
、

認
識

し
て

ま
す

>
<
私

た
ち

も
ね

、
登

録
の

と
き

に
１

度
研

修
っ

て
い

う
の

は
設

け
て

は
い

る
ん

で
す

が
。

ど
ち

ら
か

と
い

う
と

、
事

務
手

続
き

等
含

め
た

も
の

が
主

体
に

な
っ

て
、

ち
ょ

っ
と

知
識

啓
発

っ
て

い
う

の
は

あ
ま

り
多

く
な

い
部

分
。

触
れ

て
は

い
る

ん
で

す
が

>
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<
個

々
の

ケ
ー

ス
、

実
際

に
依

頼
す

る
と

き
に

は
こ

の
ケ

ー
ス

の
方

は
こ

う
い

う
病

気
を

持
っ

て
る

と
か

、
症

状
の

方
で

っ
て

い
う

の
は

伝
え

る
ん

で
す

が
。

長
年

や
っ

て
い

た
だ

い
て

る
う

ち
に

、
進

行
し

て
し

ま
っ

た
中

で
物

忘
れ

が
進

ん
で

る
っ

て
い

う
の

は
わ

か
っ

て
て

も
、

こ
う

い
っ

た
症

状
が

出
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
ま

で
の

フ
ォ

ロ
ー

を
、

私
た

ち
も

ど
の

段
で

ど
う

い
う

症
状

が
っ

て
い

う
の

が
、

見
え

に
く

い
部

分
も

あ
っ

て
、

で
き

て
い

な
い

部
分

が
あ

っ
た

か
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

や
は

り
、

そ
う

い
っ

た
意

味
で

は
お

手
伝

い
す

る
方

へ
も

継
続

的
な

支
援

と
い

う
形

っ
て

い
う

の
は

必
要

で
。

特
に

こ
の

認
知

症
を

は
じ

め
と

し
た

、
高

齢
者

に
起

き
や

す
い

状
況

の
伝

達
っ

て
い

う
の

は
、

知
識

啓
発

っ
て

い
う

の
は

重
要

に
な

っ
て

く
る

の
か

な
と

>

自
治
会

富
士

宮
 
自

治
会

(
地

区
社

協
）

<
こ

う
い

う
ケ

ア
会

議
を

や
っ

た
こ

と
に

よ
っ

て
、

い
ろ

ん
な

問
題

が
、

ど
こ

ど
こ

出
る

わ
け

で
す

よ
、

各
テ

ー
ブ

ル
か

ら
。

そ
れ

を
持

ち
上

げ
て

、
じ

ゃ
あ

っ
て

い
う

こ
と

で
、

被
害

に
あ

っ
た

人
た

ち
に

、
包

括
も

そ
う

な
ん

で
す

け
ど

、
家

族
も

謝
罪

に
も

う
行

っ
た

ん
で

す
よ

ね
。

「
す

い
ま

せ
ん

、
こ

れ
は

認
知

症
が

や
ら

し
た

こ
と

な
ん

で
す

」
と

。
そ

う
し

た
ら

、
態

度
が

変
わ

っ
た

ん
で

す
よ

。
病

気
で

こ
う

い
う

こ
と

を
す

る
ん

だ
。

だ
か

ら
、

全
部

そ
の

辺
で

い
ろ

ん
な

ほ
う

に
作

用
し

て
き

て
る

>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
地

域
住

民
が

、
認

知
症

は
、

よ
そ

の
方

の
病

気
だ

。
自

分
に

は
、

関
係

な
い

っ
て

い
う

ふ
う

な
無

関
心

で
あ

る
こ

と
が

、
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
地

域
を

つ
く

っ
て

い
く

た
め

に
は

、
そ

う
い

う
こ

と
で

は
で

き
な

い
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

ま
す

。
だ

か
ら

、
何

回
も

申
し

上
げ

ま
す

け
れ

ど
も

、
こ

の
病

気
に

対
す

る
理

解
者

を
、

一
人

で
も

多
く

増
や

し
て

い
く

>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
や

っ
ぱ

り
、

火
の

始
末

が
心

配
っ

て
い

う
こ

と
と

。
・

・
・

そ
れ

か
ら

、
片

づ
け

ら
れ

な
く

っ
て

ご
み

屋
敷

で
、

ね
ず

み
か

ら
何

か
ら

み
ん

な
い

ま
す

よ
っ

て
い

う
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
し

ね
・

・
・

お
風

呂
も

入
ら

な
い

か
ら

、
本

当
に

と
て

も
ご

一
緒

に
は

出
き

れ
な

い
。

我
が

家
に

来
て

い
た

だ
い

て
も

、
浴

室
か

ら
、

み
ん

な
に

お
い

が
残

っ
て

し
ま

っ
て

>

<
ケ

ア
会

議
で

、
そ

の
人

を
題

材
に

み
な

で
、

地
域

で
考

え
よ

う
と

。
こ

の
人

を
も

と
に

、
地

域
が

福
祉

の
こ

と
に

考
え

よ
う

と
か

、
そ

う
い

う
ふ

う
に

し
て

い
っ

た
ん

だ
け

ど
、

あ
の

人
を

ど
う

い
う

ふ
う

に
し

た
ほ

う
が

い
い

か
な

っ
て

い
う

よ
う

な
。

そ
う

す
る

と
、

い
ろ

い
ろ

意
見

出
て

く
る

ん
で

す
よ

ね
>

<
そ

し
て

、
子

ど
も

た
ち

に
も

、
き

ち
っ

と
認

知
症

っ
て

い
う

病
気

を
、

や
っ

ぱ
り

「
こ

う
い

う
病

気
な

ん
だ

よ
」

っ
て

い
う

こ
と

を
、

学
校

の
中

で
も

、
福

祉
教

育
の

中
で

教
え

て
い

た
だ

く
>

<
そ

れ
は

、
そ

れ
こ

そ
、

ち
ょ

う
ど

病
気

に
な

っ
て

い
た

だ
く

か
。

そ
れ

こ
そ

、
な

ん
か

の
け

が
も

さ
れ

た
の

を
き

っ
か

け
に

と
か

、
そ

れ
も

、
あ

り
ま

し
た

け
ど

。
そ

れ
し

か
、

身
動

き
取

れ
な

い
っ

て
い

う
と

こ
ろ

ま
で

、
や

っ
ぱ

り
>
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自
治
会

<
私

も
被

害
に

あ
っ

た
人

が
、

た
ま

た
ま

知
っ

て
る

人
な

も
ん

で
、

「
悪

い
ね

、
ご

め
ん

ね
」

っ
て

。
「

彼
女

は
、

こ
う

い
う

病
気

な
ん

だ
よ

」
っ

て
。

「
わ

か
り

ま
し

た
よ

」
。

子
ど

も
同

士
が

同
級

生
だ

と
か

、
そ

ん
な

こ
と

出
て

く
る

ん
で

す
よ

。
ま

さ
か

あ
の

子
の

親
と

は
知

ら
な

か
っ

た
と

か
。

そ
う

い
う

こ
と

も
わ

か
っ

て
く

る
と

、
人

っ
て

無
碍

に
で

き
な

く
な

っ
て

く
る

ん
だ

ね
。

そ
ん

な
の

が
、

こ
の

対
応

と
し

て
出

て
き

て
る

>

<
地

域
は

、
福

祉
教

育
の

実
践

の
場

に
な

り
ま

し
ょ

う
と

い
う

こ
と

で
、

各
学

校
に

も
、

そ
う

い
う

ふ
う

に
申

し
上

げ
て

ま
す

の
で

、
一

人
暮

ら
し

の
方

の
訪

問
と

か
、

一
人

一
人

、
そ

の
と

き
も

地
域

住
民

が
ご

案
内

し
て

。
「

こ
こ

が
、

誰
々

さ
ん

の
う

ち
」

っ
て

い
う

ふ
う

に
誘

導
し

て
ま

い
り

ま
す

の
で

>

<
家

族
の

ケ
ア

っ
て

い
う

の
も

、
本

当
に

必
要

だ
な

っ
て

、
す

ご
く

。
ず

っ
と

、
見

て
あ

げ
よ

う
と

思
え

ば
思

う
ほ

ど
、

ど
ん

ど
ん

大
変

に
な

っ
て

く
わ

け
で

す
か

ら
、

進
み

ま
す

か
ら

ね
。

だ
か

ら
、

家
族

の
ケ

ア
も

と
っ

て
も

必
要

だ
な

っ
て

思
い

ま
す

し
>

<
も

し
そ

の
人

が
出

た
ら

、
や

っ
ぱ

り
交

通
事

故
あ

わ
な

い
ぐ

ら
い

に
、

近
所

の
人

が
、

た
と

え
ば

、
名

札
と

か
。

名
札

は
取

っ
ち

ゃ
う

も
ん

で
す

か
ら

、
後

ろ
に

つ
け

る
と

か
。

な
ん

か
わ

か
る

よ
う

な
も

の
を

つ
け

て
、

い
ざ

と
い

う
と

い
う

と
き

に
見

つ
け

や
す

い
よ

う
に

し
て

く
れ

と
か

、
そ

う
い

う
の

が
ケ

ア
会

議
で

は
い

っ
ぱ

い
出

て
き

ま
す

ね
>

<
変

わ
り

ま
し

た
。

自
分

の
ほ

う
か

ら
、

「
う

ち
の

母
は

、
こ

う
な

ん
で

す
」

っ
て

い
う

こ
と

を
、

隣
近

所
に

打
ち

明
け

て
、

お
願

い
を

さ
れ

る
っ

て
い

う
こ

と
は

、
本

当
に

以
前

、
考

え
ら

れ
な

い
こ

と
で

す
>

<
う

ま
く

お
話

が
ち

ゃ
ん

と
わ

か
っ

て
い

た
だ

け
れ

ば
い

い
ん

で
す

け
れ

ど
。

や
は

り
認

知
症

も
進

ん
で

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

し
。

も
と

も
と

が
、

そ
う

い
う

こ
と

が
嫌

。
病

院
行

く
の

も
嫌

。
人

と
そ

ん
な

こ
と

す
る

の
も

嫌
っ

て
、

そ
う

い
う

こ
と

で
暮

ら
し

て
き

た
人

が
、

変
わ

る
わ

け
は

な
い

わ
け

で
す

し
。

認
知

症
に

な
れ

ば
、

余
計

そ
れ

が
強

く
な

る
わ

け
で

す
の

で
ね

。
だ

か
ら

、
そ

こ
の

と
こ

ろ
が

、
非

常
に

難
し

い
で

す
ね

>

<
だ

か
ら

、
徘

徊
に

つ
い

て
、

止
め

る
っ

て
い

う
こ

と
は

な
か

な
か

難
し

い
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
。

だ
か

ら
、

逆
に

自
分

の
と

こ
へ

来
た

ら
、

各
区

で
そ

の
人

の
回

覧
板

み
た

い
の

を
つ

く
っ

て
、

各
家

庭
に

。
た

と
え

ば
、

玄
関

の
ド

ア
に

貼
っ

と
く

と
。

手
配

写
真

じ
ゃ

な
い

ん
で

す
け

ど
。

と
い

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

い
ち

早
く

連
絡

先
と

か
、

よ
り

遠
く

行
か

な
い

よ
う

な
、

よ
り

危
な

く
な

ら
な

い
よ

う
な

の
が

、
や

ろ
う

か
っ

て
い

う
こ

と
は

、
各

地
域

で
言

っ
て

く
れ

て
ま

す
ね

。
事

実
そ

う
い

う
こ

と
や

っ
て

く
れ

て
る

>

<
た

だ
、

信
頼

関
係

だ
け

を
、

話
す

関
係

だ
け

が
途

絶
え

て
は

い
け

な
い

と
い

う
こ

と
で

の
、

私
た

ち
な

ん
か

で
す

と
、

そ
れ

は
す

ご
く

気
を

つ
け

て
す

る
ん

で
す

け
れ

ど
ね

。
話

も
し

て
く

れ
な

く
な

っ
た

ら
困

り
ま

す
み

た
い

な
>

か
か
り

つ
け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
B
P
S
D
の

人
た

ち
を

見
た

ら
、

ご
存

知
の

よ
う

に
、

こ
の

環
境

は
、

そ
の

ご
本

人
の

環
境

は
ど

う
な

ん
だ

っ
て

い
う

の
は

、
や

っ
ぱ

り
大

き
い

と
思

い
ま

す
。

こ
れ

、
一

番
で

す
よ

ね
>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
患

者
さ

ん
自

身
の

家
族

が
疾

患
の

性
質

に
つ

い
て

知
る

こ
と

が
、

B
P
S
D
の

予
防

に
や

っ
ぱ

り
一

番
つ

な
が

る
と

思
い

ま
す

。
B
P
S
D
で

、
う

ち
を

受
診

さ
れ

る
方

が
多

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
疾

患
の

性
質

に
つ

い
て

説
明

し
た

だ
け

で
、

結
構

な
確

率
で

、
薬

使
わ

な
く

て
も

、
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
と

か
い

ろ
い

ろ
言

わ
な

く
て

も
お

さ
ま

り
ま

す
>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
薬

物
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

を
す

る
の

は
、

ま
ず

医
療

と
し

て
は

主
だ

と
思

う
ん

で
す

が
。

そ
れ

以
上

に
有

効
な

の
は

、
や

っ
ぱ

り
、

ご
家

族
が

、
ど

れ
ぐ

ら
い

ご
本

人
の

状
況

が
受

け
入

れ
ら

れ
て

い
る

か
ど

う
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
だ

と
思

う
ん

で
す

ね
。

つ
ま

り
同

じ
症

状
、

た
と

え
ば

、
徘

徊
、

妄
想

で
あ

っ
た

と
し

て
も

、
ご

家
族

が
そ

れ
を

許
容

し
て

る
分

に
は

、
あ

ま
り

困
難

に
は

な
ら

な
い

ん
で

す
が

。
ち

ょ
っ

と
し

た
も

の
で

も
、

ご
家

族
が

そ
れ

を
、

も
う

受
け

入
れ

ら
れ

な
い

と
、

も
う

非
常

に
大

き
な

困
難

に
な

る
の

で
、

ご
家

族
の

そ
の

許
容

の
幅

を
ど

ん
だ

け
広

げ
て

あ
げ

れ
る

か
っ

て
い

う
の

が
、

大
き

い
か

な
と

思
い

ま
す

ね
>
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か
か
り

つ
け
医

<
や

っ
ぱ

り
薬

が
効

く
人

が
い

ま
す

の
で

、
そ

う
い

う
人

た
ち

は
薬

で
も

っ
て

、
徘

徊
だ

と
か

、
そ

う
い

っ
た

暴
力

だ
と

か
、

そ
ん

な
の

が
お

さ
ま

っ
て

い
く

人
が

結
構

い
る

ん
で

、
そ

う
い

う
人

た
ち

は
い

い
と

思
い

ま
す

け
ど

。
そ

れ
が

で
き

な
く

な
っ

た
と

き
は

、
今

度
は

や
っ

ぱ
り

精
神

科
の

先
生

と
仲

よ
く

し
と

い
て

。
い

つ
も

、
会

で
話

し
て

ま
す

ん
で

。
電

話
す

る
と

、
取

っ
て

く
れ

る
と

。
ど

う
し

よ
う

も
な

い
か

ら
お

願
い

し
て

る
ん

で
す

け
ど

>

<
た

ぶ
ん

患
者

さ
ん

の
家

族
自

身
が

、
今

起
こ

っ
て

い
る

こ
と

を
、

正
体

が
な

ん
な

の
か

っ
て

い
う

の
が

、
た

ぶ
ん

わ
か

ん
な

い
ん

だ
と

思
い

ま
す

。
で

、
そ

の
正

体
を

き
ち

ん
と

家
族

介
護

し
て

い
る

方
に

知
ら

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
B
P
S
D
の

ほ
う

は
、

お
さ

ま
っ

て
い

く
な

と
思

い
ま

す
>

<
現

状
が

受
容

で
き

る
か

ど
う

か
。

そ
も

そ
も

、
ご

本
人

が
認

知
症

で
あ

る
こ

と
す

ら
受

け
入

れ
ら

れ
な

い
っ

て
い

う
患

者
さ

ん
の

ご
家

族
は

、
結

構
多

い
の

で
、

そ
こ

に
ど

う
サ

ポ
ー

ト
で

き
る

か
>

<
ア

リ
セ

プ
ト

と
か

、
ど

っ
ち

か
っ

つ
う

と
、

興
奮

性
の

薬
物

に
関

し
て

は
、

攻
撃

的
な

人
と

か
に

は
、

ア
リ

セ
プ

ト
を

逆
に

切
っ

た
り

な
ん

か
し

た
ほ

う
が

、
診

て
い

く
上

で
は

い
い

か
も

し
ん

な
い

で
す

ね
>

<
た

と
え

ば
施

設
単

位
で

学
習

会
と

か
、

ず
っ

と
や

っ
て

い
く

こ
と

あ
る

ん
で

す
よ

。
で

、
施

設
単

位
で

学
習

会
を

や
る

と
、

や
っ

ぱ
り

そ
の

施
設

で
B
P
S
D
が

解
決

し
ま

す
。

だ
か

ら
、

ま
だ

き
ち

ん
と

ど
う

い
っ

た
形

で
伝

え
る

の
が

、
本

当
に

有
効

な
の

か
っ

て
い

う
の

は
わ

か
ら

な
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

な
ん

か
そ

こ
ら

辺
の

疾
患

の
性

質
と

、
対

応
法

に
つ

い
て

、
き

ち
ん

と
家

族
な

り
、

施
設

職
員

さ
ん

な
り

を
学

習
し

て
も

ら
う

こ
と

が
、

実
は

一
番

の
B
P
S
D
の

防
止

法
な

の
か

な
と

思
い

ま
す

>

<
こ

れ
は

対
話

と
い

う
か

、
困

っ
て

る
こ

と
を

聞
い

て
、

そ
れ

を
解

釈
し

て
、

ど
う

、
医

療
的

な
部

分
も

含
め

て
伝

え
る

か
っ

て
い

う
作

業
を

、
繰

り
返

し
繰

り
返

し
。

そ
れ

で
も

や
っ

ぱ
し

ご
家

族
は

、
受

け
入

れ
ら

れ
な

い
こ

と
は

多
い

ん
で

す
ね

。
で

も
そ

れ
は

繰
り

返
し

繰
り

返
し

や
り

な
が

ら
、

と
き

に
は

、
違

う
人

が
そ

う
い

う
話

を
何

回
か

や
っ

て
い

く
う

ち
。

も
う

一
つ

は
、

患
者

さ
ん

ご
家

族
が

自
分

た
ち

だ
け

じ
ゃ

な
い

っ
て

い
う

こ
と

を
認

識
し

た
と

き
に

、
大

き
く

こ
と

が
動

く
こ

と
は

あ
り

ま
す

。
こ

れ
っ

て
う

ち
だ

け
か

と
思

っ
て

た
ら

っ
て

い
う

の
が

、
ど

こ
か

で
つ

な
が

る
と

、
「

あ
あ

、
や

っ
ぱ

り
そ

う
な

ん
だ

、
だ

か
ら

そ
う

な
ん

だ
」

っ
て

い
う

ふ
う

に
思

考
回

路
が

変
わ

っ
て

い
く

>

<
実

際
に

B
P
S
D
が

見
ら

れ
て

る
人

に
対

し
て

も
、

家
族

の
人

た
ち

の
理

解
が

、
も

う
最

初
っ

か
ら

い
い

人
も

い
る

ん
で

す
よ

、
そ

れ
で

も
出

る
こ

と
は

出
る

ん
で

す
よ

ね
。

だ
か

ら
、

そ
の

出
て

る
人

た
ち

に
対

し
て

、
辛

抱
強

く
や

り
ま

し
ょ

う
ね

っ
て

。
こ

れ
は

、
我

慢
が

い
る

ん
で

す
か

ら
ね

っ
て

い
う

話
を

家
族

に
し

て
、

家
族

の
人

た
ち

に
理

解
し

て
も

ら
う

>

<
た

と
え

ば
、

洋
服

の
着

替
え

の
問

題
と

か
で

も
、

言
葉

で
言

う
ん

じ
ゃ

な
く

て
、

風
呂

に
入

っ
て

る
と

き
に

、
こ

そ
っ

と
今

の
状

態
だ

っ
た

ら
入

れ
替

え
と

け
ば

わ
か

ら
ん

で
す

よ
と

か
。

汚
れ

物
と

洗
濯

物
を

並
べ

て
置

い
と

っ
た

ら
、

た
ぶ

ん
い

っ
ぺ

ん
に

着
ち

ゃ
い

ま
す

よ
っ

て
、

そ
れ

脱
が

せ
る

の
大

変
で

し
ょ

っ
て

、
そ

こ
で

怒
る

で
し

ょ
と

か
>

<
し

ん
ど

い
と

言
わ

れ
る

の
は

、
や

っ
ぱ

り
夜

間
、

寝
れ

な
い

。
気

が
も

う
お

さ
ま

ら
な

い
。

な
ん

で
、

そ
う

い
う

方
の

場
合

は
も

ち
ろ

ん
お

薬
を

使
っ

て
眠

れ
る

よ
う

に
っ

て
い

う
の

も
あ

る
し

、
あ

る
い

は
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

み
た

い
な

の
で

、
家

族
の

睡
眠

を
確

保
す

る
っ

て
い

う
の

は
あ

り
ま

す
ね

>
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<
や

っ
ぱ

り
家

族
っ

て
い

う
の

は
遠

慮
が

な
い

も
ん

で
す

か
ら

、
ど

う
し

て
も

な
ん

だ
か

ん
だ

っ
て

言
う

ん
で

す
よ

ね
。

そ
れ

で
、

実
際

問
題

言
っ

て
る

や
り

と
り

を
聞

か
し

て
く

れ
っ

て
言

っ
て

。
そ

う
す

る
と

、
本

当
に

乱
暴

な
言

葉
で

、
「

さ
っ

き
言

っ
た

ろ
う

」
と

か
、

そ
う

い
う

話
で

、
言

葉
の

使
い

方
っ

て
い

う
か

、
や

っ
ぱ

り
難

し
い

ん
で

す
け

ど
ね

。
で

も
、

ど
う

し
て

も
言

っ
て

し
ま

う
ん

で
し

ょ
う

ね
>

<
た

と
え

ば
施

設
職

員
さ

ん
な

ん
か

だ
っ

た
ら

、
風

呂
に

入
れ

る
の

が
大

変
だ

っ
て

い
う

よ
う

な
と

き
に

、
じ

ゃ
あ

、
ど

う
す

る
か

と
か

で
す

ね
。

じ
ゃ

あ
ち

ょ
っ

と
こ

の
軟

膏
を

塗
っ

て
、

軟
膏

を
落

と
す

た
め

に
風

呂
に

入
り

ま
し

ょ
う

と
か

で
す

。
な

ん
か

そ
う

い
う

事
例

の
集

積
っ

て
い

う
の

が
、

と
っ

て
も

B
P
S
D
の

対
応

に
は

有
効

な
の

か
な

と
思

い
ま

し
た

>

<
今

週
、

先
週

で
立

て
続

け
に

２
件

、
徘

徊
の

問
題

が
起

こ
っ

て
、

１
件

は
翌

朝
ま

で
見

つ
か

ら
な

く
て

、
救

命
セ

ン
タ

ー
に

低
体

温
で

運
ば

れ
て

。
も

う
一

人
は

や
っ

ぱ
り

見
つ

か
ん

な
く

て
、

見
つ

か
っ

た
と

き
に

、
ち

ょ
っ

と
具

合
が

悪
く

な
っ

て
入

院
に

な
っ

た
と

。
そ

れ
を

経
験

し
た

の
で

、
こ

れ
は

ち
ょ

っ
と

考
え

な
き

ゃ
な

と
思

い
始

め
て

る
と

こ
な

ん
で

す
が

。
付

け
焼

刃
的

な
と

こ
で

、
こ

れ
は

、
そ

う
い

う
リ

ス
ク

の
あ

る
方

に
は

、
靴

に
G
P
S
が

つ
い

て
い

る
と

か
、

居
場

所
が

わ
か

る
よ

う
な

手
段

っ
て

い
う

の
は

、
な

ん
ら

か
の

工
夫

が
必

要
か

な
と

は
思

い
ま

し
た

>

<
家

族
の

人
、

私
一

人
じ

ゃ
な

く
て

、
う

ち
の

訪
問

看
護

師
と

か
。

そ
れ

か
ら

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

か
、

そ
う

い
う

人
た

ち
に

入
っ

て
も

ら
っ

て
。

あ
る

い
は

、
施

設
の

介
護

職
の

方
た

ち
に

入
っ

て
も

ら
っ

て
、

家
族

を
慰

め
て

も
ら

う
ん

で
す

ね
。

も
う

一
つ

は
、

家
族

を
休

ま
せ

て
あ

げ
る

と
か

で
す

ね
>

<
ご

家
族

に
対

し
て

有
効

な
の

が
、

や
っ

ぱ
り

家
族

会
で

す
。

家
族

会
に

行
く

こ
と

だ
け

で
、

B
P
S
D
を

落
ち

着
く

て
い

う
の

は
、

多
い

で
し

ょ
う

>

<
（

徘
徊

模
擬

訓
練

な
ど

）
や

れ
れ

ば
い

い
ん

で
す

け
ど

、
な

か
な

か
都

市
部

の
現

状
を

か
ん

が
み

て
、

そ
の

徘
徊

の
人

も
、

警
察

に
探

し
て

も
ら

っ
た

り
し

た
ん

で
す

け
ど

。
管

轄
が

こ
こ

、
世

田
谷

区
と

目
黒

区
の

あ
れ

（
境

）
な

の
で

、
こ

こ
の

警
察

に
言

っ
て

も
、

駄
目

と
い

う
ね

、
そ

う
い

う
難

し
さ

も
あ

る
の

で
>

<
周

り
の

環
境

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

う
ん

で
す

ね
。

そ
の

人
の

置
か

れ
て

る
立

場
っ

て
い

う
の

が
一

番
じ

ゃ
な

い
か

と
。

そ
れ

を
い

か
に

見
つ

け
て

、
そ

れ
を

う
ま

く
治

せ
て

い
く

>

<
家

族
が

落
ち

着
く

と
、

患
者

さ
ん

も
落

ち
着

き
ま

す
。

逆
に

落
ち

着
か

な
い

と
こ

ろ
は

、
家

族
に

な
ん

ら
か

の
問

題
を

抱
え

て
る

場
合

も
、

結
構

あ
り

ま
す

>

<
家

族
の

受
け

入
れ

の
部

分
で

大
き

く
変

わ
っ

て
く

る
の

で
、

家
族

自
身

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
は

、
大

事
に

し
て

ま
す

。
家

族
が

病
状

を
受

け
入

れ
ら

れ
な

い
限

り
は

、
か

な
り

些
細

な
症

状
で

も
か

な
り

不
安

定
に

な
る

の
で

す
が

、
家

族
が

病
状

を
受

け
入

れ
て

く
る

と
、

多
少

の
B
P
S
D
で

も
、

大
丈

夫
な

ん
で

す
ね

。
だ

か
ら

家
族

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
は

本
当

に
大

事
だ

と
思

い
ま

す
>

<
こ

の
人

、
B
P
S
D
な

り
そ

う
だ

な
っ

て
い

う
の

が
。

そ
う

い
う

人
た

ち
が

い
る

ん
で

、
も

う
そ

う
い

う
人

た
ち

は
、

最
初

か
ら

気
を

つ
け

て
環

境
整

備
を

し
て

い
く

っ
て

い
う

の
が

、
や

っ
ぱ

り
必

要
だ

と
思

う
>

<
介

護
者

の
学

習
会

。
在

宅
介

護
者

の
会

み
た

い
な

と
こ

で
の

学
習

会
を

受
け

た
方

、
や

っ
ぱ

り
随

分
と

違
っ

て
き

ま
す

>
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<
何

言
っ

た
ら

怒
り

ま
す

か
と

か
、

そ
の

辺
の

チ
ェ

ッ
ク

で
す

よ
ね

。
ま

ず
最

初
、

そ
の

辺
を

チ
ェ

ッ
ク

し
と

い
て

、
喜

ぶ
こ

と
は

な
ん

な
ん

だ
と

か
、

趣
味

で
す

よ
ね

。
ご

本
人

の
持

っ
た

趣
味

は
な

ん
で

す
か

。
こ

れ
は

、
伸

ば
し

て
い

き
ま

し
ょ

う
っ

て
い

う
よ

う
な

と
こ

で
す

か
ね

。
好

き
な

も
の

を
食

べ
に

行
く

と
か

。
本

当
趣

味
を

持
っ

て
る

人
、

結
構

い
る

ん
で

す
よ

ね
。

だ
か

ら
、

そ
の

趣
味

を
や

め
な

い
で

>

<
詳

細
に

B
P
S
D
の

内
容

を
決

め
て

、
幻

覚
系

な
の

か
、

妄
想

系
な

の
か

、
脱

抑
制

な
の

か
、

情
動

行
動

な
の

か
っ

て
い

う
こ

と
で

、
あ

る
程

度
見

極
め

を
つ

け
て

薬
を

出
し

ま
す

。
そ

の
と

き
に

も
必

要
な

の
が

、
介

護
者

の
観

察
な

ん
で

す
よ

。
怒

り
っ

ぽ
く

な
る

理
由

っ
て

い
う

の
に

は
、

こ
う

い
う

い
く

つ
か

の
原

因
が

あ
る

か
ら

、
ど

れ
な

の
か

ち
ょ

っ
と

次
ま

で
探

し
て

も
ら

い
ま

し
ょ

う
か

っ
て

い
う

こ
と

で
探

し
た

り
。

あ
る

い
は

、
そ

の
場

で
答

え
て

も
ら

っ
た

り
し

て
、

そ
れ

に
合

わ
せ

て
薬

物
療

法
し

ま
す

>

<
精

神
科

に
送

っ
て

、
こ

れ
は

入
院

さ
せ

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
の

は
、

本
当

に
こ

の
何

年
間

。
た

と
え

ば
、

今
年

１
年

で
、

一
人

か
二

人
で

す
ね

>

<
（

薬
物

の
副

作
用

で
の

B
P
S
D
）

多
い

で
す

ね
。

結
構

あ
る

と
思

い
ま

す
。

で
す

か
ら

そ
こ

は
、

開
業

の
先

生
と

の
連

携
で

す
ね

。
信

頼
関

係
が

ど
れ

だ
け

取
れ

て
る

か
に

よ
っ

て
、

「
先

生
、

こ
れ

や
め

て
く

だ
さ

い
」

っ
て

言
っ

て
、

き
ち

ん
と

聞
い

て
く

れ
る

先
生

と
や

っ
ぱ

り
無

理
な

先
生

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
す

よ
>

<
興

奮
す

る
こ

と
は

多
い

で
す

よ
、

ベ
ン

ゾ
ジ

ア
ゼ

ピ
ン

。
意

外
な

盲
点

で
、

呼
吸

器
系

の
。

大
牟

田
は

、
結

構
呼

吸
器

疾
患

多
い

で
す

か
ら

、
テ

オ
フ

ィ
リ

ン
と

か
が

、
や

っ
ぱ

り
多

い
で

す
>

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
知

恵
と

い
う

か
、

そ
れ

は
、

家
族

会
に

入
っ

て
る

、
こ

う
い

う
毎

月
来

る
あ

れ
で

は
、

見
て

ま
す

け
ど

。
で

も
、

私
は

、
私

な
り

に
や

り
ま

す
。

ヒ
ン

ト
は

、
こ

こ
に

あ
る

の
で

>

大
牟

田
 
家

族
<
今

、
振

り
返

っ
て

み
る

と
、

安
心

感
だ

と
思

う
ん

で
す

よ
、

最
終

的
に

は
。

い
つ

も
わ

か
っ

て
る

よ
っ

て
、

私
が

お
る

よ
、

大
丈

夫
よ

と
>

玉
川

 
家

族
<
四

六
時

中
、

目
が

離
せ

な
い

ん
で

す
よ

ね
、

家
族

に
と

っ
て

は
。

有
効

な
の

は
私

が
や

っ
て

る
電

話
相

談
だ

と
思

い
ま

す
。

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

に
電

話
し

て
、

話
を

聞
い

て
も

ら
う

っ
て

こ
と

が
ま

ず
一

つ
。

気
持

ち
を

楽
に

す
る

っ
て

こ
と

が
一

つ
。

そ
れ

か
ら

や
り

方
と

か
そ

う
い

っ
た

も
の

を
、

工
夫

す
る

こ
と

を
教

え
て

く
れ

る
こ

と
が

ま
ず

一
つ

。
そ

れ
か

ら
昼

夜
逆

転
と

か
、

不
眠

と
か

そ
う

い
っ

た
も

の
は

や
は

り
か

か
り

つ
け

医
の

先
生

な
り

、
精

神
科

の
先

生
な

り
に

つ
な

げ
て

い
く

っ
て

い
う

こ
と

で
す

ね
>
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<
徘

徊
す

る
の

も
、

み
ん

な
聞

い
て

ま
す

け
ど

。
徘

徊
す

る
に

は
、

理
由

が
あ

る
の

で
、

何
か

自
分

が
言

葉
に

出
せ

な
か

っ
た

り
、

自
分

の
思

い
が

、
思

い
通

り
に

な
ら

な
い

と
、

そ
う

な
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
の

は
、

聞
い

て
た

ん
で

。
じ

ゃ
あ

、
お

父
さ

ん
は

、
今

、
何

を
し

た
い

の
か

な
と

か
、

そ
う

い
う

の
を

理
解

し
て

あ
げ

れ
ば

、
そ

れ
も

な
く

な
る

の
か

な
っ

て
の

は
、

自
分

で
思

っ
て

た
の

で
。

「
な

る
べ

く
本

人
の

や
り

た
い

よ
う

に
さ

せ
て

、
不

満
を

持
た

せ
な

い
、

ス
ト

レ
ス

を
持

た
せ

な
い

」
っ

て
、

前
か

ら
先

生
に

言
わ

れ
て

る
の

で
、

そ
う

い
う

こ
と

を
し

な
け

れ
ば

、
徘

徊
は

な
い

か
な

っ
て

思
っ

て
た

の
で

。
不

満
を

持
た

せ
な

い
と

か
、

否
定

言
葉

を
あ

ま
り

使
わ

な
い

で
、

ス
ト

レ
ス

を
持

た
せ

な
い

っ
て

、
同

じ
で

す
け

ど
。

そ
う

い
う

の
を

し
な

け
れ

ば
い

い
の

か
な

っ
て

思
っ

て
た

の
で

>

<
安

心
感

。
や

っ
ぱ

り
そ

れ
が

一
番

こ
う

い
う

、
そ

れ
だ

け
で

は
収

ま
ら

な
い

け
れ

ど
。

や
っ

ぱ
り

必
要

な
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

、
今

に
し

て
、

や
っ

ぱ
り

思
い

ま
す

ね
。

あ
の

と
き

に
。

だ
か

ら
、

何
を

す
る

に
し

て
も

、
い

つ
も

手
ば

握
っ

と
っ

た
で

す
よ

ね
。

な
ん

て
声

か
け

て
も

言
葉

が
よ

く
わ

か
ら

な
い

と
こ

ろ
あ

る
か

ら
、

手
を

握
っ

と
く

。
そ

う
す

る
と

、
ど

う
か

し
た

ら
し

っ
か

り
手

握
り

返
し

た
り

し
て

ま
し

た
か

ら
>

<
あ

と
は

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

な
り

、
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

な
り

を
つ

な
げ

て
い

っ
て

、
家

族
の

負
担

を
軽

く
し

て
そ

れ
か

ら
、

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
行

く
こ

と
に

よ
っ

て
、

日
常

的
な

サ
イ

ク
ル

っ
て

い
う

の
が

、
す

ご
く

元
に

戻
る

・
・

・
や

は
り

目
い

っ
ぱ

い
に

な
る

わ
け

で
す

よ
ね

。
で

す
か

ら
、

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
行

く
こ

と
で

、
少

し
生

活
リ

ズ
ム

が
で

き
て

、
そ

の
本

人
も

落
ち

着
い

て
く

る
っ

て
こ

と
も

あ
り

ま
す

の
で

、
そ

う
い

っ
た

利
用

>

<
「

背
中

、
ち

ょ
っ

と
見

せ
て

」
っ

て
言

っ
て

。
「

じ
ゃ

あ
、

汗
か

い
て

る
ん

じ
ゃ

ん
」

っ
て

言
っ

て
、

脱
が

せ
る

。
本

人
は

、
「

そ
う

じ
ゃ

な
い

」
っ

て
言

っ
て

る
け

ど
、

「
か

い
て

る
よ

」
っ

て
言

っ
て

、
脱

が
せ

て
。

触
ら

せ
も

す
る

ん
で

す
け

ど
、

そ
の

感
覚

が
た

ぶ
ん

わ
か

っ
て

な
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
い

う
と

き
に

は
、

一
応

脱
が

せ
て

、
着

替
え

さ
せ

た
り

し
な

が
ら

、
「

こ
う

だ
よ

」
っ

て
言

い
な

が
ら

納
得

さ
せ

て
、

着
替

え
さ

せ
た

り
>

<
や

っ
ぱ

り
休

む
時

間
が

、
せ

め
て

睡
眠

な
ん

か
取

れ
る

と
、

そ
の

い
ら

い
ら

と
か

も
理

解
で

き
れ

ば
収

ま
る

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
や

っ
ぱ

り
睡

眠
が

取
れ

な
い

と
、

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

い
ま

す
け

ど
ね

>

<
一

番
は

（
家

族
の

）
気

持
ち

を
聞

く
っ

て
い

う
こ

と
で

、
聞

い
て

も
ら

う
こ

と
で

、
ず

い
ぶ

ん
楽

に
な

る
場

合
。

解
決

で
き

な
く

て
も

、
聞

い
て

も
ら

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

気
持

ち
が

楽
に

な
る

。
そ

の
本

人
が

気
づ

き
が

で
き

る
ん

で
す

よ
ね

。
電

話
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

整
理

が
で

き
る

。
「

あ
あ

、
そ

う
だ

」
っ

て
い

う
こ

と
で

わ
か

っ
て

く
れ

る
っ

て
こ

と
と

、
そ

れ
か

ら
、

ど
う

い
う

ふ
う

に
し

た
ら

い
い

か
っ

て
い

う
の

を
、

あ
る

程
度

わ
か

っ
て

い
れ

ば
、

情
報

を
お

教
え

す
る

っ
て

こ
と

と
、

そ
れ

か
ら

、
ど

う
い

う
ふ

う
に

つ
な

げ
て

い
い

か
わ

か
ん

な
い

と
き

は
、

専
門

の
先

生
の

と
こ

ろ
行

っ
て

く
だ

さ
い

と
か

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

る
っ

て
い

う
こ

と
で

す
>

<
家

族
が

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
に

、
行

政
が

や
っ

て
る

と
こ

ろ
と

か
、

そ
の

地
域

包
括

が
、

社
会

福
祉

協
議

会
と

か
、

い
ろ

い
ろ

と
研

修
会

と
か

、
そ

う
い

う
の

を
や

っ
て

る
と

こ
ろ

に
出

向
い

て
く

人
は

い
い

ん
で

す
け

ど
も

、
出

向
け

な
い

人
に

、
や

は
り

認
知

症
の

症
状

は
、

こ
う

い
っ

た
場

合
は

、
こ

う
い

う
対

応
し

た
ら

い
い

か
と

か
、

こ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

は
、

こ
う

い
う

と
こ

ろ
に

相
談

の
っ

て
た

ら
い

い
か

と
か

、
そ

う
い

う
マ

ニ
ュ

ア
ル

み
た

い
な

も
の

が
あ

れ
ば

い
い

な
と

思
っ

て
ま

す
。

出
向

け
な

い
人

が
、

結
構

、
い

ら
っ

し
ゃ

る
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
>
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<
勉

強
し

て
る

人
は

、
あ

る
程

度
わ

か
り

ま
す

け
ど

も
、

や
は

り
わ

か
り

や
す

い
言

葉
で

、
こ

う
い

う
場

合
は

こ
う

い
う

ふ
う

に
し

た
ら

い
い

っ
て

い
う

ガ
イ

ド
み

た
い

な
も

の
が

、
い

ろ
い

ろ
と

区
で

も
出

し
て

る
ん

で
す

よ
ね

。
だ

け
ど

も
、

そ
れ

が
浸

透
し

て
る

の
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
し

、
出

し
て

い
て

も
、

わ
か

っ
て

も
ら

っ
て

な
い

と
こ

ろ
も

あ
る

ん
で

は
な

い
か

な
と

。
も

っ
た

い
な

い
な

っ
て

い
う

の
が

、
私

は
正

直
な

と
こ

ろ
な

ん
で

す
>

<
み

な
さ

ん
そ

れ
ぞ

れ
、

認
知

症
だ

か
ら

、
理

解
を

示
さ

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

っ
て

こ
と

は
、

重
々

わ
か

っ
て

る
ん

で
す

よ
、

い
ろ

ん
な

情
報

で
。

わ
か

っ
て

は
い

る
ん

だ
け

ど
も

、
日

常
生

活
の

中
で

、
不

満
な

ん
か

い
っ

ぱ
い

た
ま

っ
て

し
ま

っ
て

、
そ

れ
が

爆
発

し
ち

ゃ
う

ん
だ

け
ど

も
。

で
も

、
や

っ
て

る
う

ち
に

、
相

手
は

病
気

な
ん

だ
よ

っ
て

い
う

の
が

わ
か

っ
て

て
、

そ
れ

を
何

回
も

繰
り

返
し

て
た

と
き

に
、

ふ
っ

と
落

ち
る

と
き

が
あ

り
ま

す
。

だ
か

ら
、

あ
き

ら
め

な
い

で
頑

張
っ

て
や

っ
て

く
だ

さ
い

ね
っ

て
い

う
こ

と
を

言
っ

て
は

い
る

ん
で

す
が

。
介

護
が

終
わ

っ
た

人
は

わ
か

る
ん

で
す

よ
ね

。
だ

け
ど

も
、

介
護

し
て

る
真

っ
最

中
の

人
は

、
聞

く
耳

持
た

な
い

ん
で

す
よ

。
そ

れ
を

な
ん

と
か

聞
く

耳
を

持
た

せ
よ

う
っ

て
い

う
の

が
、

な
か

な
か

難
し

い
。

ぶ
つ

か
っ

た
と

き
に

は
じ

め
て

、
「

あ
、

ど
う

し
よ

う
」

っ
て

。
そ

こ
で

、
こ

う
い

っ
た

も
の

（
ガ

イ
ド

）
を

広
げ

て
み

る
と

い
う

こ
と

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

い
ま

す
ね

>

<
だ

か
ら

、
周

り
は

や
は

り
根

気
強

く
、

こ
う

い
う

ふ
う

に
関

わ
っ

て
い

く
こ

と
で

は
な

い
か

な
っ

て
思

い
ま

す
ね

。
目

覚
め

る
の

は
、

な
か

な
か

難
し

い
で

す
よ

ね
。

そ
れ

か
ら

、
わ

か
っ

て
る

け
ど

言
っ

て
ほ

し
く

な
い

っ
て

い
う

と
こ

ろ
も

あ
り

ま
す

し
、

ほ
っ

と
い

て
く

れ
っ

て
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
し

>
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9
.
終
末
期
か
ら
お
看

取
り

に
つ

い
て

富
士

宮
市

大
牟
田
市

世
田
谷
区
 
玉
川

富
士

宮
 
行

政
<
6
0
ぐ

ら
い

医
療

機
関

が
あ

る
ん

で
す

け
ど

、
3
4
か

５
ぐ

ら
い

の
医

療
機

関
で

訪
問

診
療

を
や

っ
て

く
れ

て
い

て
。

お
願

い
す

る
と

来
て

く
れ

る
っ

て
先

生
が

、
結

構
多

い
ん

で
す

よ
ね

。
そ

う
し

た
中

で
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
な

ん
か

は
、

話
し

や
す

い
先

生
に

協
力

を
し

て
も

ら
っ

て
、

来
て

、
看

取
り

を
や

っ
て

い
る

と
い

う
ケ

ー
ス

が
あ

る
ん

で
す

け
ど

も
。

正
直

い
う

と
、

ま
だ

そ
の

実
態

と
か

、
そ

う
い

っ
た

把
握

は
ま

だ
で

き
て

な
い

し
、

行
政

と
し

て
、

そ
の

仕
組

み
と

し
て

、
組

み
立

て
が

ま
だ

で
き

て
い

な
い

>

大
牟

田
 
行

政
<
在

宅
で

の
看

取
り

っ
て

い
う

部
分

で
は

、
小

規
模

多
機

能
を

利
用

し
な

が
ら

、
看

取
り

、
小

規
模

多
機

能
が

、
訪

問
看

護
と

連
携

し
な

が
ら

、
看

取
り

を
す

る
っ

て
い

う
事

例
が

少
し

ず
つ

出
て

き
て

る
ぐ

ら
い

で
。

仕
組

み
と

し
て

は
、

な
か

な
か

、
こ

こ
に

は
今

、
タ

ッ
チ

で
き

て
い

な
い

>

玉
川

 
行

政
<
機

能
強

化
型

の
在

支
診

が
全

部
で

3
1
ぐ

ら
い

あ
る

>

<
医

師
が

、
在

宅
医

療
を

考
え

る
会

っ
て

い
う

の
を

、
任

意
で

先
生

が
６

人
に

な
っ

た
の

か
な

。
集

め
て

く
れ

て
、

任
意

検
討

研
究

会
を

開
い

て
く

れ
て

る
ん

で
す

。
そ

こ
の

先
生

方
と

、
ま

た
連

携
も

持
ち

な
が

ら
、

少
し

そ
う

い
っ

た
も

の
に

発
展

で
き

て
い

っ
た

り
と

か
だ

と
思

う
ん

で
す

け
ど

も
。

ま
だ

ち
ょ

っ
と

見
え

て
な

い
。

>

<
在

宅
で

看
て

る
限

り
、

ど
こ

か
で

訪
問

看
護

っ
て

い
う

の
が

入
っ

て
き

ま
す

か
ら

。
そ

う
い

う
意

味
で

は
、

認
知

症
の

支
援

の
中

で
も

、
ス

テ
ー

ジ
の

最
後

の
ほ

う
に

行
く

と
、

在
宅

医
療

連
携

の
話

に
は

な
っ

て
く

る
の

で
。

ま
だ

、
ど

っ
ち

も
始

ま
っ

た
ば

っ
か

り
で

は
あ

る
の

で
、

そ
れ

を
統

合
し

て
い

く
必

要
が

、
こ

れ
か

ら
あ

る
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
い

ま
す

>

<
在

支
診

の
先

生
た

ち
で

、
お

看
取

り
や

る
と

き
っ

て
、

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
絶

対
必

須
だ

と
思

っ
て

い
る

の
で

、
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
で

強
化

型
の

在
支

診
で

お
看

取
り

の
医

療
体

制
取

っ
て

い
た

だ
け

る
所

が
ベ

ー
ス

に
あ

っ
て

、
も

ち
ろ

ん
本

人
・

家
族

の
思

い
も

大
事

な
ん

で
す

け
ど

、
看

取
れ

る
体

制
を

作
れ

る
か

ど
う

か
と

い
う

の
が

す
ご

く
大

き
く

て
・

・
・

お
看

取
り

が
で

き
る

医
療

体
制

が
ま

だ
十

分
じ

ゃ
な

い
ん

で
す

>

<
自

宅
か

、
そ

れ
が

た
ま

た
ま

老
健

か
も

し
れ

な
い

け
ど

、
ど

っ
ち

か
で

お
看

取
り

が
で

き
る

と
い

い
な

と
思

っ
て

い
ま

す
>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
<
う

ち
の

包
括

の
中

で
、

問
題

に
な

っ
て

き
ち

ゃ
う

の
は

、
一

人
暮

ら
し

の
方

で
、

家
族

の
協

力
も

何
も

得
ら

れ
な

い
よ

う
な

方
の

中
で

。
そ

れ
で

、
認

知
症

で
判

断
能

力
が

な
く

な
っ

て
い

っ
て

し
ま

っ
た

方
は

、
い

っ
た

い
ど

こ
ま

で
在

宅
で

生
活

が
で

き
る

ん
だ

ろ
う

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

の
見

極
め

の
部

分
っ

て
い

う
の

が
、

難
し

い
な

っ
て

い
う

の
が

思
う

と
こ

で
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
あ

ん
ま

り
経

験
が

な
く

て
。

た
ぶ

ん
要

介
護

状
態

で
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
が

関
わ

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
と

い
う

の
が

ほ
と

ん
ど

だ
と

思
う

ん
で

、
こ

ち
ら

に
直

接
か

か
る

っ
て

い
う

の
が

な
い

。
今

の
と

こ
ろ

な
い

で
す

ね
>

玉
川

 
地

域
包

括
<
亡

く
な

る
と

き
の

状
況

っ
て

ど
ん

な
感

じ
に

な
っ

た
の

か
と

か
っ

て
い

う
、

先
の

見
通

し
を

心
配

さ
れ

る
方

は
多

い
で

す
し

、
O
B
の

方
が

入
っ

て
く

だ
さ

っ
て

る
こ

と
で

、
そ

の
方

は
、

義
理

の
お

母
さ

ん
は

施
設

で
看

取
っ

て
、

義
理

の
お

父
さ

ん
は

ご
自

宅
で

看
取

っ
て

っ
て

両
方

経
験

さ
れ

て
る

の
で

、
そ

の
体

験
談

を
話

し
て

い
た

だ
い

て
、

そ
う

い
う

ふ
う

な
選

択
肢

が
あ

る
ん

だ
な

っ
て

い
う

の
を

、
ご

家
族

が
聞

い
て

、
参

考
に

し
て

い
た

だ
い

て
る

っ
て

い
う

こ
と

が
あ

る
ん

で
す

け
ど

。
や

は
り

そ
れ

は
、

す
ご

い
皆

さ
ん

気
に

さ
れ

て
る

と
い

う
か

、
心

配
さ

れ
て

る
と

こ
で

す
し

、
判

断
材

料
が

、
今

ち
ょ

う
ど

家
族

会
で

そ
う

い
う

こ
と

を
話

し
て

く
だ

さ
れ

る
方

が
い

る
の

で
、

そ
こ

は
、

今
ち

ょ
っ

と
ご

家
族

の
先

の
見

通
し

を
立

て
る

と
い

う
上

で
は

、
有

効
に

な
っ

て
る

か
な

>

行
政
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に
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<
「

じ
ゃ

あ
、

こ
の

お
母

さ
ん

は
ど

う
し

ま
す

」
っ

て
い

う
、

9
0
の

お
母

さ
ん

だ
っ

た
ん

で
す

け
ど

、
「

ど
う

し
ま

す
」

っ
て

言
う

と
、

「
母

は
家

で
死

に
た

い
っ

て
言

っ
て

ま
す

か
ら

、
も

う
、

そ
の

状
態

で
い

い
で

す
」

っ
て

い
う

。
で

、
結

局
、

「
う

ん
こ

ま
み

れ
に

な
っ

て
い

よ
う

が
、

ど
う

い
う

、
何

も
服

も
着

て
い

な
か

ろ
う

が
、

別
に

そ
の

状
態

で
ほ

っ
と

い
て

く
れ

。
そ

れ
が

母
の

本
望

だ
」

っ
て

し
か

言
わ

な
い

息
子

が
い

て
>

<
結

構
苦

労
さ

れ
る

っ
て

い
う

方
が

多
い

っ
て

い
う

の
は

、
よ

く
聞

き
ま

す
の

と
。

認
知

症
に

限
ら

ず
で

す
け

ど
も

、
ご

家
族

の
方

た
ち

の
苦

労
が

、
結

構
あ

る
な

と
い

う
の

は
感

じ
て

ま
す

>

<
入

院
し

た
あ

と
治

療
の

と
こ

ろ
で

、
胃

ろ
う

に
し

な
い

と
も

う
退

院
を

し
な

き
ゃ

い
け

な
い

っ
て

言
わ

れ
て

る
ん

だ
と

か
、

そ
の

あ
と

施
設

を
選

ぶ
と

き
に

、
ど

う
い

ろ
い

ろ
な

医
療

的
な

行
為

が
あ

る
け

ど
、

ど
う

す
る

ん
だ

ろ
う

と
か

っ
て

い
う

、
終

末
期

、
ど

こ
で

最
期

介
護

を
す

る
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
。

施
設

に
す

る
の

か
、

お
う

ち
に

引
き

取
る

の
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
だ

っ
た

り
と

か
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
の

相
談

も
多

い
で

す
の

で
、

特
に

>

<
で

も
、

家
族

が
、

こ
の

お
母

さ
ん

は
、

本
当

は
こ

の
状

態
で

い
い

の
と

か
っ

て
い

う
判

断
を

、
結

局
し

て
も

ら
え

な
い

っ
て

い
う

、
ケ

ー
ス

が
あ

っ
た

ん
で

す
。

お
母

さ
ん

は
、

本
当

に
そ

れ
を

願
っ

て
い

る
の

か
ど

う
だ

か
っ

て
い

う
の

が
、

認
知

症
に

な
る

前
に

、
言

っ
た

言
葉

と
、

セ
ル

フ
ネ

グ
レ

ク
ト

の
話

じ
ゃ

な
い

ん
で

す
け

ど
、

見
極

め
て

い
く

部
分

っ
て

い
う

の
が

、
こ

っ
ち

と
し

て
は

本
当

に
判

断
と

し
て

迷
う

と
こ

ろ
で

。
で

、
お

母
さ

ん
の

願
い

で
は

あ
っ

た
ん

だ
ろ

う
け

ど
、

こ
う

い
う

悲
惨

な
状

態
に

な
っ

た
中

で
、

こ
こ

に
や

っ
ぱ

り
い

る
の

が
、

や
っ

ぱ
り

お
母

さ
ん

の
、

ご
本

人
さ

ん
の

幸
せ

で
は

な
い

だ
ろ

う
っ

て
い

う
と

こ
ろ

の
部

分
で

、
「

や
っ

ぱ
り

こ
の

人
は

、
も

う
施

設
利

用
に

つ
な

げ
て

い
く

し
か

な
い

よ
ね

」
な

ん
て

い
う

話
に

な
り

ま
し

た
>

<
胃

ろ
う

の
こ

と
と

か
も

、
迷

わ
れ

て
る

方
に

つ
い

て
は

、
先

生
か

ら
こ

う
い

う
ふ

う
に

言
わ

れ
て

し
ま

っ
て

っ
て

、
も

う
そ

の
と

き
に

、
も

う
そ

れ
じ

ゃ
な

い
と

退
院

だ
と

か
、

結
構

も
う

せ
っ

ぱ
つ

ま
っ

た
と

こ
ろ

で
来

ら
れ

て
る

方
が

多
い

ん
で

す
よ

ね
>
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<
本

当
に

お
一

人
暮

ら
し

だ
っ

た
り

と
か

、
家

族
が

い
て

も
、

本
当

に
非

協
力

的
な

ご
家

族
を

、
こ

の
方

の
終

末
っ

て
い

う
の

を
ど

こ
で

ど
う

迎
え

れ
ば

い
い

の
か

な
っ

て
い

う
の

を
、

考
え

て
い

か
な

き
ゃ

い
け

な
さ

っ
て

い
う

の
は

、
難

し
い

な
っ

て
い

う
の

は
、

思
う

と
こ

ろ
で

し
た

>

<
（

胃
ろ

う
を

）
し

て
し

ま
っ

て
か

ら
こ

れ
で

よ
か

っ
た

ん
だ

ろ
う

か
っ

て
い

う
ご

相
談

も
あ

っ
た

り
す

る
ん

で
す

け
ど

。
や

っ
ぱ

り
ど

っ
ち

が
い

い
と

は
私

た
ち

は
言

え
な

い
で

す
の

で
、

い
ろ

い
ろ

な
決

断
を

し
て

し
ま

っ
た

方
に

つ
い

て
は

、
そ

こ
を

フ
ォ

ロ
ー

し
て

あ
げ

る
っ

て
い

う
方

法
し

か
な

い
の

か
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
。

私
た

ち
も

「
こ

っ
ち

が
い

い
で

す
よ

、
こ

っ
ち

が
い

い
で

す
よ

」
っ

て
い

う
こ

と
は

、
な

か
な

か
言

え
な

い
の

で
、

こ
っ

ち
だ

っ
た

ら
こ

う
い

う
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
し

。
で

も
、

そ
れ

も
聞

い
て

ら
っ

し
ゃ

る
方

も
多

い
ん

で
す

よ
ね

。
聞

い
て

て
も

で
も

迷
っ

て
っ

て
い

う
こ

と
あ

る
の

で
、

判
断

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
>

<
実

際
、

や
っ

ぱ
り

介
護

し
て

い
く

中
で

、
ご

家
族

の
方

は
気

に
さ

れ
て

い
る

ポ
イ

ン
ト

、
も

う
ほ

か
の

方
は

ど
う

し
て

る
の

か
し

ら
っ

て
い

う
と

か
、

ど
ん

な
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
の

か
し

ら
っ

て
い

う
の

は
、

よ
く

聞
か

れ
ま

す
>

<
絶

対
胃

ろ
う

は
し

な
い

っ
て

言
っ

て
て

も
、

そ
の

場
に

な
っ

た
ら

や
っ

ぱ
り

長
く

生
き

て
ほ

し
い

っ
て

思
っ

て
さ

れ
る

っ
て

い
っ

て
、

さ
れ

て
。

で
も

、
し

て
か

ら
、

食
べ

れ
な

く
な

っ
て

弱
っ

て
い

く
状

態
を

見
て

て
、

こ
れ

で
よ

か
っ

た
の

か
し

ら
っ

て
、

ま
た

後
悔

し
て

っ
て

い
う

状
況

を
見

る
と

、
や

っ
ぱ

り
ど

っ
ち

に
し

て
も

迷
わ

れ
る

し
、

ど
っ

ち
に

し
て

も
こ

れ
で

よ
か

っ
た

の
か

な
っ

て
思

う
と

は
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

う
い

う
こ

と
を

聞
く

機
会

が
あ

る
の

と
な

い
の

と
じ

ゃ
、

ま
た

ち
ょ

っ
と

違
う

の
か

な
>

<
お

話
を

と
に

か
く

お
聞

き
し

て
、

こ
れ

で
よ

か
っ

た
の

か
し

ら
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
ま

ず
は

受
け

止
め

て
。

で
も

、
そ

の
と

き
の

判
断

と
し

て
は

、
や

っ
ぱ

り
長

く
生

き
て

ほ
し

い
っ

て
い

う
思

い
で

や
ら

れ
た

ん
で

す
よ

ね
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
。

そ
う

し
た

ら
、

そ
こ

の
と

こ
ろ

を
ち

ょ
っ

と
後

押
し

を
し

て
あ

げ
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

と
>

－ 240 －



 
9
.
終
末
期
か
ら
お
看

取
り

に
つ

い
て

地
域

包
括

<
迷

っ
て

る
方

に
つ

い
て

は
、

し
な

い
で

自
然

と
食

べ
れ

な
く

な
っ

て
亡

く
な

っ
て

い
く

っ
て

い
う

こ
と

も
あ

る
し

、
胃

ろ
う

に
な

っ
て

食
べ

ら
れ

る
よ

う
に

栄
養

が
入

っ
て

い
く

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

、
そ

う
い

う
ふ

う
に

な
っ

た
と

き
に

ど
う

い
う

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

か
っ

て
、

先
生

に
、

し
た

ら
ど

う
な

る
か

、
し

な
か

っ
た

ら
ど

う
な

る
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
を

よ
く

聞
い

て
、

ど
っ

ち
が

正
解

っ
て

い
う

こ
と

は
な

い
か

ら
っ

て
い

う
こ

と
は

、
お

話
を

よ
く

し
て

納
得

し
た

上
で

、
先

生
が

、
「

と
に

か
く

、
し

な
い

と
退

院
だ

よ
」

っ
て

言
わ

れ
た

か
ら

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
で

、
納

得
し

て
な

い
の

に
書

い
て

し
ま

う
と

、
や

は
り

あ
と

あ
と

後
悔

す
る

か
ら

っ
て

い
う

こ
と

は
、

お
話

は
す

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

>

社
協

富
士

宮
 
社

協
<
終

末
期

で
す

か
・

・
・

や
っ

ぱ
り

病
院

と
か

、
施

設
の

方
が

多
い

中
で

、
私

た
ち

が
入

っ
て

く
る

情
報

っ
て

い
う

の
が

、
早

い
人

で
、

１
日

経
っ

て
発

見
さ

れ
た

と
か

。
見

守
り

活
動

を
や

っ
て

く
れ

て
い

る
人

た
ち

が
、

密
接

な
関

係
が

あ
る

と
、

そ
の

発
見

が
早

く
て

、
す

ぐ
に

ご
家

族
だ

と
か

、
警

察
だ

と
か

、
医

療
機

関
だ

と
か

に
つ

な
が

っ
て

、
腐

敗
し

ち
ゃ

わ
な

い
、

早
い

時
期

の
対

応
で

で
き

た
り

す
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

看
取

り
を

し
た

っ
て

い
う

部
分

ま
で

、
ち

ょ
っ

と
情

報
と

し
て

掴
め

て
い

な
い

の
で

、
な

ん
と

も
い

え
な

い
部

分
も

あ
る

ん
で

す
が

>

大
牟

田
 
社

協
<
家

族
支

援
は

。
要

す
る

に
、

今
の

段
階

か
ら

い
ろ

ん
な

、
こ

う
い

う
こ

と
を

し
と

っ
た

ほ
う

が
い

い
と

か
。

亡
く

な
っ

て
し

ま
っ

て
か

ら
や

と
、

銀
行

の
口

座
一

つ
借

り
る

の
も

大
変

な
ん

で
す

ね
。

こ
う

い
う

こ
と

を
生

き
て

る
間

に
や

っ
て

お
く

と
か

い
う

ふ
う

な
工

夫
も

で
き

る
で

し
ょ

う
ね

。
身

辺
の

整
理

み
た

い
な

と
か

。
そ

う
い

う
ふ

う
な

お
手

伝
い

が
、

あ
る

程
度

相
談

は
で

き
ま

す
け

ど
ね

>

玉
川

 
社

協
<
私

た
ち

の
サ

ー
ビ

ス
で

言
え

ば
、

認
知

症
に

至
る

前
か

ら
、

お
う

ち
の

中
入

っ
て

、
毎

週
顔

合
わ

せ
て

た
と

か
っ

て
い

う
方

が
い

ら
し

て
。

認
知

症
が

進
ん

で
も

そ
の

方
へ

の
受

け
入

れ
は

よ
か

っ
た

り
と

か
い

う
中

で
、

本
当

に
ぎ

り
ぎ

り
の

と
こ

ろ
ま

で
お

手
伝

い
、

入
院

さ
れ

る
前

ま
で

、
で

き
た

と
い

う
よ

う
な

ケ
ー

ス
も

あ
っ

て
、

た
ま

た
ま

な
の

か
も

わ
か

ら
な

い
で

す
け

ど
>

<
や

っ
ぱ

り
こ

れ
か

ら
、

ご
家

族
や

親
戚

が
な

か
な

か
近

く
に

い
な

い
な

ん
て

い
う

方
は

・
・

・
そ

の
方

と
地

域
の

人
の

関
係

を
、

で
き

る
だ

け
つ

な
い

で
い

く
作

業
を

、
今

の
段

階
だ

っ
た

ら
、

ま
だ

間
に

合
う

っ
て

ふ
う

に
僕

ら
思

い
な

が
ら

取
り

組
ん

で
る

ん
で

す
け

ど
>

<
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
で

、
市

民
後

見
セ

ン
タ

ー
を

、
こ

れ
は

大
牟

田
市

か
ら

の
受

託
に

な
る

と
思

う
ん

で
す

が
、

今
、

来
年

で
き

る
よ

う
に

準
備

を
し

て
る

状
況

で
す

。
た

だ
、

こ
の

ま
ま

高
齢

者
が

ど
ん

ど
ん

進
ん

で
い

く
と

、
成

年
後

見
と

か
、

日
常

生
活

支
援

事
業

も
の

す
ご

く
増

え
て

き
て

、
パ

ニ
ッ

ク
状

態
に

な
っ

て
く

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
、

数
が

多
す

ぎ
て

。
市

民
後

見
も

ど
こ

ま
で

対
応

で
き

る
か

>

<
や

っ
ぱ

り
認

知
症

の
方

で
あ

れ
ば

、
そ

れ
が

進
ん

だ
り

し
て

る
段

階
か

ら
入

る
よ

り
は

、
前

か
ら

の
顔

を
知

っ
て

る
と

か
、

入
っ

て
た

と
い

う
と

こ
ろ

だ
と

活
動

の
ほ

う
も

ス
ム

ー
ズ

に
そ

の
後

も
流

れ
て

い
く

の
か

な
っ

て
い

う
の

は
>
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.
終
末
期
か
ら
お
看

取
り

に
つ

い
て

社
協

<
今

う
ち

の
ほ

う
で

も
5
0
人

弱
ぐ

ら
い

の
利

用
者

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

日
常

生
活

で
も

対
応

で
き

な
く

て
、

通
帳

も
4
0
人

分
ぐ

ら
い

預
か

っ
て

る
ん

で
ね

。
生

活
支

援
員

さ
ん

が
渡

し
て

、
お

金
を

貸
し

て
も

ら
う

状
況

で
す

の
で

。
も

う
認

知
症

に
な

っ
て

く
る

と
、

す
べ

て
が

で
き

ま
せ

ん
か

ら
ね

。
完

全
で

き
な

く
な

っ
て

く
る

と
、

も
う

後
見

人
の

ほ
う

に
移

行
さ

せ
て

し
ま

う
と

い
う

よ
う

な
状

況
に

な
っ

て
き

ま
す

>

<
私

た
ち

職
員

は
ど

う
し

て
も

異
動

等
で

変
わ

っ
て

し
ま

う
ん

で
す

け
ど

。
お

手
伝

い
の

方
は

ご
事

情
悪

く
な

ら
な

い
限

り
継

続
し

て
、

1
0
年

単
位

で
や

る
よ

う
な

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

ん
で

>

<
聞

い
た

方
で

は
、

お
亡

く
な

り
に

な
っ

て
、

悲
し

さ
も

あ
る

反
面

し
っ

か
り

見
送

る
こ

と
が

で
き

た
っ

て
い

う
、

あ
る

程
度

ご
高

齢
に

な
ら

れ
て

お
亡

く
な

り
に

な
ら

れ
た

っ
て

い
う

と
こ

ろ
も

含
め

て
、

そ
れ

を
受

け
入

れ
て

し
っ

か
り

最
後

ま
で

自
分

で
や

る
こ

と
は

で
き

た
っ

て
い

う
>

自
治
会

富
士

宮
 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

そ
う

い
う

人
た

ち
が

、
特

別
養

護
と

か
、

い
ろ

ん
な

と
こ

へ
、

病
院

入
っ

ち
ゃ

っ
て

る
も

ん
で

す
か

ら
、

住
所

移
さ

れ
て

る
と

か
、

「
最

近
、

あ
の

人
が

い
な

い
ね

」
と

か
い

う
話

に
な

っ
て

。
で

、
人

生
終

わ
っ

て
、

地
域

で
お

葬
式

を
出

そ
う

っ
て

い
う

と
き

に
、

初
め

て
、

や
っ

ぱ
り

亡
く

な
っ

て
ん

だ
な

っ
て

い
う

感
じ

で
す

よ
ね

。
だ

か
ら

、
そ

の
辺

の
終

末
の

と
き

の
介

護
と

か
、

そ
の

辺
の

が
我

々
は

わ
か

ら
な

い
わ

け
で

す
ね

。
も

う
専

門
分

野
の

と
こ

で
>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
最

期
は

、
や

っ
ぱ

り
ま

だ
、

家
族

の
方

は
、

施
設

に
入

れ
た

り
、

そ
う

い
う

ふ
う

な
家

族
か

ら
離

れ
て

生
活

を
さ

せ
る

と
い

う
こ

と
は

、
大

変
い

い
こ

と
と

は
申

し
ま

せ
ん

け
れ

ど
も

、
大

変
な

ん
か

自
分

自
身

に
責

め
る

部
分

が
あ

っ
て

、
そ

う
い

う
気

持
ち

が
あ

る
方

も
大

変
多

う
ご

ざ
い

ま
す

、
ま

だ
い

ま
だ

に
で

す
ね

>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
今

は
、

地
域

の
者

が
、

終
末

期
か

ら
看

取
り

に
至

る
ま

で
、

認
知

症
の

方
と

関
わ

る
こ

と
は

な
い

で
す

ね
、

そ
れ

は
>

<
そ

う
い

う
と

き
に

は
、

こ
こ

に
、

あ
な

た
た

ち
と

一
緒

に
、

最
期

ま
で

お
る

こ
と

は
、

幸
せ

な
こ

と
か

も
し

れ
ん

け
れ

ど
も

。
一

方
で

は
、

最
期

は
、

や
っ

ぱ
り

本
当

に
き

れ
い

な
。

こ
れ

は
、

特
殊

な
話

で
は

な
い

ん
で

。
今

の
時

代
は

、
や

っ
ぱ

り
そ

う
い

う
こ

と
も

、
一

つ
選

択
に

入
れ

ら
れ

た
ほ

う
が

、
よ

か
っ

ち
ゃ

な
か

で
し

ょ
う

か
ね

っ
て

、
皆

さ
ん

、
そ

げ
ん

よ
う

に
な

さ
る

っ
て

>
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.
終
末
期
か
ら
お
看

取
り

に
つ

い
て

自
治
会

<
た

だ
、

や
じ

馬
み

た
い

な
感

じ
の

言
い

方
で

は
な

く
て

、
し

っ
か

り
そ

の
人

の
身

に
な

っ
て

、
相

談
し

て
あ

げ
る

っ
て

い
う

こ
と

が
、

や
っ

ぱ
り

大
事

な
こ

と
だ

ろ
う

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
ま

す
>

か
か
り

つ
け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
認

知
症

の
人

の
一

番
困

る
の

は
、

や
っ

ぱ
り

栄
養

で
す

ね
。

食
事

を
摂

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

う
。

こ
れ

を
ど

う
や

っ
て

診
て

い
く

か
。

最
終

的
に

ど
う

い
う

ふ
う

に
す

る
か

。
家

族
と

の
関

わ
り

の
中

で
お

話
し

て
て

、
ど

ん
な

に
な

っ
て

も
生

か
し

と
い

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
方

も
お

ら
れ

ま
す

よ
ね

。
そ

う
い

う
人

は
、

胃
ろ

う
と

か
、

そ
う

い
う

の
を

つ
け

て
い

く
ん

で
す

け
ど

。
そ

う
い

う
人

は
少

な
い

ん
で

す
け

ど
、

い
る

ん
で

す
、

そ
う

い
う

方
も

ね
>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
認

知
症

っ
て

の
は

、
死

に
至

る
疾

患
だ

っ
て

い
う

の
は

、
や

っ
ぱ

り
み

ん
な

に
認

識
し

て
も

ら
う

こ
と

が
、

そ
の

人
の

よ
い

最
期

っ
て

い
う

の
に

つ
な

が
る

ん
や

な
い

か
な

と
思

っ
て

ま
す

>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
ご

家
族

の
ほ

う
か

ら
、

も
う

透
析

を
や

め
て

、
そ

れ
が

結
果

的
に

お
看

取
り

に
つ

な
が

っ
て

も
、

そ
れ

で
仕

方
な

い
で

す
っ

て
い

う
の

を
、

何
回

も
何

回
も

話
を

す
る

う
ち

に
そ

う
い

う
結

論
に

達
し

て
、

そ
れ

に
沿

っ
て

お
う

ち
で

お
看

取
り

を
し

た
っ

て
い

う
ケ

ー
ス

は
非

常
に

印
象

深
か

っ
た

で
す

>

<
最

終
的

に
一

番
困

る
の

は
、

も
う

食
べ

れ
な

い
、

飲
め

な
い

、
薬

も
飲

め
な

い
。

こ
う

い
う

人
で

、
B
P
S
D
と

か
、

そ
う

い
う

問
題

じ
ゃ

な
く

て
、

も
う

本
当

に
衰

弱
し

て
く

>

<
そ

れ
ぞ

れ
の

ス
テ

ー
ジ

が
あ

っ
て

、
最

期
に

は
歩

行
障

害
が

起
こ

っ
て

、
嚥

下
障

害
が

起
こ

っ
て

、
肺

炎
を

起
こ

し
て

、
胃

ろ
う

つ
く

る
か

、
つ

く
ら

ん
か

別
に

し
て

、
胃

ろ
う

を
つ

く
っ

た
と

し
て

も
、

最
終

的
に

は
肺

炎
で

亡
く

な
り

ま
す

よ
っ

て
い

う
プ

ロ
セ

ス
を

、
い

か
に

み
ん

な
で

共
有

で
き

る
か

っ
て

い
う

の
が

、
最

近
や

っ
ぱ

り
み

ん
な

で
共

有
で

き
て

き
て

る
よ

う
に

思
う

ん
で

す
よ

>

<
基

本
的

に
伴

走
で

す
ね

。
も

う
横

に
寄

り
添

っ
て

、
ど

っ
ち

の
方

向
に

行
く

こ
と

が
、

そ
れ

は
本

当
に

正
解

が
な

い
の

で
、

ど
っ

ち
の

方
向

で
も

基
本

的
に

支
え

ま
す

よ
っ

て
い

う
ス

タ
ン

ス
で

。
た

だ
、

本
当

に
迷

っ
て

道
が

わ
か

ら
な

く
な

っ
た

と
き

に
、

医
学

的
な

見
地

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

は
、

も
ち

ろ
ん

し
ま

す
。

そ
の

上
で

、
ま

た
判

断
し

て
も

ら
っ

て
、

こ
っ

ち
に

進
む

っ
て

言
っ

た
ら

一
緒

に
ま

た
走

っ
て

い
く

み
た

い
な

ス
タ

ン
ス

で
す

ね
>

<
や

っ
ぱ

り
家

族
と

の
お

話
が

、
一

番
で

す
か

ね
。

明
る

い
家

族
も

い
る

し
、

面
倒

見
の

あ
ん

ま
り

よ
く

な
い

家
族

も
。

面
倒

見
の

よ
く

な
い

家
族

の
場

合
は

、
ち

ょ
っ

と
大

変
で

す
け

ど
ね

、
訪

問
看

護
な

ん
か

も
。

私
た

ち
が

う
れ

し
い

の
は

、
家

族
の

人
が

き
ち

っ
と

や
っ

て
く

れ
る

の
が

一
番

う
れ

し
い

で
す

か
ね

>

<
家

族
と

か
も

含
め

て
で

す
ね

。
ず

っ
と

地
域

で
学

習
会

し
て

ん
で

す
よ

ね
。

そ
れ

と
初

診
の

と
き

に
は

、
な

か
な

か
言

え
な

い
け

れ
ど

も
、

２
回

目
、

３
回

目
の

と
き

は
死

に
至

る
病

気
で

あ
る

っ
て

い
う

こ
と

を
必

ず
説

明
し

ま
す

し
。

あ
と

は
、

介
護

職
員

さ
ん

た
ち

も
、

死
に

至
る

病
気

だ
っ

て
い

う
こ

と
を

少
し

ず
つ

認
識

し
て

き
て

る
よ

う
に

思
い

ま
す

。
そ

う
い

う
と

こ
ろ

を
、

ま
ず

認
識

で
き

始
め

た
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

よ
い

最
期

っ
て

い
う

の
を

迎
え

る
人

が
出

て
き

た
に

、
つ

な
が

っ
て

る
の

か
な

と
>

<
う

ち
で

1
5
0
件

く
ら

い
の

訪
問

診
療

や
っ

て
て

、
年

間
、

在
宅

で
お

看
取

り
す

る
方

が
3
0
か

ら
4
0
ぐ

ら
い

で
す

。
認

知
症

の
方

の
転

機
っ

て
い

う
の

は
、

現
状

で
は

、
８

割
、

９
割

は
施

設
に

最
後

行
か

れ
る

方
が

。
そ

れ
は

や
り

方
に

も
あ

る
と

思
う

ん
で

す
が

、
要

す
る

に
、

お
う

ち
で

お
看

取
り

ま
で

つ
な

が
る

、
本

当
に

認
知

症
の

終
末

期
の

と
こ

ろ
も

お
う

ち
で

見
ら

れ
る

っ
て

い
う

方
は

、
決

し
て

多
く

な
い

で
す

ね
。

そ
こ

が
今

後
、

ど
う

な
っ

て
い

く
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
は

あ
り

ま
す

>
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.
終
末
期
か
ら
お
看

取
り

に
つ

い
て

か
か
り

つ
け
医

<
本

当
の

タ
ー

ミ
ナ

ル
の

段
階

に
至

っ
た

と
き

に
、

ご
本

人
が

た
ぶ

ん
希

望
し

て
な

い
で

あ
っ

た
ろ

う
延

命
行

為
を

す
る

か
、

し
な

い
か

と
か

の
判

断
を

、
家

族
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
っ

て
い

う
こ

と
と

>

<
家

族
の

思
い

で
す

ね
。

も
う

、
家

族
が

「
も

う
無

理
で

す
」

っ
て

言
え

ば
、

も
ち

ろ
ん

施
設

に
な

り
ま

す
し

、
家

族
が

ど
ん

な
形

で
で

も
、

う
ち

で
看

ま
す

っ
て

い
う

こ
と

で
あ

れ
、

た
ぶ

ん
そ

の
比

率
は

１
割

か
２

割
は

い
か

な
い

だ
ろ

う
な

っ
て

言
っ

て
ま

す
ね

>

<
あ

と
は

、
そ

う
い

っ
た

過
程

を
経

る
っ

て
い

う
こ

と
を

知
っ

て
る

か
ら

こ
そ

病
院

じ
ゃ

な
く

て
、

施
設

、
あ

る
い

は
在

宅
で

亡
く

な
る

っ
て

い
う

人
が

、
増

え
て

き
た

の
か

な
と

思
い

ま
す

。
病

院
で

は
な

い
と

こ
ろ

で
の

死
で

す
ね

。
家

も
含

め
た

>

<
胃

ろ
う

を
選

択
し

な
け

れ
ば

、
や

は
り

、
お

看
取

り
に

近
づ

い
て

い
き

ま
す

の
で

、
そ

こ
も

含
め

て
許

容
で

き
る

、
受

容
で

き
る

っ
て

い
う

場
合

に
は

、
お

う
ち

で
そ

の
ま

ん
ま

だ
し

。
そ

こ
が

も
う

受
け

入
れ

ら
れ

な
い

。
や

っ
ぱ

し
胃

ろ
う

っ
て

な
る

と
、

胃
ろ

う
を

つ
け

て
、

あ
る

い
は

管
が

入
っ

て
、

そ
れ

を
う

ち
で

見
て

い
く

か
ど

う
か

。
う

ち
で

見
て

い
く

方
も

、
そ

れ
な

り
に

い
ら

っ
し

ゃ
る

ん
で

す
け

れ
ど

、
本

当
に

そ
れ

が
、

や
り

な
が

ら
も

疲
労

困
憊

で
、

や
っ

ぱ
り

施
設

に
っ

て
い

う
ケ

ー
ス

は
あ

り
ま

す
ね

>

<
一

つ
は

死
に

至
る

経
過

の
説

明
で

す
ね

。
医

者
っ

て
、

死
に

つ
い

て
勉

強
し

な
い

ん
で

す
よ

ね
、

ほ
と

ん
ど

。
今

の
医

者
は

わ
か

ら
な

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
私

た
ち

の
世

代
は

、
少

な
く

と
も

死
に

つ
い

て
は

勉
強

し
て

な
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

逆
に

介
護

職
員

っ
て

い
う

の
は

、
教

育
課

程
の

中
で

死
に

つ
い

て
、

か
な

り
長

い
間

勉
強

し
て

る
ん

で
す

よ
。

で
す

か
ら

、
そ

こ
か

ら
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

受
け

て
、

じ
ゃ

あ
死

に
つ

い
て

の
こ

と
に

つ
い

て
医

者
の

ほ
う

も
勉

強
し

て
、

そ
れ

を
き

ち
ん

と
情

報
提

供
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

っ
て

い
う

の
は

、
大

き
い

の
か

な
>

<
た

だ
、

単
身

者
で

認
知

症
っ

て
な

る
と

、
ほ

ぼ
や

っ
ぱ

い
施

設
に

行
か

れ
る

で
し

ょ
う

ね
>

<
医

療
を

適
用

す
る

っ
て

い
う

判
断

が
、

今
ま

で
医

者
に

求
め

ら
れ

て
き

た
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
適

用
し

な
い

っ
て

い
う

判
断

で
す

よ
ね

・
・

・
こ

れ
で

医
療

と
し

て
は

適
正

だ
よ

っ
て

い
う

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

発
信

で
き

る
よ

う
に

な
る

と
い

い
な

と
・

・
・

た
ぶ

ん
在

宅
医

療
、

本
気

で
や

っ
て

る
先

生
は

、
そ

こ
ら

辺
勘

ど
こ

ろ
で

わ
か

っ
て

る
>
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9
.
終
末
期
か
ら
お
看

取
り

に
つ

い
て

か
か
り

つ
け
医

<
一

つ
重

要
視

し
て

、
こ

れ
か

ら
取

り
組

ま
な

き
ゃ

い
け

な
い

と
思

う
の

は
、

急
性

期
の

医
者

。
た

と
え

ば
、

今
う

ち
で

多
い

の
が

、
「

も
う

延
命

治
療

は
望

み
ま

せ
ん

」
と

、
胃

ろ
う

の
説

明
す

る
と

き
に

言
わ

れ
る

ん
で

す
け

ど
。

も
う

経
鼻

入
れ

て
き

て
る

ん
で

す
よ

>

<
経

鼻
が

胃
ろ

う
と

、
医

療
的

な
意

味
合

い
と

し
て

は
、

か
な

り
同

等
に

近
い

っ
て

い
う

こ
と

を
、

や
っ

ぱ
り

説
明

で
き

る
能

力
が

急
性

期
の

医
者

に
あ

る
の

か
な

と
。

そ
こ

で
、

や
っ

ぱ
り

齟
齬

が
生

じ
ち

ゃ
っ

て
る

ん
で

す
よ

>

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
友

だ
ち

に
も

言
わ

れ
て

、
探

し
て

。
「

目
安

は
、

し
て

お
い

た
ほ

う
が

い
い

ん
じ

ゃ
な

い
」

っ
て

言
わ

れ
て

。
預

け
な

く
て

も
、

そ
う

い
う

な
と

こ
が

、
探

し
と

く
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

っ
て

>

大
牟

田
 
家

族
<
（

在
宅

で
の

看
取

り
）

や
っ

ぱ
り

そ
れ

も
、

家
族

の
余

力
の

あ
っ

て
の

こ
と

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

>

玉
川

 
家

族
<
誤

嚥
性

肺
炎

と
い

う
こ

と
で

、
１

週
間

た
っ

た
と

き
に

、
も

う
誤

嚥
性

肺
炎

、
治

り
ま

し
た

と
。

こ
れ

か
ら

ど
う

し
ま

す
か

っ
て

言
わ

れ
た

と
き

に
、

冷
た

い
言

い
方

を
さ

れ
た

ん
で

す
よ

ね
。

水
も

与
え

な
い

、
食

べ
物

も
与

え
な

い
、

自
然

死
っ

て
い

う
方

法
が

あ
る

ん
で

す
よ

ね
っ

て
言

わ
れ

た
と

き
に

、
私

は
す

ご
く

が
く

然
と

し
た

ん
で

す
よ

ね
。

ま
だ

、
現

に
母

は
生

き
て

る
ん

で
す

よ
。

娘
の

私
は

そ
れ

は
で

き
ま

せ
ん

っ
て

言
っ

た
ん

で
す

ね
。

だ
か

ら
、

何
か

い
い

方
法

な
い

ん
で

す
か

っ
て

言
っ

た
ら

、
気

管
支

を
切

開
す

る
と

か
、

そ
う

い
う

こ
と

は
す

る
必

要
は

な
い

け
ど

も
、

最
低

限
の

こ
と

は
何

が
で

き
ま

す
か

っ
て

聞
い

た
と

き
に

、
経

管
栄

養
が

あ
り

ま
す

っ
て

い
わ

れ
た

ん
で

す
ね

。
で

も
、

そ
れ

、
や

る
ま

で
難

し
い

ん
で

す
よ

ね
っ

て
言

い
方

を
さ

れ
て

、
ご

家
族

の
方

で
自

然
死

を
、

結
構

、
や

っ
て

る
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
す

よ
ね

っ
て

言
わ

れ
た

と
き

に
、

そ
の

経
管

栄
養

が
で

き
る

ん
な

ら
な

ん
と

か
そ

れ
を

や
っ

て
く

だ
さ

い
と

言
っ

て
、

母
の

場
合

、
経

管
栄

養
を

し
た

ん
で

す
ね

>
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9
.
終
末
期
か
ら
お
看

取
り

に
つ

い
て

家
族

<
や

っ
ぱ

り
主

人
が

、
日

頃
行

っ
て

れ
ば

、
違

和
感

な
く

、
そ

こ
に

行
け

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
っ

て
。

だ
か

ら
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
必

要
だ

な
っ

て
、

そ
こ

の
>

<
だ

か
ら

、
し

た
く

て
も

、
や

っ
ぱ

り
昼

間
い

な
か

っ
た

り
、

家
族

の
手

が
な

け
れ

ば
施

設
に

し
か

預
け

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
で

も
、

預
け

た
と

こ
ろ

に
、

や
っ

ぱ
り

家
族

の
、

そ
の

人
に

対
す

る
思

い
が

ど
れ

だ
け

あ
る

か
が

バ
ロ

メ
ー

タ
ー

に
な

る
か

な
と

い
う

気
が

>

<
そ

れ
が

終
わ

っ
た

と
き

に
、

と
に

か
く

出
て

く
だ

さ
い

っ
て

い
う

わ
け

で
す

よ
。

病
院

か
ら

。
急

性
期

の
治

療
は

終
わ

り
ま

し
た

か
ら

、
出

て
く

だ
さ

い
っ

て
言

わ
れ

た
と

き
に

、
施

設
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
探

し
て

く
れ

た
ん

で
す

が
、

個
室

し
か

あ
り

ま
せ

ん
っ

て
言

わ
れ

た
と

き
に

、
１

日
２

万
5
0
0
0
円

か
３

万
円

っ
て

言
わ

れ
た

ん
で

す
よ

>

<
慣

れ
て

れ
ば

、
た

と
え

ば
「

ご
め

ん
」

と
言

っ
て

。
「

今
日

一
日

、
半

日
で

も
い

い
か

ら
い

て
」

っ
て

言
え

ば
、

そ
こ

だ
っ

た
ら

い
い

か
な

っ
て

い
う

よ
う

な
と

こ
が

、
見

つ
か

っ
た

ほ
う

が
。

す
ぐ

だ
と

、
み

ん
な

拒
否

す
る

じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

お
迎

え
に

来
て

も
、

「
今

日
は

、
行

き
た

く
な

い
よ

」
っ

て
言

う
の

は
、

そ
う

い
う

せ
い

も
あ

る
か

な
っ

て
思

っ
て

、
み

ん
な

い
ろ

い
ろ

見
て

て
。

だ
か

ら
、

関
わ

り
が

あ
っ

た
ほ

う
が

ス
ム

ー
ズ

に
い

け
る

な
っ

て
。

だ
か

ら
、

そ
う

い
う

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
、

必
要

だ
な

っ
て

>

<
経

管
栄

養
は

自
宅

で
も

で
き

ま
す

よ
っ

て
言

わ
れ

た
ん

で
す

よ
。

だ
け

ど
、

私
は

、
も

う
、

で
き

な
い

と
思

っ
て

ま
す

。
誤

嚥
性

肺
炎

に
な

る
前

に
家

族
で

見
て

る
と

、
し

ょ
っ

ち
ゅ

う
夜

中
で

も
な

ん
で

も
、

目
を

白
黒

さ
れ

て
て

、
ち

ょ
っ

と
危

な
い

と
き

と
い

う
か

、
そ

う
い

う
と

き
に

本
当

に
夜

中
ど

う
し

よ
う

と
思

う
と

き
が

あ
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
だ

け
ど

様
子

を
見

て
て

、
朝

に
な

っ
た

と
き

に
病

院
に

連
れ

て
行

け
ば

い
い

っ
て

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

い
た

か
ら

、
病

院
に

朝
に

な
っ

て
連

れ
て

行
く

と
、

異
常

な
か

っ
た

と
い

う
こ

と
が

何
回

か
あ

っ
て

、
日

中
も

主
人

と
か

、
子

ど
も

た
ち

が
い

る
と

き
な

ら
手

助
け

し
て

も
ら

え
る

け
ど

も
、

い
な

い
と

き
に

車
い

す
か

ら
ず

り
落

ち
た

と
き

に
、

3
6
㎏

に
な

っ
た

と
き

で
も

、
車

い
す

に
戻

す
と

き
の

一
人

で
や

る
大

変
さ

と
い

う
の

は
、

本
当

大
変

だ
っ

た
ん

で
す

ね
。

も
う

、
や

っ
と

の
思

い
で

車
い

す
に

乗
せ

た
っ

て
い

う
、

何
回

も
経

験
が

あ
っ

て
、

そ
れ

で
在

宅
で

も
で

き
ま

す
よ

っ
て

言
わ

れ
た

と
き

に
、

な
ん

て
冷

た
い

言
い

方
か

な
っ

て
私

は
思

っ
て

、
こ

れ
以

上
、

私
は

、
も

う
、

で
き

な
い

っ
て

思
っ

た
の

で
、

も
う

と
に

か
く

病
院

か
施

設
か

し
か

な
い

な
と

い
う

こ
と

で
探

し
回

っ
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

な
か

な
か

大
変

で
す

よ
。

在
宅

で
看

取
る

、
よ

く
、

今
、

在
宅

で
看

取
る

人
も

い
ま

す
け

ど
も

>
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1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

富
士

宮
市

大
牟

田
市

世
田

谷
区

 
玉

川

行
政

富
士

宮
 
行

政
①

<
庁

内
体

制
で

、
要

は
、

包
括

ケ
ア

っ
て

い
う

、
そ

の
ス

タ
ン

ス
を

部
内

で
共

通
認

識
を

持
つ

と
い

う
こ

と
と

、
こ

の
保

健
領

域
の

部
分

を
、

も
う

一
回

組
み

立
て

な
お

し
て

。
中

学
校

区
単

位
で

し
っ

か
り

整
備

し
た

い
っ

て
い

っ
て

る
の

は
、

中
学

校
区

単
位

で
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
を

し
た

い
ん

で
す

。
な

の
で

、
包

括
の

ブ
ラ

ン
チ

が
地

域
型

支
援

セ
ン

タ
ー

で
。

社
会

福
祉

協
議

会
も

エ
リ

ア
担

当
制

に
し

て
も

ら
っ

た
ん

で
す

、
今

年
か

ら
・

・
・

包
括

と
社

協
と

保
健

師
が

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

で
、

中
学

校
区

圏
域

で
、

要
は

連
携

し
な

が
ら

動
く

よ
う

な
仕

組
み

を
つ

く
り

た
い

ん
で

す
>

大
牟

田
 
行

政
①

<
も

の
忘

れ
相

談
医

を
今

か
ら

増
や

し
て

い
く

ん
で

す
け

ど
。

そ
こ

と
定

期
的

に
連

絡
を

、
そ

れ
こ

そ
日

常
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

な
ん

で
す

け
ど

。
定

期
的

に
こ

っ
ち

の
情

報
を

発
信

し
て

い
っ

て
、

向
こ

う
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
が

あ
る

よ
う

な
状

況
を

つ
く

っ
た

り
と

か
。

常
に

つ
く

っ
た

ら
つ

く
り

っ
ぱ

な
し

に
し

な
い

っ
て

い
う

、
そ

こ
で

す
ね

。
そ

こ
が

一
つ

>

玉
川

 
行

政
①

<
老

健
を

も
う

ち
ょ

っ
と

、
家

族
が

希
望

し
た

と
き

に
、

希
望

す
る

時
期

・
期

間
、

ち
ょ

っ
と

柔
軟

に
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

た
ら

、
「

ま
た

在
宅

で
も

介
護

頑
張

ろ
う

」
と

い
う

よ
う

な
気

持
ち

に
つ

な
が

っ
て

い
く

の
か

な
と

。
家

族
の

レ
ス

パ
イ

ト
の

意
味

も
含

め
て

も
う

ち
ょ

っ
と

使
い

や
す

く
な

る
と

い
い

の
か

な
と

>

②
<
地

区
社

協
活

動
と

専
門

職
連

携
を

、
中

学
校

区
単

位
で

し
っ

か
り

ス
ク

ラ
ム

を
組

ん
で

、
そ

れ
に

は
役

割
の

確
認

も
再

度
し

な
き

ゃ
な

ら
な

い
ん

で
す

け
ど

。
そ

こ
か

ら
情

報
が

、
住

民
の

見
守

り
か

ら
、

専
門

職
フ

ォ
ー

マ
ル

に
つ

な
が

る
よ

う
な

仕
組

み
を

、
地

域
の

中
で

つ
く

り
た

い
っ

て
い

う
の

が
、

２
つ

目
>

②
<
あ

と
は

、
今

、
自

分
た

ち
の

業
務

の
中

で
や

っ
て

ま
す

け
ど

。
権

利
擁

護
の

部
分

で
、

今
、

括
弧

に
な

っ
て

ま
す

け
ど

、
成

年
後

見
セ

ン
タ

ー
を

ど
う

つ
く

っ
て

い
く

か
と

い
う

議
論

を
、

ず
っ

と
ち

ょ
う

ど
社

会
推

進
課

の
中

で
は

し
て

い
る

の
で

。
認

知
症

の
人

を
支

え
る

っ
て

い
う

部
分

で
は

、
や

っ
ぱ

り
大

事
な

側
面

な
ん

で
す

よ
ね

。
そ

の
方

の
権

利
を

ど
う

守
っ

て
い

く
の

か
。

財
産

を
ど

う
守

っ
て

い
く

の
か

っ
て

い
う

こ
と

は
、

大
事

な
の

で
>

<
レ

ス
パ

イ
ト

の
ニ

ー
ズ

は
た

ぶ
ん

高
い

だ
ろ

う
と

思
い

ま
す

の
で

。
キ

ャ
パ

そ
の

も
の

も
足

り
て

な
い

で
す

し
、

認
知

症
の

人
に

適
し

た
ケ

ア
が

提
供

で
き

る
、

そ
れ

だ
け

の
質

の
揃

っ
た

施
設

の
確

保
っ

て
い

う
の

が
、

ま
だ

十
分

じ
ゃ

な
い

と
い

う
の

が
あ

り
ま

す
の

で
。

老
健

で
も

世
田

谷
区

内
、

認
知

症
専

門
棟

を
持

っ
て

い
る

老
健

な
い

ん
で

す
ね

。
認

知
症

の
人

の
受

け
入

れ
を

し
て

い
る

老
健

は
い

く
つ

も
あ

る
ん

だ
け

ど
、

認
知

症
専

門
棟

を
持

っ
て

い
る

、
法

的
に

は
1
0
0
床

と
か

条
件

も
厳

し
く

は
あ

り
ま

す
が

、
そ

れ
だ

け
の

キ
ャ

パ
と

か
内

容
を

持
っ

て
る

老
健

は
、

こ
れ

だ
け

の
規

模
の

自
治

体
で

あ
り

な
が

ら
1
つ

も
な

い
の

で
、

そ
れ

は
将

来
的

に
見

て
、

ま
ず

い
な

と
い

う
こ

と
を

す
ご

く
感

じ
て

い
ま

す
>

③
<
あ

と
は

、
医

療
現

場
の

医
師

が
ケ

ア
ラ

ー
と

し
て

、
フ

ラ
ッ

ト
な

関
係

で
、

一
人

の
人

の
支

援
を

み
ん

な
で

考
え

ら
れ

る
よ

う
な

。
病

院
の

ワ
ー

カ
ー

も
、

薬
剤

師
さ

ん
も

含
め

て
、

フ
ラ

ッ
ト

な
関

係
で

議
論

を
で

き
る

よ
う

な
環

境
整

備
が

で
き

て
い

け
た

ら
い

い
な

と
思

っ
て

い
ま

す
>

③
<
も

う
一

つ
は

、
地

域
包

括
ケ

ア
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
い

う
と

、
地

域
ケ

ア
会

議
っ

て
い

う
の

に
、

い
か

に
認

知
症

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
修

了
生

を
参

加
さ

せ
て

い
く

か
と

か
、

一
緒

に
や

っ
て

い
く

か
っ

て
い

う
。

認
知

症
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

修
了

し
た

あ
と

に
、

修
了

生
た

ち
が

、
今

、
現

場
で

は
頑

張
っ

て
く

れ
て

い
ま

す
し

、
半

分
ぐ

ら
い

の
修

了
生

は
大

牟
田

の
い

ろ
ん

な
取

り
組

み
に

、
少

な
か

ら
ず

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
参

加
し

て
も

ら
っ

た
り

し
て

い
ま

す
け

ど
・

・
・

も
っ

と
自

分
の

事
業

所
だ

け
で

な
く

、
一

歩
外

に
出

て
、

地
域

の
た

め
に

や
る

よ
う

な
仕

組
み

、
仕

掛
け

、
環

境
を

つ
く

っ
て

い
く

の
が

大
事

か
な

。
せ

っ
か

く
養

成
し

た
ん

で
す

し
ね

>

②
<
老

年
内

科
っ

て
い

う
標

榜
で

診
て

い
た

だ
け

る
先

生
が

こ
れ

か
ら

ど
ん

ど
ん

増
え

る
と

い
い

な
と

思
う

ん
で

す
・

・
・

先
生

の
中

に
は

、
老

年
だ

か
ら

家
族

を
含

め
て

や
っ

て
い

っ
て

あ
げ

な
け

れ
ば

い
け

な
い

と
い

う
思

い
が

お
あ

り
で

い
て

く
だ

さ
る

と
、

家
族

へ
の

支
援

と
い

う
か

助
言

と
い

う
の

も
す

ご
く

タ
イ

ミ
ン

グ
が

良
く

て
、

い
い

な
と

思
い

ま
す

>

－ 247 －



 
1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

行
政

③
<
家

族
の

会
が

、
い

ろ
い

ろ
な

包
括

単
位

で
も

や
っ

て
た

り
す

る
ん

で
す

け
ど

、
介

護
さ

れ
る

家
族

の
立

場
と

い
う

か
、

ご
本

人
に

と
っ

て
娘

さ
ん

だ
っ

た
り

お
嫁

さ
ん

だ
っ

た
り

、
い

ろ
ん

な
立

場
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
る

か
と

思
い

ま
す

し
、

日
中

お
仕

事
を

さ
れ

て
い

る
方

、
さ

れ
て

い
な

い
方

、
い

ろ
い

ろ
な

家
族

の
方

の
状

況
、

属
性

が
あ

る
と

思
う

の
で

、
属

性
ご

と
の

会
と

か
、

そ
う

い
う

も
の

も
あ

る
と

、
よ

り
参

加
し

や
す

い
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
①

<
や

っ
ぱ

り
、

医
療

連
携

・
・

・
本

当
に

医
師

会
と

の
、

今
後

、
つ

な
が

り
だ

っ
た

り
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

一
番

に
は

な
る

の
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
す

よ
ね

>

大
牟

田
 
地

域
包

括
①

<
１

番
が

、
や

っ
ぱ

り
先

生
と

、
か

か
り

つ
け

医
と

の
連

携
>

玉
川

 
地

域
包

括
①

<
次

世
代

の
育

成
っ

て
い

う
か

、
認

知
症

の
啓

発
の

部
分

で
も

う
少

し
若

い
世

代
か

ら
の

啓
発

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

あ
る

と
い

い
か

。
そ

れ
は

、
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

一
つ

・
・

・
4
0
～

5
0
代

ぐ
ら

い
か

ら
で

す
か

ね
。

そ
の

ぐ
ら

い
か

ら
も

う
少

し
、

や
は

り
出

て
く

る
方

。
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
、

今
や

っ
て

募
っ

て
い

く
と

、
若

く
て

5
0
～

6
0
代

の
方

か
ら

7
0
代

ぐ
ら

い
の

方
が

主
に

な
っ

て
ま

す
の

で
>

②
<
あ

と
は

、
普

及
啓

発
を

ど
う

い
う

形
で

や
っ

て
い

け
れ

ば
い

い
の

か
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
。

・
・

・
認

知
症

に
な

っ
て

、
「

み
ん

な
な

る
じ

ゃ
な

い
の

。
何

が
悪

い
の

」
ぐ

ら
い

言
え

る
よ

う
な

環
境

が
で

き
て

い
か

な
い

と
、

や
っ

ぱ
い

進
ん

で
い

か
な

い
だ

ろ
う

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

か
な

っ
て

>

②
<
２

番
目

が
、

早
期

発
見

と
支

援
が

本
当

の
意

味
で

実
現

で
き

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

す
ね

。
・

・
・

ず
っ

と
私

感
じ

て
る

の
は

、
や

っ
ぱ

り
普

段
、

住
民

の
方

々
た

ち
の

認
知

症
に

対
す

る
イ

メ
ー

ジ
が

、
や

っ
ぱ

り
変

わ
る

か
、

変
わ

ら
な

い
か

だ
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

ま
す

。
・

・
・

な
り

た
く

な
い

っ
て

い
う

気
持

ち
は

、
た

ぶ
ん

変
わ

ら
な

い
だ

ろ
う

と
思

う
ん

で
す

が
。

だ
か

ら
、

認
め

な
い

と
か

、
隠

し
た

い
と

か
い

う
ふ

う
に

な
っ

て
る

部
分

を
、

ど
う

に
か

変
え

ら
れ

な
い

か
な

っ
て

>

<
だ

ん
だ

ん
介

護
の

世
代

に
入

っ
て

く
る

じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

や
っ

ぱ
り

初
期

の
入

り
口

の
と

こ
ろ

で
の

基
礎

知
識

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
も

う
少

し
上

の
層

の
人

よ
り

も
若

い
人

た
ち

の
ほ

う
が

ま
だ

な
い

の
で

、
初

期
の

と
こ

ろ
で

の
入

り
口

だ
っ

た
り

と
か

、
理

解
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

高
齢

の
方

の
病

気
と

か
に

接
す

る
機

会
が

少
な

い
分

発
見

も
遅

れ
て

る
で

し
ょ

う
し

>

③
<
も

う
一

個
は

本
人

が
、

な
ん

か
望

む
こ

と
が

実
現

で
き

れ
ば

い
い

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
思

っ
て

・
・

・
安

心
し

て
し

ゃ
べ

れ
る

よ
う

な
、

当
事

者
の

支
援

の
場

所
っ

て
い

う
の

が
、

す
ご

い
大

事
な

ん
だ

ろ
う

な
っ

て
い

う
の

は
思

っ
た

・
・

・
自

分
は

こ
れ

で
い

い
ん

だ
よ

っ
て

い
う

部
分

を
認

め
て

あ
げ

な
が

ら
、

自
分

の
気

持
ち

だ
っ

た
り

と
か

、
プ

ラ
ス

楽
し

い
空

間
み

た
い

な
場

所
っ

て
い

う
の

が
、

必
要

な
中

で
、

そ
う

い
う

形
で

こ
の

旅
行

が
行

け
た

中
で

、
す

ら
す

ら
こ

う
い

う
、

楽
し

く
お

話
が

で
き

た
ん

だ
ろ

う
な

な
ん

て
思

っ
た

の
で

。
う

ち
の

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
、

目
指

し
て

い
る

と
こ

の
部

分
に

な
っ

て
く

る
ん

で
し

ょ
う

け
ど

>

③
<
３

番
目

が
地

域
の

理
解

と
認

識
の

促
進

で
す

ね
。

啓
発

で
す

ね
。

・
・

・
駛

馬
南

で
い

え
ば

、
い

ろ
ん

な
認

知
症

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
通

し
て

の
勉

強
会

と
か

が
、

毎
年

や
っ

て
い

る
の

で
、

そ
こ

に
来

ら
れ

る
方

た
ち

は
い

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

。
新

し
い

方
た

ち
が

、
な

か
な

か
広

が
っ

て
来

ら
れ

な
い

と
か

い
っ

た
と

こ
ろ

が
あ

る
の

で
、

そ
こ

を
も

っ
と

す
そ

野
を

広
げ

る
っ

て
い

う
ふ

う
に

や
っ

て
い

け
た

ら
い

い
ん

だ
ろ

う
け

ど
、

そ
こ

が
な

か
な

か
広

が
り

が
実

感
で

き
な

い
っ

て
い

う
の

が
、

現
状

と
し

て
あ

る
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

②
<
や

っ
ぱ

り
私

は
、

家
族

支
援

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

課
題

か
な

っ
て

。
入

り
口

の
と

こ
ろ

で
こ

ち
ら

で
相

談
を

し
た

あ
と

、
長

い
経

過
で

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
さ

ん
に

は
引

き
継

い
で

い
く

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

や
っ

ぱ
り

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

と
サ

ー
ビ

ス
の

話
は

し
て

も
、

ゆ
っ

く
り

と
ケ

ア
の

悩
み

だ
っ

た
り

と
か

っ
て

い
う

の
が

、
ど

こ
ま

で
フ

ォ
ロ

ー
が

で
き

て
い

る
の

か
な

と
か

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
の

ほ
う

も
、

ご
本

人
さ

ん
の

ケ
ア

は
し

て
も

、
ご

家
族

の
ケ

ア
ま

で
ど

こ
ま

で
し

き
れ

て
る

か
っ

て
い

う
と

こ
で

>
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1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

地
域

包
括

<
今

、
家

族
会

と
か

い
っ

ぱ
い

で
き

て
き

て
ま

す
け

ど
・

・
・

や
っ

ぱ
り

な
か

な
か

出
て

こ
れ

な
い

ん
で

す
よ

、
家

族
会

や
っ

て
も

。
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
の

タ
イ

ミ
ン

グ
が

あ
っ

た
り

と
か

っ
て

い
う

こ
と

で
、

本
当

に
８

か
月

、
９

か
月

ぶ
り

に
来

ま
し

た
っ

て
。

電
話

で
の

毎
月

お
誘

い
は

し
て

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

れ
で

近
況

を
聞

い
た

り
し

て
>

<
一

番
大

変
な

と
き

に
、

お
話

聞
い

て
も

ら
っ

て
本

当
に

よ
か

っ
た

か
ら

っ
て

い
っ

て
、

ま
た

近
況

報
告

に
っ

て
来

て
く

だ
さ

る
ん

で
す

け
ど

、
や

っ
ぱ

り
な

か
な

か
出

て
こ

れ
な

い
の

で
、

そ
こ

の
家

族
支

援
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

ど
ん

な
形

で
っ

て
い

う
の

が
。

た
と

え
ば

、
ご

家
族

が
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
ほ

う
で

み
て

る
間

と
か

で
、

ち
ょ

っ
と

集
ま

れ
る

機
会

が
あ

る
と

か
>

③
<
地

域
づ

く
り

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

は
、

す
ご

い
地

域
の

基
盤

が
で

き
て

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

こ
に

出
て

き
て

る
人

は
い

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

う
じ

ゃ
な

い
人

た
ち

も
や

っ
ぱ

り
た

く
さ

ん
い

る
の

で
。

地
域

で
、

住
民

同
士

で
支

え
て

い
く

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
今

後
も

継
続

で
き

る
仕

組
み

づ
く

り
っ

て
い

う
の

か
な

・
・

・
地

域
の

基
盤

を
継

続
で

き
る

人
材

の
発

掘
と

い
い

ま
す

か
、

今
の

頑
張

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
方

が
、

た
ぶ

ん
も

う
少

し
で

引
退

し
た

あ
と

に
、

ま
た

そ
れ

が
続

け
ら

れ
る

か
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
や

っ
ぱ

り
今

か
ら

も
少

し
ず

つ
担

い
手

を
育

て
て

い
か

な
き

ゃ
い

け
な

い
時

期
な

ん
だ

ろ
う

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
、

や
っ

ぱ
り

地
域

づ
く

り
の

継
続

っ
て

い
う

と
こ

ろ
は

、
課

題
>

社
協

富
士

宮
 
社

協
①

<
認

知
症

で
あ

る
っ

て
い

う
こ

と
を

、
実

際
の

や
っ

ぱ
り

自
分

の
家

族
だ

と
か

。
自

分
自

身
、

家
族

、
地

域
近

隣
の

中
に

い
る

人
の

情
報

を
、

や
は

り
見

え
る

形
に

し
て

い
く

っ
て

い
う

こ
と

を
意

識
し

な
が

ら
、

い
ろ

ん
な

場
面

を
設

定
し

て
い

く
こ

と
が

大
事

じ
ゃ

な
い

か
な

と
い

う
ふ

う
に

、
一

つ
は

思
い

ま
す

ね
>

大
牟

田
 
社

協
①

<
や

っ
ぱ

り
認

知
症

と
い

う
病

気
の

周
知

徹
底

と
理

解
で

す
ね

。
こ

れ
は

大
き

い
で

す
よ

ね
。

認
知

症
は

病
気

な
ん

で
す

よ
と

。
誰

も
が

、
あ

な
た

も
将

来
か

か
る

か
も

し
れ

な
い

ん
で

す
よ

と
い

う
こ

と
>

玉
川

 
社

協
①

<
私

た
ち

協
議

会
も

含
め

て
、

認
知

症
の

方
が

暮
ら

せ
る

地
域

づ
く

り
っ

て
い

う
の

を
、

ど
う

い
う

ビ
ジ

ョ
ン

で
進

め
て

い
く

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
。

地
域

で
見

守
る

と
か

っ
て

い
う

、
大

枠
は

あ
る

か
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

そ
れ

を
具

体
化

し
て

い
く

と
こ

ろ
の

取
り

組
み

っ
て

い
う

の
が

、
や

っ
ぱ

り
重

要
に

な
っ

て
く

る
の

か
な

っ
て

い
う

の
が

一
つ

思
い

ま
す

>
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1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

社
協

<
そ

う
い

う
機

会
を

、
い

ろ
ん

な
場

面
を

設
定

し
て

い
く

っ
て

こ
と

が
大

切
か

な
っ

て
思

い
ま

す
し

。
そ

こ
に

、
そ

う
い

う
場

面
を

つ
く

っ
て

い
く

と
こ

ろ
に

、
い

ろ
ん

な
関

係
者

、
住

民
の

人
た

ち
を

含
め

た
、

い
ろ

ん
な

関
係

者
で

も
っ

て
、

企
画

を
考

え
、

検
討

し
、

実
践

し
て

い
く

っ
て

い
う

。
い

わ
ゆ

る
そ

の
協

働
だ

と
か

、
連

携
だ

と
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
を

、
実

践
の

場
に

し
て

い
く

っ
て

い
う

プ
ロ

セ
ス

が
、

重
要

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

>

②
<
認

知
症

を
抱

え
る

家
族

支
援

で
す

ね
。

相
談

と
か

、
レ

ス
パ

イ
ト

ケ
ア

と
か

、
家

族
会

の
交

流
と

か
、

情
報

交
換

と
か

。
こ

の
辺

が
や

っ
ぱ

大
事

で
し

ょ
う

ね
>

②
<
認

知
症

っ
て

い
う

と
こ

ろ
な

っ
た

と
き

に
、

医
療

機
関

と
し

て
ど

こ
に

い
け

ば
い

い
の

か
っ

て
い

う
の

が
、

な
か

な
か

地
域

の
方

で
、

す
ぱ

っ
と

、
わ

か
ら

な
い

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
か

な
と

い
う

と
こ

ろ
で

。
あ

ん
ま

り
認

知
症

専
門

の
病

院
と

か
っ

て
い

う
と

、
ま

た
ハ

ー
ド

ル
が

上
が

っ
た

り
す

る
の

か
ど

う
か

ち
ょ

っ
と

心
理

的
に

わ
か

ら
な

い
ん

で
す

け
ど

。
そ

う
い

っ
た

安
心

し
て

か
か

れ
る

病
院

が
地

域
に

ご
自

身
の

家
か

ら
あ

ん
ま

り
遠

く
な

い
と

こ
ろ

に
、

あ
っ

た
ら

い
い

の
か

な
と

い
う

と
こ

ろ
が

一
つ

思
い

ま
す

>

②
<
こ

う
い

う
窓

口
だ

け
で

は
な

く
て

、
実

際
に

い
ろ

ん
な

見
守

り
活

動
を

や
る

住
民

の
方

か
ら

、
市

役
所

の
窓

口
を

対
応

す
る

専
門

職
ま

で
含

め
て

、
窓

口
に

実
際

に
来

な
く

て
も

、
気

軽
に

困
り

ご
と

を
相

談
で

き
る

、
そ

う
い

う
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
の

徹
底

み
た

い
な

と
こ

ろ
は

、
こ

れ
か

ら
大

事
に

し
て

か
な

き
ゃ

な
ら

な
い

部
分

か
な

と
思

い
ま

す
>

③
<
認

知
症

予
防

の
た

め
の

サ
ロ

ン
。

一
人

暮
ら

し
だ

っ
た

ら
、

１
日

誰
と

も
話

さ
な

い
と

か
、

隣
近

所
の

つ
き

合
い

が
な

い
と

か
い

う
こ

と
じ

ゃ
な

く
て

、
こ

こ
に

行
け

ば
誰

か
と

話
せ

る
と

か
、

太
陽

の
陽

を
浴

び
る

と
か

、
そ

う
い

う
ふ

う
な

適
度

な
運

動
と

か
い

う
、

や
っ

ぱ
サ

ロ
ン

と
か

で
は

、
そ

う
い

う
ふ

う
な

、
一

緒
に

ご
飯

を
食

べ
た

り
と

か
、

一
緒

に
旅

行
し

た
り

と
か

、
そ

う
い

う
の

が
、

結
果

そ
れ

が
予

防
に

つ
な

が
っ

て
い

く
ん

で
す

よ
と

。
生

き
が

い
に

つ
な

が
っ

て
い

く
ん

で
す

よ
と

。
孤

独
感

の
解

消
に

つ
な

が
っ

て
い

く
ん

で
す

よ
と

い
う

ふ
う

に
持

っ
て

い
き

た
い

な
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

い
ま

す
。

た
だ

こ
こ

で
問

題
な

の
は

、
女

性
は

い
い

ん
で

す
ね

。
男

性
が

駄
目

な
ん

で
す

>

③
<
子

ど
も

と
か

若
い

世
代

へ
の

取
り

組
み

っ
て

い
う

の
が

、
一

つ
重

要
に

な
る

か
な

と
い

う
こ

と
で

。
や

は
り

こ
れ

か
ら

地
域

で
長

く
生

活
し

て
い

く
人

た
ち

に
、

地
域

の
実

情
と

い
う

か
、

地
域

に
は

そ
う

い
う

方
も

い
る

っ
て

い
う

こ
と

を
、

し
っ

か
り

把
握

し
て

も
ら

う
っ

て
い

う
の

が
、

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
に

今
後

な
っ

て
い

く
の

か
っ

て
い

う
>

<
気

軽
に

相
談

を
受

け
つ

け
て

、
そ

れ
が

つ
な

が
っ

て
い

く
よ

う
な

仕
組

み
。

い
わ

ゆ
る

、
地

域
包

括
ケ

ア
の

描
い

た
部

分
だ

け
で

は
な

く
て

、
そ

れ
が

実
践

化
し

て
い

く
っ

て
い

う
こ

と
を

や
っ

て
く

、
取

り
組

ん
で

く
っ

て
こ

と
が

大
事

か
な

と
>
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1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

社
協

<
周

り
の

人
た

ち
の

異
変

や
、

困
っ

て
る

こ
と

を
キ

ャ
ッ

チ
し

て
、

と
に

か
く

、
聞

い
て

受
け

入
れ

て
く

っ
て

い
う

よ
う

な
人

た
ち

を
育

成
し

て
い

く
。

富
士

宮
市

社
協

で
は

、
福

祉
の

ま
ち

づ
く

り
サ

ポ
ー

タ
ー

っ
て

い
う

、
一

般
住

民
の

人
た

ち
の

、
そ

う
い

う
い

ろ
ん

な
地

域
福

祉
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
育

成
す

る
講

座
を

ず
っ

と
や

っ
て

ま
し

て
。

今
、

二
百

何
十

人
い

る
ん

で
す

が
、

そ
の

人
た

ち
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
講

座
を

先
月

や
ら

し
て

い
た

だ
い

て
、

そ
の

中
で

自
分

た
ち

が
も

っ
と

、
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

図
っ

て
、

う
ま

く
活

用
し

て
く

れ
み

た
い

な
話

が
あ

る
ん

で
す

よ
。

そ
う

い
う

人
た

ち
を

、
も

う
少

し
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
す

る
、

自
分

と
し

て
は

パ
ー

ソ
ナ

ル
サ

ポ
ー

タ
ー

み
た

い
な

と
こ

ろ
に

つ
な

げ
て

く
よ

う
な

仕
掛

け
を

考
え

た
い

な
、

な
ん

て
ふ

う
に

は
思

っ
て

ま
す

>

③
<
専

門
職

、
個

々
の

ス
キ

ル
を

や
っ

ぱ
り

向
上

さ
せ

て
い

く
。

そ
う

い
う

研
修

体
制

み
た

い
な

と
こ

ろ
が

、
ま

だ
ま

だ
不

足
し

て
い

る
部

分
じ

ゃ
な

い
か

な
と

思
う

の
で

、
個

々
の

、
い

ろ
い

ろ
そ

れ
ぞ

れ
の

資
格

だ
と

か
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
た

め
の

取
り

組
み

は
し

て
る

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
そ

こ
も

ち
ゃ

ん
と

連
携

が
と

れ
る

方
向

に
進

め
る

よ
う

な
、

そ
う

い
う

研
修

、
専

門
職

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
。

そ
こ

は
、

や
っ

ぱ
欠

か
し

て
は

な
ら

な
い

と
い

う
ふ

う
に

は
思

い
ま

す
>

自
治

会
富

士
宮

 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

①
<
医

療
関

係
と

か
、

そ
う

い
っ

た
こ

と
の

連
携

と
か

、
そ

う
い

う
人

た
ち

の
地

域
の

講
演

会
み

た
い

な
と

こ
ろ

で
、

よ
り

知
ら

し
め

る
っ

て
い

う
か

、
我

々
が

語
る

と
ま

だ
嘘

っ
ぽ

い
ん

で
す

け
ど

、
専

門
家

も
連

れ
て

き
て

、
認

知
症

で
あ

る
と

か
、

そ
う

い
う

の
を

身
近

に
語

っ
て

も
ら

う
。

今
ま

で
に

認
知

症
の

ケ
ア

。
い

わ
ゆ

る
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

も
全

部
、

市
役

所
で

あ
り

、
我

々
が

選
ん

だ
ん

で
す

よ
ね

。
我

々
の

仲
間

が
や

っ
て

る
わ

け
で

す
よ

ね
。

じ
ゃ

な
く

て
、

そ
う

い
う

専
門

医
>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

①
<
一

番
大

事
な

こ
と

は
、

地
域

の
中

の
危

険
箇

所
を

、
住

民
が

共
有

し
て

お
く

こ
と

が
、

や
は

り
一

番
だ

ろ
う

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

①
<
み

ん
な

が
、

も
っ

と
認

知
症

の
人

も
当

た
り

前
っ

て
い

う
の

を
受

け
入

れ
る

地
域

に
、

私
た

ち
が

啓
発

を
し

て
・

・
・

地
域

で
そ

の
方

た
ち

が
気

持
ち

よ
く

過
ご

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
な

ふ
う

に
、

み
ん

な
で

自
分

の
こ

と
と

し
て

受
け

止
め

て
い

た
だ

け
る

よ
う

に
、

私
た

ち
も

お
話

し
し

て
い

け
れ

ば
一

番
い

い
か

な
と

思
っ

て
お

り
ま

す
>
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1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

自
治

会
②

<
や

っ
ぱ

り
整

備
で

す
ね

。
特

別
養

護
で

あ
る

と
か

、
そ

う
い

う
施

設
が

、
や

っ
ぱ

り
ま

だ
ま

だ
で

し
ょ

う
ね

。
入

り
た

い
人

が
、

ま
だ

い
っ

ぱ
い

い
ま

す
か

ら
。

そ
の

辺
を

逆
に

、
入

り
た

い
ん

だ
け

ど
も

、
そ

の
入

り
た

い
っ

て
叫

ん
で

る
家

族
の

声
が

聞
こ

え
な

い
ん

で
す

よ
>

②
<
２

番
目

に
は

、
引

き
こ

も
り

等
を

つ
く

ら
な

い
た

め
に

、
顔

の
見

え
る

関
係

を
、

地
域

の
中

で
な

る
べ

く
多

く
考

え
て

い
く

べ
き

だ
ろ

う
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

お
り

ま
す

。
そ

れ
は

、
地

域
の

動
き

に
高

齢
者

の
方

も
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
、

一
番

だ
ろ

う
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
し

。
や

っ
ぱ

り
見

え
る

こ
と

。
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

こ
と

は
、

非
常

に
見

え
る

こ
と

で
あ

っ
て

。
見

え
る

こ
と

は
、

支
援

に
つ

な
が

っ
て

い
く

と
思

っ
て

ま
す

>

②
③

<
見

守
り

を
、

み
ん

な
で

、
地

域
で

し
ま

し
ょ

う
と

い
う

こ
と

だ
と

思
う

ん
で

す
け

れ
ど

ね
・

・
・

私
た

ち
は

、
地

域
の

ほ
う

で
、

そ
れ

は
、

7
5
歳

以
上

に
し

て
る

ん
で

す
け

れ
ど

。
7
5
歳

以
上

の
方

の
う

ち
は

、
全

部
回

り
ま

す
の

で
>

③
<
ま

ず
1
6
の

地
域

を
ま

ん
べ

ん
な

く
と

い
う

こ
と

で
。

ま
ず

そ
こ

を
や

ろ
う

か
と

思
っ

て
ま

す
け

ど
ね

。
ま

ず
そ

こ
で

も
エ

ネ
ル

ギ
ー

い
っ

ぱ
い

な
も

ん
で

す
か

ら
、

題
材

探
し

か
ら

、
家

族
の

同
意

。
あ

と
、

区
長

さ
ん

た
ち

に
説

明
を

や
ん

な
き

ゃ
駄

目
で

す
よ

ね
。

回
覧

板
を

つ
く

る
と

か
、

や
る

こ
と

が
い

っ
ぱ

い
あ

る
わ

け
で

す
よ

、
そ

こ
ま

で
の

段
階

で
>

③
<
３

つ
目

に
は

、
近

隣
の

市
町

村
と

の
行

動
連

携
で

す
ね

。
う

ち
の

認
知

症
に

な
っ

た
方

が
、

ど
こ

に
徘

徊
さ

れ
て

る
の

か
と

い
う

大
き

な
疑

問
。

大
き

な
現

象
に

ぶ
つ

か
り

ま
し

た
の

で
、

こ
こ

を
考

え
る

と
、

や
っ

ぱ
り

近
隣

の
。

こ
っ

ち
は

、
荒

尾
市

で
す

け
れ

ど
も

。
荒

尾
市

（
熊

本
県

）
も

、
県

を
越

え
て

の
そ

う
い

う
つ

な
が

り
は

、
持

っ
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
い

う
こ

と
で

す
>

<
手

挙
げ

方
式

で
、

2
3
0
名

ぐ
ら

い
の

方
を

・
・

・
不

自
由

っ
て

い
う

の
か

、
心

配
な

方
で

す
ね

。
そ

う
い

う
よ

う
な

形
で

、
と

に
か

く
皆

さ
ん

で
見

守
り

ま
し

ょ
う

ね
っ

て
い

う
の

を
広

げ
る

た
め

に
、

た
と

え
ば

そ
れ

で
や

っ
て

る
わ

け
で

す
。

「
み

ん
な

で
強

制
的

に
、

あ
れ

こ
れ

し
て

く
だ

さ
い

」
っ

て
言

う
と

、
な

か
な

か
あ

れ
で

す
の

で
、

そ
う

い
う

こ
と

で
や

っ
て

。
ま

ず
一

つ
、

「
災

害
だ

け
で

い
い

で
す

よ
」

っ
て

言
い

な
が

ら
、

い
ろ

い
ろ

見
守

っ
て

い
た

だ
く

方
法

な
ん

で
す

け
れ

ど
、

一
つ

の
ね

>

<
（

奥
沢

、
東

玉
川

と
も

町
会

入
会

率
は

7
0
％

く
ら

い
、

認
知

症
の

方
の

把
握

は
）

大
体

私
た

ち
は

、
わ

か
っ

て
る

は
ず

で
す

。
こ

の
地

域
は

、
あ

る
程

度
は

>

か
か

り
つ

け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
①

<
地

域
の

医
師

会
の

先
生

方
が

、
協

力
っ

て
い

う
か

、
み

ん
な

で
一

緒
に

や
っ

て
い

き
ま

し
ょ

う
と

い
う

地
域

の
医

師
会

の
連

携
で

す
か

ね
>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
①

<
１

番
が

、
や

っ
ぱ

り
医

師
を

含
め

た
医

師
主

導
じ

ゃ
な

い
カ

ン
フ

ァ
の

充
実

っ
て

い
う

>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
①

<
ト

ッ
プ

１
は

、
世

田
谷

区
と

医
師

会
が

ど
う

、
そ

こ
を

共
有

す
る

か
。

も
う

仕
組

み
の

つ
く

り
方

か
ら

、
普

及
の

仕
方

か
ら

。
本

当
に

行
政

と
医

師
会

が
ど

う
組

め
る

か
に

か
か

っ
て

る
か

な
と

思
い

ま
す

>
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1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

か
か

り
つ

け
医

②
<
そ

れ
か

ら
、

そ
う

い
う

人
た

ち
と

の
勉

強
会

、
症

例
検

討
会

と
か

、
そ

う
い

う
も

の
を

含
め

た
勉

強
会

>
②

<
あ

と
は

、
や

っ
ぱ

り
行

政
の

果
た

す
役

割
っ

て
、

す
ご

く
介

入
す

る
上

で
お

っ
き

い
ん

で
す

よ
。

包
括

の
や

っ
ぱ

り
充

実
っ

て
い

う
の

が
、

大
切

な
の

か
な

と
>

②
<
第

２
番

は
、

地
域

の
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

ど
う

生
か

せ
る

か
。

機
能

面
で

も
だ

し
、

マ
ン

パ
ワ

ー
の

面
で

も
、

そ
こ

を
ど

う
う

ま
く

。
本

当
に

、
単

に
仕

事
を

投
げ

か
け

る
だ

け
で

は
な

く
て

、
そ

こ
が

力
を

発
揮

で
き

る
よ

う
に

つ
く

っ
て

い
け

る
か

だ
と

思
い

ま
す

ね
>

③
<
そ

れ
か

ら
、

も
う

一
つ

は
、

サ
ポ

ー
ト

医
を

養
成

っ
て

い
う

か
。

た
と

え
ば

、
こ

の
地

域
に

も
2
0
人

ぐ
ら

い
は

必
要

だ
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
>

<
充

実
っ

て
い

う
の

は
、

事
務

的
体

制
で

す
ね

。
今

の
包

括
と

も
市

が
指

定
す

る
人

員
よ

り
も

プ
ラ

ス
１

ぐ
ら

い
で

、
ど

こ
も

置
い

て
る

ん
で

す
よ

。
プ

ラ
ス

１
と

か
、

プ
ラ

ス
２

と
か

。
い

わ
ゆ

る
補

助
金

の
額

で
、

想
定

さ
れ

る
額

よ
り

も
プ

ラ
ス

１
か

２
っ

て
い

う
と

こ
も

、
置

い
て

頑
張

っ
て

る
ん

で
す

よ
。

だ
け

ど
、

そ
れ

で
も

足
り

な
い

で
す

>

③
<
３

番
目

は
、

ご
家

族
を

ど
う

支
え

ら
れ

る
か

、
だ

と
思

い
ま

す
。

本
人

も
も

ち
ろ

ん
な

ん
で

す
が

、
ご

家
族

を
支

え
ら

れ
る

だ
け

で
、

ご
本

人
が

頑
張

れ
る

度
合

い
が

広
が

る
の

で
。

だ
と

思
い

ま
す

ね
>

<
（

サ
ポ

ー
ト

医
）

2
0
人

は
い

る
。

私
一

人
で

何
も

で
き

な
い

で
す

。
サ

ポ
ー

ト
医

同
士

の
連

携
も

で
き

な
い

し
、

町
へ

出
て

っ
て

活
動

す
る

、
こ

れ
も

で
き

な
い

。
・

・
・

か
か

り
つ

け
医

の
向

上
研

修
会

み
た

い
な

の
が

あ
っ

て
。

そ
れ

を
受

け
た

人
た

ち
は

、
こ

こ
は

2
3
人

ぐ
ら

い
い

る
ん

で
す

よ
、

富
士

宮
だ

け
で

。
そ

の
人

た
ち

が
、

希
望

す
れ

ば
サ

ポ
ー

ト
医

に
な

れ
る

と
い

う
、

そ
う

い
う

シ
ス

テ
ム

を
つ

く
っ

て
も

ら
い

た
い

ん
で

す
よ

ね
。

そ
う

す
る

と
や

る
気

に
な

る
ん

で
す

よ
、

み
ん

な
>

<
で

、
や

っ
ぱ

り
感

覚
と

し
て

は
、

今
の

２
倍

ぐ
ら

い
。

あ
る

い
は

包
括

の
担

当
区

域
を

せ
ば

め
て

、
包

括
の

数
を

今
の

６
包

括
か

ら
1
2
包

括
に

す
る

。
で

き
れ

ば
、

地
域

包
括

ケ
ア

の
中

で
、

も
う

各
小

学
校

区
ぐ

ら
い

に
包

括
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

。
で

、
広

い
区

域
担

当
す

る
と

わ
か

ん
な

い
ん

で
す

よ
、

包
括

の
人

。
調

べ
る

の
に

時
間

か
か

る
か

ら
。

だ
か

ら
、

そ
こ

は
、

も
う

ほ
ん

と
に

希
望

と
し

て
は

、
や

っ
ぱ

り
包

括
の

数
を

増
や

し
て

ほ
し

い
ん

で
す

よ
>

<
こ

の
サ

ポ
ー

ト
医

の
話

を
ぜ

ひ
広

め
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
こ

れ
、

本
当

に
駄

目
で

す
よ

。
こ

れ
、

全
国

的
に

駄
目

だ
と

思
う

ん
で

す
け

ど
・

・
・

サ
ポ

ー
ト

医
っ

て
な

ん
な

ん
だ

っ
て

い
う

の
が

、
一

番
な

ん
で

す
け

ど
。

サ
ポ

ー
ト

医
っ

て
い

う
の

の
役

割
っ

て
い

う
の

が
、

い
ま

だ
に

問
題

な
ん

で
、

全
然

サ
ポ

ー
ト

医
の

役
割

が
な

ん
だ

か
わ

か
っ

て
な

い
ん

で
す

よ
ね

。
私

も
わ

か
ん

な
い

ん
で

す
。

審
議

・
質

問
し

て
も

、
な

ん
か

い
ろ

ん
な

こ
と

調
べ

て
く

れ
る

ん
で

す
け

ど
、

本
当

に
わ

か
ら

な
い

>

③
<
N
o
３

は
、

や
っ

ぱ
り

訪
問

診
療

を
な

ん
か

チ
ー

ム
で

や
っ

て
い

き
た

い
な

と
>
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1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

か
か

り
つ

け
医

<
医

師
同

士
で

、
た

と
え

ば
連

携
し

合
っ

て
。

今
、

う
ち

、
医

師
同

士
で

連
携

し
合

っ
て

、
2
4
時

間
や

っ
て

る
ん

だ
け

ど
、

法
人

の
中

の
連

携
な

ん
で

す
よ

。
だ

か
ら

、
そ

れ
を

や
っ

ぱ
り

ほ
ん

と
も

う
、

ま
た

医
師

会
の

話
が

出
て

く
る

ん
で

す
け

ど
。

医
師

会
の

中
で

、
大

牟
田

で
、

た
ぶ

ん
夜

２
人

お
れ

ば
、

2
4
時

間
体

制
で

回
せ

る
と

思
い

ま
す

、
在

宅
。

１
人

か
、

２
人

、
当

直
す

れ
ば

。
そ

し
た

ら
う

ま
く

い
く

の
か

な
と

>

<
看

護
師

さ
ん

が
、

そ
こ

に
そ

れ
ぞ

れ
の

診
療

所
で

自
分

た
ち

の
患

者
さ

ん
把

握
し

て
て

、
そ

の
看

護
師

さ
ん

と
一

緒
に

往
診

に
行

く
。

あ
る

い
は

、
施

設
に

行
っ

た
と

き
に

は
、

そ
れ

を
把

握
し

て
い

る
職

員
さ

ん
が

い
る

と
い

う
こ

と
で

、
往

診
。

別
に

カ
ル

テ
共

有
し

な
く

て
も

往
診

成
立

さ
せ

て
ま

す
>

<
連

携
懇

親
会

と
か

で
飲

み
会

す
る

と
か

、
地

域
で

雑
談

す
る

っ
て

い
う

の
も

、
す

ご
く

い
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

対
等

な
立

場
で

の
カ

ン
フ

ァ
だ

と
思

い
ま

す
。

も
う

、
と

に
か

く
そ

こ
が

充
実

し
て

い
く

こ
と

が
、

介
護

職
員

の
技

量
も

医
師

の
技

量
も

改
善

す
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
と

い
う

ふ
う

に
考

え
て

ま
す

>

家
族

富
士

宮
 
家

族
①

<
一

番
は

、
地

域
の

人
た

ち
が

、
こ

の
病

気
の

お
勉

強
し

て
も

ら
い

た
い

。
理

解
し

な
く

て
も

い
い

か
ら

勉
強

し
て

も
ら

い
た

い
。

そ
う

し
な

い
と

進
ま

な
い

と
思

い
ま

す
・

・
・

普
通

に
挨

拶
し

て
く

れ
た

り
。

私
な

ん
か

が
言

う
と

、
本

当
、

普
通

の
生

活
し

て
く

れ
れ

ば
。

普
通

の
、

病
気

に
な

っ
て

も
普

通
に

接
し

て
く

れ
れ

ば
、

そ
れ

が
一

番
。

関
わ

り
と

か
そ

う
い

う
。

だ
か

ら
、

お
勉

強
を

し
と

い
て

、
あ

と
は

、
普

通
に

関
わ

っ
て

ほ
し

い
。

行
か

な
く

な
る

じ
ゃ

な
く

て
>

大
牟

田
 
家

族
①

<
第

一
は

認
知

症
の

症
状

の
、

具
体

例
の

周
知

で
す

か
ね

。
症

状
が

わ
か

ら
な

い
で

、
や

っ
ぱ

り
思

い
込

み
み

た
い

な
と

こ
ろ

で
、

偏
見

的
な

も
の

も
あ

る
か

な
と

思
い

ま
す

よ
ね

>

玉
川

 
家

族
①

<
玉

川
地

域
の

中
で

、
５

地
域

あ
る

ん
で

す
が

、
用

賀
地

域
も

い
ろ

ん
な

と
こ

で
、

地
区

社
協

っ
て

い
う

の
が

、
町

会
と

社
協

と
行

政
と

民
生

委
員

と
関

わ
っ

て
い

ろ
ん

な
取

り
組

み
を

し
て

る
ん

で
す

け
ど

も
、

地
域

全
体

の
こ

と
も

取
り

組
み

を
し

て
る

わ
け

な
ん

で
す

ね
。

で
す

か
ら

、
認

知
症

の
患

者
さ

ん
に

関
し

て
も

、
も

う
少

し
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

と
い

う
か

、
そ

れ
を

も
う

ち
ょ

っ
と

充
実

し
て

い
か

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
い

う
こ

と
を

こ
れ

か
ら

声
を

大
に

し
て

い
か

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

な
と

い
う

こ
と

が
一

つ
>



 
1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

家
族

②
<
私

た
ち

が
地

域
で

暮
ら

し
て

く
に

は
。

病
院

の
先

生
と

か
、

い
ろ

ん
な

周
り

の
人

た
ち

の
関

わ
り

が
な

い
と

、
暮

ら
し

て
け

な
い

の
で

。
町

ぐ
る

み
で

、
そ

う
い

う
の

に
取

り
組

ま
な

い
と

駄
目

な
の

か
な

っ
て

。
ま

ず
は

、
自

分
た

ち
の

住
ん

で
る

町
内

の
人

た
ち

に
理

解
し

て
も

ら
わ

な
い

と
、

そ
こ

を
出

れ
な

い
か

ら
。

そ
れ

で
、

そ
こ

か
ら

、
み

ん
な

地
域

の
人

た
ち

と
か

、
町

づ
く

り
で

見
守

る
よ

う
な

、
そ

う
い

う
の

が
で

き
れ

ば
、

い
い

の
か

な
。

そ
う

い
う

感
じ

か
な

>

<
た

と
え

ば
、

あ
な

た
の

お
父

さ
ん

な
り

、
お

母
さ

ん
が

今
ま

で
ど

ん
な

こ
と

し
て

ま
し

た
か

っ
て

い
う

こ
と

を
あ

げ
て

も
ら

っ
て

、
そ

れ
が

で
き

て
ま

す
か

ど
う

か
っ

て
い

う
の

は
チ

ェ
ッ

ク
と

か
で

す
ね

。
だ

か
ら

、
う

ち
の

母
の

場
合

は
、

よ
く

放
射

線
科

の
先

生
が

、
新

聞
取

り
に

は
行

っ
て

は
り

ま
す

か
と

か
、

聞
い

て
お

ら
れ

ま
し

た
ね

。
「

新
聞

は
、

必
ず

歩
い

て
取

り
に

い
か

せ
て

ま
す

」
と

か
っ

て
言

っ
て

ま
し

た
か

ら
。

そ
う

い
う

ふ
う

な
一

つ
一

つ
の

具
体

症
状

>

②
<
家

族
会

が
も

う
少

し
、

み
ん

な
で

連
携

し
て

、
家

族
会

の
充

実
と

い
う

こ
と

も
一

つ
で

す
ね

・
・

・
も

う
少

し
家

族
会

、
既

存
の

と
こ

ろ
に

も
も

う
ち

ょ
っ

と
厚

く
や

っ
ぱ

り
や

っ
て

ほ
し

い
な

っ
て

い
う

と
こ

で
す

。
新

し
い

と
こ

ろ
に

は
い

ろ
い

ろ
と

や
っ

て
ま

す
が

、
や

は
り

、
い

ま
ま

で
あ

る
と

こ
ろ

に
も

う
ち

ょ
っ

と
手

厚
く

、
や

っ
ぱ

り
や

っ
て

い
た

だ
け

れ
ば

、
や

り
や

す
い

の
か

な
と

い
う

希
望

で
す

ね
>

<
見

守
り

し
て

て
く

れ
る

。
そ

こ
で

、
な

ん
か

あ
っ

た
と

き
に

、
関

わ
っ

て
く

れ
れ

ば
。

だ
か

ら
、

た
ま

に
見

に
来

て
く

れ
る

み
た

い
な

、
一

人
暮

ら
し

の
人

の
と

き
に

、
私

た
ち

は
い

る
か

ら
、

私
が

相
談

に
行

っ
た

り
と

か
な

ん
か

で
き

る
け

ど
、

や
っ

ぱ
見

守
り

で
や

っ
て

く
れ

る
ほ

う
が

安
心

す
る

の
か

な
>

<
認

知
症

の
初

期
の

症
状

と
は

、
そ

う
い

う
も

の
が

入
口

だ
と

い
う

こ
と

を
理

解
し

て
い

た
だ

く
。

何
も

、
最

初
か

ら
徘

徊
だ

の
、

暴
言

だ
の

、
そ

う
い

う
こ

と
で

は
な

い
と

い
う

こ
と

を
理

解
し

て
も

ら
う

と
、

も
っ

と
関

わ
り

や
す

く
な

る
ん

じ
ゃ

な
い

で
し

ょ
う

か
ね

>

玉
川

 
家

族
③

<
３

つ
目

と
い

う
の

は
、

な
か

な
か

難
し

い
こ

と
だ

と
思

い
ま

す
が

、
全

体
で

町
会

と
か

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

に
も

、
呼

び
か

け
て

い
か

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

の
か

な
と

思
い

ま
す

ね
>

③
<
若

年
性

の
人

た
ち

は
、

社
会

参
加

も
で

き
る

ん
で

、
そ

う
い

う
場

所
が

ほ
し

い
ん

で
す

よ
ね

。
自

分
た

ち
で

探
さ

な
い

と
、

場
所

、
な

か
な

か
見

つ
か

ら
な

い
か

ら
、

普
通

の
社

会
参

加
の

人
た

ち
に

理
解

し
て

も
ら

わ
な

い
と

で
き

な
い

ん
で

す
け

ど
、

そ
う

い
う

理
解

も
必

要
か

な
っ

て
。

そ
う

す
れ

ば
、

若
年

性
の

人
た

ち
が

地
域

、
あ

と
は

社
会

と
か

会
社

、
も

し
く

は
そ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
で

も
働

け
る

の
か

な
っ

て
思

い
ま

す
>

②
<
２

番
目

は
、

そ
れ

は
、

地
域

の
方

も
知

っ
た

上
で

、
や

っ
ぱ

り
家

族
の

余
裕

の
時

間
を

つ
く

る
た

め
に

。
そ

し
て

、
そ

の
方

の
症

状
の

見
極

め
の

た
め

に
、

や
っ

ぱ
り

地
域

の
人

の
お

友
だ

ち
、

い
わ

ゆ
る

見
守

り
っ

て
い

う
か

、
お

茶
飲

み
友

だ
ち

み
た

い
な

仲
間

づ
く

り
>

③
<
市

の
職

員
の

人
が

も
っ

と
働

い
て

ほ
し

い
と

思
う

ん
で

す
よ

。
市

の
職

員
と

し
て

、
市

役
所

で
働

く
ん

じ
ゃ

な
く

て
、

地
域

に
戻

っ
た

と
き

に
、

自
分

が
そ

こ
の

地
域

の
一

人
と

し
て

、
旗

振
り

役
に

な
っ

て
ほ

し
い

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

。
そ

れ
で

私
も

、
公

務
し

て
た

と
き

に
、

よ
く

言
っ

て
た

ん
で

す
よ

。
「

な
ん

も
、

や
っ

と
こ

っ
て

い
ら

ん
と

。
O
B
が

地
域

に
戻

っ
て

、
そ

こ
で

草
の

根
運

動
す

り
ゃ

い
い

ん
だ

」
っ

て
言

っ
て

ね
>
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